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ミ： C  n きり； i^t^ まけた たまし く はしご 段 を あがって 來 た。 そして 机の そ 

『あんた、 ちょ ッと 束て 下さい！』 妻の あ^  I  、- こ 

ろし、 瀬 III けて、 難が I ゃァ！ せんか、 ^nH 

It. ま Ig 土 ii からく ぴを 延ばして 子供と 顔 見合ったり！  la 

の そばで よちよちして ちょ ッと 倒れたら、 それ I 鹿に して みんなで あざ笑ったり！』 

『  』 まさか、 あざ笑つ たので も あるまい と r 助 は 思った ので、 俄かに またい つもの やうない 

I」 ほり を發 し， の は そ！ めではなかった。 が、 こちき いやにな つて、 llyt^. 

とがあって、 一た ぴ追ひ 出した 女 を 二人の 子供の 實母 だからと して、 本人の 願 ひ を も 容れて f ま 

た 子供の 方の 心 を も 察して やって、 §ぃにも 斯うして、 時々 とま パ にる 來す させて ゐ るので ある。 今 P も 

きの ふの 朝から 來て 一泊し、 け ふ も 子供が 曰曜 だからと 云って この 書 一過ぎ まで. - たら、 もう、 十分に 

P くで はない か？ それに も拘ら す、 歸り がけに なって なほ 別れ S しんで、 手 を 取り合 はない まで 


に 芝居 じみた 額の ：s^ 合 ひ をして ゐる のかと 思 ふと、 こちら も 意地に なって 憎々 しくな つた，、 机の 前 を 

立ち あがる が 早い か、 はしご 段 を 妻より さきに 下りて 行って、 『まだ 歸ら ないで ぐ づぐづ して ィ るの 

か？』 

『今歸 りかけ てる ぢゃァ ありません か？.』 

「ぢ ゃァ、 直ぐ 出て 行け！』 吾助 は 幸 田の 婆々 ァ じみた 横ッ つら を 一 つ 喰ら はせ て やりた くも あつ 

たが、 それだけ はさし 控 へて、 その 餘勢を 言葉 や 目つ きにば かり 出した。 あの 氣遠 ひじみ た ヒス テリ 

づらで やがて 自分のと ころへ こちらが 歸 つて 來 ると 力んで ゐ たと 云 ふこと を人づ てに 聽ぃ たこと さ 

へ、 K は、 瘤に さわって るの だ。 きの ふ はきの ふで、 かの 女が 來 たの を 隣り の 若い 細^と その 妹と が 

燒 きもき して どんな 人 だら うと 窓から 頻りにの ぞいて ゐ たさう だ。 來 るたん びに こちらが もともと 通 

り 可愛がって やる のかと 人から 思 はれる の も 馬鹿々 々しかった。 『直ぐ 出て 行け！』 

『出て 行きます が、 ね』 と、 幸 田 は おどおどしながら も、 例の 如く、 またく ど さう にこ ちらの 宽. K に 

つけ 込み、 今の 若い 妻 を 馬鹿にして ゐる やうす が 見えないで はなかった。 『わたし は f.f^„l£ のこと さへ 顿 

んで 置けば いいんで すから。 また 來 ますよ。』 

『いや、 もう、 $3； さまの やうな やつ ァ 二度と 來る にや ァ 及ばない！』 

『そり ゃァ 無理です、 わ！』 俄かに かの 女 はこ ちらへ 突ッ かかって 來る やうな 態度に なった。 
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『うるさ や 臭 を 云 ふか？』 一 つ 大きく 叱り付けて 默ら せて 置いて、 吾助 は 少し 墓 を 和 

らげて 因 f 含める やうに 吿 げた。 子供 I 人と も かの 女に まかせて あった 時 はこ ちらが 一度 も會ひ 

に 行かなかった。 姉 Q 方が 言た 5 と 一 5 ながら 病氣で 死んでも、 葬式に さへ 行？ やらなかった。 

かの 女 は それ を 父の ig と 云 ひふら して ゐ るが、 こちらに は 寧ろ 別な 理由が あった。 一つに はかの 女 

の つら たくなかった 爲 めだが、 今 一 つの 理由 は 憎み 合って る 父と 母との 間に 立って、 殘 つてる 子 

供の 心を兩 方へ 迷 はせ たくなかった の だ。 ところが、 去年、 かの 女が 自分のお ろかな 計ら ひでこ ちら 

の やって あるせ Li つのた づきなる 家屋 を 人に 取られて しまったので、 今や こちらが 子供 を 引き取った 以 

上 は、 今度 はかの 女が さう 度々 こちらへ 來な いのが 本當 だら う。 『貴 さまが 來る爲 めに、 子供の 心 は そ 

ち.^ ちャく 

の 度 毎に ぐらつく し、 その上、 家庭に いらない 悶着が 起って 迷惑 だ』 と。 

『あなた は 自分勝手に 迷惑して ゐ るんで すから、 ね』 と、 幸 田 はな ほ へらす 口 を 叩いた。 

『何 を 云 ふ， この 婆々 ァ！』 妻 も はたで i か 曰^して ゐ たの だら う、 不斷に は 出した こと もない ひどい こ 

と 紫 を 吐いた。 それに また 附け 加へ て、 『一旦 1^ された 者が 圖々 しく やって 來 るなん か、 ほかの 家に 

はない ことです よ！』 

『  』 幸 W は それにぎ ッ くりした と 見え、 たださへ きよときよ とした その 目 を 擧げて 恨めし さ 

うに 暫 らくお 幾 を 見つめて ゐ たが、 『さう です か？ ぢ ゃァ歸 ります から、 ね』 と， ぷりぷり怒って 直 


ぐ 玄關の 敷居 を またぎ かけた が， そこで もまた 『^い 人から 见. OS ゃァ 婆々 ァ になる の も 131 り 前です、 

< らう 

さんざん 苦勞を させられた あげくで すから、 ね』 と 云 ふ 棄てぜ り ふ を ほざいた。 

その あと をぁッ けに 取られて、 1 一人の まま ツ子が まだき ちんと 坐 わって 膝 ッ こぶし を 出して る な 

で、 お 幾 は 如何にも 懂々 しさう に、 なほ、 渠 らの寳 母の 而 白くない 態度に 對 する 不平 を 一； ム つた。 

さラ u- 

『人のう ちへ 來てゐ て 掃除 一 つ 手つ だはないで、 生意氣 にも 子供に 足 こし を さすらせ たりば かりし 

て！ さう して 自分 はた だ 鼻く そば かりほ じくって、 それ を 手で 圆 めて あたり かま はす 投げ ちらす の 

です もの！ わたし、 きの ふから 御 はん をろ くろく たべられませんでした、 わ — あれ を 思 ひ 出す 

と、 むなくそが 惡く なって。』 

『おれ はそんな ことに や ァ氣が 付かなかった が』 と、 ii ，助 も氣が 荒立って ゐ たが、 それ を 押し 靜 めつ 

ことば  35 よ 

つ、 それとなく 妻の 一一 甲 つよい 響き を 子供に 和らげて 聽 かせる やうに した。 そして かの 女が 二の 

母と して 子供に 對 して その 實母 のこと を 11 正 底に だが —— さう つけつ けく さすの は、 かの 女 自身の 

爲め にも あまりい いこと ではない と考 へた。 が、 吾助 自身と して は、 また、 子お の 母に 對 して <rQ 

べんご 

$ の 立ち 場 を 辯 護して 置かなければ ならなかった ので、 『おれ も』 と、 わざとに もお に赞 45- して 兑せ 

て、 『あいつの 婆々 ァ じみた とげとげし いつら を 見る たんぴに、 自分ながら、 今更ら よくも あんな 赛と 

I 緒に なって ゐ たもの だと 思 ふんだ。』 
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『そり ゃァ、 よかった のでしょう から、 ね。』  - し ビ> 

『  』 8 と、 こちら はかの 女の はしたな I 叱り付けて やりたかった。 が、 今 さう すれば 

11 いてる 子供 をして ますます いい 氣 になって 若い 母に 對 する i< をつ づけし める ことに なる だら うと 

H ひへ たの e、 喉まで は m たのの しり を 私 かにぐ ッ暴ん でし まった。 兄の 方 は、 もう i 敎 へられない 

でも、 ひとり 手て 男の 兒 として おぼえる こと を いつのまにか おぼえた。 "ての 證據を 置に 發 m され 

て、 父から あたま を惡 くす るッ てひどく 戒 しめられ たこと I る。 そして ハ乂 として I ぎの 兒も 今や 

—少し それと して は 早 過 I が— 同じ こと I れ からか！ はって ゐ はしない かと 云 ふ 疑？ つ 1 

つて ゐ るので ある。 さう 云 ふ ものら の 前で、 如何 i へがない 女と しても、 はしたな いこと や 嫉妬 じ 

みた こと を 云 ふべき ではなかった。  ， ゥ、， ノ で。 ご 

兄 の雄 乍 は ぶ§を 出る 少し 前に 自分から 進んで 父の もとへ 來て中 攀へ通 ひたいと 云 ひ そ 

. ^がー 一誓に iQ ゆかりと なって、 幸 田が 子供 i を つれて s。 こちら はどうせ 引き取るなら、 

m 弟 を もやが て 引 I つて こちら S 育し、 1 人 ft  S を 待つ 「 

雷の 養子に する ことにした。 そして 改めて §si を 云って 蘊 かせたり、 庭に， た 草ば なのが 

ろい ろ を 見せたり して、 その 時 は 一 と 先づ歸 した。 すると、 市中にば かり 育って、 まだ 植物 や 畑の.^ 

識な ど は 少しもなかった 政 直 は、 俄かに 父の やうな 庭つ くりの t 似 をしょう として、 0a 


た 洗い 大根 を 一 本、 狭い 庭の 隅に 植ゑ たが、 白く 奇^な 极を 上に 出して、 靡ッ ばの 方 を 土に 埋めた と 

云 ふ。 

それ ほさ 無 邪氣な 弟の 方 は 兄より 少し あとで 引き取られ ると、 父 を 何となく 避けながら も、 お 兼の 

つれ ッ兒と は 直ぐ 親しんだ。 初 雄と 一 14 つて * これ も 亦 の兒 で、 ゃッ と小舉 校へ 行き 初めた. S であつ 

たが、 もう、 戶籍 上で も 同じ やうに こちらの 子に なって ゐた。 雄 作に は、 その 疑 ひ 深い 母から 云 ひ 

ぼい ちゃく 

含められて、 初 雄の 爲め 若しくは 新ら しくで きる 兒の爲 めに 廢 摘され などし ないやう にと 云 ふ 戒心 

が 初めから あった やう だ。 が、 攻 直に はそんな こと も 分らない ので、 初 雄 を 一番い い 遊び 友達に したば 

かりで なく、 うへの 兄が こッ そり 臺 どころ の 物 を 盗んだり、 そとから 萬 子 を つて 來て $3 に 知れない 

やうに 刖窒 の寢 どこの 中で 喰ったり する を發见 すると、 したの 二人で 心 を 合 はせ て それ を素ッ 破ぬ い 

た。 そして 兄の 壓 迫に いつも！ 一人 は 小さい 力 を 合 はせ て對抗 して ゐた。 

が、 お 兼の 立ち 聽 いたと ころで は、 兄と 攻 直とが 或 時 1 緒 に 湯に 這 入って ゐ ると、 雄 作 は、  1^ を 威し 

付ける やうに して または 口説く やうに して、 

『なぜ あんな 者に 味 かたして、 にィ さんに 同情 しないの』 などと 云って ゐた。 あんな 荐とは 初 雄の こ 

とで、 『兄弟で も 何でもな いの だ。 赤の他人 だよ。 然し、 わたし は 政 ちゃんのに ィ さん ぢゃァ ないか？ 

にィ さんがえ らく なれば 弟 も 助けられて えらくなる にき まって る。 その わけ を 知らないで、 どうして 
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にィ さんの 味 かた を しないの よ！ 自烈 たい、 ね、 ちゃんと 返事 をお し！』 

『  』 政 直 は その 時 なかなか 口を出さなかった さう だ。 そして 最後に 云 ひぬ けの 爲 めであった 

かも 知れない が、 『あとで 考へ て 返事 をす るから』 と 答へ たさう だ。 

『政 ちゃんの 方 は 子供の 返事と して なかなかお ほで きでした が、 わたし』 と、 お 兼 は その あとで 愤慨 

して こちらに 語った、 『雄 作が わざわざ 無 邪氣な ものに わる 知慧 をつ けて、 はやく 返事 を しないと 悲觀 

しちやうよ、 自烈 たいなんて 足ぶ みまでして 威し 付けた のを聽 いた 時には、 その 本人 を あはれ にもな 

< さ 

つて、 ぞッ としました、 わ。 如何に 幸 田が その かげに 附 いてる から ッて、 何 だッて あんなけ ち 臭.^ 子 

でしよう、 ね？』 

『ふん！』 困った もの だと はこち らも 思った が、 こんな 時、 感情の 激して ゐる妻 を 慰める 言葉 をへ た 

に 云へば 却って また かの 女 を つけあがら しめる だら うし、 さう かと 云って、 また、 へたに 子 # をもッ 

とお ほ 目に 見て 置かせる やうに 戒めた ッて、 まだ 斯う 云 ふこと に經驗 のない 女に は 分る 害が な 力つ 

た。 子供が こッ そり 臺 どころ の 砂 糠 や 茶箪笥の.^ の 菓子 を盜む ほどの こと は、 自分ら も 子供の 時に し 

て來 たこと で、 どこでも あり 勝ちな こと だと 云って 聽 かせても、  . r 

『いや、 雄 作の は 特別に 意地が 惡ぃ仕 かたです から』 と 答へ て、 聽 かないの であった。 尤も * 雄 作 は 

お 兼の なかなか ちょ ッと 落した 位で は 毀 われさう でもない 舶來の 鏡 を、 かの 女の 留守に、 うち 毀 わし 


てと ぼけて ゐ たこと もあった。 

だから、 かの 女に 直接に は 何とも 云はなかった が、 吾助 はう への 子供 ふたり を 二階の * 齋へ 呼んで 

こんじ.^ う 

來 させ、 お 兼 を も ひがみ 根性 を 起させない 爲め 立ち合 はせ て 置いて、 また 父と しての 訓戒 を發 した。 

『一 體、 お前 達が この 家へ 來てゐ る 以上 は、 今のお ッ 母さん を本當 のお ッ 母さんと 同 樣に思 はなけ 乜 

ばな らん。 さう して その 結果と して あの 初 雄 を も 兄弟の ひと リ にして やらなければ いけない。』 たと 

へば、 貰 はれて 來た 子で も 貰 はれた 以上 は そこの 子に なった の だ。 血す ぢ がどうの、 斯うのと か、 

幸 田が そとから むかし 流に 勝手な こと を 云って るの は- 父と して 少しも I ちかして ゐ ない。 若し 父が 

死ぬ として、 その 時 みんなの 財産になる 物が あると したら、 どの 子供に も li: じ やうに 分けて やれと 

云 ふ 遣： 百 をして 匿く つもりで — そのうちで、 雄 作 は總領 だから この ロロ 家を韆 ぐし、 政 直 は^ 束 

があって 幸 田家の あとになる し t 初 雄 や 舂 子 はまた 別々 に獨 立す る だら う。 それに、 今の 母 は 母 

で. 矢ッ 張リ、 生活が できる やうに してやらな いぢ ゃァ 父の 責任 は濟 まない。 然し、 ただお， 3 建の も 

との 母 は 今 ぢゃァ 田 口 家に 關 係がない から、 もう、 この 家で 世話 をして やる に は 及ばない。 いや、 

1 生、 生活が できる 爲 めにあの お前 達 も 知って る 家 を やって あつたの だが、 1:^^ 性な しの 爲 めにあ 

の 商寶を 自分で つづけて 行く ことができす、 それに 元 f 分が 馬鹿な くせに づ るいと ころから、 なま は 

ん じゃくな 猿 知慧を 出して 却って 人に 取られて しまったの だ。 若し あの 女の 老後 を 養って やりた け リ 
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ゃァ お前 達が 勝手に してやる がいい。 と、 まァ、 斯う 云った わけ だと 云 ふこき 嘘み しめて 與 へる や 

うに 1K つて 聽 かせた。 

けれども、 政 直 は その 兄の 壓 迫に 對 して どう 答へ をき めた のか こちらに は 分らなかった 力 その後 

8 へ 行っても I を 却ってよ その子 供と i になって いじめる やうに なった。 そして 維 作が うちで 

どレ ぶり を 毀 わしたり、 買 ひ 物の つり 錢を 出さなかった りする こと は 相 變らす 止まなかった。 それに 

對す るお 兼の 辛抱が 辛抱し 切れ なくなって、 とうとう、 今 玄關に 於け る 雷との 諷 になった の だと 

思 ふと、 相當の 家が らを以 つて わざわざ こんな I ん il 庭へ 這 人った 妻 猛置も 思 ひ やられて、 吾助 

は 雷の 無 I なわが 儘 を 批難し i く爲 め、 子供に 向？ はた i 單に 斯う 云 ふ 風な 命令 を與- 

to 

『どうせお 前 達が 大きくな つたら 分る こと だが、 實は、 幸 田 は 一 つに は と 云 ふ 不都合な ことがあ 

つたので 追 ひ 出された の だ。 それが"£^しくもゃって來るのを今日までぉれはぉ前達に免じて許して 

あつたが、 き 云 まに 分ら 直ぢゃ 了う ち I 庭の 邪魔になる から、 以後 II ま。 お 前達 も 

そのつ もりで うち ぢゃァ よく 今のお ッ 母さんの 云 ふこと を聽 くがいい ぞ。 さう でない と、 また おれ 力 

追 ひ 出して しまう から。』 

『/  c』 と、 維 作 は 漆の 上に 堅 くるしく 兩手を 置いて ゐ ながら、 素直に 答へ た。 鎮は その 知力 相當に 


こちら を 理解して ゐる こと はゐ るので あった。 『うちのお ゃぢは 馬鹿 だ』 などと、 意氣 にも 擧- 父で は 

1K つて ゐる らしい のがよ そから^ えて 衆る が、 多少 はこ ちらの 大膽猛 g でなければ 主張で きない 社 <5t 

的、 國家的 運動の こと を 父の 書いた 物で 読んで るかして、 

『僕 も • 少しお とうさんのと は 遠って るか も 知れない けれど、 大抵お とうさんの 同じ 主義で 哲 舉的宗 

敎 家になる つもりです』 ともお 兼に は 話した さう だ。 

それに 比べる と、 政 直の 方 は その また 弟の 初 雄が 大隈 さんに なると 云って るのに 對 して、 

しば そだ  <  て 5 

『おれ は 東 鄕大將 にな るんで い、 畜生』 と、 芝 育ち 特有の 惡 たれ 口調で、 却って 時代 後れの こと を 云 

ふ ほど 幼稚 だ。 そして こちらの 見たところ では • まだ、 うつわが 小さく * 人が 惡 かった。 第 I、 擧校 

へ 行っても、 新聞な どに 出される 田 口 〇〇 の 子 だと 云 ふこと を I  ^ に 恥 ぢてゐ るので ある。 それに 

は、 無論、 その 貲 母の ヒス テリ 的な 惡ぃ 仕込みが あった。 

] .  -  はくじょう 

『お前た ちのお 父 ァんは 馬鹿で、 薄情で』 と 云 ふやうな、 かの 女 自身にば かり 都合の いいこと を 串 W 

はいつ も 子供に 云って 聽 かせて ゐ たらしい。 それが また 何の ゆかり もな い 初 對而の 他人に もで あつ 

た。 だから、 死んだ あね 娘 は、 1 度た とへ 父が 馬鹿であった としても、 そんな こと を あかの 他人に ま 

で 云 ふに は 及ばない。 まして 馬鹿 どころではない、 えらい 人らしい からと 忠告して、 母と お ほ 衝突 を 

した さう だ。 
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a 第八卷  ニー 

それでも 幸 w は そのうつ けた 無 常識が _s 一らなかった。 そして こちらが お 翁と 結婚した のが 世 問の 評 

1： になった 時な ど 吾助の 骓號を 入れて、 

『〇〇 と 翁 子と 現代 式 だ、 ね』 の はやり 1^ を 歌ひ寶 りして るの を聽 きに、 乙れ は 政 直の 何げ なくお 翁 

に 語った ところ だが、 わざわざ 政 直 を つれて 芝 公 鬧 まで 行った と 云 ふから。 

吾 叻の考 へで は、 幸 田が あ ァ云ふ 風に 歸 つても • あの 圆々 しさ だから、 また 何とか 高 をく くって や 

つて 來る かも 知れない。 そんな ことがあったら、 今度 は 子供の 見せしめ にも 一 つ こッぴ どく 投 ぐり 付 

けて、 陰り ごり させて やる つもりであった。  t 

お. Ms お 

が、 こちらの 出かた がいつ になく こたへ たと 見え、 それ ッ きり 音沙汰がなかった。 その 奉公 さき も 

換へ ると 云って たの だから • 換 へた 害で あるが， それ を も 通知して 十パ 小ない のであった。 

『幸 田から 何とか 云って はしない かい』 と il いて 兒て も、 雄 作の 答へ では、 

『別に 11 何も。』  r 

『多分、 そとで 會 つてる のでし ようよ』 と、 はたから お 兼 は、 突きと めて でも ゐ るかの やうに、 思 ひ 

切って 口を出した。  . 


『  』 まさかと、 吾助 は 思って ゐた。 わが 子 を 辯 謹す ると 云 ふよ リも • そんな こと は、 父の 命令 

を 守って、 少 くと も當 分のう ち はしない だら うと 兑て だ。 

その上 • 雄 作 は その ！ 称す ゑの 妹に 當る 腹ち が ひの 卷子を 政 のす るよりも 以上に 可愛がつ てる 

し、 春 子 も 亦き やう だい 中で 他の 誰れ よりも 先き に 雄 作に なじんで ゐた。 

『矢ッ 張り、 血 を 分けた もの は 遠 ひます * ね。 あんな 小さい 時からで も、 どこか 相 通じる ものが ある 

のでし ようよ』 と、 お 兼 はかげながら 嬉しがった。 かの 女が 尤も、 若しで きる ものなら • うへの 子 ふ 

たり を も 自分の 資子 同様に 取り扱 ひたいの である こと は、 こちらに もよ く 分つ， てゐ た。 が、 これまで 

にいろい ろな 感情の 行き 遠 ひや 若い 爲 めの 思 ひ 遠 ひがあって • うまく 思 ひど ほりに は 行かない ので あ 

■3- つし よ 

つた。 かの 女 は 或 日 外出す る 時、 親しみの 意味で 雄 作 を 一 緒に つれて 行って やらう とした。 中舉生  1 の 

新ら しい 制服が できて 來た時 だ。 そして 築も歸 りに は どこかで 何 かたべ させて やる と 云 ふの を菩ん 

じょうだん 

だ。 そして その あま へ た 勢 ひが、 生意氣 に、 つい、 冗談と なって だら う、 ぉ觳が 時々 三味に つれて 歌 ふ 

ほんき 

『おとも はつらい、 ね』 の ！ 具 似 を させた。 すると、 かの 女 は 直ぐ 本氣 になって 怒り 出し、 

『つらいなら、 およしなさい。 つれて 行かない から！』 

それでも、 維 作の 方 はま だ 一 緖に 行ける ものと 思って ゐ たらしい が、 ぉ1§^はぁまり無殘にも§?を取 

り錢 して、 獨.=^で出かけてしまった。 
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, ^として は 何でもなく 見の がして 置け る こと を もお 兼 はさう できなかった。 そして それに は 雄 = ^力 

家に ゐて 時々 i がに 行 ふ 子供ら しくない 亂暴 や、 そとへ 行って 繼 母の ある こと、 ない こと を あしざま 

に 云 ひ 振らす 不都合 やが 少 からす 手つ だってね たの は、 こちらに よく 分って ゐた。 だから、 吾助 は 妻 

が 二階へ 來た 時な どに" かの 女に 向って、 

『お 1 も ひがみ 深い まま 母 を 持った 經驗が あるので 知って るが、 何と 云っても 子供 は 子供 だから • 親 

の 方から わざわざ ひがんで 行つ ちゃ ァ 切りがな いもの だ。 も ッと心 を ひろく 持つ 方が いいだら う』 と 

敎 へて やった。 そして 子供に は、 また、 妻の 留守に、 

『お前 達が 今のお ッ ぎさん をお ッ I さんと して 立てて ゐな いと- お前 達の 損で も あり、 また ここの 家 

庭が いつまでも 騷 がしい。 若し そんな ことが まだまだ 績 くなら * つま b^、 お前 達が 子供と して 素直に 

從順 でない の だから、 いつお 然 っァん がお 前 建 を 追 ひ 出す か 知れない よ』 と、 云って 聽 かせた リ 

それでも なほ子 佻の やうす が變 はった と は 思へ なかった。 そこへ 持って 來て、 お 兼が 聽き 込んで 來 

たと ころで は、 維 作の こと を 

『田 口の 1 ちゃんが』 と 云って、 近處の ものら は 毎朝 • 擧 校の 制服 を 着て 門 を 出る と 直ぐ • 燒き いも 

屋へ 寄って いも を I 貝 ひ、 それ を喻 ひながら 歩いて 行く の を 見て、 笑 ひ 合って るので あった。 

『かどのお 菓子屋のお かみさん など は、 いも 屋 との 商 寶が たきから でも あおましょう が、 雄 七の 姿 を 


見る と 直ぐ、 また 行く から 兒てゐ て御覽 なさい と 云って、 車屋 や 八百屋のお かみさん 達 をお だてて 

あ， 3  5 やう 

ゐ るの ださう です。 すると、 また、 案の定、 雄 作が それ を 知らない ものです からいも 屋へ 寄る ので 

す。』 

『馬鹿な やつ ぢゃァ ないか？』 こちら も 自分までの 耻 辱と 見て 怒らない では ゐられ なかった。 

『あんた は それでも 御 自分の 子です から、 我慢 もで きまし ようが』 と、 かの 女 はまた 一一 一一 I： 紫 を もたれ： To 

ませて 來て、 『わたしば かり は 詰りません、 わ、 まま ツ子 だから 御 はんもろ くろく たべさせな いの だら 

うと 云 はれて！』 

『  』 こちら は それ を聽 いて 一 曆 怒り を おぼえた。 そこまで 鋭敏に は、 今の 今まで 氣が 付かな 

かった からで ある。 雄 作が 攀 校から 歸 つて 來 るの を 妻の 爲め にも 待ち かねて、 淚の こぼれん ばか hs に 

叱り付けた。 そして 胸が 落ち 付いて から 考 へて 見る と、 I つの 不審が 湧き上って 來た。 さう 云 ふかね 

が どこから 出た の だら うと 云 ふこと だ。 録月 きまって 與 へる 小 使 ひ は その 月の 初めに、 もう、 好きな 

雜誌 やその 他の物に 使って しまう やう だのに、 いつまでも 殘 つてる のが 不思議であった。 

しば そだ 

芝 育ちの 小舉 生徒 並びに 卒業生に は 不良 性を帶 、びた ものが 多い と は ねて 聽 いたので、 子供 を 引き 

取った そもそもから その 點 のない やうに 注意して ぬた。 政 直が、 買へば 登 回 五十 錢も しさうな 錫の 

ナゐ ごう 

水筒 を 持って 來 ていつ のまに か 自分の 机の 引き出しの 奥へ しまって あつたの を發兑 した 時 も、 暖眯に 
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ただ 友達に 貰った とば かりで なかなか 詳しい こと を 云はなかった ので、 若し 盗んだり、 人から 無理 じ 

ひに 楚 つたり して 持って 來た物 は 決して そのままに 持たせな いと 云 ふこと を 見せる つもりで、 水筒 を 

子供の 目の前で 石の 上に 置いて 叩きつ ぶして しまったの だ。 

雄 作に は そとから 持って 來た 不審の 物はなかった。 然し、 この S な 不審が 出て 見る と、 釣り, を そ 

ら とぼけて 戾 さなかったり、 繼 母の 財布から 一二 度 僅かの はしたがね を盜ん だり した ほかに 化かし 

てゐる ことがあ りさう であった。 で、 それとなく 責め S ると、 父の かた 手 問に 發行 して ゐる 小雜誌 

〇〇 主魏を 二三の 舉校 友達が 買 ひたいと 云 ふので、 

『それ を 五錢づ つで 寶 つて やりました』 と 答へ た。 

『それば かりで はなから う 11?』 そんな こと 以前に さか 登って 考 へて 見る と、 帝 國文擧 がその 第】 

li から 十ケ年 ぶんば かり 各 年に^ 窓に なって ゐ たのが なくなった ことがある。 もう、 ぎせ 入 

ら ないから と 云って、 こちら は 曾て 雜誌ゃ 新聞 を 買 ふ 屑屋に 見せた 時. あまり 安かった ので お 兼、 は 

反對 して、 

『折角、 斯う まとまって ゐ るの だから、 子供が また 參考 にで きる やうになる までし まって 置いても^ 

いでしょう』 と 云った。 餘气 If きに 知識が つ 4: の 雄 作の 爲め にだ。 が、 それ ッ 切り 忘れて ゐ 

たもの まさか、 子供が と 思った ので、 ゐ なくなった 女中の せいでも あらう かとして 置いた が、 そ 


れも 女中に は 無實の 罪であった ので あもう。 その後、 常 n の雜 誌のお もな 物 を 雄 作が 親に 相^し k ハ 

で 勝 乎に in 木 星の、 これもょく來る？^赍り拂はぅとして、^^を愁張った爲めに失敗したことが、今 

度の 女中の 注意に よって 親の 方に 分った こと も ある。 また、 擧校敎 科 辔 で 進級の 爲 めに 入ら なくなつ 

たのが 見えない ので 突きと めて 兄る と、 下の 級の ものに 叙に は 內證で s り 渡した の だ。 け e ども. そ 

んな こと は 約 1 1 ヶ月 も 前に 過ぎ去って ゐて、 その かね を 今まで 持って ゐる わけが なかつ， ^こ。 

『一 體、 どう 云 ふか ねだらう、 ね？』 吾助 は 妻に 新う 云って、 私が に 相談 を かけて 兑た。 

『ほかの わけで ない とすれば、 もう、 分って ます、 わ』 と、 お 兼 は 答へ た 。『どうせ 幸 田が 擧 校へ も 度 

度 行って るので しょうから、 少しづつ でも 幸 田から 小 使 ひを赏 つてる かも 知れません o』 

ほんた う 

『  』 それ カ本當 であると すれば、 相變ら す 幸 田が 子供の 可愛がり かた を 遠って ると at-,,- 

た。 むかし は 生まれた 子供 を 暑い からと 云って はだかに し 過ぎ、 S 、いから ッ てまた 衣 物 を 着せ 過ぎ 

て、 病氣 にば かりさせた。 それが こちらと 別れてから は I 暦 自堕落に なって、 寒中な ど、 1^ を 引く か 

らと 云って 自分 も 1 ヶ月で も 一 一ヶ月で も 湯に 行かす、 子供 を もまた 入れなかった。 だから、 初めて こち 

らへ 子供 を 波した 時な ど、 子供の 衣 物に はしらみ がー 杯た かって ゐて、 からだ 中には かゆい の を ^ き 

むしった あとだら けであった。 僅かの けち 臭い はしたがね を吳れ るの も 却って 同じ 結 架で、 『こッ ちが 

ありがた 迷惑 ぢゃァ ないか？』  ， 
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t  lln わ— どうせ、 0m と、 かの 

きらめて ゐた。 『然し、 考へ てまと、 m ね。 こッ ちへ 子供 I かせ 1 上、 

は、 子供が 成人す るまで じッと is つて ゐ たらい いのに、 子供 I  くこ ッ ちの 物に なって L まひ はしな 

いかと 心配して、 きッ と、 け 小 使 ひなん かやって ねる のです よ。 こッ I ゃァ 何も 實 母を寶 

てし ま、 など 云って やしま せんのに 』 

11 1112^ 謹した 女 I 犬に また 出 人り I てゐた f から。』 吾助に はこれ も 

一つの 考へ であった が、 今 I つに は、 一番 親く さくな いのは どうか 雷と 云 ふ 婆 さが 早く 死んで 

m さう すれば、 如何に S をへ ない 子供で も 止む 森す 罌の 方に 親しみ を持 つ 

て 來る こき まって た。 ひよ ッと すると、 8 らも —雷が 初めのう ち 一時 持ったら しい 考 へに 從っ 

て I. 謹 を？ U かい I ぬい て追ひ出 せば、 ま I 母が この 家へ 歸 つて f れ るかと S 幼稚な こ 

とを考 へて るか も 知れなかった。 そんな わけがない こと も、 一度 は、 うへの 子 ふたりに それとなく" - 

つて t!S かせて 匿いた けれども。  . 

- . ...^r^,. き. r 力て ま、. こ： ：4、 我 かに 去年から 子供 を 大小 四 人まで も- 

幸 田 をい やな 爲 めに 子まで も 嫌って ゐた 吾助に は ,1 力 KTT5,K 1 

そ. HS くの が珍らし くも あり、 面白く もあった。 I 氣な 子供の 爲 めに は わざわざ 二階の 塞 力ら 

飛び下りて 來て、 皆の 笑 ひに 加 はったり する こと もめった。 或 曰の 午後、 また 皆のお ほ 笑 ひ が聽 えた 


ので、 下りて 行って 兒 ると、 初 雄の 逸事が 一 つで きたので おった。 

『攻 ちゃん、 ほれる と は 何の こと だら う？ 擧 校で 俊と 露 子さん と は ほれて ゐ ると 云った よ』 と. 初 

雄が 質問した ので ある。 そして 政 直 は 二三 度 せがまれた あゆく、 無言の にゃにゃ 笑 ひ をと めて、 

『好きな こと、 さ』 と 答へ た。 

『ぢ ゃァ、 俊 は 露 子さん に ほれて る！』 それ を その 實母 なるお 兼 も と 一 緒に なって 笑って た。 そし 

て その あとに なって、 かの 女 は、 こちら だけに 向って、 

『もう、 政ち やんだ ッて あんな ことが 分って るので すから、 ね』 と、 が惡 さう に 云った。 

さう だ、 次男で さへ さう だから、 雄 作に なって は 生意氣 なの も 常 リ前 であらう。 もう、 性慾の 耍求 

を以 つて 女と 交際し ようと 云 ふ 考べも あるら しかった。 死んだ 擧 友の 家に 行って、 そこの 主人に 信用 

され、 擧 友の 妹と も 親しくして ゐる のが 分った ので、 吾助 は その 親と して 向 ふの 主人へ も 用 、いして，， 犬 

れる やうに 人を以 つて 云ひ傳 へた。 お袋 も 自分と して は鎮を 見限って ゐ ながら、 自分の^つ みの子と し 

て は 共同の 責任が あるから と 云って、 渠の 行動 は 怠らす 注意して ゐ た。 そして かの 女が 了 は さ 机 Q 

nr. き 出し を こ ッ そり 調べ て 見た 時、 吾助が 呼ばれて 行って 見る と、 幸 ra から 雄 作 へ 舉 校の 方へ よこし 

た 手紙 を發兑 した。 これによ ると、 幸 H! は 駒 込の 林 町に 奉公して ゐて、 雄 作 は 時々 舉 校の 歸りを その 

方へ まわつ てること が 分った。 擧 校に 近いから、 幸 田 も そんなと ころ をえ らんだの だら う。 
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おき き 第 卷 

『その. たんぴに わたしの t もしない ことまで 云って、 i くち I つて 來 るので しょうよ』 と、 き 

は その 1 がいよ いよ 資 際の S を 得た のに 今更ら がッ かりした やうす であった。 . 

『だから、 幸 田が 早く 死んで.^ れりゃ ブと云 ふんだ』 と、 吾助 も 歎息した 

『にくまれ ッ&、 世に はばかる ですから、 ね、 あの gif. なやう すお ゃァ、 雷 は なかなか あなた 

DBa ひ 通りに は 死にません よ。』  、 ズ， - 

『さう かも 知れない、 さ。』 こちらで も 死ねば と 云 ふの は |を慰 める に は 最も I であ P そして こ 

ちらの 幸 田に 對 する 憎しみ も それに 一 番 よく 云 ひ 響る だけの ことで あつたの だ。 若し 素直に して ゐ 

て吳れ さへ すれば、 どうせ わが 子の 母おから、 さう 虐待す るに も 及ばない の だが i 

この 密かに 子が 親に 會 つてる こと は 、既に i して ゐ たこと だし、 また、 もう、 止む を 得ない こと 

だから それとなくう ッ ちゃって きたしす るが 、土つ 意外な こと を覽 した。 それ は、 s^p^ 

の 細君の 妹なる お 光さん に戀 して ゐ るの だが、 到底 及ばない こと だから 私 かにた だ それ を 泣いて ると 

云 ふこと I つた 詩で I。 『これです から、 ね』 と、 妻 も 驚いて * 暫ら く は 恥 かしみ の 色 を 額に まつ 


見ました 

『.  J こちら も考 へて 見る と、 I が 雄 作に 向って 養の 妹 を どう 思って ゐる のかと 聽 いて 幕 

さ 


『  J1 こちら も考 へて 見る と お S ガ划 S^^KSis-  「esNic-.5-.<  <  J  ' ,  一 

たも、 好きで ない こと はない が、 顔が よくない からと 云った さう だ。 それ も その I* いつの 問. 1 


か、 心が 隣り へ 移って ゐ たので ある。 

『舉 校の 歸り などに 雄 ちゃんに ぉ辭 儀され るの が 恥 かしい、 わ』 と、 お 光さん がお 11^ に 云った ので、 

その 時お 兼 は 私 かに かの. K を まだ 田舍 くさい 心が. 1^ らな いので そんな 馬鹿な 開ら けない こと を iK ふの 

だと 思 ひ、 寧ろ 雄 作の かた を 持つ 氣 持ちに なって 隣り から 歸 つて 來て、 斯う こちらに 語った、 

なに 

『何も 若い 女と 男と だから ッて、 互 ひに ぉ辭 儀し 合 ふの が 當り前 ぢゃァ ございま せんか？ そこへ 底 

ぐ 何だかき たない 考へを 入れる の は、 入れる 方が 趣味の 野鄙な せいです、 わ。』 

『さう、 さ』 と、 こちら も 賛成した。 男が 女と 交際す る こ と は、 今のところ、 犧牲を 出し い。 が、 この 

犧牲を 成るべく 少 くす るに は、 子供のう ちから 交際 を獎廠 して 置かねば ならぬ ことが 分って ゐた。 とこ 

ろで、 またお 光さん に對 する 雄 作の 心持ちが 分って なかった 時の こと だから、 お 3g は渠に 向っても、 

『； J れ から、 向 ふの いや だと 云 ふこと を わざわざ してやる に は 及びません よ』 と敎 へた。 

『へい』 と 答へ ながら も、 それ は 築に 取って その 時から つらい ことであった らう。 無論、 吾助 は 

自分の 子供より 年した の 時に 旣に女 を戀ひ 慕った 經驗を 持って るが、 別に 肉まで 落ちる 失敗 はな かつ 

た。 雄 作の も 恐らく そんな ことで 過ぎて しまう の だら うが、 その 親と して は 一 應 戒めて m はく 必要が あ 

ゥた。 で、 渠を 二階へ 呼び寄せて、 

『お前 は 今から 女 を 慕 ふやうな 詩な ど を 作って る やう だが、. ね』 と 云 ひ 出した。 
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s$ 第 八. 卷 

『  』 谁乍ズ 相變ら すた だ" の 上で 恐縮して ゐ るば. かりの やうであった。 

れは よくない。 多く S 人と 麵に 交際す る こと は、 I ひに 霞 ゃ感| 籠に して 行って、 

大きくな つてから もさう 容易に お # んの やうな S つた ■ の 舊の やうな の をし なくなる 力ら、 

お、 乂ァん も 5 する。 が、 男が 結婚す ると いろんな 責任が ゆる。 i に 生活す る 雷 を 儲けた リ、 . 

mt ね。』 ところが、 お前の やうな 時代に は、 その 責任 を 果せない から、 無理に そ 

んな ことがあ ると、 親に Igf かける ばかり だ。 して 見る と、 親が 承知 をす る わけがない。 たと へま 

だ 子供で も、 そ i での こと は 今から 考 へて ゐる がい^と 云 ふこき 獨り 籠に して 聽 かせた。 そ 

して 幸 田の ことの 方 は、 もう、 何も 別に 立ち入って 云はなかった。 

が、 それ If  i の 下で 立ち 管して から隱れ たと 見え、 こちら 二人が 一緒に はしご 段を 下りて 

行く と、 直ぐ また 座敷から 綠が はへ 飛び出して 來て、 

『多分、 わたしの ことなん かいい 加減に し 5 けと 云った のでしょう』 と、 こちらの 思 ひも 寄らぬ こ 

と を？ 5< め しさう であった。 

『  』 こちら はかの f、 つい、 何げ なく、 ま會 はせ なかった のに 氣が 付いた。 かの 女の 爲 

めに は 却って 認な こと を 云った ので はない か？ か S を 『いい加減 にして 置け』 と 云った ので は 

なかった 。『幸 田に さ 5 度々 會 つてる と、 お 兼に はよ く 思 はれない から いい加減に とめて 匿く がよ 力ら 


tj  乂なラ ちが 

5』 と 注意した の だ。 あまりの 途 ひなのに 呆れて 物が 云へ なかった。 すろ と * かの 女 はな ほこち 

もが 弱み ある 爲 めに 返 察 を しないと でも 思った かの やうに つけあがって、 

『わたしが ゐる のがお 邪魔なら、 いつでも 出ます から』 と附け 加へ た。 

ぶだん 

『馬鹿！』 こちら は不斷 からかの 女の 分った やうで まだ どこかに 分らない ところが あるに 對 して 有し 

てゐた 不平が 一 ときに この 一 言と なって 胸 を 突き出たの である。 こちら はかの 女 を 十分に 愛し かばつ 

て やりながら、 子供 を もよ くしょうと 苦心して ゐる 0 ではない か？ この 意味 は 通じないで もなかつ 

たかして、 かの 女 は 直ぐ その はしたない 態度 を 改めてし ほらし く默 つてし まった。 

三 

のち ぞ 

お 翁 は 相當の 理解と 決心と を以 つて 吾助の 後 添 ひに なって 來 たので、 渠も かの 女の つれ ッ兒 をまで 

自分の 籍に 入れて やった ほど だ。 けれども、 二人の あ ひだ には子 供の 爲 めに いろいろ 感情 上の 行き 逮 

さと 

ひが 絶えなかった。 そして かの 女だッ て、 もう、 里の 親に あまへ て ゐられ る 年で もな く、 成り行きで 

もない だ の に、 親が あまくて、 『而 白くなければ いつ にても 歸っ て來て もよ い』 と 云 ふやうな こと を 

聽 かせて あつたので、 かの 女 は 時々 その 氣 になって、 下の 子供 ふたり を つれて 歸る、 そして この 行き 

さつ を 書いて 雜誌 なり 新聞な りで 發 表するな どと 云 ひ 出した。 
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『おや ァ、 j 手に しろ』 と、 渠も そんな 時 は 云 ひ 切って しまった。 すると、 また かの 女の 方 力ら 折れ 

,> つた， 

て來 て、 それでも なほこ ちらへ 勿體を かける やうに 

『おや ァ、 あんた は 自分の 子の 惡ぃ こ とが 世間 へ 知れ渡つ て も かま はない のです か？』 

『あ、 少しも かま はない！』 この わざとに もま じめ i つた 答へ に は 何等の 僞善も わ だか まりもな かつ 

た。 子供が 果して 惡 いなら、 惡 いと 云 はれよう が 云 はれまい が こちら はおん なじ ことで あるから だ。 

が、 公平に 考 へて 見る と、 子供 はかの 女の 思って る ほど 悪い ので もなから う、 そして その どちらから 

もんが み 合って るの は事實 だ。 その上、 わざわざ そんな こと を 世間に 發 表する 必要が あるか？ 所 夫 を 

暴って 多少 管 執れる の だから、 この 程度？ が 大した 用意も なく 覺も なく 殆ど 出たら 目に 下 だ 

らぬ吿 白 的 S や 小 f 寄いた 例 i にも 澤山 ある。 が、 その 結 § 皆 白 分らの 品位ね の f お 級な の を 

ilk して、 同時に 云 ふに も 及ばない こと を しゃべつ たに 終 はって る。 云って 見れば、 井戶 端會議 的に 

その 人 その i 內慕を 11 ただ 知って るから と 云 ふだけ で— 素ッ 破ぬ いたに 過ぎない。 まして その 

御 本人が 山 32 しに 毛の はえた 位の ものと 來て は！ さう だ、 まるでた だ 間諜い ぬの やうな ものう^ まこ 

ちら はよ そ 事ながら そんな ものら に對 して i いた 愤慨 まで も 思 ひ 出しながら、 『どうせ、 卑劣な 裏切り 

者 を 匿いて あつたの がこッ ちの 落ち度 だから、 ね』 と、 いやがらせまで 云って 見た。 

『そんな こと は、 まァ、 どうで もい いのです が、 ね I』 


『いや』 と、 今度 はこ ちらが 追 ひかぶ さって 行って、 『そんな ことで おれ を g し 付けよう たッて 駄目 

だ ぞ。』 

『分って ますよ』 との 答へ がかの 女に 本當 らしかった ので、 こちら もや ッと穩 かにな つて、 

『お前 はま だ實 際によ く 子供 を 育てて 見た 經驗 がない から』 と 云 ふこと を說 明した。 子^と 云 ふ も 0 

は 小まッ ち" やくれ たこと を 云っても、 まだ 殆ど 何も 分って ゐな いこと。 わがまま } 方で、 親に は どら 

棒しても 何でもち ょッと 叱られる だけで すんで しまう と 思つ てること。 それ を 成るべく 叱られな いや 

うに、 こッ そりと H...,^ 知 蒙 をめ ぐらして ねる こと。 こんな こと を j 々批難して ゐ たら 切りがない、 それ 

に 子供 はさう しつつ 知 養ゃ考 へが 發 達して 行く こと。 だから、 そんな こと を 世間に 書き 示め したと，, 

ろで、 資は どこに も ぁリ、 誰れ でも 知つ てること であって、 それ を かど 立てた だけが かど 立てた 者の 

愚痴に なって しずこと。 だから、 子供の 親と して は、 そしてけ^ ならな ほ 更ら、 もッと 子供 I 大 

に 見て ——寛大に なれる のが 矢ッ 張り子 供に 對 する 愛 だから I さう して 子供 と共にな つて その 惡を 

も 或 I まで 行 ふべ きこと。 いや、 子供の il は 知れた もの だから、 それ を 許して 行 はせ つつ、 ひ 

どくなら ない 程度のと ころで おの づ からと まる やうに、 親と して は 先 づ實例 を 一緒に 兑 せて ゐ るべき 

とと。 だから， あたまから がみがみ 否』 的 命令 を發 して、 それが 用 ゐられ ない と 直ちに 侮- t を 受けた 

やうに 思 ひ 取る の は、 子供 を 自分と 同等の Hie ある 敵 若しくは 對立 者と 肥して ゐる わけであって、 
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二 六 

泡 鳴 1^, 第 第八卷 

もれが そもそも よくない こと、 など を だ。  ， 

『分りました が、 ね』 と、 ifill  口 は 少し 人並みより 大きい けれど 

も、 ま 白くて、 目が ぱッ ちりして、 矢張り、 さう 世むべき 顔ではなかった。 そして その 飮 まして ゐ 

t ぶ さも、 他の 或 女の やうに、 その 姿 を亂 だす ほどに はだら しなく 大きい もので ない こと は、 爱て 

から 分って ゐた。 それが 靈に訴 への 編に なって、 『これから、 然し、 子供の 前で わたし を 叱る こと 

1C 十 まよして 下さいよ —— 子供が いい 氣 になる ばかりで すから。』 

V さ、 叱られたくない なら、 お前 も 子供の ゐる ところでず はしたない 一一 1 は W むがいい。 お 

たッて 女秀に 馬^にされ てると ころ を 子供に 見られたくない 力ら な。』 

『それ はわた しも I します からよ。』 この 時、. 春 子が 目 を さました 様子であった ので、 お 兼 

は いで 二階 を 下りて 行った。 

それから、 この E  ロー 家に は f  Is に 夫婦 子供の あ ひだの 衝突がなくて 過ぎる やうに なって.^ 

ヒ。 が、 吾助 は 念の 爲 めに、 そして 一 つに は 親しみ を 加へ るつ もりで、 妻の 里へ 近頃珍ら しく 手紙 を 

やった。 それに は 斯う も 書いた。 

『この？ は 御存じの 家の 樣子も 大分に 納まって ゐ ますから、 御 安心あって いいと 思 ひます この 

上、 擎が 若し 別れて 歸へ ると 云 ひ m す やうな ことがあって は、 もう、 かの 女 I の 勝手でしょう 力 


ら、， そんな ことのない やうに 御注意 願 ひます』 と喾 いたに は、 こちらと して は、 親が いつでも 帚って 

來 ていいと 云 ふやうな こと をう そに も 二度と 云って 聽 かせるな との 意味まで 含めた つもり だ" が、 そ 

れを 子供に 郵便箱へ 入れさせてから 思 ひ 返して ると、 こちらの 親しみ ある 無 邪 氣な氣 持ちが 却って 

向 ふへ また. 意地 惡ぃ 意味に 取られ はしない かと 考 へられた。 

さきに 幸 田が 政 直 を も 引き渡しに 來た 時、 お 兼が 留守であった けれども、 もう、 きまった ことで ある 

から、 留守の ままで こちらが 形の 上の 承諾 を與 へ、 ついでに、 蕖を こちらの 小 舉佼へ 移す ^縱 きまで 

幸 田に させた。 こちらの 面倒 を 翁く つもりであった ところ、 お 兼は歸 つて 來て、 招 談のヒ にしな かつ 

たのに 對 する 不平. を唱 へた。 そして また そとへ 出て ぶら 付いて ゐた ところ、 どこか 人 も 通らぬ 神せ よ 

こ 手の あたりで いて ふの 芽ば え を拔き 取らう として、 生憎、 木の葉に お ほ はれて ゐた人 叫の うんこ を 

t しゃりと 踏んで、 銷 物の 裾にまで そのく さい はね を 上げた。 それ を こちら は 一 つの 滑稽ば なしと して 

—— お 4へ の 母 が^た 時 11 語り 聽 かせた の だが、 母 はさう 取らないで、 娘に は, かに こちらの 無和談 

の よ くな か つたこと をば かり 云って 聽 かせた。 

『& し、 相談す る もしない もなかった ぢゃァ ないか』 と、 こちら は あとで 知って お #、 に げた。 實 

は、 さう した 方が 形の 上 だけで も かの 女 を 喜ばす こと はでき たの だが、 こちらの 多 小 ノ^. 制 的な 氣 ぶん 

が^^知しなかった。『もぅ、 前から 分 切って たんだから？』 
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『さう 云へば さう でしよう 力 — 』  . 

今回の 手紙に 對 しても、 向 ふの 親 I がいろい ろく どい 鑿の 上で よこした と兒 え、 f  11 

ひの 返 市 >が1 米た。 

『娘が 左 ほど ii の 爲め 御 困却に 候へば、 直ちに 御返し 下され 度候』 などと。 

『i、 向 ふ は 人 を 籠に して ゐる のか』 と 云って、 吾助 讓 にも 向 ふへ 手紙 を やった こ.. て 初めて 

吿 げた。 そして かれ 女 を も 責める やうに して、 『それとも、 お前が いろいろ 家の こと I 前 勝手に 解 

釋 して 云って やって あるから だら う？』  1. 

『そり ゃァ、 親です からあった こと は 云って やります、 わ』 と、 かの 女 は 存外 平氣 であった 

『ずらない！』 ちょ ッとー i を 切って から、 i 美 ふ ものに 對 して は、 ね、 お前が 親に なって， 

て f ゃァ 分る こと だが、 さう いちいち 家の ごだ ごた を I して、 心配 さ f も § ゃァ ない ぞ。』 

『あんた こそ^!！ ひから 入らない こと を 云って やって — 』 

『  』 さう だ。 無論、 人らない と 云 はれれば 入らない ことであった。 か Q?t て はかの 女の 

考へ も— pJ:i 子供 Q 氣 Is する やうに— 或 程 奢 S 許して 置いて^ 0 まら。 そして ど 

うせ、 男子 は 社 食に 向っても 、家庭に 於いても、 一般的に 理解され 難いと ころ を 持って る だけ、 i 

を 自分の 銜鬪 すべ き誇リ とすべ きであった。 


春 子が 段々 可愛くな つて 行く ので、 かの 女 を 中心として は 田 口 一 家が 割り 八：： ひに 夫婦 子供の あ ひだ 

の銜 突がなくて 過ぎて ゐた。 が、 そこへ お. 兼の 里 かたから かの 女の 母が 危錯 だと 云 ふ 知らせが 達し 

た。 かの 女が ここへ 來 てから 三年 間と 云 ふ もの、 まだ I 度 も その 國へ MM り をせ す、 I 度 行つ て^た 

いと も 云 ひ 暮らして ゐ たので、 女中が ひま を 取って 手 {^ 足の 時 だけれ ども、 吾助 は 丁度い い 折り だと 

思って 許して やった。 行けば また こちらが どう 云 ふ 様子で あるか も寶 際に 報告で きる の だら うから。 

『おみやげ を澤山 持って 來 るから、 ね』 と. かの 女 は 雄 作に も 約束した。 雄 作 は それ を まだ 子供の い 

ぢ きたな さから 喰 ベ 物と しか 思 つ て ゐ ないやう すで あ つ た。 

家に は、 お 襲 の^なる 達 麿と 云 ふ大學 生が 留守居に 來 たけれ ども、 全く 男ッ けば かりの 殺 sis おにな 

ぢょ 

つた。 そしてお 兼の 里で は、 かの 女が 行く が 早い か、 母の K 氣は 快方に 向った と；； 4 ふのに、 かの 女の 

滯在期 一 週間の 豫{ 光が 延び て 一 一週間に もな りさう だ ので、 弟 や 子供 も § 一 どころ の ことに 飽 いてし まふ 

し、 吾助 も 亦 段々 に女ッ けの ない 寂しみ を 感じて 來た。 銀座の カフ HI へ 行った リ、 婦人の 友達 を訪 

問す る だけで は滿 足で きなかった。 そして 早く 歸る やうに 云って やった。 

お 兼と 春 子と が 女中になる 者 一 名 つれて 歸 つて 來 ると、 先づ 荷物 を 開 らいて 出された の は その 老父 

せいじ 

力ら 貰って 來 たと 云 ふ 靑磁の 香 爐と菊 地容齋 の官人 一幅と である。 その他に もちよ ッ としたの がー 一一 ：3 

ばかりあった。 これ はすべ て 父が 11 以前に I 度 上京して i びの やうす を 知って るので — ここの 部 

a 子の 放遂 


. .  so 

1ft  ^八， お 

の m の^こ.^ -A 口 ひさうな の を 選んで 吳れ たの だと 云 ふ。 

そ I から， お ほ 袋に 入れた ちまき の 餅 を 一 と 包み やら、 向 ふで 出來 I 子 や 果物 が澤 山 出た。 子供 

らは霄 ちかまへ て その 分配 I けた。 そして それ を 口に 入れながら、 皆で？ の 向 ふで やった 蒙 

を i 一 0 いたの だが、 そのうちで 1 番皆を 笑 はせ たの は 猫の 餌 を^った こと だ。 

向 ふ は If 寺で、 而も ssf 髙ぃ 別格 寺 だから、 寺 以外の l-ff で 云へば、 公卿 若しく 

は寶 として 裏って きで、 ？も 小さい 3^ さま』 として 出入りの 襲ら に 可愛がられた。 

『そのお ひめさまが 而も 猫の 御 はん を 召し 上った のです よ』 と、 お 兼 は 笑 ひながら 調子に 乘 つた。 ち 

よこち よこと どこかへ ゐ なくなつ たの を、 ふと、 氣が 付いて 探しに 行って 見る と、 いつのまにか 廣ぃ 

酽 1! の 方へ 來てゐ て、 ，戶 棚の 横 i に 置いて あった <f 入れから 猫が かつぶ し 入りの 御 はん をへ き 

てね たの を、 その 横 合 ひから 小さな 手 を 出して かの 女 も is ベて ねた。 その 描を I きる まぐ 

抱いて I りして、 Irnf 遊び 友達に して ゐ たので、 割 4 ひに おとなしく 曰 を 暮らす こと 力で き 

.1 そして その 猫は擎 のお かげ tp ズ 叱られた。 うるさく なると、 かの 女 を ひッ搔 かう ともした 力 

ら である。 

それから、 また、 かの 女 は 毎朝 起きる と、 みんなの ik% をして 母 を引ッ 張って 本堂へ 行き、 阿彌 P 

難に 向って *： のお 經を證 むの を おとなしく 聽 いた。 そして 自分 も 手 を 合せて、 


tj  •  め や ラぉラ 

『な も な も * な も』 と、 かたことで 六 字の 命號を gl へた。 こちらの 遠つ た^から 云へば、 あまり 面 

白く もない こと だが、 お 兼 も 向 ふへ 歸れ ばき ッ、 ど さう させられて たの だら うから、 仕 かたがな かつと。 

『この 兒は 少し 倒 口過ぎる から、 いのちが 短い かも 知れん』 と、 組 母が 云った さう だ。 

歸 つて 7.e^ て も、 かの 女 は 一 游 うへ の 兄に 對 して 1^ その 親しみ を 忘れなかった。 先づ雄 作の 膝へ P 

んで 行って、 

『にィ ちゃん』 と 抱かれ 付いた。 

『矢ッ 張り、 おぼえて るので す、 ね』 と、 お 兼 は それ を兑て 喜んだ。 雄 作 も それによ つて 母の 機嫌 を 

改めて 迎 へる やうす で -Q つ た。 

『春ち やん、 にや ァ にやが ゐ まちた か？ な も、 な もして 御 なち やい on 

『な も、 な も、 あん』 と、 かの 女は拜 むまね までして 見せた。 然し、 そ 0 母の 弟 を 向 ふに ゐる うへの 

第と 同じ 人 だと つてる やうであった。 そして 暫 らくの^ は、 はにかんで 父のと ころへ も來 なかつ 

た。 

その 翌曰、 お 兼 は 守 中の 物 を 一 と 渡り 調べて 見た かして、 

『あんた のお かァ さまの かた 見の 櫛 かう がいと わたしの 眞珠 とがありません が』 と 云 ひ 出した。 櫛な 

ど は 形が 古い けれども、 昔の いい 燈3. であった し、 眞珠は 小さい が 七つば かりあって、 他日お 鈸の指 
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輪の^り にしようと 云って た 物 だ。 

お 兼 は その 疑 ひ を K ぐ 子供の 身に かけた が、 吾助 はな ほ、 

『まさか』 と 思って、 これまでに ゐた 女中の ひとりびとり を糧に 浮べて 見た。 た ッた獨 り、 あやし- 

まれ たの も、  かの 女で はなく、 雄 作の i わざ だと すれば、 みんな さう 惡 いこと をし さうな 女もゐ なか 

つた。 そして 歸る 時に 僅かばず f 持って行った S ど は、 來£|に|た0でぁった。鬼に 

角、 男子に は 必要 もな く、 女に は 好まれる 物で あると ころから 疑 ひ を 運んで ると あやし いのは 牵田 

しかなかった。 櫛 かう がい は、 かの 女に まかせて あった 子供 や 田 口 家の 位牌な ど を 引き取った 時に、 

これ を もこ ちらへ 渡させた の だが、 向 ふが 再び 欲しくな つて * 子供に 命じて、 お 兼の 留守 を 幸 ひに、 

こ ツモり 取り返させ たの かも 知れない。 たと へ 直接に 盗み出し たの は 子供で ある. として 見たところ 

で、 子供が そんな 物に 目 を^れ る笞 がない ので、 どうして もさう としか 思へ なかった 

こちら はお 兼と 共に 雄 作 を 二階へ 呼び上げ てき I も して 見る と、 何 を 一お はれても 知らないと 答へ るば 

かりであった。 そして  -  . r 

『/0 の- S はち ッ とも 幸 K に會 ひません』 とも 云った。 

『  』 この 上 は ん同樣 の 目に 含せ て 見る より 仕 かたがな いが、 そんな こと は 今の 時代に でき 

ハ ので、 ぢッ と&ら みながら 維 作の やうす を 親 ふと、 まだ 私 かにす る こと をして 顔の 色の 靑 さも 尋 


常ではなかった。 

『とぼけた ッて ちゃんと 分って ますから、 ね』 と、 お 兼 はお どしつけ る やうに 云った。 

『その 返答ぐ らゐ では まだ 事が 濟 まない から、 さう 思って ろ』 と、 その 場 はこち らも ぁッ J!3J.。 チ 

しゃう ん  *  /  ト I  ✓ 

少し 正面 力ら 手嚴 しい S を も 子供に 與 へて 置かねば なら なくなった やうに 思って だ。 

例の 帝 國文擧 十 卷.！ これ はどうで もい い 物 だが — の 行く へ を も、 寶際 にどうな つたの だら うと 

思 ひ 出しながら、 吾助 は獨 りで 二階の 書棚 を 調べて ゐ ると、 ふと、 最近に 買って 見た I つの 英和 辭典 

がない のに 氣が 付いた。 先づ、 お 兼に 聽 いて 見ても、 使った おぼえがない とのこと であった。 もう、 

直接に は 雄 作の 答べ を聽 くだけの 信用 も 持って ゐられ なくなつ たので、 自分で 行って 玄 關の窒 なる 渠 

の机ゃ本箱ゃ押し^<れの中を調べた0 默って持ち出すなと命じてぁるのに、 二階の 害 棚から、 いつの 

まに か斷ゎ もな く ギリシャ 語の 本 を 持って 來て あるの を 押し入れに 發 見した が、 架して る, 船 はな 

かった。 

『こら』 と、 いきな リ、 雄 作の 横ッ つら を毆 ぐり 付けて、 『もう、 承知で きない ぞ。 ！體、 お前 は そ. e 

を どうしたん ぞ？』 

つ 

『知りません。』 雄 作 は 膝 を こちらへ 向けて、 そこへ きちんと その 兩手を 置き、 下 を 向いて るば かリで 

あった。 

資 子の 放遂  一一 J  一一  j 


11 一四 

泡 鳴 全集 锿八卷  3 

『もう、 0inK こち とらの 推測 sif 近 まて I んだ 』 

『き、 ノと寶 り 飛ばした のです、 眞珠 などと 一 緒に。』 I も そこへ 顏を 出しに 來た  ？ 

illll 裏 家になる もき たもの 

ではない ぢゃァ ありません 力？』 

『ま ァ、 i 默 i な。』 斯う 吾助は妻に命 令して、 維 作 1 つ 來 U1,r.;:; 

の 爲めこ ひがみ を おぼえる かも 知れない と は 思った が、 そんな こと は 用捨し r ゐられ な、 力った" M 

女が 若！ S について ゐ たら 謹ら ャ かの 女に 對 する 反感が さきに 立って、 直きに， I すると 

も その 爲め にしない ことがあらう とも 思 ひ やられた からで ある。 ri  、  ^irral 

机專 なかに して 坐ず、 こちらの 氣 のせい か、 維 作の 眞ッさ をに ft と t 隔てて 相 

1,^1 しこ… それ を， 印し 隱 して、 成るべく 穩 やか に說 いて 聽 かせた の は、 先 

と、 私 かに 情けない 氣 持ち もした 力 そ^ をお L 萨 し- r  き  . 、て， 

づ、 親の 物 を 若し 盜ま うとして 盜 むの は 、霧に 云へば、 8 の 仕 初めで ある こと。 i 贅の个 

使 ひ は 子供と して 相 應に與 へて あるの だから、 それ 以上に かねの 翁が tQ は、 何 か 特別 I 情が 

なけ L ばなら ぬ こと。 ところが， f き情な I に は I やうがない、 まだ 放 f ど おぼえて ね は 


しないから 若し あると すれば、 ほかで もな く、 資 母の 爲めを 思って だら うと 云 ふこと。 幸 W は半ズ 

ちが  ち 

氣違 ひの やうな 無 常識の 强您家 だから、 若し 貧乏で 困りな どす ると、 子供に おもらし いこと を 云 ひき 

めて こちらの 物 を 盜 ませる こと もし かねない こと。 然し、 實 際に は、 幸 田 はさう 困って ない^で ある" 

さきに 姊 むすめが 死んだ 時に も その 勤め先き から 年の 割りに 甲斐甲斐しかった として.  直った ^ら ひ 料 

四十 圆は そッ くり， その 葬式の 日に 郵便局へ 預けて しまって、 i の 時 に靑 山の 茶 嵐で 待って た 人、 

をす ッ ぼかし、 棺を その 夜こッ そりと 人夫に 持って行かせて 他の 費^ や 11|1っ；!1| へし を儉 約し て 埋めて し 

まった と 云 ふこと。 それから は 人の めし を 喰って るの だから、 生活費 も 自分で 出す こと は 少しもない 

こと。 それに も拘ら す、 かの 女が 子供に 向って かね をせ びった とすれば、 こちらの 物 を 今から、 も 

う、 少しづつ でも ひに かかって るので ある こと。 それ も 溜めて 匿いて 他日 子供の 爲め こなる の だ 

などと 云って るか も 知れない が、 それ はたと へう そでない として 見たところで、 寧ろた だ 向 ふの 强^ 

心を滿 たしつ つ あるので ある こと。 

およそ 斯う 云 ふこと で、 今の 事件に 關 して 必要な こと は、 子供との 問答 を 待つ まで もな く、 どし ど 

し考へ 出して は どしどし 語って 行った。 どうせ、 問答の か 進めよう としても、 i.^; つし くな つてる 雄 

作が そのいち いちに 於いて 默 つてね たリ、 答 へても 瞹昧 であった りする の は 分り切って たからで あ 

る。 
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『そ.^:、 お前と しても なほ 一つ心 得て 置くべき 重大な 耍點 は、 おれと 幸 田と は 今では 敵お 力た も 同 

樣 であるから、 お前が どッち I ばう とそれ は iQ? だが \f 一た び おれ 基んで その 心 をな 

ほ續 ける つもりなら、 雷が 如何にお 前の 寶母 だから ッて、 かの 女 of におれ の 物 を 一 つで も 持ち 

出して はならん。 この 理窟 は 分った か、 ね？』 

『分りました』 と * 雄 作 はこん な 返事に は 些かの ためら ひもなかった。 I 

『そま， 然し 理窟 を 並べて 見た だけ だ。 Is ば、 紙の 上に たて 横 十文字の けい を 引いて お前の 思つ 

てゐる こと、 行なった ことが その どこに 當 るかと 云 ふの I 曹 身で 私 かに 考 へて 見る やうに させて 

やった やうな もの だ。 ところで』 と、 こちら は 一 度 改まって から、 『お前 は 今 そのけ いの どこに とどま 

はくじ やう 

つてる の か 素直に 白狀 する が いい。』 

『分りません。』 雄 作 はちよ ッと 首をかしげ たが、 また 眞ッ 直ぐに かしこまった -, ま くわ 

『  』 子供 だから、 さう 云った のが 分らない のか、 それとも 子供が さう 云って 胡麻 化；； 5 とし 

てゐ るの か？ こちらの 心 は， あはれ むよりも 憎む 方が 勝って 來 たので、 『馬鹿！ こッ ちへ 來ぃ』 と 

怒な.^ つて、 渠 がすり 寄って 來た その あたま を 一 つ ^ らは せた。 『これほど 叮嚀に 嚙み 分けて 云って 轉 

かした のが 分らない こと はない 霄。 さァ 尋常に 白狀 してし まへ、 橘 ゃ辭誊 養り 飛ばした こき 

分って るんだ から、 た 5^" その かね を 幸 田へ 渡した のか？ それとも、 お前の 買 ひ 喰 ひに でも 使った の 


か？』 

『  』 こちらの こわい 額 をして ゐ るの を 時々 見上げて はゐ るが、 竪く なって なかなか 返 jl$ をし 

なかった。 

『もう、 日が 暮れて 來 たが、 今夜 は、 もう、！ かばち か だ。 お前が おお ~i ^ァん のな する 返^ をす るまで 

はこ こで 根 くらべ だから、 さう 思へ。』 こちら は 斯う 云って、 机の 方に 向き つた。 そして 時計 にん：： は 

せる と 丁度： 時 Si 半 を わざと 默 つて ゐて、 どこか 近處の 火の見 やぐらで 二つ ^を 打つ 音が したの を も 

兒に 立たなかった。 そして 寄き かけの 論文に 维を 持って ゐ たが、 わが 子の 爲 めに は淚が 出さう にば か 

りなって、 少しも 维が はか 取らなかった。 とうとう こちらが 极氣 負け をして、 半ば 子供の 方へ ふり 向 

いて、 『返答 はどう だ？』 その 聲 が 自分ながら 少し M しくな つてる の を 知った。 すると、 雄. 1?!. ネ 寺って 

たと 云 はない ばかりに 直ぐ、 

『あの、 寶 りました o』 

『よし。』 こちら は 父 一」 して 寧ろ 多少 はかた が おろせた やうに 感じて、 『さう 白狀 すれば， それだけお^ 

のお 父ァ んに對 する 罪が 輕く なった わけ だが、 ね、 その かね を ど、？ した？』 

『いろんな 物 を 買 つてた ベ ました。』 

『ぢ ゃァ、 確かに 幸 田へ は 持って行かなかった の だ、 ね？』 
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『はい。』  き  . 、 

『なァ に、 少し ゃァ お前の 5 へ 持って行ったら？』 微笑しながら 管 かけて 見ても 

『ハ いえ』 と、 青ざめた ままで 答へ た。 

『それが 本當 なら』 ミ， こちら は 雷の こと は 忘れて しまって、 『何も そんな ことで 今のお ッ 母さん ま 

でお こらせる にや ァ 及ばない の だ。 たべたい 時には、 さう 云って 買って 貰った 方が いいの だから 

ね。』 

『はい。』 

ふたり はま だ 1 の 豪 をし なかった ので、 おりて 行って、 取り 殘 された 膳に 向った。 不斷 より は 二 

I 以上 も 後れて ゐた。 お f  If て ふて <f た Q か、 隣り 9 謹で、 もう、 ？ と共に 寢てゐ 

る やうす であった。 それに はかま は t 吾助 は獨 りで また 二階へ 上った。 そして 十二時 過ぎに 寢に行 

つて 見る ミ、 お f 目 を さまして ゐて、 別々 なと この 中 I 子 を さし 挾んでの 話しに なった 

『どうな つたので す？』 お 兼の 言 紫 は わざとら しく 冷淡な 出であった。  厂 

『どう ッて、 寶り 飛ばして みんな 喰って しまったの だ』 と、 こちら は 信じ 切って 答へ た 。『幸 田に はか 

しも やらなかった の だ？』 

『そんな ことがある もんです か？』 


『然し、 さう 白狀 したら 仕 やうが な いぢ やない か？』 

『まだ あなた は 子供 を あまく てゐ ますよ。 ぢ ゃァ、 櫛 ゃ露珠 も、 確かに？』 

づま 

『さ ァ、 ね』 と- こちら はば ッ たり 行き 詰った。 のことば かり を 目 あてに して ゐた Q で、 女の，、 「 

にはち やん と 念 を 押さなかった ので ある。 『實 は、 それ は 特別に 聽 かなかった が 11 』 

『そん ことがあります か？』 かの 女 は 溜ら なくなった やうに 首を擧 げた。 その 顔に は 十分の いき どま 

り を あらたに 見せて。 

I  ち ひて 

『  』 こちら はかの 女 を 相手に して くどくど 應對 する よりも、 底 接に 雄 作から 今 I 度聽 (て 見 

る 方が 手ッ 取り：： 十かった ので、 玄關の 間に まだ 勉 して ゐる替 の を 呼び寄せた。 いろけの 出た 子此ハ 

を， 親 夫婦の 寢 室に 入れる の はどう かミも 思った が、 別に 異狀 はない の だから、 横にな つた ままで 尋ね 

た。 『お前の 白狀 した こと は 眞珠ゃ 櫛に も本當 か？』 

『はい。』 

『ぢ ゃァ、 どこへ 寶 つたので す』 と、 お 兼 は.^ はぐ 口を出した。 

『えいと、 やッと i 向 ふの 11 』 と、 變な 手つきで ゆび 指しながら、 『ふる — 物 — 匿に。』 

『  ：』 こちら は その やうす の暖昧 なの を晃 て、 矢ッ 張リ、 うそ を 云って るのお やない かと 云 ふ 

兑當 がっき 出した 。『す ッと向 ふと は、 その 手つきで は^ II 監獄の 1;^ 通りの やう だが — 』 
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『よ 、ノき りと i ひなさい、 わたし は あす 直ぐに 云って 突きと めて 來 ます 力ら よ 

，ノと 向 ふの— えいと、 al 馬鹿 & のろの やうな 乎つ き をま たや.^ 出した が 

それ を 中 まら やめて、 子供 は默？ しまった。 意久 地な しと 云 はう か、 却へ？ ふてぶて しいと 云 

はう か、 こちら は それに 呆れて しまった。 

『广 ッ かり 物 を 云へ、 しッ かり！』 

『  』 維 fe. は 然しお づぉづ はして ゐ るが、 口 をつ ぐんで しまった まま だ。 

『い ぃぜ まなこと を 云って ゐ るので すよ。』 

『さう だら うよ。』 f  く 吾助 は 怒り を 押へ てゐ てから 、『お前 は i をし なければ それです むと 思？ 

る やう だが、 ね、 それ は惡. いくせ だ。 眞珠は どこへ 寶っ たか、 はッ きり 云へ！』 

『どこへ も贵リ ません。 おか ァ さんの 思 ひ 遠 ひでしょう。』 

『なんだい、 うそつき 丄 お 兼 はまた 子供の 方へ 額 を i ゆた。 『自分が 幸 田へ 持って行って やりな 力 

ら、 わたしが うそで も 云って る やうな こと を！』 

『そんな I は 今 云 ふに 及ばない ぢゃァ ないか』 と、 こちら はかの 女 をな だめた。 それに、 また、 i 

かに 雷へ 持って行 つたの だと こちらで, 妙して ゐて、 若し さう でな く、 子供 自身が そッ くり f1 

にして しま ひで もして ゐ たら、 そこに 子供に 『おか ァ さんの 思 ひ 違 ひ』 を あとまで も 云 はせ る 餘地を 


與ハ ：， 力ら である。 m ル に^、 若し この 》に惡 いしう とや 小 じうと でも ゐ たら、 ひよ ッ とすると、 こん 

な ことで も 無 實の罪 を 翁せられ、 芝居の やうに しほし ほと して 離綠 になる 嫁が あるか も 知えない と a 

つた。 そして、 特に 芝居で あり 振れた ことに 近い ことが 自分の 狹 ぃ周园 にも 新う して あつたの を、 少 

なから す- 物す ごく 感じて In^ た。 それ は 然し 膝 g のこと で、 直ぐ 雄 作に 向って、 『お前 は 然し、 今、 お 

ッ 母さんの 物を寶 つたと 云った ぢゃァ ないか？』 

『本當 は、 11 本當 は』 と、 ためらつ てから、 『寶. OS ません。』 

『ぢ ゃァ、 二階で 云った こと もみん なう そか？』 

『はい。』 この 返事 はまた 速 かであった。 

『なんで そんなう そ を 云 ふんで？』 

『さう II 云 つ た 11 方が — い い i. だら うか II と 思 つて。』 

『馬鹿！ ぁッ ちへ 行け！』 もう、 こちら も わが 子ながら、 if にす る 愛情 も B 氣も なくなつ たの を 

おぼえた。 父の 言葉に 恐れて 斯う も ああ もと 云 ひまごつ いたと しても. その まご 付く のに は g ろ， g い 

ところが ある 爲 めに きまって ゐた。 

『どうしても 向 ふの 親 を かばって ゐる としか 見えません、 ね』 と、 お S は 雄 作の 去った あとで ひそ やか 

に 云った。 『うちの 物 を 盗んだ の は 如何にも ® いけれ ど- 幸 田が さう 云 ひつけた ものと すれば、 雄 作が 
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151. わ— あ S ふ 風に うそ を 白狀し i たり、 また それ を 取り消して 見ず しなければ 

なら なくなって。』  >  M 。一，.？：？ £、£ らニ 

『そり ゃァ さう、 さ。』 こちら も そこ は 多少 まだ希望 がつ なげる やうで もあった そて 雄 作，； 

1 でに 暫 らく 立ち上り かねて ゐ たの は、 そんな ことで も I さへ ゐ なければ 正直 は" は B つ 

たの M は ustf れた、 『あのい つかの 十五 圓も * さう して f と、 失ッ ず、 落した のて はない 

^^u^^fll その 末 曰、 乃ち •  l!H 

局 r した かねが 臭 liil 、雄 作 I て i だ ufjtt  う.^ H 

11 夫婦 相談の 上、 これ も 子供に 霸の 經驗を與 へる こと だからと して 試みに，— 十 

if  fill  ,^て取られてしまったと云って、 豫き 時 問よりも す 

KelJ^ を 出しに 宫仲 局まで 遣 はした すると ^して^ら オズ 

Hi のぞいてね lflH,.r 

g が 1 試みが f かった とすれば、 子供心に も 心配して そこら あたり！ u 探 it つて そ この 

；き i-i にもい！ しく あはれ に 思へ て、 寧 II し I 後"： は 一" 

ft けた f にお こつ i たの も 子供の 爲 めに II になった。 が、 その あと I 十 ；； 

^や をき 幸 がらと ぼけて 横取りし 

後れないで 幸 H が 訪ねて 來 たので、 こちら どもの、 も は 疑 ひに 變し ナカ 等." 力 


たの だと 云 ふ證據 はっかめ なかった ので、 それなりに なって しまった。 

『あの 時だッ て、 本當に 落した か 取られた かした のなら 知りません が、 さう でない 以上 は、 どうして 

も 幸 のでき 心と しか 思 はれませんでした、 わ。 ひよ ッ こり 出くわし たの を 幸 ひに。 今度の こと も、 

子供が、 而も 男の子が どうして 櫛なん かに 氣 がっきましょう 11 女の 幸 W に 云 はれな いぢ ゃァ？ 宰 

じ .*,:> れい- 

m は巡禮 をして 來 てから、 ただ I しほ 圖々 しくな つたば かりです から、 ねえ o』 

『おれ は、 もう、 ちゃんと 決心して ゐる』 と 云って、 その 夜 はすまして しまった。 そして その 翌ロ、 

雄 作が 擧 校から 歸 つたの を捕 へて 一 つの 云 ひ 渡し をした。 『お前が うちの 物 を かま" V に 無くした と 云 ふこ 

と は、 どう 云 ふ 理由でした にせよ、 不都合 だから 承知で きない。 が、 他人で もない から、 それ は その 

ままに 暫 らく 預り として 證 いて、 若し 今度 同じ やうな ことがあれば、 その 時には、 もう、 斷然 うち を 

追 ひ 出して しまう つもり だ。 これ は前以 つて 斷 わって 置く の だからお 前 も その 覺 悟で ゐろ。 それから、 

無くした 物 は 懲らしめの ため 辨償 させなければ ならない が、 お前の 小 使で はとても 眞 * などの 代 15^ 癤 

惯は いつまでも できまい から、 先づ、 辭 書の 方に 對 して、 お前の 雜誌發 送の ひ贊 から 每月 五十 錢 

づ っを當 分のう ち 左し 引く よ。』 かねが 欲しい ものと すれば、 これに は 一 番 困る だら うと 思 はれた。 

すると、 栗して 二三 日立って から、 ない と 思って た辭 誓が 思 はぬ ところに 發 見され た。 窨 棚に 立て 並 

ら ベて ある 本の 後ろから である。 その後ろ の 當リも 初めに 十分 念 を 押して 見た 替 だが、 或は そこ だけ 
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見 おとして ねたの かと も考へ 直して 見た。 が、 この頃の 感情で は 、どうして もさう と は 田 1 力 U 

M 作が 友達から 取り返へ して 來て、 —さう だ、 古本屋に でも 渡した のなら、 もう と ッ：； に 無くな 

^^Hr^.l どう I 接に 父へ は？ まから、 隱 して 置いて、 きうち に 分らせよう 

としたに きまって た。 

子供が 多少 は 思 ひ 返へ して 改まって 來 たしる しかと 喜んだ が  - 

『それにしても、 本 を it 取り返す かねなん かほ かにで 出る 道が なから う— St 出な け 春 

『さう でしよう とも！』 I も 私 かにぎ i を 打った。 『どうせ、 うちの 物裹っ たお かねで また 買つ 

て來 たのです、 わ。』 

iL> 考 へて 見る と、 また 奮ば かりの せいでも ないか 知れない ぞ。 たと へば、 眞珠 やべ つ 力 ふの ぺ 

うな 大きな かねぎ 物 は 雷が 取らせた として 見ても、 その 手 を おぼえて S は 辭實ん か は ただ子 

供が 自分自身の 小 使 ひに 使って しまって 誓 乍ら、 その 不始末 If れ たのに 困って、 その 本を賈 

ひも どす かね を その gt— 何とかう そ S つて、 それと 112 ゥ 5t して I が ある 

ん だから、 無理に 11 せびり 取った と 云 ふこと も あり 得よう ぢゃァ ないか？』 鬼に 角、 家庭と して は 

そとから も內 から も、 大變な ことができつ つあった。 


兄の 方に さう 云 ふよくない ことが 度 かさなって 行く の を 知った からで あらう、 その 下の 攻直も 盗み 

i 挽 ひな どす る こと をい いことの やうに やり 出した ので、 時時， その 父 や 母に 叱られる やうに なった。 

もの 前に は、 兄の 盗み #5 ひな ど を 政 直と 初 雄と が I 緒に なって 11 自分ら がで きないの をく やしまぎ 

れ にだら うが. I 母親に 素ッ 破ぬ いて ゐ たのが、 この頃で は、 初 雄 だけが 敢り殘 される やうに なった 

と 見え、 政 直の 惡 いこと を も 初 雄が 吿げ 初めて 來た。 

初 雄が 今にな つて その 資 母に 云 ひ 出した ことによると、 ^の 女中が よく 子供 三人 を つ， e て亍 

つて、 春 子の 爲 めに 僅かの 物で もみ やげ を 買って 來 たの は、 少しも 女中の ふところから 出た ので はな 

かった。 その 度 毎に 子供ら の 持って ゐ るかね を 少しづつ きき 3.1 げてゐ たので ある。 その 代 h,、 子供ら 

に 砂 餹を甞 めたり • 臺 どころ の 物 を 勝手につ まみ 唆 ひしたり する こと を 許して あった。 そして 

『ねえ やが おか ァ さん 0 惡 くち を 云 ふと、 にィ さん 達 も I 緒に いろんな こと を 云った』 さう だ。 

『なぜ そんなら その 時に おか ァ さんに 云はなかった のです』 と、 お 幾が^る と • 

A  な 

『にィ さんが 云ッ つけたら 毆 ぐると 云 ふから』 との 答へ であった。 この 時 • 兄 ども はま だ學 校から^ 

つて ゐ なかった。 
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『にィ さん は 女中に、 今のお かァ さん は 欲しいだ けお 菓子 も吳れ ないから、 わさと 御 =AI は ナヘ 

p^. かの 女 I を、 自分が f 痛めた 子で ありながら、 li^u^ 

z おか ァ さんやお 父さんの 子に してやらな いよ ー あなたの 子た ち c ちゃ ァ 

と、 ：：| 筋のと ほった 鼻の さきまで とんがら かせて こちら を返！ た。 

『たと へ 親に そんな ことがあった にしても、 子が 女中に なんか 云 はない のが 本當 だのに、 

にあれ だけ 巷して おやつ もやって 來 たの を • まだ 足りない なんて！ もう、 ifiu 

にあれ たけお"  i  、とく  5，、  C  、、わ。 になり かける くせが あるから 人 か 

はんだ ッて、 勝手にお なかの 裂ける までた ベる 力い い わ 黄广 

わざわざ、 い 配して 加減 を させて ゐ たの だに！』  い ち，， こ： 

『 ， -  I. 然し、 別に もッと 悪い くせが ある 爲め らしかった。 が、 維 作の 意地ぎ たな 

さは、 I から 歸 「ると 直ぐ、 毒 I かげへ 呼んで 意け、 け ふ、 母 か "いのこ" れ， 

をで S つた かと ff て 1、 それ tl けの 物 I 分 i ない^ utr な^ U 

も 分って ゐた。 I の 方 はどう £5 S 子になる ので I るから， どんなに 小さい 人物に なって 


左 ほど 力ま はない が、 ここの あと 取りであって、 而も 多少 は见 込みが あると はれた 雄 作が、 矢 ッ；； ば 

リ、 そんな ことで は， 自分と して 親 朝 や 太閤の あとが 平凡 人に 終 はって しま ふので あった 0 『さう、 さ 0 

もう、 ぅツ ちゃって 置く がいい。 どうせ、 みんな 出來 そくない の やつらば かりだから。』 それにしても 

前の 女中が 主人 を^ 鹿に して、 子 佻 を 丸め込む やうな、 そんな 惡ぃ 人物であった とすれば、 さきに 雜 

誌の 合本 を 無くなした 罪人のう ちへ、 矢ッ 張， その 女中 を少 くも 加へ て兑 なければ ならない ではな 

いかと も 思へ た。 が、 そんな こと を 今一 K ひ 出す と、 また、 お がその 1 した 感情に 輪 を かけて、 

『あなた はま だ 子供の 身び いきをす るので すか』 と 云 ふに きまって ヒ。 

『  』 こ ゆ、 ら^ 力の 女の 今一 少し 心が 練れて ゐ て吳れ たらと 云 ふこと を 願って ゐた。 すべての 

子供に 對 するとして は、 殊にい ろけ も 付き、 知識 も 多少 はでき た 子供に 對 するとして は、 かの 女の 言 

葉カ餘 りに とげとげしかった。 それが 爲 めに f 曆- 血の つづかぬ 子 を かの 女と 同時に 激 せしめ、 面お 

半分の い たづら や 反感な どに 走らし める。 その 結粱 は、 かの 女と して 僅かの ことにで も 初 雄 だけに II 

り 散らす ことにな つて ゐる。 ところが、 こちら も 亦 かの 女に 對 する, があって、 子供の ことになる 

と、 『初 雄 はまお 幼稚で 何も 分らない の だから- ね』 と 云って、 雄 作 や 政 直にば かり 當 つて ゐ たの だ。 が、 

それで は 子供に 不公平の 感じ を與 へて、 親と しての 横烕も g らぐ だら うと 一, - ふこと に氣が 付いて から 

は、 初 雄 を も — 矢ッ 張リ、 幼稚ながら、 赛 子の 爲 めに 買った 鰭 本な ど を 勝手に 持ち出して 人に やつ 
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抱躪 10s  «R 「ノ考  ^.  ,  .  t 

,、 ： レー.^ する o で！.  * ォ ぐり つける ことにな つた。 さきにお 兼 

たりす る やうな、 惡 いと 云へば 惡 いこと をす るの て 。 スぉ  J  ？ 

M 肺が 初 雄に 一 つうへの むすめ を つれて 上京した 時、 iiiafi 

聽 いて、 

『I さん はお そろし い、 わ』 と 云った。 が、 初 雄 は それに 對 して  1 

『おとうさん I ばかりで、 少しもお そろし くないよ』 と 答へ たさう だ。 iji 

しても こちら は 子供の 幼稚ながら Q 1 と Ef 可愛く 思った が、 今では それ I 分から 囊ら ねばな 

らぬ ことにな つた。 まだ？ Ti らぬ あたま を 打つ の I しょくな いと 思って、 尻ッ 。へた を だ。 それ 

にしても、 初 雄 こそ 一霊惑 で、 母から も 父から もぶ たれる の は 渠ば かりであった。 そして 父が 手 を 

ほてな いのはお 兼と 春 子 だけにな つた。  i， 

S 女中が 出た の は、 今と なって 見れば、 あき 出ない うちに いい加減に 切 i げたので も あらう 力 

雄 作と 喰 ひ 物の ことで 云ひ 合 ひ をした のが 一 番 近い 原因であった。 その また 前の 女中 も渠が いぢめ て 

追 ひ 出した わけ だ。 ミころ が、 今の 女中 も 亦 それと 同じ 现由を 述べて ひ I 取って しまった。 

『何の 爲 めに そんな こと をす るんだ』 と、 父が 聽 いて 見ても、  どま 

『そんな こと はしません』 と 答へ るば かリ であった。 が、 やがて それが すべて I を 困ら I 爲 めで 

ある ことが 分った。 


吾助の 慰 守に お 兼が 隣 リへ赛 子 を つれて 話に 行って ゐ ると • 雄 作が 舉 校から 歸 つて 來て、 直ぐ ま 

® ども を 資 めて 见 たと 兄え- まだ 外套 を 着た まま、 隣リ のナ， j 關へ來 て、 

『おか ァ さん、 俊に も^ 砂糖と パ ンを 下さい』 とぎな 鳴った。 そして あとで、 母から 

『なんで あんな 晃ッ ともない こと をす るので す、 あなたに だッて ちゃんと 別に 取って あったり こ』 と 

叱られた。 それ を、 渠は 隣リの ものに 向って、 

『わざと 困る やうに してやつ たんです。 1 らな いものば かり 吳れ るから』 と 云った さう だ。 

『何が 詰らない？』 吾助 も それ を聽 いて 怒らない では ゐられ なかった。 『手 まへ 達に ゃァ手 まへ 建 相お 

の 物 を やって あるんだ に！』 然し、 ミらが 私 かに 考 へて 見る と. I がさき & から 持って 來， 

山の ちまき— これ は 子供に 珍ら しかつ I う— I 初に 少し 子供ら に 分けて やった 切..、 くさろ 

物で ないから ッて、 大菅 うにし まって きた。 S が なくなった のにす ッ か.： £を さまして しまつ 

たからで も あらう が、 かの 女が 

『これ はわた しが 持って 來た| から、 そんな ふ不 f な 子供に は、 もう、 一 っだッ てす ません よ』 と 

云って。 

『おや ァ、 膝 手に しろ。』 吾助 は 自分 もまた 1.5 つて 見た くな つたの を そのままに したので あった" が、 

社會に 向っても わざとら しい 秘 f 好まない 集と して は、 自分 も 何 I ひたくな ると、 子供の 見て,. 
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I  『ほ. うまい 匆は ないか』 と、 戶 f ど をの ぞいた。 すると、 そんな 時 は 

ると AJ ろで でも、 お ほ びら に 『何 力う まレ- . にすレ 力』 

But.  UJfici などと 云った。 それにしても、 

『あ 1、 ，チん な御覽 なさい よ おとうさん カぁ菓 了？ と.， ネ 

ちま 臭け はかの 女 Q 所有物と して 力 ■ に 手 をつ けなかった。 . 力： 

：.,^、  ？i -、 1 了つ ^に、 ふと、 そのこと を 思 ひ 出して 吾助 は 

か い rr う P は II 名物 111 がさ i 

つやう であった。  ，、 、む も、 w;f 

『おれ もさう だが』 と、 こちら はかの 女の fi ん でかの 女 I ばせ たが さ II 邪 

かの； がます ます子 供 If そらせて 行く の は 無 裏な ことに 思 はれた。 そして ね I、 

^ull  一  III  I へ 行つ 

つた。 till0i0ililHH 

II して ゐ て- 管か り |た。 が. II. 不用秦 r こ 


.リ 

く 


I 


るので でも、 たッた 今の ことで あるの が 分った。 

『お前 も 亦に ィ さん を眞 似て、 ますます 惡 いこと をし 出した、 ね』 と 云って、 お 兼の 前 も ある こと だ 

から、 一 つ、 渠の あたま を投 ぐり 付けた。 すると、 つんと 少し 横 を 向いて 坐 わって たのが からだ を通ナ 

て疊 のうへ に 左. =s の 手 を 突いた。 が、 直ぐき ちんと なって、 また 默 つて ゐた。 弟よりも 人 がらが いい 

かと 思 はれて た 兄が さう でもなかった と 同時に、 兄より 意久 地な しに 見えた，. g がまた こんな 時に も 泣 

かなかった — その 癖 • 資母 のこと を 云 ふと 1 群 さきに 淚を わけもなく こぼす が。 つまり、 どいつ も 

こいつ も皆づ ぶと いところ が あるの だ。 この 性質が こちらに も あるの かも 知れない が、 それが また 子 

供の 爲 めにあと あとから 物になる の だら うかと、 父と して はま だ 私 かに こころ 頼み を かけられないで 

もなかった。 そして 子供 を 憎まし くな つた その そばから、 そばから、 隱れた いづみの やうに ま ヒ堪へ 

がたい 情愛が 湧き g れて來 るので あった。 

『こんなに へ つて ゐ ますよ。』 お はが ッ かりした やうす でち まきの 這 入た お ほ 袋 を 持ち出して 來た。 

雄 作 もやった の だら うが、 いつのまにか 三分の 一は 無くなって ゐた。 『ああ、 いや だ • いや だ、 で i 

饑 道に 來てゐ る やう だ！』 

『  』 こちらに は、 然し、 さう 解釋 すべきではなかった。 どうせ * あると ころの 物 を 平らげ 

てし まひた いのは 子供で もお となで も 同じ だから" 、どんな 理由が あって 大事が つた リ、 差し 控 へさせ 
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たりす るに しても、 それ は 然しす ベて を 早く  I してし まう に 越した ことではなかった の だ。 『まして 

お前 はお 菓子 類 を きら ひ、 子供 は 好きと 來てゐ るから。』 . 

『それ もさう です、 ね』 と、 お 兼 は 子供の ゐな いところ ではよ く 分って ゐた。 

『  』 こちら も そんな ことで いきなり 子供 を投 ぐった の を 可愛 さう になって しまった。 

『どうせ あんな 子の 上に、 また 幸 田の やうな ものが ついて るの だから』 と、 お 翁 もい よ いよ あきら 

め を 付けた かして、 また 暫 らく は 親の 方から 仕向ける 騷 ぎはなかった。 そして 雄 作が 隣り の もの 

£ 『女中 を桀 しても 來 ない のがい ぃ氣味 だ、 實母 もよ そで 女中 をして ゐるぁ ひだ は、 うちのに も飽 くま 

で 裏 どころ 仕事 を させて や るんで す』 と、 如何にも 生意氣 さうな こと を しゃべつ たのに も、 かの 女 は 

さう 心を激 させない 風であった。 どうせ、 女中の 候補者が ありさへ すれば 傭 ふので あるが、 それ を ま 

た 雄 作が いぢめ 出す ので は、 お 翁ば かり か、 こちら も 特に 1 つ 困る ことがあった。 、王 人が 手 を 出す か 

ら 女中が つづかな いの だと 云 ふ 世間の 評判に なって る さう だからで ある。 

『幸 田が 人に 召し使 はれて るの は あいつ 自身の E 、斐 性な しから だ。』 こちら は 雄 作に 斯う 云った。 『それ 

をお 前が かれこれ 氣を もんでも， お前が 一 人前になる まで は f だ。 それよ リも、 おれに 下 だらない 

評判 を 受けさせな いやう にしろ。』 


『どうせ， わたし は 幸 田なん かと 身 ぶん も 育ち も 違 ふので す』 と * わ： は 高 をく くって ゐ た。 

『  』 I つに は、 幸 田が 宗敎と 云へば 耶蘇 敎 しかない と 思った 時代 も あり、 雄 作が また 1^^ 家 

に 近いから と 云って やられた 中擧 校に 於いて 少 からす 同じ 敎 への 感化 を 受けた のが、 佛敎の 寺 生まれ 

なるお 兼 を 趣味 上 馬鹿にす ると 云 ふ點も あるら しかった。 それに、 お 翁が ピアノ をへ たなし ろうと 以 

上に は彈 けながら、 西洋 音樂を 絡って、 三味線の 稽古 をして ゐる のが、 子供に は 下等 だと 見える らし 

かった。 だから、 吾助 は 一 度 維 作に 向って * 

『英 Si をお ぼえ 出す と、 大抵の もの は外國 のことば かりが ありがたい やうになる、 その 間違つ てるこ 

とつつ 

と はお 前 もお 父 ァんの 主義に よってよ く 分った といつ か 云った やう だが、 英語に 對 して 國 語の 長所 を 

忘れない と 云 ふ 高 尙な氣 持ち は、 西洋 音 樂に對 し て 日本 樂 なる 一 一 一味 線の 妙味 を も 尊ぶ のと 同じ こと だ 

よ』 と 説明した。 無論、 外國の 長所 は 長所と して だ。 

『昔 樂家 になっても いい』 と、 雄 作 は 云った こと も ある。 また 『語擧 者に なって 各 國の言 葉 を 比較 研 

究 して 見たい』 とも 。『 けど も、 結局 は、 日本の 精神に 從 つてお とうさんの ょリも 新ら しい 宗敎を 遮て 

るの が 目的です。』 

『さう か？ 決して 惡 いこと ぢゃァ ない』 と、 その 時、 こちら も 答へ た。 

『それで ゐて、 親の物な^?」をどろ棒して』 と は、 お 兼に して は 云へ たが、 實父 として は 子供のう そに 
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||でね|を あた まか I 碎く ことに I ら、 t も；； 窮し nwl、 簡單こ 

iy 角、 お #ん は 初 I じた 耶蘇敎を 害 や ァぅッ ちゃって しまって 佛敎 にきて 

HH^PIIIf. 熱心に も なれる と 云 ふの だから。 さ 

一 uu、  U 云 UI 發 した 121 ありがたい もので、 たと へ 外國 人 には分| つで 

：" 本" LI ら。 I て-重 菱 i て 1 職 巡菅"：， 

自己のう ち を 返り a ないせい. たと S ふこと も附け 加へ た。 

0in  III で、 s^luu^ 

るの だが、 そとに ねても 自分の あたまの 中で は 子供 S めないで 幸 田ば かりぎし 力つ. - ^ 

mi 社の I うちなる 敷袭 I つて 來る たんびに、 ここら あた やで、 幸 田が I 十五 面 

1U へ 行ったら 誰れ かに 取られた！ ばいい から、 fijfu  Jt 

たちの 爲 めになる こと だから』 などと 云って、 子供から 横取りし たの ぢゃァ まか I ひ.^ つ， 0 そ 

U そ ouiil つ ill つて、 IIIIII よ 


くない こと を. 重ねて、 獨 りで 苦しんで るの か、 とも。 そして その 結^の 燒け氣 味で、 幸 田に 云 はれて 

® み を 加へ た繼 母にば かり • こ ッ そりと、 當り 散らして ゐ るので は？ 

ところが、 濕を おだてる ものが 刖に また 近く 意外な ところに ある ことが 分って 來た。 隣り の 細 <?5 の 

妹お 光さん は、 國に ピアノ もあって 西洋； t 樂が できる と 云って るの だが、 そして 上野の 音 樂舉 校へ 入 

擧の 準備 だと 一 K つて 私立の 音樂舉 校へ かよ ひ、 歸 つて 來 ては譜 にも 合 はない 唱歌 をば かり やかましく 

歌って るの だ。 そして 今 持って る グイ オリ ンを たまに 彈 いても その 調子 さへ 合って ゐな いので、 お Ig^ 

が聽 きかね て 調子 を 合 はしに 行って やった こと も ある。 それから は 恥ぢて その 樂器を 持た なくなった 

のか、 ばッ たり そのき ィく云 ふ 音 は 絶えた。 それでも 女 同士 は兩 方からの 往き來 をして ゐ たので あ 

る 0 

が、 うちの こと を 知り さう でもない ことまで 知って ゐた リ、 また 知って ゐても 少し 間遠って ゐ たり 

する の をお 兼が 私 かに 不思議が つてる うちに， 初 雄の 云 ふ 話から 分った によると、 雄 作と お 光さん と 

は兩 方の 恣 から 板べ い 越しに 毎日の やうに 手紙の やり取り をして ゐ るので あった。 雄 作の 方 は 詩に ま 

で 戀を誊 いたの だから、 無論、 かの 女を戀 しい 爲 めだら う。 が、 二つ も 年う への かの 女が 何 ゆ ゑに そ 

んな こと をす るの か氣が 知れなかった。 

『鬼に^、 雄 作の 書いた 手紙の 見本 を 1 つな リニつな り 見せて H つて 來ぃ』 と、 吾助 はお 翁に 命令し 
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た。 そしてお 兼が 取って 來 たの を 噴んで 見る と" 

『さう です * あなたの 質問 通り" 母 は 僕らに 追 ひ 出されても 喰へ る やうに 三味線の 如き 下等な 物 を 稽 

古して ゐ るので す』 と 云 ふやうな こと も 書いて あった。 

『無論、 お前が 三味線 を 稽古す る 以上 は 専門家になる 覺 悟で やれと は 云って るが — 』 

if 然し、 下等な 物 だと か、 僕らに 追 ひ 出されても とか 云 ふの は、 あんまり 生意氣 ぢゃァ ございません 

か？』 

とんじ  L 

『いくら 云っても、 おれの 精神が 分らない 豚兒 だら うか、 ね？』 

『い いえ、 多少 は 分っても、 これ は 向 ふのへ たな 西洋 昔樂 かぶれの 機嫌 を 取る 爲 めに、 雄 作が 不見識 

にも そんな が こと を —— ある こと、 ない こと をつ け 加へ て 11 云って るので しょうよ。 さう し 

て 向 ふ ふたりの 所在な さに 近處 のうち 輪 ごとで も聽 きたがる その 惡 いくせ に 釣り込まれて ゐ るので す 

わ。 まさか、 いかな お 光さんでも、 まだ 子供の 雄 作を戀 して ゐ ると は 思へ ません から。』 

il 馬鹿な やつ だ、 ねい。』 呆れる ほかはなかった。 

『雄 作に 學 校の 途中で ぉ辭 儀され るの が 恥 かしい なんて、 うぶ さうな こと を 云った の も眞ッ 赤な うそ 

. で』 と、 ぉ饅は 大分に 熱して ゐた。 『きッ と、 向 ふから 水お 向けて 釣り出し たに 遠 ひありません、 わ。 

とん な^を こッ ちへ 渡した のが 向 ふの 考へ なしな ところで、 こ、 y ちぢ ゃァ これです ッ かり 讀 めました、 


わ。 划 作の 馬鹿 も、 向 ふの たくらみ も。 それに、 向 ふで は I つの 恨みが あった やうです』 と 云 ふに よ 

ると、 三 ヶ月 前以 にお 隣り 宛に 無名の ハガキ が 届いて、 

『へたな 唱歌な どよ せ、 近處 隣り が 迷惑 だ』 とあった。 向 ふ 夫婦と 妹と で、 隣り と はこ ちら だら う、 

それに 〇〇 さん は练 夜お そくまで 書き物 をして 起きて るから と 云 ふこと になった。 

『さう して、 これ もま ま 母 5!« ちの、 あの 顔 やから だまで いぢけ てゐる 主人が、 いもと さんに 向って、 

かま はない から、 つら 當 てに もッと やかましく 歌って やれと 云った さう です。 こッち は、 まさか、 う 

ちの 主人が そんな こと をと 笑って しま ひました が  』 

『  』 こちら は あまり 世間 も 知らぬ 敎師 (束 京 高等 ェ 幾の だ) がそれ 相當 のこと を 云って ると 

しか 思へ なかった。 『そんな こと ァぅッ ちゃって 置けば いい』 と 云 ひながら も、 『それ は ひよ ッ とすると 

達 ちゃんの 仕 わざ かも 知れない ぞ』 と 云 ふこと を 思 ひ 出した。 別に 證據が あるので はない が、 以前 こ、 

達磨 力 庭 力ら 仕切りの 板壁の ふし 穴 をの ぞいて、 あの 唱歌 を氣 にして、 向 ふへ は SI えぬ ほど 小さい 

で だが、 からだに 力を入れて、 

『默 れ、 やかましい』 と 云った。 

『おい、 そね ゃァ いけない』 と、 こちら は 注意した。 『向 ふ はお ほ屋 さんの 家族 だから。』 

『ぢ ゃァ、 さう かも 知れません が』 と、 ぉ18^^そのことをにが笑ひに終はってしまった。 
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哭 

；, 今 f  、 また、 うち や 近處へ 出入りす る 八百屋へ 行って、 お 光さん が、 I の 一 生 懸命に ほ 

ptpi 向 ふの 女中の 職 線に 負ける のがく やしい からだと しゃべつ たと 云 ふ 事件 力 

； V と!， ほえて 來た。 これと 前後して またお 光さん とその 婶が、 或 夜、 吾助の 留守に 怒鳴り込んで 來 

I が I りの き 言 だい は 九州 生まれ だと 云って たの を 管 付けて、 悪く ち を云 はれた の だと 

m5ts. にって だ。 九州 をん なはづ ぼらに は 遠 ひない が 

あなたが そんな こと をお ッ しゃる よりも』 と b  I は S ひと 分らせた あとで さかね ぢを喷 

はした さう だ， 『おうちの 女中さん は 三味線 を彈 ける かも 知れません が、 聽ぃ たこと も， ません のに、 

わたしが その 女中さん の 藻 線に 負ける のがく やしい からなん て， から出 た s です、 わざわざ/. 

百屋 へなん かそん な こと をお ッ しゃって？』 

『そんな こと ー 云 はない、 わ』 と、 けろ りと して ゐ たとの こと だ。 が、 吾助が 乖に 判斷 すると 

それ も 或は 根の ない ことか も 知れなかった。 その 代 や、 お 光さん が こちらの うち 輸 のこと を 知って な 

がき ひきてる の も、 雄 作が 費ら i 母 墓い 者に して、 ある こと、 ない こと を 云って？ せる 

I だき。 そして こちら はお f 八方に 傲 やわい わい 連 § さ I けて ゐ るの を氣 S になった 

助から 云へば、 結局. それ も かの 女が 世間並み を 離れた ヌ子を 所 天と して ゐる ところ 力ら う 

ら やまれたり 嫉 まれたり して I の だから、 その 苦し さ を も 寧 I びと しなければ ならぬ のであった。 


I 


兎に角、 お 光さん は可哀 さう にも この 一お 件の 爲 めに 束 京に ゐられ なくなって、 九州へ 退され てし ま 

つた。 そして こちら は 隣家の 自由 を さまたげよう とする ハ ガキ など 無名で 出す もので はない と 云 ふこ 

と を、 © 接に お ほ屋の 息子へ よりも、 ぉほ屋 さんへ お 兼を以 つて 念の 爲 めに 通じさせた。 

『あれに は 皆 も 困りました から 返して しまったので すよ』 との 答へ であった。 そして 親の 方と 息チ の- 

方と は 別々 だから 氣 にしない やうに ともあった さう だ。 こちら は そこに も S 母 まま 子の 行き さつ を 思 

ひ 出さない では ゐられ なかった。 が、 お 光さん の 事件で 近所の 八百屋 やさ かな 屋 など をお 兼が 呼びつ 

けたと ころから 分った によると • また、 幸 田が 近所へ 幾度 も來て あがり、 込み、 吾助 や 子供 に^する 愚 

痴ッ ぼい 話 をして、 泣いたり 笑ったり して ゐ るので あった。 I 緖 になった そもそもに、 吾助が かの 女 

のお ほ をぢの 妨害 を さける 爲め、 かの 女 を 人力車に 乘せ、 まだ 年の 若い 勢 ひで その あと 押し をして 自 

分の 父の 家まで つれて 來 たことまで も， 皆が 知って ゐた。 

『なんて 馬鹿でしょう、 ね』 と、 お 翁 はまた 愤慨 した。 『たッ た 一 杯 や 二 杯の^ 茶 を ありがた がって、 

きッ と、 云 はないでも いいことまで すッ かりし やべ つてる のです よ！』 

『  』 こちら は 幸 田が そんなに も だらしなく ぼけて 來 たかと 思 ふと、 もう、 それ を 敵と して 

た.c^するょりも寧ろ可哀さぅな氣になった。 目の きよときよ とした、 きたなら しいお 婆ァ さんが 時々 

お宅の 門 をの ぞいて ゐ たと 云 ふやうな こと を 近所から お 兼が SI いて 來た 時、 それ は 幸 田に 遠 ひなかつ 
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た。 が、 近所で は、 知りつつ さう 云って とぼけながら、 かげで は 面白半分 にかの 女 を 呼び込んで ゐた 

の だら う。 『そんな 不埒な さかな 屋 ゃ尿屋 のかみ さんなら、 一度 呼んで 來ぃ』 と、 こちら はお 兼に 命令 

した。 『さう して、 あんな ぼけた 婆ァ さん をお だてる の は、 色氣 ちが ひ を 大道でから かふの も 同様な 無 

慈悲の 罪に 當るぞ と 云へ！』 

『おや ァ、 さう 云 ひます、 わ。』 かの 女 は 然し 子供ら のゐる 時に その 命令 を 正直 だが 實行 したやう であ 

つた。 これが また、 幸 田に 就いて 意 2^ の 相違 ある 子供 をお こらせた。 二階で 聽 いてる と、 雄 作が 大き 

な聲 で， 

『僕の 實 母は氣 ちが ひお や ァぁリ ません』 と 怒鳴って ゐた。 

『魄 卞コ と、 こちら は あとで 鎮に 向って、 『幸 田 はおれ 達の 見る ところ ぢゃァ 少し 氣が 違って るの だ。〕 

お前に ゃァ まだ 愁 HT も あり、 さぅして觀察カが足.=^なぃから、 氣 ちが ひとは 見えまい が、 おれ はさう 

見て ゐ るの だ。 だから、 ね、 おれから お前に 注意して 置く こと は、 實母 としてお 前が 幸 K を 思 ふの は 

自. S だが、 理性 上の しんしゃく 無しに あれの 云 ふこと に從 ふの は、 おれが お前の 父と して 反對 である。 

然し、 まだお 前が お前の 理性と 父に 對 する 尊敬と を棄 てても いいつ もりなら、 それでも かま はない 

その代り、 さう 云 ふ 心持ちが お前の これからの 態度と 行動と に】 度で も 現 はれた が 最後、 おれ は、 も 

う、 お前 を このうち に 置く 必要 も 希望 もなくなる の だから、 さう 思って ゐ な。』 


『はい』 と、 雄 作 は 答へ るば かりであった。 

『若し 今 皮會ふ 折りが あったら、 幸 田に おれが さう 云って ゐ ると 傳 へて 匿 け。 お前が うち を 追 ひ 出さ 

れ ても^に 驚いたり しない やうに。』 

『はい。』 

『  』 こちら は 半分 以上 も 見限って るせ いか、 子供の 答へ に 少しも 手 ごた へ を おぼえる ことが 

できなかった。 これで 若し S1 分のお 觳が こちらの 妻と して その 親類 や 世間の 攻 蔡と戰 つて^られ た 物 

,  ラ じっき 

でな く、 そして 今の 生活に も 充實氣 ぶん を 持てなかった とすれば、 自分 は どんなに 寂しい もので あつ 

たらう と 思 はれた。  、 

そのうちに、 子供ら がお Is- の豫告 によって 待ち受けて ゐ たお ほ 切り 雜煮 もちが かの 女の 里から 115 く 

時と なった。 そして また 正月が 來た。 吾助 もお 翁 も 餅 を さう 好きで ない ので、 子供ら に 或 程度 はきめ 

てお き 勝手に 喰 はせ た。 またき てゐた 女中に も * さう であった。 そして 七日に なった が、 その 口 は 

たつ まろ 

朝から 達 麿 もやって 來 て、 二階から 驄 いてる と、 下 はまこと に 賑やかであった。 

午後に なって、 吾助 も 思索 や 執筆に 倦ん じて 茶の まへ 來てゐ ると、 そして ほかの もの は m 敷 ゃ支關 

のまに ゐ たが、 丁度 茶の まの 綠が はと 向 ひ 合った 板べ いの 向 ふが はから、. 

『雄ち やん、 雄ち やん』 と 呼んで るのに、 ふと、 氣が 付いた。 
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『  』 幸 田の 少し ぢれた 頓供ご ゑで はない か？  .V れ でも、 突然の ことで、 ほかの こと I ひ 

m す ひま もな く、 ただ 何 か 子供に 用事が IQ だきとば かり 思った。 『雄 作， お前のお ッ 母さんが 來 

て. 呼んで るよ。』 

『はい』 と 云 ふ 返事と、 お ま 『何です ッて』 と 云 ふとが つた 質問と が、 殆ど 同時にした。 そしてお 

觳の 方が 早く やって 來て、 

『幸 田です ッて？ 維ち やん、 行って はいけ ません よ！』 

『さう だ』 と、 こちら I に 思 ひ 返して ゐた。 こちらの 子 を 人が 自由に 呼 S さう とする のが 瘕 にさ 

わった。 どこに 幸 田が 來てゐ るの か 分らないで 怪訝な 顔つき をして 突ッ 立って る 雄 作に 向って、 そと 

の 者へ も聽 える やうに、 『おれと して は 今 ぢゃァ お前 は あいつの 子 ぢゃァ ない の だ。』 

『鬼に 角 • 何の 用 か 聽 くがいい、 わ。』 お 兼 はこれ も 集って 來た逹 麿に 向って、 『あんた 出て 行って 御鹽 

なさい。』 

『おり や ァ顔を 知らん が、 な』 と 云 ひながら、 達磨 は あわてて 云 はれた 管に 玄關を 出た。 そして 暫 

らくして 歸 つて 來て、 『きたない ぉ婆ァ さんの 人』 が あと を ふり 返り、 ふり 返り、 逃げる やうに して 向 

ふへ 行った が、 角まで 追 ひかけ て 見る と * 矢ッ 張リ、 お づぉづ して 角から 三 軒 目の 店へ 隱れ たと 報告 

した。 


T- ぢ ゃァ、 矢ッ 張り、 秋 ちゃんのと ころでしょう 1 お Is^ はい やな 顔 をした。 秋 ちゃんと は 初 雄 や！^ 子 

の 遊び 友達で、 ここへ 來 ていろ いろ 世 £2 になって るの だが、 その 母と 云 ふの はこ ちらに 對 して I 桥か 

げ 曰な たが あるので、 さきに 近所の かみさん 達 を 呼びつ けた 時 も、 來る ことができなかった。 さう だ 

どうせ、 どいつ だッて If 凡人 中の その また 平凡 人 ども だから、 そんな も ひ は， 

『相 乎に しない 方が いい』 と 云って るの だけれ ども、 お 兼 は、 

『氮の 毒です から』 とか、 『功德 だから』 とか 云って、 いつも 近所の 離^ば なし や 仲直り 事件な ど を 持 

ち 込まれて ゐ るの だ。 

『  』 それほど 人の こと を 思 ふなら、 今少し、 形 だけで も その 母と して 子供との あ ひだの 感 s= を 

取り直して 吳れ ると いいが とも 思 はれた。 が.' こちら も 道理 を 押して 行く 上で は、 どうせ あんな 幸 田 

がゐる 限り、 子供が よくなる 見込みはなかった。 

その 晚 めし 後、 吾助 は 用が あって 家 を 出た ところ、 神社の 境 內で幸 田が 今や ッと歸 つて 行く のに そ 

の 後ろから 出會 つた。 大きな 杉 やいて ふの 樹のぁ ひだで あるから、 電俊は 所々 について ゐて も， うす 

暗かった。 聲を かける 氣 もない ので、 こちらが 默 つて かの 女の 左り 手 を 通り越す 時 * かの 女 も それと 

氣が 付いた か、 むかし 通り 毆 ぐられ でもし ないかと 云 ふ 風に こちら を：：：^ 向きながら、 そのから だ をち 

ょッと わざわざ よけて ゐた やうであった。 その 目 はなの こと はよ く 見えなかった が、 何 か 長方形の ひ 
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らぺッ たい 物の 風呂敷 包み を 左り の 手に 持って、 肩の あたりまで 優しく 擧げ てた 様子が そのむ 力し、 

かの 女が 敎員 用の 敎科書 包み を 待って、 はかま 無しに すらりと した 裾 を 塗り下駄の 後ろまで 引きつつ 

小 攀校 へ 出勤して ゐた省 思 ひ 浮べ させた。 少しね こ脊 の、 そして f 低い 方 だが、 すら i 優しく 

高い やうに 見えた。 かの 女 はこ ちらより 三つ も 年う へだが、 あの 時 はま だ 若く ッて、 綺麗の やうで も 

あり、 また 英語 や 精神 問題に 就い て も 萬 更ら話 せない でもな か つ た。 

それが 今や、 午後の 一 時 頃から 五 時 問ば かり も、 綠も ゆか リ もない 人のう ちで、 一 杯の 茶う けで 

ぺちゃくちゃ 下 だらない おしゃべり をしたり、 愚痴 を こぼした.^ して 歸 つて 行く のかと 思 ふと、 力 グー 

女との 關係 を、 自分の 社會國 家に も 有用な 精神が 若返る 爲 めに、 早く 切り上げ たことの 利口で あつ/ 

の を 喜ぶ と共に、 そこに また 切貲に 自分の 生活す る 時代の 變遷 のお そろし さ を もこの 見 じめ な寶 例に 

よって 觀 じられ たので ある。 

竿い 話が 小 舉女敎 員の 姿 だけで 云って 見ても、 女敎 員が 學 校へまで はかまな しで 裾な がの すらりと 

して 行った と は、 今の 十代 一 一十代の 男女に は 想像 もで きな からう ではない か？ 

『  n その 二三 日 後、 吾助が 何げ なく そとから 歸 つて 來 ると、 妻のお 翁 は玄關 のまで 何だか 探 


し 物 をして ゐた。 雄 作の 書物 や 持ち物 矢れ さ？ ある 押し入れの かたびらき を 明け 放って、 きい 

の 物 が^の 上に さんざん 散らばって ゐ た。 そして 常に なく か の 女 は 

『ぉ歸 りなさい』 を も 云はなかった。 

『どうしたんだ？』 こちら は そ i へあがって から、 ま sf も 取らないで、 突ッ 立った まま かの 

女 を 見お ろした。 蒙の ない のが f さわった のと ぼに、 。へたり と 坐 わって るかの 女が 默っ てこち 

ら I 上げた 顔つきの あまりに 緊張して ゐる のが 馬， t かった。 『そのつ I 見ろ！』 

『あなたに はま だ 中し 上げないで ゐ ましたが、 ね』 と、 かの 女 は 初めて その 膝 を もこ ちらへ 向けて， 

『資 は、 わたしの 財布に ちゃんと 別にして、 しまって f ましたお さつが 七 画、 mt 

のです。』  ； 

に  』 直ぐ 雄 作の せいだら うと はこち らも 思 ひ 及んだ ので あるが、 容易に さう 口へ は 出した く 

なかった。 . ^れが f て囊？ 翳で きたら、 もう、 何と 云っても 雄 作の この 家に 於け る 立ち 場が 

なくなる の だから、 うかう かと かの 女 をして 當 座の 清に 走らせて、 囊 sf あやまら しめる や 

うな こと はでき なかった。 それに、 いっか もあった 管、 こちらが 手渡しし たかね を 掌の ことに ま 

ぎれ てそッ く. =s そ Q まま かの 女が ちゃぶ ま 上 tl れ てあつた ので、 ^isit^c 

そッ とまた たもと へ 入れた。 そして 食後の 散歩 § めに そとへ 出た。 そして 家ぢ うがお ほ f をして 
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ほつ C ミて、 『二度と 再び こんな おろそかな 不注意 をす るな』 云 

ゐる きろへ 歸っ J て 『二度と 苒び しきふ こと もないで はなから うと 思へ た。 けれども 

度の はまた あまりに 大切に し 過ぎて しま ひ ^ しと デ.； こと もない じさせながら、 『いつ 無くなつ たの 

今や & のい きど ほり 阜ば私 かに ここに 見えない お 作の 方 

だ？』  フ - で- J と、 かの 女 は そ Q 額 i 暫少 しゅる めた と 同時に、 あまへ て 

『氣が 付いた の はけさの ことて す 力』 と 力の t  5  , と、 も n れま せんの。 きの ふ は 珍ら しく 一圓 

訴 へる やう I になって、 『ひよ ッ とすると、 きの ふの rhuMU あ ひだ I ませんで した 

- ノ， ン：？ a、  .^AFti 明けても おさつ を 入れ，^ プ プ 

以上の 必要が ありませんで L た 力ら tife^ は P リマ 

から。』  t  _とナ4,^/.5^した。 けさから この ゆ ふが たまで も か 

、 -ク ヒ、， ？ よしに 口 を 結んで 鼻で 受け 答へ をた 

『ふん』 と、 こちら はお 力ず しに. - r  .0 女 自身 I ひ 遠 ひの あらう 霄 なかつ 

の 女 自身 の 方 を 調べたり 考 へたり して ゐ たものと すれ は 力の 女 自身！ 

たの だら う。 

『韋の 櫛 sf こと I ひ 合 は せれば、 大抵 分って ゐる でしよ なくなった I などより もさ 

= -  . ン： 0 II  ノ  -?、0  1.0ちゃ0なくた パー ，^*^ーーー0ぉ 7 

： に、 こ、 i:? 义よ ちる でして も そん サ i クプ 

『  』 こちらに は i  f  r?:。 をれ，^ ら、 なほ さかのぼれば、 ^11 

きに、 i おこと があった。 合本 霞の ことがあった それ 力 rJ^tpT その他 もね ないやう であ 

であった 拾 こと も 何だか ありあり と。 そして その II 入 は 勿論 その t 


るの を 不思議が つて、 『子供 や 女中 はどうした？』 

『今、 癥に さわる から、 みんな そとへ 出して、 先づ 念の 爲 めに 女中の 持ち物から 調べて 兒た 0 です。 

もラ， 手後れ かして、 ここに も！： えません、 わ。』 

『畜生！ もう、 また こんな 物 を 持ち出して 來て ある ぢゃァ ないか？』 こちら はから だ を 曲げて、 

11 机の 引き. 出しが 二つと もはづ して ある その あたりに、 子供の 寢卷き や. • もも 引き や、 幸 m バ 持つ 

てた 篮き 時計の 解體 したの や、 死んだ 攀 友の かたみ、 アル コ ー ルを 焚けば 述轉 する おもちゃの 機關 や、 

父が やった 古 js^ 記 ゃ和譯 法華經 や、 子供の 勝手で 大事 さう に 滞め て ある 少年 雜誌 や、 靴した の 破れた 

の や、 誰れ かに 借りたら しい 新刊 小說 やが ころがつ てる あ ひだから II こな ひだ 父が 賈 つて 來た： 文 

漢譯對 照の 阿 彌陀經 を 拾 ひ 上げた。 布 文ゃ梵 文の 文字 研究 はい いけれ ど。 

『おとうさんの 物 を 何と 云 はれても 無斷で 持って 來る ほど 圖々 しいので すから。』 

『  』 さう だ、 父が いけない と 一： み ふば かりで なく、 お 兼 も かげで さう 云って る やうす であった 

力 圖々 しい 爲 めか、 それとも 親の 物 だからと 平 氣でゐ るの か？ 若し あとの 方のに 相當 する のなら、 

まだし も 無邪氣 だと 云へ よう。 が、 斯うして かね 目になる 物 を 取ったり、 かね その物 を 盗んだ リ もし 

てゐ るの だと、 分って 來 ると、 わが 子に 對 してながら 情々 しさが また 加 はった。 お 兼に も 時々 調べて 

貝ろ と 云って 置いた ので ある。 その 押し入れへ 進んで 行って、 自分 もい きなり 手 を さし 延ばして 奥の 
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^^H.n  I み を 力一杯に I すと、 塞た お ほ fi ばらばら ^ 

uyMP.. それから、 われに 返った やうに なって， i ました、 一 

ません。』 この 口調 は 子供に でも 直接に 云って る やうであった。 それから で t 一 

飽き I 狀 してね る位で すから。 だから、 これ II へ 誓 行って I でした のて す 一 

リ 。分らない やうに こんな シャツなん かにくる み隱 して。』 、 .|«  ^ 

ノ： „oc,i、  \  の はた だ隱す S めば かりで はなく 屈呂敷 * 一 

』  』 いや、 さう として 見ても * ャウを .r tf-  一 

で み 出す つもりがなかった の だら う』  て 一 

『あ 上げな 11 まだ ございま したが、 iilu:;:^^^ 

ぼん も、 まだ 誰れ も 使って 見ない のに、 箱の 上から 三分の 一 ほどへ つて ゐ ます。 維 作 力 珍 tuM。』 

そんな 物まで 雷へ 持って行って やった としか 思 はれないでしょう？ お餅 だッ て、 さう です わ』 一 


『おとうさんが 幸 w に 途中で 出會 つた さう です』 と、 雄 作が お 兼に 二 I 二日 前の 晚 のこと を 語った と 云 

ふ を 思 ひ 合 は せても、 最近に きの ふか、 おとと ひ、 かの 女に 盗んだ 物 を 渡さう とすれば 渡す ことが で 

きたらう。 が、 今聽 くと ころで は、 しゃ ぼんの ことから でも 私 かに 氣が 立って た そのお 兼の 監視が 嚴 

しい 爲 めに かさ 張った 物 を 持ち出す こと はでき なかった のか も 知れない。 して 見る と • 子供と その K 

母との あ ひだに は 始終 惡 いことの うち 合 はせ がして あって、 餅の 豫吿を 1 これ もして あつたと 見る 

と 11 あのが つがつ した 女の こと だから 待ち 兼て、 わざわざ 向 ふから 出かけて 來て、 板べ いの そとで 

こッ そり 受け取らう としたのに 相 遠ない。 それが 失敗して {4! しく 立ち去った。 そして 雄 作 も その 實母 

の爲 めに くやしく 思った。 そして その くやしさ まぎれに、 また、 お 1^ の 財布から 七 画 を 持って行った 

とすれば、 

『お前 もこの 取り引きに 就い ちゃ ァ餘ッ ぽど損 をした ぞ』 と、 もう、 燒けまぎれの洒；^&までが出ヒ 

『わた L、 もう、 溜りません- わ、 斯う 內 そとから、 しょ ッ ちう 狙 はれて ゐて は！』 

『それ も 然し 結局 はおれ 獨 りの 引き受け だァ、 ね。』 

『あんた の 引き受け たこと は- 矢ッ張..^、 みんな わたしの 責任に もな. ns ます • わ。』 

『よ I 來た！ もう、 いよいよ 放逐 だ ぞ！』 この 思 はす 大きく 強く 出た 聲は、 若し 突然 それだけ を 

何も 知らぬ 他人に 聽 かれる と、 夫婦喧嘩の 爲め にお 兼 その 者に 命令した かの やうに 思 ひ 取られ さう で 
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^八卷 

あ 0  to 

それから、 帽子 を 取って 茶の まへ 來 たの だ だ いつも 早い 晚 めし， I 中が まだ 歸ら ない ので 初めら 

れ なかで」。 茶 を 飲みながら、 お 兼の 分り切った 不平 やら 泣 塞 旱ら I き 流して ゐ ると、 門が 明、 

て、 i みちを がやがやと 皆が 歸？ 來た。 K の 左り が はへ 自分が 塁して 置いた ちょ ッ とした パ 

I ばた けに、 灘 消え 殘 つて ゐる やうす を 思 ひ 浮べながら 維 作の あがって 來 るの を 待った 

お 兼 は 特別に f し 切って ゐた。 が、 春 子 I の 膝へ 女中の 脊 なかから 受け取る と、 初めてき ほ 

になって、 

『おう、 ちゃぶ かったら う、 ね』 と 云った。 

『  』 こちら はかの 女の そんな こと も 雄 作らに は、 もう、 嫉 まし 過ぎる ので はな レ 力と.^ えた" 

渠 等の 都合の い いやう に は 愛しても 貰 ひたから う 力ら 

主人 兩 方が 割り 合 ひに 澄まして ねる ので、 女中 はこれ もま だ 早く 歸 つたと して 主人ら の氣 に 入き. 

いの かとで も 思った のか、 

『もッ とそと にゐ ようと 思 ひました のです が、 にィ さん 達が あんまり 初 雄さん を いぢめ る もので.^ 力 

ら。』 

『いぢめ やしない ぢゃァ ないか？』 雄 作 は 怒りの 色まで 見せた。 


『いぢめ たよ』 と、 初 雄 も 簡舉に 正直 さう に 女中の ij 一 in 葉 を 活かした。 

政 直 だけ は 何とも 云 はないで ちゃんと 坐 わって た。 

『もう、 どんなう そ も. S. しわけ もまに 合 ひません よ』 とば かりで、 お 兼 は 口 をつ ぐんで ゐる。 放逐の 

cf 前な の を前以 つて 暗に 示め したやう に 。 

『  』 こちら も 無論 それと 決心して ゐ るの だが、 今 一 度 父と 向 ひ 合って 情を盡 して 見たい と ：；：ひ 

つた。 女中の 用意した 食 15^ をす ませてから、 『雄 作 • ちょ ッと 二階へ 來ぃ』 と 命令した。 そして 立って 

行きが けに 、『政 直 も 一 緒に に 

兄 を 出すならば、 それと 心 を 1 つに して ゐる笫 もこ こに は 置け ない のであった。 政 直が ねれば、 矢 

ッ張 リ、. うちの ことに 關 する 兄の 代理 を やる だら うし、 また それより. も 困る の は. 幸 田の そとから つ 

け 狙 ふこと が おんな じで あらう。 そして 政 直 を も 出す 以上 は、 その 理. H を も —— まだよ く 分らない か 

も 知れない が —— 兄と 一緒に 聽 かせて 置く 方が いいと 思 はれた。 

こちら は 相變ら すた だかし こまって る 二人 の 子供に 向って、 言葉に 威厳 を 持たせて 吿 げたので あ 

る， 

『お前 達の 運命 も • もう、 今夜 限りに なった やう だが、 ね、 どう だ- すッ かり 白肷 して 改め 直.，： てお 

父 ァんの もとに ゐ たいか？ それとも、 圖々 しく 默 つてて 幸 田の 方へ 行く か？ この 二つに j っを考 
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人て f ければ ならん。』 これまでの 形跡で は七圓 のかね も 維 作が 取った ものと I しなければ ならぬ 

こと、 それから、 また 取った かね を 幸 田に 渡した に 相 管い が、 それなら それで 父が 七圓を 出し 5 

. に あやまって やる から、 ちゃんと さう 白狀 しろ。 別に また 疑 ひが ある。 その かね 集 田 も 知らないで 

ま.. ばかりの ひその 他に 使った？ はなに？ それでも なほ 許して やる から、 さう と 白狀さ 

へ すれば" ただ. 0 れ から は 決して 雷 s めに 父 物 I 斷 で 持ち出さな いと 誓 はなければ 

ならぬ。 すべて 斯う 云 ふこと を、 たと へば、 ？む くだと 云 ふ 色 をん なに 男の あった ことが 分り かけ 

ヒ つで、 それ を白狀 させた 時の やうな 切實な 心持ち を以 つて 告げた ので ある。 

けれども、 子供 は どの こと を も 管 流して ゐる やうであった。 そのうちに、 下から I が 呼ぶ ので 

行って 見る と、  > 

『今、 女中の 云 ふところ では、 維 作が どうせ かねなん か 出る 氣づ かひ はない 美った さう です』 との 

注意であった。 

『おや ァ、 鬼に 角、 かねの 行く ゑ を 知って るんだ • な！』 

『さう して 女 Q やう if 仕 かたで いろいろ 初 雄 臭め たのです と、 き 子 はまた いぢめ られつけ 

てる， S ら、 それ を 左 ほどに も 思 はない のでしょう 力 』 

『よし 丄 こちら は その あき 聽 くまで もな くく ゎッ となって しまった。 人の子ながら、 初 雄の 方が 


可愛くな つて， もう、 何も くどくど 雄 作らに 云 ふ必耍 がない やうであった。 ！ W び 二階へ 行く と 直ぐ • 

『もう：！： も 云 はない から、 ただ 斯う 一 K ふこと だけ を今晚 ぢう考 へて、 あすの 朝 ふたりとも 舉 校へ 行か 

ないで いいから、 おれが 起きたら 返事し ろ。 今 聽 くの は 早 過ぎる。 よく 考 へてから だが 11 あすから 

幸 m の 方へ 行くなら 白狀も 何もし ないで いい。 然し、 お 父 ァんと 1 緒に ゐ たいなら、 それでも いい。 

ただ かねの 行く ゑ を 知って る替 だから 正直に 云 へ 。』 

その 夜 はと こに 這 入っても なかなか 眠られなかった。 子供 も 僧い、 幸 W も 憎い が、 また、 その 惽み 

を 自分の 行爲の 自然の 結桀 として 重ねし める に 至った ところの 自分の 相 ひ 手なる お 兼 その 者 を も 僧 か 

つた。 そして 翌 くる 朝 も 不愉快な 氣 持ち を以 つて 起きてから、 獨 りで 自分の 食事に 向 ひながら、 

『返事 はどう だ』 と聽 いて 見た。 すると、 雄 作 は 

『矢ッ 張リ、 おとうさんと 一 緖にゐ たいので す』 と 答へ た。 

『ぢ ゃァ、 すッ かりお 前の 惡 かった こと を白狀 して 見ろ。 それでな いと、 お前の どこまでが 惡く、 ど 

こから がいい かと 云 ふ、 お前の 考 へがよ く 分らない から。』 

『別に. {II 狀 する ことはありません。』 

『馬鹿！』 もう、 すッ かり 望みが 絕 えてし まった。 『お 父ァん は、 ね、 さう あまい の ぢゃァ ない の だ！』 

子供の 考へ として、 自分が 白狀 すれば その 實 母の 罪に なって、 幸 田が 他人の どろ 棒と して 訴 へられる 
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だら うとで I： つたり、 吹き込まれ たりして ゐる のかと も、 こちら は 想像して 見た が、 もう、 それで 

も 子 M ハが 敵の 間諜と 同樣 にし か兑 えなかった。 そして また 十 a 圓 のこと も思ひ 浮べて 見る と、 あれ も 

幸，， ，、 ひょッくり雄作に出くゎしてでき心を起したと11^ふょりも* 維 作が 最初から そんな 場合 を 云 ひ 

含めら 1 チ 2 て、 5 いい 機 富と して、 こちら へ は 方 さ-探して ゐ たと 云った そ QBii 車に 乘 

つて 雷の もとまで 行き、 現金を渡 してから、 ひどい 叱り かた I れる爲 め 雷に ついて 來 5 つた 

のか も 知れない のであった。 そして、 幸 田 も 自分の させた ことの 成り行き を そらとぼけて 見届ける 爲 

直ぐ I に 命じて 子供 ふたりの 衣 物 や 荷物 を 取りまとめさせた。 そして 綿入れの 上に この 胥の爲 

めに できた 揃 ひ I もめんの 紋付 I 着せ、 最後の 晝 めしが 渠ら にで きる 前に、 ちょ ッと f 云 ふ 友 

人のと ころへ 行かせる ことにした。 いとま 乞 ひかた がた これからの 心 f 少しで も聽 いて 來 いと 云つ 

て だ。 堤 は 入 を 多く 使った こと も ある 商人 肌で * こちら は 子供 を 出す 以上 は どこかの 商人に 附 けて 小 

佾 から 仕上げさせ るより 外に 道がなかった。 

『^ 十五 圆 や- 七圆の はしたがねの 爲 めに お前 達 を 放逐す るの だと 思つ ちゃ ァ違 ふぞ。 お前 は』 と 

雄 や C. 向って T まだ 幼稚な 舉生 でありながら、 今から かね を以 つて 實母を 助けよう として ゐる考 へ 力 

お —こ は鞔も 不愉^ だ。 そんな ことで 學問 をした ッ て駄： H だから、 早く 商人に でもなら せる つもりで 


小 偕に 行く がいいと 云 ふの だ。 お前 はいつ かお 父ァん がた に 御 厄介ば かり を かけても 惡 いから どこか 

の 生に でも やって 吳れ ろと 一； ム つたが、 書生なん かこ そ 人に 厄介 を かける ばかりで、 而も そんな こと 

をして 中途半端な 擧 問が できた ッて、 これからの 社會に はた だま ご 付く ばかり だ。 それより ゃァ 小^か 

ら 叩き上げて 早く 獨 立の 商人になる 方が どれ だけ：,^ 識か 分らない。 さう して 人間と してえ らくなる に 

ァ、 まこと をと ほし さへ する 以上、 商人 だッて 他の 人^だ ッて^ 乙の 變 はり はない。 だから、 そのつ 

もりで 少し 小 偕から 叩き上げられる 一 般の樣 子を聽 いて 來る がい い。』 

『でも』 と、 雄 作 は 少し 心配 さう にして、 『1^ ふのお かァ さん は 人のう ちに ゐ るの だから • 行っても 困 

るば かりでしょう。』 

『なァ に、 こッ ちが 十分に 世話 をして やらう と 云 ふ 子供 を わざわざ 呼び出す 位 だから • 何とか 考 へが 

あらうよ。』 この 返答 は 子供に して は あまり 冷淡 だと 思 はれた ので、 斯う 云 ひ 直した、 『そ t に、 新聞 

の^ 吿を 見て 行けば、 直ぐに も 小 偕の 口 はき まる もの だから、 ね。』 

この 時、 おき、 は 子供よりも 自分の 方が 泣き出し さうな 顔に なって、 子供に 向 ひ、 『雄ち やん、 わ，. こし 

カ賴 もから、 おとうさんへ 正直に あやまりな さいよ。 あんた さへ 改心す る氣 なら、 わたし も 1, 成に な 

つてお とうさんに あやまって あげます から』 と *  二度 も 三度 も訴 へる やうた 云った。 が、 雄 作 はしと 

を 向いた 切り 答へ ようと もしなかった。 そして 政 直 も亦默 つてた だ 頻りに その 兄の やうす に つてば 
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『  』 吾助 はこの 弟の 方 を あじ 穴の むじなら しいと 見た。 そして I に 『もう、 なにも 云 ふ 

な』 と 命じた。 

八 

『雄ち やん も 政ち やん も そんなら おとうさんに. ^やまる 氣 はない のです、 ね』 と、 ぉ鏺は 最後の 念 を 

押した が、 ふたりの 子供 は 矢張り 返事 をし なかった。 

『  』 こちらに は、 子供が 圖々 しいの か • それとも こちらの 云 ふ 意味が まだ 分らない まま 止む 

を 得す 云 はれる 通りに する のか、 どちらと もい まだに 判 斷に迷 はざる を 得ない ところ もあった。 そし 

て 堤 宛に 『今回 子供 二 名 を小佾 にやり ますから、 お別れ かたがた 遣 はします。 どうか 今後の 心得に..^ 

るべ 言と がお ttll めに 少しで も 云？ 聽か？ 下さ ヒ と 云 ふ 短文 を 奮ながら も、. 

自分の 胸の 奥から、 子供が 父の 無情 を訴 へる やうな 聲が聽 えた。  な 

が、 それ を 辛抱して 子供 二 名 を 堤に 遣 はした。 そして 渠 らが歸 つて 來る 前に、 お 兼 は  „ 

『可哀 さう だから、 何とか 別に 仕 やうが ありま せんか、 ね』 と 云った けれども、 こちらの 決心 はかの 

女の 弱い ぐらつき を 押し 伏せて しまった。 


『政 直に も 一 言 云って 置く が、 お前 はた だに ィ さんの 卷き 添へ を 喰った やうな わけで もめる が、 ね、 

どうせお 前 は 向 ふのお ッ 母さんの 方へ 行きたい の だから 11 』 

『  』 政^ は 父の 肯葉を ここまで 聽 くと、 澄まして ゐ たのが にこに こし 出した ッけ。 

『政ち やん はま だ 何も 分らない のお、 わ』 と、 お 愛 は 笑 ひながら あはれ ッ ぼい で 云って から、 雄 作 

に 向 ひ、 『ねえ • 雄ち やん、 あんた がた が 小僧さん になるなら、 どうせ 初 雄 もさう させます から、 お 

ひの 恨み ッこ はない 辔 でしよう が —— あんた は 今 j 度お とうさんに あやまって 見る 氣 はない の？』 

『もう、 おそい！』 斯う 吾助 はかの 女 を も Ig 後に 叱り付けた。 子供ら に對 する こちらの 感情から-;: ムへ 

ば、 かの 女の 爲 めに 斯う 云 ふ はめに なって 來 たもの だと も 一 方で は 知らせて 置きたい 氣 がして だ。 そ 

れ から、 『おい、 政 直』 と、 顏を こわく 見せる やうに して 弟 をば かり 呼んだ が- これ は 兄の 方へ賈 葉 を 

直接に かけたくなかった からで ある。 『お前 は 初めから 小僧に もな りたかった やう だ。 然し、 なった 以 

上 は.' たと へ 親の 爲 めに だッて そこの 主人の 物 を j 厘 I 錢 でも 盜んぢ ゃァ： ^知し ない ぞ！』 

『はい。』 

『お前 もす ゐ ぶんに ィ さんの よくない 眞似 をして ゐ たらしい から。』 いや、 盜み喰 ひや あやしい 水筒の 

AJ とで はゐ たらしい どころ ではなかった が、 ここで は、 こッ そりと 手です る こと を も 含めた の だ。 そ 

して さう 云 ふ ことがあ るの は- 1 方で は、 子供が 多少で もお となの 方へ 向って 來 たしる しだから • 父 
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がう、 ノ ちゃっても、 どうやら 斯う やら 生きて 行ける だけの 安心 を豫想さ せないで はな 力った 人.. に 

性慾が なくなったら、 病人 や 子供 S ひけの 無くなつ たも I、 世界 は、 もう、 1110 

やみで はない か？ 

最後の 豪を與 へられてから、 いよいよ 雄 作ら はおて 行く ことにな つた。 

『ぢ ゃァ、 裏なん. か はまた あとから いつでも 取りに いら ッ しゃいよ』 と 云って、 お 兼 は 小さい 風呂 

敷 包み を 二つ、 茶の まの 緣が はに 出した。  , -コ 

『へたた 書物なん か 商 入になる のに 入设 ない』 と、 吾助 は 叫んだ。 そのく せ、 前以 つて si と 

自分の 藝に 書いた 曰 本 4 論と は 持って行？ 度条 めと、 雄 作に は 命令して あった。 、 

つい、 目 £ お 板べ いの 向 ふが はから は、 そこに 住んで る さかな 屋ゃ 米屋の かみさん りに 

また、 あの ヒス テリ 性 の囊を んな、 無 常識の 强藝々 ァ、 子供 はこ ちらと 同じ やうに 可愛い の だら 

うが S がる 道 を 知らない 幸 田が、 のぞいて ゐ てまた 子供 を 呼んで るの だと 思へ た 

『何と 云った ッて 子供 は あなたと わたしの 捲らへ た 子供です から • ね！』 

『畜生！ 今更ら 蟲 のよ 過ぎる き 鬼し 子 ぼ 母 ま！ こッ ちの 物 を喰 ひ盡 したいなら 、その 望-み f  、先づ 

この ふた ァ りの 子供から？ てし まへ 丄 かの 女に 對 する この 憎しみが 白 分の 霞 をう ッと "させた 

ところへ、 また、 どこかよ その 方から、 


『どうか 矢ッ 張りお そばに 置いて 下さい』 と聽 えて ゐる。 子供の 罄 であって 欲しかった が、 あいにく 

さう ではなく、 幸 田が そのむ かし， こちらの かの 女に 對 する 縑惡 の燒け 放蕩に 困りぬ いた あげく、 そ 

の： S つたの をい くへ にも 折って 一 たび あやまり 乎 紙 をよ こした 時の その 文句の 一 節であった。 

それでも なほ 根本から 面白くない 爲め にとうと うかの 女を棄 てた が、 今や その子 供が かの 女の 爲め 

にこ ちら を 梁て て 行く のであった。 これ を 自分の 播 いた 報いだ と 云 はば、 それでも よかった。 てきめ 

んに受 くべき こと、 いや、 行 ふべき こと をした の だから。 ふと、 われに 返る と、 雄 作 は 政 底を從 へて 

ii どころ の 方から、 これ も 新年に 新ら しく 賀 はれた 下駄 を はいて 來て、 お 兼から 風呂敷 づ つみ を 受け 

た。 そして、 

『ながなが 御 厄介に なりました』 と 云 ふ 言葉 を殘 してから • ふたりとも その 兩 方の 肩に きちんと あげ 

をした 紋付きの 後ろ姿 を兒 せながら、 行って しまった。 

『  』 それ を、 立ちながら、 その 場で ちょ ッと 見送った 吾助 は、 先づ、 あんな 世 Si 的な 挨！^ を 

も いつのまにか おぼえて ゐた のかと 頼 母し かった。 そして さう 云った 時， ちょ ッ とこち らを兑 上げた 

その 目つ き は 子供ながら 別れ を 惜しむ やうで あつたが * こちら も！ ni がしよ ぼ 付いた ので はッ きりと は 

見えな なった。 政 直の 方 は 鬼 も 角、 兄 は 利口と 云へば 利口であった。 あたま も舉 生と して は 思考力に 

富んで ゐた。 舉者 として 進めば 進めた もの を、 俄かに 小佾 からの 商人に する のが 今更ら 惜しい 氣 もし 
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た。 

が、 幸 田の 鬼子 母 神と 結び付けて 考へ ると、 矢ッ 張リ、 渠等も 敵の 仲間であった。 そして 渠等 すべ 

てに 對 する こちらの 憎しみ を 撒 回す るに は、 今の 妻が 餘リ に高價 であった。 かの 女との 生活 は、 鬼に 

角、 一 大.^ 心を以 つて 初められ、 而もお ほやけ に 社 會と戰 つてまで 築き上げて 來 たもので あるから、 

そして この 氣 ぶんの 續く 限り は、 別な 親の 爲 めに でも こちら を棄 てて 行く 子供ら と は 交換で きな かつ 

た。 

『若し また 歸 つて 來 たら 許して 下さいます か』 と、 お 兼 は 自分の ことの やうに 賴 むので あった。 

『いいや、 歸 つて 來 たら、 こッ ちの 手で 小佾 にやる ばかり だ』 と 答へ た。 そして 子供に 關聯 して 今の 

今まで 家の まわりに つき 纏って た幽靈 がす ッ かり 退散した と 云ふ氣 持ちに なった。 が、 なほ、 子供に 

對 して はこ ちらの 云った こと を 本 當に吞 み 込めた 上の、 ああ 云った 決心と 退去で あつたか、 どうか ノ 

この ことば かり はこ ちらに まだ 何だかな やましい 疑念と なって 殘 つた。 

そして この 疑念 は、 吾助 自身と して その子 供に 對 して 無責任で はない かどう かと 云 ふこと を 呼び 起 

した。 が、 自分と して は考 へて 兒 るまで もな く 決して 無責任で も 無慈悲で もなかった。 蓋し 人^界 ゆ 

_ そして 人 問に 無關 係な 宇宙な ど はあった としても 死と 同様の {全 想 だから 別と して、 云 ひか へれば 

活 きた 宇宙 Q 11 ことに は、 無制限の 自由な ど はない 如く、 慈悲に も 人間の 力で 以 つてで きる 範圍の 


と 「み ふ： が あらう。 ところで、 かかる 慈悲の 最も 大きく 具現した の は、 わが 爾 では、 国家 だ。 外國 

人 をで も- 若し. 歸 化して 來れ ば- 法雜 その他 萬般の 有情 的 規定と 設備と に 含まれた 愛を以 つて 抱擁し 

て やる。 まして 自然の 要素と 生後の 敎養 とに 於いて はえ 拔き であると ころの 國人を や だ。 さう 云 ふ， 

務 若しくは 责 任が 直 大 になれば なるほど • 厳しい 刑罰が 作 はなければ 成り立たない もの だ。 

で、 國家は それ 相 常な 慈悲の 爲 めに 無期 徒刑 • 今 一 つ 進めば 死刑 を 一： み ひ 波す 横 力が ある。 親の それ 

は そこまで 大きくな いと 同時に、 それだけの 權カを 持たない。 ゃッ と、 國外 放逐に 相當 する 家 1  廷が關 

の 山 だら う。 自分 は 自分の 子供に 對 して そこまで 怒りい きど ほった ので ある。 自分の 慈悲 も 決して 徒 

らに 感情的な だらしな いもので はない。 恥づ べきば ど 沿 稽に終 はる やうな 芝居で はない。 恐らく、 

くまで 悲痛な 愛 だ。 斯う 考へ ると， 子供 を そばに 置く も、 子供 を 手放す も 同じ ことで、 つまり、 i 

いづれ も 親 の 同じ 愛 心 の 發現 であ つ た。 

『あんた はほんと に 思 ひ 切りが いいのです、 ね。』 お 兼 もま だ こちらの そばに 立って ゐた。 『わたしの 方 

が 却って 泣きた くな りました * わ。』 

『泣く もの は 泣け、 さ。 笑 ふ もの は 笑へ、 さ。 おれに ゃァ おれの 考 へが あるに 斯う 云って、 自分に は 

武者 振 ひに 似た 顫え を 感じて ゐた。 
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その ssf 力作 I 成した あきと 同じ I と 覆き ききで、 11 1 

u^^l 相 ひ 手になる もの も來 なかった。 そのく せ- III 子 

供：. pr て P! へ 行 If  I 茶の ij" 

ur^m  ff きに 少し 醉羣 4 11 

ちで 小 楊子 を 使 ひながら だ。  ， 、-^ -ノ- 

^^ilM ん したでしょう、 ね？』 お f 少しむ づ かってる 奪 を 膝の 上に 抱い $ へ 込んで 

^た C 

『さ ァ、 f した か？』 吾助 は 子供の 方から 何とか 云って 來 るまで それに 關 する こと I ひ し ^く* 

なかった。 そして 初 雄に 『いつもの を 二階から 持って f』 と 命じた。 それ は、 赤 うら m うらの 花；^、 

と、 こちら 夫 i びに 向 ふ 夫婦 四 人 分の もと 手に 當る だけの 碧と、 子供の めんこ を 代用し 

とのこと であろ。 これ S つて I をす る I は、 春 子が ま is にね た 習 f こ 

つてる が、 5 も 物 を 賭けた こと はない。 それでも やり 出す と、 f す ニー 一一 年は戰 つて I  I 


度の ことで あるから、 子供に も 7 いつもの』 で 分って  >ぬ た。 

,F わたし、 何だか 今夜 は 行きたくない、 わ』 と、 お 15- は 進まぬ 顔つきであった。 

『  』 それに もこ ちら はまた 面白くな いこと を a. わ ひ 出し かけた が、 同時に また、 かの 女が 先刻 

からこ ちらの 心に 添 はう としない の を 不愉快に なった。 子供との あ ひだの ことが 若し^ 啼で でも あつ 

たら、 兩 成敗になる ところで あつたの だ ぞと 云って やりたい ほどに。 そして やがて、 遊び 迸 具の 小 rj 

い 包み を 初 雄から 受け取る と、 お 兼の ふる 物 を 仕立て直し たお p:;:: しの どてら を^た まま * 今 枚に 限り 

獨 りで 出かけて 行った ぺ來 るなら、 あとから 來ぃ』 と 命令す る やうな、 また- いやな 者 は 誘 はぬ と 云 

ふやうな、 どちらに. せよ * うちわの ものに は 不機嫌な やうす に變 じて ゐた。 

堤のう ち は 無人の 爲め 門 を 締めて あるので、 いつも うら 木戶を 明けて 這 入った。 そして • 

『おい、 ゐ るか』 と聲を かけた。 

『ゐ るよ』 の 返事が あつたので、 こちら は ぐに こに こしながら 勝手の 障子 を 明ける と、 狹ハ tf どこ 

ろとの あは ひの 障子が 明いて た その 向 ふの 茶の まの 電氣の もとに * 主人と さし， M ひの 雄 作が 今 その 膝 

を 坐 わり. したの が 見えた。 

『  』 俄かに こわい 蘭 をして、 つかつかと あがって 行って、 きつい 聲を 出した 割り 合 ひに は、 

さう 自分の 心 は あら 立って ゐ なかった の だが —— 『まだ こんなと ころに まご 付いて るの か？』 
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『さッ きのお 話の 殘り を聽 きに 來てゐ ました。』  J レ， ま 

：  一 Hi. さあ ふに は その おどおどした 擎が誓 f たので 『さう 力』 と は 

云って やれ まった。 が、 IliifilMiJ^^ 

うらの 木戸の 明く 音が した。 そして そこにつ けて tif で またぎい ッと 管つ 

ナ^  * 力 f  ^^  i.-.^ 追嚷 てな，. ここ 相違ない こと 

たやう に聽 えた。 然し 誰れ も 入の けがしな いので、 直ぐ ヒス テリ 性の 疆も ヌノ  ^ ヌ MU つし、；.， 

が 分って、 座 のお けて きわけ も讀 めた。 そして その 爲め いよいよ 心の 內外 一致の fl 

田まで もつれて 來 たんだら うが ー そんな 必要が どこに ある？ 早く 歸れ ！』 

、。帚 リ o„,tfe  、こちらに 4 ^き！. はって、 『君の みの -蔚 を， 一 亥 

『またら』 と" 堤 も 維 作に 向って" もう あ sk^i り』 ま-!^ こ、 Ir 

し淺 して あつたん や。』  • 

『そ，， にしても—』 こちら は 子供の ま 見える あ ひだ は 心が 少しも 納まらないので、 臭 立ち. 2 

ら、 堤に 『8ッ て、 もう 二度と 取り t ない i いて t。 俊 I みは 一度で 十分 だ 力ら。』 

『そり や 分って るが — 』  ， I 

『ぢ ゃァ、 左 やうなら。』 S はも ぢも I せて ゐた li へ 直した かと f ると、 突然？ うにぎ 

手 直へ 突いた。 そして 尻の 方から， t お を起 して 立ち あがった。  . 

『 ：：：：：： 』 こちら は 何も 云 はないで.^ つめて ゐ ると、 M にし ほし ほした けしき もな く  f て f 


を 出て 行った。 

『^は あんなお 醉 偶の 仕 かたなら、 わざわざ. S のお ゃぢの 送り 迎へ をし ないでも いい ぢゃァ ないか』 

と、 むかし、 或 友人に 云った こと を こちら は 思 ひ 出して ゐた。 t ての 友人 は その 父が 出て 行く 時、 歸る 

時に、 必ら 十玄關 まで 出て 行く の だが * いつも、 今 雄 作が 兌せ たやうな 尻め がりのお 辭儀 をした。 そ 

して 

『それでも 出て 行かない とお こる から』 と 答へ た。 こちら はそんな * 表丽 ばかり を 厳格に させる おや 

ぢ ではない が、 自分の 心が 承知し ない 以上 は * 子供に だッ てろ くろく 口 をき くの がいやな ので ある。 

この 心持ち をな ほ 堤に 向っても 殘 しながら、 にが 笑 ひ をして 膝 を 折る 時、 

『さァ * また やらう か、 ね』 と 云った。 一 度 手が ふところの 中へ 行った けれども * 直ぐ 中の 物 を 出す 

の はさし 控 へた。 ここへ あがった 初めから、 この 方の 興味 は そげて ゐ たから。 

『や， 1： う』 と 云った 答へ に、 堤 も 何となく 進まぬ 檨 子を兒 せた。 そして 述げ言 葉の やうに、 『細！ S は ど 

うした？』 

『うん、 东る だ、.：. う。』 こちら は來 ても來 なく ッて も， また 花 を やっても やらな くッて も、 どちらで も 

よかった。 すると • 堤から も 別な 話が 出た" 

『君" 郵船 株が また あがった よ。 もッと あがる にち が ひない から、 かねが あると 今のう ちに ゆしおう 
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とくと 儲かる が、 な。』 

『誰.. たッて かね は 欲しい が、 ね。』 こちら は， 若し それが 十分に あらば、 子供 を どこかの しッ かりし 

た 寄宿 舍に 入れて、 一 年に一度 か 二度 その 樣 子と 擧 業の 進歩 不 進歩と を 見せに 來 させても いいの だ。 

,、、 そんな かねが 今 はで きても あとまで すッと つづく 兑 込みが 立たない と、 却って 子供 をな まれ 半 じ 

やくな ものにして、 舉 者に は 成れす、 さう かと 云って 勞働 はい や だと 云 ふやうな • 所謂 高等 遊民 若し 

く はま ご 付き もの を ひとりで も 社 食に ふやす わけになる のが 面白くなかった。 

ロ錢 取り をして ゐる堤 は 株の 話から 轉 じても、 子供 や 幸 田の ことに 云 ひ 及ばぬ やうに して ゐる らし 

く2^^た。 そして それに は 何だか 引け 味 を 感じて ゐる らしかった が、 こちら も その 方が 却って 今の 心 

持ちに 結局 ありがたかった。 

そのうちに、 お 兼が 春 子 を ねんね こ it 纏で おんぶして やって 來た。 そして こちらの 顔 を 見る と、 直 

ぐ • 

『あん. こ、 今 雄 作に 會ひ ましたよ。 こ ッちは 確かに さう だと 思って 見た のに、 向 ふ は 見ない ふり をし 

て すたすた 行って しま ひました， わ。』 

『  』 こちら もた だかの 女の 方 を 見た だけで、 まだ 返事 をし なかった が、 堤 は 横 を 向いて にが 

ぃ顏を して ゐた。 


『きッ と、 ここへ 來てゐ たのでしょう。』 

『さう です か 知らん』 と、 堤のお 竹さん はま だ 裏 どころ で 洗 ひ 物の 音 を させながら 答へ た。 

『  』 お 兼 は それ ッ 切り 默 つて • こちらと 少し 離れた 下座へ 腰をおろ したが * 一し ほい やな 額 

をした。 こちら もお 竹さん の わざわざ そらとぼけた 返 一 31^ を 不思議であった. - なぜ 今. 米て ねました よと 

素直に 云はなかった のか？ それに、 まだ 默 つてれば それまで だに、 堤 その 人が にがい 額 をして ぬる 

の も 知らないで、 その 意味 を 却って 裹 切る やうな こと を 云った のか？ これ は、 つまり、 雄 作ば かり 

でな く、 幸 田 も 來てゐ たこと を隱 しそ こねた ので あるに 相 遠なかった だら う。 それなら それで、 云 は 

ないでも、 もう、 こちら は 推測と 確信と をして ゐる こと だが、 今 ここで さう だと は .A® に 云へ なかつ 

た。 お 竹さん に 面と 向って 恥ぢを かかせる ことにな 6 からで ある。 

やがてお 竹さん も 手 を 拭き 拭き 出て 來 たが、 四 人の 座が いろいろに 白ら けて 面白く 行かなかった。 

『さ ァ、 わざわざ 來 たもの なら • 早く  I 年しょう やない か』 と、 堤 は 義理ら しく 促した。 

『さう だ、 ね。』 こちら も 皆の 思 はくに 頓着な く、 氣を 持ち直して、 自分の 初手の 考 へに 歸 つても よか 

つた。 が、 舂子を おんぶした まま も ぢもぢ して ゐ るお 兼 を 返り 見て， 念の 爲め 『どつ だ』 と聽 いた。 四 

人 揃 はない と、 與 味が 乘 って來 ない 習惯 になって ゐ るので。 すると、 かの 女 は 無遠慮に も 答へ た、 

『そんな こと、 もう、 面白く もありません、 わに 
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『……つ ：.： 』 こちら は 堤 夫婦に 氣の 毒な 氣 がして、 暫 らく 笑 ひに まぎらして ゐ たが、 鬼に 角、 大體カ 

ら 云へば、 大した ことで もない 理由から、 この 場の 不興 を 一 麼 不興に したの はお 兼で あると. むッと 

してし まった。 そして やがて 

『ぢ ちァ、 歸る』 と 云って、 獨り 先き に 立って そこ を 出て しまった" 

お 兼 は あとから 追ッ 付いて 來て、 

『いやにな つてし まう ぢゃァ ありま せんか』 と、 こちらに 對 して は 左 ほどこ だは りのある やうす でも 

なかった。 『き ッと維 作が 來てゐ たの を 云へ ない 理由が あるので す、 わ。』 

『そり ゃァ、 來てゐ た、 さ。』 

『あんた も會 つたので すか？』 

『  I』 それに は 返事 をし ないで、 『幸 尤もらしかった。』 

『さう でしよう とも！ さう して 雄ち やん は あんた に 何と 云って？』 

『刖に 何も 云はなかった。 こ ッちも 大して 云はなかった。』 これ は實際 だから、 二度目に 聽 かれて また 

4 令へ るの もうる さいので、 先き を 越して 云って しまったの だ。 

『き ッと何 か 向 ふの ふた ァ りで わる 知慧 をつ ける に 違 ひご ざいません、 わ。 乙 リゃァ きッと 近いう ち 

一に あの 幸 田が あだ をし ますよ。』 


『  』 云 はれて 氣が 付いて 見る と、 若し さうなら、 これ はな かな かおろ そかの 問題で はな かつ 

た。 向 ふの 相談 相 ひ 手の 一 方 は そのむ かし， 繼 母に 對 する 悟し みから 13^ を 大きく して、 その 父 を ニ庞 

まで も 裁判所へ 訴 へた 男 だ。 その 二度目のに はこ ちらが 聽 き 付けて 忠吿を 與 へた けれども、 承知し な 

かった。 それに. また、 一方 は 成るべく うまく 隠して ゐ るが、 もと を 洗へば 藝者 あがりの ひねくれ 者 

だ。 そんな こと は 今の 今まで 忘れて ゐた ほどの 親しみ をヒ ちら は 持って たの だけれ ども、 向 ふ は 商 買 

遠 ひの 爲 めに、 こちらの 生活に 理解が 少く、 お負けに 子な しの 子 好きと 來てゐ て、 こちらの 子供の 育て 

かたに も 時々 口ば し を 入れた ほど • 親切と 云へば 親切な 代りに、 好意の つもりで どんた 思 ひ 違 ひ をし 

てゐ るか も 知れなかった。 

斯う 云 ふ 風に して、 お 竹さん のお 兼に 對 した 今の そぶり を 思 ひ 合 はせ て 見る と、 堤 も 亦お 竹さん と 

1 緒に なって こちらのお 翁の こと を 通常 一 般の まま ツ子 いぢめ と 見て、 怒ったり 輕 蔑したり して ゐる 

のか も 知れなかった。 若し それなら- お 兼に 對 して 餘 りに 氣の 毒であった。 かの 女が 一 K ふこと をき か 

ぬ 雄 作ゃ攻 直に 關 する 怒り を 押さ へ て、 いつも その 餘忿を 初 雄に 漏らす の を 見たり 聽 いた OS しても、 

世間 は 

『あの 子 もま ま ツ子 だから』 と 云って る さう である。 

『おか ァ さんの 思 ひ 遠 ひでしょう。』 この 方が 寧ろ 一 般には 信じられ 易い の だ。 が、 かかる 言葉 を  
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たと へそ I 母の 惡を辯護 する 爲め であるに しろ— 父の 前に は 既に、 そして 堤 夫婦に 向っても 恐ら 

く、  口に 出した 雄 作が、 こちらに は、 如何にも 藝 きな 世俗に f した i 者 * 卑劣漢の やうに 見え 

て來 た。 が、 この 通. OS を こちら はお 兼に 云 ふだけ の 勇氣も 素直 さもなかった。 

どこで 幸 田が 待って ゐ ると 推測して か— 恐らくう ち 合 はせ の ひま は 無かったら うから— それ- 

i ひォ きに 行く 爲め足 を 速めて ゐ たの だら うが、 雄 作が その 途中で お 翁に 出會 ひながら、 知らない 顔 

をして 行った と。 I、  § にで きた わけが あって、 それ を また 云へ ぬ爲 めでなければ >  そんな こと 

をす る S ない。 そこ へ 持って 來て、 堤と さし 向 ひの 時の 様子が ますます 何だか 怪しく 思 ひ 出せた。 

『早く 歸 と、 雄 作に は 怒鳴り付け たこと は 付けた が、 それ は 勿論 ハ乂の 家へ ではない。 幸 田の 方へ 

だ。 

『これ は 確かに 自分が 今でも 否定し ない 叉 取り消し もしない 事實 だ』 と、 吾助 は 自分で 自分に 云った。 

自宅へ 來 てから も. 夫婦の あ ひだまで がす ッ かり 興 ざめ てし まって、 お 互 ひに 言葉がなかった。 そ 

して こちら は獨 りで 二階へ 一 且 あがった が、 齋の 仕事 をす る氣 になれ ない ので、 再び 默 つて そとへ 

出て、 近處 なる 碁の 友 を 尋ねた。  ， 
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その 翌日 も • 然し • ぉ觳 はこ ちらの 朝め し を 待って ゐて、 

『いつも- 新う 御 はんが 後れて は、 早くから 起きて る もの は 溜りません、 わ』 と、 设も 不平 さう に 云 

つた。 

『  』 こちら は それに 答へ をし なかった。 午前の 二 時まで も 起きつ づけて ゐる 習^の ものが 朝 

寢 をす るの は當リ 前の ことで、 かの 女に はかま はす子 供 や 女中と 一 緒の 時に 朝め し をす ませて しまへ 

と 云って あるの だが、 かの 女 自身の 勝手で こちら を 待って るので ある。 

『ひとりで たべた ッて おいしく もありません から』 と 云って、 不斷 からの 何でもない ことにさう かど 

立てる の は、 矢ッ 張り、 子供の 寨 件からの こと だら うと、 こちらに は 思へ た。 

『だから』 と， そこ 力 ある で、 『勝手に 喰へ ッて 云って ある ぢゃァ ないか？』 

むッ つりと して だが、 1 緖に 食事 をして しまう と、 かの 女 は 突然ち やぶ 臺の向 ふが はから 口を出し 

て、 

『わたし、 ぃッ そのこと、 雄ち やん 達の 代りに、 春 子 を つれて 出ましょう か？』 

『出た けり ゃァ、 いっから でも 出ろ！ 』 虔々 聽 かせられ たこと だから、 答へ をす るの も、？ る さかった。 

早 供の こと を 心配して ゐ るの だと は 察 しられた が。 

が、 まだ その 場に さし 向って ゐ ながら、 小 楊子 を 使って ると、 玄關で 案 內を乞 ふ 者が あった。 女中 
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の 取り次ぎ によると、 巡査が 來 たとの こと だから、 戶ロ 調査の 爲め でも あらう かと 思って、 吾助 は自 

分で 出て 見た。  、 

『〇〇 さんと は』 と、 雜號で 云って、 『あなたで すか？』 

『は ァ、  さう です が — 』 

『さう すると、 あなたの 御 千 息さん です か、 それが ゆ ふべ、 どうせ 御 承知の 事でしょう が、 あなたへ 

說論を 願メ ひ 出て あります が、 こんな こと は 警察で も穩 やかに すませた 方が よから うと 思 ひます から、 

朝 九 寺 こ， ちょ ッと大 塚の 分署まで 來て 下さいません か？ かかりの 警部が 穏やかに 相談した いとの 

ことです から。』 

『御 苦勞 でした • 承知し ました』 と. こちら は 答へ て 蕖を歸 した。 そして 子供 や 幸 田 や、 それの 相談 

I けて たの だと 分った 堤 夫 f に對 して、 俄かに 新ら しい 怒り を おぼえながら、 茶の まへ 艮 ると > 

『やへ B たのです、 ね！』 お 兼 はいまい まし さうな 目つ きをして こちらへ 言葉 を 投げた。 『仞か あだ を 

する だら うと は mi: ひました が、 まさか、 警察へ 出る と は — 』 

1 して 見る と •  が敎 へたの か 知らん？』 こちら は 斯う 云 ひながら も、 なほ 友人の 心ホを 直ちに つ 

ける やうな そんたく はすまい と 云 ふ ffl 意が あった。 が、 お 兼 は 『きまって ます、 わね』 と斷定 して 

『ド こから、 奥さんが ゆ ふべ あんなに とぼけた のでしょう？ さう と は 云 はれた 義理で もない から。 1 , 


わたし、 もう、 あすこへ は 決して 行きません よ c』 

『それ もお 前 達の 勝手、 さ c』 こちら は それでも 刖に かまはなかった。 思 ひ 逸 ひの 爲 めに 輕^ された こ 

ちらの 女が 輕 蔑した 向 ふの 女と いよいよ 交際 乞絕 つに 過ぎない の だから。 然し、 これ は ふの 方から 

は 反對に 云へ るか も 知れなかった。 お 竹さん が藝者 あがりと して、 三味線の 話な どになる と • 

性 を 却って， Gn 慢 する こと も あるが、 人の 細君と して は * 兼て その 所 天 に 云 ひ 含められて、 素性 を隱し 

かくしして ゐ るの は、 こちらに もよ く 分って た。 で、 かの 女の 可な り 三^が 上手な こと をお 兼が 人に 

蠻める 寺て でも、 どうしても ほんばに 勤め をして ゐ たからと 一： ム ふこと は 成るべく 云 はせ ないやう に 命 

じて Si いた ほど だ。 が、 こちらが 堤 夫婦 を モデルに 取って、 別に 惡 意で はなしに 或 作 中の 事件に i 

1. 別名に 別 場所で —— 編み 入れた ところが、 堤 も 怒った し * お 竹さん も氣を gh- した。 そして こ 

ちら 一家 はすべ て 公け に 向 ふの こと を惡 く沄 つて ゐ るに 違 ひない と 云 ふ 風に 取られた。 こちら は^ふ 

の 1^ りかた が惡 いに 過ぎない から、 左 ほど 氣に もとめなかった。 そして 男！： 士は それなりに 心 は 融け 

て ゐヒ。 が、 お 竹さん は 女の こと だから そのまま 濟 んでゐ なかった のか も 知れない の だ、 そして^の 

あと 押しまで して 今回の こと を 仕 あげた ものと する。 それでも 然し、 『つまり、 女房 同志の 小 ぜり合 ひ 

だ。 それ はもれ として， 男 同士 は 互 ひに また 別な 考へを 持ち 合っても かま はない の だから 」 

『そんな ことができます か 11 わたしが 馬鹿にされ たの は、 つまり、 あなたが 馬鹿にされ たので は あ 
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りません か？』 

f それでもい いぢ ゃァ ないか？』 斯う 云った に は • 堤との これまで のっき 合 ひを考 へさせられて ゐた 

の だ。 ありていに 云へば- 今では 向 ふから 刖に 何らの 利益 も 便利 も與 へられる こと はない。 また 向 ふ 

が こちら をよ く现 解して 來 たので もない。 ただ 長い あ ひだ 續ぃ たつき 合 ひだ。 お W ひに 女房が 邪魔な 

ら、 獨 身の 時 を 思つ てれば いい。 子供が 故障の 種になる なら、 子の なかった 時に 心 を 返して ねても さ 

し 支へ ない。 また 子供 は 子供と して、 そして 女房の ねない ところで 親しみ を 示め しあっても かま はな 

い。 どうせ 向 ふ は 世間 一般の 素養し かないの だから、 こちら も それに 對 して 平凡に なつ てれば 濟 むこ 

とだ。 こちらが 何も えらがる にも 及ばなければ、 向 ふに 對 して 怒ったり 云 ひわけ したりす る こと も不 

、必耍 だら う。 そして この考 へ、 この 心持ち を かの 女に も實行 させて いいと 思った。 いや、 かの 女 も 

. ^にこ，. -と 同じ こと を 行なって ると して.' こちら は暫 らく 無言の あとで その 實例を 持ち出して、 『ぢゃ 

ァ、 なに か、 お前が 功德 だなん ていい 氣 になって、 近處 のかみ さん 達の 事件 を 引き受け てるの は 馬 r 

にされ てね るん ぢゃァ ない のか？』 

『さう ぉッ しゃれば さう でしよう けれど — 』  r 

『  』 こちら は それで かの 女の また 云 ひ 出し さうな 鼻ッば しら を 折って しまった つもりに なつ 

— 堤さん と 交際す るなら、 わたし は、 もう， ここにお I 話に なって ゐ たくはありません などと。 


そして に 向って 鬼も^ 1 つ 詰問 狀を 出して 兑 ようかと 思った。 友人 甲斐 もないで はない か？ 

が i: 察署へ へさせた ので あらう が、 何の 爲 めに そんな こと をした の だ？ 理解が なさ 過ぎる も ほど 

が あらう？ 君 は 俊ら に對 して j 般世 Si 並みの 解釋 しかで きて ゐな いの だ、 僕が 子^のお ゃぢ として 

子供が おや ぢを^ は つ たり、 胡 魔 化さう としたり し てゐ るの だ —— それ を 知り つ つ —— 相 《：£ の 處分を 

しないで ゐられ ると 思 ふか？ これ は 決して 子供と It 母との 一般的い きさつで はない。 おや ぢと 子供 

との 重大な 題であって、 この 問題 を 等閑に 附 すれば、 子供の 人格 を墮 落させる も！ Z 様な ので ある。 

君 は 子供が ないから、 從 つて 1 般の 子供の 性質 を も 知らないから • 子供の 云 ふことば かり 直ぐ 信じた 

ので あらう が、 子供 ぱ よくう そ を 云 ふ もの だ。 そして 人の 物で なくお ゃぢの 物なら どろ 棒しても いい 

とも 思 ふ ことがある もの だ U 然し 僕のう ちの 場合 は、 それば かりで はなく、 そとから 幸 ffl がからん で 

來てゐ るので ある。 どうしても 禁 てて は m はけない ことで はない か？ 釓明 しなければ ならぬ ことで は 

ないか？ それ を 子供が 白狀 しないの だ。 して 兄れば、 懲らしめの 爲め ばかりに でも 放逐す る ほかに 

道がない。 少く とも、 ^が 君のお ゃぢ にした のと は 遠 ふから" まして さう する のが • この場合， 子供 

の 人格 を 叩き上げさせる 唯 一 の 道で はない か？ 僕に は考 へがあって したの だ、 それ を 友人 E. 斐 もな 

く 何 ゆ ゑに 邪魔 をした かと 云って だ。 

けれども 考 へて 見る と • 今 これ を 急いで、 また 二度の 必要が あっても 困る ので、 輕 察との 詰し 合 ひ 
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泡 鳴 八 i 第八卷  をつ と  ゝ 

の II てからに する 方が よかった。 そ 1* お 竹さん が不 II からの 命令 iil じら 

れ てるのに、 珍ら しく も それ を 借りに 來 たので、 お 兼 は 直ぐ 

『やうす を 見に 來 たのです よ』 と、 感づいて こちらへ 耳う ちした。 

『まさか』 と、 こちら はわ ざと にも かの 女の 心 を 成るべく 素直に させて 置かう と 云 ふつ もりであった。 

が、 お 兼 は 女中の 取り次ぎに まかせて、 白 分で 出て 行く こと をせ す * 藻 は 横手の そば 屋へ 貸して あ 

る こと を事實 通りに 云 はせ た。 そして そのままお 竹さん を歸 した。  I 

その 翌日に なって、 吾助 は 云. はれた 通り 午前 九 時に 大嫁 分署へ 出頭して 見る と、 褂り I 部が 出て 

來て、 詳しい こと は 却って その 親の 方が 承知 だら うから、 もう、 云 ふまで もない が、 

i に 角 • 子供 は そ QI を つれて 來て あなた を 1 して 吳 れいと 云 ふので す。 かね を 取った おぼえ 

はない から • 今一度 あなたの 手 もとへ 歸れる やうに と。』 

『こッ ちで は、 然し、 子供にば かりで なく、 その 實母 にも 疑 ひが 十分 かかって るので すが— 1>。』 

『然 ノ、 おや 子の ことではありません か？ どうです 、今一度 引き取って やって は？』 子供に 對 して 

はまた 輕察 としての 注意 は懇々 云って 聽 かせた ともあった ので、 こちら も 少し 心 を 和らげて •  r 

『ぢ ゃァ、 さう 致しましょう』 と、 吾助が 答へ たに は、 然し 第二の 方法と して 考 へて 置い I り、 自 

分の 手から 小 僭に やる 決心であった。 


『では， 向 ふへ さう 通知し ますから』 との 云 ひ 渡し を 受けて そこ を 出た。 そして 1^ に は 自分の 子供の 

時の ことが 浮んだ。 

ら そつ 

『  』 自分の 父 は 維新 後邏卒 * 乃ち * 今の 巡査から 出世して 行った ものであった。 自分 は 父の 

辨當を 持って行ったり したつい でに、 女の 罪人が 牢へ這 入って ゐる ところ を兒 せて K ら つたこと も あ 

るが、 こちら を 見て、 その 女囚が 

『可愛らしい 子供 や、 なァ』 と 云った。 そんな 女で も 感傷的に は 人の子 を 可愛がる 心 は ある も-の だが、 

子に 對 する 愛が そんな 程度に とどまって ゐ たので は、 それ こそ 畜生の 生活 も 同様 だ。 さう でな くと も、 

また、 幸 田の 如き だら し 無 さの 情愛と も 同じ こと だら う。 自分 は 然し さう；. ム はれた 時 富し いやうな 氣 

がした。 あの 時 まだ 心も單 純であった ので、 辨當を 持って 家 を 出ながら • 磐 察 署へは 行かな (で、 い 

つも 買 ふ 酒屋の そばまで 行った リ、 また その 反對 に、 酒のから 德利を 提げて ぅッ かり 署の 方へ 向った 

りした。 道の 方向が 全く 遠って た。 それでも、 いろいろ 自分と して は 物を考 へて たので あつたが II 

その 考へは 自分の 年と 共に 段々 復雜 になった。 いや、 何ぴ とよりも 復雜 になった と 5- はれる の を、 

今の 自分の 主義に 於いて 統 一 できた ので ある。 が、 自分の， おや ぢは宫 吏 を やめて 東京へ^ つてから 氣 

らくな 下宿屋に なつてから も、 むかしの 宫僚的 末 « の 思想に よって だら うが- 官憲と 云 ふ もの を m ん 

じた。 それ も渠 自身と して は 不見識な ほどであった。 或 年のお ほ 掃除の 時 • 疊の ほこ リが まだ 取れて 
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九 八 


ffi にへ いっく 毫し II。 霍 それ を 一 

，！ lutl、  ！ ill わ』 と、 .til 一 

^^^J^l^pp  さ。』 さう だ、 in 一 

lp"ss"n""s;rf を 意 張られた と 思った に過|"" た。 寧： 

れた tuir しこの だ。 ハ乂は官吏 として 一 厘だ ッて、 一 物だッ て、 露と 云 ふ 物 を I 持 一 

持ち前の 小さい il 揮， V のた 乂 す 毎に 忘れて ゐな 一 

つて がられても 1 取らなかった ので 信用 力 あつ ナ そ ^^ピ はま 5  一 

dH^III そ il つて、 |査が 一名、 雄 一 

t よかった。 そしてき I 等に 豪を與 へな-から- 少し 執 菌く爆 I じってる の を 默 つて そ！ 


の そばで 聽 いて ゐ たへ 


『 一 體* 誰れ が 幸 田と 一 錯に 行って 警察なん かへ 訴へ ろと 云った の —— 幸 W か？ £ル さんか？』 

『堤さん です」 と、 雄 作 は 答へ た。 

『なんで また 堤さん がそん な こと を敎 へたの？』 

『知りません。』 

『  』 そり ゃァ、 子供に 分らな いのも 尤も だと、 吾助 は 思へ た。 

『幸 E がまた なんで あんた を あの 晚に 堤さん へ つれて 行った の？』 

『  』 雄 作 は それに は 口 をつ ぐんで ゐた。 

『行き 合っても わざと 挨接ー つし もしないで！』 

それから それへ と兩 方の 一一 In 葉 を 聽 いてる うちに、 どうしても 幸 E と 雄 作と が と 相談して から訴 へ 

たと し 力 見えない ので、 吾助 はいよ いよ 一 つ 堤 をな じらないで は^けない 氣 になった。 

『  』 そんな こと をさせる としても * その 前に 一度 こちらへ 友人 甲 K に は 念 を 押しに 來て もよ 

かった。 さう したら、 事情 をよ く提も 了解で きた かも 知れない。 若し またで きないでも * それから 訴 

へさせる の は 意兒の 相違で 止む を 得ない。 又お そく もなかった のに！ 维 は W や はす 走った。 そして 『子 

供 は 君の 考へ 通り 只今 輕 察の 手から 歸 つて 來 ました』 と 云 ふこと から、 『子供 を；；；； に 遣 はした の は 小 ほ 

の 心得 並びに その 將來 の發展 具合 を 云って 貫ったら よかった の だ。 決して 子供に 父を訴 へさせる こと 
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どうして そんな こと をした かと 云ふ簡 が、 きの ふから 考 へて ゐた 蟹に 一 

I ん だので はな q  だが、 以後 は 二度と 寄せつ けて 吳れ 一 

書け た。 そして 『斯う なれ は 僕の 手 力ら/化 f  ta  一 

X,  ,  / こ os,is«.s^ が. -X い』 と云ふことをニケ所にも入^^^^ぉ  一 

おら 困る』 と 誓き 添へ た 『友達甲1><^^カぉ-^』 さ 5---  一 

『ちょ ッと I て 下さい』 と、 As っッ けん どんに はたか I つた。  一 

r. 』 In ただ in  一 

そして" II にも II。  fllJHH,^ 一 

る U 管つ けられて. Ill  P^U^^^UK^ 一 

？-、  一  3 帚 さ r-i^a.2T ただ、 こちらの 家庭が 若し 破读て もした^ IF 一 

チで 行って て その 歸 され. ^理法  P  ^  一 

舅 ひ^にわ Z  1 お ま Q 子 を 貫って るば かりに こちらとの 交際 力 

ilolJ^H^, そ は i 蜂の 赤ん g やうな もので、 I 

！ i 困： か： に： PP; た。 i I てに. 衣 一 

その 1 群のに ほひに 染まらぬ 力ら との 蜂 群へ て れス  一 

なかに だが. お 竹え の f が夾 なて ^ はの h ろ 棒 HUM た；： ん，； て燒 たき 持ちが I らしいです ほ』 

『是 さんの 云 ふところ を それと なく^いて 見る 5、^ り 一 


r  ::::"!、 ね』 と、 II  HI その 


前に も 初 雄が —— まだ こちらへ 來な いうちに —— よそへ 貰 はれて ゐ たの だが、 その 歸 された 原 s: は そ 

この 主人が 子供の ない 年う への.！ 君 を 忘れて しまった ほどに 初 雄 を 可愛がった にあった。 その 爲 めに 

その. 細君 は 主人が 勤めに 出て 留守の 時 を 見計ら ひ、 活動 寫 M へ つれて 行って やる とう そ を！ ぶって、 電 

車に 乘 せて、 ここまで きに 來た。 まだ 五 歳で しか 無かった が、 よく 分つ てる子であった から- 向 ふ 

の 主人 を 本統の 親とば かり 戀 しが. ON、  二三 日立つ と、 

『おか ァ さん はう そっき だから、 おとうさん を 呼んで 來て貰 ひたい』 と 云った。 そして その 常 分の あ 

いだ は、 莆  1* ゃ活 g 寫 と 云へば、 また だまされる ものと 心得て ゐた。 それが また へ 假リに はれ 

て 行って、 また M じ やうな 理由で 返された ので- それから は、 こちら も 可愛 さう になって、 お 翁と も 

相談して、 もう、 どこへ もやるな と 云 ふこと にき まった のであった。 女の子の やうに 折り紙 や 人^ を 

作って 素直な 子で あるから * 舉 校へ 行き 出した 當時は 泣かされて ばかり 來た。 が、 こちらが 渠の氣 を 

引き立てる 爲 めに おもちゃの 劎を 買って やったら、 それから きつくな つて、 その ml. 級屮で 1 ， の 家 米 

持ちに なった。 

堤 はい まだに この 子 を 好きな やう だし、 政 直 を も 芝に 一緒に 住んで た^は 貧 H うとした。 そん. C わ 

けで、 新米のお 兼に よりも， いまだに 子供の 方の 味 かた をす るの かも 知れなかった。 
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1〇 二 

泡 鳴.^, 集 第八卷 

1 一 

その 夜、 堤からの 暴 はお 竹さん が 持って 來 たが、 ||||さな かった。 そして 雄 作 が攻 

直ゃ 初 雄と 共に i へ 出て、 お 竹さん と 何 か ひそひそ しゃべつ てき SI を 立てて 

iu んに攻 ちゃん、 どこへ 行って るんで ズ ね』 とわめ いた。 それでも、 なほお 竹さん の ひそ ひ 

そ？ ぶが 暫 らくして ゐた。  -0  }/ ン 

『1 ：.』 吾助 はお 竹さん も 15 しい 富と 思 ひながら、 堤の 手紙 を よんで ゐた。 力 響し 

こほ41り\„^ご，^^もなかった。 ただ、 

Hplnn  1011 と 

J ；、  こ說法 Q やうな ことば かりだ。  ，： 

『u;f ぢゃァ 如何 I だッて f できな い I ないか』 H  II 重 I して 

i は 初めて 十分に 怒って る か は U^MUi うに 火鉢の 猫いた の 上に 置いた。 『人， 

『  ，11 かの 女 は それ を 一と 通り 讀んで 餘り興 のな ささう に.^ ま r>3 レブ. 

^H^n  I  fa  ill 


ならぬ ところ を、 わざと こちらの 氣を拔 いてる の だら う。 そんな 手 は 先き にこ ちらに 於いても モデル 

^题で 向 ふが 怒った 時に やった ことがある 0 だから、 許しても よかった。 『多ギ の 交際が この 爲め 絡 

する やうな ことがあらば 如何にも 殘念』 だと いて ある その 意味 も" また • こちらの 同 感 すると ころ 

であった。 

そして 雄 作に 對 して は、 こちらが 一 一三 日 来の 諸 新聞に 出 た 小僧 入 川の 廣吿を 照り 合 はせ たのに 從っ 

て、 明朝、 父が まだ 起きないでも いいから、 络の方 を 先づ京 橋に つれて 行って 见て、 それから おのれ 

は R 本 橋へ 行けと 云 ふこと を 命じた。 

^朝、 吾助が とこ を 離れた に は、 もう、 雄 作ら はゐ なかった。 それでも、 自分 は 友人の ゆ ふべ の 

通知 を おぼえて ゐた爲 めに いつもより 少し 早く 起きた ので ある。 そして 湯に 這 入って ると、 もう" 5; ル 

が やって 來 たかして、 茶の まの あた で 

『や ァ』 と 云 ふ、 そのき まり 惡さを まぎらす やうな 靡が 聽 えた。 多分、 今し がた？，！ を あがって 行った 

ぢょ 

お に 向っての 挨稷 だら うが、 かの 女 は 化 粒に 急がし ぃ爲 めか、 それとも 氣を M くして ゐる爲 めか. - 

それに 對 しての 挨拶 返しがなかった やう だ。 

『  』 吾助 も默 つて 考 へて ゐ ると、 うち 湯 • あさ 湯に ひたる いい 氣 持ち を、 けさ は、 特 に. G 分 

に 感じた と 同時に、 堤が いっか 招 談に來 たこと を 思 ひ 浮べた。 石炭 も 段 it くな つて 來た らうし、 ？J 
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一  o 四 

泡 ?<卷 

錢も あがった から、 向 Is 霧に 拂ふ 分き ちき 石炭 代の 一 部 sfi きして、 一 緖に 

1-* 化て 吳れ ないかと。 

『さう すり や、 お 互 ひ I め やない か— うち やどう せ 君ら| 入った あとので もえい の やさ か レ？』 

tl、 惡 いこと もなから うが、 ね』 と、 少し 吾助 は議に 迷った。 こちら 夫婦 は 優 先權 として 必ら 

す先 きへ 這 入る として まても、 這 入る の は 朝 も晚も だ。 都合に よれば、 逢 も ある。 それに、 子供 

や 女中 はどう 云 ふきめ にす るの か？ そんな ことが お 互 ひの 感情| くす る もとにな つて は 困る し、 

また、 僅かの 提供の 爲 めに こちらの 家庭の 自由が 妨げられ るの も 面白くなかった。 その上 • 一番 迷惑 

を豫 想され るの は、 堤 夫婦に 欲しがつ てる子 供が 生まれな いその 原因であった 

『斯うして をって は、 どッ ちゃから も 直る ひまがな いから』 と 5、 それと なしの 白狀を堤 力した こと 

があった。 それ をお とな は 籠へ 行った 時の やうに I できる としても • 子供に は 自分ら でさう する 

甲蟹の ない ことが 分り切って ゐた。 若し 霞して 目で もつ ぶれたら、 その 1§負擔 は 誰れ にも 持 

つて 行き どころ がない のお。 こちら は 自分で もむ かし i あだし 女から 移され た經驗が あるので、 一 

しほ それ は 面白くない 豫 想であった ので、 

『然し、 僕 はむかし からお ゃぢ I 人った まで さへ 癥に さわって 這 人ら なかつ I どの たちだから 

ね』 と 云って、 W 滑に 斷 わった ^ 實 際に、 おや ぢが 年甲斐 もな く 病氣を 受けて 來て 困った 時 は、 こちら 


はま だ， 丁度 • この 最近 小 十 年來の 生活に 於け ると！： 檨 少しも 賤 しい 女な どに 關 係した こと はな かつ 

た。 だから * 麻 病 若しくは 梅毒と まふ やうな 惡ぃ は * 以前の 如く、 また 今日で も、 こちらに は 恐 

怖の 種であった。 が、 堤 は それ を も 或は 意に 含んで ゐ たの かも 知れない の だ。 それで は、 然し • こち 

らに 取って は、 二重の 迷惑になる ではない か？ 自分 は その 病氣 をして ゐた時 友人のと ころな どで al 

に 這 入れと 云 はれても、 遠慮して、 決して 這 入る こと をし なかった。 その 初めに、 大阪で のと ころ 

の 湯に 這 入った の は、 そんな 病 氣とは 夢にも 知らなかった ので あるが II 。 お 翁 はま だ そのお そろし 

さ を も 知らないので、 あとに なって、 

『氣の 毒 だから、 向 ふの 云 ふ 通りに してお 上げな さいよ』 と 云った。 それが 今、 いきなり、 茶の ま、 

來 てらしい が、 『あなたの 奥さん はどうし てまた あんなと ぼけ かた を爲 すった のでしょう？ n 

『きまりが 惡 かって、 正直に 云へ なかった の やさ かい、 許して やって 下さい』 と、 si- は餘 ほど 折れて 

る やうす だ。 

『警察なん か へ 訴 へ させた. OS して！』 

『そり や ％ ^し • うちば ッかッ り やない、 このお 隣り でも さう 云うた さう やさ かい。』 

『へい』 と、 お 愛の 調子 は變 はった 。『向 ふの 主人 も あんた や、 うちのと 同様に まま 母 育ちで ひがんで 

るた ちです が -11 子供 はお 隣り へ も 行った のです か？』 
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た o 

『ゆ， A ベ、 g ち、 V ん がお 竹に 云うた ところでは、 さう らしい さ 力い。』 

^UMil! 人のう ちへ 來て、 こッ そり 子.. から そんな こと 

もう、 云 ふに 及ばない ぞ』 と、 こちら はかの 女に ともな、 そして f は 多少の 當 

て 付け を！^ つて >  からだ を 拭きながら 怒鳴った。 

？ It ず 角、 子供が まだめ し をず て をらん f さかい、 is ひ m される の は 可 f う 

や？ て、 うちで はめし が 不足になる まで も 喰 はして 歸 したの やが—.。』  ， 、 、 

. ノ 、、一一  ご iss? ノて、 少し あなたが たも へて ^れ はハ刀 るち 

『それが 人 を 馬鹿にした わけでしょう と/あま まほ ズ、 - シ  、.. え- ,5 て 、『をし 

ゃァ ありません か？ そんな 無常識な こと は 致しません よ。』 それから、 でら か 優しくな つ」、 『uu 

な ことと は 知りません から、 う ちぢ ゃァ、 あんた のと ころから 管と 直ぐ， また、 御 はん を-. にた 

ベ させて 行かせました、 わ。』  。 

^  r"r  = 」-、 ai-^^E? チな わざと 打ち解けて 見せた やうであった 

『ほたら • よう 喰 ふ、 なァ』 と お き H 子 は， 《 さと すお  . 

『  ， こちら は ■ それに も 下 だらない 思 ひ 違 ひ をして ゐ たこと に 呆れ？ き 


ほ うづに お ほ 喰 ひなこと をい きど ほらない では ゐられ なかった。 そして どてら の 上に 帶を綠 めながら、 

『や ァ』 と氣拔 けがした やうな (^を かけた。 

『あんた〕 と • お 兼 は 直ぐ， 味 しるのう まさ、 フに 煮え立つ てる 隅..： 火鉢の 前から、 ちゃぶ IS を 越え 

てこ ちら を 頓狂に 兑 上げて、 『子供 はお 隣 リへも 相！^ しに 行った のです ッ てよ！  3 

『  』 吾助 は それに 返事 をし ないで、 堤の 坐 わって る 前 をと ほって • ちゃぶ 裏 をお 5^ とさし 向 

ひのと ころへ 坐 わり 込み、 いつも 渠に先 敬して 食 S- を 初める 通りに 捥ゃ 茶？. i をめ ふ 向けてから、 け ふ 

は、 わざと 橫がほ を 藥 に 見せた ままで、 『君 は 全 體こッ ちの ありがた 迷惑な ことば かりす る ぢゃァ ない 

か？』 無論、 今 知った 二つの 新 事實の 一 つ を も 云 ひ 含めて だ。 

『惡 かった。 許して".^ れ。 然し、 別に 惡意 があった わけ やない から。』 

『そり ゃァ、 -ゅ 一意 はない かも 知れない が 11 』 さう だ、 そんな ことで 笑って は g けない のであった。 

『こッ ちに ゃァ さう は單 鈍に 云って ゐられ ない の だ、 .11 重大な 迷惑 だから、 ね。』 

『惡 かった" 許して 犬れ。』 

『一體* 君 は ひねくれ てるから いけない よ。 ぉ膦 りの 主人 も 君と 同じ やうな |sj 情で ひん =3 つてる やう 

だが —— さう して 僕の 子供までに その ひねくれた ところ を傳 へたり して！ 君が 君のお や ぢを訴 へ た 時 

にも この 缺點が あり 過ぎて た。 ^^^は子供の時からだから、 少し 事情 は 違 ふか も 知れない が、 ^？；の訴訟 
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時代で も の i 母騷 ぎで も、 あの 時に ゃァ、 もう、 ひがまないでも 兩 方から 折り合へ る餘 地が あった。 

僕と して は、 おや ぢと 一 度 組み合って 投げられてから は、 おや ぢの 握り こぶしが こッ ちの 女房の 横ッ 

つら を それて その 脊 中の 子供に 當 つたの が 損であった だけで、 あと は 互 ひに、 互 ひの 女房 共 を 保護し 

たい 爲 めであった ことが 分った から、 同居 さへ して ゐ なけり ゃァ それで 濟ん でし まった。 そして 罪 も 

なくお ぢィ さんに 投 ぐられ た 赤 ン坊は その後 ジフテリアで 死んだ が、 僕の 繼母 までが 小さく ッて投 ぐ 

られ たのが 原因ではなかった か 知らん と 泣いて ゐ た。』 新う 云ふ說 明を爲 しつつ 自分 も 曾て は あの 幸 田 

を 今 自分 ま il 供 i して 保護す る樣に I ぢ とお 袋と に對 して 保護し、 きとが t の を、 も 

う、 人 ごとの やうに 思 ひ 出せた。 そして 雄 作の ことに 及ぼして、 『僕の 子供 はま だ 幼稚で、 そこまで 達 

して ゐ ないだ けの こと だ。 それに、 君 は 一つの 大要 點を 逸して ゐる やう だよ。 今回の 事件 は、 もう、 

糰 a- と 子供との あ ひだで はなく、 僕と 子供との 問題に なって るの だから、 ね。』  . 

『そり や 知らなん ださ かい。』 

『だから』 と、 聲に 力を入れて、 『入らない おせ ッ かひ はして 貰 ひたくな いの だが II 。』 

『今、 ゐ ないやない か？』 堤 は 子供の 方へ 話を轉 じさせよう とする やうであった。  r 

『さう、 さ』 と 答へ て、 二度目の めし をお 兼から 受け取りながら、 もう、 これ 以上 鎮を 追窮 する に は 

及， よない と考 へたが、 まだ 少し いまいましい 感情が 殘 つて 斯う 云 はせ た、 『おかげで 僕の 手から 小佾に 


やらな けり ゃァ なら なくなつ たので、 今、 その 口 を ふた ァ で當 りに 行って る。 どうせ 一度 は 本人 を 

見せて 見ない ぢゃァ 物に ならな いんだから。』 

『どうしても 小佾 にやる 氣か』 と、 堤 は 今更ら の やうに 念 を 押した。 が、 そこが 旣に こちらの 心を理 

解して ゐ なかった I つの 耍點 であらう。 

『無論 だ。』 

『ほたら、 仕 やうがない。』 

『あんた、 雄ち やん 達 は 堤さんでも 御 はん をいた だいた のです よ』 と、 この 時、 ぉ畿は その 神妙に し 

て箬を 運ん でた 無言 を 破 つ た。 

『  』 吾助 は 云 ふだけ 云って しまったので、 また 話の あと 昆り をす るの がうる さかった" 三 杯 

目 を かの 女に 突き出して、 『どうせ あのが つがつ した 幸 田の 生んだ 子供ら だから！』 

『なァ に、 あんた の 遣 傳も隨 分手傳 つてる でしよう よ』 と、 お 兼 は 入らない ことまで 云った。 

『  』 無論、 こちら もなかな か 大食 家で ある こと は 自分で も 承知 だが —— 。 

『ほたら、 失敬す る。 これから 仕事に 出かけなければ ならん さかい』 と 云って、 堤は歸 つた。 吾助 は 

いつも 通り、 

『さう か』 で濟 ませて しまった。 これ ッ 切り 交際 を 絡た うと 云 ふやうな 考へは 少しもない けれども、 
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『これから また そんな こと をして 吳れ ちゃ ァ 困る』 と蕖に 云った 言 槧を思 ひ 出す と、 渠をも 子供 あつ 

かひに したやうな 氣 がして、 寧ろ 不愉快であった。 

『あんた は なぜ 交際 を 絡つ と 云はなかった のです？』 

『馬鹿！』 吾助 はかの 女の 命令 的な 出かた に 寧ろ 自分の 不快 を 増して、 半ば はかの 女の 爲 めに 子供 を 

失 ふ はめと なりながら、 その上に また 友人 を棄 てる もの かと 考 へた。 が、 一言で 叱り付け たのに 多少 

の 滿足を おぼえながら、 『あれ だけ あやまつ てるの だから、 おれと しちや ァ、 もう、 追窮 する にや ァ及 

ばない のお、 おれと しちや ァ』 と、 この 言葉 を 繰り返した。 かの 女と して はさう でなくても いいと 云 

ふ 餘地を 1  曰 に 云ひ殘 して だ。 

『けれど。 わたし は 承知で きません * わ — わたし は！』 

『手め への こと ァ手 めへの こッ た！』 斯う 云 ひ 放つ てから、 然し ^ また 云 ひ 添 へ た、 『ただ、 ね、 お前 

はおれの 命令に そむき さへ しなけ りゃァ いいの だ。 たと へば、 今度 堤が 遊びに 來た として * 面白くな 

けり ゃァ お前と しての 挨稷も 打ち解け もしないで いいが、 おれが 茶 を 出せと か、 うちの 主婦と して^ 

拶 しろと か 云った 時に ゃァ" その 通り 從 はなけ りゃァ ならない。』 つまり、 人の 妻で ある 以上 は、 ぞ， の 

自由 も 妻た る範 園に 於いての 自由で あらう。 妻に して 獨身 時代の わがまま を 望む の は、 かの 間違った 

龈|勸翊獨斷個人主義の現代敎^„£養はれた擧生、ゃ紳士どもが、自由とか解放とか云ふことを、日本人 


たる こと を 離れても- 人類 や 個人の 名に 於いて 叫べる と { や-想して ゐ るのと 様 だ。 寬 際に は、 自分ら は 

日 木 人た る 人類 や 個人に 外ならぬ こと を 忘れて はならぬ と M 様に、 妻たる婦人は^^人としても^^たる 

條伴 若しくは 制限から 解放され る ことができな いの だ。 自， H は その 制限 內の自 .3 でなければ ならない。 

この 現資的 精祌は 子供に 對 しても 同じ だから、 さう 云って かせて は あるが、 。供と しても & りに 

分らな； - こと をす るから、 止む を 得す，：： n 分 は 等 を 放逐す るので ある。 

『君の 子が 家 を 放逐 されても 矢ッ 張り 1;^ の 子で ないか？ それと 同様に 1 日本人が 口 本 葡^に 追 ひや 

られて も、 相 變らす 日本人 だ』 と、 きの ふ、 碁の 友が 來て 反對 した。 が、 

『それ は 違 ふ』 と、 吾助 は 答へ た。 『日本人た る 人類の 本分 を盡 しても、 それが 誤解され たおめ に 放逐 

された のなら、 その 精神に 墮落的 分子が 這 入って ゐ ないから、 外國に 在っても 日本人 的 生活 ヶ 4ー： 力し 

ようとす る だら う。 が、 放逐され た 理由が 日本人た る こと を 忘れた か、 それを担むかに在った^^ぬは、 

その 放逐 を 喜ぶ と 同時に、 日本人 的 緊張 若しくは 生活から 墮 落して しまう。 そして それが また W の 人 

類 若しくは 個人と しても 墮 落となら う。 何と なれば、 その 人 は 口 本人た る ことから は 堕落した くせに 

英國 人たり せ ^ しくに 米國 人たり する こと もで きないの は 分り切つ てる. > おは だ。 殊に、 分り切つ てるの 

は、 たと へ 白人 國の 國藉へ ilf: 入っても、 黄色の 爲 めに 一 生 侮蔑 や 虐待され てと ほす だら う" して：： ルる 

と、 n 木 人と して はでき そくない であるし、 人類と して は 亡 國の民 や 野 接 人 も 伺 様 だ。 僕， 等 はそんな 
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あはれ な 日本人 や 人類になる 倾 向の 新ら しがり は、 馬鹿々々 しいので、 したくな いの だ。 だから、 矢 

ッ 張り、 僕 等 は 日本人と しての 人類た る 外に 最も 高尙な 生活の 仕 かたはな いので ある。』 

こちらが さう 云った に は 今少し 說明を 加へ なければ その 人に は 分らなかった のか も 知れない。 刑罰 

としての 放逐に も 二種 類の 意味が ある。 一 つ は 懲らしめの 爲め、 また 一 つ は 見限りの 爲 めだ。 そして 

見限っても igs 懲りて 歸る かも 知れない と 云 ふの が 最後の 希望 だ。 こちらの も 子供 を突ッ 放して 叩き 

上 ゆさせる つもり だが、 或は、 このまま 墮 落して しまう かも 知れない。 が、 そんな 恐れの 爲 めに 自分 

のこの いき ど ほり は 毫も 萎縮 しないの である。 

一二 

堤が 出て 行く と 入れ 遠 ひに、 近處 のかみ さんが 獨リ、 勝手の 方へ 這 入って 來 たので、 吾助 は 二階へ 

あがって 炭火 を 取りよ せた。 ロを當 りに 行って 子供の 寒さが 想像され た。 すると、 1 時間 もしてから 

お 兼が また 昂奮して あがって 來て、 

『あんた、 堤の 奥さんが お 湯屋なん かで もうち のこと をさん ざん にわる 口 云って る さう です よ！ ゆ ふ 

ベ も、 さかな 屋 のお かみさんが 聽 いてる と、 うちの こと を まるで 知り もしない 人にまで まま ツ子 V ち 

めだなん て、 ある こと 無い こと を しゃべって たさう です。』 


『うッ ちゃって 匿け よ。 その かみさん だッ て、 幸 m を あがり 込ませて、 馬鹿し やべ. CS を させた 連中 ぢ 

ゃァ ないか？』 

『さう 云へば さう です けれど 1. あんまり 馬鹿々々 し いぢ や ァぁリ ません か？ わたし、 つ 【、抗議 

を 申し込んで 來 ましょう か — ゆ ふべ に 限らす、 實は • すッと 前から かれこれ 云って たさう です か 

ら？』 

『それより ゃァ、 今度 はこ ッ ちの 群で、 また 饕 察へ 說論を 願ったら どう だ？』 

『い 冗談 は 匿 さ、 ね！』 

『どうせ、 さう 云 ふ 凡人 どもの 口 はふ さげない よ。 お前 だッ て、 もう、 お 竹さん の わる 口 は 云って る 

の だから。』 

『そり ゃァ、 うちわでしょう？』 

『なァ に、 直接に 堤に だッて だ。 その 報いと 思って I ァ 間まッ ，5 ない。』 斯 I しら ひながら も、 

吾助 は 堤が お 竹さん に 心 をう ち 込んで ると ころ を 想像して、 も 知って て かの 女に そんな こと を 〔ムは 

せて ゐ るので はない かと、 私 か に少 からす 憤慨し な いで もなかった。 

そのうちに 雄 作らが 歸 つて 來 て、 ふたりとも 都合よ く 小き の 口 が庶ぐき まった と？ とであった。 

力 お 兼 は氣が 全く 挫けて しまった やうに なって、 こちら ヽ 
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『ジ そのこと、 やめさせて、 もともと 通り 置いて やったら どう』 と， 頼む やうに 云った 

『ぃッ そのこと やめ せて 一- r, し ミミ」。 まった のかして 鼻 Q さ I 赤く して 顫えて ゐ 

『  』. 吾助 はむ ッ つりして 返事 をし な 力った 寒 力つ，^ r 力 マ， グ 


^Ho., お 兼は 今度 は 雄 作に 向って ま 誓ん かに 行かせられても、 I きし 

『おとうさんの 命令です から』 と、 ：| 小僧の こと を わけ も 無 ささう に 答へ た。 

『ぃッ そのこと、 あやまって、 おとうさんに 白狀 おしなさい よ。』 

『  5  fl 作. は， もう， また 答へ なかった 

『よう n と- お 兼よ 子供に 取りす がって ® まんば かりの ゃラ すであった。 

u  hHIl と、 I はか i 叱 i>  fin 

^^^u^ll  f  く Is げ なかった。 が、 そのち あ ひ D たにき 

Hurf  、雄 作 If まわけ J に 却って urcrK 

み ではない かと 思った- だから、 今 i のと ころで 見た やうに、 

M 氣 こなって、 羅を 二階へ 呼び上げた。 そして 『お前に 今一度、 た ッたー 墓く 力 ね I. 

r て I へれば い i。  i. お f  SI が どろ 棒と して 霞へ でも 引き I れた 


ら可哀 さ うんと 思って，：！ 狀 しないの かも 知れない が、 おとうさん はお 前の 白狀 する 以上 はお 前の その 

正直に 誓って 幸 m を訴 へたり はしない。 まして 親が 子供 を訴 へる やうな こと はな ほ更ら ない。 だから- 

云って 見ろ。 幸 W に 云 はれて 取った ので はない か？』 

『さ うぢ ゃァぁ いません。』 

『  』 もう、 どうしても 子供の 命脈 はない ときめた が、 まだ 未練が あった。 『ぢ ゃァ、 今 I つ 聽 

きたいが、 取った かね はお 前が 取って、 お前が 使った のか？』 

『さう でもお り ま ん。』 

『よし、 も， つ、 行け！ おれと お前と は、 もう、 綠も ゆかり もない と 1^ 様 だから。』 斯う 云った こちら 

の 心持ちで は、 寧ろ、 子供が 正直な どろ 棒であって 欲しかった。 ® いのは、 はたの ものら にお だてら 

れて 不正直に なつ てること であった。 雄 作に はかま はす 下へ おりて 來 たが、 直ぐつ いて 來た にも i 

かせて 匿く やうに して、 政 直に 向って、 『お前 はた だ 行ったり 來 たりして 何の こと をして ゐ るの だか 分 

るまい が、 もう 少し 年が 行けば 獨 手に よく 分って 來る だら う。 觅に 角、 お前 だけ は 以前から 幸 田の 

方へ 養子に 行く ことにき まって て、 十五 歳に なれば 籍も向 ふへ 移せる の だから，、 行く先き の 主人に は 

前以 つて 田 口と 名乘ら ないで、 幸 田 政 直と 云つ てれば い い ぞ。』 

『はい』 と 答へ たが、 これ も 分って るの か、 分って ない のか、 こちらに は餘 りたより なかった ので あ 
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る 『一 ：：：•：： 』 そん If もの 等 I きちら き はれまとば かりして、 $111 

とうこんな ことに 立ち至ら しめた 幸 田と 云 ふ 女が 一番 憎かった。 二 さ、 きままた 二 皆へ あが 

, よ 5 よ 再 S て 行かねば なら なくなった 子供ら をお 兼に まかせて 置いて/ i"rc じひ わ 

つ； - そして It 爆 を そとへ， 出したら しい II、  二  f  f つ tuugt 

u へ 立って 行つ s を かがめ、 S 明く の 11 め、 障子の がらす 窓へ 額 を 持って行 くと I 

の 観に 冷えた がらす は 子供の 奪 映さないで、 自分の つく 息に 曇った。 

. 1 (大正 八 年 十 1 月) II 
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田 口の 子供が ふたり 揃って、 而も 鹿爪らしく 木 護つ きの 羽織まで 着て やって 來 たので、 堤 は 直ぐ、 

あの 六ケ しい 家庭に いよいよ 何 ごと か 起った の だきと 云 ふこと に 思 ひ 及ばないで はなかった。 力 

先づこ ちら も嚴格 に 坐 わって 渠 等に 向 ひ、 

『どうした？』 

『おとうさんが 話 I いて 來ぃッ て、 これ を—』 と、 兄の 方が その 手に 持って ゐた 書き付け やうの 

物 を 出した。 

『なんだ？』 堤 は. しそれ を 馬鹿にして 兒た 態度で 受け取った。 子供に もッ とま ま 母 を も 大切に せ ほ 

とで も 云 ひ聽 かせて 吳 れいと 云 ふこと ではない か 知らん と 思った からで ある。 ー體、 ^116 

と、 田 口 は 子供 ぎら ひで その 女房に あま 過ぎる。 いつもお 兼さん に 子供 を隨 分が みがみ 叱らせて 置い 


で、 ^！：分はそれでぃぃことに思ひ過ぎてる。 もッと 子供 を 辯 護して やっても よさ さ.？？ の だ。 きの 

ふ も、 七圆 のさつ が なくなつ たと 云って、 お 兼さん は 飛んで 來て、 き ッと雄 ちゃんが 取った に 相 ^な 

いと！： へたので、 おもて 向きで は 多分 さ うだらう と 答へ て 匿いた。 雄 作 もさう いい 子で ない こと は 分 

つてる が、 そのお ゃぢが 云って る 通り、 もう、 半ば 一人前の 弯 へが 出て 來 たらしい ところ も 見える の 

だから、 さう 一概に 子供 あっか ひに する こと もで きまい。 さきの 十 S 圆 のこと だッ て、 染 して その 赏 

母に 渡した もの か、 それとも 實 際に 落した のか、 いまだに 分らない もの を、 さながら 雄 ちゃんと その 

寶 母の せいとば かり i 母^性の ひがみから 斷 してし まって るから こそ、 今回の 七圆 もまた 子供ら の 

せいだら うと 云 ふの だが、 いっかの やうに また ^31 き 忘れと 云 ふこと も あるし、 また 思 ひ 遠 ひもない と 

は 云へ まい。 そんな ことに こちら までが かかり 合 はせられ て は、 溜. つた ものではなかった。 然し 書き 

付け を 請んで 見る と、 いよいよ 子供に 兒 込みが なくなつ たので、 子供 を竄 母なる 幸 W の 手から 小^に 

やらせる ことに 決心した から、 そのつ もりで 何 か 訓戒 を與 へて 犬れ いとあった。 で、 雄 作に 向って だ 

が T お前の おとうさん も 人 を 馬鹿にし てる やない か？ こ ッ ちゃ は、 大阪 で 小 傲 を 淨 山つ こた 經驗 

も あるから、 お前ら の爲 めになる 話 をせ いと あらば せんこと もな， いけれ ど、 おれ もま ま 母 を 持つ 

てた から、 まま 母と 云 ふ 者 はみ な それ が當り 前 だ と 一 K ふこ と を も 多分 云って れと 云 ふん やない 

か？』 

子 無しの 堤  二 九 
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『田 口さん がそん な こと を 書い 5 やず ました か？』 と、 妻のお 竹 は.^ ぎ I どこから 口 I した。 

その 少しい きど ほって ゐる やうな 口ぶり を こちら も そのまま 受けて、 その 方へ 顔 を 向けて 

『書い V, あら へん けれど、 な、 さう 取れる やない か？』 さう だ、 決して それば かりで はない。 田 口 は 

S も 職の f 娘を 妻に して ゐ ながら、 そ I をして こちらのお 竹が 藝 f がりで あるの を瞿さ 

せ て置 く t なと ころ 歲 えないで はなかった。 人が f まで II して、 わざとに もしろうと 同 

樣 にくす ぼらせ て 置く のに、 それ を わざわざ 入らない 人にまで— 或 i のつ いでに かも 知れな レカ 

11 しゃべらせて しまった。 今で こそ 新 事纖敗 Q 結 I 乏を して、 ロ錢 取りぐ らゐ をして ゐ るの だ 

から、 時々 かねの 謹き も賴 むが、 大阪 では 田 口が ろくに かね もない くせに 遊びに 來る時母 に、 南 

北の 新地へ もつれて 行って やった し、 京都 見物の かね も 出して やった ことがある。 だ t お 互 ひの 

ゼと ではない か？ 

『ほたら、 いよいよ 雄 ちゃんた ち は 小 偕さん に 行かされ るので すか、 可哀 さう に？』 

『さう や！ 育ちで もない ものが 俄かに 小儈 になった かて、 何が でけ る もの か、 な？』 

う 云って から 、場 はまた 雄 作の 方に 向 ひ、 『實 際に、 お前 はお かァ さんの 七圓を 取った C 力？』 r 

『取りません。』 

『  』 然し 子供が 取って置きながら うそ を 云って るので はない かと も考 へたので、 今一度 念 を 


I 


押して ようとした 時に、 雄 作 は 斯う 云 ひ 添へ た、 

『おか ァ さんの 思ひ逮 ひでしょう。』 

『さ うだらう！』 提は 子供の 無邪氣 さうな 返 1* に Q 分から 力を入れて やらない では ゐられ なかった。 

たと へ、 如何に 貧乏な 資 母の もとに いぢ いぢして おった 雄 作 だとしても、 自分が 盗んで^ きながら、 

さう 無邪氣 に 平 氣でゐ られる わけはな いと 思 はれた からで ある。 まして 嫌疑 さ へ かかってゐなぃ^！^パの 

ま 5 なま 

政 直 をまで 義務 敎 育の 途中から ー緖 におし ようばん させようと は、 どうしても E 口の 爲め、 田 口の 名 

®II の 爲め にも 焚 成で きなかった。 『なぜお 前は繼 母の 方 を 調べて 吳れと 云 はな かったん や？』 

『云っても 駄目でした』 と、 雄 作が 子供ながら あきらめ てる やうに 兑 える のが 寧ろ 可哀 さう になって、 

『そんな ことがあ るか、 馬鹿らしい？ もう 一度お とうさんに？ S 張って やれ、 頑張って。』 

Mr  』 子供 はふたり ともこ ちら をち ょッと W ^上け たが、 何も 返 ！！$ をし なかった。 あの 一 こくな 

父親 を こ わい の でも あらう か？ 

『物 は惡う 取れば どこまでも 惡ぅ 取れて 行く もの だから』 と、 お 竹の 云 ふこと も、 まま 母 やま ま 子の 

經驗 などない のに、 なかなか よく 分って ねた。 

『それが 矢ッ 張りお 兼さん の糧母 根性 や。』 話 をして 见 ると • 隨 分敎肯 も ある 人 だのに と 思へば、 全く 

無敎靑 であった 自分の まま 母が、 自分と 自分の もとの 樊 とに 對 して 一 歷 ひどい 思 ひ 遠 ひやう をまで 云 

子 無しの 堤  ニニ 
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つて、 自分の 父にば かり 取り入つ てた その 昔の 慍 しみ を も 一緒に 思 ひ 出して ねた。 

父 も あんな 下 だら ま 婆. C ァ 女に— 多少 年が， から ッ てだま されて.^ たの 逢 鹿 だが、 あの 女 

と來て は、 薄情な うへ に强 慾であって、 つれ ツ子ば かりの 引い 氣 をした。 それが 爲め にいい 氣 になつ 

て餘 り道樂 をした ので、 自分の 父 は 怒って そとへ m してし まった。 たと へ 同じ 道樂 むすこであって も、 

つれ 子 はつれ 子、 家つ き 息子 は 息子 だのに、 その つれ ツ子が そとへ 出されてから も、 少しも 自分 をよ 

くして は吳れ なかった。 そして 多少 は擧問 をしたい 自分 を 無擧な 親の 云 ふこと を聽 かぬ からと 云って 

廢嫡 させ、 攀問 ぎら ひの 弟の 方 を あと 取りに きめる ことにさせた。 無論、 さラ した 方が 理窟 を 云はォ 

ないだ けで も あの 女の 爲 めに はよ かった の だら う。 

けれども、 迷惑な の は 自分ば かりであった。 東京へ 來て 英語の 攀 校へ 這 入る とそれ はいけ ない と あ 

P, それで は 法律 舉 校へ 轉 じて 見る と、 また 生意氣 になる ばかり だから かね は 送らない とあった ど 

こで もい いから 小僧に なれと おや ぢは云 ふの だが、 うちが かね 持ちのお ほ 問屋で あるのに、 わざわざ 

人に 使 はれたくなかった。 さう かと 云って、 うちへ 歸 つて 店 を手傳 はう とすると、 弟にまで 兄 を 馬 

にさせて 置く から 面白くなかった。 とうとう 辛抱し 切れ なくなって、 實 父と 繼 母と に 赤い 衣 物 を着ぜ 

て やる つもりで 裁判所 へ 訴 へ 出た。 

それよ 然し 父の 友人 どもが 仲へ 這 入って 一と 先づ 納まった。 そして 自分 は 東京で 約束した 女學 生と 


I 緒に なって 別に 家 を 持たせて K ひ、 正直です ッ きりした 妻の 氣 象が 父に 氣に 入った かと 思 ふと、 m 

母 は それ を氣 にして かた ッば しからぶ ッ毀 わして 行った。 妻の あけすけ だが 無 邪； M な 言 紫 をす ベて 意 

味 ありげ に 取って 行って、 それ を以 つて 父に 自分と 自分の 妻と を 讒訴ば かりした。 そして 妻と は 互 ひ 

なかし 

にい や^が さして 別れて しまったし、 自分 はまた 暫 らく 上海で 仲仕 をして ゐ てから 歸 つて 來て 1$ び 父 

を訴 へて、 財産 分配 を 主張した。 繼 母が そばに 附 いてた ので、 父 は 生きて る あ ひだ 動かなかった が、 父 

の 死後、 自分が 弟 と共にす つて しまったの は その 財産であった。 繼母 さへ ゐ なかったら、 父の 死後で 

も われ 勝ちに 遗產を さう 使はなかった だら うし、 從 つて 今の やうな 貧乏に もなる わけがなかったら 

う。 それ を E 心 ふと" いまだに あの 繼 母が 憎い のであった。 そして この 憎しみ は 自分と して これ を 人の 

うちの ことに も 及ぼさない では ゐられ ない のであった。 

『腹が 遠 ふと、 どこでも さう した もの か、 な ァ？』 お 竹 はこ ちらの こと も JS しされて たからよ く 知つ 

てゐ た。  - 

『子供が 盜 まない と 云うて るのに、 若い お 兼さん にば かり 云 ひくる め られ てるお ゃぢが 阿呆 やない 

か？』 だから、 頑張って やれと 勸め るの だが、 子供 はま だ 自分の 時 ほどに 發 達して ゐ ないせい か、 少 

しも さう 云 ふけし きが 見えなかった。 さう かと 云って、 田 口 は あの 强 情な 男 だから、 こちら も 子供に 

代って 云って やる だけの 勇氣が 出なかった。 『ぃッ そのこと、 警察へ 云うて 出たら どうや -I おや ぢは 
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糰母 Q 云 t き 信じて 子 S がかね. I んま云 ふけれ ど、 わたくし 共に 於 名 は 決して 親の 物 を 取 

つ.， こりした おぼえはありません て？』 

『それが よろしい、 わ』 と、 お 竹 も f ふきながら 出て 來て、 子供に 勸 める やうに 云った。 『何と？ 

て も、 あんた がた のお かァ さん はま ま 母です から、 な、 たと へしん は惡 うなうても ひ がみが ありま 

す 0 』 

『そら、 うそ やない。 おばさんの 云 ふこと は本當 だから。』 斯う 云った に は、 堤が 自分の 妻 をお 兼さん 

に對 して 辯 護す る 意お もめった。 都會に 生まれて、 而も 賑 はしい ばかりの 藝靑 町に 育った お 竹 は、 丁 

度、 攻 ちゃん； 大根 を 白い 根から 土 を 出て 來る ものと 思った と 同様、 植物の 知識がない ので、 田 口の 

IT し 田 口が 自分で 播 いたり、 こやし をしたり した 枝豆の 芽が 延びた の を 見て、 

『これが お 茄子です か』 と聽 いた。 兼て できたら 吳れ ると 云 ふ 約束 を おぼえて ゐ たからで ある。 この 

頓珍漢 を田舍 育ちのお 觳 さん は 子供の ゐる 前で 遠慮な しに 笑った さう だ。 そして 田 口の こやし 力 禾リぃ 

た その 茄子が なり 初める と， かの 女 は 最も 自慢 さう にして 二日に あげす 持って来た。 多少で もそう ざ 

いの 足しにな るか；^、 吳れる 物 は あ- N がた く 貰って ゐ たけれ ども、 こちらの 貧乏 を あはれ む やうな ば 

ぶりが 癥に さわった。 如何に こちら だッ て、 そうざい ぐら ゐを買 ふに 困って はゐ なかった。 かの 女の 

下 供に 對 する 度々 の 不平 を默 つて 聽 いて やって ただけ にで も、 それ 位の 駄賃 は 取って よかった もの だ。 


が、 こちら は i お 竹 だッて —！ そんな ことで お 兼さん に 收 されて る やうな さもしい もので はない。 

かの 女 は 近 ごろの 知り合 ひだが、 雄 作ら は、 こちらが 田 口と 親しかった だけに、 £パ等 の：^ まれた 時 か 

らの 親しみ だ。 今と なって 自分 は渠ら やお 竹の 肩を持つ 爲 めに は、 お 兼さん から K つた 茄子 や、 かの 

女の 里から コ由 いた 御自棍 だが 抹ォ けく ささうな まん ぢ うや を、 できる ことなら、 口から 吐き出して 突ッ 

たいほ ど だ。 かの 女に、 お 竹の 云 ふ 通り、 まま 母の ひがみが ある 以上、 GI 分と して は 公愤を さへ 

催す ので ある。 

『  』 子供 は、 然し、 その 父 を おそろしい 爲 めか 相 變 らす默 つて、 煮え 切れない やうであった。 

『おばさん やお ぢ さんの 云 ふこと が 分らない のか？』 新う、 少し 齒が ゆくな つて 問 ひ 返した。 堤 は 田 

口の 子供にまで もこ ちら を 馬鹿にさせて 1^ きたくなかった。 すると、 雄 作が 一 しほ 堅 くるしく なつ 

て、 兩乎を 膝に 突ッ 張って 答へ た、 

『分って ゐ ます。』 

『そんなら』 と、 こちら は頓 ふくらませて、 『お ぢ さん 達の 云 ふ通リ にしたら、 えい やない か？』 

『でも』 と、 雄 作 はな ほた めら ひながら、 『どう 一 K ふ 風に 訴 へる のか 分りません から。』 

『そんな こと はわけ ァ ない。 直ぐ そこの 大嫁 分署へ 行て、 わたくし は 何も 盜 みません が、 繼 母のお か 

ァ さんが 盜ん だと 云 ひます。 それ を またお とうさんが 信じて、 わたくし 共 を小佾 にやる と 云 ひます が、 

子 無しの 堤.  1 二 五 
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小 f に は nj きたくな いので どうかお とうさん を說 論して 下さいと IK へばえ いやない か？』 

『：  』 

『まだ 分らない のか？』 堤 は 子供の 返事がない の を もどかしくな つたので、 『ぉぢ さんな ど は 裁判所へ 

おや ぢを訴 へた こと も ある。 矢ッ 張り、 繼 母の 爲 めに だが、 II なァ に、 おや ぢだッ て、 なにお ッ 

て、 かまう もんか？ 子供 を 虐待したり、 子供に 理解がなかった りすり や！』 

『そり ゃ本當 です よ』 と、 お 竹 も 子供に 向って 云 ひ 添へ た。 

『さう して 少し はお ゃぢ や、 おや ぢを おだてる 繼 母の、 鼻を明か してやる がえ い。』 

『かまはないでしょう か？』 

『まだ そんな こと を 云うて るの か？ 自分で 行きた うなかったら、 お前の 資母を 一 緖 につれ 行たら え 

いやない か ill 幸 田 を？』  、 

『ぢ ゃァ、 向 ふの 母と 相談して 見ます コ』 

『それでも えい。』 何だか まだた より 無い やう だと は 思った が、 今 一 つ 子供の 爲 めに 憤慨して やるべき 

ことて 氣が 付いた。 そして このまま 追 ひ 出される の だら うと！ て、  ， 

『お前 達 は、 然し、 まだ ひるめし を 喰うて をらん の だろ？』 

『はい 。 』 雄 作 は これに は 直ぐ は ッ きりとした； 说事 をした。 


『なん ぼなんでも』 と、 お 竹 も 早 や 利口に こちらの 心. *v 汲み 得た のであった 7 お 翁さん がお ひろ 時に 

P- はんもた ベ させないで 出す と は あんまり ぢ やありません か？』 

『それが いよ./ \- 安心して 繼母 根性 を さらけ出した ところ や。』 こちらに こんなし もた 屋で 三味線で も 

ない と かわったから、 とッ くの 昔、 妻の いのちより 二？ 如 目の 品であった 地うた 三味線 を も ：ぉ り拂 はせ て 

しまったの だが、 お 兼さん がま だ 地うた の 味 も 知らない くせに、 いい 氣 になって 端 3^ や 長 吸 を 習って 

るのまで が懵 らしくな つて、 わざとに も、 『そんなら、 うちで たべさせて やれ』 とお 竹に 命じた。 それ 

から、 雄 作らに 向って、 『うち は 家族が 少 いからお 前ら に たべられ ると あとの 用意に 困る けれど、 まァ 

そんな こと はかまん。 たんと たべて 行く がえ い。』 

『さう しなされ』 と 云って、 お 竹 もお 兼さん に對 する つら 當 ての 爲 めだら う、 今 丁度 K 付け あがった 

ところの 里い も を 割り 合 ひに 多く 子供 ふたりの 爲め 盛って 出した。 幸 ひに も、 け ふ はこ ちらが 在宅し 

てゐ たからい いものの、 若し ゐ なかったら、 子供 は Ml 腹の ままで 出されて しまったの だから。 

子供 は 遠慮なく 喜んでめ し を 瞳った。 1 體 にがつが つした 子供ら である こと は、 さきに、 父が ゐな 

いで 實 母の 手にば かり 育てられた 時、 そこ へ こちら もちよ ッと暫 らく 下宿して ゐて よく 知って る。 が、 

それだけに 今、 喰 ひたいだ け 瞳 はせ て やる のが 餓鬼に 功德の やうに も 思 はれて、 氣 持ちが よかった。 

そして 田 口のう ちから 一 一三 度 十圆ゃ 十五 圆を 借. OS たの は 以前の 大阪に 於け る ことの 趣め 合 はせ だとし 
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て、 然し 章から いろんな 物 を 施しの やうに して 向 ふが 吳れ たの も、 それで 憬 消しに なって いいと、 

私 かに 思 はれた ので ある。  . こ 

子供に 荷物が あらば こッ そり 预っ てまても いいと 聽 かせた の だが、 それ は 持って来なかった。 

その 晩にな つて、 幸 田の 婆ァ さんが 維 作 を つれて やって 來て、 また 田 口の 簿 情に 對 する 泣き ごと を 

くどくど 云って 切りがなかった。 田 口 は 他人に 向っても 獨 りよが りのと ころがあって、 その 先妻 や 子 

供 こ 身して 人並み は づれて 薄情な こ ともよく 分って るが、 それ を 今更ら 自分 やおせ いさんが かれ こォ 

云っても 何にも ならぬ ことであった。 それに、 おせい さんだ ッても * 人 を馬 鹿に した ことが たびたび 

あった。 それ を平氣 で、 時々、 ここへ も 下 だらぬ おしゃべり をし にやつ て^るの が 如何にも 圖々 しか 

つた。 

かの 女の 下宿屋 を こちらで 引き受けて、 お 竹-, やらせて 兄ようと した 時の こと だけで でも 云って 見 

よ。 わざわざ それが 爲 めに こちらが あすこへ 下宿して、 お 竹に その 仕事 を手傳 はせ て、 下宿屋と 云ズ 

勿 まどう 云 ふこと をす る もの だかに 暫 らく 氣を 付けさせて ゐ たので ある。 いよいよ こちらが 引き受け 

る ことにな れズ、 幸 田と 云 ふ 女 は .1 どうせ 無 常識の 斐 性な しだから — 日の 仕 i^.^ らは 全く 刖 


にして、 その 時 はま だ ひとり 錢 つてた 政 直と 共に、 何とか 

『らくに たべて 行ける だけの ことにして あげます、』 そして 『都合に よれば * 政ち やん を —— どうせう 

ち には子が で けんさ かい —— うちの 子に して 育てても えい』 とまで 考 へて、 その 通り 正直に かの 女に 

も吿 げた。 これ はすべ て 田 口に も —— たと へ渠に は、 もう、 法律上の 欉 利はなくて も、 もとは 渠の所 

有して ゐた 家の こと だから 11 前以 つて 了解 を 得て ゐ たこと であった。 が、 それ を かの 女 はどう 思 ひ 

違へ たの か、 俄かに 顏 いろ を 變 へて、 

『佝も わたしが あなたに たべさせて 戴く ことはありません。 あなたがた こそ このうち へ 這入リ 込んで 

來て、 このうち を どうかして しま はう と 思って るんで しょう』 などと 叫んだ。 

『そり や、 おせい さん、 飛んでも ない 間遠 ひです よ』 と、 お 竹 も 額 を 赤く する まで 怒って 口を出した 

ので ある。 

『田 口 I；；； に聽 いたら 分る こと だけれ ど、 僕ら は あなた や 政 ちゃんの 爲め をお もて この 下宿屋 を —— 少 

し は 面倒で も —— 引き受け て 見よ か お もた の です。』 

『わたし は 御 面倒な こと を 何もお たのみし たく はぁリ ません。 それに、 田 口の 云 ふこと なんか 當 てに 

なる もの か？』 

『：  』 こちら は れて しまって 物が 云へ なかった。 向 ふ はまる で 田 口の 云って る 通り 氣 ちが ひ 
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であった" こちら を S らむ目 も 燃えて る やうに 思へ た 9 一  つに は、 はたから 何 か 云 はれた の を 信じて 

ゐ たので あらう。 或は、 魏に つてる ところから、 自分で 易 を 見て、 今 這 入って る 人に はう かう か 家 

を 渡されな いとで もき めた のか？ こちら だッて も、 多少 は 自分の 利益になる 目的がなければ、 人の 

爲め にかた 肌ぬ ぐ こと はでき なかった。 それ を かの 女 は そのけ ちな、 開ら けない 心から、 惡ぃ 方にば 

かり 取った の だ。 かの 女が かねの 用意が 少 いと 云 ふよりも ただぶ しょうから 下宿人に 毎日の やうに 惶 

かの 煮； まめ やち ッ ぼけな 璧 しゃけば かり を 出して ゐ るので、 『それで は お客さんが ゐ つかぬ の も 無理 は 

ない』 と 云って、 こちらの 財布から 別な 物 を 買って 添へ させた こと も 度々 であった。 が、 そんな かね 

も II か の 女 の おかげで 11 棒に ふ つてし まった だけ だ。 

かの 女 はへ たな を fei 身のう へ 知らす で、 自分で 自分の ことに 氣が 迷って、 いつでも 惡が しこい も 

のの 云 ふこと へば かり 行って しまった。 そして 自分で も 猿 智蕭を 出して、 今や 却ってとう とうあむ^ 

をす ッ かり， られ てし まった。 そして 政 直 を も 田 口に 渡さなければ なら なくなった。 

•  ！ 5 よ,  ン 

その かの 女が 圖々 しく もまた こちら を 味 かたに しょうと 思って、 かの 女が 家 を 何と 力 させよう とし 

て 男 を 持ち そくね たこと など は 棚に 上げて、 

『わたし ァ これで も 正直で とほって 來 たんです から、 ね』 などと、 相變ら すのお しゃべりば 力り して 

ゐ るの だ。 


『そんな こと はいつ まで 云うた かて 切りがない』 と、 堤 は 制して 置いて， 『1 體、 ，察へ 行く r と は. ど 

うなつ たんや？』 

『行ければ 行きたい のです が、 ね 11 』 

『行けな いこと が ある もんか？』 

『でも、 いいでしょう か？』 

『いい ッて 11 子が 親に 正當な こと を 要求す るの が 何で 惡 い？』 

『さう 云ゃァ さう です が、 ね。』 

『一 體， あんた は 人 を 疑り ッぼ いから、 さう して 違った 方 を 信じて しまう から、 よくない。』 はい 

つかいち 度 云 はう 云 はう と 思って ゐ たこと が 出た の だ。 『僕 は、 もう、 いつまでも 田 口の 家の ことで 面 

倒 を 見る の は 御免 や。』 おせい さん は 自分の 不利益 だと 見た ことに は • しま ひに は、 默 つてと ぼける の 

がくせ だ。 あね 娘の 葬式に わざと 時間 を 夜に 變 へて、 本當に 正直な 參列者 ども をす ッ ぼかした， の も そ 

れが爲 めで はない か？ そんな 無 常識に づ るいと ころ を 見る と • あの 田 口ら が 云 ふ 十五 圆ゃ 七圆 も、 

すべて かの 女が 子供に 命じて させた 仕 わざ かも 知れなかった。 が、 今 はそんな 考 へよりも こちらの 一 

般に繼 母に 對 する 公憤の 方が 勝って ゐた。 

『  』 おせい さん は 梁して ゃッ とのこと で 雄 作の 方へ ふり 向いた が、 なほ 人 を- £| 鹿に したやう 
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な 口調で、 それでも 要領に 這 入った。 『ぢ ゃァ、 雄ち やん、 これから 直ぐ 警察へ 行きましょう か、 ね？』 

p  fl 雄卞 はどうで もと 云 ふ 目つ きをして 母 を 見た ば 力り だ。 

『お前 も意久 地がない やない か』 と、 堤 は 雄 作 を 叱り付ける やうに 云った。 『親が 親で ない のを訴 へる 

のに 何 を 躊躇す るん や？』 

『おき ァ、 兎に角、 さう しまし ようよ』 と、 おせい さんが 代って 答へ た。 

『  』 堤 は その k 、に、 角に も 面白くない 感じ を 得た が — 。 この 時、 あ ひにく、 田 口が うら 木戶 

を 明けて 這 入って 來て、 

『おい、 ゐ るか？』 

『ゐ るよ』 と、 こちら も ぞんざい を 自認して 答へ た。 今农に 限って、 向 ふの 出かた が I 相變ら やの 

こと だが —，： 特^に 失敬の やうに 取れた からで ある。 

m 口が 勝 乎の 障子 を 明けて あがって 來た 以前に、 おせい さん は 顔い ろを變 へて 玄關の 方へ 逃げ出し 

ヒ が- 雄 fe- は 逃げ後れて、 まだ 坐 わった まま 田 口の 鋭い 目に 捉 へられた 

『また 來てゐ るの か？』  r 

『さッ きお 話 を 聽き錢 して 行きました から』 と、 雄 作 は 感心に も 巧みな 1K ひぬ け をした ので、 こちら 

も 私 かに これ はいよ いよ 決心した、 な， と 思った。 そして 田 口が 茶の まへ 來て 突ッ 立った まま 子供 を 


見お ろして るの を 何げ なく 見せつつ 仰ぎ 化て、 

『小 偕の 心得に なること を まだ 云ひ錢 して あつたん や。』 

『いら ッ しゃい』 と、 お 竹が とぼけて いつも 通リの 挨拶 をした 時から、 田 口の 顔に はこ ちら をう さ， < 

臭いと 見た やうす があった が、 今 こちらが 云った ことに も 頓着し ないで、 IS は 

『早く 歸れ』 と 怒鳴った。 『幸 W を つれて 來 たんだら う？』 

『  』 こいつ も氣が 立って る爲 めか、 機敏な 耳 を 持って ゐた。 今、 うら 木戶 がちよ ッ とがた ッ 

と 云った ので、 早 やおせ いさんが 逃げて 行った こと を 知った の だ。 で、 提は IS をな だめる やうに して、 

『さう ひどく 云 はんかて、 どうせ 君の 子で はない か？』 

『いいや、 白^も しないで、 飽くまで 親 を だまして とほ さう とする やうな やつ は、 おれの 子と は 思へ 

ない！』 

『雄ち やん も、 もう 歸 つたら よから う』 と、 こちら は 仕 かたがな いので それとなく 智懇 をつ けて やつ 

た。 

『ぢ ゃァ、 左 やうなら』 と、 雄 作 は 手 をつ いて 親の 方 を 見て 挨拶す ると、 その 尻の 方から 立って 歸り 

仕度に なった。 その まだ 子供ら しい やうす を も 田 口 は 見ない ふり をして、 こちらへ 向き、 

『さ ァ、 また やらう か、 ね』 と 云って、 笑 ひながら 坐 わり 込み、 ふところから 花 ふだ を 出さう として 
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やめた。 その GZ に は それでも 親と しての 淚を ごまかして ゐ るの を 見て、 こちら は释 察から 行き さへ す 

れば この 事件 は 一と 先づ 納まる に 違 ひない と 思へ た。 そして こちらら も 笑 ひながら * 少し 迷惑で も、 

この場合、 仕 かたがな いので ぺ やらう』 と 答へ た。 本勝负 なら まだし も、 何も かけ ッ こなしのから 花 

は， いつもた だへ たな 殴 さま 夫婦のお 合 ひ 手 をして ゐる やうで、 もう、 大分に 飽きが 來てゐ るので あ 

つた。 そしてお 觳 さんが 來 ないなら、 それと， なく やめに しょうと 思 ひながら、 

i 君 はどうした』 と聽 いて 見た。 すると、 矢ッ 張り、 

『あとから 來る だら う』 との. 答へ であった。 そこに 然し 何だか 田 口が その 細君に 對 して 冷淡な ところ 

が ある やうに 見て取れ たので、 子供の ことから また 何 か不議 にな？ 來 たの だ、 な、 と 思へ た。 

『  』 茶して お 兼さん が來 ないなら、 丁度い いから、 而 白くない 今夜 はやめにしたかった。 が、 

堤 はけ. ふめ 新聞に 出た 相場の ことな ど を 語って ごまかして ゐ ると、 聽き 慣れた はき 物の 音が して、 う 

ら木戶 が 明いた。 そしてお 兼さん が、 藝 者の 出 を 思 はせ る やうに、  をつ と 

『今晩は』 と 云って、 これ も 相變ら すわが 家 か 何ぞの やうに 遠慮なく あがって 來た。 が、 その 所 天の 

顏を 見る と。 ぐ、 例の はきはき 過ぎた 調子で、 『今、 雄 作に そこで 行き 合 ひました よ。 確かに さう^ 

とこ ッちは 思って 見た のに、 向 ふ は 知らない ふり をして すたすた 逃げて 行き ましたが、 ここへ 來てゐ 

たのでしょう？.』 


『さう です か』 と、 お 竹 は —ー ほかの ものが まだ 誰れ も缓を しないのに —— わざわざ そらとぼけて 

答へ た。 それが 爲め にお 兼さん はお こって だら う。 割り 合 ひに 白く、 いつも 素直な その 颜を いやに 

ら せて 坐 わった が、 ねんね こで おんぶして 來た子 を 一;^ なかから おろさう と はしなかった。 

『早く 春ち やん をお ろして 一と 勝负 どうです』 と、 堤 は 愛 相お 云って 兑た。 が、 これに は應 じないで、 

『そんな こと、 もう、 面白く もありません、 わ』 と、 かの 女 は 少し つんと した。 

『  』 は 苦 した けれども、 結局、 その 方が よかった。 E 口 も ほかの ことに まぎらせて 子供 

に會 つたこと を： K はな いのは * お 竹の 入ら ざらん 曾 葉に ここで. a ぐ 恥ぢを かかせない 爲 めとば かり M ル 

えた。 そしてみ なが 互 ひに 不愉快な やうで その 場 は 勝負な しに 別れた。 ふた リ になって から、 お 竹 を 

『なんで あんな こと を 云 ふたん や、 獣つ とれば えいのに』 と 化った。 その 焚け 惜しみに だら うが、 か 

女 は  、 

『どうせ 田 口さん の 口から 分り まッ さ』 と 云った。 

『それやから、 云 はん 方が よかった やない か？』 

『わたし はお 兼さん の やうな 高尙な 生まれではありません から』 と、 かの 女の 霄 葉 は 飛んでも ない 方 

向へ それて 行った。 

『  』 こちら は 私 かに 女 同士の こと だから、 少し は 向 ふ を そね みねたん でる 爲め でも あらう と讓 
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歩す る こと はでき たが、 それにしても、 たださへ 兩 方の 家が 憐 かに^う 氣まづ くな つたと ころへ 持つ 

て來 て、 向 ふの 事件が もとにな つて また こちら 夫婦の いさか ひな どまで は W ッぴら であった。 

弋 氐、 德 日の やうに どちら からか 行き 來 して ゐ たの だが、 その 翌日 は 田 口との あ ひだに 互 ひの たよ 

がなかった。 その上に、 また、 こちらの 夫婦 同士 も 何となく 互 ひに 不愉快であった。 夜に なって か 

ら弯 へて 見る と、 人 を？^ へば 穴 二つと 云 ふ ことがあ るが、 矢ッ 張り、 こちら も 子供に 親から 見れば 惡 

いこと をう ッ かり 敎 へて やった のがよ くなかった ので、 その 報いが てきめんに、 もう、 夫 嫌の あ ひだ 

にも 來てゐ るので はない か 知らん と 一 K ふやうな、 舊弊 じみた 遝命觀 では あるが、 不思議に も、 何とな 

く 自分 以外から 責められての 後悔が 先き に 立った。 そして その また 翌日 も、 ゆ ふが たまで は、 さう で 

あった。 

お， K さんと は 近 ごろの ことで も、 田 口と は 長い あ ひだの 付き合 ひだ。 それ を I. 子供に 同 4^1 て だ 

と は 云 ひながら 11 訴 へさせた の は、 自分自身の ことで はなし、 不必要な ことで もあった。 この 廣ぃ 

柬； M に 於いて、 商 買 上の 利害 關係を 離れて 親しく 交際して ゐ るの は 田 口ば かりであった。 それが 二日 

もやって 來な いと、 矢ッ 張り、 女房 だけで は 埋め 合 はせ の 付かない 寂しみ が 感じられる。 お 竹 だッて 

も、 ゃッ と. できた 獨 りの 女友達が なくなる と、 俄かに 寂しい の だら う。 その 寂し さとが かち 合って、 

夫婦 同士 の あ ひだ を もまた 氣まづ くして ゐ るに は 相違なかった。 


SE„ ，に どうと： K つて 云ひ爭 ふので もない けれど、 用 窜の爲 めに 出て 行く にも， 歸 つて 來 るに も、 き 

まり 切った 挨^ や！； ぽ 事の ほかに は、 どちらから もむ ッ つりした 受け 答へば かりで^ら した。 りこと 

だから ッて、 不平 まじりな 自分勝手の 尤もらしい 理窟 を 述べた の だが、 それが 斯う そり 返って 來て、 

自分ら をまで 殆ど 1 1 日間 も不德 にす ると は 思 ひも 寄らなかった。 而もお 兼さん の 不斷の 割り 合 ひに 

快 S なのに 比べて、 うちのお 竹が もとの 稼業 出に も 似合 はす 常々 を 浮き浮き しないの は、 その 時々 冗 

談 らしく 云 ふ 貧乏の 不平が ある 爲め らしい。 

『いつまで たっても こんな ことなら、 ぃッ そ、 藝者 をして をった 方が よかった』 とも 云った ことがあ 

る 0 

『そんな 年墦 でかい』 と、 その 時 は 堤 も 怒って 答へ た。 『やるなら、 やって い！ また 色 をと こに て 

られ たかて、 今度 は、 もう、 孕んだ 兒 まで そ ッ くり 引き受けて 姐<れ る、 おれの ゃラ なお 人よ し はゐな 

い ぞ！』 さう だ、 その 兒は 生まれ落ち ると 直ぐ、 幸 ひに も * 死んで しまったが、 その 母， 1 を 受け 出し 

て やる に は ニ千圓 足らす も かかった。 その 恩義が 足 どめに なって、 かの 女 は 今でも ここ を 趣げ ないだ 

けの こと だら うか？ ふたりの あ ひだ には子がない の だから、 この 十 年 あまり もお； i;! ひに かた であ 

つたの をな ほこの まま 續 けて、 ともしらがまで も 水 人ら すで 愛し 合 はう と- こちら は ^siE: 年時弋 にお ぼ 

えた 耶蘇 敎 口調に 從來の 云 ひ 慎ら し を 加へ て 語っても ゐた。 が、 それ を 今や 自分から も裘 切り、 かの 
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女から も 哀切ら れ たやうな 氣 ぶんに 堪 へられ なくなって^, 

で、 二 n 目の 晩の 食事 を 一緒に やりながら、 堤 は 自分から 折れて 出て、 先づ 

i ちゃんら はどうし ただろ か、 なァ』 と 云って 見た。 氣 がかり でもあった こと だから。 すると、 お 

竹 も 初めて 常の ゑが ほ を 見せて、 

『さ ァ、 1£ とか 報告が ありさうな ものです が なァ 』 

』 さう だ、 報 吿とは氣 が 利いた 云 ひかた であった。 然し、 それ I 舊 はかの 女の 藝 I 

代、 ら云 へて たつで II ふと、 これから 又き 臭し ろうと 臭い I さん 以上に 派手な お 化粧で 

もさせて やりたかった。 が、 一 つに は藝 f がりと きたくな く、 また 一つに は 物入り i さしめ な 

いば かりに、 かの 女 S ませば 上品で、 お 兼さん などと i ひ、 口 もとに は 引き締まった 建が ある 

その 顏を、 これまで、 惜しい ことに は、 くすぶらせて 置いた の だ。 

そんな こ と息ふと 、おや 墓り の 、一二 十代から 少し I ルげ 上つ S た あたまに.： 恥！；； つ！ It 

何だか 氣 ぶんが 常にな く而 白くな つた。 そして 一 つ、 III むかし 隨 分力ね を 力け た 

この 自分の ずた 張りの， 久しぶりで 試め して I  くな つた。 


が、 それ はさて la き、 一 一： 味の 絲 から 氣が 付いて、 

『おい、 田 口へ 三：^ 線 を 借りに いて 來ぃ』 と 命じた。 

『なにし なさる のです』 と * お 竹 は 殆ど 意外の やうに 不思議 さうな 額 をして 問 ひ 返した。 

『  』 それ は 尤もで あらう。 お 兼さん がお 竹の 意 を 汲んで こちらへ、 つけ づけと だが、 

『三 味 線 ぐら ゐは彈 かせて 上げても いいでしょう 11 折角、 いい 物 を澤山 おぼえて いら ッ しゃる ので 

すから』 と 云った 時に も、 こちら は餘り 進まぬ 颜 をして、 

『こッ ちゃ は 田 口  1;^^ の やうな、 成り 上りの 三味線す ッき やない さかい』 と、 冗談 まじりに 反對 した。 

けれども、 お 竹 は それから 少し： g を 許して、 田ロのところの三味線をこちらの^守には時々^^りて來 

て、 彈 いてる やうで は あるが • こちらから 進んで 借りに 行けと，：；： つたこと はない 。『なに をす るッ て、 

それ. を 出しに 向 ふの 様：： 卞を 見て 來 たらえ いやない か？.』 

ぢょ 

『うん， さう です、 な』 と、 かの 女 はに ッ こりして、？ なづ いた。 そして^ ぐちよ こちよ こと 出て 行つ 

たが、 失望の ていで 歸 つて 來 たによ ると、 裏手の そば 屋へ&3^ して、 今ない と 云 ふので あった。 

『馬鹿な！ し 堤 は 人 ごとながら 下 だらない と 思った。 『お 兼さん はさう 隣り；.. 處へ よくす る ほどなら、 

もッと 子供の 方 を 可愛がって やれば えい やない か？』 

1" その子 供もゐ ないやう でした、 わ。』 
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『ほたら、 駄目であった のか、 なァ— 確かに 訴 へる こと は訴 へた やろ に？』 

『まだ 警察の 方で 後ら して る のか も 知れません。』  I 

『さう 長引く わけがない が、 なァ』 と、 堤 は 話 をう ち 切って、 茶の まへ 出した 引き出し 附 S すす 

i 目に かた 手皇 きながら、 暫ら くそ？ とば かり 考 へて ゐた。 おせい さんの こと だから、 ぐ づぐづ ま 

ご寸 ハてゐ て、 まだ 警察へ 行かせない のか 知らん？  I、 行った こと は 行った が、 警官の 方が 手ぬ 

るぶ か？ かね を ま 政治家 ゃ實業 家の ことと は 違 ひ、 たと へ 有名な 文 I だから ッて、 H  口に 對 

して 手加减 をして ゐる こと も あるまい？ 矢ッ f 、 雄 ちゃんが 親の ために 靈 があって 行けな かつ 

たの か？ 獨备の やうに なって、 『あかん、 なァ、 おせい さん も II こんな 時 こそ あの 振 ふべ 

き 時 やのに！』 

『おせい さんの ことです から、 如ォ はないで しょう』 と、 お 竹が 臺ど ころで 洗 ひ 物 I をち やらち や 

ら云 はせ ながら. の 一 一  一 n 薬であった。 

『  』 それへ こちらからの f かかる やうな 口ぶりで 、『ほたら、 何とか 手 ごた へが あ I う.^ 

もん やない か？ どいつ もこ い つもた より 無い ものば ッかッ り や！』 

『人の ことです から、 さう わが 思 ふと ほりに なり まッ かい、 な。』 

この 時、 かた たと. 躲 さうな 千 供の 足お とがして 來た。 初 雄の らしかった。 


『  』 こちら はこの 子 を も 一度 自分の 子に 貰 ひ 受けよう とした ことがある。 幸 田と 下 {$屋 が喧 

嘩 別れに なつてから， あの 政 直に 對 する 獨 りぎ めの 養父ら しい 情愛 も 消えて しまったので、 お 兼さん 

がその つれ ツ子 t う 愛して ゐな いの 集 ひに して、 田 口と も 親の 上、 この 子を — 可哀 さう でも 

あるから— 暫 らくう ちへ 来させて、 お 竹に もな つく か、 なつかぬ か を 試め I た. そ § 初の 夜、 お 

竹の 老父 力お そく 來て とまった の を 知らないで 眠った 子 は、 夜な かに 便所の 緣が はがみし みしと 云 ふ 

ので 目が さめ、 障子の がらす 窓から、 大きな 男が 消えて 行く の を 見て、 『どろ 棒 ぢゃァ ない の』 と 云つ 

た。 まだ その 時 はた ッた 五つであった。 仰向けに なって、 足 を 1K 井へ 向け、 その上に のせて ま 子の 

眞似 など させて やる と、 『うちのお とうさん はこん な 面白い こと をち ッ ともして 臾れな いんだ もの』 と 

喜んで、 こちらに ばかり は 親しんでも、 お 竹に は餘 りなつ かなかった。 そして かの 女 も 亦 こちらが 渠 

をば 力り 可愛がり 過ぎる と 云って 不平 を 云 ひ 出した ので、 止む を 得す 返して しまった。 その 時の 理由 

を、 まさかう ちの 女房が 燒き 持ち を燒 くので とも- パ へない ので、 直接 田 口に は、 

『君の iki の 様子が 子供の ことから いつ 破裂す るュ いも 分らない から、 ^の實 子で もない の を K つて 置 

レて 僕と 君との あ ひだまで が 氣まづ くなる やうな ことがあっても 困る から』 と 答へ た。 ^して 今度 

の やうな ことが 持ち 上った では な^か？ これ は、 はたから 見て ゐて も、 どうな つて 行く か 見 もので 

あらう。 
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それにしても、 猿が 來 るたん びに は、 その後 だッて も， きッと 何か與 へて S がって たの だ- 1、 

今晩は、 それが 木 戶を這 入る の を さう 歡迎 する 氣で 待ち受ける こと はでき なかった。 A  0i 

を 明けて。 

『& ばさん、 おとうさんが これ を』 と 云 ふの を聽 いた 時 は、 

『來 たか、 初ち やん』 と、 先 、、つ、 堤 はわれ 知らす かた 手 I に 突いて、 からだ をそ の 方 i 

"させた。 が、 自分の 方から 照らす 謙の 光り I の 小さい 手が 封書 を 一つお 竹に 渡した の I て 

忽ち 自分 は 何 か 面白くな いこと を豫 想しながら それ を 受け取った。 

『にィ さん 達 はどうして？』 

『今、 巡 杏に つれられて 歸 つて 來 たの。』 

『ふたりとも？』 

『えい。』 

『おとうさん は 叱りました 力？』 

『えい、 にィ さん は 叱られた よに 

『大 相？』 

『えい。 大 變"』 


『  』 そんな 應對 もはッ きりと は 耳に 入らぬ ほど、 堤 は 困って しまった。 手紙の 文句に は 斯う 

窨 いてあった、 

『子供 は 警察の 手 から^の 考 へた 通り 飾って 來 ました。 然し、 僕が 子供 を 君の もとへ 遣 はした の は、 

く.. 5 かい 

小佾 としての 心得 や 商人と なる 將來 の爲 めの 訓戒 を 話して 赏 ひたかった のであって、 決して 父 を 察 

へ訴 へさせる、 ことな ど 頼んだ のではなかった。 なぜ そんな こと をした の だ？ 君 は 僕が rf 供の 爲 めに 

筋 立った 順序 を 立てて やって るの を、 わざわざ、 はたから ぶち 毀 わす やうな、 入らない お 世話 をした 

のであります。 こないだの 晚の 様子が 變 だと 思って たら、 君達 はこん な こと をさせる 計 割を敎 へて ゐ 

たの だ。 友達甲斐 もない！  自身の 經驗 から 見ても 分る 通り、 親 は 子供 を 叩き上げる 必要の 爲 めに 

は 一 且突ッ 放しても かま はない ものです。 それ を はたから、 この 後 だッて も、 かれこれ なまぬる いこ 

と を 云って 貰 ひたくありません。 以上。 吾助。』 

『もう、 歸 しても よろしいで すか』 と。 お 竹が 念 を 押した 時には、 

3  .  てがみ 

『うん』 と 答へ ただけ で、 また 手紙 を 初めから 讀み 退して ゐ た。 

『何 を 云うて 來 たの？』 お 竹 も そばへ やって 來て坐 わった。 

『  』 その 膝へ 讀み終 はった の を 投げ やって、 またい きど ほり を 新たに しながら、 『あいつ も殘酷 

なや ッ ちゃ。 ゐ のしし は 生まれた 子供 を； 速 だめし に 谷 そこへ 投げる と 云 ふけれ ど、 それ は 畜生の こッ 
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ちゃ、 人 33 ま 少し 違 ふ！』 

『然し』 と、 お 竹 も 一 と 渡り 讀ん でからまん たは ま I 分に 子供が なさら、 人の子き 鼻がない 

**^ど15-,{1发がり過ぎます。』  . ； 3 

『u: た！！』 II  II もう II が、 き" 初 

維 塞に 排斥した I す m 一  だ。 今一 つ は、 何 ま fhuu な こ h 

11  口  il 甚モ lii。  III け .^.T されうな な 

かま はない が、— これまで だッて 別に 賽 上の 利霞係 はなかった の だから I 然 

自分 は廣ぃ 東京に 友達と ま i が なくなって、 殆ど 獨り ぼつち だ。 それが つらかった。 

『きッ と 子供が すッ かり 云うて しまった のです、 ね。』  う、，、 

『さう やろ。』 あれ だけ 云 ふなと 云って あつたの にだ。 『あの 田 口の こと だから、 I とお こって る そ 

わし かて、 子供と 親と どッ ちゃが た 祭 かと 云 や、 矢ッ 張り、 田 口の 味 かたになる の だけん。』 

『ま ァ、 夫婦喧嘩の 仲へ 這 入った も 同様です、 な』 と、 お 竹 はうまい こと を 云った。 

『あとで 馬鹿を見 るの は あんた ば ッかッ り や 』 

『  』 直ぐ 出かけて 行けば あたまから ゃッ つけられ るの は I り 切って るので、 堤 も先づ 手紙 

で する L 仕 かたがなかった。 『御 手紙 拜見 仕き と、 こちら は 却って 商 寶用 に 書き 慣れた 文體 


に L て、 『大いに 御 立腹の 御 様子 誠に 恐れ入り 候。 小生 は 然し 何も： ゆ 一意 を以 つて 警察へ 訴へ よと 中した 

ので はこれ 無く、 子供の 爲めは 結局 また 君の 爲 めで 有 之 候へば、 兩方 4^ ハ よかれ と考 へて 致した ことに 

これ 有 候。 偶々 それが^の 逆鱗に 觸れ お叱り を 被る こと、 實以 つて 恐縮に 堪 へす 候。 幾重に もお 詫 は 

申すべく 候へ ども. これが 爲 めに^との 多年の 交際が 若し 斷絶 する 如き ことに も 立ち至り 候 はば、 お 

互に 殘 念の ことに 存 ぜられ 候〕 孰れ 明日に も參 堂、 詳しく. 5. 上ぐべく 候へ さも、 取り 敢 えす- キ 紙を以 

つて 御 詫の 段く だんの 如く 候。 伴 太 郞。』 

お 竹が いや だと 云 ふの を 叱り付ける やうに して、 無理に 持って行かせ たの だが、 田 口 もお 兼さん も 

出て 來 なかった さう だ。 お 竹 は、 

『癥 にさ わった から、 どうせ これ 切りなら、 うんと 子供 を 焚き付けて やれ』 とのこと で、 t^g, へ 雄 作 

や 政 直 を 呼んで、 あすに もこ ッ そり 來 て御覺 と 命じ、 あれから どう 1K う 順序 を 踏んだ かと 云 ふこと を 

も聽 いた。 あれから、 囝 口の 隣り の 主人に も 相談したら、 矢張り、 訴 へる がいいと 云った こと 11 あす 

さしせ A 

とも 糰 Gscc ち だと 云 ふから こちらの 說に黉 成す るに きまって たが、 世に はどうして、 斯う、 自 分と？？ 

様な 育ちが 多い の だら うと 思 ひながら、 堤は^111分の妻の報吿を聽ぃたが 11 それから、 大 嫁の 分署へ 

上申して 匿いたら、 け ふ、 芝の 警察から 知らせが あって、 また 大 嫁へ 政 も 一 緒に， 來 とこと。 そして 

巡 木 几に つれられて 再びう ちへ 歸 つたこと、 など を。 そしても ッと聽 かう として ゐる うちに、 お 兼さん 
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『雄 ちゃんに 政ち やん、 どこへ 行って るので す』 と 怒鳴った さう だ a 

敬ぢ やない か、 こッ ちゃが 使 ひに 行って るのに？』  ....i.., 

f あす も 行かない 方が えいでしょう。』 かの 女 i つきで は. 11 

. ^りこで も 田 口 家との 關係を 絶って いいと 云 ふらしかった。 

力 お C し iti 決して I 田 Eifiii かった。 

P うちに、 また 5 いさんが 例の ねき 慕 さう に 見せて やって 來た。 子供 S 子 を I にたら 

うが、 斯うお そく 來 てべ ちゃく ちゃ 話し込まれて、 またとめ て吳 れいな I はれて は 溜らない ので あ 

『田 口と I らう ものが 名譽 にも 琴る 軍ァ ありま せんか？ 今度 こそ 懲りれ 一一 、もう、 

きッ と、 あの 女の 爲 めに 子供 I 待したり など はしないでしょう よ』 などと、 大 S を 云つ て るの 

『さ、 あんた も 寶際 にだら しがなかった さかい、 なァ』 と、 いやがらせ を云 つて、 大抵のと ころで 

切り 上 I せて しまった" 子供 をろ くろく 自分 S つけ 育てる こと もで きないで、 一つの 管 芋 を 二 

名 のぞ iri いて 取り合 ひする そのぶ ざま を もた 奠 つて 見て ゐた 者が、 今や その子 供 を 人に まかせ 


て、 少しよ くな つた かと m わ はれる と、 また 横取りで もし かねな いのは、 餘り に蟲 のよ 過ぎる わけで は 

ないか？  口 门 やお 兼さん 0 身に なって は、 おこる の も 常り 前 だ。 それでも、 そのべ ちゃべ ちゃ 云 ひ 

や うす 

ながら 勝 乎 を 出た 時、 堤 は 『鬼に 角、 僕が あすいて は-たら 様子 は 分る さかい』 と 云って 聽 かせた。 

いよいよ その あすに なって ると、 ぎ 夜まで は 用事 を 延ばしても と 思って たのが、 こちらに も 弱み 

が ある 爲 めに、 何となく やすやすと は 行き かねた ので ある。 夾た 手紙に 害いて ある 通り、 また、 

あ さね ばう 

『入らない こと をした』 と S はれて は. 返事の 仕 やうに も 困る だら う。 ょひッ 張りの 朝 •：！ 坊が まだ 起 

きて ゐ まいと 云って、 時間の 立つ の を 待って る あ ひだ は、 それでも まだ さう ではなかった。 やがて 起 

きた 頃 だとなる と • こちら こそ 警察へ でも 引かれる やうな 氣 がして、 

『もう、 やめよ か』 とも 相談して 見た。 

ラナ 

『どうせ これ S りになる なら』 と、 お 竹 は 然し 錄 まして れた 7 今一度 行って 様子 を 見て 來 とく 方が 

おもしろいで しょう。』 

『さう や、 な。』 斯う 思 ひ 底して、 しぶしぶしながら 出て 行った ので あるが、 さりげなく， これまで 通 

ち さげしょう 

り ナ丄闢 を あがった i>、 お 兼さん の や ッと朝 化 粒 をす ませて、 鏡の 前で 肌 を 入れた ところが 與 座敷に： 
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えたので、 『や ァ』 と ，かけた が、 見ぬ ふり をして、 茶の まの 方に 坐 わった。 ISI 

てた ので、、 湯 どのから、 

『堤 君 か？』  こ、 ろ.， 

『  』 その 聲 がいつ も S り 無 露ら しかった ので、 こちら も 同じ 心持ちに なって 

『ああ。』 然し、 そ S のこと でも こちら は 章から 少し 氣 I くさせられて ゐ ないで はな 力った ^ 

價 が高 くな つたに つれて、 湯錢も あがった ので、 I とふたり が隔 曰に ff- へ 行く としても、 月に さッ 

と 小 霞 は 人る。 それだけ. 代に 人れ るから、 うちの もの I 曰饕 S し f でもい いから 入 

れて" 犬れ ないかと、 お 竹と も 相談の 上田 口に 話しかけて 見た。 すると、 藥， ね 

『僕 は f は ii で、 おや ぢがゐ た 時で も、 おやお I 入った あとへ I 入らなかった ほど だか：.^、 

と 答へ た。 そのく せ、 自分の 女房 や 子供 はいつ も 先き へ 入れて やって ゐる ではない か？ •、、 それに j 

、こ.. ベて は、 おや ぢ など は ili にならぬ 雲。 而も、 g おや ぢは こちらのに 比べて 歡ど. -に 

あまかった。 それ を わざわざ S に 持ち出し たのに は、 然し、 別な 理由の ある ことが 分って ゐた。 ひゲ 

,i こちき もお 竹に も 子供ので II がない その 病 氣を おそれる ことであった らう。 だ" ら J; 

ちら も 一番 あとでい いからと 云 ひ 添へ たのに。 むかしのこと を 引き出すなら、 田 口 だッて も、 

はたず ち 月の 音から 五 曰 間 も f つて ゐ ながら、 その 慕れ に i か I けて 來 


出て ゐ たの を 知らなかった ではない か？ その 爲 めに こちら もどれ だけ 〈，： 分 は 一：^ 味が惡 かった こと^ 

力？ 

身 勝 乎の わが 儘と 云へば、 お^さん も 同じ ことで、 今 * 同じ 窒へ這 入って 來 ながら、 

も *. わん 

『いら ッ しゃい； |j も 云 はないで、 隅の 火鉢 〔前 を 茶碗な ど 出て ゐろ ちゃぶ 蹇に 向って 坐 わるが nl 'い 

か、 いきなり、 『あんた の 奥さん は なぜ あんなと ぼけ かた をした のでしょう』 と 云った。 『あとで ぐ 分 

る こと ぢゃァ ございません か？』 

『  』 堤 も あれ はよ くないと 思った ので、 お 竹 を あとで 叱り付けた ほど だ。 けれども、 新う 詫 

びる つもりで 來てゐ る ものに 向って、 半ば 氣 ちが ひの やうな おせい さん ぢゃァ あるまい し、 さう つけ 

つけ 云 はないでも いいで はない か？ 『ま ァ、 許して やって 下さい。 きまりが 惡 かった ばかりで、 刖に 

Haf 意が あった わけで も。』 

『さう かも 知れません が 11 子供 は あんた のお 宅で 敎 へ られ たと か 云って、 巡 木 几 を つれ て來 ました 

よ。』 

『僕のと こばかり やない。 お 隣り でも さう 云うた さう や。』 

『へい』 と、 お 兼さん は奧 座敷の その また さきの 方 を 見る やうに して、 『お 隣 リへも 行った のでしょう 

か？』 

子 無しの 堤 


第八卷  ，_ ョ c 

『  』 かの 女の こちらに 對 する が 少し わきへ それた の I て、 『責は i きで 螯 めし を 喰 

うてから t.^ へ 行き、 それからお せいさん を 尋ねて 一緒に また 僕のと こへ 來て、 それから またお 隣り へ 

寄つ たんや。』 

『然し、 御 はん はお 宅から 歸 つて 直ぐう ちで どッ さりた ベて 行き ま t た、 』 

『そり や 知らん けれど—』 して 見る と、 この ことで お 兼さん を惡く 思った の はこ ちらの 考へ違 ひで 

あつたの だ。 さう だ、 まさか、 無敎 育な まま 母で もない から。 堤 は 雄 作らのお ほ ひに 呆れない では. - 

られ なかった。 少し 向 ふの ％1 を 取る やうに、 『ほたら、. よう 喰 ふ、 なァ— —子供と 云 ふ もの は！』 

『わたしの 方で はそんな ことと は 知りませんで したから』 と" かの 女 はな ほ まじめ 腐って、 こちらの 

笑 ひに は應 じて まなかった、 『最後の 御 はんだから ッて、 たべたい 丈け たべて 行けと 云った のでした が 

11 』 突然、 うわ 目に なって、 早 や 口に、 『あんた、 子供 はお 隣り へ も 行った のです ッ てよ！』 

『や ァ』 と、 田 口 は どてら の 上に けんちう の ki^i を 締めながら 出て 来て、 こちらへ 聲を かけた〕 そ 

して 直ぐ、 『君 はこ ッ ちの ありがた 迷惑な ことば かりした の だ、 ね？』  r 

『  』 無論、 今 知った めしの こと も 含めて、 すべて 子供の 訴へ 事件 を 云って るの だら うと 思つ 

たので 、『君に Hi を かけて すまん が、 實は、 ゆ ふべ の 返事の 通り、 別に 悪意が あった わけ やな レカ 


『そり ゃァ i まはなかった かも 知れない が、 ね』 と、 田 口 はこ ちらの 前 をと ほって、 ちゃぶ 臺 をお^ 

さんと さし 向 ひのと ころへ 坐 わった" ^^してこちらへ左りの横がほをMルせながら、 少し 意 張って る や 

うに、 『君 は 友人 &斐 がない ほど it だよ。 僕らの やつ てること を 君 は 君の 細^と 一緒にな つて 世 あ 

り來 たりの まま ツ子 いぢめ と つてし まった やう だ。 世 はお 兼が 初 雄 をよ く 叱る ので、 あれ もま ま 

ツ子 だからと 云って ゐる さう だ。 そんな 輕卒な  1 ベめ とおん なじ やうな こと を らも やって M つち ゃァ 

e: ろの だ。』 

『  』 堤 は 渠らが 食事 を 初めた の を：！^ て、 いつも これ だけ は 貧乏の 時 を 忘れないで 質素に して 

ゐる、 わい と 感心しながら、 『僕が 惡 かった。 あやまる。』 

『なァ に、 さうた やすく あやまら なく ッて もい いが、 ね、 ただ 僕ら を 今少し 理解して 吳れ て、 これ か 

ら 子供 をお だてて 吳れさ へ しなけ りゃァ —— 。』 

『今、 ゐ ないやな いか？』 堤 は 話し を これで^な ガ 向へ 轉 じょ. うとした の だが、 さう はでき なかった" 

う ザき  z>  3 

自分と 共に 自分の 妻まで も攻擎 されて ゐ たからであった 力 ，11 , 

『おかげで 僕の 手から 小僧に やらなければ なら なくなつ たので、 今、 新聞で 兑 た廣吿 のと ころへ 當り 

に 行かせた の、 さ 11 どうせ 一 度 は その 本人が 行かな けり ゃァ ならない の だから、 ね。』 

『ほたら、 どうしても 小儈 にやる つもお か？』 
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『無論 * さ。』 

『  』 もう、 それで は、 はたから 燒 きもき してやる こと もない と 思った ので、 何だか 自分の 

II が おろせた 氣 がして、 『君の 意見 逋 りになる の だから、 それ もよ からう。』 

『維ち やん 達 ほ 堤さん のと ころで も 御 はん をいた だいた のです から、 ね、 何と 云 ふ 意地き たなで し 

よう』 と、 お 兼さん がまた 話し を ％ュ り しさう であった U が、 これ は 田 口の 1 と 言で すんで しまつ 

た。 

『どうせ、 あの 幸 田が 乘り 移って る やつら だ！』 

『ほたら、 失敬す る。 今から Ife に 出なければ ならん から。』 斯う 云って、 ゃッと 窮窟で 面白く もない 

堤 をの がれた の だが、 けさと 云 ふけさ は、 誰れ も 33 つて 出ない のを氣 安いな かの 當り 前の ことで はな 

： いやう に 感じた。 

『さう か』 と 云った、 田 口の 愛 相 もこ ちらの 耳に はいつ も 通 リの氣 持ちの いい 親しみ を與 へな かつ 

た。 そして 向 ふが そのつ もりなら、 こちら も あんなに 一一 一一 口 葉 低く あやまつ たのが 不見識 過ぎた やうで あ 

つた。 

お 互 ひに 人間で はない か？ 思 ひ 違 ひも あらう。 病氣 にも 權 らう。 貧乏 もしょう。 ただこ ちらに は 

令 時節が 惡 いが、 向 ふに は &i が 向いて 來 ただけ のこと だ。 湯に は 毎日 二度 も 三度 も 這 入り、 無病 息 


災の女 を 持って、 それに も 達者な 兒を 生ませた。 その 仕 合 はせ が 賑やかな の をい いこと にして、 子供 

を ふたりまで 手放した りする の だが、 今に 見ろ、 冥加が あまって、 田 口 は その 爲 めに 何 かの 天 罰が 當 

らう。 

ん かん 

堤 はそんな こと を考 へる と、 何だか 自分自身の ことにまで 反感が 起って、 移った か 移された か、 ど 

ちらと も 分らない 病氣の あるお 竹な ど は —— かねの かかった 女で は ある けれども —— もラ、 どうで も 

いい かの やうに なって しまった。 - 

そしてし ほし ほと 自宅へ は 向 ひっつ も、 田 口から 二度まで も 

『友達甲斐がない』 と 云 はれた の を、 云 はれて 見れば さう かも 知れなかった が、 i5 も 子 無しの .^f 因 を 

指摘され たと 同様に、 一  ^ 殘 念で、 殘 念で一.. 

-He 大正 八 年 十月) 1 
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『 •：：：. 』 S はお はけ ふ、 自分の 垂— と 云っても、 今 は 人の 茶飲み友達 だ ー から 以前に かの 女 

が錢 して 行った 短刀 を 返して 吳れ ろとの 交渉 手紙 奚|. つたこと に關 して、 今の 寶 るお 里と ぎ 

今 ひ をした のが もとで、 うちに ゐる のがい やにな り、 ここへ 逃げて 來 たので ある- 

4 まの棄 とで も あらば こそ、 濃 州の 棄 なんて 品と しても 何でもない。 こ ちんら に はあった ッ？ 

やうが なで、 向 ふに I し 親ゅづ りの 物で きたから と 云 ふで はま か？ 菌 をして 家 を 出る 時に 

身に っナて 持って行くべき であった のに、 女、 殊に だら しのない 女の こと だから、 そんな 物に 氣が付 

かなかった だけの こと だら う。 初めから うちに 置く ベ 奮 ではなかった S だ。 それ を— こちら も 忘 

れてゐ た 頃に なって— 返し S れ^ 云って 來 たの も 不 ■ だが、 an^K 

反對 する の も 不思議であった。  r 

『なんで、 また、 今更ら そんな こと を 云って 來 たのでしょう？』 

わか 

『おれに も 分らない。』 


『たと へ 向 ふの 物であった としても * 今までう ッ ちゃって あった もの を 今と なって 取りに 來る權 利 は 

ない ぢゃァ ありません か？』 

『さう 云って しまう の も可哀 さう ぢゃァ ねい か？』 

『何が 可哀 さう です？ そんなに 大切な 物なら、 離婚して 歸る 時に、 ほかの 物と 一 緒に 持って行ったら 

よかった でしよう。』 

『それ も 少し 無理 だ。』 

『何が 少し 無现 です の？ あなた は 娘の 關係 からでし ようが、 まだ 向 ふ を 1^ ぃ氣 めに 兒てゐ るので す 

よ。 今までう ちに 置い といた 物 を 今と なつ て 渡す にや ァ 及ばない ぢゃァ ありま せんか？ 人 を 馬 腿に し 

てゐ ます、 わ。』 

『さう ー；み ゃァ さう だが、 な —— 』 斯う 初めのう ち は 答へ てゐ た。 が、 よく 考 へて 見ろ と、 お 里 は矢ッ 

張り 氣をま はして ゐ るの だ。 あとから 這 入った 年の 若い 妻と して、 こちらが こんな ことにで も 先 1- と 

の 交涉が あるの を 好まない ので あらう。 

『こんな こと を 度々 云って 來る やうに なると、 わたしが 主婦と して 困ります 。』 

れ ん だう 

『だから、 返して しまった 方が 却って あとが 面倒く さくな くッ ていい ぢゃァ ねい か』 と、 叱り付ける 

やうに して 納得 させよう としたの だ。 が、 かの 女は强 情」 も 顔い ろを變 へて まで 不承知であった。 

あぶら 蟲  一 五 七 
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『いい/^ t せ u.. わたしが 來た t にあった 物 は みんなう ちの 物と して わたしが 保 I します。』 

n.^HHMi  1 1 1 のか も 知れません a 

か 『； ：t ァ、 I し i  If ッ 放しに して * ここへ 來る块 心 をした。 それに は、 hl^t, 霜 

てい や lli め I 上に、 あんなけ ち f 物を こち" t  " は" 

れて貰 ひたくない ことがあった それ はは 力て.^ な、 -  .-./Mo ごし c、4^ 

え- プ  、 で、， まきて < ^る  が 來たそ I 'て ^ 

れ はお 里が 嫁して 來て IIS けて、 そこ 力ら 女 I へ 力よ』 てゼ P き、 ミミ . 

つたから、 l?lln  Itii^^^  ^ 

t ス u,rl 悪く i な i に、 i ァ、 il ァ さんの 財布から 出て や 

と S つ こ。 プ ごして 資は 自分が お 里に は內 誰の つもりで， W 分のから 出して やった 

と 云った 7 して，， は タブ  ご ni り 敵 1 へ-， せった。 そして 親戚から またお 

ところが、 il は 確かに 母の 承知 だと 喜ん て その 通 親戚？ つ 

虽へ しゃべった。 


斯うなる と、 親戚な ど はあって 却って うるさい もので —— お 里 は そこから 聽 いて 來 ると 底ぐ、 

『わたし はそんな おぼえはありません』 と 云って * 怒リ 出した。 そして 娘の 方へば かり その ほこ 先き 

»^ しょう 

を 向けて、 『あの 子 はそんな うそ を 云って * 資は、 わたしに 內證で また あまい おとう さま をせ びった に 

相 遠ありません！』 

『  』 さう ぢゃァ ない と、 この場合、 こちら は 胡 魔 化して 匿け ない ので、 『實 は、 せびった にや 

ァ遠 ひね いんだが —— 』 

C らん 

『それ 御覺 なさい！ あなた はどうして さう 子供に あまい のでしょう、 女擧 生な どに ゃァ、 まだ 贅澤過 

ぎる のに？』 

『さう 1 慨に云 ふな。 實は、 おめへ の恩ケ 娘に 翁せ て 置く 方が おめへの 爲め によから うと 思つ たんだ • 

そして わざ./. \ 斯うく 云った の だと 辯 解した。 が、 かの 女 はとうとう 泣いて しまった。 

『わたしに 知れたら わたしが —— 反對 するとで も 思って、 あなた は 11 內證 でした のです、 わ』 と悔 

し 力り な 力ら 

『そんな こァ とねい ッて云 ふに！』 

『いいえ、 きッ とさう です！ きッ とさう です！ わたし だッ て、  そんなに  まま 母  极生は 持 

りて —— ゐ ません のに！』 
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^  』 V ら 云って 聽 かせても、 一 5ば云 ふ ほど 面白くない 方へ ひねくれて 行く のであった 

もんな 時にはぎ si き 伏せよう としても 失敗 皇ね るば かりだから 暫 らくき まま にして置く 方が 

いいのであった。 今回の ことで も、 二三 曰 ここに I して 向 ふ をう ッ ちゃって 匿けば、 向 ふ 力ら 獨り 

芋に 折れて 來る こと は 分って る。  ゅ.^め 、 、 ..、  i 

かの 女の うるさ いのは かの 女に こちら I む 女の 熱が あるの I 明す る 所以 だ 力ら つまり は ^ 

い 感じ はしない。 が、 たまに は、 斯うして こちらの 氣を拔 くの も、 ちょ ッと、 家庭から 解放され た自 

由の？ な もの を おぼえて、 自分の 秦 上に それだけ 氣 裕 I へろ のであった。 

この i4 は 、響 はすべ てつれ 込みで、 土地に ねる ものと して ころぶ 女 は ゐなヒ 力 籠 師匠な 

る もの は 六 I もね ると 云 ふので、 そのうちの 一 雰ぃ 美人 を 呼んで 一 杯钦す t ことにした。 宿からの 

名 ざしであった にも 拘ら す、 それが 來て 見る と、 もう、 二十 五六の S で、 籠と 云って 顔 だち はち 

ょッと 上品ら しいが、 一二つ 口 を 縫った ので はない か 知らん と 思 はれる やうな あとが— ぼ. -の 微力 

こだが II 鼻の したの 右寄りに あった。 それが、 

『t は』 と 云って から、 およそ 一 時間 もた つかた たぬ うちに、 何となく 和ら かい 親しみ を こちらに 

おぼえさせて 笑。 男の 野 I がち 殊に は藝 若しくは それ まが ひに 向 ふと、 きッ とさうな る もの 

と. て 自分で も 承知して ゐ るが、 atifi きまって 出る 身の上ば なしにな 


つてから、 『わたしが. cs- を 落して』 と 〇 前置きで あつたが、 こんな 商 1只 を 決心した の は、 つい、 一 ニケ 

月 前からの ことで、 それまで は、 惠 で こちらの 住んで る 表 町に ゐて、 その そばの 豊川 いなりな どへ 

は 毎 曰の やうに 子供 を つれてお 參 ttv に 行った とのこと だ。 『鬼に 角、 わたしの をつ とが 死んで からま だ 

五ケ 月です から、 ねい。』 

『いや、 死んだ の はおとう さんだら う』 と、 こちら は 思 はす 口に 出して しまった。 歸 つてお 里 に 聽 け 

きつ *\ょ 

ば 直ぐ 分る こと だが、 鈴彌の 話しぶ りに よると、 どうやら、 こちらの 近處 にある 三等 郵便局の かね を 

長い あ ひだ 局の 窓に 於いて 取り扱つ てた 安井と 云 ふ 人の 娘ら しい。 

安井と 云 ふ 人 は、 こちら も 局の 窓で 度々 見た ことがあ つたので おぼえて るが、 五十 代 を 六十の 方に 

ちょきん 

近づいて た 老人で、 こちらの 名 をよ く 知って て、 お 里が 貯金 やか わせの ことで 行っても。 その 不惯れ 

,  ちょ 

をよ く 世話して 吳れ て、 かの 女の 顔が 見える と、 いつも 醜れ よりも 先き に、 

『柏木さん』 と 呼び出して „4<れ たさう だ。 それが 緣 となって、 その 人の いもうとが うちへ 來る やうに 

なった。 兄と 一 緒に 住んで て、 人 仕 ごとな ど をして 兄の 暮しを 助けて ゐ たので、 うちで も 衣 物の 新調 

やぎ 園の 縫 ひ 返しが ある 時には、 度々 そのいもうと を賴 んで來 た。 兒 にくい、 年の ふけた 女で は あつ 

たが、 相當 に敎靑 も あるかして、 生意氣 にも 中央 公論と 云 ふ、 こちら さへ まだ 讀んだ ことのない 雜誌 

など を讀ん でた。 そして その 老 兄弟 はふた リ とも 樂ゃ 芝居の ことに は 詳しかった。 從 つて、 その Is- 
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等の 娘な り 管り に 當る女 も 琴の 師匠になる だけの 許し は 取って るとの 話であった。 だから、 三味線 

*た ク て 相當 にや つてた の だら う  フ - - 

『わたし は S 方が i?. すけれ ど、 それで は 斯う ま 場所に 向き I ん から』 n^: 

く 分らない けれども- 三味線の 方 はかの. S にあ まり 確信が なさ さう に 見える。  L 

自， 刀 は If  II を 見た こと はない の だから、 I、 確か だと は 云へ ない が、 若し この 女の Z タ 

が あの 安 f ら、 置で f してから、 そ |は近處£| 舍爲 めに I し、 娘 は どこへ 行った 

、知れなかった が、 その 兄と 5に暮 してね た をば と 云 ふのに は、 こちらが お f つれて こ S  0 

原の i^s へ 行った 時に、 意外に も 出くわした。 どうして 姿 を隱 したの かも 分らなかった のが そこ 

で 出くわしての， ：！： 狀で 初めて 安井の 生前 半ケ 年ば かりにで きた 借金の 爲 めと 知れた 

『そ t ，。けで、 ね』 と、 かの が 泣きく お 里の 正直な 同情に 訴へ てると ころ を こちら も その J 

で 聽 い 7" たの だ、 『女屮 にまで f て 兄の 不義理な 借金 をな しく づ して 行く つもりです から、 ど I.. 

ね、 當分 の あ ひだ は、 ぉ歸リ になつ I 近處の 人へ はお 話しに ならない やうに—。』 

『そり ゃァ、 ね、 さう 聽 けば 衝 おもです から、 わたし も默 つてます、 わ』 と、 直 も 答へ た そして 

別，^ る 時、 何 ほどか を 特別に 心 づけした やうであった^^ 


『姪 も刖な こと をして をり ますが』 と 云った ので 

ナゐ そく 

『ひよ ッ とすると、 藝^ ぢゃァ ないで しょうか』 とまでお 里 は その あとで 推測した ほど だ。 『藝 ごとに 

は 兎も角^ 能な.：！^ すぢ ですから？』 

^して その 姉の 姪なら、 かの 女 は その 亭主と は 何 かの 理由で どうしても 正式の 夫婦に なれない ので、 

女の 兒を獨 り 引き受けて 別れた の だ。 五 歳の 女の子が あると 云って るの も それに 符合して ゐる。 が、 

鈴彌は そらとぼけて か、 それとも 實 際に 違って る爲 めか、 醉 ひに まぎらす 黑 うと 同様な 輕薄 さで 以っ 

て、 

『おあいにくさま』 と 答へ た。 そして 『都々 逸で もお やりなさい、 な。』 

『  』 そのと ぼけ かた 若しくは 馬鹿にし かたが、 まだ さう 招れ てゐ ない 女の それと して 見る と、 

寶際を 云 はれて つらかった ので、 わざと 1： 薄 さう にした ので あらう。 そこに まだ 脈が 殘っ てると 思 ひ 

V- よ 

ながら、 こちら も かの 女の 三味線に つれて いろんな 物 を ごた まぜに やった。 そして 撥 ひとつ 持てない 

無器用な お 里に 對 する その 方の 不平 を、 なほ 二 時間ば かリ も、 腹の 中から それとなく さらけ出した。、 

鈴 彌が歸 つてし まう と、 然し、 そばに お 里が ゐな いその 寂し さに 氣が 立って、 女中の 敷いて "4<れ た 

とこに も 這 入りた くはなかった。 女中 を 呼びと める やうに して、 

『あれ は割リ 合に いい 藝者ぢ やねい か』 と 云って 見る と、 
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『おとなし いので、 うちで は あの人ば かり 呼んで あげて ゐ ます。』 

L5 のら 

『  』 それ も 私 かに 頼 母し かった。 

時ま見 ると、 まだ 九 時で はない か？ よし、 これから 直ぐ 仕事 I めよう 丄と 晚ぐッ すり 休んで、 

0m が、 寢られ ない ままに、 と I 自分で 横の 方へ 引き寄せ、 眞ン中 II 

下へ ず 四角な お ほ 机 を 再び 引き出して、 その上で 携 へて 來 たと こき かばん を 開ら き、 詹の嘉 

を廣 げた。 一 つ 有 I 大 建築 を 引 I ける ことにな りさうな ので、 その 詳しい 見積り 書 を 持ら へな け 

れ ばなら ない ので ある。 從 つて、 詳しい 圖も 調製し なければ ならぬ。 

その 爲 めに 机に 向って あぐらをかき、 萬 年 筆 を 持ったり 置いたり して ゐ ると、 然し その はた 力ら 

if する もの は 若い、 肉 づきの いい、 どッ ちかと 云へば 圓ッ こい 顔の 女 だ。 これ はお 里に きまって 

る。 それ を 成るべく 見ない やうに して ゐ ると、 |> 目の前に 鈴 彌の顔が 浮んで、 そ る の慯 

あとら し S のが 折角の いい 園 ひ 者を臺 なしにす るので、 甚だ 可哀 さう になった。 

さう だ、 あすの 晚 までに 用事が かた 付けば、 

『あさって、 そんなら —Isl を 見た ことがないなら— 新 富 f 見物に つれて 行って やら 

う』 と したので あった。 何の 爲 めに そんな 約束 をした のか、 今更ら 少し 馬鹿々々 しくな つた。 お 

の 不平に 酒の 醉 ひが 手 傅って ねたと は 分って る ものの、 今やお 里に 對 する 和ら かい 感じが 逆 もどりし 


て來て 見る と もう このニ三ケ月で多少は；„01、6すれしたゃぅな三っロをんななどを必|§!^としなぃので 

あった。 女が 必要なら、 お 里に 電報 を かけても いいの だ。 

な ども 

『ぢ ゃァ、 樂 しみに して ゐ ますよ』 と 云った が、 第 I  、 一 緒に ゐ ると 云 ふ 子供 を どうして m はく 氣 だら 

う？ この 場所 ぢ うなら、 どこに 來て. C たッて 近いから いいが、 觅に 角、 車 や 電^ を 利用して 行かな け 

れ ばなら ぬ is (京へ は、 ぅッ ちゃって は 行けまい。 いや、 處の 人に 預けても 行けまい。 そして 子供 を 

もつれて 行かれる とすれば、 こちらの 氣が 利かない こと はおび ただしい わけに ならう。 それだけ を 考 

に ふ ひ 

へても、 <H く 興が さめて しまう のに、 その 入费を 勘定して 見る と、 兑物 料ゃ饕 と晚 との 食 1$- やで 少く 

とも 十五 兩 以上に はなら う。 けちく さいこと もで きない。 

『別にお 前に 野心が ある わけ ぢゃァ ねい ぞ』 と斷 わっての、 然し それと なき 物好きに は、 餘 りに 髙 12 

である：； うだ。 それより は 寧ろ、 あす、 かの 女を検 §5 に來 させて 三兩も 包んで 渡し、 芝 ：15 兑 物の 代り 

にこれ を 子供に やって 吳れ い , お前 を 富ば せ る よりも 子供 を菩ば せた 方が いい だら うからと 云 ふが ま 

しであった。 

さう だ、 さう しょうと 思 ひ 直して、 また 筆 を 持って ると、 今度 は、 あぶら 蟲が氣 になった。 机の 上 

の歸 紙に 目 を そそいで ゐ たの だが、 左り の疊 のうへ からまた 黑ぃ 物が 映った。 先刻 も 一 匹、 小さい 赤 

ぐろ がお iih- ついて _ ^たのであった。 1 
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『なんだ、 こり ゃァ』 と、 わざと 斯う 云って、 こちら は 女中が いろんな 物 を？ て采た ひら f§ 

が 早い か、 その ふち を 指さした。 -  h 

『料 理場||澤山ゎ いて I したが、 もう、 llnHUH, 

ました。』 女中 は rl うでき た。 そして 『f ゃァ、 一 とき はぞ ろく 出て 來 たのて すよ I 番 

もうる さがって、 困つ ちまった のです、 わ。』 

『困る のァ、 おめへ、 料理番ば かり ぢゃァ あるめい、 さ、 き ッと容 S ひ 物 や I しるへ も 這 入って 

る もんだ。』 酒 さへ 何だか 變 にか はった に ほひが して ゐる氣 がした。 ぶんと、 そ I  くさ" 

『でも、 もう、 絶えて しま ひました から』 と 云った が、 この 通り また 出て 來る ではな レカ、 最初に 

『I り誊』 と 書いて、 その あと を 書き そこねた i を 一枚 持って行って、 二つに も 一二つ にまん で 

その 眞ン中 ごろ をつ まみ 持った。 そして 蟲の驅 けて 行く のに 打ち かぶせる と 同時に、 上から つまみ 上 

げた。 その あとに 見えない の を f と、 幸 ひに も 紙の 中へ 這 入って 押しつ ぶれて ゐた。 f  UI 

丸めて、 たばこ § すみへ 挟んで から、 あたり を 見ても、 もう、 ゐな いので、 自分 はや ッと 安心した 〔 

勢ゝ —  < 

『土方 や 大工の やうな もの を 相 ひ 手に する 請け負 ひ師に 似合 はす、 if!  liu 

てゐる 男で ある。 そとへ 出る 時 はちゃん と 洋服 か I り祷 でなければ 行かな t、  —そしてけ ふ は 


t: で やって 來 たが 11 きたない 感じ、 氣 味の 惡 いこと はすべ て 嫌 ひだ。 

よその、 つら 長屋 をた うとう 出られないで 死んだ おや ぢが、 首て 家ぢ うに あぶら^ を わかせ、 rt: 俊の 

彫り物 を 肩から つ づ けた 腕 を 振り ま はして 、 

『といつ ァぎ 起の よくなる 前 ぶれお ぜ』 と 喜んだ ことがある。 

『何が 綠起 でい、 きたね いのに』 と 云って、 こちら はお やおの 留守に 兄弟と 一 綠 になって、 $3； え？，！ を 

かなだら ひに 入れて、 その 中へ 夭 井 や 戶棚を 這って る蟲 をす ベて 掃 木で 以 つて 拂ひ 落した。 こ の^は 

哈ひ 物な どへ 這 人って きたならしい ばかりでなく、 寢てゐ る 時に ちょ ッと でも 知らす にさ われば、 ち 

くりと 刺す ので 瘤 だッ たので ある。 

その後、 獨 りで おや ぢの使 ひに 行った 途中で 氷屋へ 這 入って 見た くな り、 隨分 貧乏 ッ たらしい とこ 

しゃ- 2 丄 

ろ だと は 思った が、 そこの 床几に 腰 を かけた。 そして 半分ば かり 氷 じる こ をう まく 哈 つた 時、 今度の 

さじへ すく はれて ：！^ たの は 長さが 一 寸も あるかと 思 はれる W ッ黑の あぶら 蟲の 親であった。 ^ぐ* 

『げ ッ』 と 一 K つた かと 思 ふと、 .g^ つた だけの 物が みんな 胸から そとへ m てし まった。 それからと 云 ふ 

びん！ 

もの、 自分に はます く綠起 どころ ではなく なって、 あぶら 蟲と 云へば、 したくない 貧乏と 云 ふこと 

を も 一 緖に思 ひ 出せる やうに なった。  . 

そして 鎌 倉の 大佛 がま だう すぐら いど こかの 貧乏 でら で 生きて た 時の ことな ど を 夢にまで W た。 そ 

あぶら 蟲  1 六 七 


n 第八卷 

この 大黑 がな かくぶし ようで、 部屋 や 障子 を ほこり だらけに して 置いた。 それば かりなら まだし も 

だが、 自分た ちが 物 を 喰った あとの 111 や 皿 小鉢 を そのまま にして 置いて、 少しも 洗はなかった ので 

あぶら 蟲 がわいた。 そして 初めのう ち はま だし も蟲 のな め 散らす 物が あって、 その 數 多い 生命が らく 

に 持ち こた へられて たもの の、 寺 その物が f に ひどい 貧乏 をして 行った。 檀家 は 見限って しまった 

し、 本堂へ あがる お 賽錢も なくなった。 如何にぶ しょうな 大黑 でも、 斯うなる と、 溜らない ので 逃げ 

出して しまった 。が、 和 尙はゐ 付きの もの だから、 そのまま 辛抱して ゐた。 そして 噙ふ 物がない から * 

止む を 得す 坐禪を 組んだ。 さう して 淨に 入って ると、 そのから だは そとが はから 段々 に 固くなって 行 

✓  f#  をし やう 

あぶら 蟲の 方で も、 もう、 とッ 付く 物が ほかになかった ので、 みなで 固まりつつ ある 和尙 にと ッ付 

。た。 そして その,^ の 穴 や 少し 明いて る 口から 和 尙の胸 や 腹へ ぞ ろ.，， \ 這 入って 行って、 腐り 易い 臓 

府と云 ふ臓嘛 をす ッ かり 喰ひ盡 してし まった。 そこで 和尙 その物 も 腐る 方の 分子が 全く 取リ 去られた 

ので、 十分に 固まる 1 方に なって、 ミイラと して は あまりに 固 過ぎる ところの 1 つの 大きな かな 佛カ 

でき 上った ので ある。 そして 鎌 倉へ 持ち 蓮 ばれた の だが、 あぶら 蟲は その 爲 めいつ のまに か 絶えて し 

まった。 

こ.^ ま， 夢 だから どうで もよ かった としても、 靑"^ の 時に、 この 夢を見てから、 自分 はまた あぶら 蟲 


を 特にお そろし いほ どきら ひに なった ので ある。 ぅッ かり 眠って ゐる 時に、 人 から 兄れば す ッと小 

さい 物 だから、 いつ 口 を 道 入って 腹へ 下りて 行く かも 受け合 はれなかった。 それが 而も コレラ ゃぺス 

ト のばい きん をで もく はへ てゐ たら、 なほ 更ら のこと！ だから、 鼻の 穴 は 仕 かたがない としても、 口 

の 方 を 自分 はい つも 寢る 時に 習惯 として 結んで るの だ。 

『かけ 蒲圑は 裾の 方へ 折って 匿き ますよ』 と、 あぶら 蟲の 女中が 云った ッけ。 が、 その 据に 三つに 折 

れ た蒲圑 から 出て ゐる 白い 敷き 布のお もてに、 さッ きから 1 つ ごみ か 何 かが 付いて ると 思って たの を、 

ふと、 思 ひ 出して 見る と、 もう、 そこになかった。 して 見る と、 それ も 動いて 行く 物であった かと 氣 

付いた" 

そッと 立って 行って、 先づ、 枕の 乘 つてる 敷き 蒲 園のう への あたりや 左右 を 調べて 兒た。 それから、 

その 枕 もと を 上げて 見た。 それから、 また、 かけ 蒲 園 はそッ として 匿いて、 その 周 Hi を 歩いて 見た。 

£g ^後に、 かけ 蒲圍を 右の 方へ 上げる と、 果して 小さい あぶら 蟲が 一 匹じッ として ゐ るの を 發见 した。 

『畜生、 こいつ だ、 な』 と、 思 はす 自分の 口に 出した。 直ぐお のれの いのちが 無 いのも 知らないで、 

じ 4- つ  . 

蟲は 寒い のか、 矢ッ 張り、 じッ として ゐる。 もう、 時節が 時節で、 他の 仲：^ に S ぬき 殘 された ものと し 

て、 勢 ひがない やうであった。 多少 はま だ 蚊 もね るのに、 蚊 やり 線香で ごまかして、 もう 蚊帳 を 釣つ 

て 口. K れ ない 頃 だから。 ひとへ 物に どてら 1 つで は、 溫 C 水の ぁッ たか 味が rm えて ゐ ると、 もう、 多少の 

あぶら 蟲  ニハ九 
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冷え 氣味を 感じる の だ。 

書き 棄て になった 紙 を また 一枚 取って、 明いた 袖 を 左り の 手で 押さへ ながら、 こわごわ 右の 手 を そ 

ッと 持って行かう とすると、 蟲は 思った よりも 早く 敷き 蒲 園の かげへ 隱れ た。 それ を、 こちら は蒲國 

の その 部分 を うら 返す と 同時に、 うまく、 ばた と 押さへ た。 そしてつ まみ 上げて、 紙 ごと 丸めて また 

同じ 場所へ 挾んだ。 が、 この 具合 ひで はまた 出て 來 はしない かと 云 ふお それに 襲 はれ 出して、 考へご 

とがで き なくなった。 

『かすみの ころも』 と、 鈴彌が 少し 目をつぶり 加減に 歌 ひ 初めた 時、 皮肉に 見る と、 その 顔が のッぺ 

ら it に g かった こと を 思 ひ 出して ゐた。 どうしても、 あさっての 約束 は 撤回 だ。 その 代リ、 あす、 三 

兩 ばかり を その子 供の 爲 めに やらう。 

^計が 遠くの 方で 鳴り 初めた のを數 へる と、 1 っ聽き 落した のか も 知れない、 今や ッと九 時 ださう 

『馬鹿々々 しい』 と、 獨り言 を 云って から、 手ぬ ぐ ひ を 肩に かけて 今 一 度 湯 場へ 行った。 すべての 書 

類 を かばんに 納め、 机 を わざく 床の間に かたづけ、 寢 どこ を窒の 眞ン 中に 出して、 その 周 園に 蟲》 

隱れ るかげ などの ないやう にして 來 たの だ。 印度へ かせぎに 行った 友人が 或 時と まった 窒へ、 さそり 

と 云 ふ <J3 が 一 匹が さくと 出て 來た。 幸 ひに も、 この 蟲が 歩く とが さく 云 ふので、 人が 直ぐ 氣 がお 


くさう だ。 これ は 物の かげでなければ ひそまぬ さう で、 若し 人が ぅッ かりふ 氣づ かないで 近よ ると 

飛ド 付いて 足な どを嚼 む。 人間 は それに 嚼 まれたら 最後、 その 毒が 虎ぐ からだ ぢぅ へま はるので 助か 

りッ こがない。 さう かと 云って、 どうして うち I 衩 したら いいの か 分らなかった ので、 うかく 手 を 出 

すよ. 《s もと 思って、 寢臺 のうへから、 ただ じッ とそれ の 動かぬ やうに 見つめて ゐた" そして 一 と 夜 を 

そのまま 明かして しまったと 云 ふ。 

その さそりと； K ふ 物 はま だ 見た こと もない が、 少しお ほ 袈裟に 云 ふと、 自分 は 友人が その 蟲に 向つ 

たやう にあぶ ら蟲を もお それて ゐ るので ある 。第一 に、 貧乏く さいに ほひ を 運んで ゐる爲 め、 第二に、 

人 問の 安らかな ねむり を 腹の そこまで 這 入って から 驚かす かも 知れない 爲 めだ。 

身に つかって ると、 それでも いい 心持ちに なって、 遠く 離れた お 里の ことな ど は 半ば 忘れて ゐた。 

そして 二三 日で うちへ 歸 ると 直ぐ、 あの 短刀 をお 霜まで 届けて やらう と考 へた。 

『親 ゅづ りの 寳刀 にて 候へ ば 11 』 馬鹿！ あんな 物が 寳 でも 何でも あるかい？ 買へば た ッたー 一 兩か三 

もん V*  S 

兩の もの だら う。 それにしても 今更ら あんな 物 を 問題に して 來 たの は、 どうしたの だら つ。 あの 力な 

W に對 する 大黑の やうに、 ぶしょうで 意久 地の ない 爲 めに、 茶飲み友達の 隱居 やそこの 若夫婦に でも 

また 虐待され てるので、 いっか は 喉で も 突いて 死なうな どと いよく m わ ひ 出した ので はなから うか？ 

あいつ も 貧乏 ッ たらしい 婆ァ さんで は あるが、 自分が 虐待した の を可哀 さう だと 云へば 可哀 さう でな 

あぶら A®  1 七 一 
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いこと もなかった。 それからと 云 ふ もの * あちらこちら を まご 付いて ばかり ゐて、 さ。 

おや ぢゃ お袋の ねた 時代 を 思 ふと、 貧乏 ほどい やな もの はない。 それに 比べる と、 こちら は 自分 ひ 

をん せん 

とりの 腕で どうやら 斯う やら ここまで 槽ぎ 付けて， こんな 溫泉 などへ も、 ちょ ッ くら、 らくに 來るこ 

とがで きる の だ。 さう だ、 それにしても、 あす は、 あの 三つ口に 三兩拂 ふうへ に、 女中に も 二 兩は少 

くと もやらないで はなるまい か？ 

『お客さん は 何 御 商 買な の』 と聽 くから、 こちら は、 

はんぶん 

『なァ に、 けちな やつ、 さ 11 製圖 家の 手間取りで、 なァ』 なんて からか ひ 半分の こと を 答へ て 置 

いた。 酒が も ッと飮 める と、 この 宿おう を 驚かす までの こと もやって 見せる けれども * 

『で ッぷ りと 飮む やうな からだ 付き をして、 案外 飲めね いのが 傷、 さ』 と 云 はれて ゐ るの が殘念 であ 

つた。 すッぷ りと が 身 を 湯に つけて る氣 持ち は、 一 部分の ぁッ たかみ を感 すると はまた 一 しほの 氣持 

ちであった。 出る のが 惜しい やうで —— 

『四 谷で 初めて 逢 ふたと き』 などと、 下 まち 町內 のに ィ さんなら、 得意ら しい 新內 でも 出さう だ。 が 

醉 ひがさめ て 來た爲 めか、 少しね むけ を 催して 來 たので、 ゅッ くりと からだ を 拭いて 大きな 鏡の かか 

つてる ところへ 出た 時、 

『もう、 おあがりで すか』 と 云って、 さッき 流し をして 吳れ たちん ばの 湯 番頭が 出て 來た" 


『おい、 ちょ ッと 待て。』 こちら は それ を 呼びと めて、 縮緬の ふくさに 包んだ、 やわら 革の 紙入れから、 

五十 錢札を 一 枚 出して 渡した。 

『ありがたう ございます』 とお 辭镇 をした のが、 然し、 こちらへ 向って ょリ も、 左り の 方へ 向いて あ；^ 

ま を 下げた。 人 を 馬鹿にして ゐる やう だが、 右の 足が 惡 いの だから 仕 かたがなかった。 

『この 溫 il^ はな かく ぁッ たまって いい、 なァ』 と 云 ひながら、 自分の 乎ぬ ぐ ひ を S 卷 きの 上から I 

方の 肩へ かけた。 そして、 『お休みなさい』 と 云 ふ 番頭の 聲を 後ろに 湯 場 を e: た。 

離れの 二階の 方で はま だ 一と 組の 客が 三味線 や 歌で 以 つて 騷 いで ゐた。 氣 のせい か、 鈴彌 がま だゐ 

殘 つてる のかと 思って、 岡燒 きの 憎しみの やうな もの を おぼえて、 あすの 三兩が 今から 惜しい やうで 

もあった。 が、 それ は n 遠 ひなく 與 へる ことにして、 その 代. =N、 いづれ 歸 宅して から、 そのこと を少 

ぶゐち 4- う 

しお ほ 袈裟に 吹聽 して、 お 里を燒 かせる の も 亦 1 與だ らうと 私 かに 思 はれた。 

そして 長い 廊下 を戾 りながら. 部屋々 々 のさ さやき 聲 やひ ッ そり 閱を 心に 聽 いて、 G 分 も 人間ら し 

い 感じ を 催して 來 たが、 窒に這 入って 見る と、 直ぐ また あぶら 蟲の 心配に 氣を 取られた。 そして 物の 

かげ や 四方の 隅々 を 念の 爲 めに 調べてから、 いよ，/ \寢 どこ へ 身 を 投げる やうに しても ぐり 込んだ。 

蚊が 時々 ぶんと 云って 來る けれども、 もう、 殆ど 刺す 力が なくなって るので、 この 方 は 左 ほど 氣に 

ならなかった。 一 昨年 來た 時には 白い！ の 中に 寢か せられた が、 この 場所に は、 まだ 遊蕩 師匠なん 
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かも ゐ なかった 笞だ。 こちら は 友人 二三 名 と^に 藝者 ぐら ゐはゐ る だら うと 云って 女 ッけを 誰れ も 

つれないで 初めて やって来た ので あつたが、 一 里 半ば かリ さきの 驛 から 藝者を 人力車で 迎 へて ゐ るう. 

ちに は、 みなの 酒 やめし も濟ん でし ま うだらう からと 云 ふこと で、 そのまま になって しまったの であ 

つた。 i おは その後に なって できた の だら う。 

『然し、 これ だけ はしないでも 助かり ますから、 ね』 と、 かの 女 は その 隱 して ゐる 身の上ば なし を， 

ほんの、 うは 皮 だけした あとで、— 撥 を 持って る 手で 枕の 眞似 をして 見せた。 だから、 

『野心が ある わけ ぢゃァ ねいが』 と、 一 と 言 云って 置いた の だが、 實際 にさう 固い のか 知らん。 女中 

にも あとで それとなく 聽 いて 見る と、 

『ころぶ となると、 ほかから 來る藝 者 衆に 評判が 惡 くなります し、 うちで もさうな ると、 お 客 力へ つ 

て 困ります から』 と 云って ゐた。 して 見る と、 却って そんなの を 手に入れて 見たい の だが、 今夜 は 鬼 

に 角 仕 かたなしに、 こちら は にも 久し振りの 獨り寢 をし なければ ならぬ のであった。 こんな 時 こ 

そ、 赤 坂の やつで も ひとり 連れて 來 るので あつたのに— 氣が 利かなかった" ただお 里に 對 する 痱療 

ばかりが 先き に 立って て！ 

今ごろ は、 もう、 お 里 も 女中 を寢 かした あとだら うから、 獨 りで 考へ 直して ゐる だら う。 よしんば、 

短刀が 初めから こちらの 物であった としても、 それ を吳 れいと 云 ふお 霜に あんな 物 を やった ッて、 少 


かん ぢ やう 

しも こちらの 身上に はお 係がない の だ。 今回 だッ て、 この 仕事が うまく 行ったら. 1^ 少く勘 •：； ル して 

も四千ゃ^^：：：千け儲かる害だらぅ。 

けれども、 戰爭が 初 まって 以來、 諸 費用の かかる ことに は 驚かれる。 物 價が髙 くな つたと 共に、 人 

夫 や 大工の 手間賃 も Hil 鹿に あがった。 それだけ、 然し、 見積り を 多くして 置けば いいの だが 11 

いつのまにか いい 氣 持ちで 眠って ゐ たかして、 自分の 大きない びきが 鼻の 方 をと ほった のでち ょッ 

きんじょ 

と 目が さめた。 そのつ いでに、 自分のと この 近 處へ蟲 が 來てゐ ないかと、 左右 を兑て 見た。 そとで は、 

明るい 時に 見て 匿 いた 脊の 高い 白楊樹 がその えだ 絮を さらく 云 はせ てゐ ると はまた 別に、 さ ァと云 

つてる 音が する。 雨が 降って るら しかった。 そのうちに、 あま 垂れの 音 も 確かめられる やうに なった * 

が、 そんない ろ./ \の音 もい ぃ氣 持ちに こちらの からだ をぐ た. ON と 延ばさせて ゐた。 

『 …- :• . ：… 』 あぶら 蟲が 口から 出入^し たかな 怫 がまた 夢に 見えた が、 これ はいつ もの ことであって 

どん や  . 

1— 今夜に 限る わけではなかった。  

a: 分 は 何だか 高い ところに 立って ゐる。 その 目の 下に は 多くの 人夫 や 土方 も —— どこかの 會 社の 建 

T  れんぐ わ 

て 物ら しい。 無論、 燥 瓦 まが ひの 西洋 造りで、 本通りと 横町との 直角に 結び付いた その かどに 向って 

兑 ると、 西洋 まどが 二階に も 三階に もい くつ も附 いて ゐる。 そして その上に は、 また 窓附 きの 塔が 直 

立して ゐる。 何 だ、 おれが 見 積って 建てよう とする 龜町 〇 丁目の かどの 建て 物で はない か？ ー體- 誰 

あぶら 蟲  一七 五 
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れが おれ を 出し 拔 いて 建てて しまった のかと 思 ふと、 その 高い I の 上から 目が くらんで 力ら だぢぅ 

が じいんと 縮み 上りながら 落ちた。 幸 ひに 無事で あつたの は、 ただ 自分の かた 足が 他の 方の 门 か-の 立て 

膝から はづれ 落ちた のであった からだ。 が、 あまりい ぃ緣 起と は 云へ なかった。 この 見積りが ヌ 札の 

時期までに 問に 合 ふに きまって る けれども、 折角の 入札 を これまで は 失敗す るか も 知れな かつ タ 

また、 ^し、. 眠って しまった  遠くの 方に、 曾て 見た こと もない 山々 があって、 その ふもとの 

村で は、 百姓と も 付かす 町人と も 見えぬ 人々 が 澤山ゐ るが、 皆、 いづれ も われ 勝ちに 勝手 放題な 方 を 

向いて、 男 も 女 も、 子供 も 老人 も、 お 互 ひに 話 をし ない。 北海道に あると 云 ふ トラ ピストと かの 社會 

の やう だ。 が、 それが 寧ろ S 中の 輕 薄な、 lli な、 そして その上に も殘 酷な すがた だと 思って ると、 

^々に、 そッ くり そのまま 近よ つて 來た。 すると、 それが 東京の 眞ン 中の やうで もあった。 そして".^ 

れ かひと りが、 自分の それ を！ 物して ゐる 後ろから、 かげの やうに 飛んで 來て 

『この 野郞丄 f まも おれ 達 を mi に 苦しめる のか』 と 云って、 W ッぱ だかで こちらの W 中に すがお 

付いた。 

『待って 吳れ、 人 違 ひだ。 おれ はそんな こと をした おぼえ はねい』 と 答へ たが、 實は うそで あるので 

そのまま 逃げよう として it れに 倒れた。 すると、 如何にも 氣 持ちが いいで はない か？ 自分 はす やす 

といび きまで かいて ゐる。 相 變ら. f 自分の 脊 中に とッ 付いて る幽 ii か、 何 か を、 ぅッ ちゃって 置い 


た。 が、 そのし ッ かり 抱き付く 力 を 感じて、 ふと 氣が 付く と、 

『あなた は定兼 を 返さないで はありません か』 と、 しがみ付 くやうな 聲 をして ； 生 懸命に ぉ經 を讀ん 

でゐ る。 それが ぉ經の 文句 だからお そろし い。 『- S 兼 を 1?』 さないで は 死んで しま ひます。 わたし ゃァ定 

兼がない と、 わたしの 先祖に 對 して 巾し わけが ありません。』 

『やる よ、 やる よ。 そこ 放して 吳れ』 と、 自分 も 苦しくな つたので HI: じ やうに ぉ經を 初めて ゐた。 そ 

して cll^ 後の 苦し まぎれに 『助けて 吳れ』 と 云って、 左り の 腕に 力を入れて うんと 起き 上らう とすると、 

獨 りで 自分の 胸 をし ッ かりと 押さへ てゐ るので あった。 何 だ、 夢 かと 氣を ゆるめる と、 今度 はまたい 

ぃ氣 持ちが つづいて 11 お 霜が 短刀 を 取り返す の は、 それで 自殺の 用意で はない かとまで 思 はれた の 

に、 今や 反對 に、 それがない と 先祖に 對 して 死ななければ ならぬ と 云 ふの だ。 

- ^  ぢょ  でんらい 

そお もさうた らう、 かの 女 はもとの 武士の 家の 出 だが、 ただ 傳來 の寶を 忘れて ゐた ほど 墮落 したの 

に過ぎない。 ぶしょうで 意久 地の ない 爲め にだ？ そして こちらに も 嫌 はれて しまった。 

『^し >  あの 瘦せ 婆々 ァ のから だとして は、 カも强 く、 肉 も 肥えて ゐた』 と、 不思議に なって、 今度 

は 本當に 目が さめた。 そしてお 里の ことが 今ゐ たやう に 思 ひ 出せた。 が、 |sj 際 は、 お 霜の 恨みが お 里 

のから だに 化けて やって 來 たので はない かと も 思 はれて、 おそろしい やうな 感じに 打 たれた 『短刀 は 

必らす 返す から、 行け、 行け』 と、 枕 もとに まだお 霜の 幽靈 でも 來てゐ るかの やうな 思 ひであった。 
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そこへ また あぶら 蟲が氣 になって 束た が、 もう、 あたりに ゐ ないやう であった から 見て ft- 

. ：、 ， ： ヒ r5 こ。 /5霜ま.^^ノ長りレ自1!でもしたぃのではなぃカ知らス 然し も 

いで 安 、いして またぐ ッ たりと なった あぎね タン f5  .fx ネ i プ 

う、 出 C 行った ものが こちらに, 係 はない と 思 ひながら。 

 自分 は獨 りで 奪 をして ゐる。 客 はすべ て藝 I。 赤 坂で 知って るの もゐ る。 新橋での 

もゐ る。 よし 町の も— そして 鈴 f だ。 飮 めよ、 歌へ よで 皆が お I びに なって る。 

『ああ、 こり， や、 こり や』 と 云 ふ聲で 自分ながら 目 を さました が、 自分 は 今、 夢で？ 逸 I つて ゐ 

たのであった。  ， > 

斯う 度々 いろん II る こと は、 うちに ゐて はない ことであった。 氣の ゆるんで た.. のこと はい 

ざ^す だ。 お f 入れてから は、 さう 還な こと I へ なくなって ゐ るのに。 

枕の えから 目 を 上げる と、 あま 戶の まど がらすから、 もう、 夜明けの うすび かりが さし 込 

んでゐ るの が 障子の腰 がらすに 兒 えた。 が、 今から 起きても 仕 やうがない ので、 また 眠る 氣 になった 

し， もう、 夢を見るなら、 お 里ば かりの それ を 見たかった 

それから、 また、 今度 はぐ ッ すりと 夢 もな く 眠って ると- ちくり と 腕 を 刺した 物が ある。 自分の 左 

りの 管， i の そとへ 出した と、 夢うつつ で氣が 付いた 時の こと だが、 それが きへ 落ちる と、 直 

ぐ 何 か I さへ たにまな S た。 ill- 夜のう ちに 出る が、 夜が 明けて はさ ッ さと 隠れて し 


まう もの だからと 思 ふと、 矢ッ 張り、 例のに きまって た a 

E ぐ 飛び起き たので ある。 すると *  mifj て 一 匹が まだ その 場に とどまって ゐた。 

『畜生』 と 云 ひながら、 卷 きたば この 殘り を；？ ふいで ふり 落した あとのから 袋で 以 つて、 その 蟲を 押へ 

た。 それから、 わざ/ \- かばん を^ら いて £^ 紙 を 出し、 それで 以 つて 刺された， ぐち —— と 云ッて も、 

あるか 無き かの あとだが —— を 痛い ほどつ まんで、 無现に そこの 血 をし ぼり 出した。 苦しう ッ ちゃつ 

うんめ.^ 

て m はいた 爲 めに， 贫乏 くさい に ほひ や 運命が 自分の からだに ま はって、 その 一部お ッて もが 乞食 坊主 

の 成れの 栗て なる かな 佛の やうに 固まって は るからで ある。 

血 を 出して 兎に角 一と 先づ 安心 はした ものの、 もう、 1$ ぴ とこに 付く 氣に はなれなかった。 け ふ は 

もう、 夜まで ゐ るの もお そろし くな つた。 そして これ をし ほに GI 分の 心 を 落ち 付けて、 お 里の ゐ ると 

ころへ 歸 りたくな つた。 

自分で 先づ あま 戶を 明けて ると、 それ を： i きつけた もの か、 番頭が 飛んで 來て、 

『わたし 力 明けます』 と 云って、 その あと を 引き受けて 吳れ た。 が、 乍 夜、 3^ ク kjm" んで 来て. rrr 分 こ 抱 

き 付いた 幽靈の 力 や 肥え 加減 を 思 ひ 出して、 けさ は、 そのお そろし さよね も、 お 里に 對 する viE らし 

い 感じば かり 催して 來た。 

便所へ 行って から、 湯に 這 入った。 それから 朝の 風に 吹かれながら、 そと を g| して、 それとなく、 
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ゆうべ 聽 いて， た蠢の 家ら しい その 前 をと ほって 見た が、 秦ひッ そりして 子供 § あえな 力 

つた。  i 

『もう、 二度と 1§男な ん かはい やよ』 などと、 あんた， うな こと を云 つてても、 實は、 旦那が あ 

つて、 それと 一緒にぐ ッす り寢 込んで ゐ るので はない かと 思 ふと、 ほんの、 ただの § では ありな 力 

ら、 いやな 氣 がして、 あはい 嫉妬まで を おぼえた。 少しで もやるべき かねが あると 云 ふか か 4 む 力 

ら 0 

I とま はりして から 歸 つて 來 ると、 直ぐめ しが 出た。 給仕の 女中に 向って、 

『たうとう あぶ I に 一 匹 刺された ぞ』 と 云って、 かたぶとりが 自慢の 腕 を 出して 見せた。 その あと 

は 湯に つかった せいか、 もう、 殆ど 全く 消えて ゐ たが、 な ほ氣 にならないでも なかった。 

『それ はお 氣の 毒 さま、 ね』 と、 女中 は 馬鹿にし たやうな 目つ きをして 答へ た。 『そんなに あぶら 蟲が 

きら ひです か？』 

f 誰れ が 好 I も Q が ある？』 斯うぎ • つてから、 笑った が、 今度 は 管 尋常に f げて、 『そのう f 

でも、 おれ は 一番 あぶら 蟲 とだら しねい 婆 々ァと はきれ ひだ。』 これに は、 尤も、 かのお 霜の しみ ッた 

れた 姿が 見えて ゐた。 

『どなた だッ て、 然し、 女なら 一度 はお 婆ァ さんになります、 わ。』 


『だから、 きれ ひ、 さ。』 

『おや、 それ ぢゃァ 女 はつ まりません、 ね。 男だッ て、 しま ひに ゃァ ぉぢィ さんでしょう に？』 

『そのと き ゃァ、 その 時、 さ。 なァ に』 と、 近 ごろ 拔 いて 見た 定 兼の 燒 きを m、5 ひ浮 ベながら、 『喉で も 

突いて くたばって しまう、 さ。』 

『おそろし いの、 ね。』 

『モリ ゃァ、 人 ッて云 ふやつ ァ何を した ッて おそろし いもの だ。 女で 云 ゃァ、 執念 は 深いし * 燒き 

餅 は ひどい し』 と 云って、 冗談 半分 は、 それ ッ 切りに してし まった。 自分のお 里の 棚お ろしで もして 

ゐる やうであった から。 けれども • そこに また、 若い 血と 熱と を 感じさせられない でもない ので あつ 

た。 

食事が すむ と、 鈴彌を 呼んで 來る やうに 命じた。 

『^に 支度 は 入らね いんだ。 ただ子 供に やる ものが あるから』 と 云って。 すると、 かの 女が 子供と 1 

緒に やって 來て、 

さく ぼん 

『昨晩 はぁリ がた う』 と 坐 わって 突き出した その 素が ほ は、 ゆ ふべ のと は 遠って、 餘 ほど ふけて る や 

うであった。 頗 などに もた て 皺が 澤山 HZ てゐ る。 もう 三十 を 越えて るので はない かと も 兌え た。 それ 

に、 その 三つ口 は矢ッ 張り こちら だけの 冗談 やわる 口で もない やう だ。 が、 郵便局 員の 娘で はな いか 
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と 云 ふ に まだ ゆ ふべ からの 親しみが 殘 つて ゐ たので、 自分で きめて あつたかね を與 へてから、 S 

のつ いで を 利用して、 

『あなた は』 と、 尊敬まで 表しながら、 『矢ッ 張り、 ゆ ふべ 云った 人の 娘さんでしょう？』 

『南稹 町の ことです か？.』 

？  』 さう だ、 京 橋の 南稹 町に その 年う へのき やう だい もあって、 矢ッ 張り、 後家で とほ t て 

ゐて、 その ii が、 もう、 本年 中舉を 出た と 云った ッけ。 そして 姉の 方が かの 女 自身よりも 美人で、 

すッと 若く見える、 と。 そして こちら は、 私 かに、 ぢゃァ それに も 逢って 見よう か 知らん と 云 ふ氣を 

起した のであった。 けれども、 今、 自分の ゆ ふべ から 心當 てに して ゐた問 ひ を さう そらされ たの を、 

矢ッ 張り、 前以 つて 船 I 思のと ぼけ かた をされ たの だら ラと思 ひながら、 『おれの 云 ふの ァ表 町の 安 ま 

さ。』 

『そり ゃァ何 かの 問 違 ひでしょう。』 

『若し さうなら』 と， なほこ ちらに 都合の いい 一 11  一口 禁を つづけて、 『あなたの おばさんと 云 ふのに 饉 原で 

會 つて、 多少の 心 づけ もして^ たんだが 11 』 

『  』 そんな こと は 少しも 知らぬ と 云 ふや 5 すだ。 

『おや ァ、 遠って るんだら うよ』 と、 こちら は 俄かに きま リが惡 くな つたの を ぞんざいな 言 紫に 返ク" 


て まぎらせた。 そして こちらの IS 見から 居 どころ が 分って、 亡父の 惜金を 取りに でも 來られ たら、 困 

まく じ やう 

ると 思って るの だら う ふ-推測した。 若し K 直に 白狀 して 氣が合 ふ ものなら、 ちょ ッ とちよ ッ かひ を 出 

して： て、 分で も 目 かけに なれば、 父の^ 金ぐ らゐは 自分が 出して やっても いいと 考へ てた だけに、 

ぢょ 

向 ふの 水く ささを 私 かにむ ッ とした。 そして 今度 は反對 に、 かの 女の 缺點 ばかりが 大きく 見えて 來た。 

それより は や ッ と 器 糞が いいと 思 ふお 里の い ろくな 美點 に 比較し て だ。 

『友ち やん はこのお 部屋へ も 度々 來た ことがあ るの、 ね。 お客さんに 呼びに 來られ て』 などと 云って 

る 口が、 なかく しッ かりした 年增の やうな 聲を 出す が、 三つ口の 上に その 口び るが^ ッぺら で、 如 

>町 にも 輕薄 さうな ところ もい やにな つた。 そして、 

『芝罟 r; 行って お前 を 喜ばせる より ゃァ、 子供 を 喜ばせた 方が いいだら うから』 と 云 ふロ實 で、 あす 

の 新 富」 m 行き を 御免被つ たかね を さへ 無駄であった やうに 考 へられた。 が、 何 だ >  けち 臭い こと をと 

自分で 自分ながら ぃ〕ひ返 すと、 こいつ も矢ッ 張り あぶら 蟲 であった と见れ ばいい の だ。 ただ 人 のう 

ゎッ皮 をち く. ON と 刺した だけで 濟ん でし まった。 今や、 自分に 喰 ひ 人って るの は 矢張りお 里ば かりで 

あった。 

『まだ 御滯 在でしょう』 と、 鈴彌が 親しみ 薄く 尋ねた に 答へ て、 

『な ァに、 もう、 直ぐ 歸る。 例の 蟲が氣 になって とまる 氣 になれ ねいから、 な ァ。』 断う 云って 柏木 は 
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ぉ虽 への， # 直な 笑 ひ みやげが 二つで きたの を甚ん だ。 

. - 1. (大正 八 年 十 1 月). 


曰 
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十月せ 七日。 晴。 急行で 午後 四時 三十 分 頃に 西 那須驛 に 着した。 實は、 初めての ことで、 而も 急- 

行 は  r  千 都  1 呂 り 先き  S  磯で なければ とまらぬ やうに 旅行 案 內には 出て ゐ たので、  sif での 

を賈 つたの だが、 車上で 人に 敎 へられて 西 那須へ 下りた の だ。  ふく わた 

そこから 自動車. (乘り 合 ひ， 一 人前 四圆) で 五 里 半の 道 を 四十 五六 分で 鹽 原の 福 渡りと 云 ふ 溫.. 水 場 

へ 来た。 その 途々 のい い 風景 は、 日が 暮れて ゐ たので、 見られなかった。 どこへ とまると 云 ふ 當ても 

なかった の だが、 乘り合 はせ た 老人 夫^も 當 てて 行く と 云 ふので、 一緒に いづみ 屋 別館へ とまる こと 

にして、 そこで 自動車 を 下りた。 ii が 來てゐ て やかまし いが、 あす は歸 るから と 云 はれて、 僕は老 

人 夫婦の 以 つてき まって たお もて 向き^ 敷の 隣窒 へ？ < つた。 宿帳へ は、 どこへ 行っても、 俊 ほ 

職業 を 著述家と 喪く の だが、 どう 云 ふこと をす るの かと 問 ひ 返される ことがあ るので、 今回 は そのう 

る ささの 豫想を 避ける ため、 職業の 一 部分なる 小説家 を 以てした ところ、 それ を 一 と目见 てから 番頭 

ほ俄かてほほゑんでじろりと僕の方を《^^返した" 名 を 知って たの か、 それとも 小說 家と 云 ふの が 珍ら 


しかった のか、 そこ はちよ ッと 分らなかった。 やがて び 番頭が やって 來て、 

『#1 き 物 をな さるなら、 ここ は ごたくして ゐ まして、 お困りでしょう から、 あすから 术 館の 11 れの 

二階へ 御 案！： 致しましょう か』 と 云った。 その 代リ、 寂しくて 不便 だが とのこと であった が、 それ は 

けつ こう 

かま はない から、 その 方が 結構 だと 僕 は 賴んだ 。 

湯 はすみ とほって 修善寺 溫 泉の それの やうに 綺麗 だ。 手ぬ ぐ ひも 染まらないで、 ますく 白くなる 

と 云 ふ。 僕が 修善寺 を 好きな の も その 爲め である。 その 夜 は 一 杯 飮んで 直ぐ 休む つもりで あつたが、 

食後、 隣窒 C 老人に 呼ばれて 暫 らく 話 をし に 行った。 日. K- 橋の 藥り 問屋の M 居であった。 孫 だと 云 ふ 

五 歳の 女の 兒を もつれて た。 

『あなたな ど はま だお 若くて 結構です、 わたしな ど は、 もう、 この 通り、 あたま も』 などと 云った が 

藥り屋 のせい か、 なかなか 達者 さうな ぉぢ いさん、 おば ァ さんであった。 二十 年來 * いづみ 屋 のお 客 

ださう だ。 向 ふと こちらと 同じ やうに 酒 は 一本と 飮 めない のであった。 達者な の は、 一 つに は、 さう 

飮 まない せいだと ぉぢ いさん は 云って た。 西 那須驛 の 自動^ 立て 場の 人が あまり 横暴で 而 白くな かつ 

た 話 も 繰り返された。 それ は 僕 も 不愉快に は 思った が * ただ 仕 かたがなかった ことと して 來 たので あ 

つたから. - 今、 同感し ないで は ゐられ なかった。 貸し切りで 十二 圆 だから、 三人が 四 IT つつ はいいと 

しても、 いよく 出發の 時に 1 人 ふえた にも 拘ら す、 矢 張 その 人から も四圆 取った の だ。 そして 
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『それが 當り 前です』 と * 立て 場の ものら は 僕ら を乘 せてから も 怒鳴って ゐた。 

十月 4. 八日。 曇。 別館 は、 そのうら 廊下から 川 向 ふ を 見る と 前山 並びに その 左右の 靑ぃ 樹木 やこう. 

え ふが 見える 代り-に、 I  くと 人 の管來 が やかまし" で、 朝め し をす ま f と 直ぐ、 道の 向 ふ 

が はなる 本館の 離れへ 移った。 そして 本館 そても、 f 高くな つてる その lis 建て 物の 二階 を 

僕が 占領す る ことにな つた。 そこへ 行く に は 長い 內 廊下 や、 V つも § 段 や、 大 I 部 5 々が あ 

る けれども、 大抵 は I の 方で 客 を f てし まう かして、 殆ど がらんどうの やえた。 その がらんどう 

の 一 番奥ニ 護が、 この 夏は秦 子 殿下 附き 侍從ゃ 武官が ゐ たさう で、 まと 前に はまた 閑 院の晷 

も ゐられ た。 また、 三 島彌吉 さんが. ii の 宴 を ひらいた 時の 窒も ここであった とのこと。 I 

あたりの 家々 の家根を よそに 見お ろして、 靑ぃ山 や 赤い 山に 向って ゐる。 靑 いのは 前山で、 澤 山の 

杉が お 槍の やうに 並んで その 絡 H までのし あがって る。 これに はこうえ ふが 比較的に 少ぃ 力 それ 

と 1 つ 淺ぃ谷 をへ だてた 山に は、 その代り、 赤 や 黄ゃ靑 みがかかった 黄 やの 色で 以 つて 一面の 錦が 歸 

り 出されて ゐる。 そのうちで、 赤 いのは もみお やっつ じ、 櫻の 葉の 色で、 黄い ろ いのは カツ ラ、 ナーク 

桀 などの 葉 だ。 それら を 押しな ベて こうえ ふと 云って るの だが、 その 光り あるけ しき は、 本年 はまお 

霜 や 風が ひどくな いので、 これから まだ 暫 らく 盛り だと 云.. I  かんじ 

と こに 三 島 子爵の 刖莊が あると 云へば、 妻よ、 お前 も 十日 會の會 員おから、 來 月の 幹事に 當 つてる 


e: 氏 を 思 ひ 出して 叙し み を 持つ だら うが、 それ は 赤い 山の 方の はづれ (無^^1、 川の こなたで あるが、 

川は音ばかりでこの{^からは2^^んなぃ) に.1^^る" こちらへ かぎの 手に 反って 向 ふ-へ ひらいて る その 方 

に、 そこの 庭前ので はない かも 知れぬ が、 髙. S 松が 1 つあって、 左右の こ 5 え ふを拔 いて ゐる J その 

松 や 別莊は 丁度、 恰も 赤い 山の 樹木と つらなって その ふもとに ある やうに 見える。 その 少し さき (來 

た 遊の 方) に 鳥居 戶山 のこれ も 赤、 黄 こき まぜの こうえ ふが 見えて、 その 据に 陛下の 御用邸が ある。 

(今上陛下 は鹽原 をお きら ひだと か 云 ふこと で、 日光へば かりお 行き だけれ ども、 皇太子殿下 はよ くこ 

こへ 來られ る。) 鬼に 角、 この 窒 から 四方 を ながめる と" 靜 かなもので、 火鉢の 湯の たぎって るーぜ がし 

t づ ちゃく 

て ゐるぁ ひだに、 川の 音が 始終 遠く、 そして 時々. en 働 享ゃ碼 車の 發 着の 響きが 松 や 檢葉ゃ 赤い 實 ばか 

りに なって る 神の 木 やの 樹 かげから、 聞え るば かりだ。 

『僕の やうな 商 §3； の ものが この 宿へ 來 たこと があります か』 と * 主人に fl いて 見る と、 

『大 町さん と 言 ふお 方が 暫 らく 御 滯在 のこと がご ざいました』 との 答へ であった。 同伴 卷 11 と 言へ 

ば、 田 中 君 や 松 本 君 だら うが 11 二三 名と 一水て、 大分に 酒の 飮 める のを兑 せたら しい。 餘 ほど 驚いて 

たやう すであった ので、 僕 は 

き.； 3 しゅ 

『今お ゃァ、 もう、 あの人 も 全くの 酒 をして ゐ ます』 と 知らせて やったら、 これに も 主人 は 不思議 

な 顔つき をした • はた 折り 溫泉 場の 淸琴樓 と 云へば、 故尾崎紅葉の爲めに^^^になったも111:様で、 も 
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と は 小さい であった が、 他が ふさがって たので 斷 わられて 纏 は そこへ とまった。 そして そこの 場 

IS を かの 『金色 夜叉』 に 書き入れ たので、 今では 評判に なって、 多くの 人々 がき そって そこへ 行く が、 

そして その では 5 の 家に 廣 がった が、 土地の人 はい まだに 靠樓 (紅 蒙つ けた も 同樣 の 名) 

など 云 はれても 氣が 付かないで、 何とか 尾と 元の 名で なければ 分らない とのこと も 話に のぼった。 紅 

紫 ゃ大町 氏の 書いた 物が 隨 原に も殘っ てると 云って、 番頭まで が 僕に も 何 か 書いて 欲しい やうす であ 

10$ ん りよ 

つたが、 僕 は 例の 通り 字が へたな ので、 遠慮して 置いた 

午後 一時、 これから 雜誌人 問 十二月 號の爲 めの 小 說を誊 き 初める の だ。 英 枝よ、 これ は 日記の】 節 

だから、 手 もとへ 行っても、 このまま 保存して 置いて 貰 ひたい。 ，s 原 は 交通が 不便な 爲め 今のところ 

二」 と來 るつ もり はない から、 來た 以上、 暫 らく 滯 在す る。 そして 『人間』 の 小說と 中央 公論へ 渡し 

J.^ 勿 Q 絞き 四 五十 枚 を 書いて しまう あ ひだに、 一 度 もッと 奥の 方へ 遊びに 行って 來る かも 知れない。 

兎に.. q、  《 宿 等の 知らせが 行く まで はこ こへ 束 京 日々 だけ を S 日 送って 賀 ひたい。 大抵の 手紙 も 保留 

して 匿 いて、 誰れ から 何が 來 たと 云 ひさへ すれば よし。  r 

湯 は 並んで 大小 三窒 にも 別れて ゐ るが、 客としては僕ひとリが^21由に占領して.ゐられるゃぅなもの 

だ。 . ^誼に は 誰れ もゐ ないやう すだ。 


ト月廿 九日 u  :g。 今隨ニ ゆまで 起きて て、 今 一 ffi^ にあ ッ たまって からと こに 就いた。 け ふ、 晚 〈处 

.H- つもん 

後 * 別館の 老人 夫^ を 訪問して 兒 たら、 

『孫が むづ かる：： で、 もう、 あす 歸 らうと m 心 ひます が、 自動車 は艏 にさ わりまし たから、 馬車に しょ 

うと 思って ます』 と 云った。 ！ii 車で 新 11 原まで 行き、 それから 輕便錢 道の 便が あるの だ。 

『俊 も歸る 時には さう する かも 知れません』 と 答へ た。 然し、 旅へ 出て ゐても 腿を据 ゑて る あ ひだ は、 

二.；^ と來 るか 來 ないは^へ るが、 まだ 左 ほど 歸 りの ことが 苦にならぬ もの だ。 

十月 三十日。 晴。 けさの 二 時に 『子 無しの 堤』 と 云 ふ、 實 際に 人？ 1 らしい 小說を 五十一 二 枚 害き 終 は 

つたので、 十 時に 起きて 食事 をす ませる と. 一と 息 入れて 夾- るつ もりで お 十 上 を 奥の 方へ 行った。 福 渡 

.5, どや  しろ くら やま 

りの 宿屋が 並んで る 道 を 三 四 丁 も 行く と、 その 突き 當 りに 白 倉 山の ふもとなる； 大狗 岩と 云 ふ 大きな 石 

が 山に ベ ッ たりと 廣が つて 屹 立して、 そ の 周 園 もみな こ うえ ふだ。 

そのけ はしい やま 裾 を 左り へ 曲った ところに、 一. 盯ぐ返 馬 橋が かかって、 川 添 ひ 道が 走って ゐる。 然 

し、 橋から また 直ぐのと ころに 横へ 左り に 渡る 橋が あって、 その さき は 搲竹氏 私有の 公園 だと S. 夫 は 

哪 した。 そこに も樹の 葉の 色に 照つ てるのが 望める。 植竹 氏の 第 四 子に 當る人 は 束 京に 出版屋 を や 

つてた こと もあって、 僕 も. K 接 知らない でもない の だから、 この 八へ 園の 名 も 多少の 新しみ があった。 

それ を ながめながら、 川の こなた を 進んだ 0 
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『植 竹さん だッ て、 縣下 I 等の 金滿 家と しても 百萬圆 はありますまい。 それに、 內田信 也と 云 ふ 人お 

ただ 栃木 縣に 生まれた と 云 ふば かりで 高等 攀校 建設の 爲 めに 百 萬圓を 寄附した と 云 ふので すから、 土 

地の もの は告 呆れた ほど 驚 い て をり ま す』 と 云 つ た 宿 の 主人の 言葉 を 思 ひ 出しながら 

ず から 三 四丁來 たと ころに、 職業と 云 ふ tii があって、 そこの 璧原 郵便局で 人間 社 宛ての 原稿 

の 書き留め 郵便 を 出した。 また 二三 丁で (この 邊 はさう 人の 目に 見えないで のぼり 道に なって るが) 

If 渡りの 宿々 の內 湯へ 引いた 湯の 出 もとの あると ころへ 來た U この 逢の 川ぶ ちから 見返る と、 A 倉 山 

の 後ろ手が、 そこ も 岩 だらけの あ ひだに こうえ ふして ゐる のが 見える。 そこから 眞ッ 直ぐに、 また ま 

g 車 みちを 三 丁ば かりで 有名な 淸琴樓 も ある f 場 を、 廣ぃ 河原 を 隔てて、 高みの 路傍から 見た。 が 

はた 折りの 位- 龄 一は 周 園の 山々 が 少し 遠く ひらけて ゐて、 そのな がめ は廣ぃ 河- S を 渡って こちらが はの 

山々 の はにかみ 笑 ひ を 見る に 在る ばかりら しい。 そこへ 立ち寄って 一泊し ようかと も考 へたの を、 そ 

れが爲 めに 直ぐ 引ッ 返した。 

『そり ゃァ、 鰱の 湯よりも ここの けしきの 方が いいでしょう i 鹽の湯 は 山と 山との あ ひだです 力 f、 

ながめが です』 と、 車夫に 云 はれた けれども、 一方で は、 いづみ 屋の 番頭から、 

『何と iK つても 鹽 原の けしき は鹽の 湯が】 等です から』 とも 聽 いて ゐた。 そして 僕 もこの 方が 一泊 づ 

るに 足りさう だと 云ふ豫 想に うち" たれた。 


その 常時 は歷制 家と 云 はれて 縣 下の ひらけない 人民と 死を以 つて 爭っ たやうな もの だが、 もとの m 

島 知事の 思 ひ 切った 道路 開拓 は 今と なって はな かく 爲め になって る。 この 鹽 原の 奧をも ッと奧 まで 

も 自動車が とほるの だ。 が、 內 湯の 出 もとに かかって る椅を 渡る と、 川の 支流 を さかのぼる ことにな 

るの だが、 この 道 は 三 島 道路で はなく、 お 兼み ちと 云って、 ii の 湯のお ISYnK ふ婆ァ さんが GI 分 1 

個で 切り ひらいた 道 だ。 狭くな つて、 而も 隨分 ひどい 坂が あるので、 自動車 は 通じない。 ^れた iE;. 夫 

は、 然し、 どうやら 斯う やら 十 丁の 道 をの ぼ. =y つめた。 僕よりも 一 と 足さき であった 中年の 夫婦 づれ 

は、 づ るい 班 夫の 爲 めに、 車 をお ろされ たけれ ども。 

『鹽原 は ー體に 坂み ちです から、 のぼりの 時 はから だが 延びさう になる し、 下 だ リ に はまた 腕が 拔け 

* ん ばん 

さう で II 』 先般、 東京から 稼ぎに 來た 車夫 は 三 名と も 一 週間と こた へられないで 引き上げて しまつ 

たさう だ。 

かね 

お 兼み ちの 初 まり は兩が はに 植ゑ 付けた やうな 杉と 檜の 木と で 大抵の ながめ はふ さがれて るが、 

の 中腹から ながめが また 下の 方へ ひらけて、 坂の 上へ 來 ると * 天狗 岩の 横 乎まで が髙 みから ナツと！：： ル 

めう が や 

渡された。 そこに 鹽の 湯の 大きな 宿屋が た ッた三 軒 だけ あるの だ。 IJ^ 口 荷 屋と云 ふの が 客で ふさがって 

たので、 玉屋と 云 ふのに あがった。 車 は 七十 錢 取った。 宿 は 一 泊 16 圆で 中等のと ころ だ。 

僕に 當 つた 三階の 1 窒の 正面に は、 川 を 隔てて 一 とかた ま hs の 杉の 森が その 腰から 以上 を 兌せ てゐ 
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る. - が、 その後ろ うわ 手 も 靑と赤 相 ひ 半ばの 景だ。 そ L て緣が はへ 出る と、 目の 下に うづ もれた こう 

え ふの あ ひだ を 右から 左り へと 十 間 はばば かりの 川 水が 白く 昔 を 立てて 流れて ゐる。 その上 流と 下流 

とから うへ へそり 返って 黄、 赤、 べに 等の いろづき 葉が、 松 その他の 針葉樹の 青葉と 入り まじって、 

,  ぜっ ちゃう 

横へ 四つに なった 山々 の絕 頂まで 一 面に つらなり 渡って る。 隨分 大きい と 云へば 大きい 景だ。 そし 

て その 全景 を 引き 歸 める 爲 めの やうに、 例の 杉の 森が 1 番 こちらへ 近く. 僕の 目の前に 立って ゐる。 

無論. その 眞ッ 下の 崖に もこう え ふはいち 面 だ。 つまり、 ながめの そらから も、 また その 目の 下から 

も， 赤い 照らしが 滿 ちて 來て、 それ を眞ン 中に 針 紫 樹の靑 さが 一 暦に 引き立てて ゐる。 

福 渡りの は 11 僕の 占領して ゐる 場所から は 別 だが 11 かの 川 添 ひの 部屋々々 から 見る と、 こう 葉 

をこう. 紫の 中から る やうな 景だ。 が、 ここの は それ を 近く 見お ろし、 遠く 見渡す ので ある。 近く 迫 

が もみ こ たん 

つた 方 だけで 云へば * 北海道の こうえ ふの 一 名所 祌居 古潭の 景 に似て ゐて、 ただ 面白い 釣り橋がない 

ばかり だ。 が、 また、 かの 釣り橋の 代りに、 僕らの 倚る 高 どのの 攔 千が ある。 そして 下 を 見お ろす と 

目が くらむ ほど だ。 

ぼんしょく 

晚 食に はま だ 二 時間ば かり あるので、 以上け ふの 日記 をお 前へ 出し かたがた、 そとへ 出て、 もッと 

さきの 方の 道へ と 狭い サ， j ばし を 渡って 進む と、 行く手の 川ぶ ちに 少し 平らかな 廣ろ 場が 見えて、 植ゑ 

4?. けた やうに 紅葉 樹の 幹が 立ち並んで， 多くの 幹と 斡との あ ひだが これ も 赤 さうな 太陽の よこ 租 らし 


に 向 ふの そら を 透かし彫り にして ゐる。 來 たついで に そこまで 行き 付く と 1 入り口に 梅ケ 一?？ と 云 ふ 

て 札が してあった。 その 中で 僕の 丁度 I と 部屋 置いて 隣り にゐ合 はせ た 中年者 夫婦が 一緒に を 取 

ら せて ゐ たの を 少し 隔てて ながめながら 行く と、 向 ふの 方から 何だか！ CJ^ たやうな 人が にこく してや 

つて 來 るので はない か？ 

お前 は 誰れ だッ たと 思 ふ？ 婦人 作家の 〇〇 さんなら、 近 ごろ ここへ 來てゐ ると か. にあった か 

ら ひよ ッ とすると 出會 ふか も 知れない と は 思って たが、 小 寺健吉 氏と は 僕 も 思 ひも 寄らなかった。 

输に 適する 位 m は を 方々 探して ゐ たらしい。 而も 同じ 旅館の 四 階に 來てゐ るので あった。 渠は @ ^來る 

の だが、 

『去年の 今ごろ は、 もう、 こうえ ふが 半ば 以上 過ぎて ゐ たが』 とのこと だ。 暫 らく  I 緒に 崖の そばの 

腰かけに 休んだ が、 僕らの 目の前に 紅葉して 崖の 中 膣から かしら を 出して る 二 本の 特別な 樹は、 二 本 

とも 葉の 大きい、 きざみの 淺ぃィ タヤ もみ ぢの やうであった。 

宿へ 歸 つてから、 渠に聖 目 を 置かせて を 七 八 ばかり 打って、 j 緒に をした。 そして 互 ひに 

ヌ 室へ れ てから • 僕 は 中央 公論の 緩き をき き 初めて、 午前の 1 時半まで 起きて た。 川 水の 遠い 132 に 

まじって、 雨がさ ァと 降って ゐる のが 近く 聽 えた。 

十月 三十 一日。 起きて 兄たら、 赤い 山々 に まだ 少し 雨が 降. つつあった。 然し II がか かって ゐ ない 

0  0  0^.  】九五 
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ので、 樹 S 色が しめ やかに 一 しほつ や I びて 見えた。 小 寺 氏と 共に 廊下の 倚子に よって ながめて 

ゐ たが、 蠻こ の景 の 一 番 右手 を、 川の こちらが はの 一番 近く 特別 擎ソ 赤に なって る もみ ぢの大 横 

を， 5- り 人れ て畫 にして ゐ るとの ことであった。 

"の 水 を？へ 引き上げる 爲め として、 やぐらの やうに 高い f かけが できて ゐて， トタンの 小， 

コソフ やうの 物が いくつ も 鎖り につな がれて 下から うへ へく i して ゐる。 そして その上から 一つ？： 

ぃ营が 出て？ まで 走って る。 それ I つめて ゐる時 は、 まだし I がくら ままで 話 をして ね f 

た。 が、 それから ちょ ッと でも 目 を 放す I に、 firl とへ ほうり 出されで もす る 時の こと 

ド 意され て、 腹の そこまでが I ひ を 感じた。 そして、 からだが ぞッ とさせられる のであった。 け 

vs§ もう、 話 まやに なった と f たかの やう I ひ 取ったら しかつ-た。 §00 

の瀧| てゐて もやが て 目が くらむ の を おぼえた ので、 その 下の 方へ は獨 りで 下りて 行く ことができ 

なかった 程の たちに 生れ 付いて るの だが —ー 。  , こ， i 

車が 出切って 一 臺 もない ので、 、つつみ 屋へ 電話 を かけて 一臺、 I りから 上げて 貰 はう とした 力 

そこに もけ ふ は S 節の 入 出の 爲 めよ 餘 かがなかった。 止む を？、 歩いて 山 を 下 だる ことにして、 4 

英國人 を 加へ た 三人 づれと 一 絡に f 出た。 iQ 上から 白 倉 山の 天狗 岩の よこ 手 を 正面に S すと 

ころ は、 こうえ ふ も 矢ず 一 面に 見 ごた へがあった。 ゆ ふべ、 あんま I をき いたが 


『目 くらで 以て ijw 签 から 毎晚十 五六 丁 を あの 坂み ちまで も獨 りで 探っての ぼって 來 るの？ から、 えら 

いもの だ』 と、 湯 場で 云って たもの があった。 湯 場と 云へば、 福 渡. 《s でも 川ぶ ちに ある 五六 J-^i^-Q 

共！： 湯 並びに 川 向 ふの 岩の 湯 は、 自然に lis き 出た まま をた たへ て あるの だが、 鹽の 湯で もまた =■ つ. 

ナゐ じゅん  /  < フ 

面と 殆ど 水準 を 等しく したと ころの は、 内 廊下の 倾斜を 百 段 も 下りて 行かねば ならぬ 代りに、 岩の ほ 

らに 湧い てる ままの もあった。 そして 上の 方の 內湯は みなそこから 引き上げ るの だ。 

福 渡りへ 行って るう ち 湯の もとまで 下りる と、 橋 を 渡って、 僕 は 他の ものに 別れ、 自動 3. みちを か 

みへ 左り に 曲った。 そして はた 折リを 過ぎて、 今 I つ さきの 名所 If 仏 や 古町まで、 橋から 八丁ば かり 

來た。 蓬萊 橋と 云 ふの がか かってる その 向 ふた もとなる 米屋と 云 ふ 旅館で 一 と 休みして 荜を 命じよう 

とすると、 丁度 中 食 時で 部屋が 明いて ゐな いと 云 ふし、 車 も 亦 五六 臺 めったが 乘 せて 来た 客 を 待って 

るので あった。 そこの 家に つづいて その コ 一階 家极 よりも 低い 瀧が 川へ 落ちて るの を 兄ながら、 橋の 上 

に 立つ と、 周圍 がす ッと ひらけた ながめで、 遠く 山々 のこう えふだが、 こ iU は^に 取り 立 C て 一； 4 へる 

うけい 

風景で もなかった。 で、 またはた 折リ まで 立ち返った。 

例の 淸琴摟 を 中心として 見た 景は、 後ろの 山 を 切り ひらいて 畑が 段々 に疊 みあが つてる のと も 

されて だら うが、 小じんまりと 造った 田園の 箱庭 的 をそッ くり 押し 廣 げたやうな もの だ。 廣ぃ 河^の 

左右に 盛リ あがった 二つの 山が 1 番 近く 色づ いてる の だ。 綺1 な こと は綺 1 だけれ ども、 規模が 小さ 
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い。 して 見る と、 匿の S と， M へば、 どうしても 矢ッ 張り 鹽の 湯に 眼って るの だら うか？ それが、 

然し、 大 では あるが、 僕の むかしの 糧 にして 間遠 ひなく ば、 まだ 京都高尾 の奇 や江 州、 i 寺の 勝に 

は 及ばない やうに 思 はれる。 また、 . 北海道 十 勝 原野の 雄大に は。 

とうく また の 止むな きに 至った が、 歸り途 では 矢ッず SS の 裾から 植竹 公園に 渡って 

河 中に 1^ とか 岩と SQII や 針薬棋 li して 白く 豪に I されて ると ころの 景カ よかつ 

た。 警 ではあった が、 幸 ひに、 雨に は會 はないで すんだ。 そして 自分 はこうえ ふの 色に 光 h.^ 浴び 

てた 4- いか、 少しも 曇りのう す 暗 さ を 感じないで しまった。 

いづみ 屋に歸 つてから、 念の 爲 めに 川 添 ひの 部 f 々の f へ 行って 見た： 流れの 向 ふに 見える 山 

山の 8 は I りに 低く 震して ゐる やうで、 蓋し 家 や 軒に 狭められて、 il なば かりだ。 そして 荜 

f に 紅葉して ゐ るの は 僅かの 山樱 ばか 4 あきに 氣が 付いた。 それから、 もとの^, い f 

立直って、 山. <| 直して 見る と、 僕が 比較的に 靑 いと 思った 前山、 赤い と 思った ね 一 1.:: その.^ 

ぎ S 居戶、 それから その また 少し 後ろ？ ッと 左り へ 寄って 富また ち をして わる 根本 山 i 左 

りに 近く 家 I 方から その 一端1 ら？ 基 山、 すべて かかる 山.^ とその 色 あ I- ととに、 g 湯 あ 

たりより は荒ッ ぼくない 感じが s つた。 これ は、 僅か Q だが、 人家の 家 鱼ぃ もや 大根の 

畑に なって、 正面に if 御用邸 If で つづいて るのに 調和した 爲め でも あらう。 また、 f 


後ろに なって る SIS 山と A き 山 も、 廊下 を まわって 行けば よく 见 えた。 きの ふ兑 たと はまた 少し 逮 つて、 

白 倉 山の 絡 頂に は、 ゆ ふべ の 雨で だら う、 葉の 落ちた 枝々 が 1 しほ 白くな つて EI に 立った。 

『盛りと 申す もの は 過ぎ くて、 な』 と、 f むの 主人 はけ ふの 挨^に 來て 云った。 に は のこう え 

ふだけ のこと であった らうが、 人生に は 盛^の 過ぎ 易くない もの は I つと してない の だ。 無 邪：； S な 子 

供の 可愛 ざ かり 11 ?w 々した 女の 盛. OS 11 男の人 氣ざか .OS 11 希 臓の 文化 11 佛爾. fl の 流行 —— 米國 

の 正義 人道 11 日本の 武土道 11 。 すべて、 花や 葉 は 過ぎ行い. てまた 新ら しく なれば いいの だが、 极 

に歸る ことが その 极 本から 過ぎ去って は闽 るの だ。 そこに、 傀ら も 人類 だからと 云って 外 ほ 人の 議論 

ゃ爲似 をそッ くり はでき ない 所以の 論據が 潜んで る こと を 知らねば ならぬ。 

よく 聽 いて 見る と、 この あた bs の は、 黄い ろが かった のが カツ ラ、 栗、 ホウの 木， ゾネ、 クヌ ギ、 

力 シヮ、 ナラ などの 雜で、 赤い 方へ 變 はるの がサ クラ、 桐の 紫の やうに 早く 落ちる ノデ ボウ、 州に 

多い 野 州つつ じ、 それに 本當の もみ ぢだ。 が、 この 邊の もみ ぢ にはィ タヤが その 半ば を 占めて ゐて、 

その こうえ ふが 11 北海道に 於け るが 如く 11 1 称 後れる さう だ。 根本 山の 中腹から いただき にかけ 

て どす 赤く 兒ぇ るの は、 野 州つつ じが 多い 爲 めだとの こと。 二三 日 前から ると、 多くの 樹々 が ここ 

にも またす ッと葉 を 散らした かして、 おい 枝 や ® を 遠く 露出 させて ゐて、 それが また 別な けしきと し 

て 綺麗 だ。 
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Is と 8 戸との あ ひだに、 遠くて 雷 見えない が * 里 前山と 5 のがあって、 そこの いただき 

にの ぼらなければ 西 I その他の 人 ざと は 見えない と 云 ふに 徵し S て も、 僕らの I 山 深く 這 入つ 

てね るの が 分った。 だから、 一とき でも 仕 f やめて ると、 何となく 寂しく、 人戀 しくな つて、 自然 

に會ハ ガキを 書いて 子供に も 出した くなる。 『林 簡に滔 I たためて こうえ ふ 臭く』 と 云 ふ 『もみ ぢ 

I の 句 を あしらった 鬼の 面に §111 など、 まことに ふる 臭い 霞 だが、 花 I りても 根に 管 

と 云 ふ、 い 持ちで 流行と 不易き (別 も 概念に しないで) 合致 的に 見れば、 章 多くの 人 さ 見 ふる 

されて 行く 景も、 たと へば 誰れ でも 持って る 同じ 人情 I 化の 力と 同様、 僕らに はまたい つも 新ら し 

(もの だ。 そして 子供が 笑 ふやう に、 山 ももみ ぢ もまた 同じ やうに 笑って るよ。 

九州 日報からの 手紙が まわって 來た。 小說傢 頼の 件 だ が 料が 安 過ぎる やう だ から * 一  應交涉 の 

ぬず を した。 け ふ はこ こへ 登って 來 るまでに ある 見返り 橋の 曲り で 馬車が 谷へ ころげ 落ち、 女 や 名 

ある 人と その 兄弟：？ や あたま を 怪我した が、 死人はなかった さう だ。 小 i から 熱 海へ 行く 糧ゃ 

I 車 Q やうに、 こ S でも 自動 まかよ ひ 初めに それが 同じ 途中で 落ちた ことがあ つたし 昨 华.. - 

また、 寶 以上 を Q せた 馬窣 のか じ 棒が 折れて、 御 者變乘 つてた 女 I が 看、 000^$i 

ころげ 落ち、 一 名 は 即死、 二 名 はお ほ 怪我 をした さう だ。 勝景の 地に は 鬼^ さう 云 ふ 危險が f ふ 

十 一 月 一 日 j 靑〕 氣 候が 俄かに 變 はった やう だ。 朝 十 時に、 手の さきが ひやくして， 火に あぶら- 


ねばならぬ ほど 周 園が 兹ぃ。 風 も ゆ ふべ から 少し ひどい。 ながめい いけし きを 塞いで、 障子 を 締めた" 

しんしつ. 

僕 は 十 ® 敷きの 仕事部屋の ほかに、 隣室の 八 疊を寢 室に 當 てられて るの だ。 こちらの 廊下と 直^に 前 

山の 方へ 出張った 室へ、 きの ふから、 年の 若い 丸 g§ の 婦人が 來てゐ る。 

『どう 云 ふ 人？』 

『畫 かきでしょう』 と、 一 名の 女中が 答へ た。 が、 他のに 聽 いて ると、 螯 かき はおとと ひ歸 つた 人 

だ。 それなら、 然し、 雨 方と も 問 違 ひで 11 おとと ひの も 畫：： 豕 ではなく、 鐡道院 の颺托 とかの 地 II か 

きで、 さきお とと ひの 晚に來 て、 おとと ひの 朝 四時に 出發 して、 奥の 方へ あがって 行った。 

『若い のに 獨 りで よく 來 ました * ね』 と、 あとの 小さい 女屮が 感心して ゐ るので、 僕 は 冗談 半分に、 

『ぢ ゃァ、 おさし 支へ なければ お 話に. S らッ しゃいて 云って 御覽』 と 云った。 若し 來 たら、 ^曰へ た 

だが 運動 代りに やって る 僕の 讅 ひの 聽き 手に でもし ようと 思った の だ。 が、 來 ないで、 ただ その {1?1.： を 

廊下へ 出たり 這 入った. nN して、 人 待ちが ほであった 。『き ッと、 あとから 旦那 か 色 をと こが 來 るに きま 

つてる よ。』 

粱 して ゆ ふべ 到着すべき 者が けさの 六 時に 來てゐ た。 

『女中に 來て とまって 貰ったら よかった の だ』 と 云って る 男の 聲に、 僕 はふと 目 を さました。 そして 

けいか. i 

直ぐ、 女 は 僕 を 警戒の 目 あてに して 眠られなかった ので はない か 知らん と 云 ふこと に 儍の氣 が 付いた。 
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それから、 1 暦 僕 は氣を まわして、 女が 若し 男の 機嫌 を どんなう そ を 云って でも 取って 置く 方が いい 

やうな 種類 ゆ 者で あったら、 夜ぢぅ 僕に つけ 狙ら はれて ゐ たからと でも 語って ゐ たのではなかった か 

と考 へられた。 僕 は、 然し、 ゆ ふべ も 二 時まで slg をして、 それから また 湯に 這 入って 得に 就いた の 

で、 苒 びいい 心持ちで 朝の 眠りに 道 入って、 いつも 通り 九 時 ごろに 起きた。 そして 齒 みがき 楊子 を 使 

ひながら、 湯に 行く 時、 したの 廊下で その 男らしい のに 出會 つたので、 ちょ ッと聲 を かけようかと 思 

つた。 丁度、 お前と 僕との やうに 夫婦と して は 年が 大分に 違って ゐる らしかった。 その上、 僕に は 長 

ぃ髮に まだ しらが はない が、 向 ふ は の 五分刈りであった。 それが 何だか 僕 を にらみ 詰めて たので、 

失敬な やつ だと 思 ひ 直して、 僕は默 つてと ほり 過ぎて しまった。 が、 女中の 話に よると、 その 男が け 

さの 111 時に 西 那須驛 へ着 したので、 輕便鐵 道 は 勿論の こと、 I 車 や 人車 もなかった。 そして 月夜 だ 

と は 云 ひながら、 五 里 半の 路 をて くく 歩いて、 而もた ッた 三時 間で ここへ 到着した の ださう だ。 ナ 

切な ものが さきへ 來てゐ なかったら、 無論、 そんな 奮發 はしなかった だら う。 

1 1 月 二 曰。 晴。 きの ふの 男女 は 僕が 起きた 時には、 もう、 出發 してし まって た。 僕 は 『實 子のお 

逐』 の 最後 五十 三枚 を 中央 公論に 郵遂 する 爲め、 車に 乘 つて 鹽. i まで 行く 途中、 天狗 岩の 上 あたり 力 

また It ら がの やうに 樹さ 枝が 雷して 來 たの 叛た。 驚ば しの 橋け たへ 昨年 S 車が ぶつ 力 

つた その あとの 附 いてる の を も、 車夫 は 車上の 僕に 示め して 敎 へて 吳れ た。 差し出し人が 有 I 雄と 


なって る 支那 流 封筒の 手 S を 足の よ ぼくした 老人が 杖に よって 持って 來 たのに、 俱は 郵便 で 出.^ 

つたが、 その 人が 本人で あるか どうか は 分らなかった 3 

t ほつ 

十 I 月 三日。 晴。 別な 小說を 書き初め たが、 こないだ ぢ うからの 重なった S 發で 少し 勞れ をお ぼえ 

たので、 夜中に 1 杯 を 命じて、 いつもより 早く 休む ことにした。 この ひるま、 主人が 伺 ひに 來た 時、 

/U の あた. =„s で 蜜 峰 を 飼へば、 きッと 成功す る だら うからと、 蜂の 大要 を敎 へて やった。 すると、 主 

人 は、 時に よると、 この 町のう へ を ひどい 音 を させて、 蜂の 大群が 飛んで 來る ことがあ ると 云った。， 

別館で 僕 を 世話した 女中が け ふ 訪ねて 來て、 この 十 曰 頃に はこ こ を 引き上げ てまた 熱 海へ 行く と 云つ 

どうや ク 

た。 斯う 云 ふ 種類の 女中 は 渡り鳥 も同樣 で、 暑い 時 は 斯う 云 ふ 土地へ 來 たり、 寒くなる と 必要が なく 

なる ので、 これから 必要の ある ぁッ たかい 方へ 行く の だ。 

十 一 月 四日。 暴。 きの ふけ ふが また 穩ゃ かなので、 西向きなる 低い 前山 や 一 階 山の こうえ ふ はま だ 

可な り 持ち こたへ てゐ る。 が、 鬼に 角、 高い 山々 のいた だきの 方から 段々 に 赤い 色 は 禿げて 行く ので 

ある。 

雄 辯 新年 號の 小說 『あぶら 蟲』 を 四十 三枚 書き終へ た。 

十 1 月 五日。 晴。 おとと ひから 僕 は 11 さきの 女と は 反對に —— 妻の 來 ると 云って 來 たの を 待って 

ゐ たの だが、 子供が 少し 病氣 でも あるし、 さう 危險な ところでは 獨 りで 行 きづら いと 云 ふ 知らせが 來 
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た。 で、 大分に 飽きが 來てゐ た 僕 は 俄かに 思 ひ 立って、 午前の 十 1 時に 出發。 自動車 も 人車 も 出切つ 

てた ので、 乘り合 ひ 馬車に 乘 つた。 

來た 時には 夜で 見えなかった 景を 見て 行く と、 見える 限り、 どこも かしこ も、 恐らく  の 湯 以上の 

維大な 景 ばかりで あるのに 驚かれた。 そして 傻は 大切な 拾 ひ 物 をした ことに 氣が 付いた。 僕 は 鹽原を 

多少 馬鹿にして 歸る ところであった。 が、 歸り途 で 初めて 利口に 目が さめた。 そして 來 がけに 乘り合 

はせ た 老人の 

『鼷 渡りへ 行く までの 途が見 ものです が、 な』 と 云った 言葉 を も 確かに 思 ひ 起して、 今 乘り合 ひに な 

つてる 老婆 や 若い 紳士 夫婦の 段. C この 景に對 する 別れ を 惜しむ 意味が 僕に は 同感であった。 僕ら はこ 

ち こ； S ま  n,  )  ^ 

うえ ふに 光る 山々 の 大きな 景に 浸りつつ、 したに 深い 谷川の 音が する 高い 崖の 中腹 を驅 けて ゐる のて 

あった。 殊に、 その 流れに 村 木 岩と 云 ふ 大きな 岩が 露 m して、 その 下流に 稚兒が 淵 を 臨む あたりから、 

右手の 山々 を 見上げる と、 どす 赤い 野 州つつ じだら けが i 仝に のぼって 行って、 その 下に はまた 他の 樹 

樹 のこう え ふが 赤に も 黄い にも 變 化した 絶景 だ。 そして 魚 どめ 橋、 さかへ 橋、 猿 岩ば し、 その他の 橋 

が あると ころに は、 必ら すまた その 左り 手に 大小の 瀑布が ある。 九 回？ i、 冷.^ 瀑 など。 それから、 

且、 がけ 下から 生え あがった モミな どの 大木のう すら 嗜ぃ 林に 僕らの 目 はさへ 切られた。， が、 右安戶 

橋 を 過ぎて 見返り 僑へ 出る と、 今度 は 僕らの 通過した 谷々 と 左 一お の 山.^ との もみ ぢ 照らしが 近く 遠 


く 直な り 合って、 恰も どこまでもの 如く 奥深く 返り 見られた。 そして このところで 鹽原 全體の 風景 を 

總勘 化せし めた。 

さう だ、 この 總勘 {i- によると、 京都 高 尾の 奇も、 永 源 寺の 勝 も、 まるでち ッ ぼけに なって、 これに 

た. s*5 

對 照され るの はた だ 十 勝 高原の こうえ ふば かりで ある。 一 は 深い 山の、 そして 他 は髙ぃ 平野の、 雄に 

して 大 なる もの だ。 

西那須 行き 輕便 汽車 を 新 壟 原へ 出て 待って る 時、 柿 や 蜜柑 を寶 つてる たッた 一軒の 百姓家に、 雄と 

•  じんし 

山 烏と を I 羽づ つつる して あるの を發 見した。 他の 紳士が 山鳥の 方 (をす) を 二回 五十 錢で 約束した 

ので、 僕 は 維 (めす) を I 圆 五十 錢で 買った。 が、 那須驛 へ來て 見る と、 維の をす でも I 圆五 六十 錢 

で S へる のであった。 IB^ に 角、 歸京 すると 直ぐ、 自分で 料理す るの を樂 しみに 汽車 を 待って ると、 ど 

-so ふく 

こ 力の 摩務員 の やうな 黑服を つ けた 者が 僕らの 待ち 合 ひ 所 へ やって 來た。 杖 を 突い て あた" を 探って 

ると ころで は、 確かに それ だと 見えた ので、 僕 は 

『お前さん は 笛 を 吹いて 鹽の 湯へ も， 稼ぎに 行 つた あんま さんだ、 ね』 と、 出しぬ け i にだが 聽 いて 兑 

た。 

『えい、 さう です よ。 もう、 ぉ歸 りです か』 と、 鎮は 僕を蕖 のお 客さん であった かの やうに 受けて、 

目 くらと して は 圖., -し 過き る ほどの 挨 接であった。 『わたし も 引き上げて 來 ました。』 暫ら くあって か 

錢原 B  15 五 
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ら、 また、 俊の 方 をに ほひで！； ぎ 付ける やうに して、 『折角の こうえ ふ も、 もう、 過ぎました、 』 

『  』 ，H あに、 渠に 過ぎて しまったの は鹽 原に 於け る 稼ぎ 時の 乙とば 力り の箬カ だ. I 
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『 二 おせい は 田 口に かんされても、 子供と 共に 同家の 先祖 代 さお 位牌 を預 つて ゐ た。 そし 

て：； r 家 L 持ち こたへ てゐる 以上 は、 いっか 知ら 自分のう わきな をつ と は. I 若い 女に 棄て 

の 女 をい やに I して— 再び i あと f し li な i かに 

clri^ おもて 向きで は、 をつ 臺ロ  II 憎しみば I 先 I つて、 子供に 向 

つてで も 、『お前の. a. んは 馬鹿 で— 薄情で ー』 iill^fl 

ぶ も、 これ は 田 口が 今の 女 をで なく、 まだ わけ も 分らない 目 かま 持って それに 入り.^ 

- ^)tc. ぐ： いよこ ちら を 離婚して、 いいお 寺の 生ま-^ 

てた 時からの ことであった。 そして それとも.. れて いよいよ ^",,11 き 上に も 

として 多少 は 謹 もい い 今のお 兼と 云 ふ 女と 結婚した 時には、 〇o と 云 ふ 田 口の 雅號 は 新聞の 上 

有名に なって、  ， 15  り 貝まで 

30 と 兼 子と^ 式 だ、 ね』 と 云 ふ、 こちらから 見れば 馬鹿々々 しい そして 嫉ま しい はやり， て 


が 出た。 それ を 芝の 公園で 歌 ひ寶リ して ゐる喾 生が あると 聽 いて、 半ば 物好き も手傳 つて だが、 總^ 

の 文 子に、 

『行って 兒 よう ぢゃァ ないか、 え』 と 云 ふと、 文 子 は 

『恥 かしい から、 いや だ、 わ』 と 答へ て。 

『ぢ ゃァ、 雄ち やん、 どう？』 

『僕 もい や だァ。 』 

『ぢ ゃァ、 政ち やん はいい 子 だから 行かう、 ね』 と、 末 ツ子の 政 直 を つれて 出 やうと すると、 文 子 は 

「何も 分らない 子にまで そんな こと を 見せないでも いい、 わ。』 

『なァ に、 却って これからの 見せしめ になって い いぢ やない か？』 

『だッ て』 と、 文 子 はます/ \. 怒って、 『見ッ ともな いぢゃありません か？』 

『誰れ もうち のお 父ァん のこと です とァ 云ゃァ しないよ。 それとなく 兑て來 り やい いしだから、 ね』 

芝囿 橋へ 寄った ところの ひろ 場で ベ ー スポ ー ルを やって ゐた。 その 近處の 梅ば やしの そばで、 ^して 

その K を 大きな 磬 で 呼び 寶り して ゐた 。『あれ だよ、 お前、 よく 聽 いて て 御 鹽』 と、 小さい 聲で云 つて、 

かの 女 は それとなく 立ち どまって ると、 ひとり ふたり 買って るの もあって、 そのものら をまで 嫉 まし 

くな つた。 そしてい ゃ氣 になって 歸 つて 來 てから •『 それ こそお 父 ァんの 方が 見ッ ともない ぢゃァ ない 
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か、 ね、 あんな i にまで I れて— 馬 ¥—1 で？』  、_ にこ え 

それが また いつのまにか 口ぐ せに なって、 子供に 向って ばず でな く、 親戚 や 知り合 ひの 人に き 

ぴ、 途に はまた あかの 他人から ちょ ッと でも 同情の 墓 を 得る と、 直ぐ 自分の 味 かたに 思 ひ 取って 

a  口 は資に iri- すから、 ね』 と 云 ふやうな こと I た。 そして その 人が こり は" 

情して 吳れ ると、 却って それ を E 口 その 人で t かの やうに して 勢 ひまた 不平 を以 つて その 人 f 

r して そんきと は 自分と して 當り 前の ことで、 別に i な i になって るので ァ はない と 思った。 

だのに、 文 子き ちら？ と をう そで 為って る ものの やうに 聽き 取って、 寶 がまし くも、 

『，か 母さん、 何もき 色變 へて まで复 ァん のこと を わざわざ 見 I らま 人にまで 悪く 云 はない 

でもい いぢ ゃァ fl んか』 などと 云った。 『見ッ ともない 軍 ァ ごま I んか li ッ 母さん こ 

そ 馬鹿 か、 氣遠 ひの， やうに えて？』  、 ) 

『可が I ひです ゃソ 母さん はこれ でも 獨 りの 腕で 正直に お前た ち を 育てて ゐ るんで す』 と 力の 

女 は 叱り付けた。 それに は、 然し、 少 から 富まり の惡 いこと がーつ ないでも なかった。 自分 は？ 

をつ との 一年 以上 も 醇り歸 宅せ ぬに 對 する f の 不平と 接し さが こん ぐら かって、 ふ は：： 

ら、 S 人の ひとり を奸 きになって、 ikfti へ 引き入れた。 それ を- g つてた ^ た 文 子 


が 知って ゐて、 小さい くせに 利口であった から 大變 怒り、 こっそり その 父の 兄、 来のと ころへ 行って う 

ち 明けた。 あとで はそんな こと を 取り消させる やうに した けれども * そして 文 子 もお もて，： 1: きそれ は 

思ひ逮 ひで あつたと 云 ふこと は 承知した けれども、 そのこと を 一 つの 有力な 现， 5 にされ て、 とうく 

E 口の 望み通りに 離婚と なって しまったの だ。 そして さう した こと を 思っても、 多少 わけの 分って 來 

た 娘に は、 わざとに も 『ぉッ 母さん は 正直 1 方 だから、 ね』 を 押し付け やに は ゐられ なかった。 - 

をん な獨 りで は營 集が うまく 行かない 0 で、 この 方で は、 然し、 隨分 不正直な やうな こと も 企てて 

見た。 下符 人と 關係 がで きた 時 も、 一 つに は それから 多少の かね を 出させよう としたの だ。 それ は然 

し 不正直と 云へば 云へ るが、 家の 爲めを 思 ふ 一 つの 手であった から、 家の 爲 めに は 正.. ^一な 企て だと 云 

つて 貰はなくて はならなかった。 その 設據に は、 田 口の 友人で、 友人と して は 年 もす ッ とうへ なおめ 

に、 なか. へない ところが ある 議居ぢ ぢィの 山 崎さん が、 何度も 酒に 醉 つて^て、 色仕掛けで こ 

ちら を 落し 入れて 家 を乘ッ 取らう とした 時 も、 こちら は 初めから 感づいて ゐ たので、 して その 乎に 

はかから なかった ではない か？ 

•『 どうせ わたし は 獨り者 だから、 隅の 部屋で も I っ與 へられて、 身の まわりの 撒 話さへ して K へばい 

いので 11 その代り、 家の 修繕費 ゃ營 翁费は すわけ です』 などと 云った。 

『然し、 田 口が どうせ マ g 知し ないで し 4,- うから、 ね』 と、 わざと 恥ぢ まで かかせて やった ので ある。 . 
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その後、 都合の いい 人が きて、 雷の 利子 や 地代 や 營業稅を も 引 i けて、 こちらへ 別に 家 I 

貢 三 十回 拂っ 5 ふこと になった ので、 おせい は 子 I 入と 共に 樱川酊 を引ッ 越して、 巴 町-.. 家 

, した。 そして 文 子が 小 i を 卒業した の をし ほに、 近處の 人の 世話 を以 つて かの 女 を I 省の 雇 ひに 

入れた ので、 向 ふの km と 文 子の 月給と 田 口から 每 月の 約束で 來 るかね とで、 月に 五十お お 力り は 這 

人って、 親子 はじ ッ として ゐて も先づ 、へて 行ける I であった。 が、 iidMt^ 

り f になって、 その上に 地代 ゃ置稅 まで こちらへ 直接に 催促し に 来られた。 目 分 は 親戚へ 行つ 「 

up. 自分の 持ち物 を 雷 入れて 足し前 をした.. した。 そして I 代 I に 立 SI 命 

じた けれども、 二 ヶ月、 一ヶ月、 また ff 出しし ぶって るので、 裁判所へ 訴へ 出た。 

そ I ぎ I 中に、 少し 利口  f ると 思？ た 文 子が 十六 歳 をい ちごに 直で 突然死んで しまった 

『フミ キノ フ ケフキ トク』 と 云 ふ 電報 を 打った のおが、 どうせ 霧な 田 口  I よう 言？^ つた。 T 

回 Qm 報が わせが それでも 僅かに 問に 合った ので、 『お 一ん から 今 このお かねが 届きました よ』 と 知 

らせ ると、 病 入 はさう かと 云 ふこと を  ん 

『ほう』 とた わい もな く 答へ て、 にッ こ？ 3 たのが 義 であった。 可 哀さ うに、 霸を 打った と聽ぃ 

て、 若し や 父が 來 はしない かと 心待ちに 待って たの だ。 が、 『どうせお 父ァん はお ッ 母さん を 見る の.. 

いやな の だから』 と は、 f^i から 云って、 あきらめても ゐ たやう だ。  ， ： ) 


およ 

『  』 こちら は、 かの 女が おとなの 人情 を 多少で も 知って ただけ 父の 方へ 心 を 傾けて るの を W 

らしく もあった。 世間の 交際 も 上手であった ので、 いろんな 人から 病氣 見舞 ひやら^ lij やらが 來て、 

，  含ん む 

思 はぬ 臨時 收 入が できた 上に、 子供と して は 感心に も 勤務に 忠資 であった と 云 ふので、 うわ 役の 周旋 

により、 破天荒の 特典 だと 云って 四十 圆の追 金が 下りた。 それ を 不時の 收入 として その 日に id ぐ • 

他の 香 „s と共に 郵便局 へ^けて 來た。 そして そのから 包ば かり を 子供の 靈 前へ 供へ て 置いた。 

葬式 は 追 吊 金 を 賞 ふことの 爲 めに 一 日 延ばして、 午後の 二 時と なって ゐた。 が、 その 朝に なって お 

せぃの^^^^-へでは、 甕 ま 葬式 を 出す と、 多少で も兒ぇ を 張らなければ ならぬ ので、 それだけ 物入りで あ 

つた。 折角で きて、 きの ふ 13 けた かね を また 引き出す の は 惜しかった。 ぶつつ けに 靑 山へ 行く 時には 

少し 義理が 悪い けれども、 どうも 役所の 人々 だら うから、 二度と 顔 を 合 はせ るに は 及ばない ものば か 

りであった。 

斯う^へ て、 葬列 や 坊さん をも斷 わり、 夜に 入って から、 人夫 二人に 棺を かつがせて、 自分 だけが 

ついて 行った。 すると、 田 口 家に 屬 する 茶 星のお かみさんが 『先刻、 七 八 名の かたが 待って をら れま 

したが、 あまりお そいので ぉ歸 りに なりました。』 

へい *- 

『さう でしよう』 と、 こちら は 平氣で 答へ た、 わざと 延ばした の だと は 云 はないで 『いろんな ことが 

あって、 時間が 延びた もの だから。』 そして この いろんな ことのう ちに は、 田 口が 手つ だ ひに 來 ない 不 
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平 や、 今 I 主から Q 雲 料が 少なかった f や、 久しぶりで I 局へ 預けた かね l.i 川 町 S 

の爲 につぎ 込まなければ ならぬ やうに なり はしない かと 云 ふ 心配な ども 數 へて ゐた。 

死卑" の籍 は、 もう、 幸 田の 家に 養女と して 這 入って たの だが。 田 口 家の 墓地へ 速 急の こと だから 

割り込ませる ことにし てあつた。 舊の 方で は- 無論、 これまでの 關係 上、 遠った 家の ものと 

は 知らう 笞 がなかった。 文 子 を 埋めた その 隣リに は、 長女の 淸 子と 長男の 秋 雄と 三男の 譲と が 別々 に 

渔 まって るの だ。 そして * 今 は 夜だ から、 向 ふの 森に かかって る 鎌が たちの 月 はあって も、 目 さきが 

暗く つてよ く 籠み 返せない が、 長女の 小さい iifSl に は、 自分の その 時 作った 俳句 『永き 夜を稚 きもの 

の猸り 旅』 と 云 ふの が 彫り付けて あるので ある。 それ を 俄かに 思 ひ 出せても * 今の わさくして ゐる 

心に は その もとの やうな、 靜か にあ. はれな 感情が 浮ばなかった。 いや、 新たに できた 墓に 向っても、 

田 口の 薄情に 對 する 恨みば かりが 先き に 立って、^ 直な 淚 の^ない の を おぼえた。 何 だッて も、 これ 

だけの 子供 を 生ませて また 死なせて 置きながら、 人 を 

『娶々 ァ くさい』 とか、 『ヒス テリ づら』 とか 云って、 とうくぶ ッ 放して しまった 。『  』 抵當 

入りの 象 を 波して これ だけ 『古 i させれば、 誰れ だって 皺くちゃ にも. ならう。 ヒス テリに も 落ちよう。 

正庶な ものに は 1 - 自分 もさう 云へ るつ もり だから — それが 却って 當り 前の ことで はない か？ こん 

なに 苦^ や 心配 を K1 ねて ゐ たら、 世 間 の 義理 や 人情 も できるだけ 切り詰めて 行かねば ならぬ こと を考 


へて ゐた u 

ロの前にゐる^^：には約束通り、 そして 茶 M- へ は 穴 掘り 料と 別に 二三 十錢 とを與 へれば、 あと は 香 

t|5t 返しな ども しないつ もりであった。 そして 文 子の 1 孫， g しい 友逹 として 5£ 弔 金の はに 皮々 足 を述ん 

で5^<れた子などには、 どうせお 互 ひに 子供の こと だから、 別にお 禮 はしないでも よから うと 獨. ぎめ 

にして ゐた。  . 

歸 つて は. ると、 留守 を させて 匿いた 子供のう ち攻直 はま だ 小さい ので ごろ 癌-どし てた わい もなか 

つたが、 雄 作の 方 は徵燭 のと もった 机の 上の 姉の 位牌に 向って EH を 泣き 脹 らして ゐた。 これ を：：： ルて、 

子供ながら 感心に と n わ ふと、 おせい は 自分 も 俄かに 寂しい 悲しみに 打 たれた。 そして 自分の 手 もとに 

あって、 近し く 何かと 云 へば 小 ごとの 賴手 となる ものの ひとりが —— 而も 自分の あと 取りと して 心お 

のみに した ものが —— 無くなつ たので あると 云 ふこと を、 ここに、 初めて しみじみと： £ じら，^ た。 

がッ かりして、 死んだ 子供が 使って た 机の 前に 坐 わると、 新ら しい 線香 を 二三 本立て 添へ て やつ 

て、 かの 女が 父の やうに 小說 家になる と 云って たこと など 思 ひ 出しながら、 

『ぉッ 母さん はま だ 文 ちゃんが ゐ なくなつ たと は 思へ ない が、 ね」 と， 雄 作に 言葉 を かけた。 『まだお 

*> ぐし よ 

役所へ も 行って 直き 歸 つて 來る やうで 11 』 

『  』 雄 作 は 別に 1^ 事 をし なかった。 が、 多分、 姉 の^きて ゐるぁ ひだ を、 あんなに いぢめ た 
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り、 をしたり しなかったら よかった とで も 後悔して ゐ たの だら うと 思へ た。 

おせい はま だ 動かないで その 場に じっと 坐 わり 込んで ゐた。 墓へ 着て 行った よそ行き 0 衣 物 II と 

1K つても、 if まが ひの 棒 じ まの 綿入れ だが — をぬ ぎ替 へる 氣 もしないで。 まだ 秋 は 半ばで、 寒い 

のに 早す ぎる 辔 だのに、 若い 時から、 

『少し 猫脊 * ね』 と 冷 かされた その 背な かの 方から、 ぞくく と 冷えて 來 るの を も 感じて ゐた" 

1^ をす るの もい やにな つて、 どこへ でも 坐 わった ところで ただ じっとして しまって、 兩手を ふと こ 

ろ へ 入れた まま、 何 を考へ る ともなく 自分の 心が めいり 込んで 行く その 氣持 よさ を獨り 手に お ぼ え 

たの は、 もう、 すっと^ からの ことであった。 それ を 田 口の をん な 兄弟の ものな ど は 馬鹿にして、 

『おせい さん は 如 可に もぶ しょう だから』 と 云って る やう だが、 こちらと して は 苦勞を L て 貝な けれ 

ば 分らない 1 つの 樂 しみで も あ..^、  ^は ひで も あると して、 人から は 何と 云 はれても かま はないで ゐハ 

るの だ。 

gj:/ にで もまた しらみが M いたかして、 苦 勞の爲 めに 骨だった 胸の 後ろ あたりが ちくり と 痛が ゆか 

ゥた。 ふところの 中から、 直ぐ 左り の 手 を 右の 脇の 下から まわして、 その 方の 肩 を 少し 縮めて、 ばり 


ばりと 扱いた。 かゆい ところへ は 半分し か 届かなかった けれども、 それが 自分の 沈んだ 氣 持ちに 二道 

の 心よ さを與 へた。 そして 】 つに は、 じれったい 燒 けから 自分まで が このまま 文 子と 共に 線！^ くさい 

眞ッ くらな 穴へ 引きす り 込まれて 行っても いいやうな 氣 になって ゐた。 

.^こ へ 丁度 また 來て 吳れ たの は、 向 ふの 家に 假 りに 下宿して ゐる 堤さん 夫婦であった。 もとから B 

it かわ 

口の 友人で、 この 人 も大阪 では 度々 奥さん を換 へ、 それが みな 仲居 ゃ藝 者であった 爲 めに、 叙 ゅづり 

てん はつ 

の财産 五十 萬圆 ばかり を 全くす つてし まった 結^、 今日の やうな 見 じめ な I 大罰を 受けて る ので ある 

が、 田 口よりも 人情が あるかして、 今回の 訴訟事件 にも 智慧 を &; して 吳れ たし、 この 二三 曰 は 日の 

やうに 來て、 いろく 乎つ だっても 吳れ た。 け ふ も、 午前に はお ひる 前まで ゐ たので、 今夜 は 來て吳 

れ まいと 思 はれて たのに、 それが _ ^て 吳れ たの だから、 俄かに 力 を 得て、 こちら は その 方に. 1Z き 直つ 

て、 右の 手 を ふところから 出した。 が、 今度 は その 手の 人 さし 指が 思 はす また 鼻の 穴へ 行った。 そし 

あな 

て そのつ いでに 穴の 奥で さわった 彝 くそ を ゆび 先き の 爪に かけて 引き出して 來て、 むなもとから 出た 

左の 手のひらに 乘 せて 丸めながら、 

『ゃッ とお 墓の 方 を かたづけて 來 たのです の。』 

『ま ァ、 これで 1 段落 や』 と、 堤さん も圖 ぬけて 大きな からだ を 自分勝手な ところへ 坐 わらせて、 う 

ち 輪の 人の やうに 云った。 
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『ほん まに 可 f うな こと をして、 な ァ。』 奥さん はこ ちらの そばへ 進んで 來て、 こちらの 坐 わ 表 一んで 

る if から 線番 をた むけた。  ，H ん たう 

『  』 おせい は その 手つきまで を 見つめて ゐて、 藝者 をして ゐた 女に もこん な 時には 本 當の人 

情が あるの だら うかと 思った。 直ぐ 堤の 方へ 向いて、 『わたし ゃァ どうしても あの 薄 雷 田 口が 殺した 

としか 思へ ません、 ね。』 

『そんな こた、 もう 云 はん 方が えい。 向 ふかて、 貧乏の なかから 十回 も 送って 來 たんや さか レ 十 

分、 文 ちゃんの 死に目に ゃ會 うて やりたかった 意志 は 見えて ます。 ただ あんた に會 ひたうな かったん 

や。』 

『あなた もま だ そんな こと をお ッ しゃ るんで すか？』 おせい はさきに 文 子が 同じ やうな こと を 云った 

のに 突ッ かかって 行った 時の やうな 勢 ひに なって、 『わたし はわた し、 子供 は 子供 ぢゃ ございません 

か？』 

『そらさう やが、 な —— 』 

ぞく 

『  』 かの 女 は 築 を も 云 ひ 伏せた つもりに なって、 多少の 滿足を おぼえた 

『a を 引きます よ、 政 ちゃんに うたた 寢 させて m はいたら』 と、 奥さんが 渠の 上に 座 蒲圆を 二つ 三つ 乘 

せて やって るの を こちらから ながら、 


『いいんで すよ、 ® らしい、 こッ ちの 歸 つたの も 何も 知らないで！』 おせい は 今と なって は、 もう、 

雄怍 がた ょリ であった。 ，1 の 機嫌 を 取り込む やうに して、 『雄ち やん は、 それでも、 少し 分って る やう 

です が、 ね。』 

『もう、 十三 やさ かい、 な』 と、 奥さん も 雄 作の 方へ 向いて、 『ねえさんが ゐ なくなって 寂しいで しょ 

う？』 

『  』 雄 作 は そばに 坐 わって る まま、 にが 笑 ひ をして E をし よ ぼ 付かせた。 

『これから ねえさん のぶん も 引き受けて、 しツ かり 勉强 しなけ り やい けない よ。』 おせい は 丁度い い 折 

り を；！ ル つけて 斯う 云って 聽 かせた が、 自分 も われ 知らす 淚を こぼした。 雄 作は來 年の 三月に やっと 小 

舉校を 出られる ので ある。 女の子と は 遠って、 そのまま 月給 取. OS にも やれない の だ。 して 見る と、 こ 

れ まで 文 子が 取って たぶん だけが そっくり 這 入らない ことにな らう。 それに 向 ふの 家の ありさま だ。 

『然し、 け ふ も、 中 尾が 云うて たが』 と、 堤さん は營業 代理人の ことに 云 ひ 及んで、 『如何に わたし だ 

ッて 出る やうに 從來の 義務が 果せるなら、 直ぐに も 出ます。 それ を 然し かねが 思 ふやう にで きないの 

ちう ちょ 

で躊踡 して ゐ ますの だから、 幸 田さん もさう せッ かちに 訴訟な どし ないでも ッ て。』 

『あなたが 勸 めたん おゃありません か？；』 もう、 突つ かかって 行きたい 氣 になって ゐた。 

『そや さかい、 こッ ちゃ はと ぼけて ゐ たんや。 若し さう S ふお つもりなら、 俊が 仲に 這 入って あげて 
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もよ ろしい ッて。 どうも にや 勝てない おもてる らしい さかい、 出る 用意 はして る やう や。』 

『それで なきや ァこッ ちが 困り まさ ァ、 ね。』 おせい はちよ ッと 調子に は乘 つたが こんな こと やそん な 

こと を 1 どきに 考へ 出す と、 客の 來てゐ る こと も 忘れがち になって、 ひえる 夜 を、 自分 も疊 のうへ に- 

坐 わった 切り、 また ふところ 手 をして むな 元 を ふくらませたり、 ふところから 兩手 をえ りに 出して 

なけ 無しの 鼻く そ を ほおって 丸めて 壁の 方へ 指さき では じいた リ しながら、 自分勝手な 世界 を 現し 

て， 客 こ， も， M 蒲圑 をす すめる こと さへ しなかった。 

が、 nl^ さん はこ ちらに も 都合の よさ さうな こと を 話し 出した ので、 おせい はまた ちょ ッと氣 を 引き 

立てる ことができた" これによ ると、 渠 がいつ そのこと、 こちら や 田 口の 友達甲斐に、 中 尾の 出た あ 

と をそッ くり 引き受けて、 こちらと 一 緒に 下宿の 營業を やって 見ようかと 云 ふの だ。 

『これ はま だ あんた に は 云はなかった けれど、 田 口 君に は 先日 會 うた 時 相談して 見て、 承諾 を 得た こ 

とやが —— 』 

『  』 おせい は 田 口の 名 を 出される と、 直ぐ 反感 をいだ かないで は ゐられ なかった。 『あんな 者ん 

に 何の 權 利が あ リ ませう？』 

『寞 かて そら 知って る、 さ。 けれど、 友人 ミ して 先づ 話し をして 置かねば、 感情 を 害する かも 知れ" 

ん やな  <； か？ 田 口 君に 異存が なけり や、 あと は あんた と 僕らとの 相談 づ くや。』 


L 


さつ だん 

『それ もさう です、 ね。 ぢ ゃァ、 いいやう に和談 します、 わ』 と、 かの 女 は：^ 11 へた。 そして 屮 尾が W 

ると、 自分 も 子供 二人と 一 緒に 向 ふへ 舞ひ戾 つて 行って、 5? 夫婦と 共に 力 を 合 はせ て 營業を やり す 

ことに 話 をき めた。 文 子 は 死んでも、 櫻 川 町の 家の 方 はどう やら 斯う やら また 持ち直し さう だと 云 ふ 

くわう みやう 

こ とが、 せめても の 光明 A,」 自分の 心に 投げて 來 て吳れ た。 『さうな ると、 もう、 うち 輪 同士の ことにな 

hs ますから、 ね、 あなたの 方へ も 香奠 返し はしません よ 11 少し 勝手の やうです けれど。』 

『そら、 お 互 ひのこ ッ ちゃ さかい』 と、 さん も 心よ く 承知して L 犬れ た。 

『  』 かの 女 は 文 子に 關 する ことが これで 最早 や 殆どす ッ かりかたが 付いて しまったと 忍って 

はくじ やう 

しまった。 簿 情な 田 口な どへ は 何も 返す に 及ばない こと だし、 四十九日までに、 ただ 自分の 方の 身う 

っぽ や 

ち 二 軒へ 壺屋の 饅頭 をで も 巾 しわけに くばれば、 もう、 それでい いのであった。 だから、 もう、 あの 

中 尾 を 追 ひ 出し さへ すれば と 云 ふこと にば かり 心が 向いて、 r ちゃ ァ、 どうか その 方 を先づ いいやう に 

頼みます よ』 とも たれ 込んで 匿いた。 この頃 は 何 ごとに でも 成るべく 人 まかせの 方が 面倒く さくな く 

ッ ていいの であった。 この 正直な 自分の 獨り 腕で 以 つて、 新う やって 三人の 子 佻を肯 てて ゐ たの を 初 

どうじ やう 

め は 同情して 吳れて か、 一 番 面倒く さかった 下宿の 營 業も屮 尾が 11 若し 約束 通り 家贊を 出せれば 

11 うまく やって 吳れる 害であった し。 文 子が 急病に 變 じた 時 はまた ぉほ屋 のお かみさんが 醫# を 呼 

まん さ 5 

びに 行って 吳れ たし。 追 吊 金の 奔走 も 文 子の 友達が すべて やってくれ たし。 趣 葬の 手つ づきな ども ％ 
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さんがして 吳れ たし。 中 尾との かけ 合 ひも また 續 いて やって^れ ると 云 ふし、 そして 自分 は、 もう" ： 

この 最後の 事件の 結 梁 をた だ 待って ゐ たらい いのであった。 

二三 口 は. 可 だか 全く 手加減が 違って しまった かの やうに 寂しく ぼかんと して、 らく はらく であった 

お、 手持ち1^::^\太1過ぎたほどだ。 堤から も ffjSI 沙汰がない の を 待ちわびて、 こちらから 向 ふの 家へ 出張 

して 見る と- 何の こと だ？ まだ 少しも はか 取って はゐ なかった。 男の くせに、 

『さう ひどく も 云へ ないから、 まァ、 じィ わりと やって る けれど — 』 などと 云って た。 

『ぢ ゃァ、 わたしが もう 一度 裁判所へ 行って 來 ます、 わ』 と、 おせい は 急に むきになって 答へ た。 M 

に 1 度 は ilf にも 面會 して、 田 口の 簿 情から 自分が 禁 てられて、 今 はた だ 惜金附 きの 家 を もと 手に 子 

供 三人 を 養って 來 たこと をまで 語って あった。 そして その 大切な 家の 營業を 月々 の 家賃に して まかせ 

た 約束 だ の に、 『こ ッちを 女と 見く、 び つ てるからで しょうが、 中 尾と 云 ふ 男 は 不都合に も 少しも 約束 を 

寳行 しないの です。』 

『ぢ ゃァ、 よく 調べて 見ましょう』 とのこと であった。 そして こちらが 今少し 辯 じて 置かう としな 

ら、 檢；$ は 『いや、 もう、 さう 能 I に 云 はないでも 分って ゐ ますから』 と 云った。 だから そえ を 力 

にして 1$ び 面會に 行く と、 會 つて 〔4<れ たこと は吳れ たが、 まだ 調べて ない とい ふので あった。 

『あなた は』 と、 おせい はこ こで もむ きになって しまった、 『おや 子 四 人のう ち、 ひとり は その 僅カ寸 


曰ば かりの あ ひだに 無くなって しま ひました し • あとの もの らもい つ 飢えて 死ぬ かも 知れません の 

み ころ 

に、 それを：：^：殺しにしてぉしまひなさらぅとー；ムふぉっもりですか？』  . 

あとで 少し：； ムひ 過ぎた か 知らん と は 思った が、 その 爲 めに S ぐ窜 件が はか 取って 行った。 そして 屮 

尾の 方 は 三百代言ら しいのに 代理 させた から、 

べんご し 

『あなたの 方 も 知り合 ひか 何 かの 辯 護士に 頼んだら どうです』 と 云 ふ 注意 を檢巢 から 受けた けれど 

も， おせい は、 

『いいえ- わたし は それに ゃァ 及びません。 正直に 中 尾と 對 決さへ すれば 分る ことです から』 と 答へ 

た。 そして それ も その マ迎 りに なった。 

いよ/ \, 決の 日に なって， 中 尾 も よん どころ ない 颜っ きをして 檢 事の 前へ 出た が、 相 變らす SSK 

の 上の 不備な 點を循 に ^：: つ て 、 

『わたくし は 一 ヶ月 三十 回の 割りで 營 業の 利益 を 幸 田さん の 方へ 拂ふ 約束 は 致しました。 然し、 それ 

を 毎月" お、 月|， ふやう に は 約束 致しませんでした』 と、 まことしやかに 陳べ 立てた。 

しよ-つ, PC 

『レ いえ、 それ はほんの 證文づ らば かりの ことです。 あなた はわた しが 毎月に して 拂 つて 下さる ので 

しょう、 ね、 と 念 を 押した 時に、 無論です よと お 答へ になった ぢゃァ ありません か？』 

『  』 中 尾 は 盧ぐ云 ひ 詰って しまった。 
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『まとり だと 思って、 證 文の 文句な どで ごまかさう とした ッて 駄目です よ！』 

『文句の 上に も菌 としてと 書いて ある 以上 は』 と、 檢事 もさす がいいと ころ をつ かまへ て吳ゃ 

『月. <c 拂 ふの が當り 前で はない か？』 

『それに 致しましても、 實は、 營業 上の 利益が それほどに あがりません ので 1』 

『それ は II らう。 利营 ないやうな ％| お前が 引 塞け たのが 惡 いの だ。』 

『  』 つまり、 こんな ことで、 おせい は 自分の i& 見て. 貫って 置いた 易に 出て ゐる 通りの 期 

日に、 ，町の 家 II して 賀セ とがで きた 。『正直の かう べに 神が やどる と はこの ことで T 

中 爲も檢 事の 前へ 出た 時に ゃァ、 まるで あた まが あがりませんで したから、 ねい』 と、 嬉し まぎれの 

ii^ に乘 つて 今度 はう まく 行 くだらう と 思 ふ營業 共同者に なるべき 堤 夫婦に 斯う 語った 

死人 を 出した 巴 町の 家 を 引き 拂 つたの も 幸 ひが 向いて 來た】 つのし るし だと 思へ たと ころ、 今 K は 

進 乍が また 父の 方へ 行って 修業 させて 貰 ひたいと 云 ひ 出した。 

あれ だけ 悪く 云つ S かせて 來た sn のこと だのに、 文 子 も 十二の 頃 か II しがった 力 その 


弟が また さうな のかと 思 ふと、 いっその こと また 死んで しまへ とまで 云 ひたい ほど、 母と して は 船ら し 

かった。 折^ ここまで 育てて 乘 たもむ を、 ひとり 死なせた 上に、 また ひとり 手放す こと は 意地に も考 

へ 物であった。 

とつつ  > 

『お；！ m. は、 あんな 薄情な お 父ァん のと ころへ でも， どうして！ h きた < ^の？』 

がくもん 

『學問 を させて 貰へ るから』 との 答へ だ。 

r それ もさ うだらう が、 ね。』 わざと 煮え切らない 返事 をして 置いて、 堤さん の 部屋へ 和談 しに 行って 

見た。 『どうしましょう か、 ね • 今度 はまた 雄 ちゃんが 田 口の 方へ 行きたい と 云 ひ 出したん です が、 

ね？』 

『そら 丁度え いやない か？』 堤さん は 案外 わけもなく 熒 成した 。『來 年から 中舉 やのに、 あんた の 手で 

つづく かどう や、 實際 は， 分ら へんさ かい。』 

『つづかない/しと もないで しょうが、 ね』 と、 かの 女 は I つ、 向 ふの こちら を 馬鹿にし たやうな 言葉 

にい や 味 をう ち 込んだ。 と 云 ふの は、 子供の 二人 や 三人 を 喰って 行かせる ぶんな ど は、 下宿：^ をして 

ゐる 以上 は、 食物の 餘分 として 獨り 手に 出て 來る もの だ。 あと は 月謝の ニ圓 ゃ三圓 しか 雄 作の 爲 めの 

物 入ね はない と 思 ふと、 それ 位 は 追 ひ 出された 中 尾に 代る 人と して 堤が 出すべき の は 常り 前であった。 

『よしんば、 あんた の 力で つづく にして からが だ、 雄 ちゃんの 爲 めに 取って、 あんた の はたに ゐる方 

おばい の f  ,  -ti 
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がえ いか、 それとも、 ii の ある 田 口の 芋 もとに ゐる 方が えいか？』 

『は 1.』 その ii をよ く聽 いて 見る と、 f ん！ こと も 力 もで ない こと はな 力" 4 

- 5  、こよる と、 雄 作 や 政 直 は 1 みな、 ラ への 子 だが. 1 こちらへ 餐 

渠に田 口が 語った こと も あると 云 ふに よると ^^.-A^^i--  ^>l^s.feo  , た 

"してし まっても いいのであった。 a 口に は その あと 取りな ど は 誰れ にしても 力ま は f の， 

や， 、て 文 子 Q きに f こちらの 物になる 案から、 募 2h もとで 育つ 政 I 方 まって 入ら 

て r 打 K は^" の 養子に でも やらなければ ならぬ わけ だ。 ところで、 どうせ：： に， す i 

のなら、 そ；. P こ ？.』 

M 每ゐ ると云 自。 『成 るほど、 ねい』 と、 養 は きて 滅も いい 1 す ね 』 

『さう おしになる 方が よいでしょう。』 f お 竹さん も そばから I に勸 める のでき.^  *i  i 

I さう しまし ようか、 ね？』 そこへ 政 直が いつもの 物欲し さうな？ してやって 來た そこ 

^ilil  ii の IIII し 裏。 響れ を そ 

のから だと 共に こちらの 膝の あたりへ こすり 付けながら、  こま、 こ 

『よう、 ぉッ 母さん、 何 かお 吳れ よ』 と 云 ふ 目付き をして 見せる のであった。 そしてお せいに は 

. . ヒ、>*&1.£っ％、.^0く一!15ぇて.3た。 ：^,  p: にやる 物 もない ので 

の：：：はきに自分の子供の聲まてカー„^^  ^ぇて f  一  15-111 


『また、 その 袖 を i: 覽』 と * なまぬるく 叱り付けて、 暫 らく そのまま あしら 0 てゐ た。 『お^はお とな 

しくして ゐな いといけ ません よ、 堤さん の 子に 貰 はれる の だから、 ね。』 

『いや だ、 いや だ？』 攻直 はます く駄々 を 11 ねた。 

『  』 おせい も 自分の 子 を 人の 養子に やる かどう か は、 その 實、 それに は 情愛が あり 飴って ゐ 

て、 まだ 決心して ゐ るので はなかった。 この 營業を もま だ 本當に まかせる 氣に はなって ゐ なかった。 

AJ れ までのと ころ を 何 ぶんよろ しくと 云って ゐ たの はこの 家の 明け渡し を さへ 助けて 貰へば よかった 

のであった。 今のところ は、 ぼん やねと ただ 向 ふの 云 ふに まかせて 置いて、 向 ふの やうす を 兒てゐ る 

の だ。 蓋し 自分の 易の うらな ひに 出た ところでは • あまりい いこと にも 成り さう でなかった。 

然し、 容も少 くッて 直ぐ 女中 も 雇へ ない 折りから、 堤さん がその 奥さん を兑習 ひとして 臺 どころ へ 

出して 吳れ るの はこ ちらに は 女中 代りと して 便利が よかった し。 それに、 もと 手が あるかな しのと こ 

ろへ 持って 來 て、 この 寒い のに そとへ 出て おさい の ェ而を あれ かこれ かと 見つ く ろ ふの も而 倒な の 

で、 毎日 僅かの 煮 まめと ちッぽ けな 麗し やけと です ませて ゐた。 すると、 堤さん が骄 頭が はりに 出て 

來て、 

]  こつ ナ. 3- 

『そんな こッ ちゃ あかん』 などと、 滑稽な 大阪言 紫で 叱り飛ばした。 『お前まで が、 もう、 今から 塞 さ 

うな 風 をして』 と は、 奥さんに 云っても、 實は、 こちらへ 當 てつけた ことら しい。 『そや さかい、 お 客 
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さんが 繽 かんの やない か？ 毎 曰、 毎日 同じ 物 を 喰 はせられ てゐ たら、 わしら かて 飽 いてし まう が、， 

な！』 

『だク て、 仕 かたがな いぢ ゃァ ありま せんか、 お あしが な いんです から。』 斯うお せいは 口を出した" 

『これで 買うて がい』 と 云って、 堤さん は 時々 五錢銅 ゃ十錢 銀貨 をお 竹さん に 投げ出した。 

『  』 割りに 合 はない もの を 添へ たり すれば、 月末の 勘定の 上に 損 をす るば かりで なく、 客 を 

つけ 上らせる ことになるの を、 まだ 經驗 のない 夫婦 は 知らないの であった。 が、 別に こちらの ふと こ 

ろ を 痛める ので もない から、 ぅッ ちゃら かして 置いた。 すると、 堤さん の千涉 はこ ちらの からだの こ 

とにまで も 及んで 來て、 

『あんた がた の やうに 一 ヶ月で も 二 ヶ月で も 湯に 這 入らんで は、 お客さん. にきた ながられ ます 力 

な』 と 云って、 時々 みんな 一緒に 錢 湯へ 行く やうに 命令した。 それ も 向 ふのお かね を 出す の だ 力ら い 

いやうな ものの、 時には、 

『わたし だッ てお 湯 を きら ひなん ぢァな いんです が、 ね、 お湯に 這 入る と、 却って 風 を 引く ことがあ 

ごう じ A- ラ 

ります から、 ね』 と、 强情を 張って 見せた こと も ある 

. 『』) まに H 入る から や』 と、 さん はい やな 顏 をした。 が、 おせい はわ ざと 笑 ひに 受けて、 

『だから、 這 入らない 方が お湯 錢 だけで も 助かる ぢゃァ ありません か？』 と 云って やった" 今 も，" おに 


行く お あし を こちら は K つて あるの だが、 CI 分の 財布に は それし か！ E 入って なかった。 が、 攻^が 餘 

りうる さいので、 そのうちから、 はした の 五 厘 だけ を 出して、 『ぢ ゃァ、 これでぉぃもでも&：^って來て 

にィ さんと ふた ァり でお 分けなさい。』 

『ぉぢ さんが、 ほたら、 少し 足して あげよ』 と 一： ム つて、 51!- さん は 1 錢五厘 を 出した。 

『  』 だから •  丁度 ニ錢 になって ひとりに 一 錢づ っ當る わけに なった ので、 今 I 度、 『にィ さん 

しゃう じ 

と 半分 づ つです よ』 と 念 を 押して やった。 雄 作 も 障子の かげへ 來てゐ たので、 はしご 段 を ふたりの 足 

おとが 下りて 行った。 それに じ ッと聽 き 耳 を 立てて、 見えない 姿 を！ ZE に兑 える までに 引き寄せながら、 

無くなった 文 子に 對 する 情愛 Is でも 呼び 起した。 が • おもてに は 去りげ なく 見せて、 『うちの 子 は みん 

な、 なんて、 あんなに いやし いんでしょう、 ね？』 

『あんた の 仕つ けが 惡 いのん や。』 

『なァ に』 と • お 竹さん は 別な こと を 云った、 『子供と 云 ふ もの はみ な あんな ものでしょう。』 

ことば 

『さう でしよう • ね。』 おせい は 奥さんの 貢 葉 を 自 分の 哝 かた を 得た やうに 考 へた。 子供 は 一 二人ともよ 

く 一  つの 物 を 取り合 ひした が、 雄 作 は その 姉に 向って 亂 暴な ほどつ よかった。 そして、 

『ねえさんが 死ぬ のなら、 生きて た 時に あんなに いぢめ なければ よかった』 とまで 後悔した。 その 割 

りに は、 弟に 向って は 少し 弱い。 ひよ ッ とすると、 姉に 對 する 後悔の 爲 めに、 その 心が おとなび て！ a 

おせい の 平生  ニニ 九 
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じくな つたの かも 知れない。 が、 白 分の 發明 だと 云って、 二三 日 も 苦心して、 ゃッ とでき 上った おも 

ちゃ を、 づ るい 弟に 横取り されて 逃げられながら、 た i きわめいて 追ッ かける ばかりであった。 い 

于リ く- 9 

つも こちらが 出て 行かなければ、 この 兄弟 同士の， 喧嘩 は 納まらないの である 

今 ふたりで おい も を 買 ひに 行った ので も * その 歸-^ に は • どちらが 大きい とか 小さい とか 云って、 

きッ と、 大道の 眞ン 中で 取り合 ひの 喧 f する の だ。 が、 何と 云っても 聽 かないの だから、 こちら は 

ただ 笑って ゐ るより 仕 かたがない。 それでも 少しづつ はふた リで 親に 持って 來る だら うから、 それ を 

If しみに して 11 さう だ、 親 だ ッても 喰べ たいの だから、 

P 赏っ たもので も、 何でも、 少し はう ちへ 持って 來る ものです よ』 と は、 不斷 から 敎へ 込んで ある。 

その 1 方の 雄 作が 田 口の 方へ 行ける として 見る と、 自分 も 時々 尋ねて 行っても いいやう にして 置いて- 

g はなければ ならない。 さう すれば， その 度 毎に 多少の 馳 ^ もして 貰へ る だら う。 まさか、 赤 坂のお 

ばのと ころの やうに お茶 1 杯で 追ッ拂 ひながら、 その あとで、 

『おせい はおし りが 重い うへ におし やべ. 《 ^で 困る』 などと、 かげ 口が 云へ た義现 でも あるまい。 r 

T 鬼に 角、 さう すると、 雄 作 は 田 口の 方へ 行かせる ことに 致します から』 と >  堤さん に 向って、 おせ 

いはまた もたれ 込んだ、 『な あたから 一 應田 口へ かけ 合って 貰 はない と困リ ますが、 ね。 いきなり 行つ 

て、 はね 付けら トても 詰 hs ません からね。 それに * 子供が 行って る 以上 は、 わたし も 時々 會 ひに 行け 


る やうに していた だかな いぢ ゃァ、 ね。 これまでの やうに、 毎月のお かねさへ 底 接に 取りに 行けない 

やう ぢァ whv ます、 わ。 これで も、 もとは 仲の いい 夫婦で あつたん ですから • ね、 いくら 簿 情な 田 口 

でも、 さうな ると、 まさか、 わたし を  』 

『そんな こと は 云 はんかて 分って ゐる さかい』 と、 提 さん はうる ささう に 答へ た。 

『だッ て、 一 應は その わけ を 云 はな いぢ ゃァ向 ふに もと ほらないでしょう。 たと へ わたし は 追 ひ, さ 

れ たにしても、 さ』 と、 ぞんざいに 口 を あいて 笑 ひながら、 『矢ッ 張リ、 向 ふの 子供の 親 ぢゃァ ありま 

せんか？ さう して 見れば、 子供に 會 ひに 行く のァ —— 云って 《: ルリ ゃァ —— いくらお ほ びら になっても 

かま はない のが 本當 ですから、 ね。 田 口が 若し それ をい けない とで も 云 ふなら、 わたし ゃァ 子供 を 渡 

しません から、 ね。 こんな 貧乏な 家に ゃァ、 子供し かわた しの 寶 ばな いんです から。 あなたがたな 

ら、 • まだ 子供が ないから、 この 經驗 はお 分りに な. OS ません が、 わたしな どァ、 もう、 子供 を 四 人まで 

せき w 

も 死なせたん ですから、 ね、 ちょいと した ことに も 直ぐ 驚きます、 わ。 おなかが 痛 いと 聽けァ 赤痢に 

なり はしない か、 せきす るから ッて 肺炎 おやない かッ て。 あんまり お湯へ 行かせな いのも、 I つ は、 

その 爲め ですから、 ね。』 

斯う 述べ立てて 來て氣 が 付いた の だが、 これで 向 ふが 度々 こちら ども を 

『あかだら けだ』 と 云 はない ばか .WS の 顔 を もて ゐ るに 對 する 申し わけが 十分に できた のであった U こ. 
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の 時 •  丁度 子供が 歸 つて 來 たやう すだから、 

『また 喧啤 をし ないやう に』 と 云って、 おせい は その 座 を 立った、 そして 下の 茶の まへ 來て、 直ぐ こ 

ちらから の 方へ 默 つて 手 を 出す と、 ふかしい もの 親 ゆび ほど 喻ひ殘 された の を 政 直 は吳れ た。 そ 

して 雄卞の はと 見る と、 それより もた ッた 二倍 ほどの ものであった。 然し、 その 兩方を 大切に 子供 か 

ら 受け. 5- つて、 おせい は 長火鉢 11 これ もお ぢィ さんの 坐 わって たかた み I- の 前に 坐 わり 込み、 自 

分 ひとりで を 入れた。 そして 女敎員 をして 獨 立して ゐた 時から して、 自分のお 茶 好きであった こ 

と を 思 ひ 出した。 すると、 また 自分のお ほお ぢの防 害 を 避ける 爲 めに、 田 口が 夜おう 俄かに 自分 を自 

分の 荷物と 共に 人力車に 乘せ、 その あと 押しまで して、 小石 川から この 家へ つれて 來た その む^しの 

ことまで も。 その 時 は、 まだ 電車と 云 ふ ものがなかった が — 。 

この 家の しう と、 しう とめ や * 小 じうと にも、 隨分 苦勞を させられた けれどい よくしう と 力 亡く 

なる 時には、 

『吾助で はとても この 商 ー^ ば やって 行けん から、 よろしく お前が しッ かりして、 ね』 と 云 はれた 。そ 

の 一 言に 感じて こそ、 自分 はい まだに この 家と B 口 家のお 位 £ と を I どうせ ra 口 はそんな ことに は 

AJ しち ャ，、 

頓羞 しな い たちだから —— {IE 分 ひとりで 守つ てるので ある 


5； ル さん は、 

『け ふ、 あす はちよ ッ とそと へ 出る 用が あるから』 とのこと で、 あさって は、 きッと 行って やらう と 

受け合って 吳れ た" おせい は それが また 自分に も 都合が よかった。 と 云 ふの は、 近 ごろ、 しらが 染め 

ICC ほつ 

の束髮 がその 极 もとから 白い の を 大分に 延ばして ゐ たの だが、 それ を 染め直す かね もなかつ たし • ま 

た その 氣 にも なれなかった。 

が、 丁度い い 折り だからと 心 を 引き立てて、 堤 失婦へ はたお、 

『お湯に 行って 來 ますから』 と 告げて、 こッ そりと、 しらが 染め 屋へ 行った。 さかなやが 取りに 來る 

ぶん を 融通 すれば、 染め 賃と 湯錢 とを拂 つて、 なほ 二十 五六 錢は殘 るので ある。 自分から 進んで お湯 

星へ 行く の も、 自分ながら 珍ら しかった が、 染めた 時の 氣持 ちわ る さは 湯に でも 這 入って i はさない 

と、 いつも 忘れられない のであった。 三十 前後から 自分が 染め てること は、 もとの をつ とたる 田 口の 

こと だから 今だッ て おぼえて ゐる だら う。 

わかしら  - 

『若 白が など を 嫁に 貰った のが 問 遠 ひだ』 と、 死んだ ぉぢィ さん は、 こちらへ も聽 えよ がしに、 田 口 

にこ ちらと 別れる こと を勸 めた こと もあった。 その 時には、 田 口 は 
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『お！^?^ んの 女房 ぢゃァ な いんだから、 わたしの 勝手です』 と、 きッ ばり 答へ た。 そしてお ぢィ さん 夫 

婦 との 二度目の 同居 を また やめて、 麻布の 本 村 町へ 別居した。 その 近處 にしら が 染めの 髮ゅ ひが あつ 

て、 その 亭主と いふの が文學 好きで、 田 口 —— その 時から 多少の 名 は 出て ゐ たので i に會 ひたいと 

云った けれども、 田 口 は 相手に しなかった。 それほど 見識が あった ものが こちら をよ く 愛して 吳れて 

た そのむ かし を 思 ひ 出して、 ち ッと恥 かしい 氣 もした。 

『然し、 今、 電車賃 もな いんです から、 ね』 と 云って、 おせい は 二十 五 錢の錢 金 はし まひ 込んで、 三 

人 分の 往復 電車賃 を 堤に 出して 貰った。 そして、 政 直までお もこん なに 大きく したと 云 ふ 自慢 をす る 

つもりで つ て 出た。 久しぶりで うす 化粧まで して ゐた。 そして 巿內霄 車を大 嫁終點 でお りる とガ ー 

ドの 上に も霄 車が とほって ゐ るし、 また ガ ー ドの 先き の 方に もま 車が あるのに 驚き 迷って しまった 

堤さん はそんな こと を 詳しく 云って 吳れ なかった し。 通りすがりの 人に 聽 いて 見る と、 先き の 電車 

は、 もう 內の ではなく、 王子へ 行く 電車 ださう だし。 田 口と 云 ふ小說 家なら、 なんでも * ガ ー ドの 

下 をと ほって 左り の 方へ！！ A; つて 行った 大分 奥の 方に ゐる箐 だとの ことであった。  r 

して 見る と、 堤さん に 書いて 貰って ふところへ 入れて 來た圖 にも 確か、 

『直ぐ 左り へ 入る』 とあった やう だが、 そこの こと だら うと 思って、 圖を 出して 見る ひ まもなく そ 

の 方へ 行った。 そして また 田 口の 名で 聽 いて 見る と、 


じき 

『その 人なら、 もッ と、 すッと 先き の、 もと IS 宗大舉 で、 今 は濉澤 さんのお 屋敷に なって ゐる 處で 

す』 と敎 へて 吳れ た。 

『さう です か？ どうも ぁリ がた う』 と 答へ たが、 おせい は 私 かに こんなに 遠 さうな 話で もなかつ たが 

との 疑 ひ を 生ぜし めながら 進んだ。 分らなければ 大變 だとして、 政 直が もう 歸 らうと 云 ひ 出した の を 

なだめながら、 雄 作 を 相談 相手に あちらこちらと 尋ね ま はって、 一 二 時間 も 費やした ので ある。 そし 

て ゃッと 突きと めた かと 思 ふと、 それ は 田 口の 元の 住ま ひであって、 

『今 は 天祖 神社の そばに ゐ ます』 と 云 ふので あった。 

け，；？ 

『おや ァ』 と、 おせい はや ッと 見當が 付いた の を 嬉しがって、 『それが 本 《C2 でしよう よ。 わたし も 何と 

か 神社と は聽 いて 來 たんです が、 ね、 つい、 思 ひ 出せなかった ものです から。』 

『本 當 だから 本當 のこと を 云って あげる のです』 と、 敎 へて 吳れた 人 は 何だか If 機嫌 さう であった。 

『  』 おせい は、 自分の I 生躧 命で 探して 來た 心持ち も 知らないで、 おこったり する の は變た 

男 だと 思 ひながら、 ちょ ッと禮 を 述べて、 攻 直の 手 を 取って やった。 そして また 云 はれた 通り をう つ 

せみ 橋と 云 ふのへ 來て、 それ を 渡る と、 やがて 神社の 森が 見えて、 その そばに 『田 口 寓、』 『〇〇 主義 

社』 として 二つの 表札が あると ころへ ゃッと 到着す る ことができた。 

ゑん 9ょ 

が、 何だか 少し 恥 かしい やうな、 遠慮が ちな やうな、 そして またお そろし いやうな 氣 がして、 先づ 
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締まって る 門の 戶の すきから、 そ ッと中 をの ぞいて 見た。 兼て 堤さん から 話に は聽 いてた 通り、 つつ、 

じ 宁菊を やったり、 蜜蜂 を 飼ったり して ゐ ると 云 ふそれ らしい 庭が 左り の 方に 見える し、 小松菜 ゃ大 

极 らし いその 畑が 右に ある やう だ。 自分と 1 緖に暮 して ゐた 無趣味な 時と は 丸で 遠って ゐ ると 云ふ豫 

想が、 餘り實 際 的に 自分の あたまへ 證 明され たので も あるから、 自分 は少 からす 向 ふとの 隔たり を感 

じないで は ゐられ なかった。 そして 雄 作 を じろ りと 返り て、 『先き へお 這 入りよ』 と 命じた。 が、 渠 

もお ぢ けが 付いた かして、 尻込みしながら、 にが 笑 ひ をして、 

『おか ァ さんから —— 』 

『ぢ ゃァ、 政ち やん？』 

『いや だァ 。』 政 直 も 赤い 額 をし て あとす ざり した。 

『仕 かたがない、 ねえ、 お 父ァん のと ころ ぢゃァ ない の』 と、 ffi ぃ聲で 叱って から、 おせい は 自分で 

思 ひ 切って 戶を 明けた。 そして 庭と 畑との あ ひだの 敷き 石 を 三 間ば かりお づ く 進んで 行って 玄關の 

がらす 入り 格子 戶を 引き 明けた。  , 

『御免下さい』 が 自分ながら 人 ご ゑの やうに 聽 えた。 

それから、 女中の 案內で 子供と 共に 立關 の三疊 のま をと ほって、 その さきの 六疊敫 きの 茶の まへ 行 

くまで は、 取り のぼせて 殆ど 夢中であった。 おそろし くも あり、 早く 見た くも ある 田 口と 向ひ會 つた 


時、 先づ 何から 云 ひ 出さう かと 考 へて たが、 幸 ひに も、 そこに ゐ たの は蕖の 今の 女房 だと 云 ふ 女ば か 

りであった。 

『あなたが 今の 奥さんで すか』 と、 少し 馬鹿にして 笑 ひながら、 1 徵を すませた。 

『まだお 若い のです、 ね。』 そんなに 若く ッて、 第 一 に 大きな 子供達の 世話な どが できる かどう かが あ 

む t ん ：5 やく 

やぶ まれた。 どうせ 田 口 は 無頓着で 子供の ことな ど はかま はないだ らうから。 

『二階に ゐ ますから、 今 呼びます、 わ』 と 云って、 名 は 以前 か. I© にまで 耿 はれて るお 兼と 云 ふ 女 は 

ナ丄關 の 方へ 立って 行った。 そして 『あんた』 などと、 越後 生まれ ださう だのに、 これ も 堤さん." み.^ の 

やうな かみがた なま リで 呼んだ、 『子供が 來 ましたよ。』 

はしご 段 を どたばた させて 下りて 來る音 が聽 える と、 おせい はまた 自分の 顔が ぼう ッ とほて つたの 

を おぼえた。 

『來 たか、 ね』 と 云って、 田 口が にこ，， して 出て 來 たの を こちら はじろ. CV と 見上げた が、 ぐ 下 を 

向いて ぉ辭儀 をしながら、 思った よりも さう 變 はって ゐな いと 考 へた。 けれども、 自分の 代りにな つ 

た 女の ゐる のが 面白くなかった ので、 そのい や 哝をも 籠め て 云った。 

『ぉ變 はり もな くお 目 出た うご ざいます』 

『  』 田 口 はこれ に は 返事 もしないで、 そとの 障子に 近い 隅に 据わって る 長火鉢の 前へ 行って 

おせい の 平生，  二三 七 
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女と さし 向 ひに 坐 わった。 

『  』 おせい は 田 口の 爲 めに は それ 位の 無 愛 相を當 お前の こと だと 思って 氣 にしなかった。 そ 

して、 もう、 自分の 心 を 落ち 付けて しまって 『今度、 堤さん のお li 話で 御 承知 下す つたので、 子供 を 

つれて 來て 見たん です が、 ね。』 

『つ 1 て來て 見た と は 何 のこと だ？』 田 口 はもと く 通リ その 持ち前の 太い 聲 をして、 こちら を 横向 

きに 見た。 『來て 見て、 面白くな けれ ゃァ、 女中 かなん ぞの やうに また 取り返さ うと 云 ふの か？』 

『さう ぢゃァ ありま せんが、 ね』 と、 笑って 見せながら 『いよくよ こす 日 はわた しが またよ く 調べ 

て 見てから にしようと 思って：，， け ふ はた だ 久しぶりのお 目見えに つれて 來 たんです、 わ。』 

『矢ッ 張り 下 だらない 易 だら うが、 そんな こと ァ よせ！』 

『だッ て、 こり ゃァ わたしの いのちです、 わ。 云 はば、 もとの 耶蘇 敎の 代りの 信仰です もの。』 

『なァ に、 お^は 疑 ひ 架い たちだから、 とても、 易なん か はほんと うに 出よう 答 力ない 』 

『わたし は、 いつも 子供に も 云って 聽 かせて ゐる とほり、 正 です よ。 だから、 あなたが お 目 かけ をん 

g 超の 森のと ころへ お隠しに なった 時で も』 と、 わざとお 兼に 田 口の 舊惡 をき かせる つもりで、 『直き 

見當が 付い. U ぢゃァ ありません か？』 

『あり ゃァ、 ^も 易で 當 たったの ぢゃァ ない、 さ。 お前の 氣 ちが ひ にらみが ひよ ッ こり 當 つ，^^^. 21 


こと だ。』 

『いいえ、 遠 ひます。 わたしの まことが ちゃんと 易に 現 はれた のです。』 

『そんなら * それでい いだら うから、 なぜ あんな 家な どう ッ ちゃって しまって、 易の 專門 家に ならな 

いんだ？』 

『兒 てゐ て御覽 なさい』 と、 おせい は 自分から うち 解けた 笑 ひに なって、 『今に、 きッと 成って 兄 ませ 

す、 わ。 然し、 家 だッて 何もう ッ ちゃる にや ァ 及びません、 わ。』 

『持って たッ て、 お前に ゃァ 持ち こた へられない やうす ぢ やない か？』 

『そんな こと ァ うそです。 誰れ が 云 ふの か 知りません が』 と、 51^ のこと を 思 ひ 浮べ て がそん な こと 

を 云って るの かと 思 ひながら、 『これまで にも、 あれ を わたしから 奪 ひ 取らう として、 いろんな 人が わ 

たし を だましに 來 ましたが ね 11 』 

『そり ゃァ、 お前が 誰れ から 見ても 色き ちが ひに 見える から、 さ。』 

『あり ゃァ、 全く ラ そです よ。』 ^缝 の 事件 を 云 はれた の だと 思った のでち ょッと 額が 赤くな つたが、 

直ぐう ち 消して 7 文 子の 思 ひ 違 ひです もの。 それに、 あの ぢぢィ の 山 崎 も —— あなたのお 友達でした 

が， ね 11 度々 やって 來 ました。 然しとう く わたしが 恥ぢを かかして 二度と 來られ ないやう にして 

やった のです。 今度の 中 尾 だって、 ちゃんと わたしが 看破して ゐ ましたから * 裁判所へ 出ても， 问ふは 

おせい の 平生，  二 111 九 ，1; 
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ぐうの ね も 出せなかった ぢゃァ ありません か？』 あの 堤 夫婦 も當 てに なった もの ぢゃァ ない と 思 ひな 

がら、 『みんな、 これ も あなたの 爲 め、 子供達の 爲め、 云 はば、 田 口 家の 爲め ぢゃァ ありません か？』 

『いや、 そんなお せっかいな 考 へに ァ 及ばない の だ』 と、 田 口 は反對 した。 こち の 意外に も、 少し 

もこちらが^^1して來たことを思ひゃっては吳れなぃゃぅに、『子供だッて、 お前が 勝手に 渡さな かつ 

たのであって、 . 1 そのく せろ くく 仕つ け もしない やうす だし I 』 

『わたし や 子供の 敎育 にや 放任主義 ですから、 ね、 それにしても』 と 子供 ふたり を 返り 見て、 少 から 

すぎ |i のつ もりで、 『これ だけ 大きくな つたんで すから、 ね。』 

大きくな るの ァ 畜生で もなる！』 田 口の 返 寄 は相變 らす亂 暴であった。 そして 蕖 がその むかし もよ 

く 『ただな めすり ま はす やうな のば かりが、 子供 を 育てる 道ぢァ ない』 と 云った の を 思 ひ 出させた。 

『だッ て、 可愛け ね ゃァ仕 かたがないでしょう』 と、 おせい は その 時 答へ た。 田 口 は 不斷は 無頓着な 

くせに、 子供の ことになると、 隨分 やかましく もあった。 が、 いろくい そがし いこと があって、 こ 

ちら はさう 手が ま はらなかった。 

^ ひ； i やう 

『放任主義より ゃァ、 お前の ァ ぶしょう なんだ！ むかし * 敎員 をして ゐ たくせに， 甲斐性 もな く、 

1 般 のい 仓人同 樣な考 へに なって しまって、 擧 校へ 行かせて 置き さへ すり ゃァ それでい いように 思って 

たてき まって らァ、 世間の やつら はね 多く は 子供 をた だ 伊達に 擧校 へやって ゐる やうな もの だ。 苦しい 


やり繰り^ 段 をして たと へば 醫科 大擧を 卒業 させた ところで、 家に 財産が なけり ゃァ、 病院 を SI てる 

こと もで きないし。 また 建てた ところで、 無理な 惜 金の 心配ば かりが 先き に 立って、 肝腎の 門 技術 

A でん 

より ゃァ 親からの 遣傳の やり繰りば かねが 上 乎に なって しまう。 それより ァ、 身ぶ ん相當 なと ころで 

舉校を 切 hN 上げさせて 早く 實社會 へ 出す 方が 自然の やりかた だ。 お前で 云って 見り や ァまァ 子供 は 早 

く勞働 にで もして しまう 方が まし だ。』 

『 まさか さう でも あ ません が、 ね。』 かの 女 は ひどい こと を 云 ふと 驚いた が、 田 口に は それが 常 前の 

やうであった。 

,こ とば 

『さう でもありません ぢゃァ 行けない の だ』 と、 鎮は 言葉 をつ よくして、 叱り付けた。 『お前が 若し 子 

供 をい つまで も そばに 匿いと きたいなら、 さぅでもしなけ.c^ゃァならなぃと云ふのだo』 

『だッ て、 お渡しす りゃァ いいでしょう』 と、 こちら は 答へ るより 仕 やうがなかった。 

『それに、 今一 つ 云って 置く が、 ね、 あの 家 はお 前の 物であって、 もう、 おれの 物 ぢゃァ ない。 m 口 

家と は、 だから、 何らの 關係 もない ので、 あの 家 を 維持で きたと ころで、 お前が それ を以 つて こッち 

へ 恩 着せよう とする の は 眞ッ ぴらだ ぞ。』 

『だッ て』 と、 おせい は不容 になった ので 云 ひ 返した、 『お 位牌まで —— あな 一た の 先祖 代々 のです よ 

. — ^つて ある ぢゃ ァぁリ ません か？』 

おせい の 平， 生  二 四 1 


i$ 第八毖  二 四 二 み れ. - 

『憶！ 位牌なん か 子供と 共に 返せ！ たと へば、 日本の 國民が とんぼが たの 狭い 陸地な どに 未 f な 

くな つて 阿弗利加へ 移って しまった として、 その あとの 地面な ど 何になる と 思 ふ？ そしてな ほ 未練 

が あらば、 取り返す だけ だ。 お前 は それでい いか？ 『 

『そり ゃァ 困ります、 わ、 ね。』 斯う 云って、 ffl  ロを兒 詰めながら、 かの 女は少 から やが ッ かりした 

自分 は、 川 町の 家が 自分の 物に なって る けれども、 それ を 持ち こたへ る こと は、 子供の 關係 力ら - 

矢ク 張り、 田 口 家の 爲 めだと 正直に 思 ひ 込んで ゐ るので ある、 これ を 田 口 は 却ってお せつ 力いだ と 云 

ふので あった。 そこに初めて^1«分は田ロ家と全く無關係にされてゐたことが分った。『ぢゃァ、 子供 を 

あなた は 1 體 どうしょうと 思って るので す？』 

『そんな こと ァ 分り切つ てて、 尋ねる まで もない ぢゃァ ないか？ うへ の 子ども はかた ッぱ L 力ら タん 

で 11 それ もみん なお 前の だらしな いせいで あつ たと しか 思 へ な い が 11 今ぢ ゃァ她 作が 總ぎ^ 力ら 

おれの あと 取りに な るんだ。』 

『  』 かの 女に は、 それ も 亦 意外であった。 『あなた は 子供 は みんな 入らない とお ッ しゃった ぢ 

ゃァ ありません か？』 

はラ 9 つ 

『入らない ッたッ て、 法律が さうた やすく 許す もの か？』 

『  』 さうな つて C, 犬れ り ゃァ、 實 はこれ より 結構な こと はない のであった。 こちら は 田 口に そ 


I  • ：  そし やう 

んな 意志 はない と 思って たから、 蹈が 死に さへ すれば 庇ぐ 田 口 家に 對 する 相 上の 訴訟 を 起さう とま 

で考 /、 こので ある。 『雄 作に 取つ ちゃ ァ、 無論 それに 越した 幸 ひ はない のです が、 ね、 —— ぢ ゃァ、 攻 

直 はどうな ますんで す？  さんのお 話しで は、 あなたが 雄 作 をめ たしの あと 取りに して、 政^ を 

さんに 吳れ ると ぉッ しゃった さう ぢゃァ ありま せんか？』 

『そり ゃァ、 雄 作が こッ ちへ 來 ない 時の こと、 さ。』 

『ぢ ゃァ、 ^た 以上 は 1? 愛が つて やって ほ 太れます か、 ね』 と、 おせい はまた 自分の 子供ら を， 返り 見な 

がら、 『みんなお 父 ァんを こわい 者の 檬に 思って たんです が？』 

『そり ゃァ、 お前が さう させた の、 さ。 氣 ちが ひじみ て、 ね。』 

『そんな /0 とァ ない、 わ、 ねい』 と、 實は、 當 つて ゐ ない こ ともないの を 云 ひくる める つもりで 笑 ひ 

ながら、 子供の 方へ 向いて わざと 念 を 押した。 

『  』 子供 はふたり とも 事 をし なかった が、 それとなく こちらの 意 を 受けた かの やうにから 

だ を もじ，， （- させて ゐた。 

『それで 雄 作の こと は 分りました が、 11 ぢ ゃァ、 政 直 を わたしの 方へ 下さ るんで すか？』 

『くどい やつ だ、 なァ！ 欲しけ り ゃァ、 やる にき まって ゐ る！』 

IT だッ て』 と、 こちらから 田 口の 機嫌 を 取る 爲 めに また 笑って J::^ せながら 、『聽 いて かなき ゃァ 分ら 
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ない ぢゃァ ありません か？』 

『分らない のァ お前ば かりだ。』  ちんが や- 

『だって、 ねい』 と、 おせい はまた 友の 方へ も 向いて、 ちょ ッと 媚び を 見せた。 雄 作が 案ル らくに 向 

ふへ 受け取られた やうに、 若し かまた 政 直 を も 欲しくな つて こちらへ 渡して 置け ない とで も 云 ふこと 

になつ』」 ら、 文 子 は 死んで しまったし、 自分 は あぶ 峰 取らす になる ではない か？ 今から 心配な の は そ 

れ ばかりであった。 

『わたしから も 云？ 誓ます が』 と、 ぉ需— こちらが 何 か Is 出す だら うと 私 かに 待 I けて 

た 通りに —s 出した、 『維 作さん がこッ ちへ 來た 以上 は、 先づ、 おとうさんの 云 ふ I ばかりで な 

く、  ，D,P しの 云 ふこと も聽 いて 貰 はなければ なりません よ。』 

『そり ゃァ、 さう §5 かせて あります が、 ね。』 g う 何く はぬ 額で おせい は 子供に 代って 受けた 

が、，： 實は、 まだ そこまで のこと はどう 一 K ふ 風に させようかと 云 ふこと を考へ 中であった いよく r 

拿 放す ことになる その 曰までに 何とかき めて やれば いいと 思って た。 たと へば、 うわべ だけで はま 

ま 母に .41 に：.^ せて ゐ なければ ならぬ が、 もとく あかの 他人 だから、 實 母の こちら を 忘れる やう 


な ことがあつ たはい けない とか、 何とか。 然し、 今 そんな こと を 云へ た魏现 でもな しまた 云 ふに も 及 

ばない ので、 ただ 話 を 別な 無事な 方へ 轉 じさせる 爲 めに、 口 を 明いて 笑 ひながら、 この {\^ のこと を 

まよ 

『なかく 分りませんで したよ。 何だか、 す ッと奧 の 方まで も 迷って 行って しまって、』 などと 語った。 

そして、 ふと 思 ひ 出して、 明いて る 口び る を 縮めて さきの 方で 合 はせ ると、 その さきが 矢張リ とがつ 

てる やうな 氣 がした。 

『前齒 が 大きい うへ に出ッ 張って て、 おまけに 締まりな く 笑 ふので、 どす 赤い 齒 ぐき までが】 面に 出 

る』 と、 意地 惡 くも、 よくこ ちらの 惡 くち を 云った 田 口 だ。 が、 それがこちらの堤さんに|&ぃて^3-っ 

た來 た地圖 のこと を 聽 いて、 素直に も 『どれ、 出して 見ろ。』 

『わたし ゃァ、 子供 を つれてる こと だし、 もう、 I 旦 引き返さ うかと 考へ てし まひました、 わ』 と 云 

ひながら、 ふところの がま 口に 歸 りの 電車 切符と 共に 入れて ある 紙切れ を 出して、 先で 自分が 见て 

兑 ると、 矢 ッ張リ 、圆の 方が ほんとうであった。 『成る ほど、 堤さん も 斯う 窨ぃ てあつ たんです が、 ね、 

何だか わさくして 忘れて しまったんで —— 』 

と リね 

『/0 の 通り だ』 と、 S 口 は 地圖を 取り上げてから 云った。 『祌 社の 鳥居 や 敷き 石まで 寄いて あら ァ。 こ 

れで 分らな かったん ぢ ゃァ、 ょッぽ どお 前が どうかして ゐ るんだ。』 

『…  』 さう 云 はれる と、 おせい もむ きになって、 『わたし ゃァ。 なにも どうもして ゐゃァ しない 
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わ。 田 口さん なら、 ガ ー ドを くぐって 左リの 方へ 行った ところ だと、 ^遠. つたこと を敎 へて 吳れた 人 

が惡 いん ぢゃァ ありません か？.』 

『なんでも お前 は あとの 人の こと を 信す るく せ だ。 さう して また その あとのが あると、 直ぐ また その 

前の を 疑 ふんだ。 惡 いくせ、 さ。』 . 

『さう 馬鹿にし たもので はぁリ ません よ。 わたしお ッて、 あの 山 崎 を あとから はね 付けた ぢゃァ ぁリ 

ません か？』 

『ばァ さんが ぢィ さん を はね 付けた ッて、 それが 何の 手 がら だい？』  . 

『ふ、 ふ』 と、 お！ sl^ は 人の 前 を も 憚らす 吹き出した。 子供の 方と 顔を兒 合せて た。 

『  』 が、 おせい が^ i から それとなく 樣子を 見て ゐ ると、 お 兼 は 口 かす も少 く、 つつまし や 

かにして ゐて、 先き の 目 かけな どと は 遠 ひ、 思った よりおと なしい 女の やう だ。 これなら、 子供の 爲 

めに もよ く、 また こちらが 時々 やって 來る にも 都合が いいだら うと は 思 ひながら も、 なほい や^ をき 

かせて、 『そり ゃァ、 お 若い 人 を 持つ あなた は 相 變らす 御 自分 も 若い 氣で ゐられ ませう が、 ね。， 一 

それでも、 お！^ の 心で お茶 も^たし、 凝 子に は 羊かん に綺 龍な 赤い 林檎 も 出た。 カステラ に似て 黑 

い 色の 西洋 葉 子 を も 珍ら しいので たべて 見た が、 ぶつぶつした 物が 齒に當 つて、 あまりお いしい 物で 

はなかった 11 子供 はみ なう まさう にして 喰べ たけれ ども。 


そのうちに、 奥ま 敷の 方で 寢てゐ た 子と 云 ふ 女の 兒が目 を さました。 お 兼が それ を 女中から 抱き 

取る と 1 

『坊やのに ィ ちゃん 達が 來 まちた よ、 御覽 なち やい』 などと 云った。 ついこな いだ 生まれた と 云 ふに 

して は 大きく もあった し、 また 濃い 髮の 毛で もあった。 

ちな そ 

『いい 兒ぢ やありません か』 と、 袋 相 だけ は 云った が、 おせい は先づ 父の 愛 を 段々 に その子ば かりに 

取られて 行き はしない か 知らん と 思へ た。 

『子 =^〔 に 蜜 f でも せて やる から、 來ぃ』 と 云って、 m ロは奧 座敷の 方へ 行った ので、 その あとから 

おせい も 子供に ついて 行って：！^ た。 

『維卞 さん 遠は玄 關 から 銘々 の 下駄 を はいて おまわりなさい』 と、 もう、 お 翁が 母親 氣取 りで 命令し 

てゐ るの が こちらに は 面 いくなかった。 が、 それよ リも 一 歷 蜂と 聽 いて は、 子供が 刺され はしない か 

と 心配であった。 

らん 

^いのと 心配な のとで、 おせい は綠 ばな に 立って からだ を 縮めて ゐ ると、 黄の 倒 菊の 大^ん まん 二 

つば かりお そ きに き殘 つてる 庭の 中で、 田 口 は 1、 さう もな く、 ちゃぼ 檜 の极 もとなる 蜂の^の 

箱の^に しゃがんで、 子供達に 何か說 明して ゐた。 

『雄ち やん 達 は 刺されち やい けません よ。』 
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『さう 刺す ものではありません よ』 と、 お 兼 は兒を 抱いて ゐ ながら、 こちらと 一緒に 見て ゐて 云つ 

た。 『そら を 見て ゐて ITm なさい。 小さい 黑ぃ 物が ばらく と 雨つ ぶの やうに 落ちて 來 るでしょう。 あ 

れは みんなう ちの 蜂です よ。』 

『  』. ちょっと、 目 を 細めて そら を 見た けれども、 時々 目ぐ すり を さしてる 目が ま ぼしい のと 

蜂が 恐ろしい のとで 別に 何も 見えなかった。 『わたしに や ァちッ とも 分りません が、 ね。』 

『t と 云 ふ 物 は』 と、 田 口が 今度 はこ ちらに も聽 える やうに して、 『斯うして せッ せと 働ら いて 冬 ごも 

りの 支度 をして ゐ るんだ。 人間 はせ ッ せと. ilT して 一人前にな るんだ。 さう してえ らくなる とならな 

いと は 一 人前に なった 上の こと だ。 あの 幸 田の やうに、 無 常識の 老いぼれになる のァ 物 だ ぞ。』 

『わたしお ッて』 と、 笑 ひながら、 おせい はむ きになって、 『常識 は 持って ゐ まさ ァ、 ね。 人間が 正直 

でと ほす こと ァ 一番 常識です、 わ。』 

『こッ そり おれの かねで へそ 繰り を 持ら へて、 それが 百圓 とまと まった から ッて、 また こッ そりへ ッ 

ぽこな 銀行へ 預けて、 す ッかリ すって しまった などが 不正直 ぢゃァ ない のか？』  ん 

『  』 あんな ことまで 今更ら 誰れ に聽 いたの だら うと、 おせい は考 へた。 ふところ 手の ままで、 

かゆい とこ を搔 きながら、 『あのと きゃァ 親類の ものが 惡 かったん ぢゃァ ありま せんか？ わた I は、 

家の St め を 思って したんです もの。 どうせ、 あなた なんか 當 てに ならな いんです から、 ね。』 自分の す 


る ことこ は、 す V て 理由の ない こと はない の だ" そして 理. E の ある ことが 失敗す るの は、 させる 方が 

悪い のであった。 

みんなが び 茶の まへ 立ち 屍って、 親子 三人が おひる 御 はん 代りに 天 どん を 御馳走され てから も" 

もの："、 

まだく むかし 物語りの 不平の たね は盡 きなかった ので ある。 が、 

『そんな こと ァ いくら つた ッて 無益 だから、 よせ』 と 云 はれて しまった。 

『  』 こちらが 思って る ほどに は、 田 口 は 人 としての 思 ひやり も 何もない のであった。 设初 

に はしご 段 を 飛び下りて 來 たり、 蜜蜂 や 植物の 講釋を 叮嚀に したりす ると ころ を兑 ると、 まんざら 子 

供 を 可愛くな いこと はない やう だ。 が、 初めのう ちの 珍ら しがり であって * あとく になる と、 こち 

らが いぢめ られ たやう に、 また どんな いぢめ かた をす るか も 知れまい。 おせい に は それが また 1 つの 

心 I になった。 半ばい やな 氣 になって、 『それ ぢ ゃァ、 どうしましょう、 ね？』 

『なに を だ？』 

『雄 ちゃんの こと を？』 

『まだ そんな こと を 云って るの か？ 衆る と 云 ふから、 こ ッちは そのつ もりで ゐ るんだ！』 

V/  く- 3, 

『だって』 と， また 胡麻 化し 笑 ひに なって、 『ほんと に 可愛がって やって 吳れ ます か、 ね？』 

『くどい！』 
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『  』 さう 云 はれて は、 おせい も 取り付く 島がなかった。 け ふ はこれ で 引き取つ てと 思 ひなが 

ら、 なほ、 田 口 を賴む やうに： n: ル やって、 『ぢ ゃァ、 よろしく 賴 みます よ。』 

『  』 田 口 は i ぎ をし なかった。 が、 それが また 却って こちらに 男の 頼 母し いところ の やうに 

も 見えた。 そしてお 兼の 方が 

『わたし も 引き受けた 以上 はわた しの 子供 同様にし ますから、 さう 御 心配な さらないでも ようご ざい 

ますよ』 と 云った のが、 ほんの そら ぞ t いお 世廨 でない か 知らん と 思へ た。 そして、 そんなう ゎッ 

つらの 愛 嬸で以 つて 人の いい 田 口 を 丸め込んで ゐ るので はない か、 とも。 

おせい は 自分が 年 も 行って る だけに、 そんな 手に は乘る もの かと 云 ふ氣の 引き締 まりを おぼえた つ 

(でに、 少し 向 ふの ふところ をへ づ つて やらなければ 損 だと 思った。 そして、 

『ぢ ゃァ、 鬼に 角、 歸 ります が、 が， コ 一入の 歸り の霄車 貸 を 下さいよ』 と、 ねだって 見た。 お 兼が， M 

ぐ そ ひ gtQCI を 開ら き 始めた ので、 『さう して 今度 つれて 來る 時の も どうぞ。』 それ を 受け取る と、 今 

虔來る 時 はまた 堤から 電車賃 を 往復と も 取って やれば いいと 考 へながら、 いとま を齿 げた。 そして 今 r 

度 は、 田 口に 云 はれた 通り • 天祖； S と 云 ふ 森の 屮を拔 けながら、 『斯う 云 ふ 遊び どころ もあって、 雄 

ちゃん はこれ からい い、 ね』 と、 自分と して は 半ば 子供に 對 しての いや 味 を 云 ひ 加へ た。 そして ほん 

とうに 父のと ころへ 行きたい のか、 母 はどう も氣に 向かない がと 云 ふこと を 相談して リハ たかった。 に 


が、 雄 作 はと 見る と、 これ もこ ちらの そばに はゐな かづた。 そして 少し 隔たった ところへ 行って、 

お 政+; 5 と共に. iK ッ 張り • 母の 心 を 知らない 子の やうに、 いて ふの 枯れ 紫な ど を 拾って ゐた。 

さう だ、 もう、 いよ./ \ 秋 も 過ぎよう。 うか./ \ してゐ ると、 年の^^^も底きだらぅ！ 

『本へ 狭む のにい いよ』 などと、 子供が 語 合つ てるのが 聽 えた。 

『  』 多くの 大きな 杉の 木に 立ち まじって、 また 大きない て ふが 三本 も 四 本 も ある。 おせい は 

立ち どまって、 これをS^Mげると、 高い えだ 葉に そら もお ほ はれて、 自分の 目が くらんで 凄い やうで 

てんねん 

もあった。 が、 久しぶ.=^でこんな天然に觸れて、 自分 も 何だか のんびりと せいくし たので ある。 お 

かぐら 堂 もあって、 氣が 付く と、 自分の 後ろが 神社 だ。 俄かに その 方へ 向き 直って、 ついでに だが、 

芋 を 叩いて 拜ん だ。 そして 子供の 爲め、 自分の 爲 めに、 け ふの この かけ 合 ひごとが どちらと もうまく 

行く やうに 願った。 

それから， また 子供 はと 見る と、 兄弟が 手 をつな ぎ 合 はせ て、 大きない て ふの 木の 一 っを极 もとに 

於いて 取り 卷 いて 2^ やうと して ゐた。 が、 おとな だって、 六 人 や 七 人の 手つな ぎで は、 とても 取り 卷 

だんねん 

けさう ではなかった。 ふた リも斷 念した かして、 こちらへ 戾 つて 來 ながら、 政 i3 がその 兄の あとから 

小續 らしい 聲を かけた 0 

『馬鹿に 大きい、 な ァ。』 

おせい の 平生  II 五 1  , 
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『そり ゃァ、 お前』 と、 こちら は 兄に 代って 笑 ひながら 答へ て やった、 『丁度、 まァ、 うちの いちぢく 

の樹に t 乎が とまった よ „ り も 比べ物にならないから、 ね。』 

きつく つ 

『i お S こ. K きハん だもの』 と、 雄 作 も 田 口のう ちで かしこまって たやうな 窮屈 を 全く 鄺れ てゐ た。 そ 

れに 向って、  . 

『雄ち やん は矢ッ 張りお 父ァん のと ころへ 行く 氣か、 え？』 

『えい。』 

『  』 行きたい なら 行かせても いいが、 文 子と 云 ひ、 今度の 雄 作と 1K ひ、 子供と 云 ふ もの は 亦 

男お やと 同じ やうに 珍ら しがり なのか 知らん と 思へ た。 今迄 ひとりで 苦勞 して 育てて 來た 母お やの こ 

とな ど は、 あまり 察しても 吳れ ないで！ 

そこ をと ほり 拔け ると • 直ぐ 敷き 石の 道が あって、 堤さん の 書いて 吳れた 鳥居が その 先き に 見える 

のであった。 

『近いんだ、 ね』 と、 政 直が 云った。  一 

『おか ァ さんが あんな 方へ 行く からい けなかった の だ。』 これ は 雄 作が その 父を眞 似ての 小 どと である 

さ 受け取れた。 

『.JC ッ 母さん だって、 ね、 何も わけが なく 行つ たん ぢゃァ ない よ。』 おせい は 自分の 子供にまで も 道の 


ン 中で 口 をと がらせて 辯 解 をして^ かなければ ならぬ 氣 がした。 E 口 は 子供の ゐる 前で でも jS{ 等の 

母お や をのの しって 見せる 男 だから、 今後と も、 こちらが どんな 馬鹿な こと を 云 はれる かも 知れない。 

そんな 口に、 子供が 父の こと 袖 A を そのまま 信じない やうに はして Sd く 必要が あらう。 で、 ここで 

も， m 口に 向って 訴 へたのと 同じ 现 由で 以 つて 、〔間遠った こと を敎 へた 人が 惡 いんお やない か。 ね？』 

雄 作が 田 口 に 受け入れられる こ とに なった の を 喜んだ の は、 おせ ぃ自身ょリも^^^婦でぁ つ た。 

『それで 世話 e. 斐 もあって、 こッ ちゃ も 嬉しい、 わ。』 場のお 竹さん は 斯う 云った。 すると、 提 さん は 

また、 

『ぃッ そのこと、 政ち やん も 渡したら どうや』 と附け 加へ た。 

『  』 おせい は 自分と してむ ッ としないで はねられなかった。 あんまり 馬鹿にされ てると へ 

た。 子供のう ちの 1 名 を さへ まだ 自分 は 渡さう か、 渡すまい かと 考 へて 歸 つて 來 たのに、 今 一 名 を も 

と は I 體何 のこと だ？ 

『ほたら、 あんた の負擔 がそれ だけ 輕 うなって、 子供の 心配な く、 あんた の 好きで 凝って る の 方 を 

十分に やれます。』 

おせい の 平生  二 五】 1】 


is  , 第八卷  ， t 

『易なん か、 臭 どうで もい いです よ。』 おせい I つてる とま はれれば 凝って るの だ 5： この 方は自 

分の をき 師匠の やうに もッと f 取って からで も かま はな" それまで は、 もッと 硏究 だけ をし ッ 

かりやる つもりで ある。 そんな ことにまで 堤さん が千涉 しよう とする そのこん たん I へて 見る に 

なかく ぅッ かりして ねられなかった， -  , 

渠が 子供の ことで こちらと 田 口との 仲へ 這 入って S たの は、 必ら t も 子供の 爲め ではな 力ら， 

う。 I. もう、 この？ 自分の 物に なった やうに 思って て、 きッ と、 自分の 負 擔を 少しで も へらさ 

うとして t の だら う。 が、 こちらと して は、 營 f 人に まかせる こと さへ、 もう、 中 尾で f ご U 

したの だ。 是夫 婦と 一緒に 住む こと はかま はない。 そして f 曰 さ營菌 を 出して、 a 

に 於け る 利 f ほんとうに t に 分配す る Q なら、 然し、 Iplil^  ^^c 

ッ たりに ねす わって、 たまにお 實ん のお かすに 小 ごと 臭ったり して ゐ るので は、 あんまり 蟲 力よ 

過ぎる ではない か？  、 

いつまで 奥さんの § ひだ？ どうせ 藝者 をして ゐた をん ななん かが、 如何 12 きになった ッて V 

，り はなから うから、 まかず 切りに はで I いので ある。 堤さん S がもッ と本氣 になき いて 

は 駄目 だ。 そして 少し 本氣 になった ところ を 見せる かと 思 ふと、 つまり、 こちらの 子供まで を 邪魔に 

しょうと する。 そり ゃァ、 も 


『僕が おちゃん を M ふに しても、 今のところ、 ここで iJE てるよ. ON も Ens; のと ころへ 額んで g:^<; たぶ 

とつ 

が^き や。 舉 問の 發 達と 云 ふ點 から 云 ふても、 また 金錢 上の 方からで も』 と 云 ふ逍理 はく ッ附 けた- 

『  』 が * そんな こと をら くに 云 ふに は、 凝って：：： -れ ば、 何 か 田 口との 向 ふ 二人 ッ 切りの 和談 

でも 濟ん でる のか も 知れなかった。 堤さん の 初めに 云った ところでは、 維 作 を 1 人前に したら こちら 

へ 〔4<れ るに きまって るから、 政 直 は提の 養子に 貰っても いいとの ことであった。 が、 行って 见 ると • 

田 n は 11 子供 を： 13- て 惜しくな つた 爲 めか 11 雄 作 を 何と 云っても 法律上の 相 人に すると 云った。 

そして 政 直の 方なら こちらへ やる と。 だのに、 その 政 直 を もまた 今度 は が 向 ふへ やれと 云 ふの 15^。 

得になる から ッて、 そんた うまい わなに 落して 子供 を みんな 母親の 手から 引き放し • 子 を 欲しがって 

る 堤 は 田 口から 政. K を庶 接に ゅづり 受け、 その代り、 この 家 はこの 家で g: ぴ田 口へ 取り返 してやる と 

.S ん ぼう 

でも 一 K ふ隱 謀で はない か 知らん？ 断う 考へ ると、 提 夫婦に ゐ やわられ たのが よく 易に 合って ゐる。 

『山風 蠱』 と 出た ので、 これ は 災難が 遠くに あらす して 近き に 起る、 外より せす して 內 から 生す ると 云 

ふの だから、 つま リ、 敲 の^者 を 住み込ませて ある ことにな つて、 なか. （.ぎ^ すべきで はな かつ 

た。 

『ちょ ッと考 へて 見ても 分る こッぢ やない か』 と、 堤 は 然し こちらの 心 も 知らないので この 詰し を 進 

めた。 鎮 のとき まって る 二階の 111 蠱に 於いてお。 こち は 主人の こと だから- もと 死んだ ぉぢィ さんの 

おせい の 平生  二 五 五 
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居《, に なって た 下の 八疊の i を 占領して ゐ たが—。 『あんた に 子供の 心配と I 上の 心配と がない 

ようになったら、 あんた の 心 もこれ までと はち ごて、 よく 落ち 付いて 來る さかい、 あんた 雷 的ゃヨ 

ふその 易が 進ん ます。 あんた に は 少し 人と ちごた ところが t さかい、 きッ と、 易者に は 持って 來ぃ 

や。 あんた もえい きへ 氣が 付いて るん やさ かい、 早う それに 成れる やうに す やえい やな〉 力— 

簋の方 ま んた Q 云 ふ 通り 拳に 利 f 配の 約束 をき めれば、 僕が し ッ かり 引 I け ま ッさカ 

『さう です、 ね』 と は、 おせい も鎮ゃ 奥さんの 顔い ろに 注意しながら 答へ たが、 向 ふの 云 ひ W しかた 

^> もう、 遲 いやう に 思 はれた。 どうも. 自分の 方に は そらぞらしく 聽 えた。 じで ゥミん 

『僕ら もさう く あんた の 男し ゆや 女中さん が はりに なって は をら れん』 と、 堤 は 冗談に まぎらせな 

らだ らうが、 『あんた が I 上に はッ きりした 委任 を 約束して 吳れ ません と、 お 互 ひに 霞で、 な。』 

『  』 はッ きり しないの は 却って さう 云 ふ 方の 本人で はない かと 云 はない ばかりに、 おせい は 

わざと こやく 笑 ひ をして ゐた。 自分 は 向 ふの やうす が f 手に はッ きりす るまで 待って ゐ て.^ パ 

さう 損に はならない のであった。 こちらの 融通が 行き 詰れば、 向 ふに たよつ てれば いいの だ 力ら • 地 

V の 大分， 3 どこ ほって るの も、 こないだ、 多少， ち 地ぎ 氣 がすむ やうに 堤が 拂 つて 吳れ たりして。 

『さう でない と、 な、 俊 はさう 遊んでも をら れんさ かい、 また 別に 仕事 を 見付け まッ せ。』 


『  』 さう 俄かに 威 かされて は、 然し、 ぐ その代り は 見付けられる もので ないから、 y 。せ C 

もちよ ッと 困る のであった。 『鬼に 角、 あなた 2^ によろ しく 賴 みます、 わ』 と 答へ た。 

『鬼に 角ッ て、 おせい さん、 こッ ちゃ は I と 身上つ ぶして 來た 腹からの 商人 や。 それに、 あんた は rj::!:! 

から 計箅に 鈍うて 田 口 君に 口 水れ られた 女敎員 さんや。 そろばん を特 つた 上の ことなら、 安心して、 す 

ッ かりこ ッ ちゃに まかせて 置きなさい。』 

『だッ て、 わたし だッて もこれ まで この 家 を 無事に 持ち こたへ て來 たんです から、 ね。』 さう 馬鹿にさ 

れ てるに も 及ばない のであった。 それに、 どうせ こちらと 商人 肌の 人と は， 8 上の 鋭敏 さが 遠って ゐ 

るに 相 遠ない の だから、 こちら は 却ってす ッ かりなん てま かせて 溜る もので はない。 

『けれど- 田 口 君 は 云って をり ました』 と、 これ は 堤さん も 笑 ひばなし だら うが、 『幸 田が あの 家 を そ 

ろばんで 以 つて 持ちと たへ て來 たなんて S つてる の はちゃん ちゃら を かしい。 ただ 無 方針に 出たら 目 

ごう じ やう 

の强 情で 持って 來 たんだて、 な。』 

『田 口の 云 ふこと なんか、 當 てになります もんか？』 おせい はもとの をつ とのこと にか こ寸 けて、 

を 叱り付けた つもりに なった。 が、 5? はな ほいい 氣 になって、 渠が この 家と こちらの ゆ； 活とを き^ 

,  *^ くわ^ 

ける の を；^ 會と. L て、 易に 熱中し ろ。 そして E わ ひ 切って 髮を. も 切ったら どうか、 とまで 干涉を 進めて 

來た。 

おせ、 い？ 生  Is タ 


二变 

li  ?<卷  .  >、 お 

『切り 下け 髮に でもして、 ちょ ッと ちごた 行者の やうな 服き て、 

I もえい から、 W て 机 をお せる 店 I つて 御覽。 あんた はき ッ きん-な 易者と して 有名に t 店 

もはやる に 違 ひない。』  ： え J 

『  』 ましい からと 云 ふの だら うが、 世間 S らしが り I てに ならぬ こと は 堤 自身ても 矿 

に 云って たで はない か？ それに、 こちら はま だ 五十 歳に も 達しない のに。 たと へしら がで も、 髮を 

切る ことな ど はした くないので ある。 心で は、 むッ となった が、 

『それ If りが たいこと でしよう。 ね』 と、 S に まぎらせて、 めおう せいは その f はづ してし ま 

つた。 そして また 堤 夫婦の 要求 を そのまま にして 置いた。 『今のう ち は 珍ら しいから ^nf  ？ 

んを 相？ <に すると 云うて る けれど、 向 ふ S ちゃんが 大 けなったら、 その 方 を か あゆな つて あ， 

が變 はるに 遠 ひない。 田 i のこれまでの 口ぶり もさう やさ かい』 と、 堤さん の 云った ことがあ とで 

また 氣に かかり 出した ので ある。 

『  』 おせい に は で、 無 霧で、 氣 I はり 易お 口 を、 どうも、 信用でき^ つた。 そ， 

して SI めて つれて 行く こと は 暫ら くさし 控 へて ゐた。 すると、 雄 作 は 母の 氣も 知らないで やい 

やい 云 ふし、 田 口から もい つよ こすの だと ハガキ で i せて 來た。 で、 向 ふの やうす を 今 一 義 ベて 

來る つもりで、 おせい はまた 11 今度 は 自分 ひとりで — 行って 見た^^^^;^^ 


『お前なん ぞが 何度 來たッ て 用 はない』 と、 田 口 は あたまから 例の 篤 倒 を あびせ かけた。 

『だッ て』 と、 おせい は 笑 ひに まぎらせながら、 『いい 日 を 調べて 兑な いぢ や 仕 やうが な いぢ や ァぁリ 

ません か？』 

『％$ -さ うだらう と 思 ひまして、 わたくしが 調べて 見ました ところでは、 いい 口 はいくら でも ござい 

ましたよ』 と、 お 兼 も 利いた ふうに 此道 のこと を 1K ひ 出した。 

.『  』 なんだ、 白う とがと は 思へ たが、 おせい は その 實、 まだ そこまで 氣が 進んで ゐ なかった 

の * た。 いよ/ \- くろうとが 調べる ことに なれば、 はしら ごよ みのお もてに 出て ゐる ばかりで は濟 まな 

しし 4- う 

いの だ。 そこが いい 師匠 やい い 書 を 持った こちらの 德 ではない か？ 『ぢ ゃァ、 わたしの 先生と も 

よく 相談して 見まして 1) 。』 

とも だら 

『なんだ、 先生、 先生 ッて、 そり ゃァ お前のお 茶の み 友達 かい』 と、 口の 惡ぃ田 口 はからかった。 

『まさか、 わたし だッて —— ？』 おせい はお 翁まで が 吹き出し たの を 怒らない では ゐられ なかった。 

そり ゃァ、 自分の いそがしくない 時な どに は、 こちらから； 出かけ て 行って、 自分 も Ji^ 子 の 1 人と し 

て、 易 を 見て 貰 ひに； 米る 客 どもに お茶；^」 出したり する 手つ だ ひ はした こと も ある。 然し， それ も經驗 

である。 そして 先生の 弟子 達のう ちへ も、 たッた 二三 人の をん な： S 子の 1 人と して をつな いで © く 

必耍も あらう。 そして自分も多少の11:„^||を以って梶，等に入.=^まじってゐるので、 決して 馬鹿にな ど さ 

おせい の 平生  ニ五 九 
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れてゐ る おぼえがない。 が、 田 口 は 今では、 もう、 自分と 戶籍 上で は^ 人 同士 だのに、 いまだに こち 

らを E したにば かり 見ようと する のが I お 兼 と共にね-る 爲 めだと 思 ふと、 なほ 更ら — 面白くな く 

a ベた。 よしんば、 お茶の み 友達に なって ゐたッ て、 いまでは 田 口が か- れ 乙れ 云へ たもので もな 

いが —— 。 

もト， 、通り 1^ つて Ivr もと/ \ 通りであった もの を —— こちらから わざわざ 藪へ びヶ出 L たや 

うな もの だ。 こり ゃァ、 どうしても、 G 分の 子供 を 渡す としても、 雄 作に は 色んな こと を 云 ひ 含めて 

匿かなければ なるまい と 思 ひながら、 おひる をよ ばれてから .| 魁 車に つた。 田 口へ つづけさ まに は 

も 云へ なかった が 師匠のと ころから は 歩いて 歸 つても いいつ もりで、 電車 道 を そこ へ 立ち寄った。 

そして 子供の 爲めは 自分の 爲 めだから、 斯う 云 ふこと にも 慾が 出て 駄目 だと 云 ふこと も あるので、 よ 

く 先生に まかせて いい 日 を 見て 貰った。 

自分の 考へ では、 子供 はみ づ のへ 寅の 八 白で、 其 生まれ 性 は 金 I 泊の きんで ある。 それに 對 して 一番 

ナ A  X  や-つ リぅ 

肝腎な 相 ひ 手 は 向 ふの 1 母で、 これ もみ づ のへの 歳 だが、 午の 一白、 楊柳の 木 性 だ。 

『して 兑 ると、 i パ生、 こり ゃァ金 ® 木です から、 いつも 子供が その 相 ひ 手に 勝って て、 いいわけ でし 

ようが、 ね —— ？』  ノ 

『ところが、 相^と 云 ふ ことがある ぢゃァ ないか』 と、 師匠 は 意外に も 答へ た。 そして 『元 米、 木 は 


來方 にくら： G し、 is^: を つかさどる もので I— 故に 草木 は |& に 至って g," 生して 盛んに 茂るな りと ある" 

だから、 さう 安庶に はいい 合 ひ 性と ァ云 はれない。』 

『へ. い.^. T:il』 おせい はさうな つて 來 ると、 もう、 いつもの やうに また 何が 何やら 分らなくなる ので 

あった。 五行と 相 尅の關 係が いつも， III 分の 思 ふやう に はさう はッ きりと 行かなかった。 如 ：！： に 子供に 

强 みがあって も、 親 は矢ッ 張り 親 だから、 械を 突く やうな こと はやらせない やうに 云って 聽 かせな け 

れ ばなら ない と 云 ふの だ。 然し、 金が 木に 尅っ 以上 は、 どこまでも それで 行って よさ さう に、 こちら 

では 思 はれる の だが 11 。 

『だから、 せめて はいい 月と いい 日 をえ らばねば たらない』 と 云って、 師匠 はこの 十 一 n は 六 白で よ 

i-f  ちん 

し.、 け ふから 三日 の 二十 九日 は 九 紫の 辰の 大安で いいと きめて 吳れ た。 

»  たい！ C  V© 

鬼に 角 * この 時の 師匠が 考へ をす る 態度 は 如何にも かう くしい 物であった。 田 口が うは ひげ を 短 

く 切って 若返って るの も 男らしい と 云へ るが、 長い 口 ひげ を はやした かう くしい^ 人 も、 また、 自 

分から 見れば、 なかく 尊敬に 價 ひする。 子供の うちのひとり を この 師匠の やうに 成らせて やっても 

いいの だ。 が、 今の ことで は、 どうも、 こちらの 滿足 である やう には子 供と 向 ふの 繼 母との 合 ひ 性 を 

解釋 されて ゐな いのが 少し 面白くなかった。 

ろ こつ 

その 心持ち を 露骨に. へない ので、 自分の くび を 曲げながら、. おせい は 

おせい の 平生  二 お； 1 
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『わたしに ゃァ、 どうも、 まだ 分らない ところが あるんで す、 ね。』 

『幸 田 は 臭 色け と I とが 勝？ るから いかん』 と、 矢ッ 張り、 田 口で も 5 さうな こき 云 はれ 

た。 

¥:v でもない のです が、 ね』 と、 かの 女 は 自分で も 思ひ當 つて ゐ ないでも なかった こと I ひくる 

めて しまった。 が、 に は、 自分と して まだく 師匠の いつも 云 はれる 通りの ことが 拔 けない ので 

ある。 それ も、 薄情な 田 口に 對 して g み を 持った ことが 深く 自分に しみ 込んで る爲 めだと 分って ゐ 

た。 それに、 また、 家の ことが うまく 行かない 爲め もあった 

相變ら やその 日に ちに も 疑 ひ を 抱きながら、 歩いて うちへ 歸 つて 來 ると、 雄 作は舉 校から 歸 つて ゐ 

て、 待ち かまへ てた やうに 玄關へ 飛び出して 來て、 

『いよ/. \ あすから 行っても よくな つて』 と 尋ねた。 

『お前 はなんだ、 ね！』 いきなり 叱った ほど、 おせい は癎が 立って ゐた。 『文 も 文で あつたが、 お前 も 

そんなに ぉッ 母さん を見棄 てたい のか、 え？』 

『  』 雄 作が いやな 顔 をして 立ちながら あとす ざり したのに つけ 込んで、 なほ 睨ら み 付けな が， 

ら、 『そんな こと を 云 はないで おとなしい の は、 今 ぢァ政 直ば かりだ。』 

『お 翳り』 と、 臺 どころ で 働いて たお 竹さん が やさしく 云って 吳れ たので、 おせい は 少し 自分の 主人 


らしい 氣 持ち を おぼえた。 而も五十寓回の家の奧さんたるべきでぁった人を私かに女中がは.0^と兄て 

はだ。 

政庶も 出て 來 たが * 直ぐ 物 をね だ. OS が ほであった。 それ を 見る と、 また、 、凝 を も 叱りた くな つて、 

『そんな 顏 をした ッて、 何も あり やしないよ！ ぉッ 母さん は 雄 ちゃんの 用で 行って 來 たばかり だから * 

ね！』 わざ.. （-. 行った の だから、 何 か 少しで も 子供に みやげ を れて 匿けば いいのに、 あのお 兼 もま 

だ^いから あんまり 氣が 利かない 女 だと 思 へ た。 

早速、 先づ、 裹 どころ へ 行って 見る と、 お客さんの 爲 めに 晚 のお かすに しょうと 思って、 家 を 出る 

前に 買って 置いた 大根 二 本のう ち、 その I 本が 無くなって ゐる ではない か？ お 竹さん に 聽 いて：： ルる 

と， 

『わたし 存じません よ』 との 答へ だ。 

『然し、 なく. なる わけが な いんです が、 ね。』 おせい はて ッ きり それ だと 見て、 堤 夫婦が こッ そり 勝手 

にお ひるのお さいにし たの だら うと 思 ひ 込んで しまった。 そして わざと 子供 を 呼び付けて、 『お前 は 知 

ら ないか、 え』 と、 大きな 聲 でから 意 張りに 責めた。 

すると、 I 政 直が わけもなく、 

『あ ァ、 大根の ことかい』 と 云 ふの だ。 

おせい の 平生  二 


ss ゆ： -八卷  r  二. 六. 

『知れた ことです！』 

『ぢ ゃァ、 僕が あすこへ 植 ゑて 置いた よ。』 

『どこへ？』 茶の まから 中の 廊下 をと ほって、 うら 緣がは を また 八疊 のまの 前よりも 奥の 方へ 行って 

■ 、かぎて  •  J 

gP ると、 兩隣 りの 板べ い を 境と して、 幅 二 間ば かりの 庭が 鍵の 手に なって る。 その 三角の 隅に いちぢ 

,  あな ま 

くが 一 本 立って る。 その また 根 もとに、 問題 0 大根が 騮 祿壽の 緒の 長い 頭の やうに 爲ッ 白な 太い 先き 

びろ がり 0 极 をう へに 出して 、紫の 方が 土の 中に 埋め込まれて ゐた。 それ を 見る と、 おせい はお かし 

いよりも 情けなく なった。 町ば かりで 有った 爲 めに、 こんな 子供に 植物 上の 智識が まるでなかった と 

云 ふこと を isi^ た爲 めば かりで なく、 もう、 この 子まで その 父の 真似 をしょう として、 畑づ くり を 

始めた の だ。 『馬鹿 だ、 ねい、 お前 は！ 大根 は 白い 方が 根であります よ！』 

おせ ハは 子； 北 ハゃ堤 夫婦てば かりで なく、 何でも さわる ものに は當り 散らした いやうな 氣 力して 十 

1 月 二十 九日のお IB も. S しく^な レて しまった。  . 

それと 知らぬ 雄 作 は、 11^ 日の やうに、 はたから 

『よう、 へ 早く 行かして よ』 とせがん だ。 そして 舉 校まで を わざく ぐす ねて 休んだ。 


『うるさい、 ね！』 おせい は 斯うお もてで は 叱った。 が、 自分 は 長 火、 鉢の そばなる. H 分の 席に 1^ を据 

、& ん ばつ 

ゑて ゐ ながら、 . 1 參考^ を わざく g: 分の 部 から 持って.^ る だけの 奮發 もせす、 11 あのお 兼 も 

多分 仕來 たり 通りに：：； やて ゐ るら しいと E わ はれる のと 同じ やうな こよみ を、 そばに っッ 立つ てる子 供に 

命じて、 はしらから 外して 來 させた。 そして 十二月の 一日から 繰って 行く と、 三 口の ひがよ かった。 

三 碧の さき 負け、 きのへ さる だから、 さきの 招 ひ 乎が 先づ 負けた あとへ、 こちらの 子供が 勝ち を 川.：！ つ 

つ この 家 を 去る と 云 ふ綠甚 もあった。 そして 向 ふへ lii 〈り 込む にも 午前より は 午後が いいのであった。 

で • ふと その 氣 になって しまつた ので、 三 口になる その 前 ||i 、ひそかに 雄 作 を， E 分の {H なる^き!^ ま 

I— これ は 他の 家よりも I 母 年 早く 開 らいて ゐた 11 の そばに 呼んで、 『お前が さう 行きたい なら、 行か 

してやっても いいが、 ね、 一 體、 お前 はわた し を どう 思って るの？』 

『おか ァ さんと 思って ゐ ます。』 

『そり ゃァ、 分り切って るが、 ね、 そのお ッ 母さん は 早くから お前のお 父ァ んに维 てられて、 これ ま 

で 苦勞し て來 たこと は お前 も 知 つ て る 通り ぢゃァ ないか、 ね？』 

『はい 知って ます。』 

『ぢ ゃァ、 どうして さう ぉッ 母さん を 棄 てて 行きたい の？』 

『靡て て 行く の ぢゃァ あやません。 僕が 勉强 させて 貧 ひに 行 くんです。』. 

おせい の 平生  ニー. 山ハ五 
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『おや ァ、 お 父 ァんの 方へ 行っても、 このお ッ 母さんの こと は S すれない 力、 え？』 

『は： い。』 

『どう 云 ふ 風に 忘れない のです』 と、 おせい が まじめに 念を 拇 したに は、 維 作が 向 ふへ 行けば、 うち 

にゐ るよりも ゥぃ物 をた ベて、 きッ とこの 母よりも 資澤 がで きる と 云 ふこと がから まって ゐた。 向 ふ 

へ 自分が 二度 行って 見たところに よると 堤さん から 聽 いて I して ゐ たより I 轔な暮 し を 田 口 はし 

てゐ るら しい。 あの やうす で 行く と、 娘 作が 大きくな つて あと を 取る までに は 大分お かね も 品物 もで 

きる だら う。 その 時には、 それ を 自分が 雄 作 の實 母と して 乘り 込んで i に 占領して しまう ことが で 

きょう。 が、 先づ、 それまで 親子が かけ 離れて ゐて、 雄 作が うまい 物を たべて ゐる にも 拘ら す、 自分. 

は 相 變らす これから 五 年な り 十 年な り を 女 ひとり P 腕で & してゐ なければ ならぬ かと 思 ふと、 これ 

が少 から や 渠に對 して 嫉 ましかった。 渠は 然し 怒って 云へば. 馬鹿 だから、 そこ ま； で氣が 付かな かつ 

た。 そして 

『どう 云 ふ ふう ッ て I 僕が 中 學ゃ大 舉を卒 紫したら .1 -』 

『そんな こと は 分り切つ てる ぢゃァ ないか、 ね？』 一 人前に なって 母 を たべさせて やらき と 云 ふのお 

らうが、 お.^ いとして はそんな！^ いさきの こと を 云って るので はな 力った。 

『ぢ ゃァ、 忘れない やうに 時々 やって 來 ます。』 


『それ もさう だが 11 』 ぼんやりと ただ 手 ぶら で やって^た ッて、 母 を 喜ばせる ことに はならないで 

はない か？ この 要求 を どう 云って それとなく 聽 かせたら いい かと 考 へて ゐ るう ちに 『お前のお 父ァ 

たくさん 

んは澤 山お かねが 取れ るんだ よ』 と 云 ふ 言葉が 口 を 走り出た。 『それ だのに、 あのお 兼と 云 ふ 女 はお 

前の 爲 めに はま ま 母で、 もッと 詳しく 云って 見り ゃァ、 綠も ゆかり もない あかの 他人 ぢゃァ ないか、 

ね？.』 

『それ は 知って ゐ ます』 と、 維 作 は 答へ たが、 おせい はさう 云 ふ 問答で は 自分の 云 はう とすると ころ 

へ 直ぐに は 引き込めなかった。 

『そのこと も 知って るべき 辔 だが、 ね』 と，」 自烈 たい 氣 がして、 『それよりも まだ 大切な こ とがない 

か、 え？』 

『大切 ッて 11 ？』 

『  』 さう だ、 田 口の 儲ける おかね を あの 女に 自由に させるな、 とも iK ひたかった ので ある。 

お 人よ しのと ころが ある 田 口の こと だから、 こちらが 曾てした やうに、 また その 女房に へそ 繰り を ど 

しどし されて ゐる かも 知れない から。 さう して、 雄 作が あと を 取る 時に なって 見れば、 田 口の 財産が 

まるで 無くなって ゐる かも。 然し、 そんな こと は 雄 作が 幼稚な 子供と して、 今のところ、 どうす る こ 

ともで きない だら、 rs 。『大切 ッて、 ぉッ 母さんの 爲 めに、 さ。』 

おせい の 平生  1H ハ 4^ 
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『まま 母 を 追 ひ W す ことです か？』 

『  』 それに は、 こちら .fts てし まった。 そして そんなお そろし ぃ考 へが、 敎 へられないで 

も、 今， から 子供に あるの かと 思った。 『さう なれば、 無論、 ぉッ 母さんに も 結構 だが、 ね — とても、 

お前 こ， ゃァ できない こと だら う』 

と、 思 はや 調子 をむ かし 英語で を そ はった 疑問の やうに 尻 あがりに した。 『それより ゃァ、 お前、 うわ 

ぺ だけお となし くして、 まま 母の こと をお ッ 母さんな り、 おか ァ さんな りと 云って、 お 貧に もお いし 

い 物 をどッ さり 貰った 方が いい ぢゃァ ないか、 ね？ さう して、 さ』 と、 ゃッと 自分の 云 ひたいと こ 

ろへ 達して、 子供 を そそのかす やうな 氣で、 『さう して、 さ、 このお ッ 母さんへ も 時々 そのお い L い^ 

をお みやげに 持って 來-. ゃァ、 】番* わたし をお 前が いつまでも おぼえて ゐ る證據 になる ぢゃァ ない 

か？』 

『分りました。』 

『なんでも』 と、 今度 は 少し 改まって、 『このお ッ 母さん を いつまでも 忘れち ゃァ いけませんよ。 忘え， 

>0 やうなら、 初めから わたしが 行かせません から。』 それから また、 刖に 自分が これまでに 田 口 家の 爲 

めに 盡 I て^た こと を 改めて 云ひ聽 かせた。 まして 向 ふへ 行った 以上 は、 お 父ァん の氣に 入る やうに 

して、 へ t こ ii.;?;: どされ て は！^ 知し ない。 『さう して ゐる うちに ゃァ、 また、 お前 やわた しの^が 向 


いて 來て、 田 口 家が/: 前 やわた しの 物になる ん だから、 ね。』 

『  』 

『分った だら う、 ね。』 これ だけ 詳しく、 叮 摩に 云って 置き さへ すれば、 雄 作が その 時に なって、 お 兼 

やその 子 達 を 追 ひ 出しても、 こちら を 入れて sK れる だら うと 察 しられた。 都合に よれば、 時機 を rs^ て 

また、 雄 作 をお だてて 今からで もお 兼の やって る惡 いこと を 田 口へ うそに もこ ッ そり 云 ひ あばかせ， 

かの 女 を 不信用に して 出して しまった あとへ、 また 自分が 入り込んでも いいの だが、、 こちらの 考へを 

そこまで は、 如何に 子供に 向って と は 云 ひながら、 今のところ、 うち 明ける のが 恥 かしかった。 若い 

時の やうな 氣 持ちで ではない が、 自分に は、 矢ッ 張リ、 田 口の そばへ 歸 りたい 氣 があった。 

『分，=^ました』 と、 雄 作 はまた 答へ た。 が、 おせい に は、 それが 何だか 實 は分リ もしないで ゐる こと 

を 利いた 風に 分つ た顏 をした やうに も 受け取れた。 

そしてい よく その 翌 くる 日に なった。 おせい は 思 ひ 切って、 茶の まに つづく 六疊 のまの、 佛 擅の 

中央に 飾って ある 田 口 家 代々 の 這 入って るお 位牌 を 取り出した。 それから、 佛瘦の そとに 額と して か 

かげて.^ る 田 口の 實 母の あぶら 緒 を 取 おろした。 それから、 また、 自分の 室の 直 品が 這 入って る 

押し入れの 行李 を 明けて、 田 口.： M の 系 圖ゃ繼 母の 遺品 を 出した。 やッと 昔し 流の 櫛 や 穿 はこ この^ 母 

も 1 度 だッて 使った こと を兒 せないで 死んで しまった 物 だが 11 。 
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『おせい さん は吞氣 です か， 3、 ねい』 と、 冷 かす やうな * また わる 口で も ある やうな 猫 撫で 聲の官 葉 

がい まだに 聽 えて 來る やう だ。 あの 聲の ぬしの 爲 めに は、 田 口 もよ く 父と 喧嘩 をした が、 こちら も 一 

度 打 たれ そこねて、 脊 中の 淸 子—— これ も その後 死んで しまった .1 に、 きついお ぢィ さんの 握り こ 

ぶしが 當 つた ッけ。 その 頃 と 云 はれた 者が この やうに 自分ながら 氣の 落ち 付かない 者に なった の 

は、 みなお ぢィ さんや 田 口のお かげ だ。 

すべて 斯う 云 ふ 品々 を —— 今と なって 向 ふへ 渡す ほどなら — これまで 自分が 1 生 懸命に 大.？ N にし 

て來 たこと が 馬鹿々々 しかった。 けれども、 田 口の め <1 ^で 仕 かたがな いので、 すべて 取りまとめて、 

維 作の 持って行く 本 や 着が へと 共に 大きな 風呂敷に 包んだ。 そしてお ぢィ さんが こッ そり 見て 樂 しん 

でたら しい 縦 だけ は、 どうしても 田 口に 渡さない つもりで、 矢ッ 張り、 こちらが こッ そり 持って ゐる 

ことにし たが、 今までのお 佛增ー を ふり つて 見る と 殆ど がらんどうで、 最近に 死んだ 文 子の まだ 新ら 

しい^ まだけが 殘 つてる だけであった。 

何だか 寂しい 氣 がしながら、 維 作が 擧 校から 歸 るの を 待った。 そして、 一 緒に 出かけた。. 電車へ 

つてから も、 子供の ただ 喜んで そ はくして ゐる やうす を 見る と、 憎らしく なって、 今 力ら、 も、： 

自分が 忘れられ るので はない かと 心配ば か" が 先き に 立った。 

『いい 子です、 わ』 と- こないだ も 讚め て 置いた 初 雄と 云 ふ、 お 兼の つれ ツ子が 田 口の 家に はゐ るの 


で、 雄 作 は 直ぐ それと 共に 庭の 蜜蜂 を兑に 行った。 おせい はどうせ 自分 も 晚の御 はん を 御馳走になる 

の だら うと 思って 腰ヒ すゑ、 ゐ ない 田 口の 歸りを 待ちな がらお 兼と 話し込んで ゐた。 が、 自. 分 ら 

sS; くそ を ほじって るば か が 能， でもな からう と 思 ひ 返して、 お 1® の 手から 一 度 春 子 を 抱き 取って a よ 

うとした の だが、 いや だと 云って、 なかく 來 なかった。 『あなたのに ィ さん を つれて 來 てあげました 

のに、 ねい。』 赤 ン坊に 向って 使 ふ 言葉なん か は、 もう、 なかく 出て になかった。 

『おば ちゃんに だッ こちて 見ない の』 と、 お 兼 は 赤 ン坊に 云った。 

『  』 おせい は 自分が おば ちゃんな どと 云 はれる のさへ 馬鹿々々 しい 氣 がした。 田 口 さへ 初め 

«- つ ほ 

からちゃん として ゐ たら、 こちら は 立派な 奥さんで 績 いて 來 たのであった。 お 兼 を、 若くて 21 麗 でな 

いとと もない から、 お 目 かけぐ らゐに はして 置いても いいが 11 。 やがて 田 口が そとから 歸 つて 來た 

ので、、 それに 言葉 や 目つ きを 以 つても たれ かかる やうに して、 『つれて 來 ましたから よろしく 顿 みます 

よ。』 

『なに はどうした 11 位牌なん か は？』 

『それ も 持って 來 ましたが、 ね』 と 云って、 すツ かり を 渡してから、 まだ 未練 g つた。 『これ だって 

わたしが 大切に 保存して ゐ なけり ゃァ、 殘 つてる わけがない ぢゃァ ありま せんか？』 

『な ァに』 と、 田 口 は 然し 何とも 思 はない 風で 答へ-た or お前が 子供と 共に 人質に 取って あつ fe^ けの 
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fj と、 さ。 早く みん なをこ ッ ちへ 渡して 置き ゃァ、 おれ もお 前から そんなに 勿體 をつ けられる わけ ァ 

なかった の だ。』 

『それにしても、 一 母 月の物 ァ つづけて 下さる でしよう、 ね？』 これ i 婚 I 件の 一 つと して 子供 0 

爲 めに 规定 されて ゐ た。 

f やる が、 ね、 ひとり は、 もうこ ッ ちへ 來 たんだから、 あとの ひとり 分 だ。』 

『たッ た五圆 ばかりで すか？』 

『いやなら、 よせ。』 

『いやと ァ 申しません が、 ね II』 おせい 臭 ひに まぎらせて、 それでもい いにして しまった。 そし. り 

て 田 口の 割り 合 ひに m ん &g に.^ へて お湯にまで も 這 人り、 また 腰を据 ゑて しま ひ、 とうく 晚 0 

御 はんが 出る までお しゃべり をした。 そして 今一度、 雄 作に 念 を 押して 置かう と 思って、 その 折り を 

見付けて ゐ たの だが、 雄 作 は 少しも こちらの そばへ も來 なかった し、 また、 こちらが あと を 付けて 行 

つても * 初 雄が よに ゐ るので、 こちらの 欲する こそくば なし もで きなかった。 

『雄ち やん、 おか ァ さんがお 歸 りです よ』 と、 お 兼 は 呼ば はった。 

『  』 おせい はかの 女が、 もう、 雄 ちゃんな どと、 こちらの 子 を わが 子の やうに 呼ぶ のが 自分 

？レに ままし く  i のに、 雄 作 はた だ ぼんやりと、 .-の時， 初めてき まり 惡 さう に茶 のまへ やつべ， 


來て、 突ッ 立って るば かリ であった。 馬鹿 だ、 な、 と 思 ひながら 『ぢ ゃァ、 たべ 逃げ だが、 お ッ母さ 

こんど 

んは歸 ります が、 ね、 これからお 父 ァんゃ 今度 0^ ぉッ 母さんのお ッ しゃる こと をよ く聽 いて、 ね、 お 

となし くす るんで すよ。』 

『はい。』 ぉづ くした 返事であった。 何もお づく などし ないでも いいのに と、 おせい は 思 ひながら、 

『さう して、 今までに ぉッ 母さんが 敎へ たこと も、 ね、 よく おぼえて ゐて、 ね』 と 1 肝 睨ら み 付けた 

ねっしん 

ほど 熱心に 肖 分の 目で 以 つて それとなく こちらの 本意 を渠に り 込んで 見た ので ある。 

『はい』 と、 また 答へ たが、 こちらに は 何だか まだた よりなかった。 

八 

雄 作の ことが I 段落つ いて 見る と、 また 今度 は、 夫婦の ことにば かりお せいの 心 は 向いて 行った。 

疑って 惡 かった こと も あるが、 また 自分と して はどうしても 疑 はなければ ならぬ こと も ある。 いつ 

どうせん 

まで もロ錢 取り をして ゐる のが 面白くなければ、 ほかの 商寶を 何でもしたら できない こと もなから う 

笞の その 大の 男が、 わざく ここで こんな 營業を こちら や 奥さんと 一 緒に しょうと 云 ふの は、 第；、 

その 意味が 分らなかった。 おかねが 無くなつ たと は 云って ながら、 まだ， ゅッ くりして ゐろ ところ 

せつ ほ 

を 見る とさう 切 破つ まって るので はない らしい。 政 直 を 欲しい 爲 めかと して 見ても. また さう でもな 
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『攻 ちゃん は あんた の あと 取りに な るん やさ かい、 これから は、 もッ とよく 仕込んで おやりなさい。 一 

行 俵 も 知らなければ、 また 亂暴 すぎ もします』 と。 

『  』 ー體、 そんな こと を 今更ら とぼけて 云へ た 義理 力？ 

『どうせ 維ち ゃん| ん たの 手に もどる にき まつ てるから、 政 ちゃんの 方 はこ ッち S 子に 貰 ひ.^ 

い』 とまで、 うそに も • 云った ことがある ではない か？ さう かと 思 ふと、 また、 政 直を も 田 口の 方 

へやって しまへ とか • こちらに 大道 易者に なれと か。 

『  』 P やになる Q もい い。 政 直 を やる の も かま はない。 が、 さう し I と はどうなる のか？ 

中 尾の 二の f して、 今度 夫婦で けろ りと き 家を 取って しま はう として ゐる としか 思へ ないで はな 

いか？ だから、 もう、 當て にしないで、 誰れ かし ッ かり 頼みになる 人 を 探して ゐ るの だ。 その あ ひ 

だに. 堤 夫婦が 出て 行っても かま はない、 もう、 こちら は それとなく 出て 行けよ がしに もして ゐ るの 

だから。 

ほかの 客 は" 不ぉ I つてよ く m てし まう が、 默 つて 長い あ ひだねて ィて 吳れる 二階のお 實 んで产 

贅 さんと 云 ふの は、 遞信 省へ 勤めて ゐる だけあって、 物 もよ く 分った 人 だと 思って わた。 i な 田 

口の こと？ こちら I 勞 して 來た 5 きさ？ すッ かり 云って から、 f に 同情して 


れ から ほかの 人の やうな 不平 も 云 はすに ゐ て^れた の だ。 が、 今. S は、 いつのまにか、 この 人 を 人の 

とくべつ 

惡ぃ が 11 特別に • こちらへ は 知らせないで 附 けたお かや か 何 かで 11 Sa: 收 してし まった かして、 

堤の やうす をこッ そり 相談して a て も • 鶴 見さん は 

『まさか -—— わたしが 話 をして 見ても、 さう 云 ふ 人物で はない やうです よ』 などと-ベ 辯 解が ましい こ 

と を 云った。 

『あなた は 知らないからで すよ。』 おせい はむ ッ として • それ ッ 切りに した。 そして 赤 坂の をば のと こ 

ろへ でも 行って 見ようかと 考 へたが、 これに は * また、 文 子の 四十 九 & にくば る 物 を 忘れて しまって、 

その 時機 を 失った ので、 ちょ ッと 行きに くくな つて ゐた。 ほかの 方 を 略した ので、 つい • ここの をば 

のこと を も 思 ひ 出し そくね たの だ。 で、 家の こと は 結局 子供に 關 係が あるの だから、 子供の 爲め とし 

て 田 口 も 相談に 乘る だら うと 考 へて、 ふだん 着の ままで 蕖を また 尋ねて た。 

雄 作 は 毎：！： 電摩 に乘 つて 芝の 擧 校へ かよって 衆る ので- まだ 歸 つてね ない 時間であった。 が、 ^日 

の やうす は舉 校の 歸 りにちよ ッと立 ち 寄って 語って 行く ので 。 別に、 今， 藥に 會っ聽 てきた くもな かつ 

た。 が、 

あき 

『お前 は 全く 0^ れた女 だぞ』 と • 田 口から 直ぐ 叱られて しまった。 

n  』 雄 作が こちらとの 密約 をう ち 明けで もした のかと、 おせい は あたまが ふらく する まで 
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吹り Qtx せた。 が、 幸 ひに も * この ことではなかった  .： 

と 思って、 けさ、 女中に その ii と 霞き と を 調べさせたら、 そて 白い 玉子 ゃ麥 つぶの やうな 

D がラ 列して ゐた ぢゃァ ないか？』  、 

『まさか lis ま は 管 話が 詩人 や 小 I だからお ほ讓 f るの だと 見て けた f 


多少 しらみが ゐる こと は 自分の からだに も 分って ゐ たの だ 力.  L 

『默 れ、 8! 手め へが &. 醫 なしの、 ぶし やう 者で あつたの は 昔からの こと だが、 まさか、 それ 

§ ^どと は 思はなかった！』  - 

『••：  —  ：•』 かの 女 は 自分の 笑 ひ をと めて、 まだ 半信半疑であった。 そして どう 答べ たらい いの 力と 

き 付いて ると- 田 口  § を 別な ことに 持って行 つたので、 ほッ とかたが 拔け たかと 思へ た。 ところ 

が、 また、 それ もこ ちらの 落ち度の ことであった。 

『けち 臭い l^i 。を S に 子供に つけ S たの はま だし も だが、』 それが また どれ もこれ も 寸法が 合つ ァ 

ないで、 みんな ちぐはぐ だと 1MQ だ。 『まるで 成って ゐな 丢ゃァ なに？』  、 、 

II  a そで 幅八寸 五分 ぢゃァ * まるで 女のお と ァ It 

兼 も 口を出した。 『いくら 肩 あげ をして 見ても • そで 幅が ひろいから • どうに もで きないち ゃァ こざい 


ません か？ たと へ、 襟 かた だけが ニ寸 になって ゐたッ て？』 

『  『 それで はお ほかみ が ころも を 着た やうになる の は、 こちらに も 分らない こと はない。 

『そのうへ、 また、 かた- (* の そで， 幅が 八寸 五分で、 かたくの は八寸 足らす。 それに、 そでく ちと 

來 ちゃ ァ、 男の子 だのに たッた ニ寸七 分と は、 ちょ ッと考 へて 見ても • 三つば かりの 子供の よりも 小 

さ 過ぎる ぢゃァ ありません か？』 

『そんな ことが 如何に わたし だッて 11 わたし だッ て！』 向 ふが わざと そんな こと を 云って こちら を 

賓め るので なければ、 一 體、 どうし だのたら うとび ッ くりして 目 をき よと 付かせた。 そんな こと は、 

しらみと は 少し 違って 全く 思 ひも 寄らぬ ことであった ので、 おせい は 不思議に 思 ひながら、 『むかしで 

すが、 わたし は 载縫舉 校 も 出て、 敎 は 正敎 員の 免狀を 取った 者です から • 如何に なんだ ッて、 そん 

な笞ァ ないで しょうが、 ね。』 

『まだ そんな こと を！』 お 兼 も 遠慮がなかった。 が、 田 口 は 1 曆 あらく しく 

『箐ァ ない ッて』 と、 こちら を おそろしい 目つ きで 睨ら み 付けながら、 『費 際 ある ぢゃァ ないか？ 』 

『  』 して 見る と、 氣の わさくして ゐる 時に 縫って、 そんな 狂 ひのでき たの を 知らなかった 

： の だら うかと、 おせい も 少し 自分で ST へて 見た。 そして 相談し ようと 思った 家の こと も、 また 何とか 

叱り飛ばされても 詰らない から、 云 ひ 出せないで しまった。 また、 ただで お湯に 這 入れる と 思った 
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もやめ にして。 

すごく 歸 ハセして から、 先づ、 こッ そりと * おせい は 自分の 部屋で 襦袢 をぬ いで， 見た。 自分 も 度 

度 かゆい の を おぼえる からで ある。 すると、 田 口の 云った ことが 萬更 らう そでなかった のに、 自分な 

がら もぞッ とした。 賢 際に、 麥 つぶの やうな ひも ゐた。 白 子 もあった。 矩燒の そばで 肌 をぬ いだ 

まま、 それ をつ ぶして ゐ たので、 その 氣 味が よさに、 暫 らく 肌が 寒い の を 忘れて ゐた。 

そして 氣が 付く と • 右の 腕 も、 左の 腕 も * 總毛 立って、 粟 つぶだら けだ。 これ だから 湯錢へ 行く こ 

とも 11 直ぐ 風 を 引く ので —— 織 ひなの だが、 今少し 寒い の を 辛抱して、 かゆい ところ を 長く 延びた 

爪 Q さき で^が ゆい ほど 搔 いた。 ぽリく 音が したが、 見る と、 或 爪の あ ひだに は黑ぃ あか と共にち 

"、ノ と 血が 附 (てた。 それと 思 ふところ を 念の 爲 めに 指の さきで 當 つて 見る と， 肩の 後ろ あたり は 粟 

つぶの ほかに まだぶ つく ざら くした 物が 一 面の やう だ。 これが 田 口の 所謂 搔き むしった あと か 知 

らんと 思へ たので、 今度 は 自分の 腕の あたり を さすって 見る と矢ッ 張り、 それが あった。 

る ひして ii を 新ら しいのと 着かへ た U 寢卷 になる 時で さへ、 ぬく もってる 襦袢 だけ はぬ がな 

いの だけれ ども 11 。 そして 古いの を 丸めて、 がんく とか 云 ふ 人の 梅に 鶴の 褂物 11 これ は 田 口が 忘 

れて 匿き ッ 放しに して 行った 切り、 四 S 年 もこの 儘に なって る II のが かかって る 置き どこ の^の 隅 

へ 投デ た。 あすで も li^lT かよければ 臂； え 湯 を かけて 洗 はう と 思つ て だ。 


ところが、 あ ひにくに も， たッた それだけ 肌 を 出して た爲 めに、 風 を いて 二三 日、 襄 どころ の 

と と を わ 竹さん に まかせて 自分の 部^ を 出なかった。 その後、 氣が 向いて 共 戶 端へ 出て、. H 分 

のきたない 襦祥 一洗って ゐ ると， こちらの 一 軒 建ちと 横に 向 ひあった 二階 長屋のう ち、 その 入り口が 

せんたく 

丁^：^井戶のそばにっぃてるところの女、 大 川さん と 云 ふの が 一緒に 洗灌 をした。 

大 川と 云 ふの は、 もと 酌婦 か 何 かして ゐ たので、 人が 惡 いと 地主のう ちで も 評判して ゐる。 そして 

ちら もさう 親しくし なかった。 が、 話 をして みると、 そんな 女に して は 正直 さうな ところ も あり、 

また 年 もこ ちらの 話し 相 ひ 手に は 都合の いい 方 だ。 

f 二階に 置いて あるの はわた しの 鄉で、 さる 余， 社へ 出て ゐ ますが、 云って みれば それに たべさせ てお 

つてる やうな ものです から、 ね、 わたし も 何か^に 初めたい と 思って ますの』 とも 云った。 

『  』 して 見る と • 多少お かね を 持って る だら う。 それ を こちらの 營業 につぎ 込ませて、 をん 

どうし 

な 同志で 經營 すれば、 堤と 云 ふ 男め ひ 手よりも やり 易く はないだら うかと 云ふ考 へ が 出た。 

『ま ァ、 どうです、 お茶で も 一 杯』 と 云 ふの をし ほに、 洗濯が すむ と、 そのうちへ あがって 兑た。 そ 

して 田 口の こと や 自分の 身の上ば なし をし てから、 1  ル 夫婦の こと を も.：： 分 の^へ てる 通りに 説明し 

て" 

さ， リ だ，^ 

『それで どうでしょう、 つま 0,、 わたしの 家 を ひ 取る 算段 をして ゐ るの ぢゃァ あ. ませんで しょう 
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か』 と聽 いて 兒た。 女 だけれ ども、 大 川さん は 鶴 見な どよりも 分って ゐて、 直ぐ、 

『そり. ゃァ それにき まって ます * わ、 ね』 と 答へ た。 

『さう でしよう！』 おせい は 向 ふ も 丁度 こちらの 意 a と 同じで あるの が 嬉しかった。 『して 見る と、 わ 

たし はどうしたら いいで しょうか、 ね？』 

『あなた もお 人が いいんです、 わ、 早くお 斷 わりな すったら およろ しいのに！』 

『それが また 六ケ しい ことがあ るんで すよ』 と、 おせい は 向 ふの 機嫌に 取り入る やうに s< ひながら 顔 

をし がめ て 見せた。 『田 口 も 承知の 上で 來 させ だんです から * ね。』 

まんた ^ 

『だッ て、 あなた、 田 口 ざん の 物で なけり ゃァ、 S 口さん が反對 する わけ ァ ございませんで しょう。』 

『それ もさう です。 ね。』矢ッ張.=^、 大 川さん の考へ 通り、 自分の 家 だから 自分が つよく 出る に 越した 

iO と はない と 云 ふ 決心 を 得た" それに、 こちら さへ 承知の 上なら。 

『ひとりい い 資本家 を 周旋して 上げます * わ』 とのこと であった。 『わたしが 仲に 立って うまく さへ す 

れば、 きッと 物になる 人物です から。』 

『ぢ ゃァ、 そのつ ひで にどう でしよう、 少し 家の 手入れ も かけ 合って いただいたら』 と. こちら は 話 

を 今 1 つ 突ッ. 込んで 見た。 堤 も 云って たの だが、 第一 に、 臺 どころ の 流し もとが 腐って、 くさい に ほ 

までして ゐ るの だ。 また， 雨 は ところどころ 漏る し、 とよ は 外れた ままに なって るし ねだ も. r^- 力 


たがた する 部分が 澤山 できて る。 家 根に 張った トタン も 張り 換 へなければ 駄 口 になって る。 さう する 

と、 また、 -I スも 塗らせなければ ならぬ。 こんなに 客が 少 いので は、 とても、 その 1 つに だッ て、 手 

がま はらぬ のであった。 中 尾が すべて そんな こと を も 引き受けて たの だが、 なんにも 手 をつ けて なか 

つた。 

『それ も 話して 見ます、 わ、 さき は 大工です から。』 

『そり ゃァ、 また、 丁度い いぢ ゃァ ありま せんか？』 芷 直にして ゐる ものに は、 今にき ッと 運が 向い 

て來 ると 信じて ゐ たの は、 恐らく、 これらし かった。 蓮と 云 ふ もの は ひよ ッ くり 來る もの だから、 これ 

は 必らす 成る とおせい は 信じて しまった。 そしてよ ろしく 頼む と 勇んで、 堤に はいよ く 喧 啼 を吹ッ 

かける つもりで 歸 つて 來た。 そして、 『1 體、 あなた は』 と 堤の 部屋へ 行って 坐 わり 込み、 『約束 も n 十く 

きめ. ないで、 する/ \. -べッ たりに どうす るつ もりです？』 

『  』 堤 は 直ぐ 返事 をし なかった。 こちらの 計畫 通り、 むッ とお こって しまって、 『きめようと 

せんの は あんた やない か？ 僕が 何度た うても 云 ひぬ けば ッか りして？』 

『それが いけな， けり ゃァ、 いっから でも 出て いただきます、 わ。』 

『よし、 さう 人 を 馬鹿にするなら、 直ぐ 出る！ これまで 俊ら がえ いやう にだ まされて たと おもや 濟 

むこ ッち や！』 

おせい の 平生  二八】 
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『1^ も わ たしゃ ァ』 *^、 わざと 騒がないで 『あなたがた を だましち ゃァゐ ません よ。』 

ちくしゃう 

『ベら く 云 ふな、 畜生！』 

『そり ゃァ、 少し ひさいでしょう？」 

『何が ひどい？ あんた の資 のない おしゃべり は 昔し からの こッ ちゃ！ 田 口 君の 云 ふ 通" わるが 

しこう、 づ るうて！』  " I 

『づ るいの ァ あなたがた ぢゃァ ありま せんか —- わたしの 困って る 家 を 種に 利益 を^よう なんて？』 

『利益 のない ことな どに S れ がかね をつ ぎ 込む もんか？ 然し、 僕 は 僕の 利益ば かり 考 ん やな 

い。 あんた が 困って るの やさ かい、 友達甲斐 にあん たがた を 助け かたがた、 僕の 勞カ にも 報酬 をえ よ 

うとお もたん や。 それでな けり や、 こんなけ ち 臭い 商賣 などに 初めから 誰れ が 手 を 出す もんか？』 

『さう ぉクし やり ゃァ さう でしよう が、 ね。』 管ん の 云 ふこと にも 道 现 がない こと もない やう だ 力 

ら、 お ま は 少し S れて I た。 それに、 あの ii と 勘定 だか さとで は、 今までに 出した かね を 直ぐ 

返せと 云 ひ 出すまい もので もない らしかった。 で、 曾 葉 を 和らげて 『ぢ ゃァ、 わたし はどうしたら ^ 

いんです の？』 

『僕 も 少し 言葉が あら 過ぎた けれど、. つまり、 豫箅を 立てて、 これく 這 入ったら これ/ し- 

儲けが いくら あると して、 その 儲け を あんた の 方と 僕の 方と で 分け合うたら えいの や。』 


『さう はちゃん と 行きません よ， 浙ぅ容 が 出たり 遺 入ったり して ゐ ちゃ ァ、 豫^；？^なんか立ちませんか 

ら。』 思 ひ 出す と、 E 口と 一 綠に ここに 住んで た 時に も、 こちらの そろばんが いつも 合って ゐな いので 

おこられ ど ほしで あつたの だから。 そんな ことで また 堤なん かにお こられる の は 面白くなかった。 

『そら、 あんた にで けんなら * 僕 を 信じて 僕に まかしなさい、 僕 は あんた と 政 ちゃんと を 十分に だべ 

て 行ける やうに して あげ まッ さかい。』 

『  』 それで 矢ッ 張り 家 は 向 ふの 物にして、 こちら ども を 厄介物 あっか ひに 落して しま はう と 

云 ふに 遠 ひなかった。 公平な 分配と 云 ふの は、 馬鹿々々 しい。 そんな ことか？ おせい は. E 分で 顔い 

ろが また 變 つたと 思 はれる ほどむ きになって、 『わたし 達 は 何も あなたがたに 養って いただく にや ァ及 

びません！』 

『分らない 女 や、 なァ 11 ほたら、 勝手にし な はれ』 と、 堤 もお こって しまったので、 丁度い い： 合 

はせ だと 思って、 下へ おりた。 そして 默っ てこれ も 火の やうに おこって お 竹さん に は I 言 も を かけ 

ないで しまった。 

『政ち やん、 もう、 さんの 部屋へ 行 くん ぢゃァ ありま せんよ』 と 命じて、 おせい は 政 鹿と 共に 自分 

の窒 に引ッ 込んで ゐた。 すと る、 雄怍 がその 日立ち 寄った ので、 渠 にも 堤が この 家 を 取らう としたか 

ら 出して しまう と 一！： J ふこと を語リ * 然しお 向 ふの 大 川さん がいい 資本家 を紹 4.^ て れる笞 だから、 

おせ， いの 平生、  二八 三 
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？ していい。 大 川さん は 酌 管が りで、 载が惡 ぐ、 これ もなかく 喻 へない 女 だが、 この 母に お 

また 母の 智慧と P とがあって、 21 神 さ I 守って 下意から」 と 云って きかせず 


或 高等 學 生の 
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雨の， た爲 めに |&&の| 切れる と云鑫 ぎに なつて、 皆が き 喰^め に 手 f をお したと 

云 ふ。  、 

それ を聽 いて 繁も、 S あたりに 少し 地面 を 持って やがて は そこへ も 料 置 を 一つ 建てよう i 

つて 舊っ てると ころ だから、 芋 まわりの もの を 呼び集めて 出かけて 行った。 そして その 夜 一と 晚を 

$1 と 1 綠に 十 働ら きをした。 

その 朝 • 七セす 頃に なって、 森ケ 崎の 目 かけの 方から 使 ひが 來て 

『s?v やん が 何だか 寂しく ッて、 悲し さうな 手紙 を 本店の 方へ よこした さう です』 とあった。 『あんま 

り 寂しく ッて、 泣いて る やうす でよ。』 

『さう かッ』 と、 ®i は 直ぐ 氣が變 はって しまった。 今まで 他の ものより 先き に 立って 人 さ 命令し 

てゐた 竟氣込 みは 俄かに どこへ やら 行って しまって、 人知れ す ほろ くと 淚 まで こぼした。 疆は 今、 


可愛い わが 子ながら も、 親の 乎 を 離れて 京都の 高等 擧 校へ 行って るので ある。 やがて は大舉 にも 這 入 

つて * 立派な a- 者と もなら うとして ゐ るの だ。 それが その 中途で 今度 は 親が 戀 しい 爲 めに また 病氣に 

でも なられたら 溜る ものではなかった。 鬼に 角 何 はさて 置いても 行って 見て やらなければ と 思 ふと も 

う、 何も 手に つかなかった。 すべての こと を 人に まかせて * 先 づ- 々ばいで 森ケ 崎へ 歸 つて 來た。 こな 

て +* お 

いだ 力ら 植ゑ 木屋を 入れて ある その 竿笞を 留守で も 分る やうに して 置いて やらねば ならぬ からで あ 

る。 

『あんた、 どうしな さる？』 m かけのお 組 も 初めから 心配 さう であった。 

『どうす るッ て、 馬鹿！ 早く 行って やる より 仕 かたがね いぢ ァね いか？』 腰も据 ゑないで、 『八さん は 

どこお、 八さん は』 と • 植ゑ木 屋の親 かた を うら 庭の 方へ 探しに 行って、 『お りやこれ からな • 子供の 

ところへ 行って や るんだ からな * あと をよ ろしく 頼む ぞ！』 何 はこ こへ、 何 はかし こへ、 そしてなん 

でもよ その 部屋から こちらの 部屋の 中が 見えない やうに さ へ 、 植ゑさ へ す リゃァ いいの * たからと 云 ふ 

之-つ ，やう 

耍領 だけ を 詰して 聽 かせた。 『うち はつれ 込みの 客が 多い の だから』 と。 

『さう 急いだ ッて、 あんた、 まァ、 おひるで も 早く あがって』 と  一 K ふお 賴をも ふり 返って：：：^ る ひま も 

なかった。 

『 馬鹿！ 畜生！ これが ぐづ ，くして ゐられ るけい』 と、 あと 足で 蹴飛ばす やうに して、 來てゐ たお 客 

或 高等 擧 生の 親  二八 セ 
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さんの 車に 乘 つた。 そして sit 介まで 驅け 付けてから 自分のう ちの 四 五臺も ある 貸し自動車 を^ ふまで 

もな く、 人の 自動車 を 雇って 東京へ 飛ばせた。 

本宅 へ 行き 付く と、 、ま-た • 

『あなた、 まァ、 どうした のです、 ねい、 その 額 は』 と • 本妻のお よしが 怪訝 さう にした やうす を わ 

ざ わざと ぼ. け てゐる やうに 見た。  さ 

『|!| でも 心配して ゐ きに、 おめへ は S 篇 として 何ともね X か？ i が 寂し 力って る 

と 云 ふぢ ゃァ ねい か？』 

『そんな こと ァ ないで しょう。』 

『なんだ と- 畜生！』 渠 はいきな り 自分の 響 投ぐリ 付けた。 わざく とぼけるなら まだし も、 f 

S じが 動い てゐ ない と 思 へ たからで ある。 『だから、 手め へ ァ ぼん くらだと 云 ふんだ！ 初手に だッ て、 

だから、 おり ゃァ 京都へ なんか やる く れゐなら、 擧校 もやめ させて しまへ ッて 云った ぢゃァ ね V 

か？』 

^り敢 へす 女中に 命じて こちらの 旅の 用意 を させた。 そして や ッと八 時半の 急行に まに 合 ふこと 力 

できた。 

それまで は • 自 汗ながら * 殆ど g^f であった 11 子供の なさけ^ BIIKJmiissI 


に兑 える やうで。 

自動車 や 電車と は 遠 ひ、 それに 比べる と、 汽車 は 遲ぃ物 だら うが、 け ふ は 殊に 過い やうに S へた。 

そして それが また 癥に さわって 見る と • 自分が 先き に 立って 早く 惠0^<阪 間の 乘. 合 ひ 自動車 會社を 

起し て やらう か と考 へ られ た。 

むかし は 人力車が 速かった。 そして 自分 は その？ K であった。 車夫から 难 の 元締めに なった。 元 怖 

めから 馬車 も貿 つた。 自動車が 渡って 來 てから • それ を も 持つ やうに なった。 そして それ を 女房と 番 

頭と に まかせて、 自分 は 別に また 森ケ 崎へ お 耦の爲 めに 溫£ ^旅館 を 出した。 この 成功が 何の： もな 

く 思 ひ 通りに なって 行った の を 不斷に 人に も 自慢して ゐる 自分に は、 自分の 出世の 方が 急行列車よ リ 

も 速力が あった やうで、 今や、 早く わが 子のと ころへ 行かせて 吳れ ない 鐡道院 は. この 文明の 代に、 

1 體、 何 をして ゐ るの だと 云って や. ns たかった。 

品 川 は 過ぎても 大 森は來 ない。 大森 はと ほっても、 自分の 別邸で また S 店の ある 森ケ 崎の 見える 

さんや 

は 谷へ： S まだ だ。 たッた 今し がた 自動車で 逆にと ほり 過ぎた ところでは ないか？ せめて 急行に でも 

もッふ 速力 を 出し ゃァ がれば だが I J< を とんな のろのろした 汽車に 乘せァ がって、 畜生！ お負けに 

或 髙等缀 生の 親 


a  ^八怨 

1 等 車 を 魔して， こんな くな 思 ひ を させ ァ がる！ お ほ 急ぎで かばん 一つ だから まだし もい いやう 

なさの、 いよく 向 ふへ 居つ くと して 行けば、 おれなん ぞは 荷物が 澤山 ある！ 

ゆ ふべ から 眠られなかった ところの 勞れた I も 手 傅って か、 心が 少しう ッ とりして ゐる くせにい 

らいら して、 癎癥 ばかりが 先き に 立った U が  >  山 谷 も適气 雷 も 川 崎 も 過ぎて しまう と， 多少、 自 

分 もまして、 氣が 落ち 付いて 來た。 すると、 先づ 、自分の 兩 わきに II  士がゐ るのに 氣が 付い 

た。 自分 は その あ ひだへ i もしないで I に 割り込んだ のであった。 自分 も i であ 

P. ま た兩 方へ も 氣の毒 だから、 どこか ほかのと ころへ 移って やらう かと あたり を f わし S た 力 

^に 明いて る 席がなかった。 よん どころ なく • 申し わけの つもりで、 どちらへ とも 決めす に 

『京都へ 行つ てる子 供が あまく ッて 親の 額が 見た くな りました ので』 と 一 K つた。 

『  』 兩 わきの どちらも 退 事がなかった。 

つまり、 獨备の やうに させられて しまったので、 今度 は 豪 はらが 立って、 童！ と 云ふ氣 に. - 

つた。 そして、 どうせ 同じ 料 f 出して 乘 つてる の だから、 意 張って やれと、 右左に I なく 幅 を ひ 

ろげ て、 心で は 自分の ことば かり 考 へて 見た。 

可哀 さう に、 およし はいきな り投 ぐられ て しまったの だ。 然し、 その 申し わけに は. かの 女ば 力り 

でなかった。 自分 はお 緝をも 叱り飛ばして 出た。 それに， 今 川 崎の 手前 をと ほった 時に もち；^^;^ 


て > ぼう  S つま 

ひ W したの だが、 羽根 m の £ ル防 のこと を どう 云 ふ 風に まかせて 來た のか、 薩 張り 分らない ので あつ 

た。 また、 森ケ 崎の 方の 庭 は、 どうせ、 自分が ゐ なければ、 自分の 氣 がすむ やうに はならない ので あ 

る。 横手の 掘ぶ ちゃ 部屋.々々 の綠 さきへ 植 ゑる 木ぐ らゐ は、 この I  ニ年來 つづけて させて あるの だか 

ら、 八さん 獨リ でも 呑み込めて るか は 知れない。 が、 玄關に 向って 中心 石に を あしらった 松の 植ゑ込 

みは、 他日 自動車が あすこまで 來られ る やうに なったら * その 車 まわしに する つもりで、 その 右手の 

堀 を 二 Si ぶんば かり も缠 めさせた ばかりな つてる。 樫 や もみ ぢゃ いろ/ \ 'の き 石 は、 どうしても、 

自分が 差配し なければ 思 ふやう に 行くまい。 自分 は 自分の 庭 を どこか 大きな 庄屋さん の 庭の やうに、 

植ゑ 木と 植ゑ 木との あ ひだ を どこまでも まわって 行ける やう、 上品に また 髙 品に 造らう と 思って るの 

だ。 が、 それ は 八さん に はとても やれ さう もない のであった。 

だから、 向 ふへ 着いたら 直ぐ、 

『一一 《ノ ウエキ チウ シ』 とで も 云 ふ 雷 報 を 打つ； J とに 自分で きめてし まった。 前庭ば かりで なく、 う 

ら も 同じ こと だ。 或お 客さん など は 

『どう だ、 おやかた、 さう、 木ば かりに 凝らないで、 少し 草ぎ も植 ゑたら』 と云って^<れる" が、 自 

分 は それが 嫌 ひなの だ。 

『花 は^いて る^ は 綺麗で しょうが、 どうも • 散り かける ときたな いもので 1! それが わたしの It 

或 高等 擧 生の 親  二， "一 
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に 合 ひません。 それに 比べる と、 どうしても 常 磐 木 は 大きく 威勢が あって、 結構な ものて して。』 

さう だ、 汽車に 乘 つて 考 へて 見ても よく 分る。 市中のう へ をと ほって る 時 は、 人の うら 庭に よく 西 

S 匕な ど を 作って あるの が 見える けれど、 あんまり 感心した も？ はない。 それよりも、 もう、 斯う 

して； Hr. を も 越して 見る と、 威勢の いい I み 木 は 人の 心 を 生きく させて、 なかく に うらやま 

しい。 自分 は 一 番 うらの 掘 を 海の 沙 で埋 めて、 あすこ I ば やしに しょうと 思って るの だ。 若し 人.^ 

の 力で やれる も Q なら、 斯うして， じッ として ゐる、 き &の 窓から 眺められる 山々 を 移して、 そ 

の 松ば やしに あしら ひたい。 

そして、 もう、 その 松ば やしが でき 上った 時 Q こと を考 へて ると、 今から 旣に植 ゑて ある 松が みる 

大きな やっこな つて ゐる。 自分 は. それ I 上げた。 いい 氣持 ちに 醉 つて、 響 どもの 歌 などに S い 

てね た， そして その はやしの あ ひだの 白い 沙の上 を 松 かぜの 管 I き樂 しみつつ、 誰れ よ it に 

歩いて ゐ るので あった。 

すると、 その後ろ から， ちよこく した ものが 附 いて 來て  〈 


『お 父ァ ー ん！ ぉ父ァ 1- ん！』  、 

『  』 自分に は、 今、 正 造が 拾歲 以下の 子供に 立ち返って、 鼻 を 垂らしながら 泣いて る 聲が酽 

える。 『おう、 顔が 見たい か、 見たい か？』 


さう だ、 庭の こと どころではないの であった。 自分 は、 都合に よれば、 渠の 高等， 校 卒業まで 三年 

いっしょ 

Si を 京都で 一緒に 住んで やらう かと 考 へて たの だ。 日本 橋の 本店の 方 は、 もう、 二三 年 前から^ 頭に 

まかせて あるので、 今更ら 少しも 心配す るに は 及ばない。 旅館の 方 はお 緒が ゐ るし、 それに はまた か 

の 女の 親 や 弟 もつ いてろ から • それ くら ゐの間 は 大丈夫 だら う、 たまに は汽 で來て 見て やっても い 

いの だから。 

して 見る と、 自分 は 向 ふで 何 をしょう。 もう、 元の 車夫に はから だが 堅くな つてて 駄目で も あり、 

かたみ 

また 子供の 爲め にも 親が 車夫で は 肩身が 狹 からう。 さう かと 云って、 ただ 遊んで ゐれ ば、 無駄な こと 

だし、 そして 自分のから だまで が惡 くな つてし ま うだらう。 まんざら、 何も 經驗 のな いこと もやれ な 

K それに は、 自分の 好きな 植ゑ木 をい じくりながら • 吞氣 に植ゑ 木星で もやる のが 一 番 いい かも 知 

れ ない。 然し， それ も 子供の 爲 めに 不見識 だとで も 子供が 云 ふなら、 考へ物 だ。 鬼に 角、 向 ふへ 行つ 

たう へ の 相談 づく にして からが よから うと 思った。 

何しろ、 正 造 は 自分に 取って は 獨リ子 も 同様 だ。 お 組に も ひとり 十 歳の が あるが、 女の 兒で、 而も 

ほん さ い 

妾腹で ある。 本妻の 子 は あとが みな 死んで、 今 は 正 造 だけ だ。 それ も 去年 肋 膜 を ゎづら つて、 お ほか 

た 生命 を 取られる ところであった。 

J  れ うじ 

『どうして もこれ は 1 かばち かの あら 療治 をし なければ』 と、 病院の は 云った。 
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『先生 • もう、 あきらめて ゐ ます』 と、 自分 は あたり 0 看護婦 どもに も かま はす 男泣きに 泣いた。 『た 

だお かね は どんなに かかっても ようご ざいます から、 萬に 一 つのい のち を 助けて やって 下さい！』 

『それ ぢ ゃァ』 と • 醫者 はいよ く 自分 を 立ち 會は せて、 渠の 左リの 胸のう へ の 方 を 裂いて、 あばら 

骨 を 二 本 だけ 切り取った。 その 一 本の 方 はま だ 半分ば か & かった の だが、 それ を も 取らない では 腐 

hN が殘 るから と 云 ふので あった。 

その 爲 めに いまだに It か 人並みで ないやう だが、 いのち だけ は 取りと める ことができた。 そして 

髙等擧 校へ は人擧 がー 年後れ て、 ことし 這 入った ので ある *  i. 向 ふから 手紙が 來る たてん 1% 

また 病氣 だとで も 云 ふ 知らせで はない かと、 心が ひゃくして ゐた。 そこへ いよく 今度の 手紙 だと 

云 ふの だもの、 寂しがって、 なさけな がって、 それから 子供が その 爲 めに 熱で も 起す と-今度 こそ は 

もう、 助からない 病氣 にか かってし まう かも 分らない。 

あたま を 痛める 擧問 もよ しあし だ。 わざ/ \ あんな 遠方へ 子供 を 手 離して * 親から 見れば 何に 

も 子供が 可哀 さう ではない か？  ん 

『父上 も 母上 も 安心して 下さい。 僕 もこの le; では の 友達が できて、 勉强 をす るに も 張り合 ひ 力 あ 

ります』 などと-一 K つて 來た。 この 前の 手紙の 威勢が いい 文句 を こちら はま だよ く おぼえて ゐて、 な 力 

なか 忘れ もしない。 それが 若し 藝者 かなん かの 手紙なら、 浮かれた お 客 はかね の なくなつ たの を 最後 


こそれ なりに も， なって しま はう が、 おや 子の あ ひだ はさう でない のが 互 ひに 顿 しく も あり， 楽し 

みで あろので はない か？ それ だのに、 直ぐ 今度 は それと 打って 變 はった 反對の 文句 だと すれば、 熱で 

も；？？ ヒ やうに 俄かに 親を戀 しくな つた だら う。 

その 然し 可愛い 心ね を 思 ひやる と、 われ 知らす 淚が こぼれ 落ちた。 それに 氣が 付いて、 それ を 胡麻 

ヒす爲 め • 自分の s に 汽車の 石炭 ぼ こりで も 這 入った かの やう、 わざと 大げさに 目 をし よ ぼ 付かせな 

がら， あたり を 見 まわした。 

すると、 その 以前から • こちらの やうす を 見て 察して、 親切に も 同情して ゐて吳 れた人 かして、 丁 

虔眞 正面 に 腰 か けて ゐ た 男で、 これ も インバネス を 着て ゐる のが、 

f なんです か、 あなたの 御子さん、 御病氣 におな になった のです か』 と 尋ねた。 

『なァ こ B と、 こちら はわ ざと ま M をよ くして 兑 せて 氣 なら まだし もです が、 下 だらない 親の 額 

を 見たい と 云って よこした でさ ァ。』 

けつ か， 5 

『は、 は、 は ァ！』 インバネス は 少し 人 を 馬鹿にし たやうな 笑 ひ をした が、 『それなら * まだ 結構で し 

よう。 わたくしの はまた 娘です が、 危篤 だと 云 ふ 電報が かかった のです。』 

『  』 こちら はむ すめと 聽 いて 自分の 子供に やがて はいい 嫁 をき めて やらねば ならない こと を 

E ぢ 浮べた。 ^らど こかの 女舉 校で 出來 のい い、 そしてお となし いむす め ツ子 を 世話して".. 犬れ る 

或 高等 學 生の魏  二 九 五 
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も c> が あらば と考 へて るの だ。 どんな 綠 になるまい もので もない から、 ふと、 その 氣 になって 、『どに 

においで です』 と聽 いて 見た。 

『大阪 で が、 な。』 、ノ 

r 矢ッ 張り、 擧 校へ でも？』 

『いや、 もう、 かたづい てるんで すが —— 』 

『そり ゃァ』 と、 ただこ ちら は 答へ た。 かた 付い てるのなら、 そして それが くたばり そこねて ゐ るの 

ぢ ゃァ、 お話しに ならなかった。 で、 自分 は 自分が いつも 人に 自慢す る ことの 1 つ を ここへ も 持ち出 

して、 『わたくし の はま だ 京都の 高等 擧校 へ 行って をり まして』 と 云つ た 時 それでも また 思 ひ 出し 泣き 

をし かけた。 が、 直ぐ 親た るの けんぺい を 見せる やうに して、 から 笑 ひに なって、 『馬鹿な 子で 11 

擧 si はでき る さう です が、 な、 まが 親の 乳の 戀 しい 方で。』 

『いや、 その 方が まだ 素直で 結構です。 おいく つです？』 

『一 一十 一 歳です が』 と、 がッ くりした 構へ になって、 『去年 肋 膜 を ゎづら ひまして、 あばら ッ骨を 一 一枚 

切り取りました ので、 一 年 入擧が 後れました。』  r 

『そり や ァ大變 な 御 療治でした、 な。 けれども、 まだお 可愛い ところが あ ます。 親の かね をう そ を 

云っても 無心して、 十 if から 女郞買 ひや 藝者買 ひ をす るの もよ く ある やつで、 あり ゃァ 一番 困. =N ます 


から、 な。』 

『いかにも』 と 答へ たが、 こちら はこい つも そんな 息子 を 持って ゐ るの だ、 な、 と 察 しられた。 そん 

なのに 比べれば、 うちの 正 造な ど はまこと におと なしくて るに 足るべき 舉生 だら う。 

誥し相 ひ 手の むす 子 やむ すめよ リも 自分の 方の はま だ ましで、 相 ひ 手の 云 ふ 通り 結構で あるの 

に 和 違ない。 これに 少し 安心した 爲 めか、 こらへ こらへ てゐた 眠け を 催して 來た。 この 時 だと 思って 

かばんに 用意して 來たゥ ヰ スキを 出した。 これ を 小さい コップに 一 二 杯 もやれば、 子供に 對 する 心配 

も 一 とき は拂 ひの けられて、 ぐッ すり 休める 笞 であった。 

f どうです、 一 杯？』 こちら は わざとに も景氣 をよ くして 見せて、 先づ、 その コップ を 正西の 人へ 突 

き 出した。 

『いや、 どうか 御 勝手に。』 

•  』 こちらが わざ/ \飮 ませて や と 云 ふ もの を， 何も 耻ぢを かかさないでも いいで は.. H 

い 力？ これの I 杯 ぐらへ、 たと へ 遠慮され たッ て、 二十 錢か 三十 錢 かの 得に しかなら ない の だと 思 ひ 

ながら、 ちょ ッ とむ ッ としない では ゐられ なかった。 ゥヰ スキの 一 瓶 や 二 瓶の 代な ど は、 うちで 使つ 

或 高等 學 生の 鋭  ニ九ヒ 
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てる 多くの 若い 衆 若しくは 多くの 女中の、 たッた 1, 人の 鼻く そからで も 浮いて 出る のであった。 

s 本 橋で 〇〇 自動車と 云 ゃァ、 また 森ケ 崎で 〇〇 旅館と 云 ゃァ、 少し 氣の 利いて る ものなら 知らな 

いやつ ァな いの だ！ 寢 臺が滿 員. でな けり ゃァ、 場所 もお 前ら と 一 緒に はゐ なかった。 畜生， ぢゃァ 

勝手に うらやま しがって 見て ゐ ろと 云 はない ばかりに、 自分の 勢 ひに まかせて ぐび リく、  二お て や 

める ところ を 三^、 四 杯つ づけて 見せた。 すると、 その あとから 直ぐい い 心持ちに なって 來て、 うと 

づ うく わ 

うとし 初めた。 そして はたに どう 云 ふ 人が ゐ たの かも 忘れて しま ひ、 また どこ を 自分が 通過して ゐ？ 

のか も 知らなかった。 

目が さめる と、 夜に なって ゐ たが、 矢ッ 張^、 汽車の のろいの が癥 にさ わった。 

5 つし、 

『畜生！ 早く 東海道 を 自動車 をと ほさね いぢ ゃァ』 と、 獨 一り 言 を 1K ひっつ、 また ーゥヰ スキに f へ 

た。 

さう 云 ふこと が 今 一 度あって から • 今度 ボ， 'ィに 呼び 起されて 見る と、 京都 驛 であった。 すッ くと 

立ち上る が 早い か、 何よ リも 早く 子供に 會 ひたかった。 あわてて 車 臺の中 を 飛び出し、 改札 口を出て 广 

車に 乘 つてから、 忘れ物はなかった か 知らん と考 へて 見る と、 かばん はちゃん と 持って ゐた。 

『どこへ ？』 

き しゅく. J や 

『知れた こッ た、 高等 舉 校の 寄宿 舍 でい！』 


『もう、 休んで をって、 とても、 あきますまい o』 

『 一 體， なん 時 だ？』 

『もう、 十二時 を 過ぎて ます。』 

『そんな こと ァ あるけ い、 場 鹿！』 この 汽車 は 確かに 七 八 時 ごろに 着く 替 であった の だ。 

『馬鹿と 云 はれても 仕 かたお へん』 と、 車夫 は平氣 であった 。『途中で 故障が あって、 この 汽車が 四時 

間 以上 も 後れ ましたの だッ さかい。』 

『へい 11 ？』 こちら はそんな こと を 夢にも 知らなかった。 自分の 金時計 を 出して あたりの 電氣の 光 

ねに すかして 見る と、 成る ほど、 車夫の 云 ふ 時^に 當 つて ゐた T こり ゃァ おれ も 驚いた。 誰れ も そし 

な こと は 云って L 犬れ ねい もんだ から、 お^ゃ ァ 今まで 知らな かったん だ。』 然し、 このまま、 こんなと 

とろに 宿 をき めて、 あす を 待って は ゐられ なかった。 そして 心が ー曆 あわただしく なった、 『よし、 な 

ん でも かま はねい から、 急いで 行って 吳れ！ おり ゃァ おほ^ぎ で 子供に 會ふ 用が あるんだ！ 一 

擧 校の 門へ 行き着く と • 自分から 先 づ車を 飛び下り、 貫ぬ きのか かってる 幅の ひろい g お g 門の 戶 

に 取りす がって、 番人 を 呼び 起す つも hs で、 それ をが たくさせながら、 

,1 もし/ \- もしく』 と 呼びつ づけた。 が、 返事 もなかった。 

11 且那、 どうせ あきま へん』 と、 車屋 は 入らない こと を 云った。 

或 高等 學 生の 親  ェ九. 《 
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r 明かね い ことがあ るけい？ おり ゃァ 明けて 見せる！』 また、 一 暦 ひどく がた く、 もしく を やっ- 

て 見た。  とても 起きて 來さ うがない ので、 インバネス をぬ いで 車屋に 預け、 おもて 付きの 履き物 を 門， 

の 下から 押し込んで、 自分 は その 高い 門 をよ ぢ 登った。 そして どうやら 斯う やら 向 ふが はへ 飛び下り 

る ことができた。 

それから は、 この 九月に 子供と 1 緖に东 て、 およそ 勝手 は 分って ゐた。 先づ、 門番の 小屋 を 叩き起 

し、 急用が あって 子供に 會 ひに 來 たこと を 述べた。 が、 渠は ただぶ リく 怒って ゐて、 

『門 を 飛び越えて 來 ると は 不都合 や』 と 云った。 

ょゥじ 

『さう ぉッ しゃら ねいで、 どうか この 親 を 助ける と 思って 下せい。 子供の 爲 めに 大 至急の 用事が ごぜ 

いまして、 わざく 東京から やって 來 たんです から。 決して あやしい もの ぢゃァ ごぜい ません。 歸り 

にも、 若し 門 を あけて いただく のがお 邪魔で したら、 わたくし は 決して 明け ッ 放しに は 致しません。， 

自分で また 乘り 越えて 行きます から。』 もみ 手 をして 泣き付く ばか リに 頼んだ。 

『  n 門番 は 返事がなかった。 ただ じっと こちら を 半ば 寢 ぼけ づら で見ゥ めて ゐた。 が、 それで ( 

ねん 

も 見の がして やる と 云って る やうす であった から • なほ 念の 爲 めに 

r どうかお 許し を 願 ひます』 と 云って 置いて、 ちょ ッと あと 戾り をして、 車屋に、 『おめへ 頼む ぞ。 そ 

こに 待って ろよ。 


『へい。』 

『  』 どゥせ AJ こ には子 供と 一 緒に とまれな いので、 どこかの 宿まで 引ッ 返さなければ ならぬ 

こと は 分って ゐた。 兎に角" I 度 親の かほ さへ 見せて 置けば、 今^|^ と夜ぐらゐは子供も戲^するだ 

らうと 思へ た。 

夜 0 にも うらやましい ほどい. S 植ゑ 込みの ある 庭 を 向 ふへ 進んで 行って * また まかな ひ 部屋 を 叩き 

さ ^<ん 

起した。 そして まかな ひの 細君ら しい、 でぶ く 肥えた- 見ッ ともない 女の 出て 來 たのに、 資は、 /J 

れ これで、 今、 門番さん にも r^af を 得て、 杉 本 正 造と 云 ふ 子供に 會 ひに 來 たと 云 ふこと を吿 げた。 

『それで は』 と 云って、 かの 女 は蠟燭 をつ ける と、 嗜ぃ 廊下 を 應接窒 へ 案内した。 

『  』 けち 臭い！ 苟も 高等 舉 校の 寄宿 舍 とも あらう ものが、 容が來 て も電氣 一 っ附 けない の 

か？ 向の 爲 めに 高い 月謝 を 取って るの だと 云って やりたかった。 そして 倚子に かけても ろくに 腰が 坐 

わらす その 細い 西洋 蠟燭 のら ふが テ ー ブルの 上で じリく と燒 けて ゐ るの を、 待ち ど ほしい 胸 を わ 

くわく させながら、 見つめて 見た。 すると、 その 火が 子供の 顏 になった リ、 その 顔が またけ ち 奥い 

蠟燭の 火に なったり して ゐた。 

やがて、 ひらき 戶が 明いた。 

『おう、 正 造！』 

或 高等 a& 生のお  nlol 
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『お 父ァ ん！』 

『  』 これ ぢゃ ァ、 まるで. - 自分ながら、 新派の 芝居 を 見た やう だと 思った 時には、 もう、 然 

し權 造に は淚が I 杯 出て、 自分の 目 をふさいで ゐた。 

『急用 ッて、 いきなり、 どうしたんで す？』 

『どうした ッて、 おめへ』 と • こちら はせ き 込んで、 『おめへ が 親を戀 しくな つて 寂し. いと 云って よこ 

したん ぢゃァ ねい か？』 

『へい！ そんな こと を また 誰れ が 申しました？』 

のしき 

『  』 あんまり 呑氣 さうな のに こちら は 一 翳 不思議であった。 あたま を 使った 上に、 寂し さが 

嵩 じて、 このた ッた 一 二日の あ ひだに 馬鹿にで もな つたの ぢゃァ ないかと。 『誰れ つて、 おめへ はどう 

したんで い。 おれが 羽根 田の 堤の 工事に 加勢 をし に 行って るて いと、 お 緒の 弟が わざく つけ ひに 來 

て、 おめへ が獨 りで 京都に 寂しがつ てる ッて云 ふ 手紙 をよ こした と 云 ふぢ やねい か？ おり ゃァ氣 

が氣で なくなって、 その 爲 めに わざく お ほい そぎで、 取る 物 も 取り 敢 えす、 飛び出して 來 たんだ 

が —— 。』 

i ちが 

『何 かの 間違 ひです、 ね。』 

『へい！』 また 一つ 意外な ことに 驚かされ たので ある。 『ぢ ゃァ、 なに か、 おめへ が 親に 會 ひてい ッて 


云って やった ッて云 ふの ァぅ そか？』 

『少 くと も』 なんて、 正 造 は 生 意氣な 霄^ を 使って うち 消した、 『間遠 ひです、 ね。』 

『ぢ ゃァ- まァ、 よかった。』 閱遠 ひとしても いい 方への 閒 i 遇 ひで あつたが、 それだけ 馬鹿を見 たの は 

こちら だ。 『おり ゃァ また、 そんなに おめへ が獨 りで ゐる. のがつ れいなら、 おれ もこ ッち へ來て やつ 

て、 かた 手 まに 植ゑ 木屋 でもし ようか ッて、 みちく 考 へて 来たんだ。 

とつつ 

『俱 ァ、 お 父 ァん、 いかになん だ ッて ももう •  二十】 歳で』 と、 正 造 は あまへ る やうな、 また こちら 

を あざ笑 ふやうな 顔つきで 等舉 校の 擧 生です よ。 さう 親に 御 厄介 はかけ ないでも すみます。』 

『そんなら 結構 だが、 な』 と、 こちら は汽 S. のうへ で 向 ふの インバネスが 云った 首 薬 を 思 ひ 出して 使 

つた。 が、 何だか Sri 鹿々々 しい 氣 がして、 今まで 張り詰めた 心. が 俄かに がっかりと ゆるんで しまつ 

た。 口 を とんがら かせて、 半ば 獨り言 の やうに なって、 

『どうしたつ てまた こん な^ちが ひがで きゃァ がつ たんか？』  . 

rp  ほん ま 

I ぁァ， 分りました』 と • 正 造 はこ ちら を 本氣に 受けて 答へ た。 『僕 ァぉッ 母さんに 手紙 を 出した ので 

す。 その 手紙に は 僕の 同級生で、 可な り 多く ゐる 支那 人の こと を 書きました。 あ ァ云ふ 人々 が 本國を 

遠く離れて 來て、 さぞ 親も戀 しいだら うが、 默 つて 勉強して ゐる。 まして 僕ら は 幸 ひに も 割.？ 4 口 ひに 

近く 兩親を 持ちながら * 勉强を しないの はう そだから * 一生懸命 にやって るから 安心して 下さいと 害 

或 高等 學 生の 覲  三 〇 三 


泡 第八卷  三 o 四 

いて 匿き ました。』 

『ちゃん ころの ことなら どうで もい いが、 な』 と、 こちら は 子供に 對 してながら さう 云 はれて 見る と 

些かき まり 惡 くな いこと もなか つ た。 それ を まぎらせながら、 『そんな 手紙 は ぉリ ゃァ讀 みや ァ しね い 

が 11 。』 

『ぢ ゃァ、 誰れ が 見たん でせ う？』 

『おめへ がお ッかァ にやつ たんなら、 ぉッか あだら うが 1 1 。』 

r ぉッ 母さんなら、 それほどの ことが 分らない こと もないで レ よう。 分 hvl: 女い やうに、 わざく 澤山 

の. 假名 を 入れて 書いて やりました から。』 

『  』 ぢ ゃァ、 こちらの 目 かけが 讀ん だとで も 云 ふの だら うが、 さう 云 はれる と、 こちら も か 

の 女の 爲 めに 辯 解 をして やりた くな つた。 『然し、 お 絹だッ て、 およ も ほどに や ァ無擧 ぢゃァ ねい。』 

r ぢ ゃァ、 誰れ が讀 みちが へたんで しょう？』 

『多分、 ぢゃ あ、 k 公 だら うよ。 あいつ、 畜生 ちの 女中に 乎 をつ けァ がった のを穩 便に かか ァに 

して 置いて 貰 はう と 思ゃァ がって、 近 ごろ 特別に おべっか ばか リ しゃ ァ がって、 な』 と、 お 親の 身代 

りに、 つい、 その 弟の 鶴 太郞を 出した。 若し ほかの ものら に 間違 ひがない とすれば、 これが その 姉の 

雷 づてを 睫き 違へ たか、 云 ひ 遠へ たかして、 こんな 飛んでも ない ことに 自分 を させて しまったの だ。 


『ほんとう でもね いこと をた だ * ほんの、 おれの 機嫌^りに ベら- f\ としゃべ りゃァ がって！』 听 うよ 

自分 もお もてに、 ここに はゐ ない 鶴太郞 のこと を 怒って 見せた ものの、 一 つに は、. これ も 子^ こ對し 

て 親の 羽ぶ り を 示め したつ もり だ。 親が みんなから 親 かたくと おそれられ- 敬 ま はれ、 そして また 

その 結 粟と して ちゃほや 云 はれて ゐる. の は、 その子 0 爲め にも 誇りと なること であらう と考 へら 1 

た。 

『然し、 お 父 ァん、 そんな ことで この 夜な かにまで この 寄宿 舍ャを 驚かしち ゃァ 困る ぢゃ ございません 

力？』 

『う- う！』 

『僕の 爲 めに わざく ここまで も來て 下さった の はありが たく 思. ひます が、 僕 は今舉 校に 身 を まかせ 

た 以上 は- それだけお ほやけ の 人に なって ゐ ます。 お ほやけ から 見れば、 親子の 情 I- なんか 一 つの わ 

たくし ごとと しか 思 はれて ゐ ません。 して 見る と. この わたくしごとの 爲め にこの 寄宿 舍の 規則 を 破 

ら せて は、 僕が みんなに 對 して 申し わけがない のです。』 

『  』 こちら はぐ ッと 行き詰ま. つてし まった。 そして 子供に やり 込められ たも 同様 だから • ち 

ょッ とむ ッ としない では ゐられ なかった。 が、 子供の 云 ふこと も 道理 は逮 ひなかった。 いき ど ほらし 

いやうな • また 自分ば か 力が 心づ らい やうな、 自分で は 何とも 云へ ない 氣 ぶんに なって、 すッ くと,^ 

或 高等 擧 生の 親 


手から 立ち 離れた。 『尤も だ、 尤も だ！ ，や ァ惡 かった。 許して 吳れ。 ぢ ゃァ、 な、 t や これで 

直ぐ 管。 おめへの： kf こと 見さへ す 春ァ、 ，ゃァ それで 卡分 だから、 おめへの 爲 めに？ 

まかないの 方へ も あやまり を 云って、 引き上げよう。』 

『氣の 毒です が、 どうか さう して 下さい。 僕 はこの f 無事 で鬵 して ゐ ますから。 然し、 まかない 

は、 もう、 寢てゐ ましょうから、 僕が 出ぐ ち をお， ます。 まかないの 方へ は あすよ く 云って 置きます 

『ぢゃ ァ、 どうか 賴む』 美って、 こちら はわが 子に 對 してながら 少し 冷たい き I 惡さを 今 一 度感 

じた。 がッ かりの 上に がッ かり を 重ねて だ。 そして あたふたと 子供よりも 先き へその 窒を 出た 力 

テ， ブルに 罟」 き殘 された 蠟燭を 手に して 正 f あとから. ついて 來 たので、 擧校 として こんな こと を さ 

せて 置く l^bf ま 怠 ひ 出した。 そして.^ れも • 不與 さう にして ゐる 子供に 向って 機 ff 直さ 

せる やうに、 『どうして また 攀 校が 電氣を つけさせ ね. ん だ？』 

『大きな 聲は よして 下さい 11 もラ， とッ くに 消 i 間が 康ぎ たのです。 僕ら はこの 頃試驗 です 力ら 

規 M こ， K して こッ そり 蠟燭 をと もして 今まで 勉強して をり ました けれど  』 

『え、』 と， またび ッく" して 、『まだ 起きて たんけ い？ もう、 一 時 を 過ぎた ぞ。』 


『  』 こちら は 子供に 對 する きまり 惡 さと 氣の毒 さとの it がまた 一 つ ふえた のであった。 

驗 勉強の 邪魔 をした 0 だ。 そして 自分の 爲 めに 自分の 子供が 落 でもして 見ろ。 つまり、 また 自分り 

損 だ。 それだけ 月謝 や 食費 をた だ 奉行 させた も 同様 だから。 少し 小さい！^ で、 『然し、 またから だ を ^ 

めて は 困る が、 な ァ。』 

『な ァに、 大丈夫で すから。 心 "を 願 ひます。』 

r ぢ ゃァ、 な、 これで t ゃァ 直ぐ 朿京 へ歸 るから、 な、 しッ かり 菌 しろよ』 と 云って、 その 寄宿 

會出 ぐちのと ころで 子供に 立ち 別れた。 それでも、 子供 は Ms に 門まで f と 云った の だが、 こち 

ら はまた 例の 乘り 越え を やる つもね であった から、 たッて 押しと めた のであった。 

正直な I は， のにき にじ ッと 待って ゐた。 あわ J つ i めに 持ち去られても 仕 かたがな か 

つた インバネス だが、 それ を 受け取る が 早い か、 S はから だに 纏つ 51 つた。 そして 都 

驛へ來 て、 また 一? く乘れ る&: Q 人と きた。 幸ひに も、 それが ま襄 なかの 輕で. 今度 I 

臺も 取れた。  メ  fii 

それで ゃッと 心が f 付いて 見る と， 自分 は あん. まり子 供 を 可愛がって 失き たのであった。 ^1 

in  一一  IO 七 
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ども • 下. i は 思った よりもお とな じみて ねた。 そしてお ほやけ に 出たら、 親子の 情愛なん かわた く L 

ごと だと 1K つたのに は、 確かに こちらが 目 かけ を 持って ゐ るの を もまた それとなく 攻 摩した やうで あ 

つた。 だから、 こちら も それとなく 辯解 もして 置いた が 折角、 一生懸 命に 行って やった のに、 その 親 

ので. 4i ひがしら を こちらが ぶん 投 ぐられ たやうな 氣 がして、 少し 憧 くもなった。 が、 轚に 勉强 して 

ゐ るの だから， まァ、 安心な こと は 安心 だ。 夜が 明けてから 今  一 II もッ くり 逢 ふこと にして 匿き たく 

ない こと もなかった けれども、 試 驗康中 だと 云 ふの だから、 f も 云へ なかった。 何しろ、 うまく や 

つてて 吳れ さへ すれば • つまり、 それでい いの だ 力ら — 

來た？ U はまる で 違って、 らくく し た氣 持ちで 歸 つて 來た。 東京 驛へ 着く と、 直ぐ 森ケ 崎へ 向" 

うか、 一 と先づ 日本 橋へ if うかと、 心が ちょ ッと 迷ゥ たので ある。 が、 考 へて 見る と、 およし 

を わけもなく 投 ぐり 付けたり して 出た ので あるから、 if 一  應 子供 S 一事で きた こと を 知ら 

せて やる 氣 になった。 そして 驛の 車に 乘 つてから、 みちく 自分の 配下 も 働ら いてる のに 出會 ふと、 

また 子供と i 様に 可愛い やうな 氣 もした" 

本店 へ 行き着く と、 

『どうでした か』 と、 およし はこ ちらの 勉 § を前以 つて 知って たかの やうに 冷 かし 笑 ひの 目つ きを 以 

CVJ 尋ね」 y。 そ. が こちらに は矢ッ 張りち ょッ とき まりが 惡 かつ. たので- 


『なァ に』 とわ ざと そらとぼけて 答へ た、 『お" ゃァ おめへ なんかより ゃァ H-^ 供の 方が すッと 可愛. A つ 

たんで い！』 

『まだ ひとり ぁリ ますでしょう？』 

『馬鹿！』 こちら はおよ しが その 資の 姪なる お 絹の こと を 云って るの だと 思へ た。 あれ を こちらの 物 

にした ことが 發兑 された 時には、 およし もま だ 少し 今より は 若く ッて、 燒き 持ちの. 爲 めに 隨分 怒つ JM 

けれども、 今では、 もう、 慣れ ッこ になって、 女 同. H も 行き 來し * お 親の 生んだ 女の子 を もお よしが 

引き取って 擧 校へ かよ はせ て ゐる位 だ。 i し、 行って. 見り ゃァ 案外 元氣 がよく ッて、 な、 あべこべに 

親 を 意見し ゃァ がった。』 

『だから * 云 はない こッ ちゃ ァ なかった のに。』 

『おれが 知った もんけ い！ 鶴の 野郞、 ぁン 畜生、 いい加減な こと をぬ かしゃ ァ がって』 と 答へ た。 そ 

して これ を 叱り付けて 來 るの を 當 座の 口 資 にして、 こちら は 直ぐ 店. S た。 そして じ! {^ に 寝に さわつ 

てもゐ たので あるから、 森ケ 崎へ 夾- ると 直ぐ、 お 耦 の 目の前へ 鶴 太郞を 呼び付けて、 あんまり 人 を 馬 

鹿に したと 牝 つた。 

すると 鶴 太郞は 例の 飛び出し たやうな 目 をむ いて、 おこって るの か 泣いて るの か 分らない や 5 す 

で AJ ちら を 見つめて、 

il^.o^  so 九 
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『わたし は 姉に 云 はれた こと を その 通. OS に 申し上げ たのです が — 』 

ど レ 

『  』 こちら はさう 云 ひ 返される と、 また 自分の 怒りの 目 當てを 別に 捲らへ なければ 氣が すま 

なかった。 『ぢ ゃァ、 もとく 誰れ が 間違つ たんで い？』 

『わたし だッ て』 と、 お 組 も不见 _i さう であった、 |1|51ぃてぁる^;と.がさぅでしたから、 その 通り 云 は 

jj らん 

せた のです が 11 では、 まァ、 親 かた も 讀んで 御 驚なさい、 な。』 

『  』 して 見る と • 間違. ひのもと は矢ッ 張り かの 女に あったらし いので：： もう、 仕 かたがな か 

ちゃうば  ， T . 

つた。 女中 ども も、 こちらが 帳場の 坐に すわって るの を 取りまい て、 心配 さう にして ゐ るので、 その 

前で ここ のお かみ をして ゐる 自分の 目 かけ を 叱る でもなかった から。 

*V ^とう 

ぉ銷は 來妝ば さみから 封筒に 這 入った 厚い 手紙 を 出して、 こちらの 手へ 渡した。 が、 もう、 1 たび 

その 本人から 聽 いて 來て滿 足した こと を わざく 苦勞 して、 目 を 痛めて まで、 讀 むに は當ら なかった 

ので、 火鉢の 猫いた の 上へ そのまま 置いた。 そして 女中 どもにまで も 自分の 子供の こと を 自慢す るつ 

もりで、 斯う 一 K つた。  - 

『正 造の 野郎、 この頃 試驗 中で、 なァ、 おれが 行った のァ 十二時 を 過ぎて たのに、 まだ 勉强 して ゐゃ 

ァ がった。』  ^ 

ひや ラき 

『そんなに 勉强 する の もい いけれ ど -—— また あたまで も 痛めて 病氣 になって は』 と、 お 絹 もさ すがこ 


ちらの 子 だから 心配 さう にした w 

『おれさう 云った が、 な、 ぁン 畜生、 生意氣 にも 、『僕 も、 もう、 二十 一 歲で、 さう 親の 御 厄介に なら 

ねいでも いい』 ッて 云って な、 あべこべに、 親に 向って 意見な どしゃが つで つた。』 

『お ほ、 ほ、 ほッ』 と * 女中 どものう ちに 二三 名 は 笑った。 

『それでも、 利口な の、 ね』 と- 鹪太郞 のか ァ めが こちらの 腑に ぴたリ と 落ちる こと を 云った。 こい 

つも、 11 お 組と 云って 11 おべっかが 多い けれども * またよ くこ ちらの 氣を吞 み 込んで る だけが 取 

り 柄であった。 ちょ ッと姿 もい ぃ爲 めに、 鶴との 關係を 知らないお 客が 時々 惚れ込んで 來て、 こない 

だ も、 まだ 年の 若い 生意氣 なやつ が、 店の 爲 めに は 幸 ひに も、 四 五 百 画 を 使って 行った。 

『たッ て、 ぢ ゃァ、 わたしの こと を 云った のでしょう』 と、 ぉ繙は 少しす ねた 顔 をした。 が、 さう だ 

と はわ ざと 返事し ないで、 『馬鹿！ おれなん か、 なんで、 おめへの やうに、 § 遠った ことな ど 云 ふ も 

ん けい？』 子供 を もッと 利口に 兑 せる 爲 めに、 『おや ぢに、 もッ とし ッ かりし ろと 云 や ァが つたんで 

い！』 

『ほ、 ほ』 と、 また 笑った 女中が ある。 おつまの 聲 であった。 

『わたし は 手紙の 意味が、 如何にも なさけ 無 ささう であった から』 と、 ぉ銷 はま だ そのこと を へて 

ゐた T その 通り を 鶴さん に 云 はせ たのです が — 』 

或 高等 擧 生の 親  三 1, 】 
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『だから、 おめへの こッ ちゃ ァ ねい ッて云 つてる ぢゃァ ねい か？』 斯う 云 ひくる めてから、 庭へ 出た。 

しら 

蓋し、 きの ふから 八さん が どんな こと をして ゐ たかを 早く 調べて 見たかった。 

そしてお もて 二階の 横手の 廊下から 兑 える、 同じ 堀に 向った 離れの 綠 さきへ、 大きな 柳が 植わった 

の はいい けれども、 その そばで、 小さな 松が その 根 もとから すらりと 二 本に 分れて ゐ るの を 水の 上に 

のぞめて 植 ゑた、 その 植ゑ かたが まだ 氣に 入らなかった。 で、 これ は 自分が 麟れ てながめ ながら. 八 

さんに 植ゑ 直させた。 

ち もレし 

おもて 庭の 方 は、 まだ 手 をつ けて なかった の を旣に 見て 置いた ので • 安、.^ であった。 W び 帳場へ 來 

てから、 子供の 自慢 や 自分の 失敗に 付いて 云ひ殘 した こと を ひばなし にして ゐる ついでに 京都の 車 

夫の 正直であった こと を も 語った。 そして 自分の 使って る もの は 多い けれども、 そんなに 正§ やつ 

たんそく 

は あの人 數 のうちに 恐らく  I 人 だ ッてゐ なから うと 云 ふこと を 歎息して 見せた。 

五 

それから 二日 目に、 おや ぢ 宛ての 正 造の 手紙が 直接に 森ケ 崎の 方へ 届いた。 今度の はまた 一 歷詳レ 

いこと が 書いて あるかして かさ もあって、 六錢の 切手が 張られて ゐた。 

權造は それ を讀 むの を樂 しみに し-て、 先づ、 自分の 目が ね を 取り寄せた a そして そばに ゐる ものら 


に 向って。 

『みな 聽 いてろ よ、 おれが 讀んで やる から』 と 云った。 『どうした ッて、 _^?等舉校の舉生だから、 な * 

おめ へらの やうな 無擧な ものが. 聽 いて ゐ ると、 きッ と、 爲 めになる こと も あら ァ、 な。 — なんでい 

こり ゃァ？ 詳しく 書いて 來 たん. かとお もってり ゃァ、 こんなに 大きな 字 だ。 —— 而も、 .^-ゃぢをも 

無學と 思って だら う、 畜生！ 假名ば か 多い。 さう して 本字に ゃァ 振り 假名 をつ けゃァ がつ II 

えいと』 と、 渠は その 卷き紙 を 繰り， ひろげながら 讀み 初めた。 

「父上が わたくし のこと をお 思 ひ 下さって、 わざく 京都 ま-でも 來て 下さった のま、 わたくし ^^大、 

かんしゃ  クン V 

に Is すると ころです。」 

『うまい こと を 云って らァ、 な。 おい、 みんな 聽 いてる けい？』 

『聽 いてます よ、 親 かた』 と、 お 絹が 先き に 立って 皆の 頭 を 取った。 

『えいと 11 』 

「然し、 父上、 わたくし は その 爲 めに その 翌日、 .12 監 から ひどく 叱られました 0 1 

『親子の こと だのに、 そんな 馬鹿な ことがある もんか？』 

B それから • どう 書いて あります』 と、 心配性のお 賴は あと をせ き 山！ 4 てた。 

「舍 則に そむいて 時間外に 面 會人を 受けた う へ に、 消 § 則 を も 守らなかった 爲 めです。」 

或 高等 舉 生の 親  三  一 一 jj 
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『こり ゃァ おれ も 知らね いで 悪かった から、 子供に ゃァ よく あやまって 來 たが、 な。』 

ほ .3 もん 

「それに、 まだ、 あなた は攀 校の 本 門 を乘り 越えた のです ッて、 ね。 わたくし は 門番が よく あんな 時 

問に 明けて 吳れ たもの だと 私 かに ありがたく 思って ゐ ましたら、 門番 も その 爲 めに 學 校から 罰 を 受け 

ました。 まかな ひの 夫婦 も舍監 から 叱られました。」 

やん W う  1  t 

『困った ことにな つた、 な ァ。』 そんな 面倒く さい 規則な ど を 持ら へて 置かなければ いいのに、 置く か 

> ^こそ、 何でもなく 親子の あ ひだで こッ そ. すませて しまへ たもの が、 こんなにお ほ 毅裟に 人の 迷惑 

にまで もなる のであった。 

『でも、 親 かたは その 時 は 一 生 懸命であった のでし ようから』 と、 またお 組 は 云った。 

『もちろん、 おり ゃァ さう でね い-なら、 人の 門な ど 越える もんか？』 

『ねい』 と、 ぉ漦は ひょうきんな 女中であった、 『モン を モン かです、 わ。』 

3^ 生、 なによう 云ゃァ がる』 と、 こちら も 笑った。 

「もう、 あった こと は 仕 かたがありません が、 これから そんな ことの 無い やうに して 下さい。 わたく 

しん はい ■ 

し は 親から さう 心^ を 受けないでも 大丈夫です から。」 

ぶる 

『さう 云って 来る だけ、 然し』 と、 これ はお 賴の 顫えた 言葉 だ。 淚 まで その 目に 見せて 、『感心 ぢゃァ 

ございま せんか？ 云 ふこと がよく 分って ます、 わ。』 


『だから、 なほ 更ら こッ ちゃ ァ可哀 さう にな るん ぢゃァ ねい か？』 こちら も {n! 分の n がしよ ぼ 付いて 

來 たの を おぼえた。 『えいと』 と、 淚で 字が ちッと 見えに くくな つたの を、 無现 に、 努めて 贖んで 行か 

うとした." 

「わた 11 くし は —— 御らん にな II つた 11 通リ 11 健 % 11 なのです。 ョ ーィ- ョ I ィ 11 」 

『こり ゃァを かしい ぞ』 と 云って こちら は 少し あと 戾り をした。 

「健驟 なのです、 ョ ー ィ、 ョ ー ィ、， テツ カン —— 」 

『なんだ、 畜生！ 文句 だと 思って？ 請んで 行き ゃァ。 ，テツ カン ショ節 を やって ゐゃァ がるの けい！』 

『ほ、 ほ、 ほッ』 と 云 ふ 笑 ひが 女中の あ ひだから 出た。  】 

『：  』 こちら はな ほ まじめであった。 

『デ ツカン ショ』 の あとに は、 然し、 また 「わたし も擧 生に なった から は、 デカン ショ、 デカン ショ 

で 曰 を 暮らす ョ ー ィ、 ョ ー ィ、， テツ カン ショ」 とあった、 

『馬鹿にして ィら ァ.. な』 と は、 おもてで 云った が、 これ も 親 を 安心させる 爲 めの 洛 かと 思 ふと、 

私 力に その 優しい 心ね に 泣かれて * あとの Ar 度 は 緒と こまかい 字と になって ると ころ を證 めな. いほ ど 

胸が 詰って しまった。 少し 氣を まぎらせてから、 『さ ァ、 今 鹿 は 多分お め へらの 颜だ。 に见 ろ。』 

『どれ、 どれ』 と 云って、 女中 ども は 手紙にたかった。 

或 高等 擧 生の 親  U1 1 五 


泡 鳴. <f: 集 第 <IP  S 1 六 

『  』 こちら は それ をう ッ ちゃら かして 置いた。 

『これ はお 組 だよ』 と、 ぉ絕は その 弟の かか ァに， 云って、 「いまこ ッそリ おい も をた ベて ゐる だら う。」 

『人 を 馬鹿にして！』 お 組 は、 おや ァ、 自分 以外の を 見つけて やらう と 云った かの やうに 熱心に なつ 

た。 『これおつ まさん よ！ おしろい をつ けて ゐる ところ。』 

『でも. よく 似て る、 わ。』 お 末 は それからお 島の を 見つけた T 今、 こいつ は あひるの やうに 綠がは を 

道って、 雜巾 がけ をして ゐる だら う。」 

『ひどい こと を 云 ふの、 ね。』 

とぼけた お 兼の や、 目の 飛び出た 鶴 太郞の も： あった。 I つも 名 は 書き 添へ てな いけれ ども、 顔の 

恰好で 大體 誰れ のかと 云 ふこと は 分って、 みなが 怒ったり、 笑ったり した。 それほど 鎗も 上手 だが、. 

ぉ繙の だけ を 書いて な いのは、 それでも、， 遠慮した の だら うと 思 はれた。 

『  』 權造は 自分の 子が 利口な うへ に、 遠慮 も ありまた 怏翻 でも ある こと を、 ここに 初めて 氣 

が 付いた。 そして 一 曆頼 母し くな つたと 同時に、 また 一 US? 愛くな つて、 わけ も-なく また 淚の 大きぶ 

つぶが こぼれ 初めた ので、 その 場に ゐ たたまら なくなつ てまた 獨 りで 庭へ 飛び出した。 

— (大正 八 年 十 一 月) I 
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を ほ 


『叔母さん、 あれ は 僕の 本當 のお ッ 母さん ぢゃァ ない の、 ね。』 斯う 正 一が 突然 云 ひ 出した 時には、 叔 

母さん は 非常に. 驚い た 顔つ きお. して、 

『ま ァ、 誰れ がそん な こと を 云った の』 と 問 ひ 返した。 

『誰れ も 云ゃァ しない けれど 11 』 

『ぢ ゃァ、 どうして 知った の？』 

『  j 渠には 自分が それ を 云って いいの か、 云って 惡ぃ のか 分らなかった。 つまり、 自分に は 

- じ つ ぼ 

に實 Ef? の ある こと を 今回 知る に 至る 手績 きを 私 かに 自分が して 見た AJ と を だ。 で、 暫 らく 叔 a: の 問 〈 

ひ 返しに 對 して 答へ る こと をし ないで、 も ぢもぢ して ゐた。 

この 時に も 渠が思 ひ 出して 見た こと だが、 父が ああ 云 ふ、 古いが 大きな 家に 住みながら、 自分 を 他 

やう だい 

の 兄弟から 切り離して 別にして 置く わけが 分らなかった。 たまたま 遊びに 行けば、 母 も、 


『正 一、 正 I 』 と 呼んで SJ がって 吳れ たし、 年う への 兄弟 も 皆、 

『正ち やん、 正ち やん』 と 云って 親しんで 來た。 が、 父 は 1 と晚. でもと まって 行けと 云 ふこと がな か 

くるま 

つた。 晚に おそくな つても * 無理に 俥で 返した。 

で、 自分 は 父 や 母に 親しまう とする した 心が あっても い つも それが 不滿に 終 はって しまって 11 叙 

ぢょ 

母さんの うちが 寧ろ 自分の 一 親しい 家の やうに なって ゐた。 そして かの 女が 斯う. 0 分 を 誰れ よりも 

可愛がって 吳れ るの を兑 ると、 父の 姉と 云 ふの はう そで、 實は 自分のお ッ 母さんで あるので はない か 

知らん とも 思った。 さう だ、 

『叔母さんが 僕のお ッ 母さん ぢゃァ ない の』 と、 聽 いて 見た こと も あるが、 

『馬鹿 をお 云 ひで ない』 と 叱られた ッ け。. 

『  』 さう だ。 姉と 弟と で 子 を 生めば 畜生 も同樣 だと 云 ふ。 そんな ことが この 進!, した 人 問 

にあり やうがない。 けれども、 そんな を かしな ことまで 考 へて 見た ほどに、 渠は 自分の 父の 心が 分ら 

なかった。 どうして 向 ふの 母と 自分と を 1 緒に 置いて れ ない のか？ そして なぜ 叔母さんにば かり 

. ゆ あい 

自分 を 可愛がらせて 置く のか、 と。 

この 疑問 は 築の 小擧 時代に は、 あっても、 {t« 想に 過ぎて しまったが、 中 舉へ這 入る やうに なって か 

らは 段々 とはッ きりして 來た。 一 體- 自分の 母に 當る もの は 誰れ だら う — 叔母さんが それでない 以 

金貸しの 子  11 二 九 
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上 は？ 今の 母と 云 ふの を、 どうしても. 自分の 母と は 思へ なかった。 親切に はして 5.1^ れ るが、 その 

しかたが 他の 年う への 兄 笫に對 する のと 同じ やうではなかった。 兄弟 ども は その 母に 無理 を 云って 泣 

いたりして ゐ るの だから、 こちら もさう 云 ふこと をして 叱られた ッて かま はない の だ。 が、 さう 云 ふ 

ていね. S 

折 を 怖ら へ る こと さへ できない ほど 自分 だけ は 叮嚀に される ので、 自分 もつ い 遠慮が ちに なって おと 

なしく して 來た。 そして 私 かに §に 向って、 

『ぉッ 母さん はに ィ さんたち を 叱る けれど、 僕 を 叱って es^ れな いんだ もの』 と 云 ふと、 

『そり ゃァ 正ち やん は 一 番末 ツ子 だから 得 をして るんだ』 とうら やまれた。 

『そんな ことが 得なら、 僕 はも ッ と損$ る 方が いいんだ！』 斯う 云って、 うへの 兄弟 どもへ 却って 

不平 を 漏らした こと も ある。 自分 はいくら おこられても いいから、 I 度で もい い  >  母の 膝に 取り 附ぃ 

て 無理 を 云って 見たかった が、 それが できない のを殘 念に 思 はれた。 だから、 よそのう ちへ 遊びに 行 

つて 兑て も、 友人 ども は 皆 自分より もす ッと 多くの 損 をしながら、 自分から 見れば、 それが 決して 損 

ではなく、 すッ とほん た ラの得 をして ゐ るので ある ことが 分る と、 自分 は 何となく うらやましくて な, 

ら ないで はゐ なかった。 

それに、 は 自分の 顏を 時々 鏡に 映して、 それ を 兄弟の 顔に 思 ひ 合 はせ て 比較して 見ても、 少しも 

似て ねる ところがな いの だ。 それが 如何. にも また 不審 を增す 種に ならない では ゐ なかった。 兄 ども は 


！！^？に^^て^が黑く、 鼻 も 低い のに、 自分 だけ は その 反對 である。 で、 

『あなたのお ッ 母さん は どこに ゐる のよ』 なんて、 叔母さんの ところへ 来る をん なの 兒らが 尋ねる こ 

とが あつたが、 

『e- も 知らないんだ』 と 答へ た" 父の 方に ゐる母 を 自分のお ッ 母さん だと は 云 ひ 切れ なくなって ゐた 

. LJIS 時に、 ひよ ッ とすると、 お 父 ァんも 遠って ゐ るの ぢゃァ ないかと も考 へられた， 

『全 體 あなたのお 父 ァんは 何 をして ござる のです』 と、 或 友達の 父から 聽，" ，1 て も、 

『それ も 僕に は 分らない のです。 多分、 おかね は 111 あるから、 何もして ゐな いんで せう』 と 云 ふよ 

り ほかに 知る ところ は資 際になかった。 

『を かし いぢで ァ ありま せんか II  ； マソ 母さん も 分らない、 お 父 ァんの 仕襄ち 分らない ッて？ 何 か 

わけが あって、 親 も 叔母さん も あなたに は 云って 聽 かせない のでせ う. itiill を：^ つて 御. おなさ 

い、 15^ 役所から。 j| 

『  』 たッた 二十 錢を酉 役所へ 出せば- 自分の よく は 分らなかった 家族の 戶籍 のうつ し を 書,， 

,f.l て J へる ッて、 そんな 都合の いい ことがあ るの を その 時まで 知らなかった  >  『そんな ことができ " 

のです か？  1、 1 つ さう して M ませう。』 爲替を 添へ て 郵便で やっても^ はすむ と 云 はれた の だ 

けれども. それで は 返： 弗の 來た 時に 若し それ を 叙 母さんに 兒られ て はよ く.， Ac と 思 た。 
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か， Q 女へ は 何 喰 はぬ 顔 をして いつも 通り 學 校へ 行く ふりで 家 を 出で、 實は、 先づ いつも 途中で その 

前 を 通り過ぎる ところの 芝 gl 役所へ 立ち寄って 見た" 窓が いくつ もあって、 どの 窓へ 頼めば いいの か 

と 思って ると 戶籍掛 りと して あるの があった ので、 そこへ 體を ぶらさがる やうに して 頼んで 見た。 

代書へ 行って m 「ぬ を 書いて 貰って 來 いなどと 面倒く さいこと を 云 はれた が、 兎に角、 二 時間ば かり 

かかって、 初めて 自分ら の 戶籍騰 本なる 物 を 見る ことができた。 

すると、 菜して 自分 は 今の 母の 子ではなかった。 さう して、 無論 叔母さんの 子で も。 別に 實 母の 琴 

と 云 ふの が あるの だが、 自分の おぼえの ない ほど 以前に、 離婚に なって、 もとの 籍 へ復歸 して ゐた。 

そして その 實 母と 父との 間に は 自分 ひとりし か 子ども はない ことにな つてる。 そして 今の 母 や 兄 ども 

のこと は 一 つも 載って ゐ ない。 そして ハ乂 もこ ちらの 考へ 通り 無職 業に なって ゐる。 

無職 業で も かね を 持って 暮 して 行ける の だから、 それ は 少しも かま はない と 思へ た。 が、 いよいよ 

自分に 母の ある こと を發 見した 時には、 飛び立つ やうに 嬉しくな つたと 同時に、 今の 母 や 父 や 叔母 

に對 して は 俄かに Mi が 抱かれ、 憤り を さへ おぼえて 11 後れて 舉 校へ は 行った が、 ろくに 敎師 の. 云 

ふこと など 耳へ 道 入らなかった。 そして 舉 校から 歸 つて 东 ると、 わざと 突然に 今の 母が 資母 でない こ 

と を 叔母へ 吿 げたの だ。 斯うなる と、 もう、 隱 して ゐられ ない ので、 

『lsil 役听 から 戶籍を 取って 見ました』. と 答へ た 


『いけな レ こと をした、 ねえに かの 女 は その 額 をし かめた ので、 こちら は それ以上の こと は 云 ひ U さ 

»  げ.^ き 

な 力った。 が、 資は、 早速、 母の 原餘へ 手紙 を 出して、 早く 一 度 逢 ひたい こと を 云って やった。 

資 母から 返事の 來 るの を 心 ひそかに 待って ゐ たの だが、 いくら 待っても 來 なかった。 そのうちに、 

叔 2g さん は、 

『戶籍 のき 本なん か 子供が 持って ゐたッ て 仕 やうの ない もので 11  I 度兒れ ば 分ったら うから、 a 母 

さんが^って 置き ませう』 と 云った。 

『  』 さう 云 はれる と、 この 五六 日間 を 肌身 はなさす お守りの やうに して 持って ゐ たもの を 1  で 

が、 渡して しま はないで はならなかった。 そして 考 へて 見る と、 母の 返事 も來 たの かも 知れない が、 

i ちらの^ 守に 叔母さんが 郵便屋から 直接に 受け取った ので、 こちらへ 見せ j ないで しまったの だら 

う . ^れた 以上 はかま はないで はない か？ それ をな ほどうして さう 秘密に したがる のか、 ，0 けが 分 

ら なかった。 

父 力ら は 頻りにち よ ッと來 いと 云 ふ 使 ひ をよ こした けれども、 そのこと だら うと 思 ふと 行きた くな 

いと 返事して、 その 度 毎に 使 ひ を 追 ひ した。 

，一 
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I 日 I 人に I はれて II ぎ 行く と稱 して 叔母の 管 出で、 實は、 I ひとりで 上野から 汽享 

に乘 つて 宇都 宫に來 たり、 實 母の 戶管る 有名な 釣り天井の 城 あとだと 云 ふあたりの 番 f 調べて 見 

た。 が、 情けない ことに は； そんな 家はなかった。 いや、 あつたの かも 知れ > ^いが、 もう、 古.^ t 

とで、 十 年 や 十 だ： 年 を そこに ゐ 付いて る 人に も 分らなかった  きんじょ 

可,. も、 一月 中句の ことであった ので、 寒さう に水ッ ぼな を 垂らして 親切に も 隣り 近所に 就いて 尋 

ねて S た I ィ さん S と、 そこへの 行き 歸 りに 見た 何 かのお ほ 建て 物の 横に 業が きて、 それ 

がかた ッ ぼしから 凍って 行って 水晶 岩の やうに なって ねたのと が、 自分の 印象に 殘 つた だけで I 目 

的 は 達 しられないで 歸 つて 来た。 

自分と して I まれて 初めての 囊 できた のに、 それ 玆 しく 管った の I く 自分の 周 圍の 人 

人が 惡 いやう に 思へ て I 第一に 叔母が うらまれた。 次ぎに、 今の 母が うらまれた。 そして 最後に は 

すべて その 惡ぃ 責任 を 父が しょって るよう に！ 

みんなで 申し 合 はせ て、 こちら を 虐待して ゐ るの だ。 さう だ、 虐待と 云っても いいで はない 力 う 

ち 明けなければ ならぬ こと を #っ1 にもう ち 明けないで、 みんなで 押し隠して ゐ ると は？ 

『正ち やん は大 E®i? へ 込む やうに なった の、 ね』 と、 叔母さんが 云った 

『  』 知れた ことで はない か？ みんなが そのつ もりなら、 こちらに も考 があった。 つず 


叔母の 云 ふこと も 信じて やらない、 佐久 M 町の 父のと ころへ も 行って やらない と 云 ふので あった。 そ 

して 私 かに また 繼 母の 戶籍騰 本 を 取って 見る と- 父 はかの 女の 所 1K でもな く、 自分 はまた かの 女の ま 

ま 子で もなかった。 父と は籍 がまる で 別々 であった。 と 同時に、 かの 女の 職業が 金赏 しで あるの は- 

乃ち、 父が それ を 助けて ゐ るの だと 云 ふこと が 分った。 そして 叔母が また こちらへ 何も 云 はないで ゐ 

るの は、 その 兄から かねの 仕送り を 受けて たべさせて 貰って ゐ るからで あらう と。 

そしてた だ會 ひたいの は實の 母お やにば かりであった。 が、 それの ゐ どころ を S 分 S.i1is ものら 

は 誰れ も敎へ て CJI^ れな いのであった。 また、 どうせ 敎 へて 呉れない のにき X つてる ものから それ を K 

りに も 聽 いて 見た くはなかった。 そして 自分の 周圍、 引いて は 一 般の 世の中まで を 何となく 薄情な や 

うに • 便りない やうに、 またはかない 物の やうに 感じ 初めた。 そして 自分の 實母 だっても、 その後， 

どこへ 方づ いてる かも 知れない ので、 もう、 自分ば かりが 全くう ッ ちゃられ てゐる やうに。 

その あ ひだに 在って、 たッた I つ、 正 I が 自分の こころ 私 かに 賴 みとして ゐ たの はお 浪 さんで あ-る。 

かの 女 は どこに ゐて、 何 をして ゐ ると 云 ふこと は 決して 口へ 出さなかった が、 よく 叔母のと ころへ や 

つて 來た。 そして こちら を も、 

『正ち やん • 正ち やん』 と 云って、 よく 可愛がって 5g れる。 そして 來る たんぴに 必らす 何 か 11 

でなければ、 舉校 用品な ど — を es^ れる。 で、 或 日の こと、 ふと、 あたまに 浮んだ ところでは、 かの 
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女 は 自分よりも 先き に 生まれた 贄 母の 子が、 それと はなしに、 斯う 時 a: 第なる 自分に 會 ひに 來 るので 

はない かと 思 はれた ので、 

『あなた は 僕の ねえさん ぢゃァ なく ッて』 と、 聽 いて 見た。 無論、 叔母の ゐ ない 時で、 ぉ浪 さんが C 

ちらの 勉强 iM へ 慣れ 慣れし く獨 りで 這 入 つ て來た 時に だ。 

『どうして、 正ち やん？』  、 

『でも』 と、 こちら は 少した めら ひながら、 首をかしげて、 『何だか i さう I. 思へ るから。』 

『お ほ、 ほ』 と、 かの 女の %1 は 待ち受け てた やうに、 破裂した。 それから、 また まじめの やうに な 

つて T ぢ ゃァ、 正ち やん は あたし を あなたの ねえさんと 思って 頂戴、 ね。 さう して、 大きくな つて.， 力 

忘れないで、 ね。』 

『  』 こちら は その 優しい fB 梨と 綺麗な 顔つきと にみ 玉く 引き入れられて しまった。 よしんば、 

覽 の 姉で なければ 無くても い. いから、 これから それにな つて 賓 ひたかった U 

叔母さんが やがて そとから かへ つて 來 ると、 ぉ浪 さん は 直ぐむ かふへ 行った が、 こちらへ も聽 える 

やうに、  , 

『正 ちゃんが あたし をね えさん ぢゃァ ないか ッて、 あたし、 それだけ でも あおがたい、 わ』 と、 すッ 

かりお となの si になって 語って ゐた。 


『  』 こちらに は それが  一 1^ ねえさん らしい 賴母 しさに 聽き 取れた ので ある。 叔母 こは耻 かし 

いが、 こッ そり こちらで 鼠 泣き をした。 毎日で も來て れ たら、 どんなに 嬉しから う V. その 顔な り、 

gct^ りに 接しない あ ひだ は- 氣の拔 けた やうに なって、 敎科 書に も 自分の 目が 据わらない ので あつ 

た。 

それが 或 日、 叔母に 向って、 

『け ふ は、 何だか くさくさして 仕 やうが ないから、 正 ちゃんと 一緒に 公園で も ぶら はいて 釆る、 

と 云って ゐた。 そして やがて こちら を さそって 吳れ た。 

愛宕 下の 家 を 出て 來て、 消防 隐の 高い やぐらが ある 角の 向 ふから、 どぶ 橋 を 渡って 芝 公園に 這 人り.. 

政友會 の 事務所の 前 ど ほり をと ほ つ てゐる 時、 

『あなた は ー體 どこに ゐ るの』 と、 また 尋ねて 見た。 

『赤 坂です が、 ね 11 あなた は なぜ さう 聽 きたいの？』 

『遊びに 行きたい から』 と、 耻 かしい やう だが、 思 ひ 切って 答へ た。 - 

『そり ゃァ、 あたしが 度々 あなたの 方へ 行って るから いいで せう。』 

『でも、 僕 は 毎 H 行きたい のです。』 

よくば 

『大暦 • 愁 張リ、 ね。』 
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『  』 こちらの 思 ふ 様な 返事に 向 ふが 近づいて 來な いので * 思 ひ 切った ついでに、 『いけない の 

です か』 と、 あまへ た 口調で 念 を 押した 3 

『ええ、 少しい けない ことがあ るの —— あと ぢゃ ァ、 いっか 知れる ことか も 知れない けれど  。』 

『  』 こちら はわれ 知らす むッ としてし まった。 せめて この 人 だけ は 正直に 物 を 云って ci^ れる 

だけの 親 蝶が あらう と 思った のに、 矢ッ 張. =^、 さう ではなかった。 話 をす るの もい やにな つて、 わざ 

と 少し 歩み を ゆるめる と、 向 ふ もちよ ッと 立ち どまって こちら を ふり 返った。 

『あなた、 おこ ッ ちゃい やよ， それに はわけ が あるの だから、 ね。 その代り、 あたしが 來 るたん びに 

.10 れか らも 何 かいい 物 を 持って 來 てあげます から。』 

■  ことば 

『  』 こちら は それだけ では 何だか 詰らない 氣 がした。 が、 その 姿と 共に 優しい 言葉 を まだし 

も 頼み として ゐる ことができる のが 嬉しくな いこと もなかった。 政 反會 事務所 の 前 通り を 電車 通お へ 

出て、 左り に 交番の あると ころから、 正面の 樹木の 向 ふの 方 を ゆび 指して、 『僕の 行って る 中擧は 直ぐ 

あっちの 山の 上に あります』 と 云って 聽 かせた。 

『さう。 ぢ ゃァ、 近く ッて いいの、 ね。』 

さ /リ じょ 

『でも』 と、 然し、 こちら は舉 校の 近所へ 行って、 若し 敎師か 事務員に でも 見つけられたら、 きま bN 

惡 いのであった、 『こっちが いいで せう。』 


右の 方へ 先き に 立って、 一恭 近いお 玉 M の 門 を 這 入った。 そして 增上 寺の 大きな 釣り鐘の あると こ 

ほんだ-つ 

へ拔 けて、 本堂の 前 を また 渡り廊下の したから 向 ふへ 進んだ。 そして 丸 山へ あがる と、 

『いいけ しき、 ね。』 ぉ浪 さん は 前の 方で 一 ^ よく 海の 見える ところへ 行って、 そこの かけ 1,3 こ-かけ 

ようとし；' 0 

『ま ァ、 お待ちなさい、 きたない から』 と 云って、 こちら は 自分の 腰に 提げて た 乎ぬ ぐ ひ をはづ して 

右の 上の ほこり を はたき、 その あとへ その 手ぬ ぐ ひ を 撰げ て かの 女 を かけさせた。 それ を あとで 新ら 

き ねん 

L い, 念に しょうと 55 つて だ。 

『正ち やん は 親切、 ね。』 

『  』 ただ ぼつと 顔が 赤く， なった やうに 思 ひながら、 こちら は 遠慮が ちに 少し 離れて 1:^ じ 石の 

上へ 腰をおろした。 そして. n 分の 顔 を かの 女の 方へ 向ける のが 耻 かしかった ので、 遠い 海の 白 さ をば 

かり かの 女の 顔と して 見つめて ゐた。 

『一度- 正 ちゃんと 一緒にお 舟に 乘 つて 見たい の、 ね」 と • かの 女 は 云った。 『さう して^り をした リ 

貝 を 取って 見たり したら、 さぞ 面白いで せう。 正 ちゃんのお とうさん はお かねが 滞 山 あるので すから 

小さい お 舟 1 つぐら ゐ買 ふの は 何でもないで せう。 それに 乘 つて、 向 ふに けむの やうに 兌え るお 山の 

方まで 一 わって 見たら、 どうで せう？ あれ は どこで せう、 は？』 

金貸しの 子  一一 一二.^ 
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『房 州で せう』 と、 こちら は 答へ た。 が • 自分が 若し かの 女をボ ー ト にで も乘 せれば、 あの 房 州まで 

どころ ではな からう。 朿 京 灣を大 平洋の ただなかまで 出で、 できる ことなら、 もラ、 いやな 父 や 叔母 

などの ゐる 東京、 綺 1 なお 浪 さん を も 不正直に させる やうな 世の中へ は、 二度と 再ぴ歸 つて 來な いの 

であった。 

自分の 目の前に は、 高い 木の 枝から 枯れた 木の葉が 風 もない のに 二つば かリ もつれ 合って ひらひら 

と 落ちて 來た。 そして 自分ら の 目の 下へ 落ちて 行った。 そして それが —— 見え なくなつ てから も .1 . 

全く 自分と ぉ浪 さんとの たまし ひか 何 かであった やうで、 今や、 そこ もない 海のう へ へ 行って、 ふた 

りで 仲よ く 小さい ボ ー トを 漕いで るかと 思 はれた。 

『秋 はいい もの、 ね、 正ち やん はさう 思 はない —— 何だか、 斯う、 しんみりと 人の 心 を 奥ぶ かいと こ 

ろへ 持って行って？』 

なみ 

『  』 ぢ ゃァ、 こちらの こんな 心持ち も、 今、 その 爲め であるの か 知らん？ けれども • ぉ浪 

さん と 一 緒で なければ、 斯う も ある まいと 思 ふと、 『さう です、 ね』 と 云った のが また 恥 かし かつ 

た。 

が、 かの 女が こちらへ 膝 を 向け直して、 

『あなたに それが 本當に 分って』 と 云 つた 時には、 少し AJ ちら も 勇氣が 出た、 


『えい、 分ります』 と、 にが 笑 ひしながら、 自分で もちよ ッ とかの 女の 方へ 向いた" 向 ふの 顔まで は 

見えなかった が、 自分の 目に 觸れ たかの 女の ぴかぴかした 帶の、 ここに もい い 香水 か 何 かのに ほひで 

もして ゐ さうな あたりへ 自分の 顏を 持って行って 泣きたかった。 

『どうしたの？ え、 どうしたの』 と、 かの 女 は 石 を 離れて、， i^g さう にこ ちらへ 寄って 來て、 『ベ そ 

を かいてる ぢ やない の？』 

『 …： * …… 』 こちら は、 ねえさん、 もッと 正直に なって 下さい、 正直に なって 下さ いと 斗び たかつ 

た。 が、 それが まだ 口へ 出ない うちに、 かの 女 は、 

『ねえ、 泣く の はおよ しなさい。 あたしが 何か惡 いこと を 云った のなら、 可に して、 ね。 さァ、 塔 0 

ところへ でも 行き ませう』 と、 云った。 そして かの 女が 先き に 立って、 後ろの 坂 を 下お た 0 『矢ッ 張り 

五重の塔、 ね。 むかしの 人 は 何で こんな 物 を 建てたん できう、 ね？』 

『  』 こちら は を 見る と 寺 を 思 ひ 出した。 そして 寺 を 思 ひ 出す と、 いつも、 人の 死ぬ ことが 

考 へられて、 自分の 母も旣 にお 墓に なって るので はない かと。 

『まだ 泣いて るの、 ね！ 見ッ ともない ぢゃァ ない の？』 

『  』 こちら はお 浪 さんに 取り付いて 見る の はけ ふに 限る の だら うとば かり 考 へて ゐ たので、， 

もう、 溜ら なくなった。 恰度 かの 女の すらりと した 姿が あ ふ 向いて、 また 塔のう への 方 を 見て ゐ るす 
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きに 乘 じて、 自分 は 自分の 兩手を かの 女の 帶 にかけ て、 『よう、 ねえさん』 と、 額 を も そこへ 持って 17 

かう とした。 

かの 女 はび ッ くりして、 こちらの 竿 を ふり 切った。 そして、 

IT 見ッ ともないから、 およしなさい』 と、 逃げた ので ある。 が、 斯、？ なって は、 もう、 こちら も. iiitf^ 

を 押しと ほして 見る 氣 になって、 恰度 さッ きから 誰れ も^て ゐな いの を 幸 ひに、  ■ 

『よう、 ねえさん』 と、 I^^^しかめながら追ひかけた。 

『見ッ ともないから』 が 三度 も 四 度 も 塔の ま はり を甌 けめ ぐって から、 たうとう おこり 出した 。『そん 

ない たづら をす るなら、 正ち やん、 おとうさんに 云ッ 付けます よ！』 

『  』 ふと、 こちら も 立ち どまった。 かの 女が 息 を 切って ゐ たなら * こちら もさう だ。 そして 

父の こと を 云 はれた のがお そろし いよりも がッ かりす るので あった。 ぉ浪 さん はこ ちら は 親切 さう に 

して ゐる れど、 實は、 こちら を そんな 金貸しの 手つ だ ひなん かして ゐる 者の 子 だと 思って、 馬鹿に 

あ ひて 

して ゐ るので はない か、 若し さうなら、 こちらから 何と 親しんで 行っても、 、.？ から は 相手に して. かブ わ. r 

な. いので あらう と。  ， 


とのこと があって から • ぉ浪 さん はば ッ たりう ちへ來 なくなって しまった。 そし 一ね 母さん も 亦 か 

の 女の こと をば ッ たり 云 はなくな つたの は、 かの 女から 云ッ 付けて しまったから であらう と 思へ た。 

XT よ こ > 

が、 正 一 として は、 ひ I かにます ます かの 女が 戀 しくな つて 溜らなかった。 

『赤 坂です が、 ね』 と 云った 一一 1  一 I： 葉 を おぼえて ゐ るので、 獨 りの 散歩と か 外出と か 云へば、 わざわざ 電 

おもて- r やう  た .-ぃ+； 

卓に 乘 つて 行って、 赤 坂 附けゃ あふひ 橋から 下りて， 表 町を靑 山の 方へ、 若しくは 滞^ を検 町の 方 

しば ぞの ばし  たかぎ 

ベ ぶら 付いた。 また、 芝 園 核から ま はって、 靑山 墓地 を高樹 町の 方へ も 度々 行って 見た。 かの 女 を 腰 

がけ させた 手ぬ ぐ ひ をい つもた だ 一 つの 記念と して ふところに 入れて だ。 

資 母 を 尋ねて 行った 時には、 その もとの 戸籍に 就いて 突きと めて 見た の だから、 いよいよ 分らない 

あか • か 

となって は、 そのこと だけに は諦ら めが 直ぐつ いた。 が、 今度の はた だ ぼんやり A 赤 坂と 云 ふだけ が 

>JfJ. ろ當て だから、 その代りに なかなか 諦ら める ことができなかった。 巾攀 一年の 時から 三年 il もつ 

づけて ゐた。 ほかの こと を 思へば、 すべて 世の中の ことが 自分の 勉强 なんか を 妨げる ばかり 裔發心 を 

にぶらせる ばかりであった。 けれども. 若しお 浪 さんに 今 I 度會 つて、 年が うへ でも 夫婦に なって 吳 

れいと 申し込む に は- 十分 學問 をしつつ ある ことが^ 1 の倏件 だと へられる ので、 ただ それだけの 

爲 めに 舉校 のこと は 怠らなかった。 

そして 四ネ 生まで 進んだ が、 その 春 もお そくな つて、 正 一は 櫻 の^き 散る あはれ さ を见が てら、 £r3 
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車 を 三 宅 坂で 下りて、 靑山 行きの 通り を ぶらぶらと 璺 川い なりの 前まで 來た。 すると、 向 ふから 電車 

くちひげ 

を 下りた 人が もぢ ゃもぢ やと！  K を はやして、 圆ッ こい 形 をして ゐた ではない か？ そして 黑 いがま 

ぐち かばん を 堤げ てると ころまで が 自分のお や ぢそッ くりだと 《3 ^えた。 

それが^して さう であった。 が、 ゆ ふが たのこと でも あるし、 向 ふ は 目が ねなしに はこ ちらへ 氣が 

付かなかった らしい。 平氣で すたすたと 横町へ 曲って 行く Q であった。 

『  』 こちら は あんな 者の、 それ こそ 見ッ ともない 風采 や 精神まで が遺傳 して ゐ たら、 もう、 

い よ^ (\. 人 問 を辭職 だと 悲觀 しながら も、 好奇心 の爲め にこ ッ そり あと をつ けて 行って 兒た。 

すると、 とてもお や ぢが見 付き を 見た だけで かねなん か 貸し さう もない 小さい 家へ、 安ッ ぼい 門 を 

あんない 

明けて 這 入り、 その 殆ど 鼻 さきに ある 格子 戶をも 明けた。 案 內も乞 はすに だ。 そしてう ちから 迎 へに 

出たら し 女の 浮いた 聲が 

『おそい ぢゃァ ございま せんか？ いつも 人 を 待たせて』 と 一 ぶった。 驚いた ことに は、 それが ぉ浪 さん 

め 聲 であった。 

『  』 こちら は 一 ときに くわ ッ となって しまった。 

『おそいた ッて、 用が あるの だから、 仕 かたがない、 さ。』 

『でも、 け ふ はと まって 行ける の？』 


『さう はいかん o』 

『あたし、 憎らしい、 わ！』 少し 低い 聲 になって、 『さ ラ、 あのお 婆ァ さんが こわい 0?』 

ど ft 

『  』 直ぐ 怒鳴り込んで、 おや ぢ とお 浪とを 驚かして やらう かと、 旣に その 身が まへまで した 

ので ある。 が、 そこへ 暫 らく 忘れて ゐた實 母の ことが 思 ひ 出せた。 そして 聽き 憐れない 聲で、 『.！-o 父ァ 

んの めかけに なんかお 前が 戀し たのが よくない』 と 云って る やうであった" 

ちぐし ゃク 

『  』 畜生！ こちらよ.^ もた つた 三つ か 四つ かしか^ 上で はない に、 一二 四 年 も 前から あんな 

ぢぢィ と、 きッ とかね の爲 めに、 くッ 付いて ゐた のか？ 呆れない では ゐられ なかった が、 1 方で は、 

あたまが 痛くなる ほど 失望した。 

『舟 を 賈 つ. て 貰ったら』 とも 云った ぞ！ 『おとうさんに 云ッ つけます よ』 とも！ 芝の 圆 山での こと は 

今でも こちら は 忘れて ゐ なかった の だ。 あの 時から かの 女 はこ ちらの 父の 物好きに 5^ り 入って たに 5! 

遠ない。 そしてば ッ たり 姿 を兒せ なくなつ たの は、 こちらの こと を • かの 忌むべき 度 ^ がたりと かに 

白狀 して、 父から 叱られた 爲 めだら う。 

『  』 馬鹿な 女 だ！ それに 血 みちを 上げて る やつ も 馬鹿 だ！ それ を 知って、 また、 兄弟に 

忠告 を與 へなかった 叔母 も 馬鹿 だ！ いや、 それ を 知らないで、 年ぢぅ 尋ねて ゐた 自分 も 馬鹿で あつ 

た 0 
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何の 爲 めに 勉强 などして ゐた のか？ 叔母 や 父の 爲 めではなかった。 また、 世の 巾が 何となく 詰ら 

、なくなつ てる 自分の 爲め にで もなかった。 正直に 云へば、 全くお 浪 さん を 思っての 爲 めであった では 

ないか？ それ をい よく 突きと めて 見る と、 かねの 爲 めに 人の めかけに なって たのであった。 も 

そつげ ふ 

う、 勉 iii 、などす る もの か？ 中擧 なんか 卒業した ッて 何にも ならない。 いや、 この 世に 生きて ゐたツ 

て だ！ 寧ら 一 兇んだ 方が この つら さ、 恥 かし さ、 愦 けなさ、 並びに 詰らな さ を斷絕 できて、 いいので 

あった U 

自分 はどうして 時間 を 過ごして ゐた のか 分らない。 が、 今や、 氣が 付く と、 あたり はいつ のまに か 

J 異ッ くらにな つて ゐた。 そして矢ッ張リ^^分はかの女の門前に立ってゐた。 そして この くらさ は 自分 

の 心の 然 らしめ ると ころ か、 それとも、 實 際に 夜に なって るの かを考 へて 見 一へ。 

方々 に 火が ついて る 様子で は、 實 際の 夜で あるら しい。 が、 して 見る と、 もう、 自分 は 何時 閒 ここ 

. に 立って たの か を 知りたかった。 聽 える もの は. m 車の 響きば かりで * あた. ON はた だしんと して ゐた。 

こ. c> ど 

自分ながら 十分に われに 返った ことが 分る と >  今度 はぢッ と を そば 立てて、 家の なかの ひそひそば 

なし 4^ でもし ッ かり 聽き 取って 見ようと した。 が、 全く ひッ そりして、 何も 聽 えなかった。 すると， 

さう ぞ I う 

父と かの 女と がふたり ッ 切りで. C 春の 夜 を 快樂に 耽って る 様子が 想像に 浮んで 來て、 けがら はしい 

やうな —— また、 溜らない やうな！ 


自分 は，. い〕 はす 記念の 手ぬ ぐ ひ を ふところから 取り出し、 その 疊ん である ままの 上に つばきつ"^ き^ 

けて、 それ を 門內に 投げ込んだ。 そして すたすたと そこ を 引き上げた。 

その 翌日から 舉 、を 怠る やうに なって、 ただ 氣 まぐれに ボ ー トを ばか，： 殆どせ にした。 それ i 

校の 方から 父へ 通お され、 父から また 叔母への 抗議と なった。 そして 叙 母 はこ ちら を 不都合 だとして 

度々 懇々 と 親切 さう に 勉強 を勸 めた けれども、 こちら は わざとに も應 じな かつ，. こ。 

『どうして、 正ち やん は 俄かに さう 勉強が きら ひに なった の』 と 尋ねられる ことが 度々 であった。 

『  』 こちら は、 つまり、 叙な し 子 も：！^ 樣 だからと 云 ふ 憎まれ口の 一 つも 答へ て やりたかった。 

力 それさへ 口に 出ない ほど 自分の 周圍を いやにな つて ゐた。 ボ ー トに 全身の 力 を 出して ゐる寺 ま，、 

その 爲 めに 暫 らく 何 ごと も- 世の中の こと を 忘れて ゐ ていいが。 またう ちへ 歸 ると、 六疊の 勉強 fejj を 

1 j も 出ないで、 墓の 中へ 生きながら 引ッ 込まれて 行く かの やうな 悲觀 ばかり をした。 そして g- 校 を 

落第し ようが、 しまいが、 そんな こと は 眼中に なかつ./ JO 

『どうしたので せう、 ね、 わたしが 困る ぢゃァ ないか、 ね』 と 云って、 叔母 はボ ー ト のことば かりで 

なく、 また こ：^ f の考へ 込んで ばか リゐる こと を も 心配し 初めて. ゐた。 そして それ を こちらの 父に 吿 

ゆた と 見え、 滅多に 來 ない 父が その 爲め にやって 來た。 

『一 體 ぶー S どうしたと 云 ふの だ？ 來 いと 云っても、 一度 だッ 5 のう， 來 たこと がない し、 

金袋し の 子 
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さラ かと 云って 勉強 もしないで、 遊ぶ か考へ 込む かば かりして ゐ ると 云 ふし？』 

『  』 こちら は それに も 答へ る氣 がしなかった。 

『ひよ ッ とすると. お前 はおお っァん より や ァぉッ 母さん を戀 しがって るの かも 知れない が、 お前のお 

袋 は、 もう、 疾 くの むかし 死んで しまったの だ ぞ。』 

『  』 そんな そらぞらしい うそ をと、 こちら は直覺 的に 感じられた。 盖し、 母が 若し 死んで た 

のなら、 少く ともこ ちらの、 111 二 年 前に 自分ら の 戶籍騰 本 を 取って 見た ことが 知れた 時、 これまで ま 

つてはなかった が、 實 はこれ これ だから、 さう 思へ とで も聽 かせる^ であった らう。 それ を もしない 

で 匿いて、 今更ら そんな そらぞらし いこと を 云った ッて、 信じられなかった。 却って、 あの かね 貸し 

婆ァ さんが 若し 死んだ 場合に は、 また あの 若い 淫& のお 浪を こちらの 母と でも 思 はせ ようとして ゐる 

らしい ハ乂 のした ごころ までが 見え透いて。 

『返事 をし ろ、 返靠 を！』 ノ 

『  』 こちら は 向 ふの めざとら しく こわい 額 をした の を じろ りと 見た が、 矢ッ 張り、 默 つて ゐ 

た。 そしてい ろくと 渠の 云って 聽 かせる ことが 尤. ^らしく あれば ある ほど、 こて、 らには 吹き出 I た 

いほ ど に聽 えた。 父 はお 浪 0 ところへ 入りび たつ てれば いいの だから。 そして こちら は 舉費を 

へ. H ナ. ま、 い ，0. く 學， 交へ 行く 必要 も なくなって、 却って 灶合 はせ ない の だから。 いや、 ぃッ その 


こと 衣食の 費用 も來 なくなって、 凍えて 饑 ゑて 死んだ 方 を 望んで るの だから > 

こちら は、 だから、 叔母に もろく— ロを聽 かなくな つて ゐた。 そして ボ ー ト など は、 云 は， る ま 

でもな く、 自分から また 飽きが 來てゐ たの だが、 なほこれ だけ は續 けて ゐ たに は、 おば ろげ ながら、 

1 つの 望みが あった。 それ は ほかで もない、 手ッ 取り 早く 立派な il^ にで もな つて、 隅 wn" 競爭に 

出て、 それ V. 盛んに 新聞に 書き立てられた とする。 そして それが^に 一 たび が 請んで、 わが 子 名 

どうき 

を，^ つたら、 或は、 それ を^ 機と して 向 ふから 擧 校へ 尋ねて 來る かも 知れなかった。 

こんな こと を も、 自分ながら 想の やう だが、 私 かに 考 へて ゐた。 すると、 或 日、 叔母 はこ ちら を 

留守番に して 外出した その 先き から 歸 つて 來て、 斯う 云った、 

『正ち やん、 け ふ は、 ね、 後生 だから 素直に 返事 をして ぉ吳れ ではない か、 え？ わたし は 心配で、：：, 

@ て 溜らない から、 お前さんの 爲 めに 易を兑 て 貰って 來 たのおから、 ね。』 

『  』 こちら は 相 變らす 口 を 開ら かなかった けれども、 ちょ ッと 1 き奇ュ 仏が 動いた ので、 目 だけ 

では 『はい』 と 返事 をした。 

うつ しゃ ゥ 

『お, i さんの is し 性 は 女の AJ とから 來てゐ ると 云 ふの だが、 ね — 』 叔母さん は まじめな 顔つきで あ 

つた。 若し それが 若い 女なら、 その 思 ひ はどうせ 叶 はない から 諦ら める より 仕 かたがない。 若し ま 

たす ッと 年う への 女なら、 母を戀 しいの だから 早く その ありか を 知らせて やれ ッて。 j 體どッ ち 《^、 
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え？』 

『  』 何だかく すぐった いやうな 氣 もした が、 ひよ ッ とすると、 これ は僞 はって 易に かこ 付け 

た 何 かの 手で はない かと も 思べ た。 

『今の 若い もの は 直きに 易なん かなんて 云って しま ふが、 ね、 なかく よく 當 つてる やう だよ。』 

『  』 こちら は それ をよ く當 つてる と 云 はれて 见 ると、 お 浪を戀 して ゐた ことが 果して 叙 母に 

も、 從 つて 父に も、 旣に 知れて るの だら うと 考 へられた ので、 その 耻か しさ を まぎらせ かたがた、 『を 

ん ななん か、 どいつ もこい つも』 と 云って、 叔母 その-人 も 云 ひ 含めた つもりで、 『みんな 僕 はきら. ひで 

す OJ- 

『ふん』 と、 案外 正直 さう にして、 『して 見る と、 矢ッ 張り、 わたしの 推量して ゐた とほり お ッ母さ 

んだ、 ね。 ぢ ゃァ、 見て K つた 易が 命じる ことで、 仕 かたがな いから.， 本當 のこと を 云って あげる 

が、 ね、 さう すると、 お前さん はこれ から 一生懸命に そのお ッ 母さんの 爲 めだと も W やって 勉 ^ て與 

れ ます ガ ？.』 

『はい、 します！』 こちら は 自分の. 待 も 望んで た. ことが、 もう、 こんなに 早く 達 しられた のかと 云 ふ， 

氣 がして、 久しぶりの 瘩 しさ を おぼえた。 

『これ は 然し わたし だけの if から 云って あげ-るので、 お前さんのお 父 ァんに は內證 だから、 ね、 そ 


のつ もりで』 と 云って、 叔母が その 言葉： § り 親切 さう に 語った によると * 矢ッ 張り、 こちらの 母 は 生 

きて るので あった。 離婚され た 時 多少の かね を 貰って 行った 切り、 約お 通 リの音 信 不通に な つてる 

が、 その かね ヶ もとでに してお 葉 子屋， VJ やって て、 確か まだ 死んで はねない。 盖し、 その」 

の 犬 一.:$ の 時には、 どこに ゐ てもちよ ッと 知らせ をよ こ す ことにな つてる が、 それが いま 夫に なかつ 

た" 

r ぢ ゃァ、 僕 は 庇ぐ にも 行って 來 たいから- その 場所 を 11 』 

『ところが、 ね、 行く の も わたしと お前さんと ◎ あ ひだの 內證 で、 お 父ァん にや ァ 決して 知らせる こ 

と はなり ません よ』 と 云って、 叔母さん は 向島 押 上 町の 番地 をまで 知らせて 吳れ た。 

四 

ラ.^ め. S 

これで 自分の 新しい 運命が 開ら ける の だと 云 ふ ほどの 勇 氣を以 つて、 正 一 は 常にな く 勇んで 家 を 出 

た。 

* やま 

『眞 山お 琴さん と はこ こです か』 と 云って 當 つて 兄る と、 お 菓子屋と 云っても、 まるで 駄菓子 を寶っ 

てるきたない iw であった ことな ど は、 少しも 氣に はならなかった。 

『お前さんが 正 1 か、 え？ よく 來て れ ました』 と 云って、 あたまへ 小さい ま ぺ g をのせ た 母 は 初手 
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から ぼろぼろと 淚の 大きな つぶ を こぼした。 

『  』 こちら も、 暫 らくの あ ひだ は、 自分に 似て 鼻す ぢの とほって る 母の 面が 見え なくなって， 

喉が ぐいぐい 鳴る ばか. = ^、曾 葉が 出なかった。 ,1 

秋の ことで、 もう、 火が ともった 頃で あつたが、 母 はいそい そしながら 店 を 締めてし まった。 多 

分、 泣いて る 顔 を 人に 見られたくなかった の だら う。 そして は 何？ < りの 板 砂糖 やね ぢり棒 や 鐵砲玉 や 

を 服に 入れて 持って 來て、 たッた 一つし かない 四疊 半の 座敷 —. その あと は 店と 臺 どころ とに 取ら ォ 

VJ ゐた —— に、 再び さし 向 ひになる と、 

『わたし は 決してお 前さん を 忘れて ゐ たの ぢゃァ ありません。 この 店お ッて も、 お前さん をず-^ て 別 

れた爲 め こ ハ ただいた おかね を もとでに して 初めた のです から、 これ もみな お前さんの 爲 めだと 思つ 

、/^  ,  やくそく  - ト ， 

て、 ありがたく 思って ゐ ました。 ただ わたしが 音信 を しないの は その 時からの 約束で も あり ま." fl" 

れた わたしと しても したくなかった 爲 めです。 どうせ お前さんの 代に なれば、 さう して その 時まで わ 

J^; しが 生きて たら、 きッミ また 遠慮なく 會へ ると 思って、 ね。』 

『  』 こちら はかの 女が また il の 袖 を 出して 自を 拭いて ゐ るの を 兒 ると- 云 はう とした 富 葉ん 

がまた 喉に つまって 出 なくなって しまった。 そして 便- W らしい 隅の ゆか 下から こ ほろ ぎの 聲 だけ 力し、 

てね た。 


『だから、 薄情な 母 だと は 思 はないで、 ね。』 

『  』 

『それ 1^ しても』 と、 今度 は 少し 笑 ひ 顔 を：^ せて、 『あの なお 父ァん がよく 出して CJ^ れた、 ね 1 . 

子供が 一 人前になる まで 會は せない と 云って たのに？』 

『もう、 すッ とせんから、 叔母さん ミこに ゐ るので す。』 

『ぢ ゃァ、 叔母さん だけの きへ でよ こした のか、 え？』 

『ええ。』 

『でも、 度々 お 父 ァんの 方へ も 行って るの だら う、 ね？』 

『いいえ、 少しも 行きません —— 面白くな いから。』 

『まま 母に いぢめ られ るから？』 

『さう でもありません。』 あれ はま ま 母で も 何でもな いが、 假り にさう して 見ても、 あまりに よくして 

吳れ 過ぎて 他人 扱 ひに なった こと やら、 父が 下 だらない めかけ を 持つ てること やら を吿 げた" 

とつつ 

『お 父ァん はま だ そんな こと を やって るの か、 ね、 もとから それが 惡 い^であった が？』 

『  』 して 見る とむ かしからの ことで、 またよ く聽 いて 见 ると、 同時に 二人 や 三人 どころ では ；- 

ない のであった。 その上、 驚いた ことに は、 父が あの かね 貸しの 身上 を 自由にす るまでに はい ま はし 
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か-. つう  どく さ J  >  > 

い 姦通 やら 審殺 やら を 行なった の だ 

父 は、 もと、 ぁの隣りにゐる〇〇：ナ爵の^^扶でぁった。 が * 華族の 家扶なん か はまこと に 給料が 少 

いもの だから、 その 時からの 隣り へ 取り入って、 かね 貸し i 而も 高利 貸 i の 話 をお もに 華族 や 

資業 家に 向って して ゐた。 そして そのうちに、 そこの 女 11^ とく ッ 付いて、 所謂 姦夫 姦婦が 相談の 上で 

主人 を 殺した。 それが 而も 輕 察から の 嫁 疑 を. 受け かけた の だが、 醫者 やその 他の ものに 賄赂を 使つ 

て、 ゃッと 無：. に， E んで しまった。 

IS? だが、 驚いた うへ に 0}- れ ないで は ゐられ なかった" そして こちら は 知らなかった からと は 云 ひ 

ながら、 そんな 者の そんな かねで 喰 はせ て 貰ったり、 舉校 へやって K つたり * して ゐ たのが いさぎよ 

ぃ氣 持ちではなかった. - 

『もう、 叔母さん ところに もゐ ない ことにし ようか 知らん』 と 云った に は、 寧ろ 駄菓子 星の 子と なつ 

て も、 改め て い さぎよ い 生活 を 初めた いと 云 ふ 意味が あ つた。 

が、 母 はこれ に は反對 して、 

『お前さんが 何も そんな こと をす ると 云 ふの ぢゃァ なし。 まァ、 舉校を S3 るまで は そのままに してね 

る 方が ぢゃァ ないか、 ね』 と 云った。 

『それ もさう お^れ ど —— 』 こちらに は攀 たッて 母の へて る やうに ぁリ がたい 物で はなかった 


折角、 この 母， にめ ぐり 會っ てお ながら、 ちに かの 女 を 失望させる でもな か. つた。 

E 分れ 持づ てた 小 使 ひのう ちから や 肉 を 買って 來て、 一 緒に たべながら、 三四ハ ±1 に { 千 都 t« ベ も 行. 

つて 兑た こと ケ詰， すと、 母 は 胸が せまって 肉 を 喉に 詰めたり した。 で、 a 分 は 死んだ 方が まし だと 忍 

つたこと など も、 語りたかった の だが、 やめて しまった。 

み. & 

r わたし は、 ね、 こんなけ ち 臭い 店で も 斯う やって け てれば わたし！^ り だけ はらく にたべ て 行ける 

の だから、 安心してぉ211^^0』 

『ぢ ゃァ、 僕 も 今のう ちに うんと 勉强 して E まき ませう』 と 答へ た。 『さう して 俊が ー义 する やうに な 

つたら、 ぉッ 母さん を 引き取って あげます から。』 

『樂 しみに して ィる、 わ』 と 云 ふその 聲と言 葉と は、 自分が その.^ は. とまって、 あくる 日の 朝 i 卞く歸 

つて 來 てから も、 耳 もとに つて ゐた。 

それからと 云 ふ もの、 自分ながら，！ m 分の 精 祌をも 母と 共に 取り返し 得た やうに E 心へ た。 ボ ー トの爲 

めの. 時 ？！ つぶし をぼッ たり やめて 四 年 級 も 無事に 過ぎ、 五 年 を 終 はると、 直ぐ 望み通り I 高に 這 入れ 

た。 その 前から、 父 も 喜んで 時々 また その 姉のと ころへ やって 來 たが、 自分 は その 顔 を 見る の もい や 

であった けれども、 

『男子と して 擧ぶ r^LJ- は * 隋 弱な 文學 よりも 法律が いい ぞ』 と 云 ふ 父の 命令 は 命令と してよりも、 自 
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分の このみと して 自分 も 承知であった。 が、 そのつ もりで 豫備 知識 を 得ようと して 購ふ 著書 ゃ雜 誌に 

時 * 『姦通』、 『高利』、 または 『殺ん』 と 云 ふ 語が 出て 來 るに は 困った。 そして その たんぴに、 自分 はさ 

う 云 ふ 語 を インキで 以 つて 眞ッ黑 に 塗り こくって 置かない では 承知で きなかった。 そして まだ そんな 

あく- 

睿物は 成るべく 友人に も 見せたくなかった。 つまり、 自分の 父の 隠れた 悪事と、 自分が そんな 惡ぃ 父， 

れ.？ さう 

からかね を 貰って ると 云 ふこと と、 この 二つの 面白くな いこと を 自分 は 聯想したくなかった の だ。 

そのうちに、 押しつけられ てた 假 りの まま 母なる 人が 死んだ。 そして その子 供 は 皆 いくらか のかね 

—— いくらか 分らない が —— を與 へられて、 別にな つて しまったと 云 ふこと が、 叔母さんから こちら 

へ聽 えた。 

それ を 報吿 しに また 押 上の 母 を 尋ねて 見た。 すると、 母 は 

『その、 例の 若い のと 早く 一 緒に 住みた くな つたの だら うが』 と、 また 意外な こと を 云った。 『きッ 

どく.，^ い  > 

と、 また、 あれ もむ かしの ことが 報いて、 今度 は 自分が 毒害 をされ たの かも 知れない よ。』 

『さう か 知らん？』 

『お 父ァん も、 もう、 老い先き が 見えて 來 たので、 したい こと は 早くした いだら うからね。』 

れんさう  ，  / 

『  』 こちら はます ます 自分の 父に 對 する 聯想ば か. nN が惡 くな つて 行った。 そして、 父に して 

若し こちらが ぉ浪 に^した ことがあ るの をお ぽ えてね たら、 ひよ ッ とすると こちら も 亦 こ の色氣 ちが 


ひに いっか は 殺されて しま ふで はない かと も！ 

や しき 

そのうちに- また， 佐久問 町の 尾 敷が 寶れ たと かで • 巿兵衞 町の 高みへ 和洋 兩樣 の、 新ら しい 而も 

立派な のがで きたと 聽 いた。 が、 正； は 自分で 行って 見る 氣 にも なれな かつ だ。 

すると、 父の 命令と して 叔母と 一 緒に 移って 來 いと 云 ふこと になった。 叔母 は怆も 元の 亭主のと こ 

ろ へ でも 逆 もどりす るかの やうに、 

『ぢ ゃァ、 あすから でも 行き ませうよ』 と 喜んだ けれども * こちら は 少しも 嬉しくなかった。 敛の， 

なへ でも 這 入って 行く ので あるかの やうに、 そして、 もう 1 iai! 、今 十日と、 動く の を 延ばして ゐ 

た。 

『  』 第一、 あのお 浪が こちらより もた ッた 三つ か 四つ かし か逮 つて ゐ ない^に、 今度 はこち 

らの まま 母と して 臨む ので はない か？ それ を 而も 一 度 は 自分 も 纏した。 そして 最後に その 爲 51^ 所と 

その 生活と を 突きと めた 時 * 向 ふに も 見お ぼえ ある 害の 手拭 ひ を 投げ込んで 來た。 あの 翌日、 あれ を 

發： しな か つ たと 云 ふ こ と はなから う。 

して 兑 ると、 不思議で はない か？ ここに 疑問が ニ途に 分れた。 かの 女 はこ ちらの 來 たの を 知りな. 

だんね し 

がら も、 その 手ぬ ぐ ひ を こちらの 斷 念の しるしと 見て 安心し、 相 變ら， f 父に は そらとぼけて 默 つて ゐ 

たので あらう か？ そして それだけの 利口 さ 若しくは 圖々 しさが あつたと すれば、 その 前に こちらの 
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うちへ 來 なくなった. の も 父 や 叔母に 命令され たのではなくて、 かの 女 自身の そらと ぽ けた 計ら ひで あ 

つお の だら う。 そして また それ も本當 なら、 自分が 自分の ハ 乂に對 する この 方の 恥 かしみ 並びに 弱みが 

それだけ 輕 くなる 代りに、 かの 女の 淫亂 らしい 性質が こちらに 一 暦お そろし くなる わけお。 かの 女 は 

じじ やう 

こちらが 何も 事お を 知らなかった の. をい いし ほに して、 一老 人の めかけ をして ゐ ながら * その 老人の 

子 を、 かの 女が 來る度 1 母に、 叔母の ゐ ない ところで 接吻して ゐた ではない か？ 云 はば、 かの 女の 方 

から： こちらの 戀を 誘惑した やうな もの だ。  , 

IT 叔母さんに 何も 云つ ちゃ ァ いけませんよ， ね、 叔母さんに！』 

『  』 そして この 祕密の あまさ を こちらが ただ 默 つて 受けて ゐられ なくなった 時には 向 ふ も债. 

かにび ッく りして、 逃げて しまったの だ。 

その 時から 見れば、 かの 女. は 父の 繽 ける 愛に 安心して、 1 暦 その 心が 噙へ なくなって ゐ るに 相違な 

い。 そして こちら も それだけお となに なって 來た。 自分が 若し かの 女と 同じ 家 根の 下に 住む ことと な 

つて は、 父の 留守. にかの 女が いつ、 また、 以前よりも. ひどい 手段と 落ち 付きと を以 つて 諸 惑に 來 るか 

も 知れない。 それが 節 I にお そろし かった。 そして 尋常な 親なら • その子と そのめ かけと に そんな 危 

險が あるの を 知りながら、 一緒に 住めと 云 ふわけ もない だら う。 

さう ざう 

若し また • この 想像と は 全く 反對 に、 ハ乂 もこの こと を 十分に、 若しくは 半分な りと も、 知って ゐな 


がらな ほ且 こんな 侖令 を發 したと して Is^ る。 茶して さうなら • また、 親と して その子 をお もちやに し 

過ぎて、 あまりに 不人情で はない か？ あまりに 殘酷 ではない か？ わざわざ • こちらの：；^ 持ち を 一 & 惡 

ひく わ /.* 

くし、 こちらの 折 資 母との めぐり 會ひ によって 多少で も 遠ざける ことができた 悲観に また 別な 芽 を 

吹き出させ ると 云 ふ もの だら う。 

今 一 歩 疑 ひ A 進めて： Ei^ ると、 <IJ ちらに 母の ありかが 分って 度々 食 ひに 行って るの を 11 叔母が どう 

1;ム ふ 風に 閱 かせて あるの か は 知らないが 11 父 もこの 頃で は 知って る やう だから、 その 很轡を それと 

なくす るつ もりで はなから うか？ 

『父に はろ くろく.  口 もき かない S; に、 畜生！ お 母のと ころ へ. は 連り に 行き ゃァ がって 』 なんかと 云 

つて？. つまり、 その 氣 なら その 氣で， 親に-も： ISC,- へが あると いき ど ほって、 こちらへ はわ ざと こちらの 

の戀の 破滅 を 每：！ I の やうに 資 例を以 つて 見せ付け、 悲觀 して 死ぬなら 死んで しまへ、 あと 取りに は 

お浪 にで き. たす. 1:^ 立 てると でも 云 ふ の だら うか？ おや ぢの 罪惡 の 結果なる 財産な ど は、 澤山 あれば 

ある ほど 罪深い もの だから、 こちら は それに 少しも 目を吳 れてゐ ない の だ が —— 。 

この 二つの 疑問： のうち その いづれ か を 1 つで もい、 だいて ゐれ ば- 自分が 父の 命令に 從 ふこと は、. 精 

神 的に も肉體 的に も、 自分の 死を豫 期して ゐ なければ ならぬ ことで あつたの だ。 
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『向 ふへ 行った ッて、 どうせお ッ 母さんが 尋ねて 來る こと さへ できない の だから、 ぃッ そのこと、 こ 

U ちし 

れを しほに 僕 もお 父ァん との 關係を 絶た うと 思 ひます が i. 』 斯う 云 ふこと を， 思案に 餘 つて、 招の 

もとへ 相談し に 行った。 

『夫婦の 緣は 直ぐで も 切れる が.' お前、 親子の 關係を 絡た うと 云った ッて 絡て ゃァ しない もの だか- 

*i した い 

ら』 と 云って、 母 は 反對の 意見であった。 この頃で は • もう • 餘 ほどお 互 ひ の 遠慮が 取れて ゐ たの- 

だ。 『どうせお 前 は 子供 だから、 お 父 ァんの 云 ふ 通. Os にして ゐ たらい いぢ ゃァ ない の？』 

『  』 それに は、 然し * わけが あるから と は、 いかに 母に でも" うち 明けられなかった。 集お 

取り直して、 『ぢ ゃッ、 さう しょうか 知らん？』 

『ま ァ、 さう してお いでよ。 そのうち にや ァぉハ 乂ァん も 死んで、 財産の 幾分 かは來 るに きまって る 力 

ら。』 

『そんな もの ァ 11 』 自分 は 母に 向っても さう 口 かす を聽 かなかった。 わざと 聽 かないの ではない が 

長い あ ひだの！^ 慣 がさう 物 を 云 はないでも 自分 を滿 足させて ゐた。 が • 母から は、 


よ。 近 ごろの 色ッ たら あり ゃァ しないから、 ね』 と 云 はれた。 

『さう 聽 けば、 僕 も氣が 付いて ゐな いこと はない のです。 市兵衞 町へ 來 いと 云 はれてから、 殊に 氣が 

こちゃう 

面白くな くッ て or 自分と して これ は 少しも 誇張した 答 へ で はな か つた。 自分 は 精神 醫學に 就 いて わざ 

わざ 自分ながら を かしい と 思 はれる 自分の 精 祌狀態 を 研究して 見た が、 どうも、 父の 不 g 不徳の 變態 

心理が 自分に も遣傳 して ゐる やうで —— それと 自分の 正しい 现性 とが 心 のうちで 戰ひ つつ、 一 種の 氣 

狂 ひに なって ゐ るので あらう。 そして 鏡に 向って こッ そり 寫 して 見る N 分の まの 色つ やが よくない の 

もつ まり、 その 結 であると 思 はれる の だが そこまで うち 明けて は、 母 を 悲しませる ばかり だら うか 

ら、 さし 控 へて ゐた。 

『然し、 ね、 お 父ァん はお 父ァん で、 お前が 何も わざわざ 向 ふの ことまで 氣に する にも 及ばな いぢ や 

ァな いの？』 

あんしん 

『さう は 行きません が —— 。.： 兎に角、 こちら は 自分の 獨 りで 貧しく 暮 して ゐる母 を 安心させる 爲 めだ 

と 思って、 他の 何 ごとに も 目をつぶって 父の 云 ふ 通りに する ことにした。 が、 自分と して は、 父 かお 

浪か のど ちらから でも 殺される かも 知れない ので、 いのちがけの 覺 悟であった。 

セ さむね 

母が 貧しい 商 費 がらに も 似合 はす、 女と して 無銘の Hi 宗 だと 云 ふ 短刀 を 今まで も 所有して ゐ たのに 

/J ちら は 感心した が、 それ を それとなく かの 女から 貰 ひ 受けた。 そして それ を 自分の 胸に 呑んで、 叔 
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母 や 自分の 荷物に ついそ 初めて 巿兵衞 町の 新築 邸へ 向った。 . . 

正面に は、 ill! でう への 方に すかしの 這 入った 巖 丈な 壁が 廣 がって た。 そしてそのぁひだに切.5^*- 

幅の 廣ぃ門 は 赤 塗り 鐵の兩 びら きで 雨 方の 太い 四角な 石ば しらの 上に は、 各々 一 つの 植ゑ木 鉢が 載つ 

てて、 つたの えだ 葉 を 垂らして "ひた。 その 中 は なかなかへ _ ^いが、 自分.^ ら E ルても 無趣味な 庭で、 とこ 

ろ どころ 芝く さを圓 くして その 眞ン屮 に 大きな 木 を 植 ゑた その 1 つけ 蜜 相の. 木ら しいお、 この 夏に 向 

つて 植ゑ たからで も あらう か 枯れ かかって ゐた。 

げんくわん  、  . 

庭の 腐ン 中に 立って る て 物のお もて は洋： S 風で、 石段つ きの 方ュ關 など も あるが うら 〈糗 いて は 

日本 流ので あった。 

『先 づ、 おれの 自慢な 部： K 々々を 兒 せて やる から 來ぃ。 父 はに こに こしながら、 . ^にも 滿 足さう に 

先き に 立った。 が、， 正 マ は 自分が 從 つて 行かないで、 叔母 だけ を 行かせた。 

『  』 ー體 何が 自慢な の だ？ たと へ 西洋風の 應接 は ル：： に 新ら しく 珍ら しいと しても、 そこ 

の 椅子に 腰かけ、 ティ ブルに 向って、 應 接する ところの 仕事 はと 云ったら、 もともと 人から 不義に よ 

つて： お づき、 衰 殺を以 つて 靡 ひ 取った その かねの 高利貸し m 窠 ではない か？ そんな 場所 は 自分の 牟 

き て る^り 兒 たく もなか つ た 。 

G 分 は S 分の 居^と きめられた 「番 奥の、 廊下つ づきで 離れの やうに なって るう へ 下 ふた 間の 二階 


へ 自分の 机 や It 棚 を 運んで ると、 父と 叔母と をはづ して あと 戾 りして 來 たお 浪が 11 もう、 丸 髭. X 

どに なって ゐて —— - 

『正ち やん』 と、 それでも 少し 顔 を 赤らめながら 云った、 『久しぶり、 ね ハ。』 

『  』 いっか 知れる とかの 女が 云った の はこの こと だら うが、 こちら は 一 度 ちょっと 見た だけ 

で、 あと はふり 向き もしなかった。 かの 女の 額に 出た その 色 を、 も 早 や、 かの 女の 憎むべき い の ほ 

だし だと 見て、 その 印象 を 私 かに 自分の 心から ふり 拂ふ やうに しながら、 恰度 自分の 足 もとに あつ ヒ 

舉 校の ノ ー トゃ敎 科 ま I や、 その他に度々讀む爲めに^«1分の手ぁかでょごされた自分のたッた J っの|| 

書と も 云 ふべき 精神 醫擧の 害な ど を、 かた 手を以 つて かた 腕に 積み重ねて ゐ.. こ。 

『あなた も 大きくな つた ぢゃァ ございません か？』 

『  』 

『いまだに おこって るの？』 

『  』  -, 

『ええ、 正ち やん』 と， かの 女 はこ ちらの 後ろから こちらの 横が ほ をの ぞいた。 

"  』 正 一は かの 女のお しろい を附 けた 顏に訴 へる やうな にが 笑 ひが 見えた ので、 えい、 けが 

ら はしい と 思った。 そして まだ 書物 を 積み重ねられる 餘地 があった 自分の 腕の あ ひだ を 他の 方の 手で 

金^しの 子  ill 


it 第八卷  、  ミ 3 お 

押さへ 締める と に、 ぶいと 立って 二階へ あがって しま， つた。 

『ねえ、 正ち やん、 お前さん は あんまり if^ ぎぎる ぢゃァ ない の？』 離れの 下に 寢る ことにな. つた 叔 

母 は- その 翌日に なって、 こッ そり 二階へ あがりて 來て、 心配 さう に 斯う 云った 。『お ハ乂 あんにろ くろ 

く ii しな. かの もよ くないが、 ぉ浪 さんに だって、 斯うして ゐ りゃァ たと へ 若く つても、 お前さんの 

ぉッ 母さんの. わけ だからね。 わたし 達が 來早々 ゆ ふべ は、 あの人が くやしい ッて、 淚を こぼしながら 

く • どいて. ましたよ。』 

『だから、 來 たくなかった のです！』 

『そんな こと を 云った ッて、 お前さん、 來た 上 は、 さ。』 

『  』 こちらに は、 もう、 の 必要がなかった。 父が にれ に 懲りて 直ぐに も 追 ひ 出して 吳れ 

れば、 自分と して は それほど 望ましい ことはなかった。. が、 親と しての 世間て い を 憚って、 さう もで 

きないと 云 ふ. なら、 自分 を もまた 前の 高利貸し 主人の やうに、 また あ. との をん な 主人の やうに して 

早 して 吳れ たらい いのお。 

但し、 自分 は 持つ て 來た覺 悟 通りき i にされ たくない。 若- >^乂 が やい， m も 持つ て 來れば やい^で 立 

ち 句 ひ.、 若し また 毒 を 向ければ 毒 を 返してから、 自殺す るの だ。 その 自殺が 間接に はたと へ ハ乂の 他 

と じ. であると しても； ^。そし. て 自殺 や 間接の 他殺に は 毒藥も 入らない、 かたな も 無用お。 今からで 


も 直ぐ 父の 與 へる 食事 を 取らなかった らいい。 いや、 その 食事に さへ 旣に不 義 や 罪 の 毒 は 這 入って 

るので あるから、 自分 は、 もう、 —— 實母 さへ ゐ なければ —— のめの めと 公け の 社會へ 出る 耻ぢ 知ら 

すの 準備な ど をす るに も 及ばない の だ！ 

『ぢ ゃァ、 いよいよ 市兵衞 町へ 行ったら、 あんまりお ほ びら に —— きた 度々 —— 來なぃ 方が いいよ。』 

と、 母 は 云った つけ。 『お 父ァん の氣を 悪く しても よくない. から、 ね。』 

『な ァに、 僕 は、 もう そんな 儻善 がましい こと は考 へられな いんです』 と 答へ た。 その代り、 母と 共 

になら、 いつでも 死んだ つて かま はない つもりで あ-?^。 

ボ ー ト など は、 もう、 せんに 止めて しまったが、 古  15 學校 だけ は 今 1 年で 卒業 だからと 云 ふので 

—— それ も よん どころ ない 母の 勸 めだから —— 尋常， にかよって ゐた。 ところが、 1^ 日 * 歸 宅して 見る 

と、 いつも 自分の 歸りを 待って て 制服 をぬ ぐ手傳 ひな ど をして 吳れる 叔母 も、 どこかへ 出た かして ゐ 

なか. つた。 で、 自分 獨リで 服 をぬ いでる と、 意外に も I— ここへ 來 てから、 二度目の 意外 だが —— お 

浪が赤 ン坊を 抱いて あがって 來て、 ありがた くも 無い のに、 叔母の 代理 をした。， そして、 また、 

『正ち やん』 とな まめかし ぃ聲 になって、 『許して、 ね、 あたしが 惡 かった の だから。 あの 時、 すこし 

わけが あると 云った でせ う。 その わけと は。 もう、 あたしが 云 はないでも、 今度で 分りました でせ 

う。』 
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『  』 少く とも、 こちら だけに は、 今度が 決して 初めてで はない。 手ぬ ぐ ひの 時に、 あれ を 拾 

じふち やく 

つた だら うがと 責めて やっても よかった。 が、 それだけの 僅かな 執着 も 自分に はなくな つてる の をお 

ぼえ た。 

『だから、 ね、 許して、 ね。 さう しても との 何もなかった 時の やうに なって、 仲よ くして 頂戴よ。』 

『  』 こちら はぶん とかの 女のお 化 雜か何 かのに ほひ を また 感じた。 そして あの こと 以來 自分 

せ. S よく 

が 無理に も 制して ゐる 性慾が * 却って、 その 本性と は 反對の 方へ 動いて、 かの 女の 淫亂 さうな 微笑に 

對 しても、 また 自分の 默 つて は まぎらせない やうに のぼせて 來た弱 點に對 しても、 反感ば かリが 燃え 

ぢょ 

てゐ た。 そして また ぶいと、 かの 女 を 置き去り にして 一 】 階 を 飛び 下リ、 當 てもなく 外へ 出て しまった。 

今度、 若し また 三度 目に、 自分の 寢 どこへ でも かの 女が 忍び込んで 來て 見ろ、 如何に 罪惡の 積リっ 

ぢょ 

もってる 父 を かの 女が 襄切 るに 過ぎない としても、 不義た る 行爲は そこに も 矢っ張り 不義 だ。 だか 

ら* 自分 は 1^ て 用意の 1 刀を以 つて かの 女 を 切り殺 してやる だけの/ J とだ。 

どうせ 父から 間接に 他殺され る こと は前以 つて 承知の 自分 だから、 ぉ浪を 殺して 自分 も 自殺す る ほ 

どの こと は 何でもない ことで あると 思へ た。 

六 


まだ 夏のう ちであって、 夜 かぜが 5^ けつ 放した 廊下 を 越えて 這入 って來 て、 靑ぃ „ を ゆり 動かす 

のが 氣 持ちよ かった。 が、 自分の 不眠症が 戊々 につの つて 行く の を 正 I は 自分ながら 苦しかった。 

『戶を 締めないで 寢 るの は 如何にも 不用心き はまる！』 父 は 怒って 注意 を與 へた けれども、 こちら は 

それに 對 する 返事 を あとで 間接に 傳へ. さ. せる 爲め、 叔母に 向って、 

『どうせ 僕 は。』 と 語った、 『夜 ッぴて 眠らな いんだから、 若し また 眠って て 泥棒に 這 入られた か らっ 

て、 取られる 物 は みんな もともと 僕 の 血羼の 所有物 ぢゃァ なかった のでせ う o』 

Al つつ 

『そんな こと を、 お前さん、 お 父 ァんの 前で 云へ ます か？』 

『なァ に、 云 はないでも 分って ます。』 たまに 斯う 云 ふ 警句 を 云った ことで さへ、 あとで 思 ひ 出 すと • 

それ を 自分 I 生の 遣霄 にして よかった。 

明るい 夜で、 これ も 父の 植 ゑた、 背の 高い 大きな、 柳の あたまが、 月の 光り をし よって、 こちらの 

横にな つてる 寢 どこ を をの ぞいて ゐ た。 そして それが 自分に は、 父の 私 かに 命じた の やうに え 

て、 ますます 自分の 神經を 高ぶらせた。 

で、 こちら も 反對に 父の あと をつ けて 見る と、 蕖は沙 翁の 『マクベス』 に 出る へ カテの ほら 穴の や 

うなと ころに ゐた。 そして ひどい 火 氣の爲 めに 顔 を a つ 赤に して、 お ほ 釜の 中 を かきまぜて ゐ た。 そ 

どく？  く 

して 毒藥を 製造して ゐ るので あった。 
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『ベ r に 見て ゐろ、 貴 さまに も飮 ませる のだぞ ー』 

『どう致しまして』 と、 こちら は iMI- とな じみた 返蓽 をした。 『わたしに ゃァ さう 澤山は 御 無用で 

す？』 . ？、 

ふてい やつ だから、 ちびちび 钦 ませても、 一 斗 や 二 斗 は 入る だら う？』 

『いいえ- たった 1 ガ ラムば かりで M いや、， そんな 物 を 全く 使 はないでも、 自分 は 死ねる ので あつ 一 

た。 自分 はた だ 眠りた くても 眠れない のが 苦しい ばかり. だ。 つま h^、 目 を 明きながら、 墓の 下へ 這み 

つて、 地獄の 責め を 受けて る やうな もの だ。 これ も、 然し、 ハ乂の 罪惡の 結 なら、 そして 自分が その 

資めを 受けて 父の 淸淨が 得られるなら、 止む ない こと だが 11 。 

さきの 高利貸し やその 不義な 女房の 全く 改心した 幽靈が — 毎晚 出る やうに. I— 今夜 もまた 現はネ 

た。 そして、  - 

『どうか あな. たの 爲 めに 浮ばれる やうに していた おきたい』 と 云 ふので あった。 此聲は 四す みの は 1^ 

らの蔭 や Is ぎの 横た るみから 聽 えたが、 そのぬ レの姿 は 見えなかった。 

si んぢ ASIS んぢら を I 杈 した 者の 緣 にた， よって おれ 0 ところへ もたれ 込んで 來 るのお らう 力 1. 』 

害 だ、 自分 も 亦 父の 罪 惡性 を遣傳 されて ゐ るの だ。 だから、 自分 はこ 一の 遺傳を 絡つ 爲め 結婚 を もし 

まい ic, 块 心し ^る 0. ではない 4? 『ぃッ そのこと、 殺せ！ 殺せ！ おれ を！』 


の 血統 的、 的 悲劇に は 叔母お ッて も、 氣の毒 だが、 卷き 込まれて ゐ るので あるから、 矢ツ張 

P, 殺されるべき ものの I 人お らう。 それ を も 知らないで、 すやすやと 眠って るいび きの 聲が 下から 

聽 えて 來 るの を、 この場合、 .E 分 は 憎らしく もめり、 馬鹿の やうに も 思へ た。 

そして やる 瀨 がない ままに、 目 を 蚊帳のう ちから そとに 放って 見る と、 輕く 風に ゆらぐ 柳の 薬が 

11 うら 返る の も あるの かして —— その 度 毎に きらきらと 光った。 それ を 多くの ほたる か 何ぞの やう 

にう ち ながめて ゐ ると、 幸 ひに も、 少し 眠り を 催して 來て、 うとうとした。 

すると、 足お ともさせないで 忍び込んで 來た 女の すがたが 見えた。 その 初め、 てッ きりこれ はお 浪 

はんしし 

に 相違ない と 思った。 が、 さう では かった。 驚いて 俄かに 自分の 半身 を はね 起し * 直ぐ. 0ハ 刀の 枕 も 

とに. い： つも 隱 して 1? と. ころの 短刀 を 取り出して、 すら リ とその さや を 拔き拂 つたので ある。 する 

と、 七の すらりが 柳の 葉の さやぎ に 移って 行った。 そして 吹き 入る 風に も 魔 氣を 感じて、 自分のから 

だは 總毛 立って た。 

確かに 女で はあった が、 少しも 若い ところはなかった。 そして その あたま 付きと 云 ひ、 おぼえの あ 

る 衣 物の 縞 がらと 云 ひ i 'すべてが 押 上の 母に 似て ゐた—— 顔 だけが はッ きりと 分らなかった けれど 

JVC 

；!^' へる ひ まもなく、 蚊暖 のす そ を はね 上げて そこへ 出る が 早い か、 おそろし さの 餘リ、 わざとに も 
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とんとん 云 はせ て はしご 段 を 下りて 行った。 

すると、 叔母が 目 を さまして ゐて、 蚊帳の 中から、 これ もび ッ くりした やうに、 

『なんです、 ね、 お前さん は —— 拔き 身な ど 持って？』 

『今、 誰れ か來 たでせ う 11 下へ？』 母の 幽靈 でなければ、 化け物に 遠 ひない のであった。 

『いいえ、 だ ァれも 來ゃァ しないよ。 わたし は、 つい、 今 何 か 大きな 音が したので、 目 を さまして ゐ 

た けれど。』 

『どんな 音です』 と、 こちら はな ほせき 込んで ゐた。 

『何 か、 どたん と、 戶 でも はづれ たやうな —— 』 

『ええ』 と、 聲 まで あとす さり させて、 また 自分の 戰慄を 新たに したので ある。 

して 見る と、 化け物で もなかった。 確かに 母の 靈 魂が 自分に 會 ひに 來 たの だ。 そして 人の 死ぬ 時に 

は、 人 だまが 出る かさう でなければ、 不思議な 音が すると も 云 ふ ことがあ るから、 これ はき ッと a- が 

き とく 

急病で 死んだ か. 危篤であ るかの 知らせ だと 直覺 できた。 

もう 眠れない にき まって るし、 どうせ 行って 見るなら、 今から 直ぐの 方が いいと 決心して、 家 <^ 

飛び出した。 そして 途中から 夜明け 歸 りの 俥に 乘 つた。 

こんな 不思議に は 自分 も 初めて 會 つたの だが、 母は桀 して 近處の 人. <c に 取り 卷 かれて 、、もう、 あ. 0! 


世の 人に なって ゐた。 別に 遺言と 云 ふ ほどの ことはなかった けれど、 

『苦しい 息の もとから、 葬式の 費用に 使っても まだ 殘る ものが あったら * 市兵衞 町に ゐる 子供に やつ 

て OK れいと 申しました』 と、 1 人の 親切ら しい 男が こちらへ 吿 げた。 そして 使 ひ を 出した の だが、 そ 

れと 行き 違 ひに 早く こちらが 來 たの を 皆 も 非常に 1^" 思議が つた。 さう 聽 くと、 正 一 は 泣く どころ では 

なぐ、 寧ろ この 不思議に 打 たれて 俄かに 哲擧 者に でも 成り 澄ました やうな 一 SR 氣を た。 

そして その 翌日の 葬式まで を 11 無論、 皆に 相談して 手 傅って K ひながら I— ^！分が主となって立 

ち 働いた。 そして 母の かたみ は 自分に は 例の 短刀 1 口で 十分 だから、 錢っ たもの はすべ て 近虚の 人人 

*  めいぎ 

に t;R けて やった。 ぉ浪の 名義でよ こした 香箕武 拾圓も * これ は 母の 爲 めよりも、 こちらの 心を迎 へる 

爲 めに 過ぎな からう と 思へ たので、 自分 は それに 目 を eiK れ ないで、 それ を もそッ くり 分配した。 

そして 霞に 於いても I たび 通じ合った 親子の ことなら、 自分 も 死んで 行き さへ すれば また I 緒に な 

しんかう 

れ るの だと 云 ふ 信仰 を 得て、 そのまま、 ぶらぶらと 東京 市 を 市外へ 遠ざか 6S つつ、 當も なく 漂泊して 

歩いた。 そして、 もう、 全く 望み も 賴みも なくなって しまった。 自分の 父の 家な どへ は歸 らうと もし 

なかった。 自分と して は、 もう、 生きる 必要 もなかった。 まして 擧 校へ 行く ことな ど は！ 

然し、 人間 は 签 腹になる と、 乞食 をしても 生きたい ものであった。 渠 はこれ を 自分に 經驗 して 見る 

と、 自殺に は、 矢ッ 張リ、 他殺 同様の 道具が 入る ことに 氣が 付いた。 そして 母の かたみと なった 物 を 
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それ 55.^ と 恩 ひ 出す と 同時に、 それ を 取りに、 十三 日 目に や ッと父 Q 家へ 歸っ て來 た。 そして ® かにが 

ッ， S りし.. M せいか、 自分に は 却って 分つ てても， 醫 者に は 本當の 原因の 分らない 病氣 ^かかって、 半 

年ば か， りを寢 たり 起きたり し て 暮 した。 

こめ あ ひだに、 父 はこ ちら を 殺す 氣 などの 少しもな いやう だし、 そしてお 浪も I- そのお つとに 刖 

に ま，， て 桑の ある こと を 知って る. にも 拘らす II こちらの 思った やうな そんな 淫 a をん なで もない らし 

<- ことが 分った。 けれど， も • こちら は 自分と して 殆ど 十 年 足らす も 習慣に なった 無くち を 破る こと は- 

でき なかった。  そして 罪惡 人の子で ある こと は、 なほ 更ら のこと！ 

で、 こな， たも 父の.^ # として、 ぉ浪 よりも r 二つ 年した の 女と 11 自分と して は、 然し、 名義 だけの 

， f  i をした けれども、 その 式に. は、 た ッた兩 方の 兩親 とた ッた 一人の 同窓と しか 列席して 貰 はな.. 

かつ.. た。. 而も 自分 は 初めから 夫婦の まじ は.^ を まじへ るつ もりはなかった ので、 その 名義 上 だけの 妻 

を 叔母と 共に いつも 下に 寢 かせて、 自分 は相變 らゃ獨 りで 一 一階 に 不眠症 を つづける ことにした。 

父が 矢ッ 張りお 浪 1 人で sf 足 r.> てゐ ないで、 そとに も 怪しい のが ある こと も 分って ゐ たので、 或. 

は その 嫁に も關係 をつ け はしない かと 云 ふ 疑 ひが 時.々 こちらの あたまに 浮ばないでも なかった。 が、 

もんな ヒ と はどう でもよ かった。 

m 1 -は以 K から 無け な t であった. 8と> ^すべ て 自分から 遠ざか つ てし まった。 自分と して は、 友 


人 や 女ば か. ON でな く、 すべ て 人間と 云 ふ 人間の 顏を a たく 無くなって ゐ たので ある。 

— (大正 八 年 千 二  ao 1 
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或 化 學ェ藝 品の 1 手贩賣 を 引き受け ると 云 ふかけ 合 ひごとの 爲 めに、 淸次は 汽車に 乘 つて、 わざ わ 

ざ 〇0 市へ 出かけた。 が、 相 ひ 手が 他へ 出張の 留守で、 明日の 午後で なければ 歸ら ない とのこと であ 

つた。 不慣れの， である おら、 ちま ッと當 # してし まった。 さう かと 云って、 また 出直す に は 汽車 

の 旅と して は 遠過ぎた ので ある。 

なにば 

車上 を どこか 宿屋の ある 町まで 引ッ 返して 行く 途中 * 何 派 かの 耶蘇 敎會 堂の 前 をよ こぎって、 ふと 

思 ひ 出した の だが 11 當 地に は 一人、 自分の 舊 友が わる 箸であった。 それが 而も * 去年の いつ 頃で あ 

はら じ^  \z 

つた か、 近々 牧師 を やめて、 東京に 移住し、 こちらの 住んで る靑 山の 原 宿な り、 どこな リ、 鬼に 角、 

少し 場末の これから 發展 しょうと 云 ふあたりで 藥種屋 を 初めたい から、 いづれ、 久し振りの 訪問 かた 

がた I 度 やって 來 ると 云 ふこ とづて を人づ てに よこした こと もあった。 が、 それ ッ 切り 本人の 音 沙：^ 

はなかった ので、 自分 ももと く 通りに 忘れて ゐた。 

それ を こちらから 驚かして、 ど&^せ手の明ぃたこの 1 と晚を 語り 暮らす の も 面白から うと 云 ふ氣に 


なった。 そして、 自分の s< に 

『ちょ ッと 待て』 .iiw じ、 『どう だ、 齋藤 博雅と 云って、 宇宙 敎禽 2% 道 を やって る 人 を 知らない か』 

と聽 いて 兒た。 數 へて 見れば、 もう、 二十 年ば かり もこの 地に 住んで るの だから、 少し 古い 車夫なら • 

乘 せた おぼえが 一 度 や 1 一度 は あるか も 知れな， かった。 

『あの人なら』 と， 栗して 知って る 答へ であった、 『每 晚， 夜舉を やって をり ますから、 そこへ 行けば 

分ります。』 

『ぢ ゃァ、 賴む』 と、 こちら は少 から や 勇氣を 得た ので ある。 むかし は 自分 も蕖と 一緒に 東京の 或敎 

會堂 を敎窒 にして、 英語の 夜擧を 開ら いて ゐ たの だ。 そして そこで、 蕖の などの 時 は、 自分が 渠 

^ ゆ ay 

の 代理に なって、 日曜日に 於け る 西洋人の 朝の 說敎 を逋譯 した こと もあった。 それが 綠 となって、 自 

分 も 一 度は傳 £- 師 となった。 

が、 それが 詰らなく なって 蓽校敎 育 者に 轉じ、 尋常 師範 學 校の. 倫理 や 英語の 敎師 となった。 それ か 

らまた 別な 地方の 髙 等女擧 校長 もやった。 それが また 1 大變 化して、 東京へ 歸 ると 同時に * 米屋さん 

になった。 そして その 失敗が 却って 今の 會 社に 於け る 雷 役の 地位 を かち 得た もとにな つた。 自分 は そ 

れ にも 滿 足しないで、 別に また 今回の やうな 野心 を も 企てて ゐ るの. だ。 うまく 行けば、 それ を 土臺に 

して、 1 つの 株式 會社を 起す つもり だ。 が、 "ての あ ひだ を、 齋藤 は、 十 年 1 日の 如しと 云 ふ 形容が 實 

0 理 .， 論 者  .  S 山ハ七 
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際に 於いて 旣に 一 一倍され てゐ ながら も、 なほ 且 同じ やうな こと をして ゐる らしかった。 

<1 厶 町の 夜擧 講習 會と云 ふのへ 行って 見る と • 見 おぼえの ある 長い 額に うわ ひげの 舊 友が 直ぐ、 そ 

の敎室 11 と 云っても、 低い 天井の 下に 敷かれた 疊の 上に、 小擧 校の 長い 腰かけの やうな の を 一 一列に 五 

つ 六 つづつ を竝 ベて、 たッた 五六 人の 生徒ら し いのに 對 する 黑扳 に は 英語の 綴り字 を敎 へて ゐた 11 

の 障子 を 明けて 狹ぃ 板の間へ 出て 來た。 そして、 薄い 書物 を かた 芋に 開ら いて 持った まま、 

『黑 田さん、 よく 訪ねて 來て 下さいました』 と 云った。 これ も おぼえの ある 逋 りの 少しく 延びの した 

てうし 

調子 だ。 讃 めて 云へば、 相變ら すの 落ち 付き だが、 斯う 云 ふ 場合の 感動が 少しも 見えなかった。 『然 

し、 今 丁度 教授の 時間です から 11 。』 

『そり ゃァ やって おしま ひなさい』 と •  AJ ちら は 素直に 答へ た。 自分の 經驗 から 云へば、 然し そんな 

詰らない 時間 は —— 殆ど わたくし 的な もので、 —— 休んで しまっても よから うにと 思へ たが。 自分 は 

若し 齋 藤の 家に さしつ か へ でもあるなら、 この あ ひだに 宿 をき めて 來 ようと 考 へたので、 『どう だ、 ね、 

今夜、 君のう ちへ とめて 貰へ るか？ ちょ ッと商 買 上の 用事で この 地へ 來 たの だが、 相 ひ 手の 人が あす 

でなければ 歸ら ない と 云 ふので、 今夜 は 久しぶりで 語り明かしても いいの だが 11 o』 

『おさしつ かへ さへ 無ければ、 僕の 方 はかま ひません。 但しです、 今、 子供が ひとり 病氣 で、 おかま 

ひする こと はでき ません が  。 ^ 


r そり ゃァ、 困る だら う、 ね、 病人が あれば 氣の 毒で。』 

『僕の 方 は 少しも さしつ か へ はありません が 11 。』 

『おや ァ、 鬼に 角、 最初の 考へ逋 り だ、 行く ことにして 11 。』 

『それで は、 1 と 足さき へ 行って をって 下さい。 僕 は 直ぐ あとから 行きます から。』 

『あれ は XX 町 だ、 ね』 と、 こちら はまた E め ひ 出して ゐた。 1 度、 渠を 尋ねて 來 たこと も あるので あ 

じ *^ じ や 

つた。 そして 市中の 中央に ある 何とか 神社の 山へ あがって、 けしき を 眺めたり した。 また、 夏で あつ 

たから、 ここから 一 番 近い 海岸へ 遊びに 行って、 二人で 船 を 出した が、 風の 方向が 變 じて 大洋へ 流さ 

れ かけた の を、 漁船の 爲 めに 助けられた。 が、 その後 は、 仕事の 遠ふ爲 めに 互 ひに 段々 と 遠ざかって 

行って、 向 ふが 年會の 用で 上京しても 訪問して 來す、 こちら も 亦 汽車で この 地 をよ ぎっても 下 bs る こ 

とがなかった。 が、 町の 名 だけ は おぼえて ゐた。 

『さう です。』 

『おや ァ、 行って るから』 と 云って、 そこのう す喑ぃ 土間と くぐり 戶とを 出て、 こちら は 待たせて 置 

いた 車に 再び 乘 つた。 そして まだ 宵 だのに 餘り 活氣の 見えない 町な か を 出て、 ひるまで も 寂し さうな 

昔の 域 あとへ 突き 當. その 堀 ッぷち を 少し ま はって：： 友人の 家に 行き着いた。 そして 斯うく 云 ふ 

わけで 主人より もさき へ 來 たと 云 つ て、 if 敷 へ とほ つた。 

良 理論 者  111 六 九- 
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もう、 クリスマスが 來る ひだ、 な、 と 思 はせ る 品物！ I 力 1 'ド やら、 擧校 用の 手帳 やら、 リボン、 西 

ととば 

洋人リ V 鉛筆な ど •—— が 別々 に 散.. かしてあって、 それ を * のろい 又は 落ち 付き ある 言葉ぶ りまで 友 

人そッ くりの 十一 二 歳の 男の子と、 これに 對 して ここの 主人の こと を 先生、 細君の こと を 奥さんと 云 

つてる 十六 七 歳の 娘と が、 相談し 合って 包み 分けて ゐた。 この 娘の 子が 取お，^ ぎに も 出て、 火鉢の 少 

も 入れて 吳れ たの だが、 敎會 員と して、 日曜日な どに は 先き に 立って、 こちら も おぼえの ある 『主ェ 

スょ』 云々 などの 讚 美 歌 を 歌 ふ 一 人ら しかった ^ 色の 白い 而も 可な り 器 里の いい 子で、 叮嚀な-言葉 を 

用ゐ ながら、 而も はきく と 仕事 を 運んで る そのと とのった 横が ほ を 見て ゐ ると、 こちら は 若し 乙れ 

が 許されて る 1p 船なら ちょ ッ とその 手 を 握って 見たい やうな 氣 もした。 無論、 この 家の人で はな いら 

しかった から。 

『平 木さん, 隣 リの窒 から 呼び ご ゑが した、 11 君の らしい。  . 

『はい』 と、 この 娘 は 返事 をして 行った。 

『  』 子供の むづ かってる 聲 がしたり、 氷を持って來させた.=^してゐるゃぅすでは、 こちら 力 ( 

わざわざ 押し かけて 來 たの はよ くなかった。 ちょ ッと でも.！ 君が 顔 を 出せば、 挨稷 だけして 直ぐ また 

ここ を 出ようと も考 へた。 が、 その 名 を 平 木さん と 分った 娘が 用 をす ませて また 出て 來て も、 細君の 

方 はな かく 見えなかった 


さきに、 かの 女が をの をつ とに 從 つて 東京へ 出て 來た 時、 こちらの 家へ 一泊した ことがあ るが、 

せ たう 

錢湯 へ 行って も そばに ある 湯 をけ が 見えな か つ たと li? ふ ほど の 近眼で あ つ .i^。 

『あれで 子供が 生れたら どうす る：^ しょう、 ね』 と、 こちらの 母 も氣の 毒さラ にした ッけ T まるで 

くら も同樣 ぢ ゃァ、 子供が 寢 どこ を 這 ひ 出しても 見え ゃァ しないで？』 

『きッ と、 齊 藤さん は 人が いいから、 誰れ か 化狎し 付けられ たんです、 わ』 と、 こちらの 昔の 妻 も 云 

つた。 女 は みんな 人が 惡 いもの だから。  ； 

し かた 

『然し、 好きで 貰った 以上 は 仕方がない、 さ。』 その 時から、 英語 だけ は相當 にで きる 婦人 だと 云 はれ 

てゐ た。 .k 、人 も それに 惚れ：： S んだ らしかった。 が、 英語で は 子供のお しめの 世話な ど はでき なかった 

らう。 今でも 强 度の 近眼鏡 を かけて ゐる のか どうか 11 好奇心 も手傳 つて 11 早く 見たかった。 

ぼうく わ，， d てき 

時 問が たつに つれて、 自分 も 目の前の ものに 親しみが 出て 來て、 AJ ちら は 平 木さん にも さう 篇的 

な 目 を以 つてで なくに 時々 話 を まじへ た。 

『もう、 ぉ歸 りに なり さうな ものです が、 ね』 と、 かの 女 も 思った より 人惯れ てるのであった。 『電話 

を かけて 見ましょう です か？』 

『いや、 それに も 及びません。 どうせ 用が すめば 歸 るでしょう。 齊藤^ はな か，， -\ ゅッ くりした 人で 

すから、 ね』 と、 こちら は 最前の やうす に 昔の こと を 思 ひ 合 はせ てゐ た。 そして 直ぐと 云った のが こ 

凰 理論 者  111 七 1. 


泡 鳴 1^ 集 第八卷  三 七 二 

んな にか かるの を、 寧ろ友人の*^質がょく現はれてる 1 例 だと 考 へた。 半ばす まし 込んで 平 木さん に、 

r あなた はな かくお 働ら きです、 ね。』 

『ほ、 ほ！』 ちょ ッと首 をす くめて 笑 ひ聲を 漏らした のが、 『先生が この頃お い そがし いもので すか 

ら』 と 云った。 

『お 病人 は 大分お ひどい のです か？』 

『ええ、 お子さんで すが、 1  かです から、 ね。 先月 も 同じ 病氣 で總領 のお 子さん がお なくなり にな 

. ^ました。』 

『さう ださう です、 ね。』 これで また 話しの 種が 切れた。 

淸次は 火 率に 接近して 寒さ を まぎらせながら、 床の間の 次ぎに 仕組んで ある 書棚の 中の 本 をな が 

てゐ ると、 主人が 耶蘇 敎家 であるに も 似合 はす、 多くの 佛敎 書類 や 神道に 關 する 書物 も 這 入って ゐ 

た。 讀書 だけ は 隨分廣 くやって るの だら うと、 今や かね 儲けにば かり いそがしく ッて讀 書に 遠ざかつ 

てる 自分から は、 私 かに ^1  思 を 表しない では ゐられ なかった。 が、 その あとから、 然し、 また、 八 《一 1^ 

兼 攀の藥 種屋 さん は 面白から うが、 どうな つてる のか 知らん と 云 ふ 冷 かし 氣 ぶん も あたま を 出した。 

鬼に 角、 自分なら、 久し振り も 久し振りな 友人の 顔 を 見た 以上、 何 は 置いても 早く 飛んで 來る だら 

う。 ましてう ちで は 子供が 病氣 で、 芋が 足リ ない の だから。 然し、 齋藤 はさう でなかった。 あんなけ 


ち 臭い 夜舉 校に 對 しても •  11 どうせ 月謝なん か は 問題で はなから うが —— 公け とわたく しごとの 

別 を わき まへ てるのなら、 それ も渠 自身の 心がけと して、 1 つ C 善事で あらう。 それ を、 不斷に 疎；；^ 

であった AJ ちらが、 俄かに 友人 だから ッて、 たッた 1 度で も 破らせる わけに は 行かなかった。 

『どうでしょう、 また やらせましょう か』 と 云って、 齋 藤が 主張者に なって よくこ ちらと 今 一 人の 神 

擧生 とから も 四 五錢づ っを徵 集して、 纏の 宿の 主婦に まるごとの 大きな 街 茄子 を ゆでさせ、 それ をナ 

ィフで 切り取りながら、 澤 山の 白砂糖 をつ けて 嗆ひ 平らげた。 が、 そんな こと は、 無論、 書生 時代の 

單 純た 熱に 過ぎぬ と 見て しまっても よかった 。年 は • 確か、 こちらよりも】 つうへ た笞 だ。 こちらが 

頻りに かね 儲けに あせって ると 同檨 に、 向 ふ は 向 ふで 11 年 相 當の考 へがあって —— おのれの 仕事 

に忠實 でなければ いけない のか も 知れな か つ た。 

や ッと歸 つて 來て、 ，渠 がふす ま を 明ける と、 

『黑 田さん、 どうもお 待たせし ました。 あとでい ろくお 話し も 伺 ひたいので すが、 ちょ ッと 子供の 

方の 用 をす ませます からと、 のッ そり. 突ッ 立った まま、 少しも 飾り 氣 のない 一一 一一 暴、 は それでも、 1^1; と 

云 はう か、 むかし 通 リと云 はう か、 こちらに は 心が 置け ないで よかった。 

『  』 もう、 十 時 を 過ぎた の だから、 別に 宿 を 取る と 云 ふやうな 水く さいこと を 云 ひ 出さない 

方が よから うと 思へ た。 

真理 論者  三 七 111 
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『平 木さん も 今】 と晚 とまって 行っても よろしい でしよう』 と、 齋藤は つづいて その 言葉 を かの 女に 

向けた。 『電話 を かけて ml 一き ます i 東京から お客さん があって、 またお 手傳 ひが 入ります から ッ て？』 

それから、 氷 を 割る 音 や 何 か を させて ゐた。 また、 隣室へ 來て、 細君に 何 かの 話^ ひそく と。 そし 

て 半と きば かりの 後に、 ゃッと 二度目の 顔 を 出した かと 思 ふと、 『今少しお 待ち を 願 ひます。 ちょ ッと 

電話 を かけて 來 ますから。』 

『どうか、 さう 僕の 方 は 心配し ないで —— 』 

IST かど こまで かヲ つて 歸 つて 來るま でに また 十五 分か 一 一十 分かかった。 それから、 初めて 坐 わつ 「 . 一一 

『どうもお 久しう ございました。 折角 來て 下さっても、 あいにく、 クリスマスの 準備 やら、 子供の. 

氣 やらで この ぁリ さまです。 それに、 總領の 子 を 先月 肺炎で 無くしました ととろ へ、 また 今度 末の 子 

か 同じ 病氣 にか かって をり まして。』 

『そり や， ァ、 困る、 ね。 俊 も 何だか 氣が 引けて て、 先づ、 宿 をき めて 來 ようかと も考 へたの だが il 。』 

『いいえ、 おかま ひなく ば、 iii はあり ますから。』 きまじめで、 さう 笑が ほ を 見せた ことのな いのは、 

この 人の 持ち前 だと 分って ゐた。 『平 木さん、 おかげで 大分 かたづきました。 今晚 は、 もう、 遲く なり 

ま I たから、 義務 は あすの ことに 致しましょう。』 

『で ま、 さう しましょう』 と、 平 木さん も 相 ひ 手の 子に 一 14 つた。 覧際、 こちらめ， 娘お し ズも义 ，れ* 液？ - 


可愛く 見える は 子なかった。 

『どうです、 炬缝 もあります から、 向 ふへ まゐ. ON ましょう。 ここ は 1 度 掃いて 貰って、 あなたの 寢ど 

こ を 取らせ ますから。』 

そして やぐら 炬燒 のでき る 茶の まへ 行って から、 それ を さし 挾んで 向 ひ 合 ふと、 齋藤 はつつ まし や 

かな 婦人 を 聯想させる やうな 微笑の 顔つきで、 その 目 や 口まで を 少し かた 向けて、 また 『隨 分お 久し 

ぶりです、 ね』 と 云った、 『然し、 あなた は 少しもお 變 はりに なって をら れ ません、』 

『君 も矢ッ 張り もと/ \. 通りの 君の やう だ、 ね。』 斯う こちらが 答へ たに は、 相變ら す 引き立たない K 

さいくん 

業に 從 1$ して、 而も 同じ， 1 君 をつ づけて ゐる のがみ じめ だとい ふ 意味 を、 それとなく、 含めて ゐ たの 

である。 が、 職業の 性質と して は必ら すし も ー槪に はさう けなすべき でもなかった ので、 自分から 直 

ぐ 仲 を 取って、 『ま ァ、 お 互 ひに 無事で 結構、 さ。』 

『御 活動ぶ り はおう わさで 度々 聽 いて を. OS ますが、 この頃で は、 もう、 稽神 問題の 方に はお たづ さは 

りに なりません か？』 

1  ■ しんかう 

『  』 こちら は 耶蘇 敎の 信仰 や 修養の こと を 云って るの だら うと 思った ので、 そんな 不自然で 

參 

而も 無用な こと は 『無論』 だと 答へ た。 そして そんな ことで よりも、 寧ろ、 世間の 實際 問題 や 生活 そ 

てきせつ 

の 物に よって 心がけ ある ものら が 直接に きた はれる 思想 や 人格の 方が どれ だけ 適切で 而も 有用 だか 分 
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らな いと 云 ふやうな ことな ど は、 ここで まだ 說明 をし なかった。 そして 一 般の 生ま じめ 家に 向って わ 

ざと 云って やる のと 同じ やうに、 『なんしろ、 僕ら はかね 儲けが 第 一 だから、 ね。』 

『さう して、 儲か.5^ますか？』 

『いや、 なかく 儲かる もの ぢゃァ ない。 それでも、 もッと 儲けたい ので、 この 市へ も わざ./ \ 或 人 

を 尋ねて 出かけて 來 たの だが、 ね。』 

『僕 もやが て 時機 を兒て 商 買で もやら うと は 思って をり ますが —— 。』 

『そり ゃァ、 いっか 聽 いて、 君の 爲 めに いいこと だと 思って 待って たの だが 一 I 。』 

『ところが、 僕の は』 と、 齋藤は 少しも 感動 や 熱心 を帶 びて ゐ ない 聲で、 『さう 手ッ 取り 早く 行き ませ 

ん のです。 さう 考 へて はをリ ますが、 僕の 生活と して は 一 大變 化で あ bs ますし-, また 敎會の 方に も 僕 

の いいあと 签 がなければ 氣の 毒でありまして。』 

『君 も隨分 長い あ ひだの 奉公 だから、 ね。』 さう だ、 聽 いて 見る と、 〇〇〇 市と XX 市と にも、 いまだ 

にもと くからの 人が 殘 つてる さう だが、 それらに 比べる と、 まだく この 友人の 方が 正直で も あり * 

あんぜん  ^ 

忠實 でも ある 笞だ。 が、 こ Q やうす では、 友人の 爲 めに 最も 安全な 道を勸 めて 見る とすれば、 矢ッ張 

P, あるか 無き かの ままで 死んで る も同樣 な同敎 會の傳 道を繽 けて ゐる 方が いいら しい。 社畲 的、 國 

家輕濟 的に 云っても、 1 . 多少 は 有害 かも 知れない が 11 外國 人から!； 給 を 受けて、 それが たと へ 僅 


かで も、 それだけ を わが 國に 加へ てゐ るの だ。 

pi; 理の爲 めの 奉公です から、 少しも かま ひません が 1 1 」 

『  』 こちら は、 然し、 S 呉理 なる 物が さう 無發展 でゐる わけはな いと 思 ひながら 、『ま ァ、 僕 は 

君ら の 所謂 背信者 だから、 なほ 更ら かねが 無け りゃァ 何もで きゃァ しないの だ。』 

『僕 も、 然し. 或 意味で は 背信者です。』 

『へ い！』 こちら は渠 にも そんな 意氣が あるの かと 賴母 しかった。 が、 それ は 大して 特^な ことで は 

なかった。 

『僕の 屬 する 敎會が 旣にュ 11 テリアン 派と：^ 八に 他の 敎 派から 見れば 背信 的に 見なされて をり ますと こ 

ゐ おんし 

ろへ 持って 來て、 僕 はまた 僕らの 宇宙 敎會派 西洋人から も 異端視 されて をり ます。 然し、 僕 は 眞理は 

1 つ だと 3 わ ひます から、 反對が あるに も拘ら す、 少く とも 自分の うちだけ では、 自分の 自信 を實 行し 

て をり ます。』 

『  』 どう 云 ふ 自信 かと 思へば、 友人の は 相 變らす 古く さい ュ 11 テリア， ゾ 的な 信念と 云へば 信 

念、 迷信と 見れば 迷信であった。 乃ち、 佛 敎だッ て、 マ ホメト 敎だッ て、 矢ッ 張り、 その 目的 は 3呉理 

である。 ところが、 眞理に 二つ はない から、 どの 宗敎、 宗派 をで も 平等に 信じて かま はない。 耶蘇 敎 

信者で ありながら、 佛敎の 僭 侶と も 交際し、 また 神道の かん 主に も 交際 を 求めて ゐる。 そして 先月な 
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ど は、 子供の 死んだ 時、 友人の 坊さん 達が 來 てお 經を 請んで やる と 云 ふので、 それに 反對. な 西洋人お 

け は 呼ばなかった が、 あ. との みんなで その 席に 列した。 無論、 齋藤 自身の 家で だ。 若しかん 主が， 豕て、 

おはら ひ をして やらう と 云へば、 それ も斷 わるに は 及ばない。 駕理 から 云へば、 すべて 同信の 友の こ 

とだ。 と、 こんな こと を 云って わが 國の 古歌 

『分けの ぼる ふもとの 道は變 はれ ども、 同じ 高嶺の 月 を 見る かな』 を も引證 にした。 

『そり ゃァ、 全くの 一 想- さ、 ね』 と、 黑田は 自分の 前々 から 迷 ひ 迷って 最後に 得た 思想 上の 立ち 場 

から 反對 した。 『如何， にち ょッと 見で は寳際 生活と 離れた 思想 上の こと だッ て、 寳際 生活 を 動かさない 

やうな もの は 駄目 だ。^ 

『然し』 と、 齋藤も 議論に なると、 その 職業 上の 習慣から でも あらう が、 少し 熱 を 加へ て 來た。 ffi 缝 

ぶ とんの 上へ 下向きに 揃へ て爲ッ 直ぐに 出して た兩 手を顫 はせ ながら、 『さう 實 行して ゐる のが 旣に實 

際 生活ではありません か？』 

『違 ふ、 ね。 trC- の 云 ふの がよ しんば 生活であった としても、 ほんの、 ただの 遊戯 若しくはお もちやの 

物、 さ。』 こちら は クリスマスの 贈り物に 尤もらしい 宗敎的 意義 をつ ける ことの 愚 をも考 へて ゐた。 そ Z 

して さきの 古歌 を 他の 或 友人が、 分けの ぼる ふもとの 道は變 はりつつ、 別な 心で 月 を； るかな とやう 

に 改訂した こと を 思 ひ 出した。 月 は 一 つで も、 みなが 同じ 心、 同じ 道で は 見られな いので ある。 して 


ると ノ月も 同じ 月で はない かも 知れない の だ。 いや、 少く とも、 同じ 月でなくて もい い。 それ をた 

だ 外^的に、 若 .：> く は 徒ら お の 先入見から、 1 つ だとき めて かかった ところで、 それ は無內 溶の.^ 

形式 こ § ぎたいで はない か？ 生活の 耍點は そこで はなく、 別な 心を以 つて 別 な^を 行 ふに 在る。 そ 

して この^な 心、 別な 造 は その 人、 その 國の 特別な 生活 事情から 生やる もの だ。 

ところが、 マホメ ト敎は その 特別な 事情で ァラ ビヤに 生じ、 佛敎 はまた 特別な 理由で 印度に 出た。 

耶蘇 敎も さう で、 特別な 事情が あって ユダヤ 民族に 發し、 特別な； ftE によって また 两 洋 人に 傅 はつ、 - 

た。 が、 わが 國の 事情 若しくは 生活 はまた 遠って る。 ただ 1 つの 耶蘇 敎を さへ 受け入れる のが 間遠 ひ 

だのに、 そ Q 上に また 他の いろくな 宗敎、 宗派 を、 詮 すると ころ 1 つに 歸 するな どと 安閑な こと を？ 

云って 受けて るの は、 つま リ、 何もの を も 受けて ゐな いのと 同じ だら う。 云ひ換 へれば、 ゼロで 受け 

たもの のお 1^ は、 矢ッ張 リゼ 口の 平等で、 さう 云 ふだけ、 さう 信す るた けが 駄無 ではない か？ だから、 

『君に は 、結局、 實 際の 生活がない のおよ』 と 云 ひ 添へ た。 

『それでも、 生きて るで は. ありません か？』 

『ただ 生きて るの は 生で も 生きて る。』 

『相 變ら す猛め ^ です、 ね』 と、 齋藤は 少しも 思 ひ 返す やうす がなかった。 

『  』 こちら は、 ； 5^ かに、 渠 がそん なた わい もない 自信 をいだ いて ゐ るの だから、 二十 年 以上 
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あんかん 

も、 ぐづ 付く と 云 ふよお もた だ 安閑と して ゐられ たの だら うと 思 はれた。 口に 出して は、 『君 はそんな 

ことで よく 疑 ひが 出ない、 ね。』 

『そり ゃァ、 矢 張 リ、 眞現は 1 つ だと 信じて を hs ますから。』 

『ぢ ゃァ、 聽 くが、 僕の やうに 君の 眞理 を攻擊 する ものの 言禁 も、 君に は翼理 か、 ね？』 

『さう 云 はれる と、 少し 困ります が』 と、 齋藤 はまた もとの 落ち 付きに 返って を 見せながら、 『然 

し、 僕 は 反 封 者 だからと 云って その 人 を 憎めません。 わが 敎祖は 敵 を 愛せよ とまで 申しました。』 

『それが 旣に 君の 受け かたに 於いて 間遠って るの だ。 敵 を 愛せよ なんて は、 理論と す" ゃァ、 その 實、 

敵の ない ところ、 人間の ゐな いところ だけで 實行 できる に過ぎない。』 耶蘇 だッ てまた 1 方に a を 持つ 

て來れ りとまで 云った ではない か？ つまり、 この 二つと も. 渠 が無學 な ものら に 示め した 集の 不用 

意な たと へ 言葉と 21^ れ ばいい の だ。 これ を 理窟 一遍 で 推し 詰めれば、 射 船 だ。 この場合、 理窟に 都合 

のい い 方 を 取って、 都合の 惡ぃ方 を 捨てれば、 情理 相 ひ 傭 はる 耶蘇 その 人の 性格 若しくは 生 f 成 

立たない。 と 同時に、 人間 その物 もぶ ち 毀 わし だ。 『君、 人に せよ、 國 にせよ、 實は封 抗の意 まが あつ 

てこ そ 存在の 價 値が あるの だから、 好惡 愛憎の 念に よって 初めて 熱 ぁリ、 キ； 義 ある 具瞪 化の 生活が で 

へんけん 

きる の だ。 若し 君の やうな 偏見が 宗敎 なら、 り まリ、 それによ つて 熱 もな く、 主 P もな く、 まヒ いの 

ち もない 土人 形 をで も 持ら へる つもり だら う。 君が そんな こと を自覺 しないで 坊さん ども を 自由に 入 


り 込ませる の は、 君と して は あまり 吞氣 過ぎる。 向 ふに 云 は せれば、 き ッと， 君 を ilJC 鹿に して ゐるゎ 

けなの だら う。』 

『そんな こと はない のです。 あなた は宗 敎に對 する ぉ考 へが まるで 遠って しま ひました、 ね。』 

『  』 さう お 人よ しの 呑 氣に云 はれる と、 も ラ* こちら はこれ 以上 突ッ 込む の も 無駄で あると 

見えた。 無制限に 穴. 一 想から 空想に 勿體 をつ けて 行って、 それ こそ まるで 夜つ ゆか 天 の マナ をで も 喰ら 

つて 生きて たと 云 はれる お ほ 昔の 詩人 さまの やう だ。 ^^れで齋藤が牧師の俸給を貰ってるのだから、 

— こちらが 考 へた 通リ、 わが 國の 大切な かねで はない からい いやうな ものの、 — 貫って る 者 も K 

つてる 者なら • 出す もの も 出す もの だ。 その 惠 業の 沈滞して ゐ るの は當り 前. た。 

さう かと 云って、 /U んな 人が 傅 道 を やめて 藥り屋 さんに なった ッて、 とても、 うまく は 行くまい と 

思 はれた。 矢ッ 張り 餅屋で 終 はって しまった 方が よから う。 

『どうも きらくでした、 御 沙汰ば かり 致しまして』 と • ，1 君が ゃッと 十二時 前にな つてから 出て 來 

ち 1 さつ 

た。 そして その 挨拶 は 目が ね 越し だ。 

『お子さんが 御病氣 のと ころ をす みませんで したが — に  , 

『いいえ、 よろしい のです。』 

今まで 蜜柑ば かり 出て ゐた ところへ、 かの女が茶を改めて53^siた。 
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『：  』 ヒ ちら は、 これ も 一緒に 讚美歌 を 歌 ふ 餅屋の 細君で I 生 をす ませる 人なら、 さう 云 ふ 人 

に、 ふすま 越しに でも、 今まで その をつ との 大平樂 を 破らせよう とする やうな 議論 を聽 かせた のが 氣 

の 毒であった。 かゆで、 或は、 をつ との 肩を持って、 こちら を 憎んだ かも 知れない。 そして こちらが 

妻 を 去って 藝者を 入れた のな どに、 一 暦， 固定 道德 家に ありがちな 侮蔑 若しくは 反感 を增 した かも リ 

かの 女が 知って るの は 先妻であった から。 そして 今の 妻の. こと は 勿論、 先妻の こと をも聽 かれない の 

が、 向 ふに は當 前の こと だが、 却って こちらの 氣 になった。 で、 こちら は 自分で 自分の 氣を なだめな 

がらた とへ 或 時代に は實 際の ず 身持ちに 落ち入つ たこと も あるが、 それが 爲 めに 決して 自分の 今 云つ 

たことの 論據が 崩れる やうな こと はない ぞと 思った。 

1 般の寶 業 家に は 理窟 や 哲學は 入らなかった。 が、 宗敎 家出、 敎肯 家出の 實業 家と して、 自分 はか 

ね 儲けの ことに も かか る赏際 的な 宗敎 や 哲學を 持 つて ゐ るので あ つた。 それ がた まく 昔の 友人の 間 

遠った 露 理論に 出く はして、 思 はす その 方の 専門的 研究家ら しい 意見に なった， Q だ。  . 

『許して 下さい、 ね、 突然 來て あんまり 大きな 聲を 出しました。』 、 .  / 丄ク 

『どう致しまして』 と • 細君が 答へ た。 『子供が 病 氣の爲 め、 あまりお かま ひもで きません のがお 氣 ^ 

？ I でございますが。 J 

『僕 も いづれ 東京に 移ります。 その 時 は、 また • 度 々お 伺 ひする ことができましょう。』 


『然し、 君』 と- こちら はこの 時 だと 思って、 それとなく 忠告した、 _s れ ない こ と はやらない 方が い 

いよ- ^が 今の 仕事で 東京の 本部へ 來 るなら よから うが、 藥リ なかん に 早ゃ變 りする の ァ考へ 物 

だ。 それ も 僕の やうに 妻子に 迷惑 を かけても なほ、 いやな 生活なら、 やり直す だけの 覺悟』 と 云った 

が、 それが 何だか 自慢 さう に聽 える ので 、『と 云 はう か』 と 改めて、 『または 圖々 しさと 云 はう かが ある 

なら まだし も だが、 ね， 君 は 多年の 傳道 事業に よって 旣に 人が よく その 方に 練れて しまって るの だか 

しゃう i い 

ら 、うかく 商資 がへ をす ると- 取り返しが 付かない ぞに 

『さう でしよう か？』 1^ 藤 はちよ ッと 小く び を かた 向け」、 その紬君と目を：：^^^はせた。  、- 

『  』 こちら は寢 どこ を 敷 いて？ g れて た 平 木さん の 顏を今 一 度兒た い もの だ と^?? へ て ゐ た* 

『でも、 いつまで 傳道 してた ッて 詰りません、 わ』 と- 細君が 云った。 

てん 4>ti 

『  』 して 見る と * 友人よりも かの 女の 方が 轉業を 望んで るの か 知らん と考 へながら 、『然し、 

奥さん だッて • 俄かに 商人のお かみさんに なれます か？』 

『そり ゃァ * 成れぬ こと もない と 思 ひます。』 

『ぢ ゃァ、 やって 御覺 なさい』 と- こちら は わざとに も 笑 ひ を 見せながら 、『僕の 經驗 から 云 ゃァ、 き 

グと， 最初の もとで はすって しま ひましよう。』 

『まだ その もとでが、 實は』 と * 齋藤も 微笑に なって、 『十分で きて を P ません のです。』 
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『1^* 敎<$:はぃくら^;:^.^-に拂ふのだ』 と 聽 いて、 きまった^！：給と家^、 紬^:;ゃ子供に添へられる\^ 

當、 から^がる 收入等 を 数へ て n ルる と、 可 笑 さう に、 他の 社 <w の 人々 に比べて、 ちょ ッと氣 の 利 

いた 鬼-; Mi^ 屮の小 敎： ：； よりもお にならない のであった。 そのうちから いくらかね を SJ して 行かう 

たッ て、 知れた もの だら う。 まことに？^、 外であった 。『思 ひ 出す と •  ^；；と 】 紐に 兢©- して 中 敎 師の英 

龉科儉 ^試驗 を 受けた こと も ある、 ね。』 

『お 互 ひに^ しました に^ 藤 は 初めて 珍ら しく も 0, ひからち よ ッと笑 ひ^を 立てた。 それから、 

また 熱の ない 生 まじめに 返って、 『何 かよい 方法 は ございませんで しょうか？』 

『さう だ、 ね —— 何 か ありさうな もの だが』 と 受けた が、 こちらは自分の今回の計|1^ 11 その S めに 

この 地へ も來 たの — がう まく 行く としても、 その 會社 の 業務に a? を 使って やる 氣に はなれな かつ 

た。 平 木さん と 云 ふの はどう 云 ふ 人の 娘 か 知れない けれども、 あれに しその： S が あらば， 今からで 

も S. 務 員の 位地 を 約束して 2,3 いても いいと は 思った けれども。 かの 女 はニ庞 と^を 见 せなかった。 

で觅に 角、 倚 次に は 酸味 も あま 味 もな く、 そして 1 般 的な 親切の みあった 理論 の 家庭に 一 泊し 

て、 CI 分の 淡い ャ：^ にまで も S つた 靴 ■ は *  初に クリスマスの 附り物 を 包み 分けて ゐた平 木と 云 ふ 娘 r 

の 子であった。 

— . (大正 八 年 十二月： > 1 
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f  ;』  、 

/せいは ひとりで 親 張って、 自分の 營業 代理 を 引き受けた 中 尾 も 出して しまった。 また、 その あと 

にたら うとした 堤 夫婦 も 追 ひ つてし まった。 して 見る と、 これから 自分が もとく 通" 本 氣で營 業 

する のが 常り 前 だら うと、 自分で も 思 はれた。 が、 失敗であった にせよ、 一旦 • 人 まかせに したと 云 

ふ、 心配 屮に もあった 氣 らくさ を おぼえて 見る と • そばに お 竹さん の やうな 手 傅 ひ 人が ゐ なくなった 

のた 却って 而铜 くさくな つた。 そして の やうな 千涉 好きが ゐな いの を 寧ろが ッ かりした 

自分 は 下. lip^ の をん な 主人で ありながら， お 客に 對 する 三度々 々のお かや を 心配す る ことが いやで 

滞らない のであった。 それ も、 おかねの よまね 意が あっての ことなら、 まだし もお らう。 それ を 出し手が 

なくなって 兑 ると、 二日 置き、 三日 m ひきに は、 お客さんから ちび り/、 偕り てゐ なければ ならぬ 仏 

リる にしても、 また、 容が少 いので 同じ 人 を ゎづら はすの だ。 そして 相變ら すお 客のお さい を 僅かの 


煮豆 や i ュし やけに して 匿く。 

『あんまり 智穀 がな さ 過ぎる』 と *  さんが ゐた 時に よく 叱られた けれども *  ^う. へお 乏して ゐ ては^ 

に智體 の W やう もないで はない か？ それに * 前借り を 親む に  一 ^融： S の 利いた^ 兑 んも、 夫婦 

の 味 かたに なって ゐ たので 堤が 川る と もな く 出て 行く ことにな つた。 

『あなた もお 出に な るんで すか』 と 云って、 おせい は それでも 隨 分お， -ぃぁ ひだ ゐて t,^^^ たの だから 名 

殘り 惜しくな いこと もなかった。 云って 見れば、 提が こちらの 家 を まぜく り 返さなければ、 まだく 

ゐて cjK れた笞 だが i— 

『 ち ょッと 都合 が で き まして —— 』 

『  』 それ は、 もう * 度々誰からも聽ぃて聽き飽きてる下宿人どもの^^後の挨^^でぁった。 お 

せいが 考 へて 見る と、 自分 はこの 家 は 飽くまで 持ち こたへ たいが、 もう、 I？ 拔 けた 營業 はしたくない 

のであった。 何 かしたい と 云って る大 川さん が、 その 紹介す る 大工の f:^ 本家 を つれて 來 るまで、 常 分 

のうちで も 假り にやって L 犬れ ないか 知らん と E 心 ひ 付いた。 そして また かの 女のと ころ へ 行って 见た。 

し p>  く jtA 

すると、 橫 乎に 向 ひ 合って ゐ ながら、 S 近に たッた 二三 度し か. 話 をして ゐ ない 人が、 もとは 酌婦で あ 

つたと 云 ふだけ に、 もう、 不潔な 話なん か をし 初めた。  ， 

『あなたが 田 口さん に粲 てられた など、 あんまり 意久 地がない ぢゃァ ございません か？ どうせ 菜て 
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られた 位なら、 その 前に こッち もさん ざん 勝手な 露 似 をして 見せたら よかった のです、 わ。 さう した 

ら、 男と 云 ふ もの はが M ゲ 出して、 きッ と、 こッ ちへ より を戾 して ホ ふるものです、 わ。』 

- 『そんな ものです か、 ねい。』 と、 おせい はに やく 笑 ひながら、 とぼけて 見せた。 自分 も それに 似た 

こと を 一 度 やった ので あるが、 文 子が まだ 生きて た 時で、 子供の くせに わけ も 分らす  1 慨 して、 それ 

を 田 口の 兄^のと ころへ 行って うち 明けた。 そして それが 爲 めに 却って こちらの 望み もしない 離婚 を 

早められて しまった。 自分 は， ぼ 分の 家 を 何とかよ くして 貰 ひたい 爲め でも もった が、 私 かに また 好き 

な 人で もあった。 

『モ しこ、 今ぢ ゃァ、 もう、 わたし も をつ と を！^, なせて 自. H な 身です から、 なほ 更ら 好きな ことが で 

きます、 わ』 と 云って- 大 川さん は 二階に 置いて ある 若い 會 社員 ご 關 係して ゐる らしい こと を 一 附に自 

慢さ うに ほのめかした。 

『  』 して 見る と、 こちらへ 甥 だと 云った の はう そか も 知れない の だ 。おせいで さへ まだ 自分の 

元の をつ と 田 ロを戀 しくない こ ともないの だ。 自分よりも まだ 五つ 六つ は 年した で、 肉 づき もよ く、 

毎日う す までして ゐる人 だから、 生まれつきからの 淫亂 がま だ やまない とで も 云 ふの だら うか？ < 

こちら は 却ってき まりが 惡く なって、 『然し、 わたし は、 もう、 色け より ゃ喻 ひけの 方です から、 ね。』 

『さう、 あなた、 をん な だッて 老い込んで しまつち ゃァ駄 g です、 わ * ね。 これから、 御 一 緒に 一と 


仕事し ようと 云 ふん ぢゃァ ござい ません か？』 

『それ もさう です が、 ね。』 さう だ、 おせい は大 川さん が资 本家 を， € 介して".. 犬れ れば、 その 功 tc 力に 報い 

る條^ として かの 女と 一 緒に 營 業の 方 を やる ことに 話 を つめて あるので あった。 

『どうせ 向 ふ は 大工さん ですから、 ね、 こんな 商寶を 自分で やって る ひま はない のです、 わ。 わたし 

逮 がいい 加減に 1  母 月の 利益 を：：^ ハ 積って、 そのうちから 月々 幾分な りと も：.^ して 行き さへ すれば、 向 ふ 

に 異存の あらう はな いぢ，. ァ ございません か？』 

『  』 こちらと 同じ. てフな こと を 大川も その 大工に 就いて 考へ てること が、 おせい にも 分った 

C であった。 『そり 力 ァ、 さう です、 ね。』 

『だから、 しッ かりやり ましょうよ。 わたしが なんでも 向 ふへ うまく 云って ゐ さへ すり ゃァ いいんで 

すから、 ねい。』 

『なにぶん、 よろしく、 ねい』 と、 おせい はま かせて 匿いた の だ。 その 大工 は、 け ふの では、 諮 

け 負って る 工事が ここ 一 i 三日で おしま ひに たるので、 それが すむ と 鹿ぐ 一 度 こちら を！：：：^ に來 ろと 云 ふ 

の だ。 もう、 二三 日の ことなら *  {:1:分が今っムって兑ょぅとして；ケ-た^|ボ，-へも|£らくさし控へ て、 その あ 

ひだ を 僅か だから 何とか 辛抱して 匿く 方が よかった" 

『どうせ、 今、 だァれ もゐ ません から、 こんな 物で もお 兑せ 致しましょう か』 と 云って、 大 川さん は 
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はつ. けん ,  』 

何 かのと ぢ本を 出して 來た。 それ はこち らも 亡くなつ たお ぢィ さんの 遗 物の 中 力ら 發 見して、 n 口.' 

も 波さない でし まひ 込んで ゐ るのと 同じ やうな 输 であった。 

『あなた もお 持ちです の、 ね』 と、 つい、 きまり 惡 さに 却って 口へ 出て しまった。 

『ぢ ゃァ、 あなたの もお 兒 せなさい よ。』 

「わたし ゃァ』 と、 おせい は そのき まり 惡さ を-取り つくろ ひなから、 うそ を以 つて 答へ た 4 もう 0 

口の 方へ 渡して しま ひました が、 ね。』 

『惜し い ぢゃ ァ ございません か？』 

『  』 おせい は、 然し * のおつ き 合 ひに、： ii かたがな いので、 成るべく 心？ 落ち， i. みて、 や 

でも 顔に は 可な り ほてり を おぼえつつ、 半ば見なぃふりをして12^^がら、 一枚 一枚 をめ くって 行つ 

た。 そして S 分の 心に は、 口と 一緒になる 前に 死んだ i 裕 心の 友 秋 元の 姊に當 るお 高さん のこと 力 浮 

んだ。 これ も 苦勞の 極、 田舍で 11 をした こと も あると 云った が、 亭主の 河 野さん が 上京して. 農 商務 

省の 吏に なった と 云 ふので、 珍ら しく も 十 何年ぶ りかで 尋ねて. ^小た。 金. 時計 — それ はめつき であ 

る ことがあ とで 分った が 11 まで 持って た。 そして それから は 殆ど 錄 日の やうに 遊びに 來て、 しま ひ 

に は、 こちらの 持って る鎗 をまで 見せる やうに なった。 すると。 お 高さん は 意外に も その 說明 までき 

しく 知って るので あった。 


そのうちに、 その 亭主の 河 野さん も獨 りで 訪問して.^ る やうに なった。 こちら はお 高さん の やうす. 

から： nl- て も、 少し かね を 持って ゐさ うであった ので、 .藥 が 他の 男 同様にい ろく 變な こと を 云 ひ 出す. 

の を 柳に 風と 受け流しつつ、 多少の 资本を 出させよ うとした。 は 出す、 出す と 云って なかく s^u 

し VHC.^ で、 時々 は その i§ をし に、 ふの 家へ も 行った。 そして そんな 時に お 高さん が ひ 物に 行 

つて W 守な こと もあった" それが また 意外に もお 高さん の燒き 持ちの 種と なって、 こちらと のお ほ喧 

なって しまった。 そして その 向 ふの 现. H と 云 ふの は、 こちら も 鰭 を 以て 樂 しんで る ほど だから • 

家の 主婦り，？ ない 守に 主人と どんな こと をした か 知れない と 云 ふので あった 

お 高さん に t 、亭主が あった。 そして この 大 川さん に は 若い 男が — と 思 ふと、 おせい は 自分の 離婚 

さ .ふ. こ.. V の、 ./ ぶ. 蜀り ぼッち をい ゃ氣 になった。 そして、 『あなた だッ て、 これから まだいい 芽が 出て 

來 ますよ に などと 云 はれた G を も、 何だか 遠い ところに 聽 いて ゐた。 そこへ、 

『A-7a> さん- なに か。』 と 云って、 攻直 がそとの 井戶 端まで 來てゐ るので あった。 

『  』 うちが 明け ッ 1 しだと 云 ふこと に氣が 付いた。 下の 部 星々々 は 奥まで がら 明きで- お 客 

さん は 二階に たッた 二人 ッ 切り ゐる だけ だ。 これで はまる で 商 買に はならない。 然しう ッ ちゃっても 

1直 けない ので， 大 川さん が、 

『ま ァ、 およろ し いぢ や 丁ありません かにと 云 ふの を ふり 切って、 いとま を 告げた。 そして、 そとへ 
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aw てから • 政 直 を脫み 付けて、 

『あれ だけ 留守番 をして ゐ なと 云った のに！』 

『なに か！』 鎖 はこ ちらに 叱られた の も平氣 で、 その 小さい からだ を 地べたに 突ッ 立って ゆすった。 

『まるで 氣 ちが ひ ぢゃァ ないか、 ね』 と、 つい、 おせい も 自分が 田 口な どに よく 云 はれた こと を以 CV 

てまた 子供 を 叱り付けた 。『 さう、 ぉッ 母さんの 云 ふこと を聽 かないと、 お前 もに ィ さんの やうに ぉハ乂 

ァんの 方へ やって しまうよ！』 

『いや だァ！ なに か！』 

『馬鹿お、 ねい！』 おせい は 子供 を わざと 返り 見ないで、 井戸端から そとの 通りへ 直角に とほった ど. 

ぶ 板の 上 をせ か と 五六 歩 あるいて、 勝手口から 自分の がらんどうの やうに 感じられる. 冢へ i; ぬ 入つ 

た。 これが 若し 政 直で もゐ なくなったら、 どんなに 自分 は 寂しから うと 3 わへ た。 が、 

『よう、 ぉッ 母さん、 なに か、 なに か』 と 云って、 あと を つい て來た 子が あまりにうる さいので * 

財布から 五 厘 を 出して、 

『ぢ ゃァ、 これで 遊んで 來 るんで すよ』 と 命じた。 そして かの 女 は 自分で 今、 私 かに 大 川で 刺戟 を受 

け て 來た 寂し み の if は ひ を 何だか も ッと續 けて ゐた かった ので ある。 

長火鉢に 消え かけて ゐた 火に 炭 を 添へ て やって、 その ふちへ 雨の 肱 を 立てて 考 へて 見る と、 田 口と 


さう だ、 庭の こと どころではないの であった。 自分 は、 都合に よれば、 鎮の 高等^校 卒業まで 三 ¥ 

1^ を 京都で. Y 緒に 住んで やらう かと 考 へて たの だ。 日本 撟 Q 本店の 方 は、 もう、 ニー 二 お前から^ 頭に 

まかせて あるので、 今更ら 少しも 心配す るに は 及ばない。 旅館の 方 はお 繙がゐ るし、 それに はまた か 

の 女の 親 や 弟 もつ いてろ から • それ くら ゐの間 は 大丈夫お らう、 たまに は汽 iSF で來 て：：^ て やっても い 

いの だから。 

して 見る と、 自分 は 向 ふで 何 をしょう。 もう、 元の 車夫に はから だが 堅くな つてて 駄== でも あり、 

また 子供の S めに も 親が^ 夫で は H 身：.，、 狭から う。 さう かと 云って • ただ 遊んで ゐれ ば* 無駄な こと 

だし、 そして 自分のから だまで が惡 くな つてし ま うだらう a まんざら • 何も 經驗 のない こと もやれ な 

のしき  I 

い。 それに は、 ，E 分の 好きな 植ゑ木 をい じくりながら， 吞 氣に植 ゑ木屋 でも やる のが 一番 レぃカ も， S 力 

れ ない。 然し • それ も 子供の 爲 めに 不見識 だとで も 子供が 云 ふなら、 おへ 物 だ。 鬼に 巧 向 ふへ 行つ 

たう へ の 相談 づ くにして からが よから うと 思った。 

何しろ， 正 造 は 自分に 取って は 獨り子 も 同様 だ。 お 組に も ひとり 十歲 のが あるが、 女の 兒で、 而も 

妾腹で ある。 ¥1 の 子 は あとが みな 死んで、 今 は 正 造 だけ だ。 それ も 去年 肋 膜 を ゎづら つて、 お ほか 

た 生命 を 取られる ところであった。 

『どうして もこれ は 一 かばち かの あら 療治 をし なければ』 と *  S 院の醫 者 は 云った。 
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『先生 • もう- あきらめて ゐ ます』 と、 自分 は あたりの 看護婦 どもに も かま はや 男泣きに 泣いた。 『き 

だお かね は どんなに かかっても ようご ざいます から. 萬に 一 つのい のち を 助けて やって 下さい！』 

『それ ぢゃ 了』 と •  g 者 はいよ く 自分 を 立ち 會は せて、 渠の 左り の 胸のう への 方 を 裂いて、 あばら 

骨 を 二 本 だけ 切り取った。 その 一 本の 方 はま だ 半分ば かり 悪かった の だが、 それ を も 取らない では 腐 

りが 殘 るから と 云 ふので あった。 

その 爲 めに いまだに ii が 人並みで ないやう だが * いのち だけ は 取りと める ことができた。 そして 

髙等擧 校へ は入舉 がー 年後れ て， ことし 這 入った ので ある。 だから >  向 ふから 手紙が 來 るたん が ^ に 

また 病氣 だとで も 云 ふ 知らせで はない かと * 心が ひゃくして ゐた。 そこへ いよく 今度の て 手紙 だ， - 

云 ふの だもの、 寂しがって、 なさけな がって、 それから 子供が その 爲 めに 熱で も 起す と ズマ度 こそ は 

もう、 助からない 病氣 にか かってし キぅ かも 分らない。 

あたま を 痛める 舉問 もよ しあし だ。 わざく あんな 遠方へ 子供 を 手 離して * 親から 見れば お 何に 

も >f 供が 可哀 さう ではない か？ 

「父上も，1:^ト.も安心して下さぃ。 僕 もこの 頃で は澤 山の 友達が できて、 勉强 をす るに-.. 張り合 ひ 力 あ 

ります』 などと ：，，； つて 來 た。 この 前の 手紙の 威勢が いい 文句 を こちら はま だよ くお ぼえ てゐて >  なか 

なか 忘れ もしない。 それが 若し 藝者 かなん かの 手紙なら、 浮かれた お 客 はかね の なくなつ たの を 最後 


まだ、 ふたり ッ 切りで、 死んで しまっても いいやうな 情愛に 落ちて た 時が 今更ら の やうに なつかし か 

つた。 おかね も 入らなかった。 衣 物 も 欲しく はなかった。 辆 ir 子供の 苦勞 など は^に も 知らな かつ 

ナんか フ 

た。 ただ g 康 なから だと 戀 とが あれば よかった。 さう 云 ふ あまい 世界 は 今では 夢に なって しまった。 

大 川さん など は產 ますめであった からよ かった ものの、 こちら は 子供が できて 苦 勞が增 した。 子供が 

死んで 悲しみが 加 はった。 そして その 苦勞ゃ 悲しみの 爲 めに 年を取って、 意久 地がない やうに 嫌 はれ. 

棄 てられて しまった。 たださへ 意久 地がなかった ものなら、 この 今の 馬鹿々々 しい やうな、 詰らない 

やうな：！； i ほに 在って、 E 口の 云 ふぶ しょうな 爲 めに 子^ や 自分の 襦 神に しらみ を わかせた 位 は II こ 

の 心持ち を 察し て cj^ れれば 11 殆ど 當り 前の ことで はない か？ 

今や 子供の 爲 めに 家 を 持ち こたへ て 行く ほかに は、 何 を _ ^"'へ て ゐられ よう ぞ？ 大 川さん の やうに あ 

だし 男に でも 何でも 肌 を 許して いいつ もりなら、 こんなに からだ 5. を かきむしりの 爪の あとだら けに 

して —— ：e 口から 子供の ことで 云 はれる まで —— 氣が 付かないで ゐる やうな こと は、 如柯に 自分 だッ 

て も、 ない t:: であった。 然し、 斯う 云 はれて 氣が 付いて H ル ると、 自分ながら 淺 ましく もなる ので、 以 

後 は 少し 注ず 5 して にも 度々 道 入り、 大 川さん に 負けないで 少しお しろい も附 けて 兑 ようかと はれ 

た。 せ；^ で 云 ふ 色 は あせた と は 云 ひながら、 まだく 役に立てれば 役に立つ 女で あらう から、 と。 

断う 云 ふこと. り 返し" り 返して おへて ると、 いつまでも 切りがなかった。 が、 その 考へ てる 
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だけで 氣が 秋の やうに 澄んで 來て、 どこか、 新う、 かさくした 枯 SI が ところどころに 舞 ひ 落ちる" 

1^:2^ 色 のい い 山の ふもとへ 生徒 を でも つれて 遠足に 行って ゐて、 うす 11^: いやう だ が 澄み と ほ つ た 自然と 

云 ふ 物の 奥まで も兑 えてる やう だ。 そして さう 一： ムふ ところで 皆 を；： ま とけて、 自分 ひとりが あの 大切に. 

しまって あ ノ  本 を こ ッ そり ひら いて 見たかった。 

『おい、 おい と 呼ぶ 雞と 共に、 ひどい 手が ニ^で 鳴った。 

『お呼びです か？』 何げ なく 行って 兑た。 

『斯うお そくまで めし を どうして 吳れ るんだ い？』 

に 丈 

『さう でした、 ね！』 おせい は氣が 付いて、 俄かに あわて 出した。 もラ， 雷氣も いつのまにか 來 てゐ. - 

たのに、 まだ 晚の おかす さへ してなかった ので ある。 

大 川さん が つれて 來た人 は、 鬼に 角资 本家 だと 云 ふから、 どんなに 立派な 風つ きをして ゐる のか 4 

おせい が 思って たら、 大工 は矢ッ 張り 大工 だけに —— 楝 梁と は 云へ 11 下司 張った おや ぢ であった。 

屮^^ と 1K つて、 四十 五六 歳に 见 える のが 家 ぢぅを 調べて 兒 てから、 

『こり ゃァ、 ちう、 极 つぎから して かからな いぢ ゃァ、 とても 持たない 家です』 と 云った。 


J- 流し もと も j っ兑 ていた だきたい のです が、 ね』 と、 おせい に はこの 方が 寧ろ 极っ ぎよりも 大切な 

と との やうに 思 はれた" 堤 夫婦に 云 はれてから は、 録日、 そのく さいに ほひ を がせられ るの が：；^ に 

なって ゐ ないでも なかった。 

と.' れぅ 

『  』 棟梁が 默 つて そこの くさった 板 を 打ち はづ して 見たところ、 一 一尺 幅に 三尺 長の どろが I 

ffi に 少しも：：：^ えない ほど、 うす 赤い みみす がつ ぢゃ/ \ として こんが り 合って ゐた。 

『あら！』 おせい はぎよ ッ としてし まった ので ある。 自分 は^ 日 その上へ 知らす に 水 を 流して ゐ たの 

ちょく  4- つ 

だが、 その 流し板 を はがれた ので、 みみす が 直接に 浮き世の 風に 常って、 俄かに 装 さ を おぼえた 爲め 

か、 うへの は 下にな り. したの は 上に なりつつ、 みんなで むくく と浪を 打た せて ゐる。 これ 兑る 

ちょ 

と、 かの 女 自身 も g; け を もよ ほして、 自分 や 子供のから だに わかせた しらみの 氣 もち惡 さまで も 一 と 

きに 思 ひ 出せた。 

『これ ぢャァ 溜りません』 と、 棟梁 も 云った。 その 様子が 呆れた と 云 はぬ ばかりな ので、 ^し 呆れた 

爲め にこれ ッ 切りに なつ てし ま はれて は 困る と 思 ひながら、 向 ふの 機嫌 を 取る つもりで 笑 ひ を 兑せ 

て、 

【道理で、 いつも 秋になる と、 ここでみ みすが よく 啼 くと 思 ひました、 わ。』 

J そり ゃァ、 啼 きもし ましたでしょう。』 棟梁 も それ を兑 つめて ゐ たのが 笑って 受けた。 『これ だけ ゐる 
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ん ですから、 な。』 

『そ で どうでしょう』 と、 おせい はこの 時 だとして 首 を 少し かしげて、 握 を 見ながら 鎮に訴 へ 込ん 

だ 。『この 家に 手 を 入れて 下さる でしよう か？』 

『そり ゃァ、 大 川さん のお 話 もあります ことです から —— 』 楝梁は その 手の どろで よごれた ゆび 先き 

t. 後ろの かべに かかって る 手ぬ ぐ ひ 掛けの 手ぬ ぐ ひの 1 つ へ こすり 付けた。 

『  』 おせい は それ をお % だと 見た が、 向 ふ は その 腰の たばこ 入れ をぬ き 取って、 再び 茶の ま 

の 長火鉢へ  一 了った ので、 こちら もつ いて 行って、 またもとの 座に 坐 わった。 そして これ も 元の 急 鎖へ 

，斑の 湯 を さしながら、 こちら は 見える ところ だけ 少し 直せば いいと へたの を、 その上に も 根つ ぎ 

まで やつ て 53^ れ るなら、 最も 願ったり叶ったりと 思った" 

『あとから 行きます から』 と 云った 大 川さん も 丁度 そこへ やって 來 たので、 直ぐ かれに 向って 楝 梁の 

しゃう U 

言葉 じり を證 據の爲 めに 取つ て eg! くつ もりで、 

『いよ， やって 下さる さう です よ、 极 つぎをまで も』. と、 おせい は 云った。 斯う 云って 置けば、 も 

う、 渠も あとに なって いやと はへんが へすまい。 そして へんが へがな くば、 あと は大 川が いいやう に 

の 後ろから 渠を おだてて cjK れ るのに まかせて 置け るので あった。 

『ぢ ゃァ、 わたし も， T 入力 3. 斐 があって 嬉しい、 わ。 楝 梁だッ て』 と • 大川は その 見ッ ともない ほど 大 


きな 太った 顔で 流し H を渠の 方へ 使って、 『何も 商 寅^ ゃァ ございま せんか？ まんざら 掼 になる お 力 

ね をつ ぎ 込 むん ぢゃァ ないし。』 

『  n おせい はう まく 云って れ ると m ぬった。 向 ふが つぎ 込んだ かね を こちらが 返せるなら 

無；^5* 返しても やる。 が、 若し 返せないなら、 いつまでも 何とか 云って そのまま にして Ed くつ もりで 

ある こと は、 大川 がその 初めに 

『ま ァ、 御 一緒に この 商 買が やれ n せ さへ すり ゃァ、 楝 梁の 方 はどうと も 胡麻 化して Sil けます ォ 

ね』 と 「ム つ た 宵 葉 に前以 つて 私 かに 含まれて ゐ たの だ。 

『それでも 二三 百 はか かります から』 と、 今、 椋 梁は大 川さん に 答へ た。 

『それく らゐ は、 なァ に、 棟梁の 腕なら、 ほかで 直ぐ 儲かります、 わ。』 

『さう でしよう、 ね』 と、 おせい も 自分から 合 ひ槌を 打った。 そして どうせ 無舉な で、 字 を 一 つも 

讀 めない さう だから、 女の 相 ひ 乎と しても 始末が いいと 高 をく くって た。 

『  』 楝 梁の 中島 はな ほぐ づく へて る やうす であった が、 おしま ひに はこ ちら 一 .1 人に 云 ひ 

くろめられ てぶ 鬼に €:、 それ ぢゃ ァ、 わたくしが 引き受ける ことに 致しましょう』 と 答へ た 

それに は、 田 口が たと へこの 家に 對 する 權 利は粲 てて わるに しても、 その 名義 はま だ 書き 換 へられて 

ない の だから、 その 名義 上の 所有者に 會 つて §が ない こと を 確かめてから にしたい とのこと であつ 
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. た 。『それ も 尤もです から、 おや ァ、 今から わたしが 御 案内 致します、 わ』 と 云って 見た が、 中島さん 

は 存外 見識ぶ つて、 行かう と は 云はなかった。 そして、 

『田 口さん が ここまで 出て 來て 下されば、 わたくし も 折り 介 ひましよう』 とのこと であった。 

止む を 得す、 おせい は その n: 自分 ひとりで 仲へ 出かけて 行って、 口に あすの 十 時 を？ i して 櫻 川 

- 町へ 中島と 合： 見し に來て es- れ ろと 賴ん だ。 

『.：M の爲 め、. 不 供の 爲 めです から、 ね。』 

『おり や ァ而倒 だからい や だ』 と * 田 口 は 答へ た。 そッ けな いのは この 人の 持ち前 だと 思って、 こち 

らは氣 にもと めなかった けれども、 『そんな こと を 子供 C 爲 めと は 思 はない』 と附け 加へ たので、 おせ 

.ぃ は 

『親と して そんな ことがあります か』 と. 叱って 見た。 

丁 として は、 ね、 今 ひとりの 子供 をこッ ちへ 渡せと 云って るのお。 それ 以上に お前なん かに か かづ 

り 合 ひたく ねいんだ！』 氣 まぐれな E  口 は 怒って  >  ぷッ とその 座 をはづ してし まった、 しで、 ー$ び取リ 

付く 岛 がなかった"  r 

『  』 おせい はこれ も 亦 止む を 得すに お 兼の はう へ 頼み込んで、 田 口 を 無理に も 米させる やう 

にして K ふこと にして 引ッ 返した。 そして 歸 りの 車に 乘 つてから も -ぉ へて 见 るに、 田 口 は 雄 作 を 引 


き 取った ばかりで は滿 M たせす、 攻直を もこ ちらから 奪 ひ 取らう として ゐ るの だ。 それなら それで、 い 

ッ そのこと、 こちら を もー緖 につれ て 行けば いいのに、 さう は 云 はすに、 こちらば か bN をう ッ ちゃつ 

て mil いて、 家の こと を 心 ■ させよう として ゐる。 そして 自分で は 

『そんな こと ァ而 倒く さい。』 は、 あんまり 蟲 がよ 過ぎる ではない か？ たと へこ ちら は 別と して 匿い 

て も. 家 はお ぢィ さんからの 譲り受けで、 而も それが 他日 は 子供の 物になる の だから， お 互 ひに さう 

おろそかに すべきで はない。 

その 翌日 は、 それでも， あの 朝 寢；. 乃の 田 口が 感心に も 約束の 十 時 をた ッた I 二十 分し か 後れないで や 

つて 來た。 

おせい は その 前から こころ 待ちに 心^して、 大 川さん とも 相談して ゐ たの だ。 

『どこで 會 はせ たらい いでしょう。 ね？』 

『さう です、 ね』 と、 大 川さん はちよ ッと考 へて、 『わたしが 兩方を 紹介す る わけです から、 わたしの 

うちが いいでしょう。』 

ほんとう 

『それ もさう です、 ね。』 おせい は 自分と して は 自分のう ちで 會ふ のが 本當 だら うにと 考 へたが， こん 

な 場合 だから、 わざとに も 意地 は 張らなかった. それに、 少し 人が 惡く考 へて 見る と、 大 川が 物好き 

おも 一 度 田 口 を 見たい と 云って るし、 田 口 もこ ちらより 少しで も 年の 若い 女の そばの 方が いいだら う 
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し — 

で、 渠が來 ると、 おせい は 自分のう ちの 1^1 んへ 飛び出し、 自分の 待ち遠しかった 胸のと どろき を 私 

かに 押し 隱し ながら、 

『お 早 かったんです、 ね』 と、 にが 笑 ひ をして 見た。 ふたり ッ 切りで ここで 向 ひ 合 ふの は 近年に な 力 

つたこと だのに、 こ： ちらの 心 も 察しない でか. ： ま は ただこ わい 顔 をして ゐた。 尤も、 この 人は餘 ほど 

の^ 六 ケし屋 で、 食て その 目 かけのと ころから 四 五日ぶ りで 歸 つて 來 たが、 それでも 歸 つて！^ たの を 

こちらが 恨みながら も 喜んで S 迎へ、 『ぉ歸 りです か』 と 1 を かける と、 

,『 おれのう ちへ おれが 歸る のがさう 不思議 かい』 と 怒った j 

なに 

『何も 不思議が つて はゐ ません、 わ。』 

『た アに、 その つら を 見ろ！』 

『  』 その 時の つら は 無論 うらみに 滿 ちて ゐ ただら うが — 。『け ふ は、 一鬼 も 角、 大 川さん のう 

ちに する ことにな つてます から』 と 云って、 底ぐ その 方へ 案內 した。 

すると、 大川は を かしい ほど 様子 を そわく させて 漠を 立ち 迎へ、 

『お 寺ち 中して をり ました、 わ。 まァ. どうぞ』 と 「ム ふが 早い か、 こちらに 向って、 『二階が いいで し 

よう、 ね。』 


『さう です、 ね 0』 おせい はかの 女の 云 ふが ままに. 分ら ふたりで 梁 を 一  一^へ 案 S: した 

m 職 H では. いので、 丁度、 この.： 至 を 占領して ゐる大 川さん の 甥 だと 云 ふ、 資は色 をと こなる 會& 

員 は， 留守であった。 ここでお せいは 大川を m 口に 改めて 紹介した" 

『楝粱 も、 もう 炎ます から、 どうぞ 暫 らく』 と、 大 川が 云った。 

『  』 おせい はこの 時 特に 氣が 付いた の だが、 犬 川が トウ レゥと 云 ふこと を トウリウと 云 ふや 

うに 發 音して ゐる。 これ も 無 舉の爲 めだら うが ——. 。 

『は ァ、 —— はァ』 とば かり、 田 口 は 相 變らす 無愛想で 11 こちらに は、 ぉぢィ さんがい つも、 

『わたしの ところへ 來た 客に 對 しても 吾助 は 禮儀を 知らないで 困る』 と 云った の を m 心 ひ 出せた。 

『おり ゃァ靡 族の 三 太夫 や 海軍 大佐 ぐらね にあた ま を 下げる の は. いや だ』 と は、 田 口の 云 ふお 箱で あ 

つた けれども 11 。 そしてお ぢィ さん はまた その子 供の 時からの 親友 だと 云 ふ 大^の 人が 病死した の 

にが ッか りして、 御 自分 も 死 を 早めて しまったの だが 11 。 

坐の 白けが ちな の を 取りつ くろふつ もりで、 おせい は 立ち上って 恣の 障子 を 明けて 見た。 そして、 

『いい 二階 ぢァ ありま せんか』 と 云った。 ここへ 上った の は 自分 も 初めて だが、 自分のう ちの 向きが 

遠 ふ 二階からの たがめ と はまた 別で、 自分ら の 共！： 井戶 をい. - おろし、 虎の 門 女舉 校の 森 を 見 波して、 

多少の 趣が ある。 
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『ちょ ッ といいで しょう 一 I あなたがたのお 二階 はま だ 存じません けれども』 と、 大 川さん は 答へ 

た。 

『  』 おせい は大 川が その あなたがたと 云 ふので こちら をから かつ てゐ るの だと 受け取った 

ので、 思 はすに やりと 笑って その 方 を 見た。 が、 直ぐ それ を そらせる 爲 めに、 『うちの 二階 はこれ ほど 

趣きが ありません、 わ。』 

しふ ねん 

『でも、 そとの 趣き はなく ッて も』 と * ゅッ くりした 口調で た ほ 念ぶ かく 出て、 

『あなたがたの あ ひだに また 趣きが おありに なり さ へ すり ゃァ、 ね。』 

『ほ、 ほ！ そんな こと ァ、 もう、 夢と 過ぎて しま ひました、 わ。』 おもてで は 斯う 大 川さん へさば けて 

見せた が、 心で はこれ が 田 口に 對 する 恨みの 111  一口 葉であった。 

『大工さん が 約束 通り 來 ないなら』 と、 田 口 は そッけ もな く 云 ひ 出した 7 僕も歸 ります。』 

『棟梁 も、 もう 來る辔 ですから。』 大 川さん も わがことの やうに あわてた OIT まァ、 1 緒に おひる を さし 

上げる つもりです から"』 

『僕 は ひるめし は喻 ひません。』 

『まァ それでも 一 杯お 飮 みなさい、 な 11 用意して あるんで す もの。』 おせい もこの 時 自分の 座へ 立ち 

つて ゐ たが、 このまま 歸られ て は、 中島が あとから てまた おこって しま うだらう と 思った。 


『然し、 向. ふが 約朿： 外 J り：^ ない の だからに 

『き ッと來 ますよ』 と、 首まで 動かして 念 を 押した。 

『來 たッ て、 僕 は 酒は飮 みたくない。』 

『いいえ、 これ は あの 社會の 例です から。』 おせい はさきに 1度.II^分の家を抵當がへにするC^Sその 

周旋 者 を 呼んだ 時、 女 ひとりと 見くびって か、 先づ 酒を飮 ませろ と 云 はれた こと を S ぬひ 出して * 大工. 

にだ ッて さう した 機嫌 を 取って 行かなければ いけない こと を 自分の 獨 りぎ めで 示め したので ある" .V. 

して、 

『お 酒 はお きら ひです か』 と、 大 川さん が 失望ら しい 顔 を こちらへ 向けた に 答へ て、 

『なァ に、 今でも 少し ゃァ いける らし いんです 11 もとは 隨 分飮ん だのです から。』 

『  』 田 n は それ を聽 いて ゐ ながら • ただむ ッ つりして 何とも： 返事 をし なかった。 

『もう、 來 ますでしょう から』 と 云って、 大 川が 下へ 行った かと m 心 ふと、 直ぐ こちら を 呼んだ。 で、 

おせい も 下りて 行って 見る と、 『おこって いら ッ しゃる の だから • 何でも かま はす、 先づ 用意の 物 を 出 

して 置かう ぢゃァ ありま せんか？ その あ ひだに * あなた * 棟梁 を 呼んで 來て來 さい、 な。』 

『さう です、 ね。 ぢゃァ —— 』 斯う 云って、 おせい は そとへ 出た 。，そして 大 川さん から 敎 へられた 中 

島のう ちへ 急ぎながら、 みち^^ 考 へて 兒 ると、 斯うして 自分 を 追 ひ 出して S いて、 4ni 分の 男 を 却つ 
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て大 川ば かりが バラして ゐる のか 分らなかった。 ねたましい 氣 もした ので、 ホ 島が 佐久間 町のう ちで. 

客と： fl.v 飮 みながら ゅッ くり かまへ てゐ たの をせ き 立てて、 『どうか 直ぐ 來て 下さいよ、 あなたが 約束 

通 り來 ない の をお こって 歸 ると 云って るんで すから。』 

『歸 るなら、 歸 つても い いぢ やない か？』 

『ま ァ、 さう 云 はないで- ね、 話 はお 互 ひに 丸く 行かない ぢゃァ まとまりません から』 と 云って、 

無理に も 築 を つれて 來 た。 

『楝粱 * おそい ぢァ ない の』 と * 大 川さん は 下で 大きく 中島 を迎 へた かと ふと かの 女が いくらお 酒 

を 飲んだ か 知れない が、 もう、 その 額 を 赤く して ゐた。 

『  』 おせい は それ を ：！ ル ると、 また j| みの ほてり を 額にまで おぼえた。 そして 中島 を案內 L な 力 

らビ が、 いそいで 二階へ あがって 行って、 思 はや 子供 を 叱る やうな 氣 ぶんで 訴 へた、 『もう、 大分 飮ん 

だのでしょう？』 これに は、 自分が まだ 少しも 飮 みはしない のにと 云 ふ 不平 も 手つ だって ゐた。 渠と 

別れてから Q 分 は 酒を飮 める やうに なった の だから、 そしてい くら 飮ん でも さう 醉 はなくな つてる の 

だから、 初めて 一 度；！ a 一： と 一 緒に 飲んで、 自分 は 可な りつよ いこと を 化せた くも あつたの だ。 

『おり ゃァ、 まだ』 と、 然し、 藥は 思った よりも 平氣 で、 『二三 杯し か飮 みや ァ しない。』 

『さう？』 かの 女 はちよ ッと不 m 《議 であった が、 飮 めば 直ぐ 醉 ひが W る 害の 田 口が 少しも その 顔 を 赤. 


くして ゐな いので • その 云 ふ 通りが 本當 であらう と 思へ た。 して 見る と、 或は、 あの 大 川が こちらに 酒 

をまで 1只 はせ て m はきながら. こちらの？ W 守に m 口のお 招 ひ 乎 も碌々 しないで —— まさか、 < 土く ぅッち 

やっても^ けない から * 時々 は 出て.^ たらう が I！ 資は、 下で こッ そリ、 あんなに 醉ふ ほど 盜み 飲み 

をして ゐ たの だら う。 これ ぢゃ ァ、 たと へ 一 緖に營 業 をし 抓め る ことにな つても 11 け を いつのまにか 

飲んで しま はれる かも 知れない。 なかく 沿 はで きないの であった。 

『E ャく 引き合 はせ てお あげなさい よ。』 あとから ぉ瞎を 一 つ 持って あがって た大 川が 云った。 

『  』氣 が 付く と、 おせ いは 自分 だけが ぼんやりと 突ッ 立って ゐ たので ある。 ん岛 はと 兑 ると • 

自分の £ 手に 坐 わって 大きな 四.^ いその 顔 を まじめ 腐らせて ゐる。 それで、 こちら も K ぐ 坐 わって、 

ゑが ほ を-ゆ 方に兑 せながら • 田 口に、 『これが、 ね、 話の 棟梁さん ですから。』 

『さう です か？ 侯が 田 r: です』 と • それでも 少し はした 手に m て^れた〕 

『、たくし は 中 .115 と 巾し まして』 と • 楝粱は 名刺 を m してから、. I 一一 擧な たたき 大工です から、 どうか 

お 手 やわらかに。」 

『  』 おせい は、 中島が 醉 つて ゐて もお のれの 名 だけ は？ I！ める の だら うと、 却って を かじかつ 
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た。 多少 こちらに 不利益な 證文. >ゲ眷 いても、 どうせ 本人が 讀 めない の だからと 云 ふこと を 田 口に 1 と 

曾 注お-して m お-かう と 思って たの だが、 その ひまがなかった の だ。 

『どう致しまして』 と、 田 口 も 人並みの おが  1! 相 を 中島に. 云った。 

『それで、 この 棟梁が』 と、 大 川さん が 口を出して、 田 口に 向 ひ、 『あなたがたの お宅 をお かねの 慾ッ 

け拔 きにして 手 を 入れて やらう とお ッ しゃる のです が —— 。』 

じ やう けん 

『慾け があって もい いでしょう、 若し それが 當 前の 條件 になつ てれば。』 

『  』 おせい は 今 そんな こと は 云 はないで もと 云 ふ 目つ きをして 見せた が * 田 口に は 通じな か 

つた。 

『人間が 慾 を 離れて すると 云 ふこと は、 きッ と、 あとでう そに.、 ります から。』 

『そんな こと ァ ありません、 わ、 ねい』 と * おせい は 笑っての にで，。 

『でも、 うそが 水當 になる こと も ございます、 わ。』 大 川さん は 中島のお 酌 をしながら、 また 鍵な こと 

を 云った。 『今回のお 話 だッ て、 ね』 と、 こちら を 35^ て、 『あなたと わたしと で、 まァ、 うそ を 云 ひ 合つ 

てた やうな ものです、 わ。 それが 斯う 本當 になって 來 たのです から。』 

『そり ゃァ、 さう 云って 見り ゃァ、 さう かも 知れません が 11 o』 おせい は 大川も 無 察な 爲 めに そんな 

こと を平氣 で- iK ふの だら うと 思った。 そして 自分の 目 を 直ぐ また 田 口へ 轉 じて、 ここ をし ッ かり 紐む 


と 云 ふ 意味 を 利かせた。 この 時、 中島が 口 を 切って、 

ギ I けうて き  . 

『わたくし も 全く、 これ は 幸 田さん の爲 めに 義俠 的に する つもりで すが、 — 』 

『成る ほど！』 

『  』 おせい が 注意して ゐ ると、 ^口が にが 笑 ひ をしながら 少し 向 ふ を 茶化し 氣味 になって る 

と 見た ので、 『そり ゃァ、 楝 梁さん の 心 はわた しが 知って ます、 わ』 と 云 ひ 添へ た。 

『骨 は 折る、 あなたが 御 不承知と 來て は、 わたくしが 鹿を兒 ますから、 先づ以 つて あなたの 御-せ-兄 

をう かがって 置く ことに 致しました のです。 それでけ ふ、 わざわざ ここまで 御 足勞を かけました 次^ 

です が —— 。』 

『だから、 どうか、 ね、 楝 梁さん に 1 と 言 あなたから も 紐んで 下さいよ。』 

『幸 田 さへ 承知の ことなら、 僕に は 少しも 異存の あらう 答はありません。 T$ 體、 ここへ 傀 を 引き 屮： す 

のさへ 不必要であった のです から。』 

『でも、 名義 はま だ あなたに なって をり ます さう ですから。』 

『それ ぢ ゃァ、 の 言葉と して 今 一 度 僕が 申します が、 幸 田 さへ 承知なら、 僕の 方に は C 布が あり 

ません。』  r 

『  ，』 おせい が謹聽 して ゐ ろと、 田 口 は 直ぐに も 立ち あ-がり さう になった ので、 『ぢ ゃァ、 さう 
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お， yi? みして 下 だすった 上 は、 一 つ 中島さん にお さしなさい、 な。』 

『楝梁 も それ をお ほしな すって、 ね』 と、 大 川さん は大 川さん で 云った。 

兩方 のさ かづきが 三度 交換され てから、 田 口 はいと ま を 告げた 3 それ を玄關 まで 送って 出てから、 

『政 直が ゐ ますから、 ちょいと うちへ 寄って 御覽 なさい、 な』 と 云って 見た が、 向 ふの 心は菌 力な 力 

つた。 

『ろくに 湯に も 入れない 兒 なんか、 見た くもない。』 

『この頃 ァさ うで もありません、 わ 01 おせい はこ ちらの 額 を も 見て 御 覽 なさい と 云 ひたかった。 ナ=^ 

さんに も 剌§ されて、 多少 は氣を 付け る やうに なった ので ある リ 

『出ね つたより ゃァ 堅い の、 ね』 と、 一 緒に 兌 送った 大 川が 云った。 『わたし、 わざと 氣を 引いて 見た け 

れど、 動いて 來 ません、 わ。』 

『  』 おせい は、 かの 女 を矢ッ 張り そんな M があった のかと： ：r ルて、 こちらの 思った ことが いつ 

も 不思議に 當 たるの を 私 かに 誇らしかった。 同時に、 爲ッ 赤に 醉 ひが 出.」 ゐる女 を 卑しめる つもりで、 

然し それとなく、.， あなた は隨分 飲んだ のです、 ね。』  r 

『なァ に、 二三 皮お 酌して 焚った のが 嬉しかった もの だからです * わ。』 

『さう です か？.」 お せ い は 何 を 云 つ て ると 云 つ て やりた か つ た。 


また i へまって から、 

f-^n が- 今度 はまた 大 川が 巾お にべ たつく の I おくなかった。 かの 女 は 初めの 

う I と共にぎ piv はやり f  I たゐ たが、 や： て はこ ちらが ゐ るの を も 忘れて しまった かの や 

うこ、 かた 手 を 突いて Is^ の そばへ にじり 寄り、 他の 手 を だら りと 突き出して、 

『さ ァ、 それ を 飲んで， わたしに おさしな さいよ、 手ぎ わよ く、 ね』 などと 云った。 

『  P おせい は- かの 女が この 手 を 田 口に もして 見ようと 思った のなら、 田 口が 初めから 相 ひ 

手に しなかった の は f 前で あらう と 思へ た。 m 口 は、 まさか、 こんな 女に 引ッ かかる もので はない 

『ど れる のよ』 と、 かの 女 はおし まひに は 1 れて 行って、 匿 膝に つかまった りした。 . 

『  』 何たる をと こ 好きだら ラ、 まして こんな 大工に なんかと、 おせい は 思った。 中^の 方 は 

多少 こちらに 籠して か、 手 を引ッ 込めて はゐ るが、 それでも いい 氣 になって る やうす が 見えた。 こ 

ちら も少 からす 燒け て^たの を ただにが 笑 ひに まぎらして 見て ゐ るに 堪 へられ なくなって しまった 

そして 自分 だけ は そこくに して 引き あげたが、 繪を r^. せられて 自分の 押さへ てゐる ものが 剌戰 を^ 

けた 時の やうに、 その あとまで も 何だか 寂しく、  ^^:?;-ちが「，」マ刀った 

とちら を 出しにし てた I んな i わ 4^ 付けて ゐる| ぎない ので はない かと 云 ふ 不安が あった。 け 

おせい の 4 八^  0】】 
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れ ども * それから まもなく、 中島 は 七 名の 手した を つれて 來て、 工事に 取り かかった。 そしてお せい 

も 都合の Hi いところ を 一 .^c 考へ 出して はすべ て 自分の 云 ふ 通りに 直して 貰 ふこと にした。 便所の つき 

かたが 方角に そむいて ゐる 事を氣 になって ゐ たの だから、 これ も 別な ところへ 持って行って、 その あ 

とへ 押し 人れ 附きニ sir 敷きの 部屋が j つで きる ことにな つた。 

この ェ辜 中に も、 雄 作が 舉 校の 歸りを やって来 たので、 わが 子ながら、 おせい は 分の この I 大奔 

走の 結 栗 を 自慢しつつ 說 明して 見せた。 そして、 

『ぉッ 母さんの 方 は 斯うして、 思った ことが 實 現して 行く の だから、 ね 1! 實 現と は 分って ゐ るか、 

え、 實 際に その 證據が あがって 行く こと だよ。 だから、 お前の 方で も 約束した こと は資 行して れな 

いぢ ゃァ 困る よ』 と 云った。 これ は ほかで もない、 雄作が毎日貰ってるに相^^なぃ物、 殊に 蝥澤 なお 

菓子な ど を • たまに はこ ッ そり こちらへ もお すそわけして 來 いと 云 ひ 付けて ある こと を 意味した の 

だ。 鎮が田 口の 方へ 行って から、 もう、 かれこれ 二 週 問に はなる が、 持って 來 たの は、 一 つの 林檎 

を ノ而ッ もた ッた 一 度 だ。 

と ちう  _ 

『餅 菓子なん か 持って 來て も、 途中で なくなって しまう から』 との 答へ であった。 

『お前が 攀 校で たべて しまう の だら う？』 この 問 ひに 對 して は、 羅が ただ 笑って 胡麻 化して ゐ たの を 

見る と、 どうも さう らしい のであった。 今、 おせい は 自分の 喰 ひたいと 云 ふこと は 押し隠して、 『政ち 


やんだ ッて、 お前が 持って 來 るの を 待って るから、 ね^a 

『然し- こッ そり 持ち出す こと はでき にくい から。』 

『お前が 貫った もの を喻 ベた ふり をして 持って 來 ゃァ いい ぢゃァ ない の？』 

『それ もさう だけれ ど —— 』 

『今度から さう おしよ』 と 命じた。 そして 繼 母のお 兼に 何 かま ま 子 いぢめ の やうな こと はない かと 例 

の 如く 聽 いて 見た の だが。 

『別に 11 何も』 と、 雄 作 は 答へ た。 

『  』 おせい は、 築が 子供 だから.' それが あって も^が 付かない ので はない か 知らん と、 もど 

かしかった。 たと へば、 お 兼が 自分の つれ ッ兒に はお 菓子 を澤山 やって、 お， i に は 少し 吳れ ると か、 

わざと 御 はん を 喰べ させない とか、 お前の しない こと をした と 云って お 父ァん にい ッ 付ける とか だよ 

と は、 まへ まへから 云って 聽 かせて あるの だが 11 。 

工事 はばたば たと 氣 持ちよ く 運んで、 それが 四日 目に 濟 みかける と、 大 川さん は その 前から 向 ふの 

家 を贿亀 する ことにして 待ち かまへ てゐ たの だから、 早速 その 日から こちらへ 這入り込んで 來た。 そ 

して 茶の まに つづく 八疊 の、 1^ 燧を 切って ある 部 尾が かの 女のに なり、 それと 內 廊下 を 1 つ 隔てて、 

ぉぢィ さんの 代から 主人の 占領して ゐた 八疊が 應接窒 として 明けて 镫 かれる ことにな つた。 そしてお 

ぉぜ いの 失敗  四1】】ー 
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せいが 自分と Q 分の 政 直とで き 起きす る 部屋 はもとの 便所の あとに できた 二 墨の 窒と きまった。 自分 

として は、 何だか 話が 違って、 主客の M 倒して ゐる やうに 思 はれた けれども.' 殆ど 無條 件で ェ i^l- を： W 

,き»{ けた 中島の 云 ふこと だから、 自分 もしぶ しぶながら、 まァ、 默 つて 云 はれる ままに なった。 尤も 

.KH: さん はこ ちらへ 中島 を 紹介した と 云 ふ 行きが かり.. から、 營 8K りになる こと は 初めから 相談 づく 

の 上であった ので ある。 そして こちら も、 さう なれば、 第二の 堤 夫人が できて 餘 ほどら くだと は考へ 

てわた 

『1^ に 角、 け ふ は 工事 落成のお 祝 ひ をし なけり ゃァ、 ね』 と、 大 川さん は來 早々 から 云って ゐた。 

『だッ て、 そのお かね は？」 おせい は 斯う かの 女に 低い 膝で 注意した。 

『被 梁 か 出します • わ、 ね。』 大 川さん は 中島に も聽 える やうに 云って、 『どうせ、 これ も營 業の あがり 

高から 返し て 行け ばいい ぢゃァ ありません か？』 

『それ もさう です、 ね。』 おせい はこれ にも 云 はれる ままに なって ゐ ようと 考 へた。 すると、 中 鳥 も そ 

れは 承知 かして、 皆の ものに 向って、 

『さ ァ、 早く やって しまへ よ、 け ふは飮 める から』 と 云って ゐた。 

『  』 酒の 支度の 方は大 川さん が 頻りに 奔走して ゐる やうす であった から、 おせい はけ ふも自 

分の 彝 くそ を ほじく りながら、 風の 森い の を 我慢して、 大工た ちの 仕事 を兒 てゐ た。 渠らが 木 を 切つ 


て、 丁 俊うまい 具 八 = ひに (.5 て はめて 行く のが、 何でもな いやう だけれ ども、 兑てゐ る ものに は 而白か 

つた。 こちらの 物 を 切って それが うまく あちらへ 這 入る。 こんな こと をー體 誰れ が 初めてお へ 付いた 

の だら う？ 六ケ しい H< 地 や 人間の こと を考 へる に は、 別に 哲^と か易學 とか 云 ふ ものが ある。 が • 

無 摩 J,-JL 、ェ にで も g: うして 何でもなく できる やうに 初めて 考へ 付いた もの は、 たと へ 矢張り 大 H でお 

つたと しても、 その 大工 は なかなか えらい 人であった らう。 その 代 事が け ふ 切りで おしま ひになる の- 

かと  a  ふと、  可 だか 名 ごり 惜しい やうな 氣 もした。 そして、 自分の そばに ゐ るした ッば 大工の、 i 仅は 

工手 舉 校へ かよって ると 云 ふのに 向って * 突然、 『わたし. あなたがたの やつ てること にや ァ なかなか 

道理が あると 思 ひます、 わ』 と 云って 兒た。 

『  』 その 大工 は 今 奧の鎵 が はの 腐った ところへ 新ら しい 木 を 切り込んで たの だ、 r そり ゃァ、 

世の中の ことに ゃァ 1 體、 道理がない こと は ございません。』 

『だッ て』 と、 おせい は 笑 ひに 受けて、 『さう、 うまく 《€ て はまる にや ァ  o』 

『矢ッ 張リ、 物の 道理に 合って をり ますから。』 

*c う 

『さう 云 ふやう に』 と、 一 暦 冗談の やうに 兒 せて、 『おかね 儲けもう まく 行く といい が、 ね。』 

『これに ゃァ また、 當ては づれが 多う ございます。』 

『  』 さう だ、 今 鹿の こと だッ て、 中島 をう まく だまし 込んだ つもりで あつたが、 何だか その 

おせい の 失敗  四 1*- 
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當て はづれ になって 來 さう であるの が 心配に なって ゐた。 ま-ぐ、 おせい は 自分の 窒と きめられた ニ壘. 

  えき 

へ引ッ 込んで、 易 を 立てて 見る と、 け ふの 落成 祝 ひが 左 ほど nr 出たい ことで はない のであった 。『風 火 

家人』 と 出た ので 見る と、 家內 治らす、 爭論 口舌 ありで I 殊に、 色情の なやみと は、 然し * 大 川と 

中島との ことにな つてる のか、 それとも. 自分と 田 口との こと を 云 ふの か、 そこが はッ きりし なかつ 

たが —— 。 

明るい うちから 酒が 初 ま つて、 おせい も そのせ きなる 大 川さん の 部屋 へ 呼ばれた 

# げん 

『奥さん』 と、 それでも中島はこちらを押し立てて？s^れて、 S ^嫌がよ かった。 『この、 け ふの 御 虫 人と 

して、 まァ、 1 杯 さします。』 

『さう です か？』 おせい も 微笑 を 見せて、 『ぢ ゃァ、 お 祝 ひに I 杯いた だきましょう か、 ね。』 

『わたしが お 酌し ます、 わ』 と. 大 川さん もこ ちらの 機嫌 を 取る やうであった。 

『  』 おせい はさ かづ きを はして 中島へ 返した。 すると、 棄 は それ を 受けてから、 

か 一び やくいら い 

『然し、 大工が H 事 もしたり、 祝 ひの かね も 出したり する のァ、 開闢 以來 のこと でしよう •』 

『ほ、 ほ！ そり ゃァ、 ね』 と • おせい は 當らす さわらす にして ゐる 方が いいと 思へ た。 

* けうて き 

『然し、 これ も IK さんや 田 口さん の爲 めに わたくしが 義俠 的に やった のです か ら仕か たが ありませ 

ん。』 


f 楝 梁さん の 心 は』 と、 笑って 見せながら 7 わた しもよく 分って ゐ ますから。 j 

でんき 

歳の 慕れ に 近い 日の ことであった から、 直きに！^ 氣が ついた。 そして やがて 告 が 揃って 祝 ひの 手.：^ 

打った。； r そのし やん ノ\、 おしやし やん の、 しゃん』 が濟 むと、 ^3 と I 緒に 中島 も^る のかと 思 ふと、 

蕖. たけが ゐ殘 つて、 また 二人の 女に 酌 を させた。 そして、 その あ ひだに は、 また 例の 義俠的 を 云 ひ 出 

して、 

『この こと は 田 口さん に は 十分 傳 へて 置いて いただきたい ものです』 などと。 

『無論 * 傳 へます とも。』 おせい は 少しうる さくな つたが、 さう は兒 せない やうに 努めて ゐた。 

li 無論』 と、 こちらの 首 葉を眞 似た のが まだ くどくどと、 L, 傳へ ていた だかなければ 11 。』 

『  』 おせい も 少し 醉 ひが 出て 苦しかった。 が、 その 苦し さの あ ひだに も、 中島が 何 か 云 ひた 

いこと がめ るの を 云へ ない ので 同じと と を 繰り返して ゐ るの だら うと 思 はれた。 そして それが、 —— 

若し 義俠 的に はした が、 その かね は 直ぐ 返せと でも 云 ひ 出す つもりで なくば、 11 ひよ ッ とすると、 

いやらしい ことで はない かと 思ひ當 つたので、 この 場 を 自分よりも 醉 つてる 大 川さん に まかせて、 早 

くニ疊 へ引ッ 込んで しまった。 

みづ. S 

あとの 二人 は、 云 はばま ァ e  . ^入らす で、 ふさけ 合って る やうで ある。 そして、 時. <C は、 

『お前、 ひとり、 か、 

おせい の 失敗 
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つれ 衆 • は、 ないか、 

つれし や、 あとから 

籠で、 來る』 

みだ  5 & 

などと 歌って ゐる。 また、 聽 いてる の もい やな. ほどの 亂らな はやり © を も 

衣が ふける と共に、 その 騷ぎ はばったり とやまつ たが、 中島が 大 川のと ころへ とまった やうす だ。 

いんば. S 

ェ m 落成の 當 日から、 斯う、 自分のう ちが 淫寶 やどに でもな つた かと 思 ふと、 け ふの 易が この 點に於 

いて 當 たって ゐた。 おせい は 廊下と 物入れと を 隔てた こちらに、 政 直と 共に 寢てゐ て • 人 ごとながら 

向 ふの やうす が氣 になって 眠られなかった。 そして、 大 川の 歌った 唄、 

i- み ど ほ 

『  』 を そのき たない 意味 通. =N に 心で 迎 つて 見た リ した。 何しろ、 たッ たニ疊 のまへ、 一 つの 

i-i んじ やう 

箪笥 やら 二つの 行李 やら 政 直の 机 やら、 身上の あり ッ たけを 持ち込ん だう へに、 また 自分と 子供との 

き<\く つ 

炬燧を 入れた 寢 どこ を 取った の だから 如何にも 窮屈で、 これ も氣 になる ことの 一 つであった。 

家の 所有 權と營 業 權とを こちらが 持って ゐ さへ すれば いいの だから、 工事費の 辨償 など は 成るべく 

く  くそく 

n 約束の ままに して 置きたかった の だ。 が、 矢ッ 張リ、 證文 にせよ と 云 はれた ので、 向 ふの 云 ふ， こと 


を 容れて gl 百圓 ときめ、 それ を 毎月 營 業の 利益から 二 拾 SS レて 行く. ^に書 いち これ さへ も 

向 ふの 本人 は讀 めない の だが、 おせい は 自分の 害いた 證 文通り をむな^ 用して 見る と、 期^ はつ まり 

二十 ヶ月で、 ニケ 年と かからない のであった。 

その 方 はいいと しても， おせい は、 一 緒に なった そもそもから、 自分の 相 ひ 手なる 大 川と は 成る ベ 

く 早く 手を切る やうに しなけ り や ァと云 ふこと を考 へなければ ならなかった。 

そして、 自分の 營業を 自分で ぅッ ちゃって 置く の も 馬鹿々々 しいと 思って、 寒さ を 辛抱し な 力ら 

兩手を 袖の 中へ 引ッ 込めた まま、 臺 どころ の 方へ 出て 行く と大川 は、 二階のお 客さん などに はな かな 

か 愛想 を 云って るが、 こちらに 向って はっけつ けと、 

『I たは、 まス 奥さん だから I 思 は 張って たらい いんです よ —さう 出し や 張って 來 ないでも』 と 云 

つた。 

『さう です か、 ね？』 おせい は 少し 勝手が 違 ふので、 にが 笑 ひ をしながら、 わざと 不滿 足の 意味 を瞹 

眛な 返事に きかせた。 そして わざと g らく その 場に 突ッ 立って ゐて、 それとなく、 向 ふが どう 云 ふこ 

と を やって るかと 見て ゐ ると、 そのたす きがけ. t 、て はきはき 働ら くやう す は、 とても あの まどろ 

ッ こしい 堤のお 竹さん などの 及ぶ ところではな ささう であった。 その代り、 こちらが 斯うして いつま 

でものけ 者に なって ゐ るので は 自分の 家 ぢぅを かの 友に 自. ffi にされ てるの も 同様で あらう。 そんな 

おせい の 失敗  四】 -ォ 
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約束ではなかった の だが 11 。 

然し、 闩 常のお 小 ひまで を かの 女 は 中島に 出させて ゐ るので、 ゃッ とのこ rv^ で. この 營 業が できて 

行く の を 考へ ると、 まァ、 そッ として mil けと 云ふ氣 にもなる の だ。 營業 さへ うまく 行って、 その 利 ハ„^ 

でェ m 費の 埋め 合 はせ がつ いてし まへば、 その 時 自分 は 自分の 權利を 十分に 主張し 出しても いいの だ 

と 思 はれた。  . 

、『もう、 やがて、 正月のお 餅 をつ かせな けり ゃァ』 と、 大 川さん が 云 ひ 出した 頃に も拘ら す、 中島 は 

まいばん 

殆ど 毎晩の やうに 飮 みに 來て、 毎晚の やうに とまって 行く の だ。 4  J 

『  』 おせい は その 酒の 初め 頃に はいつ， も， 複 のおつ き 合 ひに 呼び出され るので、 度々 のこと を 

しぶしぶながら 出て 行く の だが、 出て 見る と、 渠の 機嫌 を も 取って 置かねば なら かな. つた。 こちらが 

ら ぼう  . 

若し かま かり Si 違った ことで も 云 ふと、 渠は どんな 亂暴を 仕出かす かも 知れない やうな. 醉ひ ざまに な 

つてる からで ある。 それでも、 時々 は 政 直の 爲 めに お菓子 や 學 校の 用品お ど を 持って 來て 呉れる。 そ 

して 酒の 場へ 政 直 を も 呼んで、 

『いい 兒 だから、 わたくし もこの 兒は 可愛がって 育てて 上げます』 などと も 云った。  r 

『  』 おせい は、 それ ぢゃ ァ、 まるで こちらの 亭主 氣取リ ではない かと、 滑稽な 感じ もした。 

が、 さう は 見せないで、 『どうかよ ろしく とお 云 ひなさい よ』 と、 子供に 命じた やうに して 笑った。 そ 


して a: 分 はこの 時 だと 思って、 何げ ない 顔つき をして、 『 一 體、 楝 梁さん、 あなたの 工事に はお かねが 

本當 のと ころい くら ほどか かったんでしょう？』 

『そb^ゃァ、 證 文通り 四百 圆か かりました。』 渠は 斯うし か 云 はない のであった。 

あいまい. 

『  』 こちらに も 初め を 暖昧に 出た 弱みが あるので、 おせい は 1$ びそれ 以上に 問 ひ 、返 し はしな 

おも おが 

かった けれども • 自分の G:^ つもりで は、 中島が 初めに 二三 百圆と 踏んだ Q に 多少の 思 ひ 遠 ひがあった 

としても、 おそらく、 まァ、 三百 圆を 出る ことはなかった だら う。 して 兄る と、 あとの 百 画と 云 ふ も 

の はこつ ちの 弱みに つけ 込んで 賛澤 にこ ちらへ 押し付けた のであった。 

それに、 工事と 云っても * おもに 手の かかった の は 根つ ぎであった から、 もともと 通り 根太 を 張リ 

蠱を 敷いて しまへば、 それ はお もてに は 少しも 分らない 骨折^だ。 おもて 向きに 變 つたの は、 おもに 

べんじょ 

便所の 位置と 流し もとの 新ら しい 板と である。 それにしても、 不£、5議な^,-とには、 たッた それだけの 

ことで 今迄 さう 來 なかった お客さんが、 斯う 歳が 押し 詰って からで も、 あとから やって 來た。 そして 

大抵の 部屋 はつ ま-つてし まひ、 お 客の 一 人と して は； S らしい 支那 人の 目 かけな ども 来た。 『わたしの 腕 

は 見.. 4^ たもので しょう』 と、 大 川さん は 自分 だけの 乎 がらの やうに 中島へ もこ ちらへ も S: 〔"張って 見 

せた。 そしてお 客から 取る 前金 をす ベて かの 女 自身が かってし まって、 面さへ もこ ちらへ 見せな 

いのであった。 
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『：  』 おせ いは これ ぢゃァ 不安 だと 見て， 大 川に 向って 1 度、 『せめて 帳面 だけで も わたしに よ 

くお 見せな さいよ』 と 云った。 すると、 どうした ことか、 大川 はぶい とお こって しまって、 

『わたし は 何もす るい こと はして ゐ ません よ。 棟梁の 云 ふ 通りに して ゐ るんで す！』 

『その 棟梁 だ ッて、 さう か にや ァ できない 害です！』 つい、 おせい もつ もツ てる 不安 を 漏らした。 

こんな 具合 ひで 行けば、 たと へ 中島へ は 二十 圓づ っ拂 へても、 その あとの 儲け を大 川に 勝手に されて 

しまう かも 分らない。 今一つ 疑って 行けば、 その 二十 圆を だッ て、 大 川が 自由にして、 中島へ はわ ざ 

と §A を延ズ して 行って、 できるだけ この 營業を かの 女 自身の 手に 錢 して 匿く 算段 をさせる かも 知れ 

ない、 そんな こと をされ ちゃ ァ、 こちら は 溜った もので はない の だ。 中島 その 人に 取っても、 決して 

都合の いいこと ではない。  た つ 

それ を、 然し、 大川は その 晚、 どう 云 ふ 風に 云 ひも じって か、 中島の 醉 ひに 乘 じて 渠を 焚き付けた 

と 見え、 橥は 突然、 

『幸 田、 どこに うせる？  してやる』 と 叫んだ。 

『  』 おせい はこの 時、 まだ 宵であった から、 二階へ 行って 新 客の 慶應 大學生 を捉ら へて、 自 

分の この 家の な &r を訴 へ、 これ も實は 自分 を棄 てて 他の 女 を 持って る 田 口の 薄情が もとにな つて ゐる 

の だと 云 ふこと を聽 かせて ゐ たのであった。 自分 はこれ までに も 例と して 新 客に は 先づ田 口の 薄情 を 


語り、 それから 自分 や 子供が その 爲 めに こんな 苦勞 をして ゐる こと をう ち 明け、 そして これに 同情し 

て れる人 をい いお 客と し、 これに あまり 1^ り 合って cjK れな いの を 信用すべき 人で はない とした。 今 

.§5^ はび ッ くりして はしご 段 を 飛び下り るが 早い か、 まぐその 前の 玄關 から はだしで 逸げ 出さう とし 

た。 が、 奧のニ 疊にゐ る 箸の 政 直の こと を 思 ひ 出して ニ疊の 方へ 行かう とすると、 IS どころ から 中島 

が出齒 丁 を 取り出して 來 たの を 大 川のと めて ゐる のが 廊下から ちらと 見えた。 ^いで 奥の 方へ 行く 

M>iis^ で、 これ も 何 ごとが 起った かと 心配して だら う、 政 直の 出て 來た のにぶ つかった。 それ を も 『年 

く、 早く』 と、 小さい 磬で 急がせて、 一 緖に 自分ら の 部屋へ 這 入った。 そしてで きて る炬 隨 にか じり 

付いて、 小さくな つて ゐた。 

『およしなさい ッ てば、 あぶない から』 など ど、 大 川が 中島 をと めて る やうす だ。 

『かまう もんか、 畜生！ 殺して しまへ！』： 

『  』 おせい は、 まさか、 問 をと こ騷ぎ ぢゃァ あるまい し， 自分が あんな 無學な ものに 殺され 

る わけがない と 思った が， あの！^ が 近づいて 来られて は 溜らない のであった。 

が、 無理に も 納まった かして、 

『あいつ、 失敬な やつお』 と 云 ふ 中島の 聲 がした。 また 大 川の 部屋で 酒が つづき 初めた やうす だ。 

『あなたが 事 を はッき させない からい けな いんです よ』 と、 大 川が 云って る。 これ はこ ちらに も， 1 
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えよ がしの やうに だ。 『おかね を した 以上 は それだけの 權利を 以 つて 這 入って.^ -てゐ るんで すし、 

の あなたに また わたし は 頼まれて、 營業 のか かり-になつ たのです もの、 それ をはッ きりと 幸 田さん へ 

も 云って 置いて 下さらな いぢ ゃァ、 ね。』 

『そんな こと ァ 云って やる まで もない、 さ。 もう、 分つ てること だ。』 

『  』 して 見る と、 た ッた三 四百 圓の ことで 向 ふ は、 もう、 この 家 を 占領した 氣でゐ るら し 

(。導^に して ゐる ぢゃァ ないか？ あの 二人 はもと からく ッ 付き合って、 こちらに 對 L て は t め 力 

ら ii づ くで そんな 考 へであった のか 知らん と 思 ふと、 こちらに も 確かな 男が ゐて貰 ひたかった 氣が 

して、 自分の 獨り身 を つくづく 心 ぼ そくな つた。 こんな 場合に 雄 作が ゐて れ ると まだし も だが、 政 

直で はま だほん の 子供で 11 こちらと 一緒に ちぢみ 上って、 炬燒 にか じり 付いて るの だもの！ 

たと へ 不平 はあって も、 あんな こと はま だ 云 はない 方が よかった と 後悔しながら、 子供 と共にお せ 

いも こッ そり 便所へ 行って、 こっそり 寢に 就いて しまった。 

11 その 翌日で あるが、 この 家が 抵當に 這 入って る 二葉 株式 會 社から 來た 手紙 は、 來月 十日が 額^だ 

ナラ f ク  I 

から、 今度 こそ はどうしても 競 賣に附 すると 云 ふ 通知であった 

『こないだの、 また 今度と は』 と. おせい は 思 ひ 返して 見た。 が、 堤に 立て 換 へさせた ままに なって 

しまつ ヒのは 111 さう だ 11 家 その物の ことで はない、 地代のと どこ ほりの 一 部 をであった。 今度の 


ままた 家の I 流れになる 蒙& んが來 たの だ。 田 口から この 家 臭け 取って 以來、 ひどく 高い 髙 I し 

をして ゐる となりの Itool へ、 それから また i 會社 へと、 f  |¥換 へが 三度 も あつ 

た。 そして i へ は 利子 だけで も、 もう、 どれ だけ 拂っ たか 分らない。 あすこ もまた 而 白くな くな つ 

たので、 i ぞが できる きろが あらば、 さう したいの だが、 もう、 ？も なく、 禁相ひ 乎 もな 

くな つてる の だ。 止む 墓なければ、 また 利子お けを拂 つて、 一 とき 延ばしに して ばいい の だら 

うが I その 利子 を I 中島 SH 面 させたくない。 そんきと I せれば、 こ Q 上に もまた この 家 

を自由にする^！ぅ歡を加へさせるゃぅなものだ。 そして また、 

『lt て やる』 など 云 はれて は、 ただこ ちらに 對 する 醉ひ まぎれの 威し 文句であった としても、 あの 

まずの 分ら ゃ驗 のこと だから、 いつ どんな 拍子で 傷 を 受けさせられ るか 知れた ものでなかった。 

『無 龕の 通知です か？』 大 川が はたから 尋ねた。 

『ま ァ、 そんな ものよ』 AT おせい はと ぼけて 见 せた。 同じ 會 社の S に 這 入つ てること は、 その か 

け 金を營 I あがりから 出させな、 にばなら ぬので、 旣に大 川に も暫 してあった。 だから、 若し ま 

際にぎ i のこと なら、 向 ふから いや 應 なしに 財布 を 開ら かなければ ならない の だが * こちら 力 そす り 

切り 云 ひ. H さない の をし ほに して か、 向 ふ は 二度と そのこと を I なかった。 今と なって はこち らも 

その 方の かけ 金 は 別に ェ而 して 出さう と 思って るの だ。 それでなければ、 折角 かけて 常っても 大川ゃ 
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•  かぶく 

中岛の 自由にして ゐる 家の ものに なって しまって、 こちらが その 家 を 恢復しょう とする 足しに は 少し 

もなら ないで あらう。 

この 通知に もお せいは あたまが 痛んで 溜まら なくなつ たので、 自分の 窒 に引ッ 籠って、 何 かいい 智 

慧は 持ち 合 はせ ないかと 者へ て 見た。 文 子の 死んだ 時に できた 五十 圓 たらす の 貯金 は、 あの 子の 記念. 

でも あるので、 どう あっても 使 はない と 決心して ゐ るの だから —— 。 そして 田 口から 每月貰 ふ 分 を さ 

き 取りして しまって は、 政 直の 擧 費や 小 使 ひが それだけ 出なくなる ので ある。 さう かと 云って ほかに 

相談して 兑る人 もなかった。 

丁度、 そこ へ 

『も 、>• 擧 校が 休みに なった から』 と 云って 雄 作が 遊びに 來た。 

『馬鹿 だ、 ねい、 また 何も 持って 來 ないで』 と 手ぶ らで來 たこと を 叱って 見た。 が、 政 直が 直ぐ ゆ ふ 

ベの こと を もち 出して、  ， 

『僕 • こわかった よ —— 楝粱 がお ッ 母さん を 殺す と 怒鳴った りして』 と 云った のでお せい もつ いその 

方に 引き入れられて しまった。 

nm も出齒 庖丁 を ふりま はして、 ね。』 

けいさつ 

『直ぐ 警察 へ訴 へて やれば いいのに』 と 雄 作 は その 顔 ま で 赤く して こつ そりと 怒 つ た。 


『そり ゃァ- いよくと なり ゃァ、 また 警察へ でも- 裁判所へ でも 訴 へて やる が、 ね、 さう すり ゃァ 

無論、 こッ ちが 勝つ にき まって る、 さ。 このお ッ 母さんに ゃァ、 いつも、 正直の 祌 さまが ついて ゐる 

から、 ね。 然し 今のところ はさう も 行かない の だよ。 向 ふだ ッて 大分お かね を かけた だら う、 それ を 

こッ ちが 返せる やうに ならな けり ゃァ、 ね。 それに』 と， また" け ふの 通知 を 思 ひ 出して、 『まれ 別な 

おかねが いるんだ よ。 ニ紫會 社の 方から この 家の 抵當 流れ を 知らせて 來 たので • ね。』 

『ぢ ゃァ、 ついでに、 それ も 出して 置いて 焚へば いい ぢゃァ ない の？』 

『さう は 行かない の だよ。 たださへ いい 氣 になって る大川 ゃ楝 梁が な i らいい 氣 になろ. I ァ ない 

か？』 

『おか ァ さん はどうす るつ もり？』 

『それ を 心配して ゐ るんだ が、 ね。』 斯う 云って、 ふと 惑 I にだが 訴 へて 見た • ぢッと i 顔に 受り 

ながらに が ひ をして、 『まさか、 どろ 棒 もで きまい し、 ね、 雄 ちゃんに 何 かいい 智慧 はない 力 お？ 

ち 、い 

あるなら、 貸して S 戴よ。』 

『  』 維 作 はちよ ッと 小く び を かしゅて 暫 らく 考 へて ゐ たが、 困った と 云 ふやう す をして、 『お 

〈乂 さんに 相談 じて 見たら、 どう？』 

『さう、 ね。』 おせ いは 自分に そんな 分り切った 返事 を 得る つもりで もなかった。 ぢ かに 田 口に 云へ^ 
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また かとた だが み- (\ 叱られる のが 落ち だら うから。 然し、 子供に 云 はせ るの はかまう まいと、 その 

氣 になって、 『どうや 駄目と は 思 ふが- ね、 おや ァ、 お前の 心 もちと してお 前から 云って 御覽、 な。 さ 

うす ゃァ、 ぉッ 母さんが あしたの ゆ ふが た 行って、 ぉハ っァ さんが 何と 返事した かこ ッ そりお 前に i 

くこと にす るから。』 

萬が 一 の心當 てを頓 みに して、 翌日の 約束 時間に おせい は 田 口のと ころへ いった。 誰れ が先づ 出て 

來る 力と、 ぉづ/ \ がらす 戶を 明ける と • 玄關 のまに 机 を 置かれて ゐる雄 作が、 それでも、 待ち かま 

へて ゐ たかの やうに 立って 來た。 <  . 

『どう？』 か S 女 はす ッと ひそめた 聲で、 こくび を 手つ だはせ ながら 聽 いて 見た。 

『駄目』 と、 IS おは その 心配 さうな 顔つきに 於いて 初めから 見せて ゐ たこと を 半ば は その 口のう ちで 云 

つた。  ^ 

 』 どうせ この 賴 みが はづれ てし ま つたの なら、 さう 小 さくな つて ゐる にも 及ばない と £5 

ひ、 おせい は そのままつ かくと、 田 口の 例の 太い 底ぢ からの ある 聲 がして ゐる 茶の まへ、 もう 勝手 

は 分って ゐ るので • 寒さに 少しから だ を ちぢこま せながら だが、 ふすま を 明けて 這 入った。 お 兼が， 


|<1 の そばから ぎよ ッ として こ ちら を 尻！ 11 にかけ たが、 それ を 知らな い ふりで、 『今晚 はに 

『なんだ、 畜生！』 田 口 もちやぶ 臺に 向って 食事ので きる の を 待って る やうす であった が、 いきなり 

こちら を兑 てぎ 鳴った。 『ここ は 貴 さまのう ちぢ ゃァ ない ぞ。』 

『だから』 と、 ちょ ッと まご 付いて、 こちら も 出ね はす 言葉の 調子が 高くな つたが その 高さ をつ づけて 

答へ た、 『挺 移 をして ゐる ぢゃァ ありま せんか？』 

If 案內 もな しに！』 

『おや ァ うご ざい ましたが、 ね II 』 こちら は 雄 作の 母で はない か、 さ うっけつけ 云 はないで もよ 

ささうな もの だが と、 心で はむ ッ とした。 

『來 るの は 仕方が ありま せんが、 ね、 もう 少し 人並みにして 貰 はなけ り ゃァ、 うちで も 困ります よ』 

と、 お 兼 も はたから こちら を 馬鹿にし たやうな 言葉であった。 

『  』 お，^ 1 いは それに はわ ざと 飯事をしなかった。 ここで も、 もう、 お餅 を 註文して あろと 兒 

え、 その 話 をして ゐ たの を玄關 で，  1 いたが、 それが つけて 來 たら 雄 作 は一. あれ だけ 云って 11 かして 

ある こと. だから -—— 少し はこ ッ そりと こちらへ も 届ける かしらん とば かり 考 へら かた。 

『それに』 と、 田 口 は 少し 聲 を ゆるめて、 『あの 家が 競 寶に附 され かけて ると 云 ふぢ ゃァ ないか？』 

『さう です、 わ。』 直接に， も j 度 頼んで 見よう か 知らん と 云ふ氣 をお びき 出された ので、 おそる くだ 
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が 『何とかして 下さい、 な。』 

『馬ァ 鹿！』 田 口 は矢ッ 張り 取り合はなかった。 『お前に ゃァ、 どうせ、 あの 家 は 持って行 けない の だ。 

、フッ ちゃって しま へ ！』 

『そんな ことが 出來 ます か？』 もう 直ぐ 反抗し なければ なら なくなった。 そしてた とへ 鎮の不 に 云 

つてる 通リ、 田 口 家の 爲め ではない にしても、 田 口 家を繼 ぐべき 子供の 爲 めに はなる こと を 再び 念の 

爲 めに 云って やりたかった。 が、 

『また 敎訓 か』 と 云 ひ 返される のが 面倒く ささに さし 控 へた。 そして、 うそに も 機嫌 を 取って 置く 方 

がまし であった ので、 少し 聲を 和らげて 見せて い 

< らう 

『わたし は それで 苦勞 して ゐ るんで すから、 ね。』 

『財 あれば 財 を； 愛 ひ、 宅 あれば 宅 を 憂 ふだ。』 

『それ こそ またお 說敎 ぢゃァ ありま せんか？』 

『な ァに』 と、 田 口 は 横 を 向いて、 憎い ほどこ ちら を 馬鹿にした 口調で、 『丁度、 お前 を 冷 かすに キプ 

.& んく  fi-  丄 * 

適 《岛 したお 經の 文句、 さ。』 俄かに こと 更ら じみた 怒り ご ゑに なって、 『そんな もの ァ 早くう ッ ちゃって 

I 本 立ちに なって しまへ、 易者に だッ て、 乞食に だッ て！』 

けん »>5 

『ふん』 と、 おせい は 鼻. であ レら つてし まった。 なる 時が；， がれば 何に でもなる • さ、 然し、 斯う 硏究 


の ひま さへ ない ので は、 易だッ て、 進み やうがない ではない か？ それにしても、 こちらが のゃゥ 

ふ まん. 5 

すを考 へて 見る に、 餘 ほどお 兼の 手 まへ を氣 がね して、 渠が 不本意の 一 ことまで も 云 つてる らし かつ 

た。 そこに まだ こちらの あとく までの 頼みが つなげる やうに 思へ た。 いよく 困 まれば、 何とか 泣 

き 付い て 見る ことができる だら う  と。 

そして 食事 を 一 緒に よばれてから 歸 つて 來て見 ると、 大 川と 中島と が 酒の 出て ゐる 部屋で 1凡 嗨 をし 

てね た。 互 ひに 外聞の 惡ぃ ほど 大きな 驚 を 出して。 

『何と おっしゃっても、 ね、 わたし は 承知で きません！』 

『ぢ ゃァ、 おれの カづ くで 取って やる！』 

中島 はこ ちらの 歸 つたの を氣 付いた ので わざと 大きくな つたの か、 どう だか 分らない が、 立ち あが 

つて その II おが 兩手 を大 川のから だに 持って行か うとして ゐる ところへ、 おせい は 中 廊下の ふすま を 

ねた 

明けて 丁度 割り込んで 行った。 いつも 秘密 窒の やうに 締め切つ てるの も 妬ましかった の だ 力。 — そ 

して、 

『どうしたと 云 ふんです， ね、 まァ 棟梁さん』 と. 先づ 中島 を 制した。 自分の つもりで は、 他の 一方 

の、 これ も 立ち あがって、 逃げ出し かけた の を 無事に^ がして やらう としたの であった。 これ も^い 

女 だけれ ども、 おとと ひ、 こちらが わい 目に 會 ひかけ たの をと めて „i{ れ たのに 對 して 恩返し をす る 
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爲め にだ。 『そんな 亂暴 をし ないでも！』 

『亂 暴で も 何でもありません が l に 中島 は 鬼に 角 また 腰 を あぐらに おろした。. 

『一 矂、 どラ したと 云 ふの？』 おせい も その そばに 坐 わって、 今度 は大 川の 方 を 見上げた。 

せ つ. 

『  』 大 川さん もお づ くして だが 坐りに 來て 、『棟梁が 無理です、 わ。 この 節 期に 拂ひ 出す も 

の を みんな 渡せと 云 ふので す もの。』 

『あなた も 帳面 を わたしら に 見せな いのは 行けません が — 』 こんな 時 だと 1 っ突ッ 込んで 置いて か 

ら 、『棟梁さん だッ て』 と、 笑 ひに きぎら しながら * 『うちで 拂 ふぶん を この 押し 詰った 場合に 持って お 

行きに なつち ゃァ、 困ります、 ね。』 

『ぉ說 の 通り、 わたくし も 押し 詰って をり ますので -1 』 

『  』 向 ふへ 屍して 行く のは來 月からの 約束に なって るの だが と ひながら、 おせい がよく 聽 

いて 見る と、 中島 はこ ちらの 家に かね を かけた 上に、 少し 調子に 乘 つて、 無理 をして まで また 別な 家 

こぶん 

を 二百 五十 圆で 買った ので ある。 その 結 與-が 二進も三進も行かなく なって、 子分 どもに 暮れの 小 使 ひ 

を やる こと もで きす、 月の 餅 もっけな いと 云 ふの だ。  < 

『實は その 爲め にけ ふ は 1 つ、 奥さんに もお 願 ひして わたくしが この 家の 爲 めに 義俠 的に 盡 しました 

きふ ほ 

に 免じて、 若し ここの g 業から 融： 迎が できません とすれば、 田 口さん にで もちよ ッと 一 ときこの 急場 


を 救って いただきたい ものです が II 。』 

『田 口 はとても 一 . 』 斯う、 おせい は先づ 1K ひ 切って から、 『資 は、 わたしの 身で もまた おかねの 入用 

がで きました ので 11 』 この 件 を どうせ 云 はねば ならぬ とすれば、 今が 却って 丁度よ からう と 思って、 

、ブち 明けた ので ある。 

こま 

『そり ゃァ、 また 困りました。 なァ』 と、 中 鳥 は 案の定お こる どころ ではなく なって しまつ JSJ 。『そ， レ 

な ことが ございまし たのなら、 前以 つて I と 言 云って 貰 ふ 普でした。 さう したら、 わざく かね はつ 

ぎ 込む、 そのつ ぎ 込んだ 家 は抵當 流れに なると 云 ふやうな へまな ことはなかった のです。 こ. ゃァ、 

困りました、 な ァ！』 

『棟梁の 腕 まへ で 何とかで きません か、 ね』 と、 大 川さん も iK ひ^へ て吳れ た。 

『今 取られて しま ゃァ、 あぶ 峰 取らす ぢゃァ ありません か？』 

『そリ ゃァ、 さう です、 わ。 だから、 わたし も 成るべく 棟梁さん の 手 を ゎづら はせ ないで と： _ 心ん § して 

見ました が、 ね、 褒 後の 心當 てであった 田 口の 方 も 駄目です から 11 。』 

『然し、 田 口さん はこの 家 を 所有して をら れ ますで は ございま せんか？』 

め. S ざ 

『そ.^ か 名義 だけ だッ て、 ね、 向 ふぢ ゃァ どうな つても かま はない と 云って ますから 11 。』 

" …-.  』 中島 は醉 もさめ てし まった やうに まじめに なって ゐた。 そして 暫 らく 考へ 込んで ゐた 

おせい の t  四量 
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『實に 困 まりました。 然し、 仕 かたが t ません。 どうせ、 うちの 方 も 心配し なけり ゃァ ならぬ つい 

でです から、 何とかして 見ましょう。』 斯う 云って、 この 夜 は そこそこに 歸る ことにな つた 

それ を 關で 二人が 見送って しまう と、 犬 川さん が 

『うまく やれました、 ね』 と 云った。 

『  』 おせい も 首 をす くめて にこりと して 見せた が、 もう、 I のこの 相 ひ 手 は 二度と 氣をゅ 

るすべき 女で ない と 云 ふこと を 自分の 心に， „ ^意して やった。 

十モ も、 もう、 あと 二日と 云 ふ 日に なって、 政直 も 一 緖 になって 皆が つけて 來た 餅を 切って ゐる 

と、 中 島を尋ね て來た 人が あった。 大 川さん がお てお & して ゐ るの を 5 いも それとなく 聽 いてる 

と、 中島 S 親戚の 人で、 今回、 この 家の 爲め にかね I す ことにな つたので、 見に 來 たの だが >  中島 

も 1^ てゐる ことにな つてる がと 云 ふの だ。 

かね を 出す と聽 いて、 こちら も 1 かに 一 と 安心し ないで はねられなかった。  一 

『ぢ ゃァ、 わたしが 呼んで 來 ましょう か？』 かの 女は 飛び出して 行って、 大 川から 云 はれない 先 きに 

自分から 斯う 口を出した" 

『で ま、 おそれ 入ります が 1』 さう 上品な 男で もない が， 叮# らしかった。 


『ぢ ゃァ、 あなた * 早く 頼みます よ 』 と、 大川も 云った。 

『  』 おせい は 自分の 受けた 氣 ぶんで K 覺的 にこれ はき ッと まとまる 相談 だと： た。 さう すれ 

ば、 都合が いいば かりで なく、 中岛 さんの 方 もまたい いだら うと。 

渠 のうちへ は大 川の 戀づ かひ も 同様の こと を旣に 一 一度 もっとめ たが、 今回 は 決して 自分に も 不愉快 

の 使 ひではなかった。 が、 行きつ いて 見る と、 中 & のかみ さんがいつ になく その 亭主と 同様な や r ッ 

ぶ き ！ b ん 

ぼい 額 を 不機嫌に して、 

『またお かねの 無心 だら、 2Y- あなたの 爲 めに うちで も 困って ます！』 

『  』 こちら はちよ ッと面 くらって ゐた。 

『何 をぬ かすんで い』 と 中島が その か はりに 飛び出して 來た。 これ は當り 前の 首 葉ぶ リで、 『何 か 市 で 

す 力？』 

し.：？ i-*- 

『あなたの 親戚 だと 云 ふ 人が 來て 待って ゐられ ますから。』 

『ぢ ゃァ、 直ぐ 御 I 緒に まゐ ります o』 

纏の みちく の 話に よると、 どう 云 ふついで か は 知らないが、 築が 京 橋の 八丁 a あたり を 歩いて ゐ 

ると • 突然 呼び とめられた。 

『どうした —— そんな 不景氣 な 顔 をして？』 

おせい の 失敗  四 一一-五 
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『ぢ ゃァ』 と、 おせい はが 口 ひ i を 打って、 『あなた も隨分 心配 をして いら ツし やった のです、 ね 1 

『さう です- 丁度 これが できないなら、 ぃッ そくびで もく くって 死んで やらう かと 考へ ておりました。 

そこへ、 丁：^ うまい 具合に ぶっかつ たので』 と、 中島 も 安心した と 云 はぬ ばかりに 笑 ひながら、 『さう 

困って るなら、 おれが 出して やらう とのこと で —— 豆腐屋で すが、 とほ 綠に當 ります。』 

『斯う 云 ふの が 神 だすけ でしよう、 ね』 と * おせい はこの 信仰に は うらはらがなかった。 そして 棟梁 

のうちで もさう 困って たのなら" さし 當~リ、 大 川さん と 相談して、 こちらに できた 切り 餅ケ- 少し 屈け 

じひ 5 ぎ 

て やる のが：^ 誼 だら うと 考 へた。 

けれども、 歸 つて 兒 ると、 大 川さん は 互 腐 星を容 ii の 方へ 入れて、 自分勝手 にもう 滔 を- W して ゐた。 

そし て 楝粱も こ ちら へ 相談な し の を當 お前 の やうに て、 

『fc.- ァ、 氣が 利いて るな、 斯う 云 ふところ は 確かに 大 川に 限ぎ る h と 賞め た。 

『  』 それで は、 こちら を氣が 利いて ゐな いと 云って る も 同然で はない か？ 折角、 迎 へに 行 

つて やった のに 11 人 を 馬鹿にと 思った ので、 おせい はつん として cn 分の 部屋へ 這 入って しまった。 

こ をい C しほに して か、 向 ふから も 呼びに 來 なかった。 そして 何 を また どう 云 ふ 風に 相談した の 


か、 豆腐屋が 歸 つてから も、 向 ふの ものら が 話 を 秘密に して ゐる やう だから， こちら も 意地に なつ 

て、 少しも II き釓 さう と はしなかった。 觅に 角、 矢ッ 張リ、 この 家 さへ 何とかして 抵當 流れになる の 

をまぬ がれ さへ すれば いいと 云ふ考 へば かりであった。 

さやく 

すると、 豆腐：^, が歸 つてから もない と 思 はれる 頃、 やがて 日が 暮れよう とする 時に だが • 同じ i 公 

, で聽き 慣れない 女の i がで 怒^って るのに 氣が 付いた。 

『どうしても あいつに 云って やる ことがあ るんだ！ あいつ をお 出しなさい！』 

『そんな こと ァ ねい ッて まふに、 ぶんなぐる ぞ！』 

『いいや * け ふこ そわた しも 勘忍ぶ くろの 緒が 切れたん だ！』 

r 馬鹿 云 ふな！』 

『  』 どうも * 棟梁に 對 して その かみさん がな にかお こりに 來 たのら しいので、 おせい は？^ し 

か大 川さん との あ ひだ がら を 感づいて しまったの だら うと 思って、 あまり 凄 を 大きく させない 爲 めに 

出て 行って 見た。 するとい きな. cs、 その かみさんに.： H: 分の 胸 ぐら をと ッっ かまって しまった。 

『この 婆々 ァめ、 よくも * よくも、 人 を^み つけに しゃ ァ がった、 な！』 

『ど • どうしました • わたしが』 と、 おせい はび ッく りしながら 向 ふの 手 を ふり 切らう としたが • 向 

ふの 力 はつよ かった。 それ を 中島が. ぐ 立つ で來 て、 

おせい の 失 四 111 七 
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『よく 話し合ったら 分る、 馬鹿』 と 云って、 大川と 1緖に引き分けて5^^^た。 

『一 體， どうした ことです？.』 

『とぼけるな い？ 敎育も あると 云 ふのに、 かねの 爲 めに こんな 無學 なおや ぢ とく ッ 付き や ァ がって！』 

『そ、 それが 思 ひ ちげ ひだ』 ，^、 中島 は 辯 解ら しく だが また 怒鳴った。 

『  』 この 時 は、 もう * 皆が 坐 わって ゐ たが 1 おせい は 胸の 動悸 を 押し 靜 めながら、 先刻 • 向 

ふが いやな 額 をした の も- おや ァ、 大川 のこと を/ J ちらと 思 ひ 違って る爲 めだと 分った。 馬鹿々々 し 

i んは 1 

くも あるが、 このい きど ほりが 納まり かねた ので、 『わたし は 淫賣ぢ やありません よ』 と 云って やつ 

た。 『如何に 貧乏して ゐ ましても、 ね、 これで も 武士の *1 まれで、 小 學敎員 もして 來 ましたし、 この 後 

もま だ 多少の 望み は 持って ゐ ますから、 ね！』 

しや-つめ い 

『そり ゃァ さう です』 と • 中島が はたから 證 明して 吳れ た。 

『ぢ ゃァ、 どいつが だま くら かして ゐ るんだ、 うちのお ゃぢ を？』 かみさん は そのこ わい 目 を 今度 は. 

大 川の 方へ 向けた が、 まさか、 こちら も それ だと は 云へ ない ので、 

『そんな こと ァ わたしが 知った もの です か？』 

『わたし だッて ただこ この 謦業掛 り を 引き受け てるば かリ で、 それが 疑 ひの 種 にな リ ますなら、 いつ 

からで もやめ てし まひます』 と、 大川は 胡麻 化して ゐた。 


f やめられち ゃァ 却って 困ります』 ，へ 中島が 答へ てから、 また こちらに 向って 『どうか、 奥さん、 

この こと はこれ ッ 切り 許して いただきたい ものです。 わたくしの 家內も あまり 心配して をり ましたの 

で、 つ いこんな 勉 1 な こと を 致しました のでしょう。 然し、 今回、 あの 豆腐屋の 熊 本が いよく わた 

せキ. にん 

くし どもに 一と 肩入れて 吳れる ことにな りまして、 この家も熊本が责任を持って„^^^ますから、 この 

ゥ いぎ 

際 • わたくしの 方から j^! り 證文を さし 入れて、 田 口さん の 名義 を假リ にわた くしの 名義に 辔き換 へて 

いただきたい のです。，： 

『そり ゃァ、 間遠 ひの ないやう になら、 ね。』 

しゃう もん 

『杯. ま £1 遠 はない 爲 めの 返り 證 文です から。』 

『  』 おせい は 何だか 不安心に なって 來 たの だが、 ただ その 場 をつ くら ふ爲 めに、 『なんでも、 

お 互 ひに 都合の いいやう にお 願 ひします、 わ。』 

『これで わたくし も』 と、 中島 は 微笑に なって、 『あす、 熊 本から 少し かね を 受け取れます から、 おか 

げで 後れば せながら 正月の 餅 もっけます。』 

中島の かみさん もこれ を聽 いて ゐて、 段々 心が 落ち 付いた かして、 皆と 1 緒に 仲直りの 酒 を 飲んで 

から、 その 亭主 を つれて 歸 つた。 

その 日 • おせい は 早速、 砂糖 半 斤 を わざく 自分で 買って、 それ をお 歳暮に して、 大 川に は內證 
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で 一 一三 軒 さきの 地主 へ 行った。 そして そ この 老 主人に 面會 して、 斯うく 云 ふわけ で 今度 持ち家の 

！ 0 いま 

名義 を 書き 換 へる こと を 中島と 云 ふ 者から 通知して 來る かも 知れない。 が、 その 者に なら 地所 を 貸さ 

ない と 云って cj ^れ、 さう すれば、 鬼に 角、 田 口の 家 を あんな 者に 取られる 恐れ はない からと 賴ん だ。 

ぢ ぬし 

すると、 地主 も 

たんせい 

『田 口の 老人が 生きて ゐ なさる 時に 丹精した 家です から、 わたくし も それ を 他人の 手に 渡させた く は 

ありません』 と應じて53^^た。『その代リ、 隨 分と どこ ほって る 地代 は 成るべく 早く かたづけて 下さ. 

い。』 

『それ はわた くし も 年中 心配して ゐ ますんで すから』 と 答へ たが、 この 點は 自分から 藪へ ぴを 出した 

やうに も 思へ た。 そしてう ちへ 來 てから、 大 川を說 いて、 

『この 月 は ほかの 月と 違って ますから- ねい』 と 云って、 無理に 地代 を 一ヶ月 分 だけ 多く 出させる こ 

とに した。 

しょはら 

その他の 諸拂 ひもう まく 行く のかして、 大 川さん は それらの ことに 就いても 別に 不足 を 云 ふやう す 

もなかった。 そして 正月のお 屠蘇 やおに しめの 用意 もで きた。 

そしてと うとうお ほつ 麄 おの 日に なった が- その 午前に は 中島が ちょ ッ とやって 來て、 

『うちの 子供に も 買って やりました から、 政 直さん にも』 と 云って、 立派な たこの ぼり を 1 つ、 糸 を- * 


も 添へ て れた。 

『政ち やん はいい 物 をいた だいた の、 ね。』 おせい は 賞 ふ 物 は 何でも ありがたかった。 そして隨分亂；^5？ 

な 大工さん だけれ ど • 斯うして 時々 子供 を 見て 吳れ るの を 嬉しく 思った。 

『おとと ひ は あの 馬鹿が 飛んでも ない 失禮を 致しまして -1— おかげで、 きの ふ、 ゃッ とかね がで きま 

したから" あれ も 落ち 付きました。 この 家の こと も 歳が 明けましたら * うまく 行く やうになります か 

ら』 とも、 中島 は 云って ゐた。 

『どうか、 なにぶん にも • ね。』 おせい はこの ことに は 自分の 心で 取り澄まして ゐ たので ある。 いよく 

となれば、 地ぬ しの 反對が あるので、 さう 向 ふの 自由ば かりに はなる まいから、 

中島； t んが. K 川に 營 業の 方 をう まく 歲を 越せる こと を！ I いてから 安心して 歸 つて 行く と • 暫 らくし 

てから • 雄 作が やって 來て、 意外に も 一 圓札を 何枚 か 重ねて 出して 見せた。 

『こんなに、 どうしたの？』 おせい は 見る と 直ぐ 不思議 がらない では ゐられ なかった。 

『おか ァ さんが 困る と 云った から。』 

『それり ゃァ 困って ゐ ない こ ともないが * ね 11 』 © き炬！ i の やぐらへ ぢ かに かじり 付いて る. B 分の 

兩手 をお ほって ゐる。 その 古ぼけた 麻の 葉の 蒲圑 11 これ も 自分が かた 付いて 來た 時から あ つたの 

を、 段，^ 洗 ひざらし * 切りつ めつつ 持って 來 たのお 11 のうへ で、 自分の cs^ さきへ 證 かれた その かね を 
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ぢッと 見詰めながら • 無論 嬉しくない ことはなかった。 まさか、 子供が よそで 泥棒して 雍 たので も あ 

るまい から、 筋 みちさへ 立って る ものなら、 このま ま^け 取って 置いても いいが と 思った。 藥の方 を 

見て、 『 一 體ど うして たお かね？ jj 

あ を 

『  』 雄 作 は 少し 青ざめた 顔い ろ をして、 返事がなかった。 

『まさか』 と， おせい も 自分の 胸に どき ッと來 たもの があった。 このまへ に 鎮が來 た 時に かけた こち. 

らの 苦し まぎれの 謎と 云へば なぞ を- 子供 だから 本 氣に實 ：. 仃 したの だら うと 思ひ當 つて 見る と、 先づ 

ざいあくけ-、 -さ 

子供に 對 して .IK 分が 母と しての 罪； €敎 唆の 責任 を 免れた くな つて、 『お父さんの 物 を 泥棒して 來 たん ぢ 

ゃァ ないだら う、 ね？』  ， 

『いいえ" 』 雄 作 は 身ぶ る. ひ. V しながら， わざとら しい 無 邪 氣さを 見せて ラち 消した 。『泥棒 はして 來ま 

せん。』 .• 

『おや ァ』 と、 かの 女 は 少し 安心して、 『どうしたの？』 

はら 

『向 ふのお かァ さんが 11 ぉ拂ひ をす るお かねが 足りない から 一 郵便局から 11 出して 來 いと 云 つ 

たのです。』 

『そんな こと を 子供に させたり！』 

『さう して —— おとうさん は、 これ も 子供に おぼえさせる 一つの 經驗 だから • 面白から ぅッ て。』 


『ぢ ゃァ』 と、 おせい は 半ばが ッ かりして、 『ぉッ かさんに 持って 來て „.^<れ たん ぢゃァ ない の、 ね？』 

『§{ が 落した と 云ゃァ すむ からと 思って、 持って 來た つも リ だけれ ど • いけなけ り や ァ+肚 ぐ 持って 歸 

ます。』 

『ま ァ、 いいや、 ね、 それ ぢゃ ァ』 と * かの 女 は 何 ゆなく 云って、 ちぢめて ゐた脊 を 延ばした。 そし 

て 急いで 兩手を 蒲 園の したから 出して、 手早く お札 を數 へて 見る と、 十五 枚あった。 そして IS をな だ 

める やうに して、 『折角 • 雄 ちゃんが 持って 來 て？ S れ たんだから。』 

『十五 圆 だ、 ね』 と、 そばで 兒てゐ た 政 直が 云った ので、 

ぢょ 

『誰れ にもし やべ るん ぢゃァ ない よ』 と、 かの 女 は 叱る やうに 云って 聽 かせた。 それから、 また 雄 作 

に 向って、 『ぐ づ/ \- して ゐ ると 分る から、 ね、 け ふ 早くお 歸 りよ。 ぉッ かさん も 一 緒に つて 行って 

みキ なか 

あげる から、』 大 川さん に對 して は 『ちょ ッと、 また 用事が できて 子供が 呼びに 衆ました から、 宮仲ま 

で 行って 來 ます』 と 一； ムひ殘 して 家 を 出た。 

しう てん 

Is, 車 を大嫁 終點で 下りる と、 雄 作 を 一 と 足さき へ 行かし めて、 おせい は 自分で 終點の あたりの 歳末 

景氣を 見てから、 雜誌屋 やお もちや 屋を のぞき 歩いて、 哲 らく 時間の 經過を 待った。 それから、 祌社 

の 鳥居 をく ぐって 敷石の 道 をゅッ くり 進んで 行く と、 石段のと ころで お 翁が 急いで やって 來 るのに 出 

會 つた。 
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きッ と、 この 件で だら うと 思った ところ、 艰 して 向 ふから 聲を かけて、 

『今 * ね、 雄 ちゃんが おかね を 十五 圆 すられた か、 落した かしたん です よ！』 

『へい！』 おせい は 驚いた ふり をして 見せた、 『さう して』 と、 何く はぬ 額 を かしげて、 『あって？』 

『ある もんです か！』 

『困りました、 ね。』 この 受け かたが 自分に は 少し わざとら しく 聽 えたので、 つい、 ちッと自分の目^^ 

てん 

來た 方の 道へ 轉 じて、 『どこへ 落したん でしよう、 ね？』 

『落した かすられ たか、 分る もんです か？』 

『どうしたと 云 ふんでしょう、 ね？』 

『こんな ぼんく らぢ ゃァ、 雄 作 も 困った 子供 ぢゃ ァぁリ ません か？』 

『あんな 子供に まかして 下さらなかったら、 いいんでした が、 ね。』 

『なんでも、 郵便局で 受け取つ てから • それ を ふところ へつ ッ 込んだ まま、 おもちゃ 屋を 見て ゐた 

から、 その 時 取られた のか も 知れない ッて 云って るんで す。』 

わる 

『  』 おせい は 維 作 も 人が 惡く なって、 うまい こと を 云 ふの を、 末 おそろしく 思 はないでも 1^ 

かった。 『ほんと に、 それ ぢゃ ァ、 ぼんやりして ゐ たんでしょう、 ね。』 

『ま ァ、 念の 爲 めに 郵便局 やお もちや 畕を 調べて 來 ます • わ。 あとで • また、 ゅッ くり、 ね。』 


『わたし も 以後 んな 落ち度の ないやう に 雄 作に 注意し ますから』 と 云って、 おせい はお 翁と 反對の 

方へ 別れた。 そして 田 口のう ちへ は、 自分の 心に おそれ をいだ きながら、 それでも 相 變らゃ 何く はぬ 

顔 をして 行った ので ある。 お 幾が ゐな いだけ に、 ran と 自分と が 水 入らす のさし 向 ひに なれる の を I 

つの 樂 しみに して だ。 

然し、 田 口から は 早速、 

『また 何の 用が あって _ ^小 や ァが つたんだ』 と 云 はれた。 

『さう、 あなた』 と、 おせい は 日ごろの 不平 を 十分 自分の 鎮を 見つめた 目に 持たせて、 『奧 さんの 手 ま 

へ も 入らない 時にまで、 わたし を さう 叱らない でもい いぢ ゃァ ありま せんか？ 子供 もゐ ますのに？』 

寶際 * 雄 作は玄 11 の 机の 前で 小さくな つてる の を • 自分が この 茶の まへ 這 入ろ 前に 見て いたの だ。 

『その子 供が 十五 回と 云 ふかね を どうかして 來 たんだ！』 

『今、 聽 きました が、 ね 11 』 

『誰れ に聽 いた？』 

『あなたの 奧 さまに、 ね』 と、 冷 かし 氣味 になって ゐた& 如何に 若い 女 だから ッて、 それに みだらな 
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文句の 多い 三味線 なんか 習 はせ てい ぃ氣 になって るから、 子供にまで 馬鹿にされ るの だと 云って やり 

けんたう 

たかった。 が、 田 口の 見當は 別な 方に あったら しい。 斯うつ づけて 怒鳴った。 

『まさか、 お前が 撗 取りし たん ぢゃァ なから う、 ね？』 

41 つな 

『冗談 を！』 おせい は、 はッと 思った；^ 那に 自分 も 怒って 見せた。 『如何に わたし だッ て、 親と して 子 

に そんな こと を させられます か？』 

『然し 子供が かね を 受け取って 來 ると ころ を 途中で 出會 つて、 ふいと 氣 まぐれ を 起す ことが、 圆々 し 

ちょく かくて 

いお 前 なんかに 對 しちや ァ直覺 的に 考 へられな いこと もない。』 

『馬鹿 をお ッ しゃい！ わたしが すり か 泥棒で でも ある やうに！』 證據を 握られて ゐ るので もない か 

ら、 ^ひ 手に なって ゐ なければ いいと 思って、 話 を 別な 方へ 向けた。 『わたしの 方 は それ どころ ぢゃァ 

な いんです よ、 家が 流れ かけて ゐ て。』 

『丁度、 構 ぢゃァ ないか、 そのまま 流して しま や ァ？』 

『ふん！』 おせい は先づ 鼻で あしらつ てから、 『あなた はさう 呑氣で ゐられ ましょうが、 ね、 わたし は 

1 生 懸命です から、 ね。』  r 

『  』 田 口 はまた この 方に は 相 ひ 手に ならなかった。 

『地ぬ しの 方へ はきの ふ 行って、 どうしても 中島の 名該 では 地所 を 貸す ことにして 5^ れる なと 額んで 


あるから いい けれど』 と、 獨り言 を： ぶって る やうに， I て Is^ にも！ i かせた。 築が 相談に 乘 つて れ なか 

つたから、 これ も 中.： 15 へま かせた こと、 さう すると、 中島が 自分で 變な 腐屋を つれて 來て、 家の 名 

，り ぎ きぎへ をす ると 云つ てること * 返り 設文を 出す と 云って るが * そんな 物は當 てに ならない だら 

うと： パふこ と、 など を。 

『そんな 而倒 くさい ことより ゃァ、 ぃッ そのこと、 あの 中島に 安く 寶 つてし まって、 多少で も かね を 

握って 乎 を 引く 方が まし だら う。』 

『家 が め つての 營業 ぢゃァ ありません か？』 

『ふん、 お前の 物 だから、 おり や ァどッ ちに ならう がか かり 合 ふ 必要 はない が、 ね、 ぐづ くして ゐ 

るう ちに ゃァ、 營業 はおろ か、 あの 家まで 取られて しま ふに きまって る、 さ。』 

『まさか —— 』 

『然し、 雄 作の 云 ふところ ぢ ゃァ、 お前 を 大工が 出 齒を以 つて 追 ひま はした と 云 ふぢ ゃァ ないか？』 

『そ. 0 ゃァ、 あの 大 川が： 惡 いんです よ、 なかく 喰へ ない 女です から、 ねに 斯う は 答へ たが、 そんな 

こと を • もう、 维 作が しゃべって ゐ るので は、 1^ 〈がまたい つどん な こと を ro^ ひ 遠って 口から すべらす 

かもしれ ゃァ しないと 思った。 出齒の 一 件ぺッ て、 何も 追 ひま はした ので はない。 ただ 大工が 持ち出 

よ ばう せん 

さう としたと ころ を大 川が とめて しまったの である。 で、 分と して 豫防； れを 張って &く つもりで、 
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『子供の 云 ふこと なんか 當 てになります もの か？』 

おな あな 

『然し、 十、 =r だッ て、 中島 だッ て、 今と なって 見 リゃァ 11 おそらく、 同じ 穴の むじな、 さリ』 

『まさか、 そんなす るい 大工で もない やうす です、 わ。 子供に だッて 親切で、 時々、 物 を 買って 十が て 

es^ れ ますから。』 

『そんな ことで お前ぐ らゐを だま くら かすの ァ 誰れ にで もで きる、 さ" —，— ところで、 その 大工 は 子 

上 こど 

供に 物 を吳れ るが、 お前 は 子供の 物 を 横 取.. - して ゐる のか。』 

『いつ、 わたしが そんな こと をし ました』 と突ッ かかる やうに 云って 見た が、 ひよ ッ とすると、 雄 作 

が：？ かこちら の噙ひ 辛抱な ことで もしゃべ つて あるの ぢゃァ ないかと 思 ひ 出せた。 さんから 子供た. 

ちの ヒッ たニ錢 ばかり 買って 焚った おい も を、 少しづつ だが、 おす そ 分けさせ たこと も ある。 また • 

雄 作に 對 して は、 殊に 田 口 やお 兼から 貰 ふ 物 を 少しで も 持って 來 いと 云 つたが 11 。 

そこへ お 兼が お a- の やうす をして 歸 つて 來た。 田 口 は それに 向って、  . 

『あつたか？』 

『ある もんです か！.』 

『無論、 おれが 行く だけ 無駄 だと 云った 通リ、 さ。』 

と ちう 

『おな たま D と、 お 兼 はま だ 立って ゐ ながら、 こちらへ 出しぬ けに 聽 いた。 『雄 ちゃんに 途中で 出會っ 


たの ぢゃァ ない？』 

『また、 あなたまで がそん な こと を！』 おせい は 今度 はう まくと ぼける ひま もなかった。 まだ 泥棒と 

も 化 りと も 云 はれない さきに、 肖 分から I.- を ま はして それ を 否-:: ん してし まった。 そして このへ ま を 

ごらん  、  -, 

取りつ くろふ 爲 めに、 かの 女 を つめながら、 『ぢ ゃァ、 子供に SI いて 御覧なさい な！』 

P 苷し 子供が 承知のう へでした ことなら、 聽 いた ッ て白狀 する わけ はあり ュ.. せん』 お 、は 典へ 行って 

コ ー トを ぬいで 來 てから、 いつもの ところへ 坐 わって、 田 n に 『郵便局で も、 こんた 子供に 取りに 來 

させち ゃァ あぶない もんだ がと 思った さう です。 案の定、 さう でした かと 云って ました。 わ もちや 屋 

なん か は^？ゎがしく ッ て 、 そんな こと ァ 氣が 付かな か つた ッ て。』 

『  』 田 口 は i 察 をし なかった ので、 おせい が 受けて、 

『これから、 あんな 子に まとまった おかねなん かあつ か はせ ないやう にして 下さいよ。 わたし までが 

疑 ひ を 受ける や うぢ ゃァ、 つまりません から。』 

『あの 子の 云 ふこと はま だ IS です、 ね』 と、 お 兼 はま だ 田 口に 一 lln 紫 を かけて ゐた。 『なん ぼ 何 だッて 

今 受け取つ たかね を： d ぐ 落す なんて！ それに * また、 あんなと ころに すりなん か 來てゐ ると ァ、 ま 

ァ、 思へ ません から、 ね。』 

『そり ゃァ、 どう だか 知りません、 ね。』 
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『お前が そのす りで あり ゃァ』 と、 田 口 は 半ば 冗談に だら ラが こちらへ 答へ た。 

『失禮 な こと をお ッ しゃい！』 おせい は わざとに もま じめ 腐って 見せた。 

『時 川£ だッ て、 出た 時から 勘定す り ゃァ、 一 ー時^！半もか かってます。 探して ゐ たと 一 K ふの が 本當な 

ら、 その あ ひだの 子供の 心が 思 ひ やられて 可哀 さう でもあります が、 若し さう でない とすり ゃァ、 II 

何 をして ゐ たんだ か 分りません、 わ。』 

r 鬼に 角、 どうな つたの か 分らない とすり ゃァ、 災難と 思って 1 回 だけ は 許して やって 下さいよ。』 お 

せいは 斯う 押し付ける やうに 云 ふより ほかなかった。 『わたしから も、 今後 は氣 をつ ける やうに 云って 

聽 かせます から。』. 

『何もお 前から 云って K ふに ゃァ 及ばな いんだ』 と、 田 口 はまた こちら をのけ 物の やうに した U 『こッ 

ちが 引き取った 以上 は、 こッ ちで 自由に 仕つ ける。 以前に ゃァ、 子供 をお 前に まかせて あつたから、 

子供の こと を おれ はわ ざと tj^l しなかった。 今度 はおれの 方で 雄 作 を 引き取つ たの だ。 命令が ニ途に 

また かう やく 

出る と、 子供 を ふた 股膏藥 にして、 よくない！』 

『そり ゃァ 分って ますが、 ね。』 

『分って り ゃァ、 もう、 歸れ！ こッち もけ ふ はま だ^がし いんだ。』 

『歸れ とお ッ しゃり ゃァ、 歸り もします が、 ね』 と、 おせい は晚 めしまで ゐ させて 貰へ ない の を 名 ご 


り 惜しく 思 ひながら、 『然し、 子供の 親と しちや ァ親 としての 人情が あります 力ら ！！ 』 

『人；^ E が あれば、 成る ベ く來 ないやう にす る の が當前 だ！」 

『さゥ です か、 ねい？』 おせ いはを かしな こと を iK はれる もの だと 3 心って. く默 つて ゐた。 

お 翁 は、 赤 ン坊を おんぶして ゐる 女中 と共にな つて、 臺 どころ の 用 11 ここで もお にしめ だら う 

I— を 手つ だ ひ 初めた。 田 口 はまた 一 一階へ 立って 行 つ た。 

げんくわん 

おせい はこ ッ そり 支關へ (れつて、 雉 作に.. 

『默 つてる の だよ、 ゎたしはどとまでもぉ前の，^、でソ母さんだから、 ね』 と、 一富 云って から、 お 兼に 

いとま を吿 げた。 そしてみ ちく 考 へて 兒た ところでは、 向 ふ は 雄 作が かね を こちらへ 持って 來 たと 

は 思 ひも 及んで ゐな いの だから、 せめて は 雄 作の 爲 めに 都合の いいこと であった。 若し これが ばれた 

+4 ォに は、 こちら だけ わる 者に なれば よかった。 然し、 こちらの わろ 者 も S ふで はた ださう 想像して ゐ 

る だけで、 別に 證據も 何もない の だから、 察なん かへ 持ち出す こと はでき ない。 

して：：； ると • あの 十五 圆は、 まァ、 不時の 儲け物で 11 楝梁ゃ 豆腐 ：a が 引き受け たと 云 ふ 家の 爲め 

に は 出す にも 及ばない し、 つま リ、 大 川へ も 無論 知らせないで、 死んだ 文 子の 記念 貯金のう ちへ 加へ 

入れて 置けば いいのであった。 
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お 王 月が 來ても * 然し、 おせい に はお 雜 煮の 味が 自分の 胃ぶ くろ を ふくらませ たと 云 ふ 感じ だけで 

.  しん ぼ. i 

«tl ぎて しまった。 1 月の 十日が-米 るまでに はこの 家が どうなる かと 云 ふことば かり を 私 かに 心配で あ 

つた。 そして この 心配 は大 川さん に は 云へ なかった。 ただ 二階の 慶 應大擧 生に は、 その後 も 度々 田 口 

のこと や 巾 島の こと を： 惡 いやう に 云って あるの だから * そのつ づきと して これ を もて ッそ りうち 明け 

た。 そして 若し これが 爲 めに 騷 ぎで も 起ったら、 

『そのと き ゃァ、 あなた も わたしに 加勢して 下さいよ』 と 賴んで 置いた。 

ところが、 六日に なって、 こちらから はま だ 雄 作の 件で 氣が 引けて 田 口へ は 年始に も 行かなかった 

のに、 向 ふから お 兼が やって 來た。 而も ひとりの 女 を つれて だ。 おせい は あの 件で 何 か 談^ をされ る 

ので はない かと 先づ ぎよ ッ としたの である。 が、 若し それなら * 確かな 證據を 見せろ と 云って やる つ 

lO ぐ わ い 

もりの ij! をき めて、 自分の 部屋へ とほした。 すると、 意外に も、 ss; にこの 家 を K> き 受けて やらう かと 

云 ふ 人が あるの を 知らせに 來 たので、 そして その つれの 女が それであった。  r 

ナ ねん 

『島 村さん とお ッ しゃい ますが』 と、 お 兼 もお もての 方へ 懸念して 聲 低く 云った 。『旦那さん は 山林 局 

へ 勤めて いらつ したので 高等官の 恩給 を 貰って いらっしゃいます が、 或 商 買の 店 を 人に ゅづ り まし 


て、 今度お 國へ歸 る ことにな つてい らしった のです の。 然し、 この 奥さん はま だお 若い ので、 ひ 返. 

して、 何 かする ことがあれば 矢ッ 張り 東京に ゐ たいと おっしゃ るし、 わたし もお 友達と して こッ ちに 

ゐて貰 ひたいし、 それで ふいと ここの こと を 思 ひ 出して、 お 話 をして 見た の。 さう してお つれ 中した 

のです が、 ね。 E  口に も 云って 見ましたら、 至極い いだら うと 中し ましたから。』 

『この 田 口さん の 奥さんと は 越後に をり ました 時から おつき 合 ひ を 願って をり ますので すから。』. 

さん は 信 州の もので、 その 主人 は 土 佐 だと 云って ゐた。 

『土 佐へ お行きに なつち ゃァ、 ちょ ッと 出て は 来られません. * ね。』 おせい が 斯う 云った に は、 ぢゃ 

ァ、 丁度い いから" それ を 思 ひとまって、 こちらの 爲め になれ よと 云 ふした 心 を先づ ほのめ 力 L たの 

であった。 身なりから 見ても、 お 兼より は 立派 だから、 退職 高等官の 奥さんと 云 ふの も本當 だら うと 

nils じた。 ただ、 その 亭主が 旣に 恩給 を 貰って る ほどの^ i^l- になって るのに、 女の 方が 而も 美人で、 こ 

の やうに まだ 若く、 お 兼と 丁度お ッ つか ッ つらし いところ を 見る と、 これ も 亦 前の 女房 を 追 ひ 出し 

て、 自分が その あとへ 這 入った 手 合 ひで はないだら うかと、 多少 はまた 妬ましい 氣 もした けれども、 

いろく 向 ふの 話. T 聽き、 こちらから も 中島 ゃ大 川の ii うちに 對 する 不平 を 語った あとで、 ，：iw 村さん 

に、 『ぢ ゃァ、 どうか、 旦那さん に來 ていた だいて、 直接に さう かけ 合って 貰 ひます、 わ』 と、 もた.^ 

a んで 答へ た。 
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『わたし も、 ぢ ゃァ』 と、 お 尊 は 1 しがって、 『島 村さん を 紹介が てら、 m 口の 代现 として 地ぬ しのと、 

ころへ 一 h つて、 よく わけ を 云 ひ 含めて 來 ます、 わ —— 大工に 先き ま はり をされ ちゃ ァ 困ります から、 

ね。』 

『そり ゃァ、 念に は 念 を 押す G もい いでし ようから、 ね、 わたしから も 中島 を 招 ひ 手に して 吳れ るな 

と は 云って あります が。』 おせい は それから、 大 川へ も渠等 がちよ ッと會 つて 置いて 貰 はなければ • も 

う、 たと へ 僅かの あ ひだに したと ころが こちらの 義理 やばつ が惡 るいから と 云 ふこと を 云 ひ 出して、 

渠ら が餘り 乘り氣 になって ゐ ない にも かかわら や、 大 川さん を 呼んで 来た。 そして 笑ら ひながら お 兼 

に 向って、 『あなたに ゃァ島 村さん が 朋輩なら、 これ はまた わたしの 朋輩です から。』 

『よくいら ッ しゃいました。』 大 川さん は 例のお じ やうす だが 人のう ち を わが 物にして ねる やうな 挨錄 

をした。 『わたくし は大 川と 申しまして、 ふつつかながら、 あなたがたの お蔭で この 帳場 を 受け持つ こ 

とに なりました 者で ござ 5 ます。』 

『どうかよ ろしく、 ね』 と、 おせい も、 はたから、 おもて 向き は、 親しみ ある 云 ひ 添へ をした。 が、 

人の 11 を 占領した の は 向 ふの 自分勝手から であって、 こちらの 正常に 許した のでない と 1K ふ 不平が. r 

^に li^ であった。 そして あす、 あさって のうちに は、 きッ とその 勝手な 挨^ぶ りの 鼻を明かさせて 

やる ぞと云 ふ心賴 みがで きて た、 だから、 大 川の 話の 調子に 乘 つて こちらの こと を 


『どうもな かく 氣 ひきつい 奥さんで、 ^頭 やお 三 どんが 隨分 困ります』 などと  一 K つてても. かに 

g 辯い ない ふり をして 笑って ゐた。 そして こちら 二人が 渠ら 二人 を 送リ 返した 時、 こちら は 支 S で^ 

らに 

『ぢ ゃァ、 ね』 と、 その あと を：：： から 目へ 念 を 押した。 

『あんな 若い 女 どもに 取り まかれて ゐ ちゃ ァ、 口さん もま ゐ つてし まう の ァ當り 前でしょう よ。』 大 

いんらん 

川 は あとで 直ぐ 斯う 笑って、 その 淫亂な 目つ きを こちらへ 向けた。 

『だッ て』 と • つい、 おせい も その 方へ 氣が 向いて、 島 村と S ふ 女なら、 如何にも 俗い ほど 美人 だが 

お 兼なん か をと • 田 口の 昔からの 物好きが ここで も考 へられた。 

しょる ゐ 

貯金の ある こと は纖 等に も 云はなかった が、 大切な 書類 を ここ の ものに 盜 まれたら 困る こと をう ち 

明けた i ？^、 

f ぢ ゃァ、 わたしが 今 預かって 行きます。 わ』 と 云って、 お 兼 は無现 にも 出させて、 こちらと 中 は？ と 

の^に 取り か はした 契約書と 雙 察から 下り た營業 許可書と ェ辜檢 ^濟 みの 證とを 持って行った ッけ 

* ゝ  、し 

^  

『ぢ ゃァ、 頼みます が、 ね』 と、 答へ たもの の、 こちら は それ を 渡した くもなかった の だ。 大川ゃ 中. 

島が 契約 害 を 書き 換へ ると 云って、 それ を it ひ 取らう として ゐる こと は事實 だが、 さう かミ 云って、. 
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i が 八^  p,^ 

自分が それ を 持って ゐ なければ、 中島ら に 取られる 恐れ はない 代りに、 お 兼が また どんな 氣を 起して 

どうしてし まう か 分らない ので ある。 

然し、 また 考 へて 見る と * 中島の 話が 初めはよ かった けれども、 今と なって はさきの 中 尾 や 堤の よ 

り も l3h 惡ぃ。 だから， 今度の ことにして、 若しお 兼が 肉 分の する い 野心から その かげで 絲を 引いて 

ゐ るので ありさへ しなければ、 これが 最後 ぢ うの 目の いい 話で あるら しい。 

そして、 かの 女が 直ぐ 自分で 易 を 見て 見る と、 矢ッ 張り、 妙な もので * 自分の 考 へど ほりで あつ 

た。 その isk- 樂 しみに して 待って ゐ ると、 果して 島 村の 主人と 云 ふの が やって 來た。 圑十郞 の やう 

な 額の 馬鹿に 長い 人で あるので、 初めはお せい もび ッ くりした。 が、 こんな 男に あの 綺麗な 奧 さんが.. 

ついて るに ゃァ、 きッ と、 おかねが E あてで あらう から、 この 方に はこち らも 信用 を m ほいて いいの だ 

らうと 頼 母し かった。 

先づ おせい は 自分 だけで 會兒 して 見る と、 渠は 

『おれが 引き受けるなら に 斯うく する が、 それ は 承知 かと 聽 いた。 きの ふ、 大體の 話が あった 通り、 广 

毎 -1:、 巾 島への 返しなる 二十 圆と象 賃 としての 二十 圓と、 都合 四十 圓を • まァ、 大きた 家贊 として 

し、 その上に 親子 二人 を この 家に 置いて 養 ふと 云 ふの だ。 さう なれば、 地代 も 營棄稅 も 向 ふが 納める 

の だから、 こちらと して はなが ねんの 心配 もなくなる ので ある。 で、 大きな 心持ちに なって、 


『無論、 承知し ます』 と 答へ た。 

『それで は、 大 川なん か 相 ひ 手に しなく ともえい から、 早う 大工 を 呼んで 來 い。』 

『  』 おせい は * 隨分横 な • 氣 みじか さうな おや ぢ だから • 中岛と は 直ぐ g 突して しま ひ は 

しない かと 思った。 が、 斯うな つて は，： E 分の 爲め でも あるので、 また 佐久 町へ 行って 來た。 そして 

席を容 に 改めて 中島と {£S 村と を 引き合 はせ たら、 iiw 村さん が先づ n を 切った。 

『ぉれはけふは田ロの^^理で來ただけだが、 一 體、 君が この 家に つかった かね はいくら だ？』 

『いくらと 申して —— 』 中岛 さん は 少し 而 くらった やうす であった" 

『11 味な こと は 許さん、 はッき リ；； ム へ。』 

『  』 一 方 はも ぢく して ゐた。 

『それに、 あの 大 川と 云 ふ 女 は 一 體 なんだ？ はじめから お前の 女であった のか？』 

『いや、 どう致しまして。』 

『それで は、 ここへ 來 てからく ッ 付き 出したん か？』 

『まさか、 そんな ことで もないで しょうが』 と、 おせい は 見 かねて 口 を さし 挾んだ。 m 口 やお 兼から 

すべての こと を聽 いて 知って るの だら うと は 思った が —— 

『お前 は 默 つ とれ』 と、 島 村 はこ ちらへ 命じてから、 また 巾 島に、 『I 體、 前ら はま だ この 家へ 這 入 
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つて 來る橫 利 もない のに 這 入って 來て、 不都合な こと をし とる のぢ ゃぞ。 裁 制 所へ 出る まで もな く、、 

警ケ， へ 行けば 直ぐ 分る こと ぢ や。』 

『  』 こちら は 尤もな こと を 云って eg れ ると は 思った が、 あまり 手き * ひしい ので 喧嘩に ならな 

ほれば いいが、 と。 そして、 『それでも、 隨 分骨 を 折って 下す つたんで すから、 ね。』 

『少しお 手 やわらかに 願 ひます が』 と、 然し- 中島さん はおとな しく 出て、 『金錢 上の こと は 契約書の 

うへ に 出して ございます。』 

『そり や 分つ とる が * その上に お前ら の 要求が あるか？』 

『ありません。』 

『よ—。 それで は、 glfd 回と はお： らの 儲け を 多分に 見込んで あると しても 少し 高い と 思 ふが、 鬼に 

角、 ュれを 契約 通 n  二十 ヶ月に 成しく づ せば 異存 はない、 な！』 

『ございません。』 

けん Ms 

『それだけ 聽 けば、 け ふ はこれ で歸 るが i お前ら が ここへ 這入り込 むと 云 ふ 權利は 契約 面に もない 

のぢ やから、 こちらの 都合に よると、 あすに も 立ちの いて 貰 ふから そのつ もりで をれ よ。』  ， 

『そこ は 少し —— どうも —— 』 と、 中島さん に は 最後に 何 か 云 ふ ことがある やうす であった ので、 

川さん も 飛び出して こちらと I 所に なって、 


『ま ァ、 今少し』 と 引きと めようと したの だけれ ども、 島 村 はさ ッ さと 歸 つてし まった。 

； 『三百なん か、 れが よこす やうに したんだ？』 中島さん は その 口 を 光らせて こちら をば かり 睨ん. 

だ 0 

『あんた はす ッ かり 何でもし やべ つたので す、 ね！』 大 川さん も 亦 こちらに 向って 額い ろを變 へて 

あた まへ 

『  』 おせい は、 大 川が めかけと 云 はれた の は當り 前の こと だから、 それ をお こつ て^た ッて 

左 ほどお そろし くもなかった が、 巾 島が 三百と 云 つたのに はこち らも はたと 思 ひ當る ことがないでも 

なかった。 で、 自分の 考 へが 今更ら 間遠って たこと を渠 にも あやまる つもりで、 蹈 の 機嫌 を 取る 氣味 

になって、. 『ほんと に 三百で しょうか、 ね？.』 

『三百で なけり ゃァ、 あんな 物の 云 ひやう が あるか？』 

『ぢ ゃァ、 あのお 兼の 111 です、 わ』 と、 おせい はか ッ きりと 云って しまった。 I つに は 中. S が あの 

こわい E で また 出齒驗 ぎで も 初めたら と 云 ふ 恐れの 爲め、 また 一 つに は、 W 口の 女房 を ふてぶて しい 

と 思 ふ 疑 ひの 爲め にだ。 そして 大 川さん から、 

『あなた はきの ふ 何 か あの人た ちに だまされ たんです、 ね』 と 云 はれた 時には、 『さう かも 知れ ませ 

ん、 ね、 わたし』 と、 さう 云 ふ 方へば かり 心が ほんた うに 向いて 行って 斯うして ゐる うちに も 今のお 
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や i つが 若に：^;:: * し へ 立ち寄って、 また こちらに 都合の よくない こと を きめてし まって は 困る からと 考. 

へ寸 いた 。『早 束)、 ぢ ゃァ、 地ぬ し へ 念 を 押して 來 ます、 わ』 と 云って、 ゃッ とその 場のお そろし い 

だ J つ 5 は 切り 拔 けた。 そして 實 際に そこの 玄關 へ^けつ けて 『今 顔の 長い 人が 來てゐ ません か』 と聽き 

亂 して 見る と • 

『そんな 人 は ——. まだ』 との、 ぼんやりした 女中の 答へ であった。 

『  』 おせい は そこの li 敷へ あがり 込んで また 老 主人に 會ひ、 『若し 島 村と 云 ふ が來 て、 うち- 

の 地面の 借りぬ しになる と 云ったら、  どうか 相 ひ 手に しないで 置いて 下さい』 と賴ん だ。 

『では』 と、 主人 は呑氣 にも 『その 島 村と 云 ふ もの も 大工の 中島と 同類です か。』 

『いいえ！』 こちら は その 丸で 見 CHI 違 ひなの を まじめに 否定して、 『云 はば、 まァ、 かたき Ili: 士 です、 

わ、 ね！.』 

『それ ぢ ゃァ、 あまり ii^ が を かしい ぢゃァ ありま せんか？ あなた は、 こないだ 中島 を かたきの や 

うに 云って ゐ ました。』 

『それが 少し， 一一， 、たわけが. 7 りまして、 ね、 矢ッ 張り、 中島さん の 云 ひぶんの 方が いいやう ですから。 

『私の 方 はどッ ちで も あなたの いいやう に 致しましょう が、 まだ 事が 起って 來な いの だから、 まァも 

X5  く. A う 

ッ とよく 氣を 落ち 付けて 熟考して 御覽 なさい』 と 云 はれた。 


『これで も わた！ は考 へて 者へ ぬいて るつ もりです から』 ふ 答へ て^って 來た。 そして 大 川さん にこ 

ク そり、 おそるおそる 『棟梁 は』 と聽 いて 兑 ると、 

『今 豆腐. さん を 呼びに 行きました。 わ』 との 答へ だ。 『契約 窨が 今の 人の 云 ふや うぢ や ァ問遠 ひだ か 

ら、 矢ッ 張リ、 書き 換へ なけり ゃァ いけない ッ て。』 

『さう です か？』 おせい は それが 自分の 乎 もとにな いの を この場合 は 安心して 高 をく  くって ゐた。 

『あなた も それ は 素直に 承知した？^ が 無 でし ようよ —— やがて 豆腐 さん も來 るでしょう から、 

ね。』 

『豆腐屋 は 豆腐屋、 わたし はわた しです から * ね！』 

『そんな こと を おっしゃった ッて —— 』 

『まァ * その 時に ゃァ その 時ジ  1? へが 出ます、 わ、 ね。』 おせい として は、 さていよ くと 云 ふ 時に 

ぼ對 すれば いいのであった。 

，！ I 分の 部屋へ 來て、 直ぐ 炬 t ぶへ かじりついて 考 へて 化る に、 あの 契約 を 書いた 時には、 どうに でも 

して こ の 家が 立って ゐれば い い とば かり、 ただ 無擧 な 大工 の 云 ふま まに £11： 分は维 を定ら せた の だが • 

け つく わ 

實は、 それが どう 云 ふ 効力 や 結 s_ -を廢 む もので あるか を 自分 もはッ きりと は 知って ゐ なかった。 とこ 

ろが、 今、 島 村さん の 云った ところに よると、 四百^ を 二十 ヶ月に 返す やうに しさへ すれば、 なにも 

おせい の 失敗  四 五 九 
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中島 ゃ大川 を氣 がね までして 乙の 家へ 入れて 置く にや ァ當ら ない のであった。 これ は 中島 さんら に は 

ふ リ えま  . ,  f 

不利益に こそ なれ、 こちらに は 少しも そんな ことがない わけて ある。 

ここに 先 づ氣が 付いて 向 ふの 爲 めに 書き 換へを 云 ひ 出させた の は あの 豆腐屋であった らうが、 こち 

らの爲 めに は 島 村さん があって 初めて このい い こと を敎へ て "4<れ たの だ。 が、 このい いこと を あの 

文面に よって 知った お 兼 は、 四百 圓 だけ 出せば 濟む つもりで、 三百代言 を 出しにして、 つまり、 この 

家へ 乘り 込んで 來る 計略と しか 思 はれない。 して 兑 ると こちら は 男を寢 取られた うへ にも • また 家 ま 

で 取られて しまう わけで はない か？ で • 書類 を かの 女に 預けた こと は、 中島ら に 取られる おそれが な 

くな つた 代りに、 かの 女 自身に 横取り されて しま ひ はしない かと 云 ふ 疑 ひ を 生ぜ しめられ たので あ 

る 0 

なほ 疑 ひ を 進めて 見る と、 きの ふの 美人に 對 してけ ふのお やおが 亭主 だと は —— 無論、 そんな 無理 

な 夫婦 も、 近い 話が 田 口と ぉ觳 との やうに、 世間に はない こと もない が 11 まァ、 ちょ ッと 不思議 だ。 

來る もの も、 來る もの も、 揃 ひも 揃って 不 釣り合 ひな 亭主 を 持って ると は！ だから、 矢ッ 張り、 

島さん が無學 でも 看破った 通リ、 あの 島 村 は 女の 亭主 だと 云 ふの はう そで、 ほんの、 三百代言 であつ 

たらう。 道 t 一で、 最初に 向 ひ 合った 時から、 こちら はい やな 人 だと 感じられ たが、 この 家 を、 もう、 

自分の うちだと でも 思って る やうに 意 張り 散らして、 その 話の 最中に、 政 直が こちらの 膝 をつ ッ 突き 


ながら、 ぎりに 

『よう、 ぉッ 母さん、 なに か —— 』 と 云った 時 * お 村 は 

『少し 靜 かにせ い』 などと あの 長い 顔をしかめて 攻直を 叱り付け たりした。 

『  』 あんな 癎艘 持ちら しい こわい 人に 比べて は、 まだし も屮. CIS さんの 方が どれ だけ 扱い 易い 

かも 知れない。 あんた 者 を 二度と； 冉び來 させない 爲 めに は、 早く あす も 仲へ 行って お 兼に 渡した 書 

類 を 取り返して 來 なければ ならぬ がどう まふ 風に 云って〕.^ して K はう かと 云 ふこと に また 心^が あつ 

た 0 

九 

かくご 

さう かと 云 つ て - 今 迫って る； 樂に對 する 覺悟も 亦 心配であった。 

島 村と 中島さん とが 會： したの は 午後の 二 時 ごろで あつたが、 四 i;^ になって、 中島さん は^して 豆腐 

M を つれて 來た。 そしてお せい も 客 ii へ 呼び 出されて 行った。 

. 『あなた は 一 體』 と、 今度 は S 腐屋 さんが あたまから 意 張った 口調で、 例の 鄉ぃ髮 の 毛 を： 九分 刈りに 

したち ょッと 尼の やうな おとなし ぃ顏を こわくして 見せながら、 『何の 爲 めに そんな 三百なん か 呼んだ 

のです？』 

お^いの 失效  五六 1 
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はんかう 

『ぢ ゃァ、 あなた は』 と、 おせい も覺 悟して ゐた 反抗が 眞ッ 向に 出て、 火鉢に かけて 自分の 兩乎を ふ 

る はせ ながら 引ッ 込めて、 相 ひ 手 を にらみ 付けた、 なぜ 一 且 書いて しまった 證文を 書き 換 へさせ やう 

とす るんで す？.』 

『必要が あるから だ！』 

『必要が あるなら、 わたしの 方に も 必要が ありま-^ ？! 全 この 體家を 誰れ の もの だと 思って るんだ、 

中途から 飛び出して 來 たりして！』 

『さう、 奧 さん、 喧嘩ぉ！^し-ぢゃァ話ができませんに中島は向ふと 一緒にな つて こわい 顔 をして ゐ たの 

を 和. いげた U 

『  』 おせい は それ をい ぃ氣 持ちに 感じた が、 なほ 豆腐：^ の 方 をに らんで ゐた。 

「熊 本さん も、 も ッと おだやかに 出て 貰 はない と、 な。』 

『僕 も 少し 出す ぎた と 思 ひます から、 取り消し ますが  o』 

『  』 かの 女 は 自分の 心 も 少し 落ち 付いて 來 たの を おぼえた が、 云って 置く の はこん な^だと 

しょうち  \ 

思って、 『わたしの 家 を 乘ッ 取らう とする 人なら、 わたし ゃァ 誰れ にだって 決して 承知し ません から、 

ね丄 

『わたし 達 は 決して そんな 不都合 は 致しません。』 


『それが 確かなら』 と、 かの 女 は 中島の m; ねての 證： 百 を 得た と 受け取って、 熊 本の 方へ も それ を^い 

ことば 

ただら うと 云 はぬ ばかりの 笑 ひ を 見せて、 初めて 當り 前の 一 一 一 ぶりに なって、 『わたしに ゃァ Ji: も かれ 

/0 れ云 ふこと ァな いのです、 わ。 あの 島 村 をだッ て、 實際 にわたしが 呼ん だん ぢゃァ な いんです から。 

田 口の 方から 勝 乎に よこし たんです。』 これ は 少し 田 口の 爲 めに は 云 ひ 過ぎ だが、 この 場 は それ を 裹 

として 自分の 力に した。 ここに ゐな いものに は それが 分る お：： はない。 そして 今ゐる もの を さう おこら 

せて は、 然し、 また、 その あとが 面倒になる からと 見て、 またす ッと 折れた 調子に なって 、『資 はわた 

しも 困って しま ひました から、 その 證據 にや ァ、 あの人が 歸 ると 旌ぐ、 また 地ぬ しへ』 と、 つい、 口 

がすべ つた。 が、？：^ 1 回に 地ぬ しへ 行った こと は 自分の 胸に 秘めて ある ことで、 ここで は 云 はれない 

ことば 

の だから、 ちょ ッ と-一一 n#?;- が 行き 詰った。 そして 『實 は』 から 云 ひ 直して、 『直ぐ 地ぬ しへ 行って、 .as: & 

と 云 ふ ものが 來て 若しう ちの 家の 爲 めに 地所の 貸借の こと を 云っても、 一 切取り 合 はないで 置いて 下 

さいと 頼んで 來た ほどです から、 ね。』 

.S まさ 

『然し、 さん も 今更ら どうす ると 云 ふんでしょう』 と、 中島さん はこ ちら をな じる ゃラ であつ 

.^。 

『わたしの 考へぢ ゃァ』 と、 わざとに も 笑 ひ を 見せて、 『田 口 は 家 をい ッ そのこと 寶り 渡して しまへ と 

まで 云って るんで すから、 八 「度の こと は あの人 ぢゃァ ありま せんよ。 きッ とお 兼が SI 分の 野心から 絲 

^せい § 失敗.  SM々1】 
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を あや 釣って るんで す、 ね。』 

『家 を. 寶る にしても』 と、 中島 はま だほん とうに は 打 解けて ゐ ない らしい、 『今 ぢゃァ わたく，.^ 達に 招 

.談 なし ぢゃァ 困ります。』 

『無論、 だから、 わたし や ァ相ひ 手に して ゐ ませんで したわ、 ね。』 

『あの 男 は 二百 圓ま では】 どきに 出しても いいが、 あとの 二百 圓は 月々 にしたい とも 申しました 多 

分 さう かねがないの でしよう。 然し、 若し あなたが そんな ことで わたくし 逢 を マ；^ 知 させようと 思つ ち 

ゃァ 間遠って を.？^ す。 若し わたくし 達が どうして もこの 家 を 出る と 云 ゃァ、 四百 圓は義 俠：^ な實 

ですから、 そ/ J へ もッと .正 常な 利ハ： ^を 書き入れて、 即時 拂ひ にして いただか なけり ゃァ —— 。』 

.『  』 こちら は、 中島が さう 云 ふ附け 加へ を正當 とい ふ ほど 義俠的 を ふりまわ すの は を かしい 

と 思った が、 もう、 そんな こと を爭 ふべき 場合で はないだら うと？^ て、 『どうせ、 わたし も あの人 を ，て 

れ だけの 資力が ある 人と 思 へ ません から 11 ゥ』 

『だから、 鬼に 角、 契約書 を 書き 換 へる ことにし 給へ』 と. 豆腐 星さん もまた そこ 意地が 殘 つてる や 

うに 中島へ 知 養 をつ けた。 

『鬼に 角、 契約書が 間遠って る さう ですから、 ここへ 持って 來て 今一度 せて 下さい。』 

『それが 1 今、 ここに^ I ない のです が、 ね。』 無理に 笑 ひに まぎらして、 おせい は 云 ひにくかった 9 


たと へ ここに 持って ゐた とても、 この場合 何とか 云 ひ まぎらせ こそ すれ、 出す がなかった。 お Is- に 渡 

して あるの も 心 配 だが、 それ を 取り！^; i して 乘て、 中岛ら に： せれば、 この やうで は、 きッと 取り上げ 

られ てし まう の だら う。 そして また ま E き換 へる となれば、 はたに 惡知雜 をつ ける 入 も 來てゐ る こと だ 

から、 こちらの 不利益になる のが 分って ゐる。 だから、 まァ、 \ 千 もとにない 方が まだし もであった。 

『多分.、 田 口さん のと ころに あるので しょうが、 あなた は それ を 取って 來 なければ 困ります。』 

『さう です、 ね —— 。』 おせい は、 向 ふから 押し付ける やうに 云 はれる だけ、 こちら も あと は 無言の 口 

をと がらせて、 矢ッ 張り 不承知の やうす を 見せた。 そして 皆の 顔い ろ をう かが ひながら、 ただ もじ も 

じして ゐた 0 

すると、 互 腐屋 さんが また 口を出して、 而も こちら を び 威す やうに、 

ていたう なが 

『それがない と、 わたくし 共 もこの 家のお 世話 はでき ません 11 この 十 曰 に は抵當 流れになる の を、 

わたくし がかね を m して 取りと めようと 云 ふわけ でした が o』 

『幸 田さん』 と、 この 時、 大 川さん も 出て 來て、 『取って おいでな さいよ、 さう？！？、 情 張らないで わたし 

がゐる 以上 は、 決して あなたがた を 困らせる やうな こと はさせ ません から。』 

『さう、 ね。』 おせ. いは、 つまり、 そこが どちらに 對 しても 心配な ので、 きの ふ はふい とお 兼に 云 はれ 

た、 マ 3 りの 氣 にもな つた。 そしてけ ふ は、 また." 島 村の 意 張り 散らして 行った やうす から： ID- て、 お 兼が 

おせい の 失敗  e: 六 五 
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ふくしう 

ひよ ッ とすると、 こちらが 維 作の 十五 圆を横 取. OS した 復簪 に、 この 家 を 占 飼しょう とする ので はない 

かと 疑 ひ 返した。 そして、 矢ッ 張り、 あの 飛び入りの 島 村よりも、 この 中島に たよって る 方が まし か 

と考 へて ゐ るの だ。 

『何とか そこ はう まく あなたの 口で ぉッ しゃれば、 向 ふで も 返して 旲れ るに ゃァ遠 ひありません か 

ち。』 

『さう、 ね —— わたしと. g; 直とが 鬼に 角た ベて 行けさへ すり ゃァ 11 o』 この 點が 最も 心配であった。 

『そり ゃァ、 あなた、 もう、 さう、 くどくど 云 はないでも、 みんなが 承知して ゐる ぢゃァ ありません 

か？、』 

『でも、 ね』 と、 こちら は大 川の 立って るの を じろ りと 見上げて" 加 &を賴 むつ もりで、 『よく 念 を 押 

して Sd かないと I— 。』 

『そり ゃァ、 あなたがたの 世話 をす る こと は』 と、 中島さん も 十分 呑み込んで ると 云 ふ 顔つきに なつ 

て 口 を 添へ た、 『初めから わ だくし 達が 承知の 上です から。』 

i ち ，.^  r 

『おや ァ』 と、 少しお せいは カづ いて、 『政 直と わたしの こと は 確かに 間違 ひはありませんで せう、 

ね？』 

『<fr. 巾す； 疝り、 確かに 問 違 ひありません。 ですから これから 直ぐ 田 口さん へ 行って、 契約書 を 取り 


して 来て 貰 ひたいので す。』 

『さう です、 ねい 11 』 

U ほん 

『それがない と、 わたくし も 資本 をつ ぎ 込む のに 困 ます』 と、 iDi 腐屋 さん も 云 ひ 添へ た。 

『  』 おせい はま だ 決心し かねて ゐた ところへ、 この 熊 本の 云 ひ 添へ があった ので 1 歷 また 

^, あんしん 

不 vf^ 心に なった。 巾 島と だけの 關 係なら、 もう、 多少 は その 心持ち も 分って ゐ るが、 一旦 腐屋 さんなる 

者が こちらから 一 K へば 矢 ッ張リ 三 百 代言く さいと ころがあって —— 。『ぢ ゃァ、 あなた もこの こと だけ 

は 確か に 誓 つて 下さいます か？』 

『誓 ひます。』 

『ぢ ゃァ』 と、 こちら はとう/ \ 向 ふの 飽くまで 烕す やうな 返 に 押し 伏せられて しまって、 止む を 

得す、 『これから：；；： つて 來 ます、 わ』 と 答へ た。 そして 

『早い 方が いいです』 と、 向 ふに せき 立てられ たので、 晚の 食事 をし ないで 出かけた。 

すると、 お 兼 はこ ちら を 見る が 早い か、 へ i; こって ゐて、 

は しん 

『あなた は駄 CIr、 ね。 折^?:、 わたしが いい 人 を 介して あげたのに、 矢ッ 張. 《v あなたの くせの、 半 信 

はん ま 

半 疑 を 出して！」 

IT そんな おぼえはありません が、 ね」 と、 おせ いは 先づ辯 解した。 と 云 ふの は、 たと へ 自分の 心に は. 

おせい の 失敗  四 六 七 
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さう E5 つて ゐ たにしても、 富 禁 のうへ に は 少しも さう 氣 取られる やうな こと を 云 はないで 歸 した 箸で.， 

ある。 

『だッ て、 島 村， さん はお こって いら ッ しゃい ましたよ、 かね は- W しても いいが、 幸 田と 云 ふ 女が ぁァ 

Isi^J 得ない ので は 駄目 だッ て。 人 を 信じた やうな、 信じない やうな 瞹 味なと ころへ 飛び込んで 行つ 

て も、 また 堤さん の やうに、 追ッ拂 はれち ゃァ 馬鹿を見 るから ッて、 ねつ』 

『わたし、 なにも 提. さん を 追ッ拂 つたわけ ぢゃァ ありません、 わ。』 

『あなた はと ぼけて tQ るんで なけり ゃァ、 自分で， 2： 分の ことが 分らない ス です 力ら II 』 

『ぢ ゃァ、 鬼も^、 あの 書類 を 返して 下さいよ』 と， おせい は それ をし ほに して、 何げ ない ふりで 云 

ひ 出して：：^ た。 

『ぢ ゃァ、 矢ッ 張り、 あの 大工 ゃ大 川に 丸め込まれて しまう つもり-?』  ： 

『さう でもありません が、 ね 1 1』  -- 

『つまり、 さう なんでしょう。 あなた もよ く/ \馬 鹿な 人、 ね！ 島 村さん の 考へぢ や. ァ、 

さへ 握つ てれ *:5ifc ッた 四百 13 であの 大工 ども を 追 ひ^せる のです よ。』 

『さう も 行きません から、 ね』 と、 こちら こそ 自分が 中島ら に對 する 義理 も ある こと を 知らぬ お 兼 を 

馬鹿 こした つもりであった。 そして それ を强 める 爲 めに、 巾 島の 云った こと をそッ くり 持って 夾-て 


もら 

せ！ 5 し^ぐ 立ち ひくなら， 四百 圆の 上に まだ も ッと貰 はなけ ひや ァと 云って ますから。』 

『そり や あ、 向 ふの 勝手な 一： ム ひぶんであって、 こッ ちぢ ゃァ 契約 通り を la: 行す りゃァ いいん ぢゃ あり 

ません か？』 

『それが できる くら^なら、 わたし も 心配 致しません が、 ね。』 新う 高 をく くって おせい は a 村が 一と 

.f; 拂ひは 二百 1^ までたら と 云った の を、 その 意 張り かたに 照り 合 はせ て、 私 かに あざ笑って ゐた。 

『然し、 あなたの 爲め をお もや ァ、 今、 わたしが あなたに を 返す の は危險 です、 わ。』 

『そしで はわた しに 困る ことがあ るんで すから』 と、 おせい はし まひに は、 契約 窨を こもらが 持って 

らなハ Si 合の，？ らの 怒り を德 像して、 そのお そろし さに 自分の， をまで 顔 はせ た。 そして、 ，门 分 

は 泣きたい ほど 本氣 になって、 向 ふ は H 口が 三百 をよ こした と 云って おこつ てること。 それ をな だめ 

る こ は、 一. ムは， 丄た 通り どうしても 證 を 持って行かなければ ならぬ こと" それでも、 自分ら の 身の上 

じク かう 

のこと は 豆腐屋まで も 受け合 ふと 云つ てること。 それが 資 行され なければ、 また、 その 時に なって、 

.«1 分に は，： IL 分の 考 へが ある ことた ど を 語った。 そして^II分がぉ翁に野心がぁると見ての©みゃ疑ひに 

は、 少しも 云 ひ 及ばないで すんだ こと を 肩が 一 つ おろせた やうに 思った。 

【どうしましょう、 ね、 あなた』 と、 お 兼 は、 今まで そばに 來て、 默 つて たばこ を 吹かして ゐた田 口 

ことば 

の方へ初めて首机_^*^かけた。 
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『  』 こちら はまた 渠に對 しても 今 1 度 同じ やうな こと を以 つて 辯 解し なければ ならぬ かと ま 

ご 付いて ゐ たが、 藥は 案外 簡單 であった。 

『本人が さう して 吳れと 云 ふんだ から、 返して しまへ。 その代り、 どう-な つたって かまう もん ぢゃ 

ふつが ふ 

ない。 堤の 時なら * 若し あの 堤が 不都合な 考へを 出した ッて、 おれが それ を さしとめて 置け るが、 今 

度の 大工に ゃァ、 おり ゃァ 初めから いい 結 £S を 期待 はして ゐな いんだ。』 

『まだ それに、 別に 惡 いこと を 仕向けて 來 もしません から』 と、 おせい は W 口の 寧ろよ く 分った 返事 

によみ 返った 氣 がして、 また 强情 張った 辯 解 も 出た。 

『どこまで 馬鹿な 人なん でしよう、 ね、 あなた は！ わたし、 もう、 どうな つた ッて 知りません よ』 

と 云って、 お 楚は奧 の 部屋へ 出た。  . 

その あとでお せいは Eri に 向って、 お 兼に も わざと 聽 えても いいつ もりで、 『わたし ゃァ岛 村さん だ 

ッて も， f, まひません、 さ。 けれども、 また 堤の やうに 若し 惡ぃ 人で あっち ゃァ 11 o』 

『お前に ゃァ、 いい も惡 いも 分らな いんだ。 どうせ、 心が 腐って ると 云 はう か、 极 木から 疑 ひ 深 、いん 

だから、 ね。』 

『そんな ことがある もんです か？』 靳ぅ、 ぉせぃは 1 霄のもとに否{!^^^たo そして 自分 だッ て、 この 

ぜんあく 

芷 直な 心に は 善惡の 見分けが 付く し、 進んで また 善に も 悪に も その どッ ちかへの 分量が ある、 その 多 


少を も！ ：}- 分けて かかって る もの だと。 私 かに 誇らしく！ S 心った。 

『これです が、 ね』 と 云って、 お 兼 はまた 茶の まへ 這 入って 來て、 『よく て御货 なさい な、 あなたの 

1K ふ 子：^ 養の 件な ど ァちッ とも ©1 いてありません から。』 

『そんた 害ァ ありません。』 

『害 はない が あなたのお 箱です から • ね！』 

『  』 おせい が 受け取って 見る と、 ，：：： 分の 渡した 時に CJ 分が 封 じた 筒 所 は 破って あろが、 番類 

は 確かに 三枚あった。 そのうちの 契約書 を 請んで 見る と、 如何にも この 通り だ 11 

『一 金 四百 N 也 おお ェ蔡 K と 認定す る こと 資證也 大正 六. ポー 月より 二十 筒 月に i 抑 月下 宿營 業の 利 

益より 二十 ぼづ っ支拂 ひの 件 契約 如 件』 とあって、 巾 島と 自分との 名：： 印 を^して あり * 收入 

も 張られて ゐる。 そして 文句 も ぬ 分の 手に は 相 遠ない が、 自分と政直とに對する扶^5(ゃの11務のことは 

出て ゐな いの だ" 

『こんな こと だけ 書いた 笞 ぢゃァ なかつ たんです が、 ね』 と • おせい は 自分な から 不 E^l でめった。 

く てう 

『その 場で 讀み、 ほして 兑たッ て』 と- E 口 はせ 地惡ぃ 口調で T また あとで 請んで 見た ッて も- 鬼に 角 

請み さへ すり ゃァ 直ぐ 氣が 付い た tr た。 それ をお ：M は ぼけて ゐて 分らな か つたんだ ぞ。』 

T まさか、 わたしが ぼけても 11 』 と *^ た 反抗した が- 然し、 おせい も 自分で よく 一 ぼみ〉：： しもせ す， 
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あとから また 1 度 も 出して 見なかった の は 自分の 落ち度 だと 分った。 『これ ぢ ゃァ、 どうせ、 不安心で 

すから- 向 ふが 書き 換へ ると 云 ふ をい いし ほに、 今度 は 書き 加へ させます、 わ。』 

それにしても • お 互 ひに 輿が さめて しまって、 おせい は 他の 話 をしつつ 長居 をして ゐる ことができ 

なかった 0 

契約書 は 取り返し たくせに， 中島 は 熊 本が まだ かねの 工面が できない からと 云って、 こちら を もつ 

れて 裁判所 へ 行き 十日の 競賣日 を 一 一週間 延ばして 貰った。 そして こ ちらが 一 ー紫會 社 ヘ^ケ 月^ 納めて 

ここ 三 ヶ月 を 中 絡して ゐ る無盡 のかけ 金 を も 出して しま はなければ、 f』 ル のかね が 足りない と 云つ 

た。 その上に も、 まだ 何とか 工面し ろと 云 ふので、 田 tn の 方から It 月 貰 ふぶん を 二 ヶ月 だけ 前金に し 

て K つた。 

それでも まだ 皆が これで も 足りない と 云 はない ばかりの 顔 をして、 大 川さん までが こちらに 向つ 

て * 

『あなた は 大分 貯金 をして ゐる箸 ぢゃァ ありま せんか』 と 云った。 

*^  i>  うそ  、 

r そんな ことがある ものです か？』 おせい は 苦し まぎれに 斯う 3 興ッ 赤な 嘘 をつ いた 力 そのうへ に佝 


だかお そろし くもなって 來た" 契約 寄 は 取られた ままに なり 頼みの 一 つであった 無 鍵の 力ね も 卷き上 

げられ、 このうへ に 文 子の 記念 や 雄 作の 骨折りなる 好 金まで 出して しまって は、 寓 がー、 おしこの 家 

を. B 一 ひ 出された 時に どうす る こと もで きないので あった。 

1=1 化 等が その 一ぬ りから そんな 計略 を以 つて 這入り込ん で^たの である ことが、 ゃッ と、 この 三 四 曰の 

やうす で&, かにお せい 自， せに も 確かめられて 来た。 自分が 島 村 を こさせて 中 を 怒らせなかったら、 

それ も 新う 早く は 察が 起らなかった かも. S れぬ。 いや、 こんな^5|-にさせるロ實を與へ なかったかも知 

れぬ。 そクが 自分に は に 後悔の ： つに もな つた。 

が、 今と なって は、 泣きた くも 泣，.^ れ ない はめに 落ち入って ゐた" 遠く離れて ゐる もの も • 近くる 

f こ， ゐる もの も、 みな. ni: 分の 欲であって、 自分 は 八方 ふさがりの やう だ。 誰れ と 云って 相談す る 相 ひ 

芋が なくなって ゐた。 止む を 得す. 易の 先生のと ころへ 行って また それ を訴 へる と， 先生 もまた かと 

1K はぬ ばかりで、 

『その 件なら、 どうせ、 おれが 聽 いても 駄：！ n だ』 と 云った。 が、 それでも 、『最後まで は 踏みと まって 

ゐ なさい よ』 と 云 ひ 添へ て sSC れた。 

『わたし も その 腹 はきめ てゐ ますから』 と、 こちら も 答へ た。 さう だ、 もう、 は 取 後に は 追 ひ 出される 

きく わ ,> 

にち が ひない と 云 ふこと を覺 悟の 前で、 今 一遍，： 分の 對抗策 を やって る 機 會も考 へて ゐ るの だ。 
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ところが、 そんな こと を考 へながら- 或 時、 おせい が 便所から 出て、 手 を 洗 ふ 時、 そこの がらす 戶 

のうちに 术が繁 つてる ので、 がらず を晤 くして ゐる そのお もて へ 映った 自分の 顏を ふと 見る と、 

自分の 兩 方の 目が 血ば しって ゐ た。 そして これから *  e; 口ら に は 旣に氣 遠 ひだと 云 はれて る 通り、 そ 

の 萬 似 も 十分で きる だら. つと 思 へ た。 

丁度. この 時 * わざと こちらの さけて ゐた大 川が、 これまで になく、 こちらの 部屋へ 遊びに 來た。 

こ 比まで は、 つまり、 人 を 馬鹿にして ここへ _ ^たこと がな く、 用事が ある 時 は 向 ふの 窒へ こちら を 呼- 

び寄せたのに、  今や 少し 不思議で めった。 すると、 ra^ して 匕ん な こと を 云 ひ 出した。 

『あなた もこの まま ぢゃ ァ』 と、 何だか 親切 さう にだが、 『やがて 追 ひ 出されて しま ひます よ。 それよ 

りゃァ どうです、 わたし も楝 梁の 一： ム ふこと を 聽 いてます から あなた も 今度の 人に —— ？』 

にら 

『わたし は.' ね』 と * おせい は聽、 なりく ゎッ として、 自分の この 血ば しった 目を以 つて 相 ひ 手 を 睨 

み 付けて、 『そんな 淫賣 ぢゃァ ありま せんよ』 「叫び を 投げ付けた。 『あのな ま 意氣な 豆腐 星なん か、 聽 

いても 呆れます！』 

ど キ£ う  r 

『さう 直ぐお こって しまつち や ァ， わたしの 親切 づ くが 通じません * わ、 ねペ大 川 はわる 度胸 をす ゑ 

てる かして、 なほ 笑 ひな Y, ら、 『わたし ゃァ ただ 向 ふの 心 を あなたに 傳へ てあげる だけです、 わ"』 

んな こと ァ 3rv ソぴら です』 と 云って • おせい はまた と 相 ひ 手に しなかった。 そして 自分の 束 2^1 を. 


—— 染めた 髮の 毛が その 极 もとから 殆どす ベて， H がの きぢを 延ばして ゐ るの を 知って る まま I わざ 

と- さんざんに 解き 亂 だして、 家 を そとへ はだしで 飛び出した。 そして、 

『大 U さん は 利口です。 だから， わたしの 家 を 奪 ひ 取る つもり ぢゃァ ないで しょう。 利口 は拔け 目が 

ない のです。 Mi なんかし ないで せう』 たどと、 反對 にも じった こと を わめきながら • 通りへ 出た。 

そして 巡 恋の 交番まで 行 つ て、 『うち へ 惡 人が 三人 も〕 £ 入り込んで ゐ ますから、 どうか 御 處分を 願 ひま 

す』 と訴 へた。  I 

巡 茶が うちまで 自分に ついて 來 たので、 自分 は それ を わざと 玄關 で突ッ 放して 引ッ 込んで しまった。 

氣の 利いた ill さなら. それから あと をよ く 調べて 皆 を 叱る だら うと 思って。 そして 大 川が ひとりで 鎮 

に 何 かくどく 辯 解 L てゐ るの は- 叱られて ゐる らしかった。 二階の 大舉生 もこん な 時には 出て 來て 

る^だのに、 これは矢ッ張り簿^！^なせぃか、 顔 も 出さなかった。 

兎に角、 これが 爲 めに また 中島と IRi 腐屋 とが 寄..^ 合った が， 中島 はこ ちらに 向って、 

『あなたが まだ そんな こと をす るなら • 田 口さん に 云って、 この 家の こと はお 斷 わりす るより 仕 かた 

がありません』 と 云った。 

n ぢ ゃァ、 さう して 下さい。』 おせい は それでも かまはなかった。 

ほね を  -  3 

『然し、 それで あなた はすみ ます か、 わたくし. 達の 骨折り を 無にして？』 
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『ぢ ゃァ、 どうと もして 下さ， s。 兎に角， わたし はこの 家 を 離れません から リ』 

『なにも わたし 達が あなた を 出す とァ 沄 つてません ぢゃ ァぁリ ません か？ わたし こそ』 と、 大川は 

少し 閉口した やうす で、 『迷惑です * わ、 あんな こと を 布れ まわされて！』 

『何 を 云った か、 わたし * ち ツとも おぼえが ありません， わ。』 

げ，； J 

『それ だかち、 なほ 困ります よ。』 犬 川 はこ ちらの 機嫌 を 取る やうに 笑って たが、 こちら を 全く 氣が觸 

れ たと 思って るの を、 おせい はせ めても の 心 やりと た。 そして、. うわべで は あやまる かたちで、 

『御迷惑な こと を 云った のなら • 許して 貰 ひます。』 

『あなた はこ こ を どこか 知って ます，^：』 と *  S 腐展は 人 を 馬鹿にして だ。 

『えい』 と、 おせい は それ を わざとき よと/ て兒 せながら 受けて， 自分で は お客さんの ひと. りと 

養な 閼係 ザあった の を 文 子に 見付けられ たの もこ こなら， 秋 元の 姉と 槍を兒 合った の も だと 思 ひ 出し 

,^0 『ここ は- なんでも * ぉぢィ さんの 居^らし いです • ね。 ぉぢィ さんの たまし ひがま だ殘 つてます 

からね、 まさかの 時ァ、 それが 助けに 出て 來ま す。 J 

一 ul. 腐屋も 中島 もぎよ ッ とした やうす で この 部屋 中 を それとなく 見 まわした のでお せいは 自分の 窓 哝 

. ^これから も 多少の 効力が 出る だら うと 見た。 そし-私 かに 自分 はこの 〔〈かの ぬしと なっても • 千年 莴 

ね リリ. *iu 

！  くまで こ の 家 を 離れる もの かと 云 ふ 念力 を 込め た。 


『あなたに かかつ ちゃ ァ， とても 誰れ だ ッて叶 ひません』 と 云 ふ 笑 ひに なった。 そして r あなた 力た 

の 身の上 は 今後 も 決して おろそかに は 致しません』 と 中島が 云った ッけ。 

そして 一 月の十六日には1^^後の棚1にまた田ロが呼ばれたが， 豆腐屋の 出し や 張った あげ 足お 取 

て、 

『僕 はま だ 三百代言 は 勿論. 辯 護 士をも 頼んだ おぼえはありません』 と 怒り 出した ので、 おせい は， 

『ま ァ、 まァ』 と 仲 を 取って 、『斯うな つち ゃァ、 ただ わたしの 身の上-たけを 紐んで 下さいよ』 と 一一 ムっ 

た。 そして 田 口 も おだやかに 歸 つた。 

戶 んぎ やう  1 , 

そして その S せ 日に は、 お 兼 も 田 口の 代理で 裁判所へ 來て、 印形 を 押す 時に、 『あなた * これで 利して 

も あとで 困る やうな こと は 起り ません か』 と 念 を 押した。 i-j ちら は 传がゐ ところ だから そんな こと 

かんじゃう 

を 云う だけで も 感情 を 害し はしない かと 恐れて、 

『えい、 大丈夫で すから』 と、 丁度 • 地ぬ しに も 答へ た 通り を以 つてした。 そして 無 に 家の 書き 換 

へが すんだ。 この 時、 り 證文を ぐ 取って く 必要が あると 忍った ので、 おせい はお ほ 急ぎで 自分 

が 載 を 執り * 中^^2と豆腐屋との云ふ通りにしたためたが• お 兼に は 11 また 何 か 反 する だら うと 忍 

つ て 11 丽倒 だから 兑 せなかった。 

『買 受 家屋 返書， 右 者大： 止 六 年 一 月 十七 日贵 殿より 買 受けた る 家屋の 代金 千贰 巧圓を 大正 六 年 一 月 十 
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お 日よ， り {i: ふ參拾 ヶ月 迄に 支 拂濟相 成 候 節 は 右の 家屋 を 御 返上 可 致 候 依て 契約 如 件』 として、 中島 

太郞吉 印、 幸 田せ い 殿と ある。 

うちへ 歸 つてから、 おせい はこれ を 今度よ く 讀んで 見た の だが、 矢ッ張 hs、 伊  1i の 件 は 這 入って 

ない のであった。 今更ら また 喾； ト 直さう と 云 ひ 出す の も * 折负を さまった ことに また 物 云 ひ をつ ける 

ことにな つて 穩 やかで はない と 見た。 それに 『右 者』 と V めっても どこの 家と は 書き出し てない が、 こ 

れ もお M ひに はどうせ 分つ てること である。 また、 この 値段 を 千 戴百圓 としたの は、 たと へ 形式 上 Q 

寶買 にと どまって る 書き入れに 過ぎない としても • あんまり 安 過ぎる が、 これ を 鬼に 角 毎月の 營篥利 

益から 拂 つて 行く わけで 11 ここに は 自分 は 前の 取り消した 契約の 二十 圃づ つと； K ふの を、 まだ- こ 

れ からの 月額で あると 思 ひ 込んで ，—— 向 ふ參拾 ヶ月と は 殆ど 三年 間の こと だから • その 支 拂 ひすみ に 

は 十分の ゆとりが あると 見て、 今度 は 心配よりも 寧ろ 樂 しみに なった。 

そして 皆が う ッて變 つてよ くして おれる ので、 自分の 尋常な ゑが ほ を 見せる や、 フ になって、 時々 見 

まわりに^る 互 腐.：！^, さんまで が 自分に はい やな やつで はなくな つた。 そして 殊に、 この 年う への もの 

にい たづら にで も 多少の 氣 があった のかと 思 ひ 出す と、 どうせ 承知なん か はする つもりがない にし てん 

»  なまい 

も、 あ 2 あたまの 毛の 薄い 生 意氣な 男が 私 かに 自分の 心に 親しみ をも與 へる。 

t うれ * 

『奥さん、 もう 安心です から， 氣遠 ひや 幽露 じみた ぼ、 似" およしなさい』 と、 渠は 冗談 を も 云った。 


^  』 おせい はて ッ きり 自分が ぉぢィ さんの 話 を 八疊の 客間でした 時の こと もい まだに こたへ 

てゐ るの だと 思へ た。 

ながねんの 苦勞 を先づ これで I 段落と 思った ので、 おせい は 皆の 勸 めに 從？— 自分 はま だ I 

に 氣が 進まなかった が I 先生より Is 陰 女史と 云 ふ 名を以 つて、 え. i の 赤 震 を 出した。 櫻 は 

"町 力ら 取り- 陰 はさ くらの かげで 女に はふ さはし い 名 だと 云 ふので あった。 

『早速 * 見て 貰 ひたい』 と、 中島さん ゃ大 川さん が賴ん だけれ ども、 

『身う ちも疆 の 人に は， 5 ち も ff まが 出て 當ら ない もの だ』 と 云 ふ 先生の If ついで， 

斷 わって しまった。 そして 看板 を 出してから If 目に、 ゃッと i. 女の 容が來 たので * そんな 寺 こ 

は 使っても いいこと になった 應 鐘で 見て やった。 すると、 それが ふ不 f さうな 顔 をしながら だが、 

おほし 召し を 十 着んで 行った。 それでも この 初めての 牧 入が 嬉しかった ので， 皆に 見せて t ん した。 

そして 政 直 を も 喜ばせる 爲 めに そのお 小 使 ひに してやった。 

然し， おせい が 今 こんな こと をした ッて 詰らない と 思 ひ 返した の は. 意外に も 中島の 女房 子どもが 

皆で 入り；；^ んで 來た爲 めで ある。 

やくそく 

『そん I 束 ぢゃァ なかつ たんです が、 ね』 と、 初めは こちらが 主人が ほ をして 不平 を 云っても 見た 

力 ，合 ひに 小さくな つてる ので 許して 置いた。 すると、 ，に 向 ふが 却って はば I 字 やうに 

おせい の失妝 
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なった。 そして 中島の fiss 初 S 突し き は、 大 川と 管 持ち かき 管で きた。 それに、 

I. 大" が 少しも 誓 をつ けて ゐ なかった ことが 分った。 這 入った おかね I だ 管り なく 出して 

ゐ たので、 月の 末にな つて、 i うが 何が 何やら 議 々々で、 i. あとから、 方々 SIS 

とても、 あなたに まかせち や ァ置 けません』 と、 中島 もお こって しまった。 そして 大 

川 はこち らも 私 かに は 望んで た 通り 追 ひ 出されて しまった。  - n^cl 

『あなた はどうせ お P や 誓の 方 はでき な いんです から』 とまでぶ しっけに 云 ふやう にな、 つて f 

i 却って こん I りさまで あつたの だ。 it こちら は 今更ら また 中島の 考へか 分 らな く 

なった。 

『  』 おせい が 氣づ いて 見る と、 ぅッ かりとき 大 川の やうな 女に 營 業を まかせて 安心して ゐ 

たの は、 中島と しても 幅で きたで はない か？ 今月 この 家と して 借金の 方へ 人れ る ぶん は 初めて 

のぶんだ が、 それが 出なかった ので I。 これ だけ 客が ゐて、 そんな ことで は、 大 川が きッ とちよ ろ 

まかして しまったに 相違ない。 ところが、 それ は それと しても、 これから は大 川の 代りにお 浪 さん を 


立てようと している の だ。 

お 浪は大 川で ない としても、 また、 その 亭主 や 豆, 星と ぐるに. なって 營 業の 利益が あっても 無い や 

うにば かりこ ちらへ 報告して ゐ. て は、 f が 得.^ する ばか で、 こちら はいつ まで 立っても この 家 を 

賈ひ 戻す わけに ならない ので ある。 これ はどうしても 自分が かねの 出入り を 握って 爲 なけれ^ はッき 

hN しないと 云 ふこと が 分った ので、 中島に 向って、 おせい はまた 衝突つ の覺吾 をき めて、 

『これから はわた しが もとく 通り 帳場に 坐 わります から』 と 申し出た。 『ぉ浪 さん， だッ て、 矢ッ 張り、 

大 川さん と 同様に まだ 不惯れ でしよう から、 ね。』 

『では、 わたくしの かか ァは あなたの 女中に. なる のです か？』 

『そんな わけ ぢゃァ 11 』 おせい は 意外な こと を 云 はれて、 ちょ ッと まご 付いた が、 もう、 云 ひ 出し 

タね 上^と 思って、 『然し、 わたしが 會計 をし ません， と、 ね、 あなたがたに 返して 行く 惜 金の らちが 明 

かない ぢゃァ ございません か？』 

『借金 は あなたの 方から 返して いただけば いいの で — こ の 家 はた だ あなたと 政 直さん と を 養つ て あ 

げる のが 責任です。』 

『え ッ！』 かの 女 は 茶の間の 火鉢の ふちへ 来て、 しゃがんで 火鉢に 兩手を かざして ゐ たの だが、 びッ 

ひやう し 

くりした 拍子に 腰 を 落して、 かた 手 を疊へ 突いて しまった. そして 日ごろ、 自分の 心のう ちにば かり 
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Irf も 押さへ て ゐた 義の疑 ひといき ど ほき を 一とき にお もてへ 出して、 『ぢ ゃァ、 あなた はこの 

家た. 奪 ひ 取った つもりで すか？』 

『い. a、、 奪 ひ 取った の ぢゃァ ございません。 買 ひ 受けた わけです 』 

『どうしてです？』 

『どうして ッて —— 』 

『隨分 失敬 ぢゃァ あ h ません か』 と， こちら は 向 ふの 云 ひぶん なんか を聽 いてる ひま 力な 力った リ 自 

分 は S ふに 養って I ないでも、 自分が 警 自由にして ゐ さへ すれば 勝手に 立って 行ける こと。 そし 

て その 一? 決して 本 當に寶 り 渡した ので はない、 二 寶を 免れる 爲め、 お 互 ひの 便宜上， 假 

りに 襄り 渡した 形に したので あきと。 若し 本當 に賣れ ると すれば、 そんな 安い 金額で はない、 .1 

入れる 前の かたちに 於いても、 ぉぢィ さんの ゐた 時から、 千 五六 百圓 けの ん價 うちが あった こと、 若し ま 

^> たと へ 家 は 向 ふの 物に なって ると して 見たところが、 この 營 業の 權利 はこ ちらが 持って ゐる のて 

あるから 4 さう 向 ふの 勝手に はならない こと。 乃ち 、家 を取 つたと 思って るの も 8 ひで あるのに、， 

そのうへ にも 疆っ て 霊 を も 向 ふが 自由にして ゐて は、 こちら をして きから 家 を 買 I すかね を 

出さお ようとす るの かと 云 ふこと、 など を つづけざまに 責め立てて 見た。 

そのうちで 一 番 あとの 件に 自分の gi がぶ つかった 時には、 自分ながら、 これまで さんざん 心配し、 


ia^ ひと ほして 來 たことの 根本 問題で あるの が 分って， 自分が これ をう ッ かりと、 半ば は氣 がけき.， よが 

らも、 .、ぉ ろ そかに 附 して ゐ たこと を I ときに 目が さめた やうに 後悔した。 が、 もう、 お，？ かつ ヒ。 

『わたくしの 方で は 正常な 乎つ づき を 踏んで やった ことです から』. と、 中島 は 澄まし 込んで ゐた、 『そ 

. ^力 御 不服なら、 裁判所へ なり どこへ なり 出して いただき しまよう o』 

『あなた は 今更ら そんな 水く さいこと を！』 おせい は 呆れた と S: 時に また 仰； K しないで は ゐられ なか 

つた。 『あなたが さうなら、 わたし も 證文を 書き 換 へて 貰 ひます。 證 文が g 違って るんで すから！』 

『もう、 そんな こと は あの かね を 出して 吳れた 熊 本に 對 しても できません o』 

『そんな ことがあります か？』 おせい は 悔しさの 餘り、 からだ ぢ うが. g えて ゐ たの を まぎらす つも リ 

で、 火鉢のう へに たぎって る E 分が もとから 使って た 鐡瓶を 手に 取る が 早い か、 これ を この 部屋の R 

ン 中へ 投げ付けた。 ゆげ をみ なぎら せて ころがった ぼ 瓶の 湯が 一 面に のうへ \4 ^れ た。 

さん、 そんな こと を 云 ふと 決. L て あなたがたのお 爲め になり ま 4, ん。』 

『爲め も 何も ある もんです か？』 おせい は 殺すなら 殺せと 云 はない ばかりに 中島 を にらみ 付けて、 『お 

前ら が 勝手に ぞろ， （^と 子どもまで つれて 這 入って 來ゃァ がって、 こ ッちを 養って やる ッて、 馬お. き 

鹿し レ！ 主客が 鎖 倒して ゐ ます！ もう 分って る、 大川を 出した から、 今度 はわた し 逹を追 ひ 出さ 

うとす るんだ！』 
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『そんな こと ァ ありません！』 

『いいや， すッ かり 分って しまつた！ お前ら は， だ！ 家 泥棒 だ！ 1 かの 女 はまた 束髪 を亂 だす 

爲 めに 兩手を あたまへ 上げ、 立ち あがる が 早い か、 裾 を 直さないで 茶の間 を 玄關の 障子のと ころへ 出 

て、 直ぐば たくと はしご 段 を あがった。 そして 例の 大擧生 を 初め、 二階の 部屋々々 を i! 客の g 寸 

なと ころも あつたが 11 のぞきつつ、 大きな 聲 で、。 中島ら はとうく わたし 達 を 追 ひ 出 すんで す！ 

この： 家 を乘ッ 取つ たんです！ わたし 達は餓 ゑて 死ぬ ばかりです！ これから 巡査に 訴 へて 衆ます か 

ら』 と 布れ まわった。 

が、 ど  <； つも こいつ も 薄情な の だら う、 平生は こちらに 向って おじよう す を 云って な. がら、 こんな 

危急の 場合 を 11 ただき よろ りと ふり 向いた ばかりで — 一人 だッて 何とか 云って 吳れる もの もなか 

つ. こ。 そ 1 にも 亦 癎續を 起して いそいで 二階 を 下り、 玄關を 飛び出さ ゥ とした 時に、 水道 事務所へ 勤 

めて ゐ るお 客が 一 一階 を 飛び下りて 來て、 

『奥さん • まァ- お待ちなさい 。先 づ、 わたくしで いいこと なら 伺 ひましよ うから』 と 云った。 

『泥 奉が ゐ るんで す、 うちに 泥棒が』 と 答へ ながら、 おせい は それ をし ほに 引き返した。 そして 再び 

主關を あがって その 客 を 自分の Isiki へ 来て K はう として 先き に 立ち かける と、 茶の間 からお 浪の聲 

で、 こちらへ 聽 えよ がしに、 


『こ ッち がかね を 出して 買って しまった 家 を、 冗談 ぢゃァ ない. で 自由にした いなんて』 と 云 ふ 

のが 聽 えた。 

『お前なん かの 知った こと ぢゃァ ありません！』 こちら は 廊下に 添った 障子 を 明け、 顔 を その 方へ. - 

してお 浪を にらみ 付けながら、 『かねなん かこ ッ ちが 出して こそ ゐれ、 まだ 一 文 だッて 取り ませ ス 力ら 

ね" 家 は寶ッ たん ぢゃァ ありません よ！』 

その わけ を また 詳しく こちらの 部屋で 語って 聽 かせたら • お客さん は 中島の 方へ はこ ッ そりと、 わ 

かう ば.^  き 

ざ わざ 交番へ 行って 來 て吳れ た。 が、 交番で も、 もう 知って ゐて 

『あすこの 1^7 情 は 裁判へ 23 て も その 結 栗 は あらかじめ 分らない • とても 警察で 取り扱 ふ 仵 ではな 

い』 と 云った さう だ。 

こちらのう ッ かりして ゐた 落ち度 からと は 云 ひながら、 斯う 失敗して しまった 悔しさ を 辛抱して ゐ 

るば かりで も 大抵の 骨折りではなかった。 親子 一 一名が ただ 無 方針に ここ を 飛び出しても 化か -な 力ない 

ので、 たべて ゐる ことおけ は保證 されて ゐ るの をせ めても のた よりに、 まるで. ils の やうに されて 二 

疊の 部屋にば かり 立て籠って ゐる ことにな つた。 が、 このた ださへ 不眠 性に なって る 自分の 目 もから 

だ もます く 自分の 意志に は從 はなくな つてし まった。 

然し、 この 商寶は 大工なん かがた だ几& 面に 物 を 切り はめて 行く やうた もので はない 力 さ. 今に 
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ろ、 あの 何も 知らない 中島 やお 浪が手 こすって しまって、 さじ を 投げ出す 時が 來 よう。 こちら は それ 

を 早く 意地 づく で兒て やりたかった。 

ゥ 

すると • 果して I つ 面白い ことが 起った。 と 云 ふの は • あの 支那 人の 目 かけだが、 それが 1 ヶ月 以 

上の 宿料と たびたびの 立て かへ 金と をう ッ ちゃら かして 置いて、 どこかへ 喰： ひ 巡げ をして しまった。 

そして あとへ 殘 して 置いた 物と て は 行李 一 つし かないの だが、 その 中には 月經の 血が ついて 固まった 

綿と 切れ だけが 這 入って ゐ たと 云 ふ" 

『だから、 云 はない こと ぢゃァ なかつ たんだよ』 と、 おせい は 政 直 を 相 ひ 手に 多少 氣 持ちの いい i^l^ 

を 漏らした。 あの 女 は來た 初めから かね 拂 ひが 少し あやしかった。 それ を大 川の ゐる 時に も I 度 注意 

してやつ たの だが、 大川は 自分 も 人に くッ 付いたり して ゐた ところから、 その 同病 を 憐れみ 合った と 

でも 云 ふの か、 すッ かり 信用して ゐた。 そして K 口 を 最後に 呼んだ 時、 築が こちらの 手で むいて 出し 

，ん u 

た 林檎 を • 意地 惡 くも 喰べ ないで * 

『お前 は 手 もき たないだら うから』 と 云った の を、 大川は 

『ぢ ゃァ、 丁度 それにい い 人が ゐ ます • わ』 と 受けて、 ぁの年の若ぃ目かけを代理に出したりし，^10 

けれども、 おせい の考 へで は、 若し 自分なら、 なくなつ たお ぢィ さんから も を そ はって たこと も あ 

はら 

るし， 客の 方で 少しで も かね 拂 ひが あやしく なると. 直ぐ 立て か へな ど を さし 控へ るば かりで はな， 


い。 また * その 客の 出た あとの 荷物 や 行李 を • 時々、 手 をつ けたと は 分らない やうに 調べて 見る ので 

ある。 

今や、 然し、 毎日の やうに こちらへ 難く せ をつ け 出した ものら は、 その 支那 人の 目 かけが 喰 ひ^ず 

をした のまで こちらの せいに した。 

いろんな こと を 毎 rn ふたりで ベち や/ \ しゃべり 合って たの だから • きッと * あなたが 仏 si を： t:: け 

たの だら う』 ッて —— 

『飛んでも ない こと を』 と、 おせい は 心で 怒った が、 おもてで は、 自分 か 自分の 子 かが 投 ぐられ て も 

詰らない からと 思って、 ただ 長い ものに は卷 かれて ゐた。 

が、 その 事件の 爲 めに、 たださへ 虐待され た 二人が 1 暦！： ら せられて、 臺 どころ へこ ちらから 御 ま， 

んを たべさせて K ひに 行かなければ • いつまでも 其 用意 をして K へない の だ。 客に でさへ まる 三日 gp 

食事 を 出さなければ 訴 へられても 仕 かたがない 規則 だのに、 うちわの ものに 喻べ させない とは以 つて 

の ほかであった。 たまたま たべに 行っても • 政 直まで が こちらと 1 緖に 1 しさと ゐさ ふら ふの やう こ 

氣の 引ける 爲め とで • 物が 喉へ 這 入り かねた。 

しま ひに は臺 どころ へ も氣が 引けて 行け なくなつ たので • 止む を 得す、 ^日の やうに、 こッ そ^、 

政 直にお いも を賈 つて 來 させて、 それ を 二人で たべて ゐ たけれ ども- さうな ると • また 政 直 は 
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『御 はん をた ベたい、 御 はん をお 吳れ よ』 と 云って 駄々 を こねる ので ある。 可哀 さう でも あり、 たま 

らな くもなって、 おせい は 蕖をも 田 口のと ころへ 頼む ことにした。 そして 自分 もけ か 心 をして、 先づ自 

分 の 所 ぎ， 仴 として 寶り拂 へる もの は 古道具屋 や 古着 屋を 呼んで 寶り拂 つ た。 

それから、 自分の 身に II だけ をま とめて、 ぃょく^-の家を易擧上のをんな友達のもとへ出. 

ると なった 時， 現在 臺 どころ で 使って る 皿 小鉢 を 遠慮なく 二つ 三 つづつ うら 庭へ 持ち出して、 ぉぢィ 

さんの 時代から 並べて ある 植木鉢の 臺石 にぶ. つけて、 氣 持ちよ く 幾た びに もうち 毀 わした。 そして 皆 

に 向かって、 

『わたし は、 もう 死んだ も 同様です から、 ね、 ii になっても、 きッ と、 この 家 は 取り 退して 見せ ま 

す』 と 叫んだ。 


山 

の 
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I 

『を かし を かしゃ、 

松 澤の村 は 

/q ，尺 あしだ の 

齒 も 立たぬ。』 

ため を 

爲雄 はこの 唄 をす ッと 小さい 時から おとなの 眞似 をして 歌って ゐた。 が、 何の こと だか 分らな かつ 

ほらお！ S 

た。 五 尺 も齒の 高い 足駄なん か、 時々 この 村へ やって 來る 法螺貝の 山伏 だ ッても はいて ゐる こと はな 

い。 そんな 物 を 誰れ がはく もの かと 思った。 さう して 自分のう ちほ ど 結構な ところ はない としな が 

ら、 尋常 小 學校を 出た。 そして また 高等 を も。 

や が < 

今や、 徴兵に 取られた 時の 爲 めの 準備 をも敎 へて 吳れる 夜 舉の貲 業 補習へ 行って るの だが、 自分の 


ひら ぼやし 

父親の 用事 や 自分自身の 小 使 ひ取リ に、 ここから 半み ちば かり ある 平： il 村 へ 時々 行く やうに なつ て 


ら、 ゃッ とこの @； の わけが 分る やうに なった。 

『どうした ァ、 爲公 • また 1 緖に ドンタクへ tn がね いか』 と、 おや ぢ (皮 屋) のうちの あんち やに 偶 促 

されて、 

『おれ はま ださし が 溜らね いが、 のう』 と 答へ たこと も ある。 

おや ぢ のうちの あんち や はこ ちらより 二つ 三つ も 年う へだが、 さしで 以 つて 來 たねら の 米 を 盜み拔 

くこと を敎 へて 吳れ た。 尤も、 それで 氣が 付いて 見る と、 これ は 自分の 兄 もやつ てること であるから * 

爲雄 としても， たと へ 父の 物 をで も 別に わ I いこと と は 思へ なかった。 そして それが 一斗な り 二 斗な り 

になる と、 それ をこッ そり 平 林へ 持って行って、 武圆 なり 四圓 なりに 換へ、 自分の 每 日の 買 ひ 食 ひや 

たばこ 代に する ので ある。 

平 林に は. 1 の 日と 六の 日と は 市が 立つ。 それ を 『1 六 ドンタクの 巿』 と 云って ゐる。 そこへ は 村 

を 半み ち， よかり 行かねば ならぬ が、 あか 土の 深い 道に 大きな 石が でこぼこ 出て ゐて、 人力 単な どは醫 

(  こんなし  • 

者で も 使 はない。 いや • 使へ ない の だ。 荷車 を 引く にしても 困難で、 雨降り あげくに は、 わらじ はき 

の 足が 石 を はづれ ると、 くるぶしの 上まで も 吸 ひ 込まれて しまう。 これ を 他の 村の ものら が- 说鹿 にし 

てゐ るので あった。 

『こら. 五尺ぁしだの|^1だん』 などと. 市で は 云 はれた。 また、 『貧乏 村の 小 わつ ば』 とも。 
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『  』 さう だ、 貧乏と か野蠻 とか ふこと が でこぼこ 道であった り、 うちの 米 を さしぬ すっと 

したりす る ことであるなら、 確かに それに 違 ひはなかった。 そして 自分のう ちが こんなと ころに 在つ 

て、 自分が これに：^ まれた のが 如何にも 恥 かしかった。 如何にも 面 .01  くなかった。 話に 聽く 東京と か 

大阪 とか 云 ふやうな いいと ころで なくても、 せめて は 新 潟な り 高 田な りに 生まれて ゐ たら • さぞよ か 

つたら うに —— 。 

面白くな いのは、. 然し、 それば かりではなかった 0 母が けちん 坊の 上に 根性 ッ. ぼね が 曲って ゐて * 

I 思 地 を 張り出す と、 父の 云 ふこと でも 何でもな か-. \聽 かないの である。 そして わざとら しくう ち を 

- 飛び出して どこかへ 遊びに 行ったり する 0 さう でな くば、 また * 何も 働ら かないで • ことし 六 4- 七 こ 

もな つ た 婆 々 さ をむ ご. たらしく こ き 使 ふ。 少し 耳の 遠くな つ た 年寄り.,： 

『婆々 さ』 と 怒鳴り付けて、 『早う 馬ぐ さ を. 煮さつ しゃれ！』 

『煮れ と 云 ふなら、 煮る が、 のう 11 』 年寄り はよ ほくと して、 爲雄も I 緒に 寢る ところに なって 

る 部屋から 出て 來た。 そして 勝手の 方の 土間へ 下りる と， ぎ を はいて また 倉の ある 方へ 行き、 その 

そばの 柴 一一 ョ から 一と 握りの 柴を 持って 來て、 馬の 草 を 煮る 大きな 釜の 下 をた き 付けながら、 『さう お 

ればッ かり 働ら かせね でも —— 』 

I  よめ 

『そんげ な 事く らゐ， iSI に 嫁 へば まかせられる がんね に 


『なんにも おれ は 嫌 はない がんね。 嘉 一 が やおと。』 

『それ もお 前が かげでつ ック かっしゃる すかい。』 

『つ ッ ついたり なんかし やせんが、 . のう。』 

『  ュ. 511 雄 は それ を聽 いて ゐ ると、 子供な がらに * 年寄りもう そお 云つ てるこ、 とが 分らないで 

はなかった。 と 云 ふの は • 母が 自分の 里に ねる 自分の 姪のお 新 を嘉】 の 嫁に しょうと 云 ふのに 反對す 

るの は、 實際 は、 この IKi 々さで ある。 かげで 嘉 一ら に 云って 聽 かせた ことによると、 母の 里なる M 五 

兵衞 のうち は 昔から 貧乏で、 その 爲 めに 皆 手く せが 惡 かった。 母 も 若い 時には そのく せがま だ やまな 

いで、 うち は 決して さう 困って ゐな いのに、 人の 物 を i んで來 たりした。 その 爲 めに、 婆ァ さん はい 

つも 人の 知らない 苦勞 をした とかで、 今と なって は、 もう、 その 孫の 嘉 一郎に 二度と そんな 苦勞 

を させたくなかった。 

, 母の 里の ものら は 今でも まだ、 ちょ ッと 人が 見て ゐな いと、 人の 畑の 大极ゃ 茄子 を 盜んで 行く とい 

ふ 評 制 だ。 そして それが 分つ-たり 見付かった りしても • 人が 別に 何も 云 はな いのは、 そこの 婆ァ さん 

が 昔から この 村で たッた 一 人の 取り上げ 婆々 ァ である からだ。 そして その 婆ァ さんが また 泥棒 もじよ 

うすな 代り、 人の 孕らん だ兒 をお ろす の もじよう すだと 云 はれて ゐる。 それが 母親の 母 だから、 爲雄 

にも 自分の 本 常の 婆々 さに 當 るの だが、 仕方がなかった。 
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『さう だす かい、 お前』 と， うちの 婆々 さはう ちの 母親の 留守に 嘉ー郞 に 向って 云った、 『が ッかァ が 

なんて 云 はう が、 お 新 を 貰 ふなよ。』 

『うん』 と、 兄 は それでも 赤い 顔 をしながら 答へ た。 『おれ も あんげ なをな ご はや だ。』 

ひ A.5 ばん 

『  』 爲雄も 自分と してお 新の 評判が どこへ 行っても 惡 いの を 知って たので、 『あんげ なお か 

め、 あんに や もやめ ろよ』 と、 はたから 口を出した。 『あいつ は、 然し、 あんに や を 好きだす かい、 お 

れ にも 惚れて ゐて、 のう、 きの ふ も 道で 逢 ふたら 菓子 をち ッと ばか „.11{れ たが、 ねし。』 

『生 意氣云 ひやが るな！』 兄 はまた 恥 かし さう に顏を 赤く して だが こちら を 叱った。 

『：.  』 が、 本當 だから、 仕 かたがない。 こちら はお 新の 顔 を 見る の もい や だけれ ども、 駄菓子 

はう まかった ので また あと を 喰 ひたくな つて、 自分で もまた でこぼこ 道 を 四 丁ば かり 下 hs て 行って、 

酒 や 醬油類 や こんにゃく、 豆腐な どと 一 緖に 駄菓子 を寶 つてる し 正お 衞門 婆々 さのうち の 若い 衆の 寄り 

合 ひ 場所まで 行って 來 たの だ。 

『爲 までが 餘 計な 智慧なん かっけて』 と は、 いつも 母親が ぷリく した 時の 一 111 口 葉であった。 そして 云 

ふこと がなくなる と、 こちらの たばこ を 吸 ふことまで やかましく 叱る の だ。 が、 こちら は  r 

『自分の 働ら きで 儲けた かねで 勝手に 吸 ふがん だに』 と 云って 相 ひ 手に もしなかった。 椰子の 實 のた 

ば こ 入れ だッ て、 ドンタク 市で 自分が 見付けて、 自分が 買った の だ。 母に 比べれば すッと 人の いい 父 


i 力ら も 小 使 ひ は K ふが * それ も 畑へ 出た 兄 を 助けて 賫り荷 を 平 林へ 持って行った りする 爲め 

だ 。『どうして 村の もん は 斯う ひどい 道 にして置くん だえ』 と、 兄に 云って 兒 たこと ：^.- ある。 すると、 

兄 は 

『村に かねがね いんだす かい、 のう。』 

『  』 して 見る と、 矢ッ 張り、 松 澤の村 は 貧乏 むらな のか 知らん、 大抵のう ちで は 馬な どを少 

くと も 一 頭 は 持って ゐ るのに？ そして 馬 を 持たない 甚五 兵衞 のうちの ことば かり 思 ひ 出されて、 『あ 

んげな 貧乏人が ゐる すかい、 村 もようなら ねいんだ、 のう』 と 云って、 母と お 新の こと を さんざんに 

あくたい ついて やった。 年寄り をむ ごたら しくす る 母親が 憎い 爲め、 こちら はお f まで を懵 いので、 

夜 這 ひに 行く 若い 衆 どもが かの 女の どこか を どう だ、 かう だと 云 ひ 合って るの もす ベて、 かつ， 女つ 

する 惡 くちだと 聽き 取れて ゐた。 そして 『きの ふ もまた、 あいつ、 圖々 しう 菓子 を おれに 吳れ やが 

つた』 と吿 げた。 

『あいつが 早う どッ かへ 片づ いて 吳れ たら、 のう。』 兄 はいつ も ただこん な こと を 云って るば かりで あ 

つた。 

『  』 こちら は 自分の 兄の あとに 付いて 押して 來た 荷車の かぢ 棒の I 方 を またいで、 兩手を そ 

れに 握り 付かせ、 その上に 自分の 腰 を乘 せながら、 みちばたの 石の 上に やすんで る 兄の こと を 私 かに 考 
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へて 見た。 兄 は 他り 若い 衆と は 違って 品行が よく、 どこへ も 夜 這 ひな どに 行かない。 丁度、 自. 5- 力 象 校 

*^ うだ んも の 

で 先生から 敎 へられて ゐた 通りの 模範 靑 年で、 ひま さへ あれば その 部屋へ とお 籠って 講： 一お 物 を 露んで 

ゐる のさ。 で、 自分 も 兄 ほど 大きくな つたら、 兄に 負けない ほど 自分の 品行 は愼 むつ もりで ある。 

が、 兄の 

じょう ん 

『冗談 I つ 云へ な いのは、』 皆が 笑って 云 ふ 通り、 『玉に きす だ。』 そして 冗談 をば かりで はない むごい 

母親に 對 しても 面と 向って は 口返答 もで きない。 だから、 そんな 時には わざと こちらが 出し や 張つ 

て、 兄に 代って やって、 

『若しお 新が 來 たら、 おれち よが 承知し ねい。 無理に もろたら、 おれ は 東京へ 逃げて 行ぐ がんだ！』 

こちらが 段々 と 兄同樣 うちの 爲 めになる やうに なった の をハ乂 母が 喜んでる 乙と は、 こちら も 自^の つ 

よ 味と して 十分に 知って ゐる。 

の 嫁に する がんで ねい』 と、 母親 は愴 らし さう に 叱った。 この 時 * それでも、 いつもな まけ 勝ちな 

かの 女 は 自分で 畑へ 行って 來 たかして、 筒袖 を 着て、 手ッ 甲に もも 引 きをつけて、 手ぬ ぐ ひ 被りの わ 

ら じがけ であった 0 『うちの ものが みんなで おれ を いぢめ てば ッ かり！』 

『ま ァ、 まァ、 もうち とば か 待た ッ しゃれ。 本人が や だと 云 ふ あ ひだ は、 のう I J 婆ァ さん は 相變 

ら， fi 草 を 煮る 役目に 當 りながら、 新う とぼけて ゐた。 


r  』 こちらに は、 それ も 尤もであって、 婆々 さと 共に 父親 だッて もお 新 をう ちへ 呼びた くな 

いから、 わざと 當らす さはら すに して ゐ るのお らう。 して 見る と、 うち 中で 母^の 味 かたと し S へ 

ば、 末 ツ子のお 德 だけ だ。 こいつ は 母の そばに 寢る ことにな つて ゐて、 まだ 何も 分らない ので、 をん 

な 親の 云 ふこと ならなんでも いいやう に 思って る やうす だ。 が、 こちら は、 もう、 お P より は 三つ も 

うへ だから、 さう は 行かない と、 爲 維に は 自分で 考 へられた。 そして 自分 も 自分の 兄 も婆ァ さんと 共 

に 父の 味 かたであった。 

幽 I 

おや 含 やう だ. i 

が、 爲雄は 自<?； に は 親兄弟と 共に 田へ 出た. 兄の 荷車の あと 押し をしたり する 仕事よりも、 雉 を 

取ったり、 うさぎ を あとづけたり する 方が 面白かった。 うさぎ 狩り は.！ rn 分の 冬の 小 使 ひ 取りの 一 つで 

あった。 どこも かも B ッ 白に 雪が 二三 尺 も 積んで ゐ ると、 山の 奧 にも 喰 ひ 物が なくなる ので、 うさぎ 

が奧から自のふちを赤くして澤山ぅろ-^^と人家のぁるところ へ 出て 來る n そして 人が たま/ \ 喰 ひ 

さして 棄て たやうな 物 を 見付ける と、 お ほ 喜び をして それに くら ひ 付いて ゐる。 ゆき 靴 を はいて そ. Si 

を追ッ かける と、 ぴ よんく 過げ て 行く が、 その 行く さきで は、 地上の 白 さと 1 綠 になって どこかへ 

I  しん *H  ^ 

えなくな つてし まう。 そんな こと は、. i 配な かつ.. こ。 
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こちら は 0^ あと さへ ついて ゐれ ば、 それ を どこまで もっけて 行く ので ある。 すると、 岩の あ ひだ や 

木の 切り株の 中 や、 お ほきな けやきの 根のう ろな どに、 小さくな つてす ッ 込んで ねる D が發 見され 

る。 a ッ かけないでも， 寒い 爲 めに そんなと ころへ ちぢこまつ てるの も ある。 古 四王鎭 守の 森した な 

る 村び との 慕 場な どに は、 殊に それが 多かった。 そんなの はすべ て 素手で つかま へられた。 そして そ 

れを平 林へ 持って行 くと、 一 gl に付き 二十 五錢に は寶れ るので あった。 

爲雄 はまたい たち 落し を も 使った 。平たい 板のう へに 釘 を 一 つ 突き出て ゐ るの だが、 そこ へ 餅で も、 

あぶらげ でも、 鹽 びきの あたまで もなんでも さして 置く と、 それへ 動物が 口 を 持って行く 時、 . ^かけ 

のばね を 踏んで はづ す。 さう すると、 うへから カづ よい 輸 がかぶ さるので ある。 が、 或 時、 この わな 

を 置いた ところへ 行って 見る と、 もがいて る 白い 動物 はう さぎではなくて、 猫であった。 そして ひど 

い 額 をして こちら を瞰 らんだので、 おそろしく ッて、 手が 出せなかった。 

そこへ 隣り II と 云っても、 三十 間ば かり 奧 11 の、 が ッかァ がと ほり やが つて、 

ぢょ 

『おう や！ おらう ちの 猫 を、 畜生』 と 怒った。 そして かの 女が 急いで はづ してやった。 すると、 そ 

の 動物 は 血 雪のう へ へたら く 落して、 逃げ去って しまった。 

その 人の 怒って る 顔 もお そろし かった ので、 わな をう ッ ちゃり 放しに して、 渠も 自分のう ちの 方へ 

逃げ出した。 そして 1 ニ丁來 ると、 おそろし さも 無くなって、 今度 は 俄かに 慷の 皮が よれる ほど を か 


しくな つた。 うさぎの 代りに 馬鹿な 猫が かかった の だ！ それが 第 一 に を かしい の だが、 また、 その 

猫 を はすして やりながら ぶつく 怒って た 人の 顔 も を かし かつ ：.，。 

『あ ッはッ は！ あ ッはッ は』 と 云 ふ 自分の 笑 ひが 自分のう ちへ 近づく ほど 烈しくな つて、 玄關に 達 

3- たじ *> 

する が 早い か、 そこの 板 敷へ 自分の からだ を ころがして 殘 りの 笑 ひ を 笑った ので ある。 

『どうした か、 爲！ そんげ に 笑 ふて？』 父 叙 はび ッく りした のか、 勝手の 方から 土間 を 出て 來た。 

その かた 手に 編み かけの わらじ を 持って。 

『  』 こちら はさう 云 はれる とます く 答へ もで きかね たが、 親に あまへ る氣 味に 手つ だはれ 

ながら、 飛びく に 言葉が 出た 7 今、 あは！ 猫が、 あは！ あは、 はッは ッ！』 

『何が をッ かしゃ、 馬鹿！』 母親 も 出て 夾- てゐ た。 兄 も .11 また 妹 も。 皆、 それが また 餘 りに まじめ 

腐って 兒 えた。 

『あは、 あは、 あは はッ は！』 ふと 氣が 付く と、 今の が ッかァ が こちらの わな を 手に 持って 玄關 みちへ 

這 入って 來 るので あった。 それが ぶる ッと 自分の 身に こたへ ると、 今度 はまた 俄かに この を かし さが 

やんで、 默 つて 勝手の 方へ 逃げ込まなければ ならなかった。  マ 

何 を 怒り まぎれに 發 したの か 分らない が、 こちらが 馬屋の 板 かべの ふし 穴からの ぞいて ゐる と、 隣 

"のが ッかァ はす ごくと 歸 つて 行った。 
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『爲、 ちょ ッ くら 來 いや』 と、 父親 は、 もう、 わら を 打つ 石の あると V- ろへ 來て、 むしろの 上に あぐ 

らを かいて、 わらじ を 編み 初めて ゐ た。 

『  』 どんなに おこり 付けられる のか 知らん と 思 ひながら、 おそる/ \ 近づいて 行く と、 まァ 

に 5 わ 

の 額 はいつ も 通り 柔和であった。 

『うさぎ 取りに 猫が かかった の は 仕 かたがね いど も、 隣り のが かに 氣の毒 だす かい、 こんだ から、 あ 

んげな 馬鹿げた 笑 ひかた はよ せ や。』 

『うん。』 こちら は 自分の まァ よりも 猫の 方が おそろしい々 

『あのが かがお こって ゐたッ た o』 

『  』 爲雄は それ を聽き 流して、 うちへ あがった。 あの人 や あの 猫に 氣の 毒で あつたの は 鬼 も 

角と して、 ^11ぃ上の1^ぃ*^が、 猫の 苦し まぎれに 瞰 らんだ 目つ きと 思 ひ 合 はされ て、 いまだに 自分の 

心に 殘 つて ゐた。 直ぐ 兄の 獨り 部屋 —— 倉に 向った 六疊だ 一 I へ 行って、 『あの 猫 は 隣り へ歸 つた だら 

うか、 な ァ？』 

『どうしたがん で？』  r 

『怪 きした すかい、 のう、 死んだ かも 知らね いど も —— ？』 それが 生きて ゐた として、 あの 夢中た 勢 

ひで 飼 ひぬ しの 家 を 忘れ、 ひよ ッ とすると、 山の 奥へまで も 行って しまつ たかとも 思 はれた。 そ. L て 


v." こ *5  く 山猫に でもな つてし まう と * こちらが 柴刈りに 登って 行ったり する 時、 向 ふが おぼえて ゐ 

て、 大きな 岩の 上から 口を出して 嚼み 付きに 來る のが 今から おそろしかった。 

『馬鹿 云 ふなえ』 と、 兄 はこれ を聽 いて 叱った。 

が、 爲雄は それから 山へ 行く ことが 少し 幼に なって ゐた ところへ、 新津 から 村 上へ 來る鐵 道が 敷 

あ -,, 'ま ク  ' J  . 

ける と 云 ふので、 その 線路の まくら 木に する 赤松 を 切り出す 仕事が 初 まった。 そして、 また、 の 

爲 めに 山 ざ かな ど を 切り開ら く 仕事が。 これ は 多くの 人が 一緒にす るので あるから、 そして 自分の 

も それに 出た ので、 自分 も 負けない 氣で 皆の 手つ だ ひ をして、 おとなのまで は 行かない けれども、 日 

に 四十 錢ゃ 五十 錢の 賃銀 は 貰った。 そして、 

『子^ 乃く せに』 などと、 たびく 云 はれても 好きな たばこが、 いつのまにか、 卷 きたば こに もな つ 

てゐ た。 

そのうちに、 山 ざ くら や の 1 が 春が 來 た。 そして 雪 も 解けて しまった。 やがて、 また、 ほと 

とぎす が啼 いてと ほった あとの 靑葉 Q 地上に その 鳥の 血が 滴れて る 時節 も 過ぎ、 馬屋が むし 奥く、 積 

み 肥が 鬆ぇ 出し さうな 夏 もまった。 そして やがて 稻を 刈らねば ならぬ と 云 ふ 秋に なって、 爲 雄の i ダカ 

ら云 ふと、 一と 下 だり 下の のうちの が ッかァ が ク.. I 病に なって、 うちの 母親 も 看取りの 爲 めに 二日 

ふ f へ 1 や も 行き ッ切リ であった。 が、 その 病人の や ごめ はとう ，（- 死んで しまった。 爲雄も 自分が すッ 
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と 小さい 時から 遊びに 行って よく S つてた ので、 氣の 毒に は 思った。 

ところが、 うちの 婆ァ さんが 父に 語る ところ >^」聽 くと， 

ひやう ばん 

『あのが が も村ぢ うの 評判 もんで 立派に や ごめ で暮 して ゐ たど も， うわべば ッ かりで』 あった。 男が- 

あって、 而も それが 梅毒 持ちの くせに 兒を 孕ら ませた の だが、 その 兒を おろさう としてし やうが か 何： 

か を用ゐ たに 違 ひない。 うつった 毒が その 爲 めに 一 層 ひどく からだ を 腐らせて、 もがき 死にした の は 

天罰 * た。 そして 『これ もき ッと甚 五兵 衞 のうちの 婆々 さの さし 圖で あった だら うが、 のう。」 

『あいつに も 困る がんだ が、 のう、 死んだ もんが 可哀 さう だに』 と、 父 は 答へ た。 

『  』 村ぢ うは 大抵 近い か 遠い かの 親戚な ので、 爲雄 もさう 聽 くと 一 曆茂 平のう ち を氣の 毒に 

ししせ き 

なった が、 不思議な ことに は * その 反對に 一番 近い 親戚で あると ころの 取り上げ 婆々 ァ とその 孫のお- 

新と だけに 對 して は" I  自分の 憎まし さ を增 した。 

茂 平のう ちの 葬 禮には 父と 兄と が 出かけた が、 立派 だと 云 ふから 大きな 頭 も 貰へ る だら うと 思つ 

て、 爲雄は 自分 も 行きたかった けれども 父から 許されなかった。 で、 妹のお 德と I 緒に その そばまで 

見に 行った。 一 つに は、 この 村から 葬禮の 出る のが 自分ら に 珍ら しかった。  r 

たかは  ちゃ. つちん 

白い 髙 張りの 提燈 や、 銀が み 金が みで 出來た 花で 立派な その 行列が、 をん なの よそ行き 衣 物 をう ち 

かけた 棺 と共に、 ころも を 着た 坊主に みち 引かれて 繰り出して 行った。 お 念 佛を唱 へながら。 そして 


その あとに、 その 家の 長屋 門の 前に 殘 つたの は 自分ら も 知って る 遊び 友達の 子供と 今 ひとり 見た こと 

もない 女の人と であった。 擧 校の 女 敎 M を 除いて は、 Sli れも 結って はゐ ない ところの、 ひたへ に W く 

突ん出た かたちの 髮 をして、 その 衣 物 もこの 邊 では 見られな いやうな 奇麗 さであった。 

『あれが ハイカラと 云 ふがん だ、 のう』 と、 お 德は歸 りが けに 生意氣 にも こちらへ 云って g| かせた。 

『さう かえ？』 爲雄 も， 然し • 斯う 答へ るより 仕 かたがなかった。 あの人が ゐ たので * 友達に も ml- 

を かけないで しまったの だ。 あんな 人で も 男に 梅毒と か を うつされる こと が あるの か 知らん と 思 ふ 

と、 女と 云 ふ 物に は .11 お 新な ど を 憎い と 云 ふ 外に —— まだ 何 か 不思議な ことがある やうであった。 

ミ 

か ま 

或 日、 爲雄は 兄 や 父よりも 早く 田から 歸 つて 來て、 稻 刈り 鎌 を^く が 早い か、 直ぐ 湯に 這 入らう と 

して、 勝手の 土間 を 水灶事 場の 方へ 行く と、 

『爲、 手前 はま だ 風呂に 這 入るな や』 と， 婆ァ さんが 云った. 『よその 衆が 這 入らつ しゃる に。』 

『  』 誰れ が 來てゐ るの だら うと 思って、 養 土の 二つ 据わって ると ころから • まッし ぐらに、 

いきなり 茶の まの 障子 を 明ける と- ゐろリ の はたに 婆ァ さんと さし 向って、 案外に も • 茂 平のう ちの 

葬禮に 見た ハイカラが ゐた。 
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『こ， e が爲 雄さん です か？』 ハイカラ はこ ちら を 見て 優し さうな 笑 ひ をした。 が、 こちら は 顔が 眞ツ 

赤に なった やう 思へ て、 なんにも 云 はす、 ぴたりと 障子 を もとの 通りに 締めてし まった。 

『ひどう わるさで ござんして、 のう』 と、 婆ァ さんが 云つ てるのが 聽 えた。 『この 冬 も、 うさぎ を 取り， 

そこなうて、 隣り の 猫 を 落し やん して、 のう。』 

『  』 まだ そんな こと を 忘れて ゐ ない のかと、 爲雄は 馬屋の そばで わらじ をぬ ぎながら • おも 

しろくまた 嬉しく 思った。 そして 自分に も あの 時の 赤い 血に 茂 平のう ちの 死んだ が ッかァ のから だ を- 

1^ ら せた 毒が 思 ひ 合 はされ た。 そして、 女と 云 ふ もの も 人間の やうな 畜生の やうな 物 だから、 そんな 

赤い きたない 物が からだに あるの を 隱す爲 めに、 その 顏ゃ からだに お 白い なんて 云 ふ 物 を 塗って るの 

だら うか？ それが を かしい やうで も あり、 また 何 かなしに 物 珍ら しい やうで もあった。 

うちのお 德ゃ、 甚 五兵衛の うちのお 新 や • その他 • 村ぢ うの 娘 ツ子 は 皆、 からだの 色が 白い ので 塗、 

り 物な ど はっけない。 が、 ほかの 土地の もの は 色が 黑 いので あらう。 して 見る と、 山に も 畑に も 1 面 

ぢょ 

に 積もった 雪が 春に なれば 解けて しまって、 土の 地 はだが 出る やうに、 かの 女 も 湯に 這 入って I 且^ 

ひ 落せば * そのから だが すッ かり 黑 くなる だら う。 

それ を 見たかった ので、 爲雄 はう ちへ も あがらす、 签 土の そばの わら 打ち 石のと ころの むしろの. H 

で， 誰れ かの 編み かけた わらじ を 自分で 引き受けて ゐた。 


『ぢ ゃァ、 速 慮な く K 戴し ますよ』 と 云ふ聲 がする と、 その 人 はこ ちらの 障子 を 明けて 板の 橋 ゎヒし 

へ 下りて 來た。 爲雄は 俄かに 押し付けられる やうな 氣 にの ほせた が、 ちょ ッ とそれ となく その 方 を ふ 

り 向く と、 色取りの ある 綺麗な 袖 や 裾が やわらかに ぴ らくして ゐた。 そして 黄い ろい こな を 吹いて 

^く 山 百合の 花の やうな に ほひで もして ゐさ うであった。 

、> なぺ to- 

馬 星の 反對 のが はに は、 やがて 一 杯に なる^の 稻部 星が ある。 その あ ひだが 七 八 問 も ある 土 Si の K 

ン中を 水仕蔡 場まで 板の 橋が とほって ゐる。 

『爲 • 先生 さまに むしろ A- 敷いて あげやん し』 と、 婆ァ さん も 障子から 顔 を 出して 云った。 

『  』 では、 この 村に も擧 校が 建つ のか 知らん？ そして その 敎 員に 來 たの だら うかと 考 へな 

がら、 むしろ を稻 部屋から 出して 來て、 橋の そばで 風呂場に 近いと ころへ 敷いた。 風 n;: 場 は 仕事場に 

つづいて 馬屋の かどの はづれ にあった。 ぶんと、 初めて かいだい いに ほひに 自分の 鼻が むづが ゆくな 

つたので、 それ を 横な でしてから、 また わらじに かかった。 馬に は 馬のに ほひが あるから • あれ は あ 

の 人の それで あらう か？ それとも- 都會の 人が つ けて ゐ ると 云 ふ^ 水で あらう かと も考 へ ながら- 

よこ 目で じろ 見て ゐた。 

『爲 ちゃん も、 もう- 1 人前の 働ら きをす るッ て、 ね』 と、 今 云 はれた の を 自慢に 感じた が、 さう 云 

つた 人へ は 直ぐに も あまへ て 見たかった ので ある。 が、 耻 かしい ので、 ちょ ッと 笑って くびをかしげ 
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たばかお で、 返事 はでき なかった。 

朱の やうな 色に 何 かこま かい |& のつ いた 腰 まき 1 つに なって、 先生 は 風呂場へ 這 人った。 こちら 

に は 女の はだか は 少しも 珍ら しくなかった けれども • 見馴れた べに や もんば ではない その 色 や 模樣が 

また 何となく 變 つて ゐて、 ゆかしかった。 が、 再び 出た かの 女 を 見る と、 その 腰から うへ のから だは. 

矢ッ 張り 白く ッて、 別に 村の ものとの 遠 ひはなかった。 

にく 

して 見る と、 そのから だを以 つて あのお 新な どと 同じ やうに 男に 惚れて ゐ るお らう。 少し 憎らしく 

もな つた。 然し、 また、 この 綺麗な 女に 梅 IS とか 云 ふお そろし い 病：^ をと ッ つかせ はしたくなかった。， 

いや、 どうせ 塗リ もしな いでいい 箸のお 白い など を わざく 塗って ゐ るので は、 そして 梅毒 死人 を 出 

した 茂 平のう ちへ 來てゐ るので は、 もう • それにと ッ つかれて ゐ るの かも 知れなかった。 が、 また そ 

んな ことがない とすれば、 その 無い うちに， 早く 兄が 嫁に 貰 ひで も すれば、 丁度 年 も 同じ やう だし、 

まう も Q 

儲け，^;:になるのでぁるが —— 。 

『あ. OS がた うよ、 爲 ちゃん』 と 云って、 先生 はまた 茶の まへ あがった が、 直きに 歸 つて 行った。 

『  』 こちら は 寂しくな つた やうな 氣 がして、 『あれ は 高等科の 先生 かえ、 lis: 吊 科の 先生 かえ』 

と聽 いて 見た。 成らう ことなら、 高等科の、 いや、 それよりも ッ といい ので もあって 欲しかった。 そ 

して 自分の 夜舉 かなん かで 敎 へて 賀 ひたかった。 


『うんに や』 と、 婆ァ さんの 返 は 全く こちらの 見 常と は 遠って ゐた。 『あれ は 〇〇 さまの 新宅の おん 

ば さま だ ども、 のう、 少し わけが あら ッ しゃって、 茂 平と この 後 1^ に 來てゐ さっし やり やん す。』 

『  』 Go さまと 云へば、 村 上に あるの だが * 爲雄 自身で も聽 けば ほのかに 尊敬の 念 を 起す 家 

がらであった。 そして この 女 は敎員 をした こと も あるから、 これ を 先生 さまと 巾し 上げた 方が いいと 

云 ひ 付けられた。 茂 平のう ち は 今や をん な 子供ば かりで 氣の毒 だから、 うちの 風呂へ 道 入りに 來て 焚 

ふやう にした。 そして さう した 以上 は、 まッ さきに あの人 を 入れて やらねば 濟 まない。 これから その 

つもりで ゐ ろと 云 ひつ けられた。 そして 自分 も 少しも 異存 はな か つ た。 

稻刈リ がい そがし くな つたので * 鐵道 工事の 人夫に は 5- が 行か なくなって ゐた。 夜擧も 休みで あつ 

"5- な- H 

た。 が、 爲 雄に は， 秋の 風に なびく 黄が ね 色の 稻 紫の あ ひだに も、 ひよ ッ こりと 先生のに ッ こり 笑 ふそ 

の 3 興 正 W の 額が 見えて 耻 かしかった。 そして 自分の 運ぶ 利が まが 稻の 根の 何 か 堅い 物に 當 つて かち ッ 

と 云った 時、 ^がかけ たので はない かと、 ついて る ごみ や 泥 を ふき 拂 つて 見た が、 そのび かくした 

ところへ も 自分の 姿 は 映らないで、 優しい 女の が 見えた やうであった。 そして また 誰れ よりも 早く^ 

を 引き上げて 來て ♦ 風呂の 世話 をした。 あまへ て 母の やうに ふ てること を おぼえた だけに、 让事 がい 

やに なれば 勝手によ しても、 父 は 何とも 云 はない やうに なって たから。 すると 1 先生から、 

『爲 ちゃん • 少し 水 を 下 ださいな』 と 云 はれる こと もあった。 

山の 奥  お G4J 
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『ぬるう ござん せんかえ』 と、 こちらから わざとの ぞいて 見た こと も ある。 そして 別に 言葉 を かけに 

行く ついでも ない 時 は、 直ぐ その そとに ある はす 田の ふち をた だ 行ったり 來 たりして、 風呂場の 中に 

坐 わって 顔 を 洗つ てる女の 尻から 膝へ かけての ふッ くらした 線 を 自分の 目の前に 思 ひ 浮べて ゐた。 そ 

して また 何も 音が しないと、 若し や 湯に あがって 死んだ ので はない かとまで 心配したり もした ので あ 

る 0 

世界に この 先生 ほど 墓 はしい 人 はない と 思へば 思 ふ ほど • その 反對 に、 母親 やお 新の 味 かたばかり 

する 妹のお 德が 憎まし かった。 そして 爲雄 がお 德 のこと を 

『この かま 切り』 と 云って 投 ぐり 付ける/ J とが 度々 になった。 

.A ち 一 

『また、 そんげ な ことして， 可哀 さう だに』 と、 母が 叱る のな ど は 少しも こちらに 利き目が なかつ 

た。 

『畜生！ 毛 だ 物！ その 目 を 見や がれ！』 爲 雄に は、 ぉ德が 母の かげから こちら をに らんで るの が 

猫の もがきに 見えた。 『手前ら こそいた ち 落しに でも かかり や がれ！』  r 

父親 はゐ なかった が、 婆ァ さんが 隣り の 部屋から ゐろ りの そばへ 出て 來て、 

『なんで、 いつもく、 さう 兄弟い さか ひしゃん す』 と 云った。 『先生 さま をお 頼ん 申して ござら ッし 

やい。 先生 さまに よう 云 ふて 聽 かせて 貰 はなかったら、 いつまで もこの いさか ひ はまり やしゃん せ 


ん がんね。』 

『お 新の ことば ッ かり 云 はなかったら —— 』 爲雄 はな ほ 斯う 不平 を 漏らして ゐろ りの そば を 立ち あが 

つた。 そして 先生 を 自分が 呼んで 來 ると 云 ふ 嬉し さに、 ひとり 勇んで 暗い 夜み ちへ 出た。 

自分の 家の うらに は 莲田ゃ * ふき， みつ 紫、 荷な どの 生えて る 庭が あるが、 そこから 少しが けに 

なって、 地盤が 急に 落ちてから、 また 山が 高まって ゐる。 その あ ひだ を 二 間ば かりの 幅で 流れる 川の 

水で ある、 今、 がう くと 圏に 音を立てて ゐ るの は。 その他 はしん として、 何もの も聽 えなかった。 

ちんじゅ も 9 

そして S 分のう ちから 前 问 ふ、 鎭 守の 森の 山までに、 高び く ある 田地 を ぼつく と 散らばって 所在し 

てゐる 隣り くの 家々 の 火が、 見え隠れして、 微かに 光って る。 

『なんに せい、 お前 は 次男 だす かい、 あと は 取れね いがんだ に』 と、 おや ぢの あんち やに 云 はれて か 

くわ たね 

ら、 爲雄 はます く 自分のう ちがい やにな つて 來 たの だ。 『を ぢゃを ばなん ざ ほうせん 花の 種 だ、 どこ 

へ 飛ぶ やら 分らない。 ば さく、 しんかい、 ほうい』 と 云 ふ 唄も覺 えて ゐた。 この を ぢとは 次 sf- で • 

をば と は 次女の こと だから。 が、 また、 

『徵 兵に 取られる まで はう ちに ゐ ねばならね や』 と、 父親に 嚴 しく 云って 聽 かせられ たこと を よん ど 

ころない こと だと も 思 ひ 出された。 こんな 寂しい 村に は 住んで ゐた くもない が、 せめて あの 先生 さま 

の 來てゐ るの がた だ 1 つの 心 だのみ であった。 

山の 奥  H3 九 


泡 鳴 仝 $f 第八卷  冗 10 

『  』 自分が 大きくな るまで ゐて 吳れ ると いいが と 思 ひながら、 もう、 半 丁ば かりの みち 

を 下りて 茂 平 C うちの 長 5^1 門へ 來た" そこ を 這 入って 玄關 まで 進む にも、 ここの 子供へ 遊びに 來た時 

のと は 違って、 自分の かた 苦し さ を おぼえながら、 『もう、 あがらし やった か、 ねし』 と聲を かけた。 

『はいく』 の 答へ はかの 女ので あった。 

『  』 ぶる くと からだが 顫えた。 が、 これ を 土間に 踏み こたへ つつ、 手燭の 光. ^にう ちの 婆 

ァ さんの 言葉 を傳 へたので ある。 

『ぢ ゃァ、 待って て 頂戴、 ね、 j 緒に 行きます から』 と 云って、 かの 女 は 奥へ 這 入った。 

『  』 爲雄は 少しら くな 氣 になって、 あとに 錢 つた 闇の 中で ぺろ りと 舌 を 出した。 そのうちに 

今度 は 弓張り 提燈の 光りが 勝手の 方から 出て 來た。 それが さきに 立って * いろく しゃべりながら 行 

くの だけれ ども、 こちら は餘 りに のぼせ をお ぼえ てゐ て、 自分が c: を 答へ てゐ るの か 自分で も 分らな 

かった。 そして 自分 は^に 古 四 王 さまの 山奥に お ほ 猿が ゐて、 村の 女 を ひとり iiT つて 行き、 人 がす 

る やうに その 女 を 可愛がって ゐ たと 云 ふむ かし 話 を、 自分に も實 際に 行なって 見たい やうに 考 へて 


父親 も歸 つて ゐて、 書物 を 請む こと を 好きな 兄の ほか はすべ て、 ランプの 光りに ゐ ろり を 取り 卷ぃ 

てゐ た。 ここで、 本人なる 嘉 1 郞 がお 新 をい や だと 云 ふこと から、 うちの ものが 二つに 引き 分れて、 

兄^^ と 云っても • 殊に 爲 雄と お徳との あ ひだに 喧嘩が 絡えない ことが、 婆ァ さんの 口から 話され 

た。 

『それ は、 うちの がかが 無理に お 新 を 貰へ、 貰へ と 云 ひやん すの も惡 いので ござり やん す ども』 と、 

父親 は 云 ひ 添へ た。 

『まァ も あま 過ぎる だが、 のう』 と、 母親 は 少し その 聲に かど を 立てた、 『さう だが、 おれ もこの！ で 

はさう 云 はな かったん だ ども —— 』 

『まあ • 結婚の こと は 本人 同士に まかせて 置か なきや ァ なりません、 わ。』 先生 は その 云 ふこと も 先生 

さまら しかった。 

『本人が 進まない の を * 親が 無理に 押し付けた ッて、 どうせう まく はまと ま.^ ません から、 ね。』 

『全くで ござり やん すよ』 と、 婆ァ さん は 先生の 機嫌 を 取った。 

『それに、 爲 ちゃんでも 德 ちゃんでも、 なにも * にィ さんの ことで 自分た ちが 哈； S- をす るに は 及び ま 

せん。 舉校 でも を そ はって 十が たでしょう、 他人で もよ くしなければ な， =N ません のに、 まして 兄 n.J^ 同士 

は』 と 云 ふやうな ことが 云 はれた。 

山の 奧  五】 1 
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『  』 爲雄は その 敎へを 決して おろそかに は聽 かなかった。 少く とも、 自分の 慕 はしい 先生の 

目の前で は。 然し 斯うして また 先生 を 呼んで 來る ことができるなら、 ただこれ だけの 爲め にも またお 

德と 喧嘩して やらう かと も考 へた。 

現に、 その 二三 日 後、 また 曄喧が 起った。 これ は爲 雄が お 新から 菓子お ％ つたこと をお 德が 見付け 

て、 母親に ぃッ つけたの が はじまりであった。 

『爲 はお 新 をい つもく かたきの やうに して ゐ るがん だに、 まだ そんげ な ことす るん かえ？』 

『ぉ德 もして ゐ るがん ね』 と、 爲雄は 母親に だが 負けて はゐ なかった。 

こ ども 

『ぉ德 はま だ 子供 だす かい。』 

『よし 來た！ そんだら 新う やって おとなに してやら うか』 と、 また 一 っ投 ぐり 付けて 泣 力せ た。 こ 

れが 望-み 通.^ に また、 先生が 風 a5 を 貰 ひに 來た 時の、 こちらに 對 する 優しい 敎訓の 言 紫と なつ- そ 

して 最後に は、 

『わたしが ゐるぁ ひだ は、 ね、 決して 亂暴 をし ちゃ ァ いけませんよ。 その代り、 なんでも 一 K ふこと 力 

あれば わたしに お 云 ひなさい。 さう したら、 わたしが いいこと はいいと、 また 惡 いこと は惡 いと 解き 

さばいて あげます から。』 

『  』 こちら は、 然し、 そのぎ M な顏 さへ 見て ゐら れれ ば、 それでい いのであった。 が、 いつ. 


まで この 村に ゐる のか， それを£^?ふと、 &I 分の 心が じッ として ゐられ ない こと も ある やうに なった。 

で、 或晚、 兄もゐ ろり の そばへ 來てゐ た 時、 第に 向って、 

『あんに や、 先生 さま はいつ まで ゐ さっし や るんだ か、 のう』 と聽 いて 見た。 

『おれが 知って るかえ？』 

この 時、 母親の 話で 分った の だが、 かの 女 は 村 上の 近在に ゐる をつ とと 氣が合 はない ので、 どうせ 

.0 しご ふ 

R れる つもりで ゐ るの だ。 そして その をつ と は 少し 因まで、 かの 女が 村 上で 舉 校へ 勤めて ゐた 留守に 

來て、 の 物 を 一 切 勝手 放題に 運んで 行った。 

『さんだら、 あんに やが 貰ったら えい、 のうし』 と、 爲雄は 思 はす 口に 出た。 一 つに は、 かの 女 をむ 

ごたら しくした 人 を 憎んだ 爲 めだが、 今 j つに は、 さう したら、 いつまでも 自分の ゐる 土地 を 離れて 

行くまい と 思へ た。 

『もッ たいね い、 馬鹿 云 はっしゃい』 と、 婆ァ さん は 叱った。 

『お 新の こと だら あくたいば ッ かりつ いて！』 母親 はまた こんな 方へ 持って行った。 

『爲は 先生 さま 好きなん だら う、 のう』 と、 父親 はた だ 笑って ゐた。 

『  』 爲雄は それに 釣り込まれて、 くびをかしげながら にが 笑 ひ をした。 そして 自分の 心 を 云 

ひ 《おてられ たの だけれ ども、 惡ぃ氣 持ち はしなかった。  ， , 

山の 典  五 一，111 
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そして 誰れ にで も 自分の あまへ が 無事に とほるつ もりで、 田に 出ても、 稻 刈りの 手 を やすめ 勝ちで 

たばこ を 吸 ふことば かり 多かった。 それ を 或 日 兄が り 叱り付け たので、 そのまま 立ち去り かける と、 

父親が 途中で 見付けて、 

『うちへ 行ぐなら、 積み肥の 方 をせ いよ』 と 云った。 

『  』爲 雄 は それに いないで うちへ 歸 つた。 そして どんた に 働ら いても、 うちの 仕事 は 兄 

の爲 めに こそ なれ、 自分の 爲 めでない やうに 思へ た。 例の 『をぢ や をば なん ざ』 の 唄 ど ほりに II 。 

庭に 殘 して ある 梨の 實を わざと 取って 喰ったり、 しぶ 柿の 赤くな. つたう ちに どれ か 味 はへ るの 力 

いか 知らん と、 それによ ぢ 登って 取って はか じり、 取って はか じりして 見たり した。 そして 皆が ひる 

めしに 歸 つて 來た 時には、 春の 日の やうに ほかくす る 光り を 浴びて、 まだ わらじ を はいた まま 1 

生の こと を考 へながら、 柴 一一 ョに もたれて たばこ を 吸って ゐ た。 

ことば 

『つみ 肥 をした かえ』 と、 兄は當り前の言^？^になってゐた。 

『  』 こちら は返専 もしないで、 兄が 土間 を 馬屋の 方へ 3g 入った のに 卑しめた やうな 想像 を 向 

けて ゐた。 

すると、 兄 はやが てこ ちらへ 飛んで 來て、 

.『 なんで 云 ふこと しねいで 置く かえ』 と 怒鳴った。 


『  』 こちら はおとな しい 兄の 怒鳴りなん か 恐れ もしないで 答へ た 、『おれ は鐵逍 人夫す る 方が. 5^ 

んぼ えいがんだ か？ うちの こと 働ら いたて、 田 も 家 も おら 物で ねいだ に。』 

『なんだ ァ！』 兄 は い きなり その か つ い で ゐた娥 ど 以っ て こ ちら を投 ぐり 付けた。 

『わ ッ』 と、 爲 雄は聲 を擧げ てよ けようと したが、 E に 合はなかった。 ぐわん と 云った 自分の あたま 

を兩 手で 押さへ て、 うちへ 走り込み、 よごれた わらじの まま、 茶の ま を 奥の 婆々 さの 部屋へ 行って こ 

ろげ てし まった。 

『ひどい ことした. のう、 あんに や は』 と、 婆ァ さん を 初め、 皆 も來て 助けて C.S れ たけれ ども、 こち 

らは痛 さと 悔しさと に ただおい くと 泣いて るば かりであった。 

そのうちに、 先生が また 賴 まれて 來て、 いろくの 優しい 言藥を かけて C, 力れ たので、 、渠 もや ッと自 

分から 泣き をと どめた が、 まだ 痛む あたま を S 分で そッ とさわって 見る と、 自分の あたまの 右の かど 

にぷッ くりと 山が できて ゐた。 兄が こんなにき ついこと をす ると は 思はなかった が、 先生が 來 たの を 

見て どこかへ 姿を隱 したと 云 ふから、 矢ッ 張り、 よわい 兄 だと 卑しむ ことができた • 

とけ (木の 子) の 出る さかりに なって ゐた。 稻の 刈り入れ もい そがし いけれ ども、 こけ も 取って 置 

山の 奥  五一 五 
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かないで は、 冬から 春へ かけての 1^ け i に 不足す るので、 一日 を 例年の 通り 爲雄は 兄と 共に 山へ こけ 

取りに 行く こと を 命じられた。 

これ を聽 (た 先生が 物好きに もまた 行って 見たい と 云 ひ 出した ので、 翌日、 爲 雄が 自分 ひとりで 案 

內 する ことにな つた。 自分が かの 女 を 好きな ので、 父 も それ を 知って、 兄に は 命じないで、 自分 を か 

の 女の i ぼ i にした の だら うと 考へ ると、 少し はお ほび らな氣 持に なって 嬉しかった。 

『さ ァ、 行か ッ しゃれ やん すかえ』 と 云って、 こちら は 草刈り 饉を しょって 先生 を 誘った 

『おや ァ、 つれて ッて 下さいよ。』 かの 女 は 大きな びく を 提げて、 草履 を はき、 据を はしょって、 朱い 

ろの 椐を 出した。  . 

『  』 こちら は、 猿に 限らす、 人 も 赤い 物 を 好きで ある やうに 思へ た。 ふたりなら、 山猫 を 

もお そろし くない からけ このまま 山の 奥へ 這 入って、 毛 だ 物 をで も敎 へる 敎員を ふたりで しても いい。 

1 一度と びうち へ歸ら ないで ゐ たかった。 

爲 雄の 家 や 茂 平の 家の 前に 當る f 田の くろ を 十 丁ば かり 行く と、 墓場の あると ころから さして 來 

山の 登りになる。 自分ら のうち は 森の えだ 葉に 隱れて 見えない。 山 は 一 面に 松ば やしで、 その あ ひだ 

に 村の ものら が柴に 刈る 山 ざ くら、 日がん 櫻、 椿、 カャの 木、 ホウ、 どんぐ リの 成る カシ などが 生え 一 

てゐ る。 


『これ はやぶ か うぢ、 ね 11 蘭 も澤山 生えて ゐる、 わ。』 ，  . 

『  』 さすが、 先生 だけに、 山の こと も 詳しい と 思へ た。 

ち 4- うだ.！ 

『あの 山ぶ だう を 少し 取って 頂戴な』 と 云 はれた 時には、 然し、 どうせ 酸ッ ばいの だから、 取って や 

ら なかった。 r ぢ ゃァ、 あの あ： tft. を』 とまた 云 はれた。 

『ぁッ ちの かえ？』 爲雄は 少し わき 道へ それて 行って、 一 褥 熟して ゐ さうな その 實を 二つ 取って 來た〕 

皮が はじけて、 そのな かみが 黑 いたね と共に はみ出して ゐた。 駄 M 子 ほどに あま いのは これで ある。 

二つと も 先生に 波す と、 かの 女 は それ を 喰 ひっつ 進んだ ので、 この 人 だッて さう 自分ら と 遠った 種. 

にんげん 

類の 人間で はない と 云 ふ 親しみまで も 感じられた。  、 

段々 に 熊^が 多くな つて、 じゅんさいの 取れる 小 池へ 來た。 それから、 また かもな どが よく 下りる， 

周 罔が 十 丁 あると 云 ふつつ みへ 達した。 

『大きな お 池です、 ね、 この 水 はどうす るの？』 

『日で りの 時に 田 へ 引 きゃんす。』 

くさ - 

この あたりで 爲雄は 自分自身の 草刈り 仕事 をして ゐた。 向 ふ は 初 だけぐ らゐを 取れば いいの だら う.. 

と 出 心って。 すると、 かの 女 は 

『もッ と、 シ メジ や ネヅミ 持タセ なんか 取れる ところへ 行って 頂戴よ』 とねだった。 
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y  』 こちら はわ ざと iiii して 成るべく 近いと ころ をえ らんだの だが、 自分と して は どこまで 

でも 行く つもりであった。 『そんだら、 ？ n 四 王 さまの 奥へ 行ぎ やん しょう。』 

つつみの 右手 を 行って、 S を if 登った。 が、 先生 は 女の くせに こちらが 思った よりも 足が 

達者 だ。 神社の あたり は 赤松ば かり 多い の だが、 ここから 海の 方 を 見渡す と、 たッた 量し かないと 云 

ふ f が ％ん％ んは 却って：.^ えない が、 右に は、 先 § 生まれた 美 ふ 新 潟 市が 少し 靑く あな， つて 見える。 ^ 

りに は、 佐 渡が 島が 微かに 浮んで ゐる。 その 兩 方の 中間に あるの は、 鯛の 名所なる 粟生 ゲ島 だ 

『本當 にいい けしき、 ね』 と、 かの 女 はび く I げた まま、 暫ら くその 方へ 見とれて ゐた 

『  』爲 雄 は、 かの 女の 心に して 若し 新 潟まで 飛んで 行くなら、 その 留守の あ ひだ を 力の 女 

の t だ だま-抱いて、 毛 i などの 襲 ひ tf して ゐて やる がと 考 へた。 そして 同時に かの 女が 

ぅちの虱吕に這-^：ってるところをも思ひ浮べ た 

なほ 奥の 方へ 登って 行く と、 松の 枝が トンネルの やうに 自分ら のうへ を 重なり合って、 うす 嗜 いは 

どであった。 その代り、 ネヅ ミ持タ セゃヅ ラン ボウ も澤 山あった。 

『ある、 わ！ ある、 わ、 こんなに 澤 山！』 かの 女 はお ほ 喜び をして ゐるぁ ひだ、 こちら は 別に？、 

^つて た。 

- 『  』 ：s つまで きの 村に き S いとま I を、 何 か 一 と 言で もい いから、 こんな 時に 力 


の 女へ 云 ひたいの だが、 さう 思へば S ほど 口に はおし 得なかった。 そして 時. C ぎして ゐる かと、. 

かの 女の 方へ くび を 上げて やぶ をす かして 見る の だが * 近づいて 行く ことができなかった。 さう だ、 

朱の 色ば かりが ますく 心に 读 みて 來て！ 

やがて、 

一杯に なつ.. こから、 もう、 歸 0 ましょう か』 と 云ふ驟 が聽 えた。 

『  」 こちら はうまい 物 を 喰って ゐた 夢で も 俄かに さめた やうな 氣 持ちに なった。 一旦 は^に 

應 じて 直ぐ 籠 をし よって 見た けれども、 餘り あっけなく、 情けなく 感じた。 かの 女 を 好きだと 云 ふこ 

とが |S こも 知れて る 以上 は、 このまま うちへ 歸ら ないでも 分つ てること だら う。 さう だ、 少く とも 日 

の 暮れる まで は 斯うして ゐ たいの が、 失望の 餘り、 ふと、 この 當 11 の ひょうきんな 露 似に なって， 0 

を脊 にした まま， 手ぢ かの 松の 大きな 极 もとなる 1 使の かげへ 自分の 身 を 隠した。 そして 默っ c、 向 

ふの 樣子 をう かがって ゐた。 分で いよく 情けない やうな 淚 ごころ を 胸に 溢れさせて だ。 

『爲 雄！ 爲雄！  S —— 爲 雄！』 かの 女 は あわただしく こちらの 名 を 呼んだ。 一と 聲 毎に 調子が 

髙く なって ゐた。 そして こちらの あたまの あたり を 赤い 物が ちらく して あちらへ 行ったり こちら 

へ來 たりして ゐる。 この 時、 初めて 自分 はかの 女 を 自分に 1^ 愛い もの だと 思った" 

，い， それ ッ 切り 膝 も 絶え * 色も兒 えなくな つた。 道で もない ところへ 驅け 込んで しまったら おにご 

山の 奥  五】 
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とだと 恐れて、 こちら も あわてて 山ぶ だう のまと ひ 付いて ゐる 灌木の あ ひだ をぢ かに 分け 登り、 ちょ. 

ッ とくび を 出して 2- ると、 かの 女 はまた うへの 方から こちらへ 目の色 を變 へて 急いで^る のであった 

が、 こちらの 顔に 氣が 付かない と 見え、 丁度 こちらの 鼻 さきのと ころで、 また、  . 

『爲 雄』 とわめ いた。 

『  』 思 はすく すくと 笑った。 

『おう、 ここに ゐ たの！』 

『  』 こちら はか Q 女の 安心した やうす を 見る と、 また、 にが 笑 ひし かで きなかった。 そして 

ち ぼん 

今 一 度 今の こと を させて 見たい 氣 持ち をしながら、 かの 女の 立って る 地盤へ 出た 

ぢょ 

『人が 惡 いの、 ね、 わざと 隠れたり して！ わたしび ッ くりして、 どうしょうと 思った， わ。』 かの 女 

はま だお こって る やうであった。 が、 直ぐ その 胸が 落ち 付いた かして またもとの 通りに 優しくな つて、 

びくの 中の こけ を取リ 出して 見せたり した。 

が、 それからと 云 ふ もの、 先生が 爲 雄に 對 して 以前の やうな 子供 极ひ をし なくなった。 そして それ 

.ヒ け、 爲雄 自身に 取って はかの 女が 冷淡に なった やうに 思へ た。 たと へば、 自分が 見て ゐ ると、 かの 

女が 風呂に 這 入る にも， そのから だ を 見せ なくなった。 

『  I- こちらの 思つ てること が 何となく 分って、 それが いけなかった のか 知らん 3 そして そ. ■ 


の爲 めに 自分 を 遠ざける のかと 思 ふと、 山の 奥が 今度 はかの 女の 心に なって、 どこまでも それ を 突き 

とめた くな つた。 そして また 兄が 嫁 を 探して ゐ ると 云 ふの も、 つまり、 こんな 心持ち を 云 ふので はな 

いかと 疑 ひ 出して 來た。 

婆ァ さんの いびきが 大きい 爲 めに 目 を さました 時な どに も • 直ぐ かの 女の 山で あわてた 姿が 口の 前 

に 浮んで、 自分の からだ ぢ うの 力が ただ 1 方に かた 向いて 行く の を おぼえる やうに なった。 

そのうちに、 いそがしい 稻 刈りも^ ば はすんで、 村の 若い 衆 は 少し はらく に 夜な か を ほっき 歩く 畤 

が來 た。 或晚， さう 云 ふ ものが 四 五名 K 左衞 門の 店に 寄り合つ てると ころへ 行って ゐ ると。 

『よその もの も 珍ら しいだ すかい、 のう』 と 云って、 茂 平のう ちへ 夜 這 ひに 行く 相談が 初 まった。 お 

ゃぢ のうちの あんち ゃもゐ たが、 爲雄 とその 二つした の庄吉 と 云 ふ 子が 先づ うちの やうす を撿 分す る 

役目に 常 てられた。 

きんせ^ 

いやと 云へば、 投 ぐられ るに きまって るし • 自分と しても 奥ゆかしい 先生 さまの 瘕てゐ ると ころが 

見たかった しした ので、 他の 相 ひ 手と 共に 承知 をした。 どうせ、 自分ら はかの 女が どんな 部屋に ゐて、 

どう 云ふ寢 すがたで あるかと 云 ふこと を 突きと めて 來る だけであって、 その あと は 5：: としう へ の 若い 

じゅん はん 

衆が 順番に 這 入 つ て 行く わけ だ が 1— 。 

皆と 一 緒に爲雄も茂平のぅちのー^^^庭へ忍び込んだ。 そして 馬屋 11 今 は liiT かゐ ない けれども 11 の 
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後ろに、 もと 飼って ゐた 犬の 出入り口が つい てること は 兼て 自分 も 知って たので、 そこの 板 を はり 力 

ねに かけて ひ 引き & がして 貰った。 そして 自分ら ふたりが 先づ丄 間へ 這入り込ん だので ある。 それから、 

茶の ま を あがって 見る と * 自分のう ちなら 自分と 婆々 さとが 寢る 部屋に 當る ところ は 暗かった。 が、 

自分の 父母と ぉ德 とが 寢 るに 當る 部屋に は ランプの あかりが さして ゐて、 而も 女の ハイカラ あたまお 

けが 中から ぼう ッ と そ の 障子 へ 大きく 現 はれた。 

先生のに は 遠 ひなかつ たが、 ぼう ッと 映った のでお 化けのお ろし さに も 見えた ところへ 持って 來て 

そ れカ 

『誰れ だ』 と 怒" つた。 

『  』 こちらに は 確かに 先生の 聲 であった が、 たださへ 怖し かった ところへ そのし ッカ にした 

ひびきが こちらの 腰 をぐ らくと ふる はしめ た。 そして ゐ たたまら なくなって、 爲雄は 白へ.^ から 眞ッ - 

さきに 逃 ゆ 出した。 

『駄. -： だか、 なァ』 と、 そこに 待って ねたう ちの ひとりが 失望 さう に 云った。  r 

r 村の もんだら 承知し ねいがん だが』 と、 また 別な のが、 小さい 聲で。 

そして ここが 行かな かク たらと 前以 つてき まって た 第二の 方へ 皆が 向 ふこと になつ f が、！！ 雄 だけ 

はぽぐ 許されて C 分. -ぅ ちへ： つた。 皆は頓 かぶり をして ゐ たけれ ども、 I だけ は 鳥打ち帽 であつ 


たの を 落して -s.^ たので ある" 

『あす、 また K ひに 行げ や』 と、 ^うへの もの は 平氣で 云って „4< れた。 そして 村の むかしからの 習 は 

し を 11 如 3： によ そのもの にだ ッて 11 さう 磁 して 耻 かしがらない でもい いとあった けれども、 自 

分 は 矢： おり 耻 かしく ッて そんな 氣 になれ なかった。 

よくじつ 

その gi., 日 は、 帽于 なしに そとの 川 をして ゐた。 そして 風呂の 立つ 頃に は、 先生に 顔 を 兑られ るの を 

さける 爲 めに、 わざとう ちに ゐ なかった。 が、 それから 歸 つて 見る と、 自分の 幅 十が ちゃんと いて 

ゐた。 そして 父親から、 

『馬^! 先生 さまと こなん かへ 夜 這 ひに 行ぐ 馬鹿が あるかえ』 と、 ッぴ どく 叱られた。 

『  』 もう、 かの 女と は 顔 も 合 はせられ ない と B あ ふと、 爲雄は 自分に それだけの 穴が 明いた や 

うな 寂し さ をお ほえて 來た。 かの 女が この 村の こんな 惡ぃ風 を 知ったら、 きッ と、 ここ を 逃げて 行つ 

てし ま うだらう と、 思へ た。 そして 若し さうな ると、 かの 女に 代る ものが あって、 この 寂しい 穴 をう 

めて 賀 はないで は、 自分 もこの 村に ゐられ ない と 云ふ氣 になった。 

1 一三 日 は 引き つづいて 年う へ の ものら について 自分から 一 緒に 夜々 を 寄り合 ひ 場所 やその 他へ ほつ 

き 歩いて 見た U が、 別に わけ 前に ぁづ かるので もない から、 詰らなかった。 
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ところが、 先生に 失敗した 連中 はま だ 珍ら しみ を 追って 見たい からと 云って、 皆 中し 合 はせ て、 再 

ぴ鐵道 工事の 人夫に なり、 その 儲け を 合 はせ て 中條へ 女郞賀 ひに 行く ことにな つた。 そして 爲雄も 同 

じ 仲^であった。 

六 里の 道 を きん 口の 卷 きたば こた. ど を 吸 ひながら 出かけて 行った の だが、 爲 雄が 先づ 驚いた の は 家 

のつ くりが 自分ら のと はまる で 遠つ てること を だ。 馬屋 もない。 稻 II 屋 もない。 そして どれ も 同じ や. 

も？ H かたちで、 同じ やうな 綺. &な 部屋が 下に も 二階 にもつら なって ゐる。 その 二階の 1 つへ 皆が 集ま 

つて 酒 を飮ん だ。 女が こちらの あたま 數 だけ 出て 來て ベち やくしゃべ るの だが、 同じ をな ごで も 

せ 先生 さまが 話す ことな どと は 比べ物に ならなかった。 

禹鹿 げたやうな、 詰らない やうな 氣が ながしら、 さて、 皆と^々 になって 見る と、 今度 はまた どう 

していい のか 分らなかった。 寢 どこ は 取って ある けれども、 年 ごろ は 矢張り 先生 ほど だら うと 思へ た 

女が、 /0 ちらの 勞 れてゐ るの を 見ても、 寢ろ とも 云はなかった。 

『ま ァ、 お茶で もお 飮 みやん し』 と 云って、 どうして 子供の くせに こんなと ころへ 來 たかと 責めた。 

そして 皆より さきへ 歸れ るなら、 歸 つた 方が いいだら うと。 


『••-•  』 爲雄 はた だ 先生の 代りになる ものが 欲しかった の だが、 さう 云 はれて 兑 ると、 矢ッ 張り、 

かの 女に 對 すると 同じ やうな 耻か しさと おそれと をば かり 感じて、 座に ゐ たたまら なくなった。 

やくわん 

そして 女が この 部屋で 圓ぃ 木の 火鉢に あかがねの 藥鐡 がか かってる ところ を どこかへ 出て 行った 留 

守が 宰 ひであった。 渠は、 これまでに 見た こと もない、 やわらか さうな、 うす 赤い ろの 紙の 一と Eg み 

が 誰れ の寢 るの だか 知れない 枕 もとに あるの を 見つけて、 これ を 自分の かた 手に 撄 むが 早い か、 lE 

散に そこ を 通げ 出して しまった。 U4 つ 仲の いいお ゃぢの あんち やに も 告げないで。 そして 獨 りで、 夜 

みちを 自分の 村へ 歸 つて 來た。 -,. 

持って 來た紙 は 大切に 自分の 持ち 本の あいだへ 隱 して 置いて、 向 ふの 女に したお 白い のに ほひ を ま 

でも^々 かいで 見ようと した。 

なか p- う  ，  » 

が、 そのうちに、 中條へ 行った ことが 親に も 知れて 

『がに くそ もま だ 取れね いくせ に、 よせ や』 と 叱られた。 

『  』 爲雄は 仕 かたがな いので、 『向 ふの 人 も そんげ に 云 ふだす かい、 鹿ッ き、 なんにも しねい 

で歸 つて 來た ども』 と白狀 した。 が、 妹な どに は 時々 こッ そりう すら 赤い 紙 を 出して 見せて、 いいに 

ほひが する よと 自慢した。 

ほ. * おや 

r あんに や は 女郎の 鼻が みを以 つて。』 これが 妹から 母親に 聽ぇ、 それから また 先生 さまに も傳 はった 

3 の 奥  五 二 五 
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ので、 こちら はかの 女から いやな n つき でじろり と 笑 はれる やうに なった。 

が、 それだけ こちらの おとなに なって 來 たこと を 向 ふに 知らせた のが 嬉しかった。 そして これ を 笠 

に 着て 行って、 或 日、 かの 女が うちの ％ ば たに ゐる 時、 以前より は 少し 落ち 付いた 心持ちで、 笑 ひな 

がら、 

『先生 さま、 もち ッ とこの 村に いらして 下さえん しゃ』 とまで 云へ る やうに なった。 

11 (大正 九 年 二月〕 1 . 
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赠 

『且^ • どうです、 ね』 と * おかみ は 特別に 意氣 込み ある やうす をして 來て吿 げた. 『一 つ 別にお あつ 

らひ 向きが の ございま すが？』 

『と 云 ふと — ？』 待ち あぐんで た 安達 は 直ぐ 心が 動いた が、 體裁 上なん だか さうた やすく は 見せた 

くなかった。 この 大分 まへから 、『今一度 以前の を 呼んで 見て 吳れ』 と 註文して この 待ち 合 ひの】 窪に 

ぼんやりと たばこ を 吹かしつつ 時 をす ご して ゐ たの だ 。 

『ぁれがぉ^^に召しましたか』 と 云 ふお かみの 冷 かし をば かり 思 ひ 出して 見な 力ら。 

あぐらをかいて、 赤が ねの 落し 付き、 桐の かく 火鉢に あたりながら、 時々 首 を 延ばして 障子の腰が 

ら すから そと を 見る と、 狹ぃ 庭の 石燈 籠に もま だきの ふの 雪が 消えない であった。 

物 Id. きに も、 わざと、 こんな 日 を 選んで 來 たの だが 11 無論、 道 はま だ雰 どけで きたなかった が、 

けさから 晴れて る 日曜日で はあった 


『御 執心です から • な』 と， こちら も 光き ま はりの 合 ひ槌を 打って Eil いた。 が、 斯う： S が 長引く の 

では 向 ふに 何 かさし つかへ が あるに 遠 ひない と 思へ た。 

すると、 I 時 牛ば かり. Ki しく 待たせて からの、 この 別な 話であった。 

『これ は赏際 uis 儲け物で — フ ちへ 來 るお 花の 師匠です が、 ね。』 

『  』 して 見る と、 今し がた 便所へ 行った 時に 行き 合った ので はなから うか？ 可な り 立溉な 

身なり をしたい い 女で • 短い 廊下 をき まり 惡 さう. にだが、 ぉ辭儀 だけ はして 行った ッけ。 

『どんなし ろうと 女で もお ぼし 召しのお ありの がご ざいますなら、 ぉッ しゃって 兄て 下さい 。大抵 は、 

じ まん 

わたしが 物にして お 兌せ 申します から』 と、 その 自分の すご 腕 を 自慢して ゐる おかみの ゐる ところで 

ある。 

『 ぢゃァ * 內閣 〇〇 大臣の 娘 を！』 

『おあいにくさま， おありに なりません から、 ね。』 

I  しゃち や う 

『ぢ ゃァ、 おれ ン ところの 社長の 細君 は？』 

『御 冗： i は 別と しまして 11 多少 は 向 ふに 弱みが あって、 それにつ け 込む ことができ ますれば、 わた 

しがた とへ 見す 知らす の 人で ございましても —— 』 

『  』 無論 * 冗談に は 遠 ひない U 社長 も 時々 一 緒に ここへ やって 來た" その 勘 {?ん をお かみが 料 

笑  人  五 二 九 
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现屋の 書き付け 見た やうに 兑 せて 取りに 行った 時、 社長の 細君 を^て その美 人な のに 驚いて 來 たの だ 

が、 鬼に 角、 さう 云 ふこと を 云つ てるおか みのと ころへ 來る女 だから、 まだ 誰れ の 乎 もつ いて ゐ ない 

と 云 ふこと は 信じられなかった。 而も それが 美人で あるから。 然し、 また、 それだけ こちらに も 野心 

は 燃えて 來た。 殊に、 待って る 方の がどうせ 來 ないか も 知れなかった ので。 『ぢゃ ァ、』 おもて 向き は 進 

まぬ やうす で だが、 『それ も 面， HI からうよ』 と 答へ た。 

『何 を 特別に おごって 下さいます のよ • 且那 • あなたに や ァ勿體 ない ほどの 掘り出し物 だ、 わ。』 

『馬鹿 云へ。 おれさ まこ そこん なと ころへ 來て やる だけが 勿體 ねい ほど だァ、 な！』 

二十 二三の 柬髮で • どちら かと 云へば 上品に 鼻す ぢの とほって、 なんでも 赤と 黄色との 五分ば かり 

の 立て 織 八たん の 衣 物に っゐの 羽織り を 着た • すらりと した 女 を、 今 見た 通りに 思 ひ 浮べながら、 火 

鉢 を かかへ て 自分 ひとりで 悅に 入って ると、 嚴 して その 女が しも 手の ふすま を しとやかに 明けて 這 入 

つて 來 た。 

じろ りと こちら を 見る と 直ぐ * ぺたリ とその 場へ 坐 わって ぉ辭儀 をした。 颜 を眞ッ 赤に して ゐる とん 

ころ を 見る と、 まだ さう 摺れ てはゐ ないしろ 物の やうであった。 

『こ ッち へ いら ッ しゃい、 どうせ 遠慮に は 及ばない から。』 

『  』 女 は疊へ 左り の 手の指 さき を當 てて 左り のかた 膝から 立ち かけた 時 • まだ 後ろが 氣 にな 


るかの やうに 締まった ふすまの 方 を ぢクと 横向きに 见た。 それから、 っッと 立って しまう と、 『へッ ir 

と 云 ふと 同時にく び をす くめて、 こちらへ まだ 耻か しさうな 笑 ひを兑 せながら、 近づいて ボ.^ た。 

ちつ 

『隨分 待たせ やが つた ぢゃァ ねい か？』 もう • 纏 はこの 女が 自分の 物に なった と^ 樣の {义 心と f;^- 慮な 

さとの 氣 ぶんに， 3, まれて ゐ たので ある。 

すると * かの 女 も 11 納 5：! させられ てるの だから、 往生して か 11 割り 合に うち 解けた 言葉で あつ 

た • 

『それ はお 人が 逮 ふでしょう。』 

『  』 成る ほど • さう 云 はれて 見る と、 初めは この 女 を つて ゐた のではなかった。 嫌 は た 

わけで もなから うが- 向 ふが 何 かの さし 支へ で來 ない の を、 なんだか 少し- 侮；^ された の だと 思 はれ 

はしない かと， きまり H}i^ くない こと もなかった。 それ を I つに は 自分で うち 消す 爲 め， また I つ こ は 

この 女の 而目を 立てて やる 爲 めに、 『誰れ だッ ていいの、 さ』 と聽 かせた。 

『とのがた ッて、 そんなに 薄情な もので しょうか？ わたし 情けなくな つてし まひます、 わ。』 

『何が 情けね い？』 

『だッ て、 1 どお 會 ひして それ ッ 切りに なって しまう ものなら —— o』 

ぼんかん 

『なァ に』 と、 鎮は 自分に は 以前の 來 ない 女に 對 する 反感 も 乎つ だって ゐた、 『こッ ちが 呼んで やる Q.,- 

美 人  五三 1 
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に來 ないから 仕 かたがない、 さ。』 

『そり ゃァ、 然し、 可哀 さう だ、 わ。 たまに ゃァ、 どんな 用事が できない とも 限りません から。』 

『  』 こちら はそんな 同類が 相 ひ 同情す る I 一 n 葉 をた だてれ 隠しの 云 ひ 草 だと ほル たので、 憎まれ 

口 こ， H つて、 『さう、 さ。 それ も矢ッ 張り その 商 H 上の 御用 事 だら う。』 

ま- んレ ； 

『わ/」 し は、 然し』 と、 かの 女 は黑と 赤と みどりとの 雲 わくに ところどころ 錠 糸で 刺繍した 襟 をき ち 

ん. と 正して、 『まだく ろうと ぢゃァ ない のよ。』 黑襦 子と 羽二重の 藤色 しぼりとの 帶に • 赤の 紋 ちりめん 

の帶 あげ、 竹 色の 帶 どめに は 赤銅の 大黑が 0 いて ゐる。 

『そり ゃァ、 さ うだらう -1 色が 白い はう だから』 と * こちら は 洒落 を 云った つもりで、 自分の 兩手 

を以 つて 先づ かの 女の 左り の 手 を 取った。 白と むらさき とで 編んだ 羽織りの ほそ 紐が かの 女の むな 元 

で こちらへ 引けた。 が、 自分 は 右の 手のひら でかの 女の手の 甲 を 火鉢の 上で さすって 見ながら、 き や 

しゃな1^12ぐみにだがまだ1"^^がっょぃ肉づきがして、 この種の 女に ありがちな 皮膚の やつれ を 示め し 

てゐ ない のが 頼 母し かった。  r 

鎮は それとなく かの 女の 1 方の 手を迎 つて 見た。 

『わたし、 ぐり くなん かありません よ 11 梅毒 息 者 ぢゃァ ないから』 とで も 直ぐ 云 ふやつ によく 出 

くわす もの だが、 この 女 はま だ そんな 型にまで はまって 行って る やうす は 少しもなかった。 


『何 をす る Q よ、 くすぐった いぢ ゃァな いの？』 

『  』 p 、は 笑つ て^を 離した が、 かの 女の 扁桃腺の つづきに 故障がなかった の を 大丈夫に 思 ひ 

ながら、 『なァ に、 ただぉ^^の健腹診斷を先づゃって見たの、 さ』 と 答へ た。 

『ぢ ゃァ- あなた はお 醫 者？』 

ぽ うづ 

『冗談 ぢゃァ ねい  < がら を：^ て くれ』 と • 笑 ひながら、 『醫者 や 坊主 ぢゃァ ねいから』 

『おかみさん は會 社の 社長さん だと 云った、 わ。』 

r まァ、 そんな もの • さ。』 いや、 社長の.？ 火ぎ だと も わざ/ \說 明す るまで もなかった。 『少 くと も、 お 

^をた だです ッ ぼかす やうな こと ァ しねい から』 と • 眞 似て る江戶 ツ子 口調 を わざとに もはッ きり ひ 

びかせ て 使って 、『安心して ゐて貰 ひてい。』 

『わたし、 そんな 心配 はしない、 わ』 と、 女 も 寂し さう にた だ 笑って ゐる。  . 

『お 花の 師匠-に ァ本當 か？.』 

『わたし も、 まァ、 そんな ものよ。 心配し ないで ゐて焚 ひてい、 わ。』 

『おい、 おい * 人並みな こと を 云 ふな！』 

に，. >  げん  - 

『ほほ！ わたし だッて 人間です もの。』 

『確かに 畜生 ぢゃァ ねいが 11 。』 

笑 人  SS 
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かの 女 は 生け花の 師匠が 勸 めら れ てつい 淫を寶 つたと 云 ふこと でと ほして しまった。 こちら はまた 

かの 女 も 半ば は 物好きで おかみの 勸 めに 乘 つた ものと しか 者 へられなかった。 

以前の 女 はお 雪と 云った が * お雪 はくら うとと して！ S ぬけが して ゐる ところが こちらの 氣に 入った 

のであった。 が、 このお 鶴と 云 ふの は • 鬼に 角、 その Jg ぬけ かた もま だ實 際にし らうと らしく ッて、 

か あい  - 

1? 哀 さうな ほど 本氣 になる の を こちら は 1 曆の與 味に おぼえた。 

r どう だ、 どこかで 晚 めしで もた ベて 別れる ことにしよう か？』 

『さう です、 ね、 おつき 合 ひしても いい、 わ。』 もう、 馴れて しまった 女に 捧慮 がちな ところ はな かつ 

た。 その 前から、 m  4^ ッ 切り ぢゃァ 詰らない から、 また 來て 頂戴よ』 とも 云って ゐ たの だ T 電話 も あ， 

hN ますから、 直ぐ 通じます。』  . 

『どこ だい、 お前のう ち は？』 

『それ は 云へ ません の。 然し、 いっか また 申し上げても いい 時が 來る かも 知れません、 わ。』 

『ぉ氣 に 召し 初めましたら、 な。』 

『そり ゃァ、 こッ ちから 云 ふべき こと ぢゃァ ございません か？』 

とうさ 1, 

『  』 障子 がらすの そとに は、 もう、 燈 籠の 雪ば かりが はッ きりし 初める 時刻に なって ゐた》 


風は效 さう だけれ ども、 折角 一 にも 行かう と 「ムふ もの を、 このまま 別れる の は 知 もな さ 過ぎる や 

うな • そして 何だか 名 ごり 惜しく も ある やうな 氣 がした。 いよく； S 心して • 女に 手 を 打た せ、 出て 

來た 女中に 『自動 率 を 一 臺』 と 命じた。 

じ かん 

鈸 座の 或 カフェ へ 行った の だが、 まだ 時 が 早かった ので、 こ この 客 は 少なかった。 ニ^の I 窒へ 

あがって、 渠は 自分と して はいつ もよりも を 利かせて 見せた。 

『カフェと 云 ふ もの はわた し、 ささ 屋へ 一 二度 行った 切りです が 11 o』 

r それ も 色 をと こと だら う * な？』 

7 そんなん ぢゃァ ない のよ』 と- かの 女 は 瞹昧な 笑 ひ を 見せて ゐた。 そして 『侯 のお 目 かけだけ あ 

つて、 あすこの おかみ は 美人です、 わ。』 

『どう だ、 おれ もお 前の 爲 めにあ あ 云 ふ 店 を 持たせて やらう か？』 こちら はこの 女 さへ^し その ケ4 に 

ならば、 その 位の こと はして やっても いいと 考へ 付いて ゐた。 い たづら に 逢 ふ 女 は" は々 あっても •  kZ 

の 女 ほどに 上品に また. M ゆかしく 自分の 與味を 引く もの は < ^"てなかった から。 そして、 たと へば- S 

分が 初めて 女房 を 持った その 以前に、 どこかで 出 % つて これなら 貧っても いいが と 一： ムふ 感じ を 得た こ 

との ある 女に 對 した 時の 戀 ごころ の やうな もの さへ も 加 はって ゐた a  , 

『どうぞ、 ね。 然し、 そんな ことまでに ならないでも • またき ッ と^て 頂戴 • ね』 と、 かの 女 は 念 を- 

类人  .  .  五三 五 
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押した。 

ろしぶ フ 

話が 音樂 のこと に 移った 時， 三味線 は 好きだ けれどもで きないと 云った。 が、 六 三 郞ゃ呂 昇の も 

を も 直接に 聽 いて 知つ て る やうす であった。 

書物 は 必要 上讀 むと 云 ふの だが • 

『まさか、 お 花の 指南 本ば かり ぢゃァ あるめい から 11 寂し さで も まぎらす 小說本 かい』 とから かつ. 

て 見る と、 

『そんな 意氣 なん ぢゃァ ない >  わ』 とば かりであった。 

そして 最も 水く さい ことに は、 

『一 體* お前 は どこに ゐ るの、 さ』 と 再び 尋ねて 見ても、 矢ッ 張り、 ただ、 

『當分 は 申し上げられません の』 と 答へ た。 

『  』 ぢ ゃァ、 にしろ と 云 はない ばかりの 心に なった が * こちら はさう も兒 せっけないで、 

おもて 向き は 機嫌よ く 別れた。  r 

その後， 自分の 行く 會 社に 事件が 起って 多忙であった bN、 銃獵 のっき 合 ひに 行つ た^して、 十日ば 


かり は 物 きの 遊び にき^ 汰 であ つ た。 

そこへ 丁度 或 友人から 芊紙 が^て、 暫 らく 音信不通 をして 濟 まなかつ たが、 それ は 不如^の a めで 

あつたから 許して 吳れ。 今では 相當の 位置に あり 付き、 今度 また 結婚 もした。 で、 .1^ ぐ を も 紹介したい 

から， 〇 日の 〇 時に 晚餐 をた べに 來 て？^、 れ とのこと であった。 

安達が 行って 見る と、 友人 は 〇〇 俱樂 部の 事に なった からと 云って、 その 必要 上の！^ 話まで 持つ 

てゐ た。 家 も 成る ほど 相 常な ところであった。 が、 ただ I っ鎮に 確かに 不相 なの は紬！ S で、 IS が不 

をと この 貧乏靑 ちで あるく せに、 或 地方で こちら もちよ ッと 知って た 代議士 を も 出した ことの ある 財 

產 家の 分家 出の、 うらやましい ほどの 美人であった。 

それが 而も こちらが どこかで 見た ことの ある 女に よく 似て ゐ るの だが * 資 際に 瞧れ に似て ゐる のか 

ちょ ッと 自分の 記憶から 呼び出す ことができなかった。 

しろうとの 人で あつたか、 それともく ろうとの 女 かと、 これ をば かり 私 かに もどかしが りながら • 

自分 はこ この.！ 君が 出て また 引ッ 込んだ あとまで も、 友人と 何げ ない ふり をして 談話 を まじへ てゐ た。 

さいくん 

そのうちに お膳が 出て、 細君の 妹 だと 云 はれる 婦人が 前 かけ をして 給仕に ゆ： わった。 

すると、 意外に も、 それが こないだ， 待ち 合 ひで m 逢った へ. - 鶴さん ではない か？ 跪 れか に似て ゐた 

の も 尤も だが、 まさか、 淫費 をん なの 姉 を 友人が 細君に して ゐ るの だと は考へ 付かなかった。 


泡 ゆ？ 令： 集 ^八卷  五】 一 5 八 

女が 

『電話 もあります』 と S つたの は 事實に 違って はゐ ない が、 これ だから 無論 その. 住ま ひ を 白狀し 切れ 

なかつ，， y の だら う。 必ら すし も 水く さい 爲 めではなかった。 

；  h あの 

そ- にしても、 兄弟が 承知のう へで か？ まさか！ して 見る と、 矢ッ 張リ、 お嫁さん も 自身の 物好き 

から、 兄弟に は 內證で やった ことか？ それとも * また、 別に 何 か 込み入った 事情が あるの か？ 

これ をこッ そり 聽ぃ て兑 て、 事情に よれば かの 女 を 救 ひ 出す つもりで、 かねの 上の ことなら、 改め 

て 節 II を 受けても いいと 思った" が、 ふたり ッ 切りで さし 向 ひになる 折が なかく 兒 つからな かつ 

た。 

こちら は 酒も飮 まない ので 直ぐめ しにして K つたが、 

『どつ. も濟 みません』 などと、 かの 女に 何げ ない ふり をして 見せながら、 樣 子を兒 てゐ ると、 かの 女 

の 方 も 初めから 何も 云って 吳れ るな と 云 ふやうな 意味 を その 目つ きに 見せて ゐ たので ある。 

『これ も いづれ どこかへ か-た 付けな けり ゃァ ならない、 云 はば、 まァ、 女の 寶り物 だから』 と、 友人 

は 冗談 まじりの 本氣 であった、 『いい 口が あったら 周旋して 吳れ 給へ。 產 "姿の 擧校は 卒業して ゐて、 今 

でも その 方の 仕事 を やって る けれど、 そんな こと をい つまで やって たッて 詰らない と 思 ふから o』 

『は • はァ —— 產.， A を やって おいでです か？』 安達 は それ を も 意外であった から、 喑 にかの， K のう そ. 


つき を 责 めて やる つもりで 斯うと ぼけて：： ル せた。 が、 その 口の したから 直ぐ、 かの 女が 意氣 なん ぢゃ 

ァな いが 必要 上 請む と 云 つた 書物 も 多分 この 仕 iesl- に關 する ものの ことであった らうと E 心 ひ 出せた。 

馬鹿々々 しい！ せめて は小說 とか 詩と か 云 ふやうな、 趣味の ある 本な 讀ん でる のなら、 女と して は 

ふさ はしく も ありち ょッ と高尙 でも あると 思へ たの だが * それ、 子宮が どうの、 そら、 骨盤が 斯うの 

などとば かり 書いて ある 本で は、 全く 與ざ めて しまう 職業婦人の ことで はない か？ そして こちらけ 自 

分と して は どんな 職業婦人 を も 今日で はま だ 淫寶と 同様に 卑しんで るの だ。 と 云 ふの は、 やがて は、 

きッ と、 誰れ か 都合の いい 男に くッ ついて その 女房な り 目 かけに なりなる ので あるから。 

この 時 • 然し、 

『いけ 花 も 致します が -I -。』 かの 女 は 赤い 顔 をして 申し わけの やうに 答へ た。 

r さう だ』 と、 友人 はまた 云 ひ 添へ て、 『こいつ はいけ 花も奧 ゆるしと かまで 取って ねる のです。 J 

r ぢ ゃァ、 なかく 愁 張って ゐ ます、 ね 11 』 と 云った に は、 花の 飾 匠ゃ產 婆のう へに また 淫資 をす 

ると はと Thi ふ 意味 をち 利か せた の だ。 

『ほ， ほ！』 かの女はs^し艇邪氣さ♦.リ.^ぁまへ笑ひになって、『でも、 世間 はま だ をん なを 男の やうに 

はもて 爲 して 畏 れ ません もの！』 

『そんな ことで 直ぐ 男女 同 機 論 を 持ち出す の だからた まりません。』 友人 は 話 を さう 云 ふ 方へ 持って行 

美 人  五三九 


泡 鳴 仝 集 第八卷 

つた。 

『いや、 同 機 論 もい いでしょう" 若し をん なが 男 を —— まかり 間ち がゃァ 11 養っても 吳れ るつ もり 

なら』 などと 云 ふお 座な り を 云って、 安達 は それでも C 分と しての かの 女に 對 する 疑問 やら 楚着 やら 

ど- フ含 

が起った胸の^§,捧を押し靜めてゐた。 

かの 女 は あらい 新大 島の 衣 物に 黑 えり をつ けて、 襦 神の 襟に は 無地の 藤い ろち りめん を。 羽織りな 

しで、 赤 ゃ靑ゃ 黄色の 瀧 じ まお 召しの 前 かけ をして • 友 仙 羽二重の うら を 見せで ゐる C 

なが じゅ ほん 

が、 こちらに はそんな いろ 緣を とほり 越して、 今 も かの 女の 袖に ちら 付いて る 夢， 襦 禅の 色と 姿とば 

かりが 思 ひ 出されて ゐた。 

『これから 可 it がって 下さいよ。』 

『ああ。』 

『きッ と？』 とも 云って、 うぶく しい ままに も 媚びに 滿 ちた ゑが ほ をして 見せた ッけ。 

どくせん 

こちら さへ その 氣 なら、 いつまでも 獨 占して ゐる ことができさう であった のに 1 それが こんなと こ 

ろに ゐ たと は！ 

便所に でも 立てば かの 女が 獨 りで ついて 來 るかと 思った ので、 食 一 91. 「がすんで、 かの 女が 食膳 を かたづ 

けに 二度目の 引ッ 込み をしょう とした 時， 


『ちょ ッと 失敬す る』 と 答へ て、 その 方へ 立った。 

*<ん 

『あ、 お分りです か？』 かの 女も桀 して それと 察して か、 その 手に 持った お盆の 物 を 下に きかけ た。 

が、 友人 は 故意に か、 又は 好意の 爲め にか、 

『便所 か』 と 云って：.： 思 ひやり もな く、 自身が； 緒に 案. s: が てら やって 來 たので、 こちらの 考へは 無 

駄 になって しまった。 

けれども • 友人が 便所 を 出ない うちにと 思って、 安達 は 急いで 手 を 洗って 部屋へ 行って 見る と、 も 

ラ， 食事の 道具と 共に かの 女の 姿 も そこになかった。 そして かの 女に 對 する 疑問と 侮蔑とば かりが 自 

分の 胸に 殘 つた。 

それでも、 今一度 かの 女が 顔 を 見せる；^ -と * それとなく 友人と 世 2i ばな し をしながら 待って ゐた Q 

だが、 かの 女 はとうとう 出て 來 なかった。 

『  』 して：： ^ると、 もう、 こちらに 向って かの 女は氣 がない のか 知らん？ まだ 氣が あれば、 う 

ちに ゐる 以上 は、 何 かのこと に かこつけて 何度でも 出て 來 さうな ものお らう。 それが 出て 來な いのは、 

少く とも、 向 ふ も その 意外に 打 たれて、 意久 地な くお ぢ けて しまったの か？ 若し どうせ これ ッ 切りに 

なって L まふ ものなら、 こちら も わざと 意地に なって、 『實 はもう ぉ鷂 さんと は 不思議な ところで 知リ 

合って るの だ』 とうち 明けて、 この 場に かの 女の 澄ました つらの 皮を剝 いで や 、友人 夫婦の 面目 だま 

美 人  wsn. 


泡 鳩 集 第八卷  Era--^ 

もつ ぶして やもうかと まで 思へ た？ 

力、 また 考へ 直して 見る と、 ここに も 電話が ある KJ とだから、 そして、 

『わたし 鶴と 申します』 と 云った の も 本名 を 正直に 云った ので あると 分った ので、 ここ は 何も 云 はや 

に歸 つて、 あすなり、 あさって なり、 かの 女の この 弱みに つけ 込んで、 今 1 度 電話で を どし 文句の 交渉 

をす る餘 地も殘 つてる のであった？. 

これ を あと/ \- の樂 しみに 友人の 家 を 引き上げる ことにして、 愁 離が で來 ると、 

『おい- ぉ歸り だよ』 と 云 はれて、 細君 も その 性分が 引ッ 込みが ちで あるら しい 姿 を：： p. せて 送りに 出 

たのに、 お 鶴 は そのけ は ひさへ も 聽 かせなかった。 

『  』 おぼえて ゐゃァ がれよ， 畜生！ こ グ そり 逢って-^ る氣 さへ あれば、 その 兄 夫婦の 手 まべ 

など はどうに でも 胡 魔 化して 置いて やる にと、 何となく S 相 ひ 手に され なくなつ たのに 對 する 複饕 Q 

怒りが 燃えて、 安達 は 自分の 頗に少 からす ほてり をまで おぼえた。 

力、 揃へ て ある 下駄 を はいて、 いよく 傷 持つ 足の 退去 挨拶 をで もす る氣 持ちで 最後のに が 笑 ひ.^ 

細君に 尙 けた 時、 かの 女 は まじめな ゑが ほで、 

レ もうと は 仕事の 都合で 外出し ますから、 よろしくと 申し 置きました 1- とー！^った。 

『あ、 さう です か？』 斯う 受けた 時 こちら は 自分ながら 自分の 弱み を 却って 見透かされた やうに 氣ぉ 


まわした が、 それ は 1;^ 那 のこと で、 次ぎの 瞬間に はす ッ とらくな 氣 持ちに なって るの を 感じた。 そ 

して 妬んだり、 絕. si したりす るに はま だ 早 過ぎる と 云 ふ氣安 さが 自分に かた 苦しい 口調ながら ちょ ッ 

とお じ やうす をまで 云 はしめ た、 『ぢ ゃァ、 ぉ歸 りに なったら、 どうかよ ろしく。』 

f  氷た 時と は 丸で 違った 深い 印象 を與 へられて 安達 は そこの 門 を 出た のであった。 

何も 知らない らしい 友人 夫婦に 對 して は 私 かに 濟 まなかった やうな、 然し また その 知らないのに 對 

して 侮蔑 的な 勝利 を てゐる やうな、 この 二つの 氣持ち を 胸の 奥に こん ぐら かせながら、 渠は 自分の 

足ヶ豐 川い なりの 電享 停留 場へ と 運んだ。 

そしてみ ちく 考 へたので ある。 あのお g が 夜に なって わざわざ 外出の 都合が できた と は、 ：^^論、 

か ノリば；？ 

生け花の 什 事の 爲め では あろまい。 看板な しに 產 婆 を も 誰れ かの 手に ついて やって ると して 見た と u 

ろが、 急に 產氣づ いたう ちがあって 電話が かかった ので もなければ、 わざく 夜に なって 出て 行く 必 

要はな からう。 ひよ ッ とすると、 また 刖な 男に あすこへ 呼ばれた ので はない か 知らん？ それなら そ 

れで 分って るから、 こちら も 今から 直ぐ その 方へ 行って 見よう、 と。 

きわい 

すると、 また 意外に も、 かの 女 は 停留 場で こちらの 來 るの を 待って ゐ たの だ。 

『伊藤さん でい らッ しゃいます か』 と 云って、 かの 女の S を 運ぶ 黑ぃ 姿が、 冬 がれの @1 の 並み 樹の そ 

れ らしい 樹 かげ を —— あたりに 人が ゐな いの をし ほに して だら う — 少し あと 戾 りして 來た。 
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『…  』 伊籐と は あの 待ち 合に 於け ろ 自分の i ねだが II して 見る と * 卞駄を 揃へ て 置いて 吳れ 

たの も かの 女であった のかと 今更ら の やうに 元氣が 出た。 そして わざと 少し 大き 奠ひ聲 になって、 

じょう * たん  コ 

足 を その 方へ 進めながら、 『お い /\、 冗談 ぢゃァ ねい ぜ！』 

『どうもす みませんでした』 と、 かの 女 はこ ちら Q 前へ 來て 立ち どまった。 そ S やうす が、 こちらに 

對し ctr いけなければ どうで も 致します と 云 ふしな やか さに 受け取れた。 

『いかに 圖々 しいお れだッ て、 ちょ ッとー 一の 句が 出なかった ぢゃァ ねい か？』 

『だから』 と、 向 ふ もこ ちらの 目の 下で ゑが ほ を 見せたら しいが、 うす 暗い ので はッ きりと は 分らな 

かった 、『申し わけ かたがた、 今まで あなた をお 待ちした の ぢゃァ ない の I この 塞い のに？』 

『ぢ ゃァ』 と、 渠は 自分の かた 手 を かの 女の 肩へ かける が 早い か、 かの 女の 耳 もとへ 自分の 口 を 持つ 

て 行って、 『これから また どこかべ ちょ ッと 行って 見よう か？』 

『  』 かの 女 は その 額 を 小 きざみに 一 一三 度た て に 動かした 時. いいお 白い の 香 がぶんと 聽ぇ 

た。 

I  二 

寒い 夜に は 遠 ひない が、 渠 はかの 女のう つり 香に 少 からぬ ぁッ たかみ を おぼえた。 うすぐらい 電寧 


遺 を K ぐ 坂の下の 方へ ほくく した 氣 持ちで 歩き 出した が、 こちらの 爲 めに 無理 をして 出た ので はな 

いかと 云 ふこと が少々 氣 になった ので、 

『然し、 うちの 方 はかま はない か、 ね？』 

『かま ひません とも！』 

『どうして？』 半ばから かひの 氣 味で、 『おれに 中し わけ をす る爲 めに、 今度 はまた うちへ 歸 つて^な 

申し わけ をす るの ぢゃァ —— >。』 

『なァ に、 ね * そこ はう まくして あ いますから。』 

『ぢ ゃァ』 と、 今度 は本氣 になって、 『ねえさん はま だお 前の やつ てること を 知らないの だ、 な？』 

『まさか —— 知れば 默 つて ゐる ものです か？』 

『  』 ，鎮は わざとに も ほ 分の 足 を ゆるめて 歩きながら • 自分 ひとりの 愁 がさき に 立つ の を 私 

かにお へお へして、 こんな わけ もない 分り切つ たこと を —— 別に 云 ふこと もない ので —— 。ほつ り-^ 

しゃべつ たの だ。 が、 『そり ゃァさ うだらう、 な。 おれ もさう 思 ふが —— 』 と 云った のが 冗談から 冷 か 

I- に轉 じて、 『して 見る と、 お前の 好きで やって るんだ、 な、 淫寶 なんて 兄弟に ゃァ 飛んでも ない 思 ひ 

も 寄らぬ こと は？』 

『そり ゃァ、 さう 云 はれても 仕 かたがありません • わ。』 かの 女の 素直な 答へ に は、 あはれ な 溜め息 も 
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少し は 這 入って る やうであった "『然し、 わたしと しちや ァ、 また そこに そこが ございまして i •』 

『ま ァ、 心配 T るに ゃァ當 るまい て。 おれので きる ことなら、 引き受けて やら ァ、 な。』 實 際に、 鈎う 

した 考へも 出て ゐ ないでも なかった ところへ 以 つて 来て * 今晩の ことが 一 暦 こちら を 乘り氣 にさせて 

ゐ JJ。 一つ こ は、 かの 女 を わが 物にして しまった ところ を，， .^^ せて、 ぼんやり ッ この 友人 夫婦の 鼻 を 明 

かせても やりたかった の だ。 

坂の 巾 腹 は 店々 の 電氣ゃ 露店の ァセチ リン 瓦斯の あかりで 明るかった。 

渠は 店頭の 電氣の 照らしに 女 を 見て ゐ ると、 きんしゃ 縮緬の もみ ぢと樱 の 色 を ところどころ 散らし 

に剌繡 した 黑 地の コ ー トを 着て、 孔雀の 羽根の 刺繡 ある 黑ぃ羽 一 一重 織 子 を 見た やうな シ ョ ー ルを かけ 

てゐ た。 道理で、 今、 手 を その 肩へ かけた 時の 手 ざ わり もよ かった ことが 思 ひ 出せた。 

身なり も あり、 IKi でも あり、 それに、 何 かの 深い わけ か 失敗 かがなければ 淫を寶 る やうな こと は 

しなかった 害の 生まれで も ある。 

『あなたに や ァ勿體 ない』 と 云った 待ち 合のお かみの 一一 H 葉 も II ここまで は 知って た 上の ことか どう 

だか 分らない が —— 萬更ら 意味 を 成さない ことで もなかった。  r 

人通りの 多い ところ をぬ けて、 山 王つ づきの 森 かげの 堀ぶ ちへ 出る まで は、 心ば かりが あせって、 

了 こび 絶えた 話 を また 續 ける ほどの 種 も 口へ は 出なかった。 が、 かの 女 は 素直に ただこ ちらの からだ 


へ 寄り： m つてつ いて 來た。 

山 王の 森と は 溜め池の 雷 車 線路 を 隔てて 向 ひ 合って る 〇Q〇 と 云 ふ あつら へ 向きの 支那 料理 S へ 0- 

ぼる こと は、 近いので 自動車の 厄介に もなら ないで いいから、 こちらの 獨り ぎめ にして ゐ たので あつ 

た。 無論、 もラ， 喰 ひ 物 はどうで もよ かった けれども。 

來て 見知りの 女 巾に 安心して 話ので きる 小 じん まりした 下-;!; 敷へ!^ ぺ.^ される と、 

『なに か、 ちょ ッと ぁッ さりした 物が いい、 な』 と 命じた。 

『わたし も 御 はん はす ませて 夾. ましたの よ』 と、 お 鶴 もみち くの 話に 於いて 語って あつたの だが • 

まさか、 今-; 仅 はたべ に來 たので はない と はこの，：：^ や 女屮に i;^ して 露せ に 云へ なかった。 け， e ども、 ぐお 

の 利いて ると ころ だから、 さう 命じて msl けば、 あと は荐み 込んで ゐる だら うと 思へ た。 

お 鶴 も. r 仴 斯う 云 ふところへ つれ：： S まれる ことに は 綱れ てで もゐ るかの やうに、 云 はれないでも 初 

めから 手ぎ わよ くショ ー ルとコ ー トを 取って 坐 わった U それが 少しも 不自然に もき まり 惡 さう にも 兑 

えなかった。 そして こちら はおの づ からに、 もう、 1 っの.，^^^を承知させられたが、 それだけ また か 

の 女のう ぶの 程度 を 今 一 段 こきおろして 見て 匿かなければ ならぬ だら うと 云 ふ 疑 ひが.^ はらす に は. 3 

なかった。 

むき 出しに なった かの 女の 衣 物を兒 ると、 給仕に 出た 時の を そ、 ゾ くり 着て 來 たもの らしい。 そして 
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その 時から かの 女の 袖く ちにちら/ \ 見えて た 襦袢の 色に は、 こちらの もッと 親しみの t その また 

一 つ 以前の を 呼び 管せ てゐ る。 そこまで f いで 見せろ と はこん なと ころで は 云へ なかった けれ 

、、とも J 

同の 角 火鉢が 出た その上の 方で こないだした やうに、 また かの 女の手 を 取って、 實 際の 感情 を もまお 

ぎら す 笑 ひに なりながら、 

『おれ もちよ ッ と^いたが、 お前 も あの 面喰らった やうす ッ たら、 なかった ぞ。』 

『そり ゃァ— わたしお i へに 出なかった から、 ねえさんが 安達 さん 美 ふの ぢゃ ァ、 あなたと は 分 

りませんでした もの。』 

『  』 こちらに は、 かの 女の ぢッと 人 を 見つめる 目つ きが また 一 つの 愛らし さ だと 受け取れて 

ゐ たの だ。 それ を ■ 親しい 記憶と 共に 自分の 身に 蒙 § せながら、 『そり ゃァさ うだらうよ。 すま. 

なかった が、 ，本ク W を 云って はなかった から、 な。』 

『15^ 藤 だたん て、 うそ を 云って！』 かの 女 は 少しよ こ 目に こちら をに らんだ 

『まさか、 正 1:- に 自分の 本名 も 云って 罟」 けない ぢゃァ ない か？ あのお かみ は 然し 承 免して ゐるカ 

な。』 斯う 云って から、 こんな 時に 少， 41 曰 を ませて 置け と 思って、 S 社の ほかに、 こ I ぎに ゃァ 

代議士の にも 打って ようと m 心って る ものが、 さ"』 


『さう、 ね」 かの 女 はこの 時 こちらの 思 ふ 蜜へ 這 入った のか、 俄かに また 1 1^、 『あなたの ままになる， 

にう わ 

わ』 と 云 ふや、？ な 柔和な 額 やかたち を兑 せて T 國八 r- 議員になる の？』 

『  』 矢ッ 張り、 おそらく 自. H なかね を 題に して ゐ るの だら う。 が、 それ もこ ちらの 私 かに 

承知して ゐな いこと ではなかった。 『ま ァ、 こッ ちへ^な〕 と 云って、 IS はかの 女の 乎 を 引いた。 

『きまりが 惡い、 わ。』 かの 女 もに じり 寄って 來て こちらの 顔を兑 あげたが、 鹿ぐ その 膝 さきと 共に そ 

の 0 を も 横へ 向けた。 

『  』 その あたまの まわりの ふくらみ 毛が 少し 赤み を帶 びて、 あま リ つや もない のに、 ン中 

への せ^けた 細い あみ 附 きの 柬 髮は黑 びかり までして ゐ るので、 S: ち 毛と かも じ屋の あつら へ とが 調 

和し かねて ゐる。 が、 ISS はかの 女の その 横が ほ を 見る と、 矢ッ張り.美人を5^^ケ5だと云ふ感じが加は 

つて、 こころ 私 かに 嬉しかった。 一般の 女に は 鬼 目に 立ちが ちな 顿 ぼね も 出す に、 如何にもす ッき 

こ. VJ は  — 

.0 して ゐる！ g だと、 1$ び见 f はした ので ある。 が、 それだけ 心が 急がれて、 女 を あしら ふ 言せ の. ts. ガ 5 & 

え かけた ので、 無" 址に また かの 女の 家に あった こと を 云 ひ 出して、 『お前が 顔を兑 せ なくなって しまつ 

た 時に ゃァ、 おれ は 失望して 少し 憤慨し たんだ。』 

はんしん 

『ぢ ゃァ、 もう、 にィ さん 達に 云って しまったの』 と、 かの 女 はこ ちらの 膝の 上で その かみ 半身に ち 

よ ッとカ ある 浪を 打た せて また こちら を兒 上げた。 『あれ だけ ぢッと 目く ばせ して いたのに』 と 云 は 

^  入  五 il 九 
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ない ばかりに。 

『i;I- は •  も かも 云って しま はう かと、 1 度 は 決心し たんだ。 さう してお 前ば かりで なく、 お前の 兄 

どろ 

弟た ちの 澄ました 顔 を も、 おれの 手で 泥 を 塗って やらう かと。』 

『若し そんな こと をしたら、 ふたりが また 逢へ ると 思って？』 

『だから、 おれ もしなかった が、 な』 と、 先づ こちら はかの 女の 急に 熱して ゐ たらしい 反抗 心の 鼻ッ 

ば しら を 和ら かに 折って から、 『若し さう して 置いたら お前 はどうす る？』 

『あなた は ひどい こと を考 へる 人！』 かの 女が 右の 手 を こちらの 膝へ かけて 左り の 方へ 身 を 起さう と. 

したの を、 渠は 自分から さう させないで 言， 集 をつ づけた。 かの 女 を わざと ゆすりながら、 

『ええ、 どうす る？』 

『そんな こと を 云 はれち ゃァ』 と、 また こちら を 見つめて、 『わたし 二度とう ちへ 歸れ ない、 わ。』 

『念 c> ほめに 聽 いて？ はかう』 と、 おもしろ 半分に だが、 『おれが あの 時もう 少し 早まって 何もかも うち. 

明けてから 出て 來て、 思 はすお 前の 待って るのに 出會 つたと する。 そして おれ はお 前に 氣の毒 だッた 

士キ- に，. >  _ 

と 云ふ考 へに 對 する 責任 は 持つ が， それ はかね の 上の こと だ。 その 場合、 お前 はどうす る？』 

『1 一度と W びうち へ 歸ら ない の。』 

『  』 笑 ひ をつ づけながら. 『出奔 か？ 』 


『さう して あなたに 養って K ふの よ』 と、 あまへ た 口調に なった のが その 額 を こちらの 晌へ 仰し 赏て 

て來 た。 

しんじつ 

『  』 は それ を 女の 武 資そッ くりと はま だ 受け取れなかった けれども、 鬼に <w、 氣持 ちの 惡 

いこと ではなかった" 

が、 女中の 近づく 足お とが わざとら しく 大きく 聽 えて 來 たので、 お g! は Ilk にで も觸れ たやう に は 

ね きて、 もとの 座へ 澄まし 込んだ。 

ぺ -.? じょ 

赞 らくして から- 便所へ 行って 來 たの だが、 鍵の 心 も j と 落ち 付きした ので、 Is^ はい たづら 半分 こ 

箬 も 取った。 

かの 女 も 亦 箸 を 取る の に 遠慮し なか つた。 

f 一緒に 物 を 喰 ふの はこれ が 二度 ：m だが 11 ー體、 お前 はどうした をん なだい？』 

『どうした ッて —— ？』 

『なぜ こんな こと をす る やうに なった のでい？.』 

ご ぞん 

『あなた も 〇〇〇 と い ふ伯爵を^；^存じでしょぅ 11 實は、 わたし 暫 らく あの人 Q お世話になって ゐま 

したの。』 

美人  五 五】 
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『けい 庵婆ァ さんか 何 かの 仲立ちで かい？』 

『ハ C え *  /5 聽 になった 通り、 わたし は 產婴舉 校 も 出て ゐ ますでしょう。 先生からの 頼みで あの 伯霄 

のお へ奧 さまのお 産の 手つ だ ひに あがって ましたの。』 

『は、 はァ』 と、 渠は わざとら しく 笑って 見せた。 

『そり ゃァ、 何と 一 K はれても 仕 かたが ございま せんが — 』 かの 女 は 少し あはれ ッ ぼい やうす になつ 

た。 バ、 さう 聽 いて 見る と、 その あはれ ッぽ さの 原因 も 直ぐ こちらに はへ 刀った。 

『あいつ ァ 今 洋行 中 ぢゃァ ないか？』 

『だからです、 わ』 と， 訴 へる やうな 目つ きをして、 『わたし もなん とかしな けり ゃァ i 』 

『ま ァ、 手ッ 取り 早く 一 K つて 見り ゃァ、 1^1 の あと 釜 を 見付けて ゐ たんだ、 な。』 その あと 签 になる の 

も、 さきが 華族であった だけに、 こちらの 與ゅ 八-を また そそる ものであった。 伯爵が 歸 つて. 1^ て 

取り返さ うとで も すれば なほ 更ら。  、 

『だッ て』 と、 かの 女 は 殆ど 生 まじめに なって、 『 一 旦， 人の 世：， サ I を 受けて 贅澤を おぼえた 以上、 もう、 

女 は それ をお ぼえない 以前に 返す ことができません ものです から、 ねい。』 

『それ もい い、 さ。 さう して おれで 不滿 足が なけり ゃァ、 おれが あと を 引き受けて やらう 力 な』 と、 

ちょくに こちら Q 氣 まへ を 兑 せてから、 暫ら くまた 言葉が つげなかった。 


とお ふの は、 かの 女が そのから だ を 容易に まかす やうに はこ ちらの 言雜を さう t 浴 月 ^ に 信じて ゐ さう 

なやう すが 見えなかった。 そこが また この種の 女に ありがちな 不誠 と 水く ささ だと 总 へたので、 ま 

た 段々 と 冷 かしの 氣 ぶんの 方が おもてへ 湧き出て 來た。 そして 

はくじ やう 

『-、 。い、 お 鶴』 と、 女中の 失^ をで も iiig させる 場 A "の 口調であった。 『伯領 夫人のお まが すんで しま 

つてから は、 どこで 逢って ゐ たんで い？』 

『帝國 ホテル ゃ箱极 で。』 

『カフェSSKもぉんなじsf^^J 1 緒に 行き ゃァ がつ たんだ、 な-— 義太夫 や 11 一味 線を聽 きに も？』 渠 

は..： IE 分で き 出して £3 きながら 自分で それ を やきもきした ところ を A 分の かの 女に 放った 目に も 見せ 

はしない かと m 心へ たので、 ちょ ッ とさし 控 へた。 そして 今一 段 深く 考 へて 2:^ ると， かの 女の いつも 

うした I 糸 蹄で 正： 豇な 返事 も、 實は、 ほんの、 ただ、 さう した 一時の 勝手 氣 ままな 歡樂 に醉 つてた 夕の 

破れた その 反動から、 ええ ッ、 どうで もい いと、 燒けッ 鉢 S 投げ出しに 過ぎない ので はない かと 思へ 

て來 た。 

ろしょう 

『わたし、 EC 界は 好きです もの。』 

『おいく、 場合 も あらう に、 おれの 前での ろけ は 御免で い！」 斯う 一 つ、 Si はかの 女 をで はなく、 

分の また かの 女に 乎で も かけた くな つたし. っッ こい 心 を 制して Ed いてから、 おだやかに、 『よく 然し 
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にィ さんやね えさん がさう 度々 出して 吳れ る、 な？』 

『そり ゃァ、 あなた、 そんな こと をす る 以上 は、 わたし だッて 外出の 现. H ぐら ゐは考 へて msl きます， 

わ。 蜜 婆の 用專 だと 云 ゃァ、 夜だッ てお ほ びら でと ほせます から。 それに、 また、 とまつ て來 たツ. 

て 11 o』 

『なァ る ほど。』 これ も 自分ながら 冷 かしの 口調であった。 

纏 は 勘定 をす ませて その 窒を 出る 時、 立ちながら かの 女と 握手 をした だけで は滿 足で きなかった 0- 

で、 ちょ ッと 接吻 を か はした。 が、 かの 女の 口び るが ひや. とつめ たかった の を その あとまで も 忘れ 

ないで ゐた。 

そして そのつ めた さが 丁度す ベての 1 般 美人と 云 ふ 物の 缺 を 示め したやう に考 へられた。 一一 し- 

渠の考 へで は、 笑 人 は 自分から 見て 吳 れいとば かり 澄まし 込んで る もの だ。 またお 前が いやなら、 他- 

の  ョ  「"れ  にで も 世話 をして 貰 ふこと がで きます と 云 はない ばかりにして  ゐる  y  そこに 人間の 埶，； が 自然と- 

無くなつ てる。 いや、 あっても、 それ を 成るべく 押さへ る やうに する 習 K が、 ついに は^とな つて、 

無熱， も M 様 になって しま ふ。 


若しお 鶴に して その物 好き さうな 又 熱の ぁリ さうな ところ も、 實は その 場で 男の 機嫌 を 取る 手く だ 

の爲 めに、 たださう 云 ふ 振り をして ゐ るので あって、 それが 獨り でに 最後の n びる に 避けが たい 刻印 

として 出て ゐ るの だとして 見る と • こちらの 心 はかの 女の 美に は それでも なほ 引かれる けれども、 か 

の 女の そのつ めた さおけ は 少しも 好ましくなかった。 たと へ金錢 上で 約朿 をす る こと だけれ ども、 そ 

の金錢 にまで も 男の 性分と して は 心の 熱が 加 はって 行く ことが 分って ゐる。 それ を 女から は 二等分 を 

受けて 別々 に 取り扱 はれた く はない ので ある。 

こんな わけで、 自分 は會 社の ひま/ \ を また 玉突き や 銑獵の 方へ 向けて ゐた。 そしてお 鶴の ことで 

て がみ 

はわ ざと かの 女か^. m,\ii か 手紙 かの 來 るの を 待った。 

ところが、 念 を 押した 時、 

おとさ た 

『叫 五日のう ちょ』 と 答へ たのが *  I 週 問た つても 青 沙汰がなかった。 十： n たっても、 矢ッ 張り。 

『どうしたんだら う？』 つい、 その 不平と いろくの 思 ひ 出と が 切に なって、 獨り首 を 云 はせられ る 

とと もあった。 

あのす ッき bs した 顔 だち の 美人！ 肌の 白い 女！ 〇〇〇 伯爵が 歸 朝した としても、 かね づ くなら 

しても いいとまで 思へ たもの を、 今い ち 度 逢 ひもし ないで • 他の 人に 渡す こと は 自分の^ へられぬ 

苦痛に なった。 

0  人  五 五 五 
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で、 先づ、 それとなく 本人に は 分る や ラな手 鋭 を 出して 見た。 が、 これに も 返事がなかった そし 

て 自分が かの 女との 應對に 於いて かの 女を餘 り^ 賣扱 ひに したの が 後悔され た。 

そり ゃァ、 淫を寶 る 以上、 淫寶に は 相違な からう。 が、 若し 一た びその 足 を 洗って しまへば そし 

て 目 かけと しても 互 ひに 本 當の愛 を 感じ 出せば、 その 前身の けがれ も淨 化されて しまう わけで はない 

か？ かの 女 は その 見込みが 絶えて ゐる ほどに はま だ墮 落して ゐ ないやう すであった 力び ノ 女び 墮落 I 

まだ ほんの 初 まりに 在った。 ii. な 生活 をしたい と 云 ふ、 まだ ほんの、 云 はば、 よわい 女と して は 無 

邪氣の それであった。 而も その もとはと 云へば、 他の 大きな 誘惑が いけな 力った の だ 

物好きな 〇〇〇 伯爵 を 第 I にわが ことの やうに 憎まし くな つた。 次ぎに、 いもうとが あんな こと を 

して ゐても 知らないで ゐる ぼんやり ッ この 友人 夫婦 を。 そしてお 鶴さん が 今 1 度 堅氣に 立ち返る こと 

がで きれば、 こちら はかの 女に 對 する 自分の この 慾 望が 遂げられ なくなっても かま はない が — とま 

でも 思へ た。 

然し、 また 思 ひ _ ^して 見る と、 もう、 寓 事が 11 に 合 はない のか も 知れなかった。 こちらの 侮蔑^ 熊 

度が 向 ふに 面白くなかった のなら、 一 たび あたま を 下げて あやまってから、 以後 を 改め^ば よ 力ら う 

が、 向 ふ はこ ちらの, 心 を 待たないで、 別にい い 男 を 見付けて しまった のなら 11 ？ 

『つづけて 可愛がって、 ねノ 「かの 女のう わ $15 をぬ いだ 時の 長襦 禅が 目の前に ちら 付いて 來る。 そして 


また、 かの 女の きちんとした 時の 紋 ちりめんの 帶 あげが！ そして それら を 今や 他の があって 觸れ 

てゐ るの かと 思 ふと、 その 男ヒ ばかりでなく、 それら を 用 ゐてゐ る その 本人 をまで が悅 ましかった。 

ところが、 今 1 つ、 愛が 問に 合 はない ばかりでなく、 憎みが ii に 合 ひ 過ぎて 氣味 がいいとまで 思へ 

る ことが 浮んだ。 自分 はかの 女と はた ッた 二度し か關 係し なかった が H それで かの 女 は^" さ 

うだ、 そんな ことで 困って しまったの ではない か？ 

それ も、 若し 他に おぼえがないなら、 かの 女 はき ッと こちらへ その 相談 を 持って 來る笞 おらう。 少 

くと も、 かねの 上で は、 さう こちら を 貧乏人と は つて ゐ ないだら うから。 これ はかの 女が その 兄に 

聽 いても 分つ てること だ。 そして こちら は ii 分 あまい 言葉 も與 へて あるの だから。 

然し、 さう しないので 見る と、 いづれ にもせ よ， 別にうまい 口が あつたに 違 ひない。 それが かさね 

がさね の 憎さ、 妬まし さに なって、 もう、 手紙が 來 るの を {41 しく 待って る 餘裕も なくなった。 

招待 を 受けた 以來、 表 町の 友人へ は、 遠慮と 氣耻 かし さとの 爲 めに、 その 禮の 手紙 一 つやらないで 

でんち 

過ごして ゐ たの だが、 そんな ことに 頓藩 する 餘地も なくなって、 直接に 雷 話 を かけた。 そして こちら 

の 名 を 一： ム つて、 先づ、 

『御中： 人 は』 と 呼び出して 兒 ると、 男の 膝で、 

『ゐ ません』 の 返事であった。 よく 聽 いて 見る と、 矢ッ 張リ、 名 古屋へ 行って^ 守 だ。 で、 念の 爲め、 

美  人  五 五 七 
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ふの は、 自分の 母 も 若い 時 はくさ 與 紙が 好きで、 それ を 請み 出す と、 お尻が おもくな つて、 をつ とに 

呼ばれても， つい 直ぐに 立って 行かなかった とのこと だ。 昔から 敎育 ある 家の 生まれが 生まれで、 而 

も 尋常に 行けば、 自分 もさう して ゐられ たもので あった。 けれども、 今 は 斯うして、 當 分の あ ひだで 

も、 友達のう ちへ 厄介に なって る 身 だと 思 ふと、 さう 威張っても られ ない ので、 『ちょいと、 わたし 

お 友達 を 訪問して 夾ぺ ます、 わ』 と 云って 出た ので ある。 

これ も， 併し、 田 口の もとのお 友達であって、 實は In 分ので はなかった。 が、 誰れ にで も 無遠慮に 

物 を 云 ふ 田 口が、 さきに、 渠 のこと を あまり 洒 ばかり 飲んで 勉强 しないから、 詩人と しても あたまが 

貧弱に なって 行く の だと i 敷した 爲 めに。 は それから 田 口の 敵と なった。 或會 があった 時な ど、 攝 

はなんでも 短刀 を ふところ にして 行って 田 口 を 殺す つもりであった。 それ は倂し 他の 人が 前^ってな 

だめて あった ことがあ とで 分った さう だが、 可な り 人の 惡 いところ が ある 田 口 はわ ざと 會へ 少し 後 わ 

て 行った。 そして 旣に激 花も^ てゐ たの を 田 n は 自分 ひとりで 別窒へ 呼び、 直接に 

『君 は 僕 を どうかす ると 云って る さう だが、 どう 云 ふわけ か』 と聽 いたと ころ、 

『いや、 もう、 分った』 と、 その 時 哀花は 答へ て、 無 一一 t:- であった さう だ。  r 

『、はいい の^が、 おだてられ ると 昂 する たちだから』 と、 田 ロも歸 つて 來て 笑って ねた。 力、 こ 

ちら は あの 時 まだ E 口と 一緒に ゐ たり だから、 會へは 行くな と 止めた ほど 心配であった。 そして^ % 


鬼に 角、 男 は 女に かげでば かりなり とも 干涉 する だら う。 女へ 來た乎 純な ど を も 妬み や 好奇心から 

横 取 h:s する かも 知れない。 こちらの を も そいつが 明けて 兒た とすると、 安達と 云 ふ 名 を SI いて 今の や 

うな 險も ほろ ろの 返 梨 を しないと は 云べ ない ので ある。 

ちの， I™.- 

けれども、 ここまで 來て 見る と、 もう、 こちらの 物好きな 夢 か 熱 かも 殆どす ッ かりさめ てし まって 

ゐた。 そして 複 11: 的に かの 女の こと を その 兄弟 どもに 素ッ 破ぬ いて やる とい ふ 愤慨心 も、 またと は 

いて 出ない のであった。 如何に 貧乏で も 伯爵なら 伯^だ が、 それでもない 喾 生さん など を 相 ひ 乎に 獨 

り の 女 を I！ い かに 美人お ッ て 、 高等 淫資と は 云 へる もの を 11 Is®- する でもな いの だ。 

そしてお 鶴と 一： ムふ女 は、 安達に 取って、 ただ 脇の 下に 毛の 多い 女と して、 4：1 分の 親しい 友人 §1 に 於 

ける うち 明けば なしの 與.； ある 種と なった ばかり だ —— 多少 は、 それでも、 

『ひよ ッ とすると、 そのうち にも 何 か 云って 來 ない とも 限らない が』 と 云 ふかす かな 希望 は殘 して ゐ 

たけれ ども • 

I (大正 九 is: 月) 1 
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『  』 おせい は 時々 思 ひ 出して 見る と、 自分ながら 自分の 心が おそろしく ならない ではな かつ 

た。 

田 口のお ぢィ さんに 田 ひと 1 緒に お 追ひド すされ たこと も ある 代りに. ぉぢィ さんの 亡くなる 時には 田 

ロではどぅせ^：^^切れなぃ家だからぉ前がしッかりしてゃって晃れろょと賴まれた家でぁった。 それ 

をとう とうあの 中島の 爲 めに 思 ひ 切って、 自分から 飛び出して しまった 時には、 どうせ 人手に 渡る 家 

なら、 ぃッ そのこと、 111 さッ ばりと 火 を 付けて 燒 いてし まひ • 思ひ殘 りの ないやう にして やらう か 

とまで 決心した のであった。  r 

最， 変て それだけ は 思 ひとまって、 中島 一 家の ものが 現在 わが 物が ほに 使って ゐた皿 小鉢な ど をぶ ち 

けっしん  、 

毀 はして 來 ただけ にした からよ かった ものの、 若し あの 時 あの 最初の 決、.： P を實 行した とすれば、 今 ご 

ろ は 自分が からだに 錠 を かけられて、 監獄へ でも 入れられて ゐ たので あらう。 


ふ V- と 

『あなた も 一 生 懸命で したから』 と * 假 りに こちら を 置いて い 犬れ てる 易の 相 ひお 子，' 藤 尸さん は 云つ タ 

た。 『あの 時の あなたの 顏ッ たらありませんでした よ。』 

『さう でし やう、 ねに おせい も 今では 少し 心が 落ち 付いて 笑 ひもで る やうに なって ゐた。 が * 自分の 

信用して ゐた 易の 先生と も 自分の 家の ことか 广 「云 ひ 合 ひ をして 喧嘩 わかれに なって しまった。 と 云 ふ 

の は、 い よいよ 櫻 川 町の 家 を 出て しま ふと ぐ * 先生のと ころへ 行って、 『あなたが、 もう、 少し ^ 切 

に 相談に 乘 つて 下す つたら こんな ことになら なかつ たんです よ』 と訴 へた。 

すると、 先生 は その 長い 口 ひげ を ふり 立てて おこ つてし まって、 

『なにも. おれが お前に つけつ け 云 はれる おぼえ はない ぞ、 失敬な！ 師匠 を 何と 思って るの だ？』 

『師匠 は 師匠と 思って ますが、 ね I— 』 斯う また 理窟 を 云 ひ 出した のが 一 歷ょ くたかった ので あつ 

た。 

『默 れ！ お前が うちへ 來る爲 めに、 ほかの 弟子 魔に なって 困る の だから • もう 二" はと： 炎る に 及ば 

ん！』 

『さう お ッ しゃって しまつち ゃァ』 と、 まだいろ いろ 辯 解 をして 見た けれども、 駄 ほ であった。 

『どうせ こッ ちぢ ゃァ 見込みの ない 弟子 だから』 とまで 云 はれた。 

『  』 その 破 門 同様の こ と は藤戶 さん を以っ て でも 詫び を 入れれば また 許されな い こと もなか 

おせい の 巡 鱸  五六 1ュ 
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らうと へたが" どうせお せい 自身に も それお 職業と する 自信の 出て 來な いこと を —— 落ちつく". M さ 

へ なくなった 場合に —— 續 けて 研究す るで もなかった。 『わたし だッ て、 斯う 三方 四方から いぢめ られ 

て、 なんたる 情けない ことでしょう、 浮ぶ 瀬がない ぢゃァ ありま せんか？』 

せ い 4!-- う 

『だから、 まァ、 暫 らくう ちで II 養なさい よ』 と藤戶 さん は. ie- んな だけに 親切な 一 一 一一！ II. を言 つ て吳れ 

た 。『わたしの うちなら、 なにも 遠慮 はしないでも いいんです から。』 

『  』 おせい は 胸が 詰って 淚 にし かこの 心持ち は 现 はせ なかった. ので ある。 

け. 5  くわ 

『田 口さん のと ころへ も暫 らく 行く の はお ひかへ なさい よ。 氣の 立って る 時 は、 またき ッと喧 啼 にな 

ります から』 とも 云 はれた。 . 

『  』 それ も 尤もな ので、 おせい は 子供が 田 口へ 二人 も 行って 1^ 介 がられて はゐ はしない かと 一 

思 ひながら も. • 自分 は 政 直と 少しの 荷物と を 届けに 行った 切リ * 用 は \ ^紙で まに 合 は て 常 分 は 少し 

遠の いてる 氣 になって ゐた。 

藤戶 さん は 本職と して 5^ & をして ゐ るので、 こちらが 行った 三 日 目に、 つい 近所の 同じ 町內 にお 產 

があって、 こちら も 弟子の 格で 一 絡に 行って 手 倚 ひ をした。 そして また 見 ま はりに も 行った。 が、 そ 

れが あとまで もい やで いやで 溜らなかった。 產 婦が產 みの 苦しみ をす る。 これ は 自分 もして 來 たこと 

—fy や、 もう、 ,g ゝ： LLf、 き p」 ユ n え ま、 i_IMi5ife_pg よ、 、- --fKg と は 馬 


鹿 馬鹿し い 苦しみの やうに 见 える。 おまけに、 産婦の 寢てゐ る 部 星 に は、 ぶんと * いやな に ほひが す 

る。 きたない やうで、 これが 自分に は 最もい と はしかった。 だから 或 時、 友達に 向って sS; くそ を ほじ 

くりながら 云った の だ。 

『をん なが かた 付いて行 くの は 仕 かたがない としても、 子供なん か 生まなければ いいのに、 ね。』 

『ぢ ゃァ、 わたし 達の 商 I 只が あがったり ぢァ ありません か？』 

とも だ ち 

『それ もさう です が、 ね。』 おせい は s 分の 友達の 職業が 産婆で あるの を、 つい、 ぅッ かり 忘れて ゐ 

た。 が、 私 かに 考 へて 見る と、 をん なが子 孫 繁殖の 爲 めに 子を產 まなければ ならない としても •  CI 分 

はう しラ 

は少 くと も その 働ら きと 苦しみと を 幾た びと なくして 來 たのに 對 する 報酬と 云 ふ もの を まだ 受けて は 

ゐ ない。 云 はば、 まァ、 詰らない 苦しみば かり をした に 終 はって る やうな もの だ。 

子供 を 多く 產ん でお 婆ァ さんじみ て しまったの は 止む を 得な S 當然 のこと でも あるのに、 これが 爲 

めに 田 口に はい やがられ て禁 てられて しまった。 それでも、 その 多くの 千 供が みな 生きて ゐれ ば、 う 

へ の はむ すめであった からもう 嫁に は 行って る笞 だら うし、 そのした の も 高等 舉校 か大舉 へあがって 

やがて は 月給取りに なると 云ふ樂 しみ も あらう。 が、 六 名のう ちが 四 名まで も 死んで、 殘 つてる の は 

たッた 十四 歳の 雄 作と 十 1 歳の 政 とで は、 まだく 前途が 遠い うへ に、 今や、 この 二 名 も 田 口の 方 

人 1^ り 上 ゆられて しまった。 
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奪 常に 厅 つてれば • 立派た 御隱 居さ まとして 孫の 額 も を 見ながら、 左り うち はで ゐられ る 身 ぶんで 

あつたのに * そして もとは 好きであった 歌で も 詠 じて ゐられ たもの を！ つまり * 死んだ もの は 仕 か 

たがない として、 -脇 めしいの はま 分 を禁 てた 田 口と 自分の 代りにな つたお 兼と であった。 

が、 、問 は 坐 まれた 時から おかね や 男 を 持って たので はない。 裸 かで みんな 生まれて 艰 たもの だか 

らと云 ふこと に 思ひ當 つて、 綺數さ ッぱリ とこの 恨み を 忘れて しま ふ 折り もあった。 こんな 時には. 

坊さんの 云 ふ 悟. ON の やうな ものが 開ら けて、 すッ とした 心持ちに なり、 自分の これまでの 苦しかった 

.^膝 を • 田 口 やその 友達 やの 眞似 をして 小說 にで も 書いて^ ようかと 考 へた。 

今 も そんな こと を考 へたので ある。 田 口が 淸 水と 云 ふ 目 かけ を 持って た 時， その 隱れ さき を】 1 こ 

ちらの 靈 感じみ た 判 斷で當 てて 行った ことな どもい い 種 だら う。 が、 自分の 二番目の 兒が 生まれて.^ 

ヶ月で 死んだ 時の こと も丽 白から う。 醫 者が 頻りに 濕布 をし ろと 云 ふので， 晝も夜 も 怠らす それ をし 

て やった。 すると、 子供の 瘦 せこけ た 胸が いつのまにか むらさき 色に なって しまった 。そして これに 

氣が 付いた 時 は、 もうお そかった。 

滋贺縣 で S  口が 巾 舉敎師 をして ゐた 時の こと だが、 蕖が 夜中に 飛び起きて 觀 者を迎 へに 出で、 かど 

:n を 五六 歩 離れた かと 思 ふ 頃， 子供 は 目 をし ろくろ させて がッ くり 行って しまった。 

『口； 那 さま ァ』 と、 十六 歳の 女中が 泣き ご ゑを擧 げた ッ けが • こちら は その ひるまの うち、 チ S を： y,. 


かたがな いので 抱いて やる と、 ぢッと 目 を：：，； 張って その 父親， VJ 兑た 時の 様子 を 思 ひ 出して ゐた。 つま 

り、 物 は 云へ ない が、 この 苦しみ を 誰れ がさせる の だと 云って たので あったら ラ。 

これほど 可愛がって、 1 週 閱も寢 すの が 抱 をした のに、 この 親の 心 も 知らない でと 思 ふと、 死んだ 

兒が 却って 情. 0 しくな つて、 つい、 

r この 親不孝め』 と 云って、 自分 は その 死骸に かけて ある 蒲 園の 上 を 叩いた。 

こんな こと も 11 思 ひ 出す と 11 愛が 却って 惯 しみに 變るは 人情であって、 f& いて 見れば 而 {M いに 

相違ない。 が、 田 口へ 持って行って 相談 すれば、 

『何 を 生 氣な』 とで も， あたまから 馬鹿にする にき まって る。 で、 丁度- 讀寶新 is に 戶田哀 花と 一； ム 

てんきょ 

ふ 詩人の 轉 居さき がー W いて あつたの を 幸 ひ、 を 尋ねて 行って 兑る ことに 決心した。 

『わたし 急に 小說が 書きた くな りました の』 と 云って、 藤戶 さんの 机の 上で、 わざわざ IH: つて 一水た I 

帖の 原稿紙に 向って たの だが、 いろんな ことが 書け さう であるに 拘ら す、 小し も维が 動かなかった。 

すると 康戶 さん は、 

『あなた は 詰り 御隱 居さんで 本で も 請んで ゐた いの、 ね』 と、 こちらへ はい や 味に 取れる やうな 首 葉. 

を かけて、 あざ笑つ てた。 

『さう でしよう か？』 おせい は、 併し • さう 云 はれた の を 1 方で は 得意で ない こと もなかった。 と 云.. 
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わざと 

『ぢ ゃァ、 奥さんに ちょ ッ と。』 

『奥さん も 名古屋 です。』 

『ぢ ゃァ』 と、 ゃッ とお 鶴さん の 名 を 呼んだ ので ある。 

『そんな もの は 知らん！』 

『  』 して 見る と" かの 女 は その 素行 を 知られで もして 國へ追 ひ やられた のか？ そえと も， 

c: 分から M を 越して 居 どころ を 別にした のか？ そして その あとへ 留守に 來 たもの だから、 かの 女の 

名 さ へ も 知って ゐな いの か？ 

if- 話が それ ク 切りに なって しまった あとで、 また かけ 底す 氣は しなかった。 が、 ふと、 かの 女 力 

らし！ ^ク  , 

『ま 星が ひとり 留守居に 來る ばかりよ』 と 云った 首 紫 を 思 ひ 出した。 今の亂暴な藤ゃ應^^ふりカら想 

象して 兑て も、 あれ は その 書生で あつたの だら うか？ 

若い 女と HR とがた ッた ふたりで ゐ るので は、 そして その が矢ッ 張り 美男で でも あったら、 かね タ 

く 以外で, 係が できない こと もない。 お 互 ひに その美 を EI 慢し 合って、 知らす 識ら やに だ。 若し また 

女の 方 はも ッと自 m 心が あっても、 おそらく 少く とも 一度 はロ說 いて 見る だら う。 そして はねお 

け 、J ：れ たと し て も. I .:i 


さん を ひどく 憎い 人 だと E 心った。 が、 今では、 その 方が W 口の A1; を 明かす 爲 めの 物 を， 1 くには^って 

都合が いいのであった。 

『いまだに 何何 かたと なって るので は、 相愛ら す獨 身で 兄す ぼらし いなり をして ゐ るのお らう。 うち 

がう まく 行って たら、 £d いて あげても よかった のに』 などと 考 へながら、 祌田 E-^ 町へ 尊ね て 行って 

兑た。 

すると. 小さい けれども、 案外 立派な 下 5^ 屋にゐ て、 鎮の 身な リも E 心った よりも になって ゐ た。 

そして のかみ さんら しいの が こちらへ 變な 目つ きを 向けながら も、 丁寧に 世話して ゐ るの を兑る 

と、 これ も 後家で、 或は 都合よ くく ッ 付合って ゐ るの ぢゃァ ないか 知らん と、 直ぐ さま 思 はれた。 Ig 

力い い 人で あるの を 知って る だけに、 こちら は 妬ましい やうな、 うらやまし いやうな 氣 持ちに なって 

i 分 もさう 云 ふ 人が あったら、 失敗 はしなかったら うにと。 

『どうです、 近 は』 と、 鼻の 高い すッ きりした 顔の 哀 花さん は 以前と 變らぬ 優しい 目つ きをして 一ぶ 

つた。 『m 口 君と は 久しく 會 ひません が、 近頃 は景氣 がいい や うぢゃありません か？』 

『どんなに 景翁 がよく ッたッ て、 女房 子供 を 愛しない ものが 小說 なんか 軎 ける ものです か？』 

，仪 しいい 物を發 表して る * さ。 俊な ど は 小 說は咨 けん けれど 11 。』 

『ぢ ゃァ、 あなた は矢ッ 張り 詩の 方ば かリ です か、 ね？ 資は、 わたし も 小說を » いて 晃 たくな つた 

おせい の i  五六 九 
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ので、 どう 云う 風に 書けば いい か 伺 ひに あがつ たんです が、 ね。』 この 問題 は 然し 有 邪 無 邪に もみ 消さ、 

れて しまった。 そし 5 がまた S 口の こと § つた？、  © 分 も 興味が これに 向いて 行って、 元の ％• 

つとの 薄 f こと を 他の 人に も？ にま舊 つた。 そして I と 云 ふ 0 かけ 同檨 S ものが こち 

らの 子供 を 二 名まで も 引き取って、 まま 母 根性 を 出して ゐ ると 云 ふこと を、 自分の 想像で だが^^に.. 

ありがちな 事賓 として 聽 かせた。 

『うん、 そり ゃァ、 えら さうな ことば かり 15 てる 田 口と してよ くない』 と、 築 は 同情し 奚れ た。 

顔に 怒り の^まで 見せて、 『それ を おれが 一つ 小說に 書いて 攻擊 してやっても よろしい。』 ！ 

『ぢ ゃァ、 頼みます よ。』 これ をで も 目的に して 來た やうに なって しまった けれども、 こちら も 同情 を. 

受けた 娘し さに その 氣 になって ゐた。 『わたしが へたに 書く より ゃァ、 そり や あなたに 窨 いていた だい 

た 方が 立诚な ものが できましょう から。』 

そして 晚の御 はん をち 馳 i になりながら、 祌 田の 下宿 星 はこん なにい い 物 を はせ て、 I いくら づ 

つ 客から 取って ゐる のか 知らない けれども — よく 割りに 合 ふ もの だと 考へズ 

『あなた はちよ ッと へう きんな ところがあります、 ね』 と、 哀 花さん にも 云 はれた ので ある。， 


『  』 おせい は それが 文學者 はだの 人に 向って は 昔から I つの 得意で あつたの だ。 それ を 

の 友達の 前な どで は、 自分の をつ と を 押し立てて 匿く 爲 めに、 『門前の 小 倂も習 はぬ 經を讀 むと 中し ま 

すから、 ね』 と、 調子 を 合 はせ てゐ たこと もあった。 が、 自分の をつ との 家 がら は足輕 にほんの ただ 

毛の はえた 士族で しかない に反して、 自分 は 或 藩の 家老の 家の 生まれで ある。 父が n 十く 亡くなり、 母 

こん 

力 1^^ したので、 ，：nl 分 はお ほ を ぢの 家に またいとこ を 姉と し、 兄と して 育った。 そして その を ぢは. E 

分の 父の 代りにな つて 藩主 子 筒の 家令 をつ とめて ゐ たので、 毎 nc の やうに 子爵 常 主の 御 夫婦と は 顔 を 

A 口 はせ てゐ た。 が、 如何に 昔の 殿 さまであって も、 人 問と して は 1!!: 等の、 而も：： Z じ 程の ハ牛 ごろの もの 

が、 こちら を 奴隸か 何ぞの やうに、 

『おせい、 おせい』 と 呼び付けに する のが 而 白くなかった。 その上、 自分 を をお がー 緒に 小さい 時 か 

、り兄^1^のゃぅにして^«!ったまたぃとこの妻にしょぅとしてゐるのがぃゃでぁった。 

、 、  h  ざい さん 

で 自分に 附 いてる 多少の 財產を をお が 左右して ゐる のが 分って ゐ ながら も、 わざと その^ 話に な 

らな いで、 GI 分と して は 家老の 娘が S. 墨の 行商人に なって、 — つまり、 今で 云へば、 苦擧 生に なつ 

て、  舉問 をした ので ある。 世俗 を 離れて へう きんな ところがなければ、 とてもで きなかった こと 

ではない か？ 

男子と 一 緒の 舉 校で 英語 を勉 「おして ゐ たけれ ども、 同藩の 人で 私 かに 約束 をして ゐ たのが 死んで か 
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^. 自活の 必要 上 小舉敎 員に なった。 そして 今の やうに 敎 員が 行燈ば かま を はくと は 限らなかった か 

ら、 女と しての たしな みに 相當 する だけの 化驗ゃ 服装 をして、 裾 もぬ り 駄 のか かと を薩 せる だけの 

長き に^て ゐた。 それ を、 こちらの 心 も 知らない ものら は 何 か いやらしい 意味に 取って 

『あなた ほどの いい tig を以 つて 敎員 なんかし ないでも、 H 十く どこかへ おかた 付きに なったら およろ 

しいでしょう』 などと 云った。 

『  ；.』 おせい はお ほきに お 世話 だと 答へ て やりたかった。 これで も 娘の 時 は 藩：^ 人人 や 近^ タノ 

いう わく 

隈 での 一 番 美人 だと 云 ふ 評判が あった もの だ。 けれども、 他の 友達な どと は 遠 ひ いろ レ ろな 誘惑に 

も 食け ないで、 云って 見れば、 まァ、 この 點に 於いても 世 を 超然と して 獨 立して ゐ たのであった。 田 

口に 對 しても、 最初 は。 『年う へだから、 駄目です、 わ』 と斷 わった ので ある。 それ を渠は 無现に 落し 

入れて L まった。 そして 十四 五 ~ ザ 間 を苦勞 ばかり させた 上で。 『婆ァ になった から — 』 は 人 を 馬鹿に 

する にも 程が あらう。 けれども、 哀 花さん との 食 見から 得て 來た 刺戟に よって、 また 斯う もとの 超然 

氣 ぶん を 感じて 兑 ると、 こちら は 超然つ いでに、 ぃッ そのこと、 この 肩の ぬけた 時期 を 利 川して、 兼 

て 一 度 はやって 見たい と 思って た 諸 國巡禮 をし に 出た くな つたので ある。 IKfi すがたで 御詠歌 を 歌 5^ 

ながら， 『ふる £3.^- はるばる ここに 紀三井 でら』 チリ リン、 『花の 都 も 近.，.、 たるらん』 チ リンチ リンと 

鋭 を 鳴らして 歩く の も、 自分が 度度 兑 てうら やんだ とも ある 通り、 ちょ ッと 面白い ことで はない か 


— 友達のう ちに いつまでも 厄介に なって、 かた 身を狹 くして； Q るより，， そして 自分に はまた さ 

しんかう 

うした 信仰 ごころ もないで はなかった ので ある。 

それに は、 ^^^^居に出るぉ弓の娘のことから、 阿波の 德島縣 で 病院 を ^ らいて ゐ ると 云 ふ 人 を 思 ひ 出 

きょねん 

さすに は ゐられ なかった。 もう、 去年の こと だが、 その 人が 何 かの 講 in を 受けに i£ (京へ m て來 て、 ふ 

とした 緣 からう ちへ 】 週 ばかり 下宿した。 そして 雄 作が 田 口へ 行って からの こちらの ごたごた：^ 屮 

を いろんな 相談に も 鋭 切に 乗って は 〈れ たが、 いよいよ 歸國 すると； 1^ ふ 時に なって.^ を 押して 行った • 

『ほんと にあな たと 政 まさん とのこと なら、 ぉ氣の 毒です から、 いつでも 引き受けて あげます』 と。： T 

今度 歸 つたら、 病院 ケー 建て 墦し、 看護婦 も きます から、 その. 取り締まり を やって. おっても あなたの 

し ごと 

仕事 はあります。』 

『それ だ、 それた』 と、 おせい は獨 りで 躍り あがった。 そして 早速、 小 西さん と 云 ふ 0 に、 家 もとう 

とケ 5vr 一れ でし まって、 今は假 りに 他人， C 厄が になって ゐる。 魔 婆の 手 傅 ひ をす るよ. oft 着 tag の 取 

り 蹄 まりの 方が. r だし も が 利いて る だら うから、 そして 兼ねての 望みの 巡 S も 折り を：： ル てしたい か 

ら、 と 照 # して兒 たと ころが 盧ぐ返 裏が 來て、 『然 らばお 出で 下され 度 候。 若し 政， _ ^さん を もつれて 來 

たられ 候へば、 當 方で 舉 校へ も 入れて おあげ 申すべく 候』 とあった。， T 確かにお. m でなら、 1 口で も 早 

い 方が よろしく 候。』 
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けク しん 

『ぢ ゃァ、 わたし；^ 心します、 わ』 と、 おせい は藤戶 さんに 云った 。『 政ち やん もつれて 行く ことに. * 

ねえ、 それが ほんと、 フ でしよう、 子供 を ふた ァリ まで も 田 口へ 渡して 置けば、 お 兼に ふた ァ りと もど 

うされ てし まふ か 知れません から。』 

『さう です、 ねえ 11 然し』 と、 藤戶 さん は 煮え 切れない 返 it であった、 『田 口さん だッて 鬼で も 蛇で 

もない やうです から。』 

じょしゅ 

『 …… , ：… 』 おせい は 多分 向 ふが 第一 に 無給 料の 助手 を 失 ふの を 好まない の だら うと 見て取つ たが、 

それに はわ ざと 頓着し ないで、 笑 ひながら、 『わたし だッ て、 まさか そんな こと は 思って ません の。』 資 

？  くたい 

は、 © 口の 方が 蛇 か 鬼 かの やうに 子供 を 虐待して ゐて 吳れれ ば、 子供の 心 はいつ まで もこ ちらへ 向い 

てゐ るに 遠 ひない から、 寧ろ 自分の 結構と すると ころで あるの だ。 が、 如何に 女房 を 追 ひ 出した 田 口 

でも、 子供 は 可愛がらないでも ないやう だ。 だから、 その上に もお 兼が うまく 子供 を 取り込んで しま 

へば、 子供 は實 I に まだ 母の 心 も 知らない たより 無い もの だから、 向 ふば かり をい いやう に 思 つ てし 

まって、 こちら を 忘れて しま ふお それが ある。 これが 自分に は I 番 心配な の だ。 

維 作が 向 ふ ぎ を 向 ふへ は 郵便局で 落した と 云って、 たまたま こちらへ 持って 來 て吳れ たこと せ 

ある。 が、 お tg から 每 RrK ふお ちん をで も -! お. S しい 物で めれば ある ほど 11 舉 校まで は 届ける つ 

.  はくじ やう 

もりで 恃 つて 乘 ながら、 自分で たべて しま ふやうな、 これ も簿情 もの だもの、 ああして ゐる うちに は 


生みの 母 を 忘れて しま ふか も 知れ ゃァ しない。 だから. 政 直 だけ はす 度い い 都合 だから、 つれて 行って 

やら、？ と£3 はれた。  C 

- »  , みやな か 

て さラ決 t て宫 仲へ お別れ かたがた 出かけて 行った の だが、 田 口から 政 直の 件に 就いて 一 言の 

もとに 叱り付けられた。 

『お S ほど 何 ごとに も 心 Q ぐ 為く やつ ァねヒ そ。 m 德 島へ なや、 巡 f なり 行きた けり 

ゃァ 行く がいい。 政 直 は 親の おれが 引き受けた 以上、 なにも 遠方の、 而も 他人なん かに * 世  1 話 をさせる 

にや ァ 及ばな. いぢ やない か？』 

『それ もさう です が、 n — 』 

『よせ、 また、 そ S 事が おれに ゃァ いつも 氣に喰 はね いんだ！ 人 を 馬鹿にして ゐる 手で 丄 

『なにも 馬鹿になん かして はゐ ない ぢゃァ ありま せんか』 と • おせい も) P を 返した。 が、 ^は、 ョ 

口 を 馬鹿にしな いまでも、 田 口の 代りに 子供の 世話 をし なければ ならぬ ところのお 愛 は、 その 年が 若 

だいん ねだんけ にで も、 こちらが 十分に 量に して ゐ るので き。 けれども、 叱られて. は、 もう、 8 のこと は 

斷念 しなければ ならなかった。， では、 この 擧年 がすめば、 政ち やん を 〔お 仲の 舉 校へ 移して 下さいよ。』 

『そんな こと ァ云 はないでも N 然 にこ ッ ちで 分って る。』 

『併し、 云って 置かない ぢゃァ 安心が できない ぢァ ありま せんか？』 

おせい の巡醯 7 
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かんせ ふ 

『お前の 物に 不安心な の はお 前の 惡 いくせ だ。 - それ だから ッて、 二 1 乙ッ ちの ことに 千涉 がましい こ 

と はおれが 1K はせ ない。』 

『さう 云って しま ゃァ さう でしよう が、 ね。』 

『あなた は、 ね』 と、 この 時 またお 兼が 口を出した、 『一 體、 人 を 信用し ないで 失敗す るので すよ。 堤 

けづ くわ 

さんや 島 村さん をお こらせた の も、 みんな あなたが 疑 ひ 深いからで すよ。 その 結 《 ^はどう かと 云 や 

ァ、 つまり、 あなた 自身まで が 自分の 家 を 追 ひ 出されて しまった ぢゃァ ございま せんか — 折.^ わた 

しが あなたに も 都合の いい 島 村さん を 紹介して あげたのに？』 

『そり ゃァ 別に 追 ひ 出されたん ぢゃァ ありま せんよ。 わたしが 假 りに 出て やつたん ですから。』 おせい 

はま だ こんな 辯 解 をし ないで は ゐられ なかった。 尤もい. つか 時が 來れ ば、 再び取り 返す つもりで は あ 

る 0 

『あなた だから、 まだ そんな 强情を 云って ゐられ るので しょうが、 ね 1. 』 

『おや ァ、 わたしに どうしろ とお ッ しゃ るんで す？』 おせい は 自分が 云 ひやう も なくなつ たので ただ 

斯う 突ッ 込んで 見た。 , 

『  』 お 兼 は 111* をし ないで、 わざとら しく 横 を 向いて ゐた。 すると、 

『つまり、 死んで しまへば いいの、 さ』 と、 田 口 は ひどい こと を 云った。 『さう すり ゃァ、 子供 を 敵 


と 味 力た と あ ひだに 在って まご 付かせる やうな こと ァ なくな るん コ 

『なにも、 わたしが あなたがたの 敵 ぢゃァ 11 』 おせい は少 からす 不；^ の爲 めに 口 を とんがら かして 

獨り霄 の やうに なって、 あの 哀花 さんが、 

『s 口 は 生きる にや ァ强 いところ が ある けれど、 少し 我利 我 利 亡者の やうな ところが ある』 と 云った 

こと を 思 ひ 出して ゐた。 

『敵ち ゃァ ないか？』 田 口の 聲には 腹の そこから でも 出た ほどの 響きが あった 。『子供が こッ ちに ゐる 

以上、 會 ひに 來 るの は 人情 だと 思 ひ 察して 許して は あるが、 ね、 お前が I 度 米れば その 一度 けお， 0 

の 生活 を 邪魔す るの だ。 若し また 來 ないでも、 お前が かげで 子供に 惡 ぃ知聽 をつ ける に 相 遠ない o』 

『そんな こと はしません。』 おせい はう そに も 斯う； おひ 切って 置かねば ならなかった、 m ももと は 敵 を 

も 愛せよ と 云 ふ 宗敎の 信者で あつたの を 思 ひ 出して。 

『ま ァ、 聽け！ お前の だらしなく 疑 ひ 深い、 さう して 惡が しこい 性質から 見れば、 II 』 

『わたし はすべ て 正 腐なん ですから、 ね。』 

『聽 けと 云 ゃァ聽 いてろ！ お前の 性質と して、 生きて る あいだ は、 きっと、 子供に 會 ふたんび に 突 

ッ ついたり おだてた りす るんだ。』 

『まさか？.』 

おせい の疆  つ  五.？ 
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,『 とに ろが、 それが 子供 をと ほして おれ 達の 邪魔になる。』 

『ぢ ゃァ、 そんな i& をさせる やうな こと をし なかったら よかつたん でしよう。』 

おせい も 馬鹿にされ てるの が 面白くな かつ たので、 嗜に 離婚の 恨み を 持ち出した。 

『お前が 甲斐性がなかった 爲 めだと 思へ！』 田 口 は 斯う 叫んで から * 少し また 藤 を 和らげて、 『ところ 

が、 その 邪魔と 云 ふの は、 つまり、 お前の 爲め にもなら ない の だ。 子供 をよ くしゃう と 云 ふの が 望み 

なら， ね。』 

『あなた は 人 をば かり 魁んで』 と、 これ はお 兼の 言葉であった、 『御 自分の こと は 分らない のです よ。』 

f まさか、 わたし だッて II 』 

『その まさかが. I にや ァ 1 ぢゃァ ないか』 と、 田 n の II あがった、 『あの しらみの 時で 分つ 

てる f 丄 それから また わざとら しい 警 前にな つて、 『だから、 念の 爲め S つて 置く が、 ね- た 

とへ 1 へ 行っても、 子供に は藝に 手紙 はよ こすな。 まだ 死にた くな けり ゃァ、 成るべく 遠ざかつ 

てる やうに して ゐろ、 子供が. 死ねば こッ ちが. 知らせて やる。 それが 行かない 以上 は無秦 と、 おず 广 

ひとりで 滿 足して ゐれ ばいいん だに 

『  』 さう 聽か せられて 見る と、 おせい は 却って 遠方へ 行く のがい やな 氣 にもな つた。 田 口の 

今 M ふ 死んだ と同樣 のつ もりに なって、 一生| ひ 出に 讽醴 おして 見ようと 決心した の だが、 その 


留守 を 自分が 實 際に-化ん だと 同様に 思 はれて は、 自分 もつ まらない し- 自分の 子供の こと も 安心で き 

ない ので ある。 自分が かげに でも 附 いてれば こそ だが、 ゐ なくなれば それ をし ほに、 お 兼が どんな こ 

と をす るか も 分らない。 その 爲 めに、 ここ は 自分が げじげじの やうに g はれて ると ころ だけ， e ども， 

坐 わった 時よりも 1 歷 お尻が 重くな つてる の を おぼえた。 さう かと 云って、 この決心をひる1^^」せば、 

また 笑 はれる にき まって ゐた。 で、 よん どころ なく 折れて 出て、 『ぢ ゃァ、 成るべく その やうに 敌 しま 

すが、 ね』 と 云って 置いて、 その 時に なれば また その 時の 考 へが あると 思 ひながら、 『わたしが 行つ，. 

て がみ 

さき 力ら 手 ^ をよ こします から， その 時 蒲 圑を送 つて 下さい よ。』 

『そり ゃァ お前の 寢棺 のお ほひと 思って、 ね。』 田 口の 惡ロは 例の 如くであった。 

『  し おせい として は、 然し a ふるぼけた-" ゆ 園で は ある けれども、 當分 自分 も^ない ことにし 

てこ こへ 預けた ので ある 6 まッ こと 困った 時には 取りに 來 るが、 それ こそ 成るべくよ ごれ を蟠 さない 

で 置く つもりで だ〕 だから、 藤戶 さんへ 初めて 厄介に なりに 行った $、 

『蒲阖 は 持って 夾な いの』 と 云 はれた のに 厨して、 

『それ もす ッ かり 寶 つてし まひました から』 と 答へ た。 そして 氣 味が 惡 かった けれど、 前に ゐた 助手 

が 着て ゐ たと 云 ふの を縯け て^りて ゐた。 それ は隨 へ^. きたなくな つてる ままの 煎； g ぶ とんで、 二 枚 を 

うへ にか けても、 この頃 はま だ 梅の 花の &、 いてる と 云 ふ 時節で あるから、 寒い 爲 めに 夜中に 度度 目が 

おせい の巡廬  五 七 九 
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さめる のであった。 

ミ 

『併し * わざわざ 遠方へ 呼ぶ のに、 ふとんまで 持って 來 いと ァ あんまりです、 ね』 と、 こちらが 實際 

に は 云 ふべき こと をお 愛 はこの 時 田 口に 向って 語った。 

『  』 多少の 同情 をして 吳れ たので は あらう が、 おせい は そのお 兼の 言葉に 對 しても 意地が さ 

きに 立つ ので、 向 ふから 來た 手紙の さう した 意味 を 一 一度 目に は 少し 云ひ換 へて、 『別に 必ら すし も 持つ 

て來 いぶ 云 ふん ぢゃァ ない のです が、 ね』 と 答へ た。 

ぢ よお ラ 

『旅費 だッて もさう、 さ。』 田 口 もこ ちらへ は 顔 を 向けないで、 お 兼の はう へ、 『困って るから こそ 女中 

の やうに 使 はれに 行 くん ぢゃァ ないか？ それに， 经 つても 來 ないで —— ょッぼ どけち な うちだら う 

よ。』  . . 

『そり ゃァ、 小 西と 云 ふ 人 はけち と 云ゃァ けちな 人で せう が、 ね。』 よく 云へば、 なかなか つましい 人 

しんせつ f 

である。 うちに ゐた 時で も、 I 厘 1 錢を おろそかに しなかった が、 その代り、 堅く ッて、 また 親切で 

あつたの を 嗜に田 口の 不斷の 行 ひに 比較して 見せる つもりで、 『併し、 人情 はあります から。』 

『そり ゃァ、 人間 だもの、 誰れ だッて 人情 は あらう。 Jra 口の 意味 はこ ちらの 云 ふのと は 丸で 遠って ゐ 


た。 『けちな の も 一 つの 人情 だから、 ね。』 

『ぢ ゃァ』 と、 おせい はまた 意地に なって、 『女房 や 子供 を棄 てるの もに.^ ■ "です か？』 

『さう、 さ。 少く とも、 おれの 場合 はさう だ。 お前が 段々 女房と しての 喪 か I がな くな リ、 その上に 子 

供にまで 父 を 馬鹿 だ、 馬鹿 だと IK つて 聽 かせた。 さうな り ゃァ、 誰れ だッ てます ますぐれ 出した 愛 を 

もとに 返す こと をす る もんか？.』 

『そんな ことがあります か？.』 

『人情、 人情とば かり S つてる ものに ゃァ、 却って、 ほんとの 深い 人情が 分らな. いんだ。』 

『人情に しても * あなたの ァ 間違った 人情です からね。』 

『貴 さまら に 何が 分る もんか』 と は S つての けながら も、 0 口が こちらの 汽車賃と 船賃と に 常る ぶん 

だけお 餞別と して 出して eK れ たので、 おせい は それく らゐ のこと は 當り前 だと 思 ひながら も、 .^に は 

いつも 自分が 正直で あると 云 ふことば かり 云って かせて ゐる 自分と して は- .感 し 難の 意 を も 示め しと 

かった。 が、 浙ぅ 感情が こじれて 來て は、 また それとなく 小 西さん の 辯 護 を 兼ねて、 ただこの Hi が 

無駄に ならぬ と 云 ふこと だけし か 云へ なかった。 『おかね は 送った が、 本人 は來 ない とで も S ふこと が 

あれば、 向 ふ も 馬鹿を見る からと 思った のです よ 二- 

『ま ァ、 行って 兒 りゃァ 分る U お前 はなんでも 物に ぶっかって 失敗して 兒 るまで は： ：！！ がさめ な いんだ 

おせい の巡醴  五八 一 
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から、 ね。』 

『わたし だッて さう 馬鹿で もありません から 11 』 おせい は 新う 受けて、 田 口の 飽くまで 人が 惡ぃ云 

ひぐさを避けてしまふことにした。『鬼に^5:、 暫 らく 會 へな いんです から、 子供に 會は せて 下さいよ。』 

擧 校が 引けて 共に 芝から 歸 つてる 時刻 を 見 計って 來 たの だから、 渠ら はゐる こと はゐ る.。 が * お 兼の 

つれ 兒の初 雄と 一緒に 玄關の 部 星で 聲 がして ゐて、 この 母の 来たの を 知って ながら 殆ど 知らない かの 

ねた 

やう だ。 それが お 兼に 對 する 妬まし さ を 自分に 增 させる と 同時に * また 自分の 子供に 對 しても 胸 一杯 

の 不平 やらいき どほリ やらに なって ゐた。 

で、 渠 等が. 田 口に 呼ばれて 皆の ゐる 茶の まへ 來て、 ふたり 揃って かしこまった 時、 田 口が 先づ渠 等 

に 向って、 

『.§ 田 は、 ね， 今度 暫 らく 德 島の 方へ 行く と 云 ふから、 その 挨拶 をして やれ』 と 云った あとから、 お 

せいはい きなり 蕖らを 叱り付ける やうに して、 

『ぉッ かさん. は、 ね、 今、 お 父 テんの 云. はれた 通り』 と、 わ. ざと お 兼に も當 るつ もりの 言葉 を 加へ て、 

今度 德 島へ 行きます。 さう したら、 暫ら く は 1. らな いんです！』 自分の 淚が 出さうな ところ だのに、 少 

しも 出ない. のが 自分な がらず 思議であった T 向 ふへ 行ったら、 お前 達 も 知って る あの 小 西さん のと こ 

ろで看護婦の^^ぃり褅まリをして、 少しお かね を 溜めて 束ます。 さう してやが て歸 つて 來 ると、 あの 大. 


ェに 取られた 樱川 町の 家 を また 取り返します。 これ もみん なお ッ かさんが お前 達の あとの 爲めを つ 

,  ん ばう 

てす る ことたから * ね， わたしが 遠方へ 切 守に なっても、 ね、 わたし を 忘れて はなり ません よ。 わた 

し は どこまでも お前 達のお ッ かさんだ から、 ね。 併し、 また』 と、 いまいましい けれども、 m 口ら の 

手 まへ を も 思 ひ； して 、『ここに 世話にな つてる 以上 は、 ね、 ここのお ッ かさん やお 父 ァんの 云 ふこと 

もよ く聽 いて、 熱、 七に 勉強す るんで すよ。 さう して 人に 馬鹿にされない やうに 氣を 付けて、 ね、 なん 

でも 人より えらくなる やうに す るんで す o』 

『さう して、 また、 このお ッ かさんの やうに 直にして、 而も 人に だまされない やうに、 ユ、』 と 云つ 

たに は、 自分と して は * 子供が お 兼の あまい、 うは ッ つらの 言 薬に 乘 つて、 こちら を 忘れて しま ふや 

うな ことがある なと 云 ふ 意味 を も 含めた ので ある 。『火 を 見れば flj^ と 思へ、 人 を 見れ 匕；^ ゆと 思へ と 

云 ふこと もあります から- ね。』 

『よせ * 馬鹿」 と、 田 口 は 横 合 ひから 口を出した。 『云 はせ て 匿き や アベら ベら と 下 だらない こと を 云 

つて！ おり ゃァ そんな 馬鹿馬鹿しい 敎へ かたはしな いんだ！』 

『なにも 馬 r 馬鹿し いこと ァ ない ぢゃァ ありません か？』 

『よせ、 さま ぢゃァ あるめい し！ 今の 小 擧敎育 もよ くないが、 ね • 手め への やうな いぢ いぢした 

こと ァ 子供に 11^ ふべき こと ぢゃァ ない。』 

おせい の讓  五ん  一二 
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じ ， ウレ 含 

『そり ゃァ さう でしよう が、 ね』 と、 うはべ では！ 歩 をゅづ つて 置いて 、『併し、 子供に だって 常識 は 

必要です * わ。』 

『馬鹿！ 無 常識な お前が 常識なん か ある もの か？』 

『さう ー槪に 云って しまつち ゃァ 11 』 おせい は 自分 を そんな ものと は 思って ゐな いので、 田 口の 云 

ふこと を ただただい つもの わる 口と しか 受け取れなかった。 で、 なほ 別な ことで 子供の こちらに 對 する 

をつな いで 置く つもりに なって、 『それ は それと して、 ね、 ぉッ かさんが 今度 德 島へ 行に ゃァ、 今 I 

つ 大目 的が あります。 それ は四國 めぐり をす る ことです。 ^禮と 云 ふ もの は， ね、 東京な どで 見り や 

しん ォ.； 3 

ァ、 物 を 貰って 歩く 乞食の やうです が、 ね、 決して そんな もの ぢゃ ァぁリ ません。 に 云ゃァ え 

らい 力さん の 難行苦行の やうな もので * みんな 信仰から 出 るんだ から、 ね、 人の 人格 を高尙 にす る も 

のです。 だから、 心配し ないで ぉッ かさんが そむ 高尙な 人格に なって 歸 つて 來 るの を 樂 しみに して 待 

つてお いで。』 

『へ ッ』 と、 お 兼 は 低い 聲で だが 田 口へ 笑って 見せた。 - 

*ノ まん 

『  』 /。せいは それ を じろ りと 見て、 お 寺の 生まれ を 自慢して ゐる ものが 却って 不 面で， こ 

んな ことが 分らない のかと 卑しまれた。 だから、 お ま 、がーと き I 習った と 云 ふ 西洋 音樂を やめて 三味 

線なん か をい ぃ氣 になって るの だら う" こちら は 然し もとは 田 口と 共に 耶蘇 敎 信者であった。 今では- 


その 信 w がお 互 ひに 變 はった と は 云 ひながら， オルガンの 方が いまだに 三味線よりも すッ と高尙 だと 

m わって る。 そして その 髙尙 な氣 ぶん を 四 國巡禮 によって 得ようと する ので ある。 人拉 かから 見し ボ：、 

か はり 者 はか はり 者で も あらう。 が、 決して 不萬而 目な ことで はない。 とれ を や 子供に 知らせる 

爲 めに、 『こり ゃァ わたしが 敎貝 をして ゐる 時から 44 へて たこと ですから、 ね』 と 勿 4™ を 付ナ たが、 敎 

良 をして ゐる 時には、 實 は- ただ 巡 i\JS ふ も 0 をし が てら 旅に でも 出れば、 死んだ 戀人リ ことな ど 

をく よくよ 考 へないで- 氣 がせいせ いする だら うぐら ゐの ところで あつたの だ。 ところが、 今や その 

動機が 失 0 ぶ は 全く^って、 自分の 住むべき 家 を も 先った その 心の ％!： らしから に變 はって るので あ 

る。 /J れを つらい やうな、 詰らない やうな ことに も 感じながら- それでも おもて 向き は 確信 ある やう 

に 見せて、 誰れ に 云 ふと もな く、 『今度と 云 ふ 今度 は 丁度い い 折り だから • 必らす やって，." るつ もりで 

すから、 ね。』 

じ し 0 

『誰，^ も 手め へ .E 身の やる こと をい けない と は 云つ C ゐな い。 n 

『でも』 と.' ぉ穀 はまた はたから 7 巡禮 なんか 道樂 半分に する ことです、 わ。』 

『さう です か、 ね？』 こちら も わざと 斯う 受けて やった. 自分の 寺の 格式が 高い の を 自慢して ゐ るお 

爱 から 見て は、 ^禮が人の物を貰って^^くことだけをゎけもなく賤しぃと^ふのだらぅが、 それな 下 

力 - しき  (i,  I 一 

だらない 格式 や 肉食 妻帶で 本當の 修業 を 忘れた 宗皆 のこと ではない か？ 『華族 さまの やうな お 寺の、 

ぉぜ いの 巡 體  五八.， 


泡-ぬ 4^, 第 第八卷  五 アブ 

なら、 ぉ爵 車な り 向 動 車な りで お成りになる の もい いでし ようが、 ね』 と、 1 つ それ を あざ笑って 髯 

たく ほ つ 

いて、 『それ ぢ ゃァ、 修業と S ふ ものが できません よ。 坊さんの 托鉢 だッ て， 云って 見り や ァ.' まァ" 

巡禮を する 心持ちと おんな じぢァ ありません か？』 

『n ぢゃァ 手め へ も人拉 みなこと を 云 ふが、 ね II 。』 

じんか ^ 

『また しらみ を わかして、 からだ 中 を ぼりぼり 引ッ かきむしった あとの 附 いた 人格なん 力で き 上らな 

いやう に氣 をお つけな さいよ』 と、 お 兼 も 田 nl と 一 緒に なって 惡 くち を 云った" 

『まさか！』 あの^だ ッて、 ぉせぃは^！分のからだにまでぁれがゎぃてたことだけは誰れにもぅち明 

けて なかった ので、 そこ は-^ 氣を よそ ほって、 『子供 は 無 祌經な ものです から、 ね』 と、 今 も 一 おらが 母 

の 遠方へ 行く と 云 ふの を 悲しい のか、 悲しくない のかた だ も ぢもぢ して 皆の 話を聽 いてる とーム ふより 

も 見て ゐ るら しいのに も それとなく 當 りながら、 『氣が 付かなかった だけです、 わ。』 さう だ * 自分 も氣 

がすぐ こ 時には、 あの 小さい &ゎ| 曰 お^まが — それ こそ つれ 立った 巡禮わ 行列の やうに 11 ぞろぞろ ゐ 

, てので あった。 それ を 思 ひ 出して、 ぞッ とすると、 現に また 自分の からだ ぢぅカ tv- 力 ゆいの をお 

ぼえ た。 

せめてけ ふ 1 と晚 はん まって、 子供との 別れ を 惜しみたかった ので、 田 口が 歸れと 云 はない の を 幸 

ひに レ て- おせい はお を 落ち 付けて ゐ ると、 いつのまにか、 また 自分の 手持ち 不沙计 な. 寸の 指が 自 


分の 轟の 穴 を ほじく つて ゐた。 

田 口 は 二階べ あがって しまった。 お 兼 はまた、 時刻が 時刻 だから、 臺 どころ の 方へ 行って、 女中 こ 

め f れ. 

るな のお か すか 何 か に關 する 命令 をし てゐ た。 

おせい は 子供達が また 移って 行った 隣り の 狭い部屋へ 割り込んで * 雄 作が 兄ら しくし たの子 供 ふた 

り を 相 ひ 乎に S もく 拉らべ をして ゐ るの を はた。 

『この 蔡盤 はおれと 貧乏 世帶を 共に して 來 たの だから- いつまでも， 記念に して 置いて やらうよ』 と、 

曾て E  口が 云った その 盤 も， こちらに はなつ かしい よりも また 一つの 妬みの 種であった。 が、 見て ゐ 

ると、 初 雄が 雄 作から 白 石を以 つて 應迫 されながら、 思った よりも 上 乎に黑 石で 受けて ゐ るの を 發 S 

な 子 だと 感心して、 『割り 合 ひに 初 ちゃんもう まいんだ * ねえ』 と 云 ふ 言葉が 出た。 が、 その あとから 

ぐ、 おせい はこの 小まッ ちゃくれ が この 家に 何の 资格 もない のに • やがて は、 雄 作 や 政 直 だけで 分 

け 取るべき 財産 A-:、 今の 赤 ン坊と 1 緒に なって、 それ こそ 爭ひ 出す 邪魔物 だら うと 考 へた。 磬 を^め 

て だが、 雄 作 を にらみ 付ける やうに して、 

『大丈夫 か、 え？ いぢめ られ. ir ゃァゐ ない のか、 え？〕 

『そんな こと はない やう だけれ ど 1. 』 維 作 はちよ ッと石 を 持つ 手 を 休めて、 考 へる ゃラに 答へ た. 

『やうなら、 なに か 少し ゃァ あるんだ らう？』 

おせい の I  五八 七 
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『別に 11 なにも —— 』 

『しッ かりして ゐな いとぎ" 目 だよ。』 斯う 念 は 押して 見た が、 おせい は 子供が さッぱ りたより ないやう 

に 見えた。 お 兼に 對 する 不平で も あれば， 今のう ちに 折角 聽 いて 置いて やらう と 思 ふのに！ まま 母 

として そのまま ツ子に. 小 公平な 所 置がない こと はない にき まって る。 それ を 子供が ぼん ゃリ して 氣カ 

付^ない のおら うから、 もどかしかった。 

晚の御 はんに は、 田 口 自身が ここの 畑に 作った はう れん 草のお したし も 出た が、 それ をお 兼 はかの 

女 自身の 手 がらで でも あるかの やうに して、 

『度度 雪に 當 つて 來 たのです から、 ね、 とろける やうに 和ら かいでしょう』 などと 自慢 I た。 

『  』 それが 氣に 喰はなかった けれども， 口に 入れて は 珍ら しい ほどお いしくな いこと はな 力 

つた。 

1 とかた づき 濟ん でし まふと、 田 口 は、 

『鬼に 角、 常 分の 別れ だから、 今夜 は みんなに 遊ばせて やる から』 と 云って、 子供に 花札 を 持って 

，% させた。 そして 込み入った 親子 六 名が 輸に拉 らんで、 札 を I 枚づっ 起して 各自の 前に 持った。 それ 

から 眞ン 中に ふせて ある 札 を 順番に めくる の だが、 そのお もて へ 出 たのと 同じの を 持って る ものの 名 

を 呼んで、 誰れ でも 自分の 持って る 分 を その 人へ 與へ てし まふ。 たと へば、 櫻が 出る と、 櫻 を 前にむ 


かへ てゐる ものが ぐ づぐづ して ゐる うちに みんなから みんなの もお 押し付けられ てし まふ。 そして そ 

れを たびたび 繰り返して ゐる うちに 花札 全體を 貰って、 他に やるべき ところが 無くなった ものが ft け 

である。  ク 

遊びと して 面白くな いこと はない が、 みんなに 田 口から 附 けられた 名に 於いてお せ いは VI であつ 

た。 本名 I へば、 餘 に 分り 易い ので • あわてて 呼び 遠へ たりす る 面白味がない 急 ふこと はい 

いけれ ども- 子供に はみ I だ 物 やき 名が 附 いたのに、 田 口 は 自分 を S とうさん』 、自分の 女房 を 

『おか ァ さん』 と 呼ばせ、 こちら を i 川 町』 とした。 せめて は、 自分が ぎ 方で 持って ゐる 名の 霧 

をで も 云って くれる とよかった が —— 。 

で、 こちらへ 札 を 向ける 時、 雄 作 や 攻直は 櫻 川 町 を もお かァ さんと か、 ぉッ かさんと か 呼んで 問逮 

つた。 それが おせい の 自分と して 詰らなく 馬鹿馬鹿しい ところであった ので、 I 回切リ でき 分 だけよ 

やめて しまった。 が、 

『おか ァ さんだ r 『おか ァ さん』 と 云 はれる の をお 兼 は、 然し、 得意の やうに なって、 多くの 札 を^ 

； な 力ら も. なほ あとまで も 熱、. ：" にして ゐた。 

『  』 そんな こと を 子供に 負けない 氣 になって 遊んで る やうな 女が どうして 子供の 敎肯 なんか 

できる もの かと、 おせい は 私 かに はたで 見て あざ笑って ゐ たの だ。 そして 早く 子 佻と r 谪に とこ ヽー！ 
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こ- * ろえ 

人って、 自分の^ 守の あ ひだに 於け るお 兼に 對す る. 渠らの 心得 を吿げ て やりたかった。 

おせい はいよ いよ 出發 する ことにな つて、 東京 驛 から 汽車に 乘 つた。 京都 ゃ大阪 はさきに 田 口と 一 

緒に 見物した ことがあ るので、 そして 花に はま だ 早い しして、 再び 目 も吳れ ないで、 直ちに 大阪の 川 

しょ 

口から 汽船に 移った。 そして 德島ヒ 着く と、 車で I 日 路を板 西と 云 ふ 町の 在所へ 飛ばした。 

案外 邊 鄙な ところで、 小 西の： も當り 前の ひら 家 を 用 ゐてゐ るので あった。 成る ほど、 今、 建て 

墦し はして ゐ るが、 それ もた だ 二た 間の 二階 だてであって、 たと へで き 上っても、 子供 を 入院 させた 

りした 經驗 あるお せいに は、 病院ら しい 感じが しさう でなかった。 が、 まだ 少し a_ 、さが つづいて ゐる 

ので、 風から 肺炎 や 肋 膜に なって る 入院患者が 多かった。 

『息 者 はつ まって をる のに 看護婦が なうて 困つ とります』 と、 小 西さん は 云った。 そしてお せいは 早 

速渠の 奥さんと 一 緖に 白い 服 をつ けて、 看護婦 代理 をつ とめさせられた d 

東京で 慰& のに ほひ もい やで あつたが、 わざわざ こんな 遠方へ 來て藥 局 や 病室の いやな 藥 りのに ほ 

ひ を かがせられ るの はまた 好ましくなかった 3 たださへ あたまが おもく 痛みつ づけた のが、 それに 醉 

ヒーつ ち 1L- く 

つてし まって か、 到着の 一 二日 自には 目 まひが レて れて しまった d 1 つに は、 ほんの ノ ただ 旅の 勞れ 


でが ッか りした せいでも あらう と e: 分ながら 思 は； e た。 

ぶ とん 

力、 蒲^の こと は 小 西さん に ハガキ を 書いて 出して 貰った が、 自分 は 一 週間 經て も、 十日た つても、 

とこから 起きられなかった。 ほかに どこか 惡 いと 云 ふので もない が、 無理， に 起き あがらう とすると • 

くらくらと 目 まひがして あたまが 痛む。 どうしても 旅の つかれ どころ ではなく、 長ぃぁひだ^^、ぃ配* 

< らう 

苦勞 が、 まァ ちょ ッと 落ちつき どころ を 得た と 云 ふ 安心の 爲 めに、 I どきに その 結 架を顯 はし. こや 

うであった。 

し  もなか 

そ^でも 田舍 くさい ままに すらりと して、 ちょ ッと 上品に 見える 奥さんが、 まだ 親しみ もしな、 

のに、 親切に して 吳れ るの を 地獄に も怫と 見て、 淚の こぼれん ばかりに ありがたかった。 そして それ 

にあ まへ て、 とこにば かり 就いて ゐ ると、 世に これよりも らくな こと はない とまで 考 へられる や 5 に 

なった。 あくせく 心配した ッて、 駄目な もの は 駄目に なって しま ふの だか., II 0 

ll::^:!: 小へ も 何 を 云って やった か、 自分で 自分の おぼえがなかった けれど、 E  口が 書いて よこした ^11- 

を 見る と、 

『おれの 子供 を おれが また 引き受けた 以上 は、 その 敎肯 やそ 0 他 5 ことに 就いて お前から 千 渉が まし 

く顿 みごと を聽 かせられ るに は 及ばない。 そして このほかに は、 もう、 お前と おれとの f^g はない 箸 

だ お前 力 死んだら * 誰れかが通知をょ^.}すだらぅ。 以後 I 切手 紙 も、 ハガキ もよ こすな。 そして/。 
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が 骨と なって 來 たら * お前の 望み 通リ、 子供の そばへ は 確かに 埋めて やる から。』 

『：.  』 おせい はそんな 1^ が を讀 ませられ ると、 却って ますます 死にた くはなかった。 が、 自分 

は 兼ねての 望み通り、 自分の 死んだ 時 は 矢張り 田 口 家のお 墓へ 埋めて 吳 れいと 云 ふこと を 書いて やつ 

たもの らしい。 

お 兼から も冋 時に 一 封が 來 たが、 

〔蒲圑 はこな ひだ 送りました。 もう、 とッ くに 届いて ゐ るでしょう』 とめる ので 成る ほど 自分の 着て 

ゐる のが それで あつたと 氣が 付いた。 『子供の こと はわた しが あなたに 代って 心配し ますから 安心な さ 

い。 あなた は そちらで 十分 吞氣 に靜養 をす るの が 必要です よ。』 

なさ 

『  』 おせい は それ を もて いのいい 經交窨 同然 だと 見て、 いよいよ 情けなく なった。 そして 力 

ッ かりして、 また 1 しほ 起きる 力 を 失って しまった。 

そのうちに、 ここの 婆ァ やさんから このうち に關 する いろいろな こと をも聽 いた。 奥さんが けちで 

皆に ii だ惡 いこと。 主人が また 子供の 多い くせに をん な 好きで、 來る 看護婦に かた ッぱ しから 手 を 

つける ので、 或 もの は 奥さんに 追 ひ 出され、 また 或 もの は 自分から 逃げて 行ったり して、 いつも 落ち 

付いて ゐる ものがない と 云 ふこと、 など も。 

それで 思 ひ 出す と、 田 口 はこん な こと を 云って 冷 かした ッけ、 


『千 供まで si- き 受けても いいと 云 ふところ ぢ ゃァ、 お前 はお 茶吞み 友達に でも 行く の ぢゃァ ないか、 

ね？』 

『まさか！』 寳は、 然し、 そんなら また そのつ もりで もよ かった の だが、 小 西さん に 奥さんが まだ あ 

る こと は 初めから 分って ゐ るの だ。 けれども、 今、 自分 だッて 役に立てれば まだ 役に立つ からだ だと 

S ふこと を ここで また 思 ひ 初め しめられた。 そして あの 繪 を！^ 後に ffl 口 へ 渡して しまつ. を 殘念 に 

思へ た。 すると、 不思議に も、 自分に 獨り でに 勢 ひが 附 いて 來て、 籠も 段段と よくな り 初めた ので 

ある。 

然し いよいよ とこ 上げ をして 見る と、 もう， 世 閒は夏 であった。 東京と は逮 ひ、 この 四國の 暑さ 

はまた きびしかった。 それに も拘ら す、 おせい は 自分の 病室で あつたた ッ た三疊 のまに 1  必 かれて、 & 

日、 襄 どころ の 世話 を させられ、 食事 も 自分より ゃッと 年う への 婆ァ やさんと 一緒で、 女中 lysj^ のた^ 

ぐタ 

遇であった。 そして 小 西さん はぶし つけに も、 

『あなた は、 どうせ、 存外 役に立たぬ 人でした、 な』 と 云った。 

『  』 それが お茶 吞み 友達の ことで ない にき まって る 以上 は、 看護婦の 取り締まり は 勿， •  ^ 

讒婦 その物に も なれない と 云 ふ 宣告であった らう。 『わたし はくす りのに ほひが 嫌 ひです、 リ』 とも、 

病中に 奥さんに 向って 濟 まない けれども 正直に 云った こと も ある ほど だから、 その^. 截は 別につ らく 
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もなかった。 ハゃ" 却って それで 藥局 などへ 再び 出ない やうになる の だから、 都合よ かった。 それに 

しても、 さんざん 病 氣の世 P になった あげく、 よくな つたから ツて 直ぐ、 わたし は四國 めぐりに 出 ま 

すから だ 猫なら とも. e. し SS にくかった。 それに、 また 時節が 時節で、 ここで は 巡 禮 のこと を へんどと 

云 ふが、 それ をす るに はま だ 暑 過ぎた。 

で、 いろんな 1^1^ い を 成るべく 辛抱して、 當 分のう ち、 この 家の 爲 めに 恩返しの 立ち働ら きをす る こ 

とに した。 そして 田 口のと ころへ は、 

『卜 使 ひが K へません ので、 好きな お茶 ラけを 買 ふこと もで きません。 少しお かね を 送って 下さい』 

と IK つて やった けれども、 l^r; 事がなかった。 

そのうちに、 そろそろ この 德島 にも 秋 かぜが 吹き 初めた。 そして 秋と 1K ふこと で 思 ひ 出す と • 文 子 

が 死んだ の もこの 時 i であった。 また、 田 口が 前前から 云って たこと によると、 

n 般に男 は 春に 浮氣 ごころ を 起す が、 女 は その 反對に 秋が 一番 苦しい らしい』 のであった。 

『まさか _ さう でも』 と、 その 時 は 笑っての けたが、 獨り になって 苦勞 して 見る と、 實 際に 秋 は 女 

じ やうよ く  一, 

の 情慾 や 嫉妬 心 を 一 番 多く 刺戟す るので ある。 

或 日 ふらりと 門の そと へ S3 たら • 政 直の やうな 年恰好の もま じって る小學 生徒が その 敎員 どもに 15 

き つれられて、 遠足に 出かける の を 見た。 その 行く さき は 澄み渡った 山の ふもと か？ 川の ほとり 力？ 


鬼に 角、 そんなと ころで 男女の 生徒 をで も 遠ざけて、 自分ば かりが 私 かに あの 大川 さんの 持って 

たやうた 繪を 開ら いて 見たい と 思った ことがあ るの を された。 が、 今や、 分の 持って た 搶をさ 

へ 田 口の 方へ 取り. 上げられて しまって るの だ。 あれが あれば こんな 時の せめても のこ ころ 靜め になつ 

たのに。 

俄かに また 自分の この 相 ひ 手な さとこの 寂しみ との 爲 めに 心が 落ち 付か なくなって 來た。 そして こ 

の 小 西 家に 於け る 斯うした 待遇 を滿 足して ゐられ なくなった。 まるで、 それとなく、 鳥 かごの 中か牢 

獄へ でも 入れられて ゐる やう だ。 たと へ 喧嘩 相 ひ 乎に でも 少しし ッ かりした 男が 欲しかった けれど、 

この 田舍 では、 たまに この 家に 遊びに 來る 村長さんでも • とてもお 話になる 男で まなかった。 これで 

けんし ilU  >. 》 

も 多少 は 見識 を 持って るの だから、 婆ァ やさんが 寺 時、 

『あんた はお 氣の 毒な お 身です、 わ』 とか、 『お子さんが 成人な さるの がお 樂 しみでし よ』 などと 云つ 

て れる くら ゐ では、 まだまだ 遠い へだたり を 感じた。 

そして 何 かにつ けて われ 知らす 癇« はか，^ が 起って、 小 西さん へ も その 奥さんへ も、 時時、 あとで 

は 中し わけの ないやうな 突ッ かかり をして、 

『幸 田さん は 主人 を どう 思って をる』 などと 叱られた。 

『寶 は- わたし 早くお へんど さんに 行きたい のです が、 ね』 と、 おせい は 半ば 不平 らしに、 また 牛 
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ば は MM する やうに 云った。 にで も 出れば、 このから だぢ うに 欝 して ゐる氣 持ちが まぎれる だら 

うと 思った からで ある。 そして 主人から 許し を 得る と 直ぐ、 東京の 子供へ は， 

『雄ち やん、 政ち やん、 わたし はこれ からい よいよ 暫 らく 巡 禮に 出ます。 今 1 度 はこ こへ 歸 てつ 來ま 

すが、 面白い ことがあれば 歸 京の 上お 話して あげます から、 待って ゐ なさい』 と 通知した。 

規則 通り 警察へ 届け出る と、. k 圓 以上の かね を以 つて 出て はならぬ と 云 はれた。 その 爲 めに 人が よ 

く 降 泥に 逢ったり、 殺された りする ことがあ るからで ある。 

用意の.^ 11 では、 おせい 自身が 持ら へたの は 札ば さみの 板 だけで、 長さ 六寸、 幅 ニ寸、 そのお もて 

に は 『大正 六 年 九 巧 十日、 奉 徧禮四 國中靈 場 同行 二人』 そのうら に は 『南無 大師 遍照 金剛、 德 島國扳 

9,  ソ  きゃはん 

野 郡 小 西方 幸 田せ い』 と 書かせた。 その他の ふり 鈴、 笠、 杖、 ござ、 白木 綿の かたぎん、 肤雜 づだ 

袋な ど は、 小 西 や 近所の ものら が吳れ た。 自分 ひとりで も 行かう と 思って ると ころへ、 ついでに つれ 

て 行って 吳 れいと 云 ふお 婆ァ さんが ひとりで きたので、 同行 二人と なった。 

西 國滞禮 と は 違 ひ、 四 國遍土 は 眞言 宗で、 御詠歌 も 亦 別な のがあった。 それ はみ ちみち おぼえる つ 

もりで、 その 『道中記』 を も 人から 貰って 用意した。 

j 體 おせい がゐ るのと 同 郡の 板 東 村から 初めて、 先づ德 島， それから 土 佐、 伊豫、 讃岐と 順に ま は 

るの だが、 また 逆に 行く の も ある。 そして 逆に 行けば、 今でも 必らす 大師に 會へ ると 云 ふ はなし だか 


ら * 耶蘇 敎 信者であった 時から 奇 ffi を 信す る 自分と して は、 この 方が ありがた 味が あると 思へ た。 そ 

れに、 自分の 出發 すると ころから 直ぐ 讃岐へ 行ける 國 道が ついて ゐる ので もあった。 

『あなた は餘 ほど 信心が おつよ いかして、 いよいよお 遍 土に 出る とき まつてから は 別人の やうに 元氣 

ち 《そ 

がお でに なりました』 と、 奥さん も 近頃 珍ら しい 愛想が よかった。 

『  』 それ はさう にき まって る だら う。 ねての 望みが 達する の だから、 いや、 もッと く 云 

よく じ やう 

へば、 自分の からだに 欝し 切って る 愁情を 大師さん によっても ッと 高尙な 方へ 向けようと 云 ふ 喜び 

も， 少 からす 手つ だ ひ をして ゐ たの だが、 これ は 誰れ にもう ち 明けられなかった。 

いよいよ 出 發と云 ふ 朝、 早く、 皆に 見送られて 家の 門へ 來 るまでに、 逆 ま はりの しるしと しておば 

さみ を 右の 肩へ かけた。 その 方の 乎なる 鈴 を 一 つ 振って 見て 皆 を 後に して だが、 初めて こころ 見に、 

『南無 大師 へんぜう こんが う』 と、 思 ひ 切って あはれ な 節で 云って 見た。 が、 ^かに 恥 かしかった の 

で、 直ぐ 『あは ッ 1— ほ、 ほ』 と 皆に 向き 直って、 自分から 腹 を かかへ て 笑った ので ある。 

『なかな かじゃう ゃだッ せ』 と. - 大阪へ も 行って たと 云 ふ近處 のかみ さんが 云った。 

『ま ァ、 御 無事にいて おいでな され』 と、 奥さん も 機嫌よ く 微笑しながら 別れ を吿げ て C, 穴れ た。 

『  』 力、 おせい は暫 らくのお 別れ かと 思 ふと、 自分の ふり を 今 } 度 見 ま はして て、 なんだ 

け！ P  9  ^ 

力 ひどく 恥 力し い 上に また 悲しく もあった。 そして 手に 持つ 鈴 を わざと 鳴らない やうに して ゐ たの だ 

おせい の巡趨  五 九 七 


泡 鳴 全集 * 拒 〈八 卷  六.^",/ 

が、 それが どうかした 拍子に * 今度 はまた ひと でに チ リンと 1 つ 鳴った。 

『さ ァ、 本氣 になれ』 と、 なに か 不思議な あたりから 催促され たので あるかの やうで n 俄かに 目 分 

の 氣をも 引き立てた。 

If! ぢ ゃァ、 行って まいります から。』 

『i 機嫌よう 11 御 無事に。』： 

『  』 富し いやうな、 倂 しまた 情けない やうな 氣 持ちで 自分の、 と 云っても 自分の 寄寓して ゐ 

るう ちの、 門 を 出た。 8 の國ざ かひまで は 二 里ば かりの 道 を 早くぬ けて しま ひたいの であった。 

『一切め はちよ ッと恥 かしい さう やけん ど、 な』 と 云った 同行のお 婆ァ さん も、 自.； R らの近 處の& やお 

を 離れて しま ふと、 しら 木の 杖 をつ いて 歩きながら、 こちらよりも さきに 御詠歌が はりの 『な たい 

し へんぜう こんが う』 をね むた さう に唱へ 初めた。 

『  』 おせい は、 それ を 年う へた 婆ァ さんだ から 矢ッ 張り 自分よりも 圖^ しいの か 知 ちんと 見 

て 枚った。 が、 自分 も 先き ざき に對 する 稽古の 爲 めに 同じ こと を、 もう、 恥 かしみ もな く 繰り返す こ 

とがで きる やうに なった。 けれども 人の かどに 立って、 御 報謝 を 賞 ふこと はお 互 ひに なかなかで き，^ 

かった。 


白鳥 神社と は 日本 武 尊が 伊勢の 能褒 野で 白鳥に 化して 飛んで 來られ た あとの 記念 だが、 ここから 五- 

里、 大籠 村と 云 ふのに 四國 八十 八 箇所の 最後の があった。 南向きで、 本尊 は 弘法 大師の 作なる 藥師如 

來の 坐像で ある j 

『南無 やくし 諸 病な かれと IS ひっつ ま ゐれる 人 はお ほく ぼの 寺』 と 云 ふ 御詠歌 を 本尊に 向って かたの 

如く 三 べん L" へた。 そして その しるしと して 觳 ねて 用意して 來た 帳面に 寺の い 印 か. ijbd 押して 貰った。 こ 

れ がお はつの 印であった。 

それから また 四 里で、 平地 南向き 觀世背 菩薩の 八十 七番 である。 この 御詠歌 は、 『あし 引きの 山 rtl の 

尾の 長 尾 寺 秋の 夜す がら 彌陀 を唱 へよ』 と ふの だが、 これが おせい 自身の 鬼 角亂れ がちな 慾 情 を 押 

へ靜 める には^に いい 歌 だと 自分で 思へ た。 乃ち、 自分の 氣 持ちと 今の 季候と にそッ くりょく 當ては 

まって ゐ たからで ある。 そして 宿へ とまって、 はら 密 たしん 經を唱 へながら も、 この 歌ば かり を 思 ひ 

出して ゐた。 

また 一 里 半に して 志 度 寺が あった、 推 古 天皇の 御 草創 だと 云 ふが、 これが 八十 六番 で、 十 I 两觀世 

音が まつ ッ てあつた。 この 境 內には 足の 腐って ちぎれた のと 口 や 顔が うみだら けのと、 二 名の 瘢 病の 

おせい の 巡 鱧  五.^.^ 
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物 貰 ひが ゐて、 

『どうぞ 一文 やって 下さい』 と 云って ゐた。 ぉせぃは田ロに慈善をした.《=^されたりするのを嫌ってる 

習慣が あるの を 特に 思 ひ 出した が、 こちら は 今 は 貰って 歩く 身で あるから、 向ふをも可^！さぅになっ 

て、 歸 りの 時に 少しづつ かね を與 へた。 

行く手に、 松露で も ありさうな 松の 尬み木 街道が あった。 その 向 ふから、 これ も 巡 鱧 すがたの もの 

が 十 名ば かり 揃って やって 來た。 男 や 女が 入り まじって 賑やか さうな の を 妬ましく 思へ たが、 おもて 

向きで は、 

1>  *~ とく 

『あなたが たも 御 奇特で ございます、 ね』 と聲を かけて とほして やった。 

『なむ だいし へんぜう こんが う』 と、 ひとりの 若い 男が わざと 冗談ら しく 云って 行った。 

『  』 あれら こそ ほんとうの 道 幾に ま はって ゐる手 合 ひで あらう と 見えた。 

また I 里に して 山上 南向きの 八 栗 寺へ 來た。 それから】 里、 壇の 浦で、 屋 島の 山 を 十 丁の ぼった と 

ころが 八十 四番 であった。 

『あづさ 弓矢 島の 寺に まう でつつ 祈り を かけて 勇む もののふ』 を 三度 唱 へた 時 はおせ いも 自分で 源平. 

の 昔が 思 ひ 出せて また 一倍の 力 を 得た。 そして この 島の 北 はな 長 崎と 云 ふところに 安德 天 皇御 行宮の 

あとが あ と聽 いて、 それ もつ いでに 見に 行く 氣 になった ゥ 


が、 初めから つづく かどう か 怪しかった！： 行者が- 

『そない な 無駄な とこ へ 行く の は 御免 や』 と 云った。 

『  』 その 心 はこ ちらで も讀 めない ほどの ことではなかった。 同行者 はた だ 寄り道 をば かりで 

なく、 八禮， ての 物 をい やにな つて ゐ たの だ。 で、 おせい は 『折角 出て 來 たのに、 それ ぢゃ ァぁト X たも 

だ 1 し 

御 ごりやく にや ァ なりません よ』 と、 自分が 大師さん でで も あるかの やうに 云って 聽か をた。 そし C 

これ は 信心 一 つで 行ける の だから、 しッ かり 信心 を 持てと 勸 めた けれども、 とうとう ここで 立ち 別れ 

る ことにな つてし まった。 

自分 だッ て、 無論、 寺 寺で は 本尊の 御佛 像に 相應 した 諸 i 目の 短い 文句、 『おんころ ころせんだり ま 

とうぎ そわ か』 とか、 『おん あろり き やそ わか』 とか 云 ふの を唱 へながら も * 寳際 にどう 云 ふの が y; 霄 

の 信仰で あるか はよ く 知らない けれども、 斯うなる と、 落伍した 同行者に 對 しても また 意地が 先き に 立 

つて、 どうしても 逆 じゅん をす ベて ま はり 通さない では 置かない とい ふ 決心が ますます 强く なった。 

そして 御行 宫の あと をも獨 りで 見に 行って 來 たが、 小豆 島 2 姿 を 海上に 眺めた の は 一 つの 思 はぬ 儲け 

物であった。 そして 斯うした ことから でも、 自分 だけが えらい こと を やり 通せる 人の やうに 見えた。 

それに、 おせい に は 一箇所、 髙 松に 於いて 立ち寄る 家が 初めから 11 東京 を 出る 時から I - きまつ 

てゐ た。 それ は 瀧 川と 云 ふ 人の ことで、 もとは 田 口と 或舉 校で 英語 2 同僚た るよ しみが あつたと ころ 

おせい の 巡 鰭  六 〇一 
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ぺっ f 

から、 こちらが 田 口と 別居して ゐ るの を 知りつつ も —— さう だ、 その 時 はま だ 別居 だけであった  

或 曰、 樱川 町へ 尋ねて 來て、 

きふば 

『奥さん、 どうか 一 つ 急場 を 助けて 下さい、 或 事件で どうしても 四十 圆 入用です が』 と 云った。 あま 

り檨 子が 氣の 毒な ので その 半分 だけ を 都合して やった ところ、 それ ッ 切り 音沙汰がなかった。 その後し 

てんしょく  へんじ 

ばらく してから、 高 松の 中 擧へ轉 職して ゐる ことが 分って- 催促 戕を も發 し、 斷 わりの、 返事 も 來てゐ 

た。 そこで そのお かね を 報謝と して は 大き 過ぎる が 1! 取り立てて 行く つもりであった。 

せいふく 

高 松 市へ 近づいた の は、 午後の 一 時 頃であった。 東京で は 維 作 も、 もう、 着て ねさうな 制服の 生徒 

三 名に 行き 會 つたので、 

『あなたが たは 瀧 川と 云 ふ 先生 を 知りません か、 ね』 と、 尋ねて 見た。 すると、 同じ 學 校の 生徒 かし 

て 皆で よくと ころ をも敎 へて 吳れ た。 

小さい 家 だけれ ども、 小 ざッぱ りして ゐる らしい 住 ひであった。 わざと 鈴 を 鳴らしながら 近づいて 

行く と *  丁度、 みおぼえの ある 鈿^ が 窓から 額 を 53 した。 

『  』 かの 女 は 併した だ當り 前の 巡 禮が來 たの をで もみて ゐる やうす であった。 

か な *^ 

『わたし は 田 口の もとの 家^です が、 ね』 と、 いきなり 名のった の だが、 ここで はまた もとの だけ は 

云 ひ^る 忙 も？^ ^か J?:^Q おと せた。  ： 


『ま ァ， § ん丄 鍵 はび つくりした やうす に變 はった のであった。 参、 あがれと 云 はれた ま，， 

にわら ぢを ぬぎ、 足 を 洗った。 そのうちに ，湖川さん も § て 來て、 け ふ はとめ 5 ふこと になつ 

きい は、 あれからの S 口との 行き さつ 气き 案の こと を 詳しく 語って、 久しぶり で I 

を 下げながら *  \  .  ：  f f 

『とても、 だから、 きになりません』 と、 自分から 田 口ら のこと を 卑しんで みせた。 

『さう でしよう。 呆れます、 ね。 あの人 はもと から 品行が よくなかった から』 と瀧 川さん も舊 した， 

『  』 併し、 また、 おせい が 思 S してみ ると、 そして 1  く ^無事 なの を 妬んで みると、 瀧" 

もまの 方で はぁ實 いさと はして ゐ まので きた。 S-Q やう？ とでの 放 f しまった だ 

らうが ちで は 細君 を 一度 は 病死せ しめ、 i は 逃げ出さなければ な I いやう にした。 そし c、 

『その i はしつ ッ こく ッて、 おれなん ぞの やうに ぁッ さりして ゐ ないから だら う、 さ』 と、 田 口 も 

M つた ことがあ るので 分って た。 『あの 目が 飛び出して ゐ るので も、 大抵 知れて ゐ らァ、 ね。』 

『：u.q さう だ き兩 方の S が菌ら I に 飛び出して ゐ るのに おせい i が 付いた。 

そして 今度 S8 が f なず で、 ぎ 長く 無 奮つ まて ゐる のかと f と、 isss 

しい やう だが、 またい やらし V さの やう まえた。 そして 矢ッ 張り、 I ひとりの 方が さッ ずと 

おせい の I  六 〇三 
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淸く ていいの だら うと 考 へられ もした。 

主人が ii い 好きな ので、 おせい も その 相 ひ 手 をしながら、 もとから 坊さんに は 知り合 ひ を 持って 

たこの 人から 弘： 巧 大師 ゃ露言 宗の說 明を聽 いて、 自分の して ゐる ことの ありがた 味 を 加へ た。 

『倂  <  逆に ま はれば 大師さん に 逢 ふな どと は、 迷信に 過ぎません よ』 と 云 はれた 時には、 

『でも、 、の 云 ひ 做して 來 たこと に は なかなか 眞理 があります から、 ね、 これ も實 際に やって みて 來 

てからで なけり ゃァ さう 容易に ず S もで きないでしょう』 とかの 女 は 答へ た。 本當に 逢へ る ものなら 

自分 も 逢って みなければ 損 だと 云ふ氣 になって ゐ るの だ。 が、 主人 は反對 なのかして、 それ ッ 切り 與 

ざめ いまにな つた。 で、 また、 こちら は 話 を 田 口に 對 する 不平の ことに 向けた 

その 翌日 は 丁度 日曜日であった ので、 少し 派手 過ぎる 細君の 衣 物 を 借り着して、 瀧 川さん に 藩祖松 

平氏の 栗 林 公園 や、 黑田如 水の 舊 城址な ど を案內 して 貰った。 そして 貸し金の うち 半分 だけ を 受け取 

つた。 若し 少しで も 渡さなければ、 この^ 禮に對 して 失敬で はない かと 怒リ 立って やる つもりで あつ 

たの だが 1 0 そして その 翌朝 早く 出發 した。 路 ばた の获の 花やす すきに 露が 置いて るの をみ て 過ぎ， 

ながら、 

『僕 も 相 變らゃ 子供が 多い ので 1 りつ づけて ゐ ますから、 あと はまた 今度に』 と 瀧 川さん が意氣 地な 

く 云った こと を 思 ひ 出して ゐる。 蕖 に比べて みると、 まだし も 田 口の 方が 腕が あって、 えらく みえ.. 


と 力 じ ％れ だけ 後者 は 管し く、 前者 は I さう である。 だから、 自分 はこの 心持ち を以？ みちみち 

乞食に も 施し をして、 最後の 御り やく を 得ようと きめた。 

『M を 分け 野 山 をし のぎ II ゐれる AI け まします』 の雰寺 だけ は、 燒 けて しまって あと か 

た 力ない 45 まらぬ かした だけで、 譽 §1 ま-右に 見て 丸猜 を、 

"善 fi の ふ 札， 所よ、 五岳山誕生 院ヘ來 た。 四 I のお 寺 だと云 はれ |\、 

大な 構へ が 大師さん の 御 感光と 受け取れて、  ォ ^ 廣 い.^ 內 ^ 宏 

lurr も 消え は ^ つ ^善 If  f のの りのと もし 火』 I にあり がたかった。 ti 

その 人のお 作なる 如 來の佛 像が 安置され てゐ た。  プ矿 

直ぐに はこの 地 I ちかね たので、 き Q 重に と 意 ことにした。 そして 夜に な？ ま 

L 打^:: M 、と：， 多くの 人が 輪に なって 一 つの 大きな if  くリ まわしながら、 if とか 云 ふの を 

『おん うん、 お ぼ きゃあ、 ベい ろし やなう、 11 まに はん どば、 じんばら はきり 

(I おん うん、 お ぼき やき や、 ベい ろしな う』 などと。  I 


繰り返し、 繰り返し、 これ を 限りなく 唱 へて 行く の だが、 /。せい も， i, し ヒ喼, C  . . 

1  ^ グ 7 力 ォぇレ もそォ を いてる うちにお Q づ.^ 

ら H:> き 入れられて しまった。 そして、 艮ぃ朱^0ら.-.^^こ 1 ？  f  ：  ^グ \ 力 

r  .  "^い 珠戲の ありた に 一 つ 特別に 大きな 玉 が 這 入って るが、 そし 

おせい の 巡 鱧  i 
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f 分の 前に まとって 來 るたん びに、 自分 も 人並 I り 一度 づっ 押しいた だいた。 そして そのまま か 

たが、 夜." 更ける に從 つ-て、 『おん うん、 あぼ きゃあ』 と共に 早くな つて 行く の を おぼえた、 そして あ 

ら ゆる 屈托ゃ 心配 ごきす ッ かり 忘れて ゐ たが、 靠 散して しま ふと、 却って P 忘れて ゐ たことまで 

も 俄、 に H. 、ひ 出せた。 そして 自分 ひとりで 夜び え を おぼえながら も、 まだ 境 1： を ぶら 付いた のが、 若 

しこの 心が 見え tQ なら、 犬 か 猫の 姿に なって ゐ はしない かと 思 はれる ほど、 灵さ慾 情が 放縱に 

動いて ゐた。 

けれども、 やがて 會 ふこと がで きる &2 の 大師さん を 自分の 理想の をつ とだと 思 ふと * もう、 おせい 

は 田 ロカ 瀧 川の やうな 俗人が みちみち 自分の 見る 11 やみよりも 卑しい ものの やうに なって しまって 

た。 お 大師さん のお 姿 さへ 見られて、 若い 時の 夢に 肖 分の 戀 人に 逢った 如く * この 身 もた まし ひも 1 

度 は：^: して、 それから 全く とろけて しまっても かま はない ので あるが 11 

お 大師さん の 御 誕生 地 を 見た 以上、 もう、 成るべく 早く そのお かたに 逢 ひたかった。 が、 ついで だ 

から、 また 1 里ば かり を 象 頭 山 金 比 羅大權 現へ も參詣 する ことにした。 が、 种佛 混合 を 禁じられて か 

ら、 阈幣中 社と しても 正殿に は 大物 主、 相 ひ 殿に は崇德 天皇 を まつって あるので あった。 兩が はに みる 

大きな が 文ち 拉 らんで る あ ひだ を 突き 當 つて、 仰ぎ^れば 五 百 段 も 六 百 段 も あるかと 思 はれる 石 

れスを 登った。 そして ふり 返る 毎に、 自分の 眼界が 開ら けて 行って、 海岸から 直角に 這 入って 來る 汽車 


の 道 や 瀬戶內 まの 島島 も兑 波され た。 

曾て 經驗 した こと もない やちな， すッ とした 氣掛 ちに なって、 ^^-きも嫌ひも、 愛 も B み も、 I も 報 

いも， 又 人 も われ も なくなって しまった。 そして これなら わざわざ， 巡禮 と；. みはす、 ただの 旅行 をして 

ゐて もよ かった。 けれども、 その 高み を 下 だって、 卞 4： ぴ 自分の i の 昔 を g」 くと • おせい はまた 自分の 

自分 を见 た。 人^！としての恨みゃ慾がっきまとってる^！：分を！ そして矢ッ張り大師さんに逢はュ，,* 

このっき旗ひをふり落して賞へなぃゃぅな^|„;>への方へますます^入りして行ったのでぁる。 

『大 慈ブ I の觀 世お 11 南無 大師 へんぜう こんが う』 と唱 へながら、 とうとう 識州 一 體の 札所 を、 

r はるばると 雲の ほとりの 寺 に^て 月日 を 今 はふ もとに ぞ 見る』 と 云 ふ、 六十 六^の たつみ 向き 雲 逸 

寺まで さかのぼって^ た。 ところで、 雲.！^ 寺 は讃 州の さか ひ を はづれ て. 阿波の 固に なって るの だが、 

これから 五 E} 一； を^ 豫の 三角 寺へ 行かねば ならぬ。 

おせい が ここでち よ ッと考 へたに は、 きたない 荷 星へ とまったり、 見す 知らす の：，. 姓 家で g がに な 

つたり する こと は 少しも かま はない が、 斯う 獨 りで 自分の 足 や 手 をば かり 勞 して ゐても 仕 かたがな か 

つた。 だから、 1 つ、 坊さんと 問答 をして 見る の もい いだら う、 同 寺の 住職へ 會：： ^を 申し込んだ、 そ 

して 他の こと は聽 くに も 及ばない として、 自分に ml^ な こと を 持ち出し、 

r 逆に ま はったら お 大師さん に 逢へ ると 申します が、 ね、 それ は本當 でしよう、 ハ』 と 尋ねて 見た。 

おせい の巡禮  丄ハ 〇 七 
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『本 Is です。 逢うた 人が たんと あ. = ^ます』 との 答へ であった。 

.『  』 その 職に ある ものまで がま さかう そ は 云 ふまい と 勇み立って、 また 杖を曳 いた。 そして 

？ 4^ しての はなし だね にもと、 曰 本 一 だと 云 ふ 道 後 S 泉へ も 一度 は 這 入って 見て、 つ ひに は 豫州全 

體のを も 四十 番の觀 自在 寺まで 達した。 

それから 土 佐の 國へ 移った の だが、 これまで にも、 番號 がへ るに 從 つて 札所と 札所との あ ひだが 一一 

十 一里 または 十三 里 もあった のに したの が、 直ぐ また 七 里、 士 萬 二十 一 里と 來 きで、 もう. 

おせい も 根が 盡 きて しま ひさう になった。 さう かと 云って、 もう 半分 以上 をす ませた ところで、 《. ^し 

く引ッ 1^ すの も 惜しかった。 

無 1: に 足 を 引いて、 三 十八番の 足す り 山から 岩 本 寺へ 進む 途中 枯れ葉に なった 柳の 木の 极 もとに、 

なんだか 變な 勿が 疊ん だま ま 腐って ゐた。 おせい は 足 をと どめて 勞れた 腰 を 曲げ、 暫 らくす ッと目 を 

そそいで ゐ たが、 なんとも ii が 付かなかった。 で、 鈴 を 杖の 方へ 一緒にして、 左り の芊を 延ばして 

11 きたなら しいと は 思った が 11 ちょ ッと つまみ 上げて 見た。 すると、 それが ぼろぼろに 崩れた。 

矢ッ 張り、 なんだか 分らない が 11 この 時 ふと 思 ひ 出した ので ある、 

『お 大師さん に 逢 ふまへ にや、 きッ とふる いけ 袈 I- の 落ちと るの を 兇る さう や』 と 坂 西 村の メカ ひと b 

云って 吳れ たこと を。 


『  』 さう だ、 それに 應なヒ いや、 さう でな くと も、 との 場合 は それと してまなくて は 

ならぬ 斯うお せいは 獨 りぎ めして 多少の 望み を 持ち直し たので ある。 

けれども • 岩 本 寺まで は 二十】 ft ので、 一日 はおろ か、 二 曰ニ晚 でも 行けない のであった。 

すると、 Is と 云 ふところから さきに 坂が あって、 その f おせい がの ぼり 詰め かけた 時、 向 ふか 

ら 坊さんが ひとり 越えて 來て、 にッ こりす ると 同時に 笠 を かた. IP けて、 

【御 奇特 ぢゃ』 であった か、 『御 奇特 や』 か、 ^に 角、 さう した こと 紫 を かけて 過ぎた W 

「  』 おせい は 全く おそろしい 夢に でも 襲 はれて ゐる氣 持ちであった。 よく 兌ようと しても， 

ろくに この s が 云 ふこき 聽 かなかった。 きッ とお 大師さん だと 思った からで ある。 そして 今 i ふ 

り 返って 見ようと したが、 もう その 姿が 見えなかった。 

『南無 ナ大 1 へんぜう こんが う』 チリ リンと、 立ち どまった ままで 小く ぴを かたむけて みたが、 あまり 

に ふる I との あ ひだが 存外に 早かった ので、 疑 はしく もあった。 が. asn..  S? 

と 云 ひ たと へ、 坊さんで も竝 みの 人 であったら * とても あり 得べき ものではなかった。 g| が あ^ 

過ぎ、 位が あり 過ぎた。 

さう だ！  |が考 へて たよりも すッ とお 若い けれ f  、 そして 自分な ど は その をつ とや 霞み 友 

達た るよりも、 その 姉 か 母 かに f べきに は t& した けれども、 矢ッ， お 大師さん に 相 I かつと 
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だら う。 そして それに きめてし まった 時には、 おそれ 多いながら も、 自分が 渠を善 通 寺で 生み落した 

その 母親で あろ かの やうな 親しみ ある 信仰に また 遠った 元氣を 得て ゐた。 

そして、 もう、 占めた もの だと 喜び勇んで、 おせい は 土佐國 十六 箇所、 道 法 九十 1 里 牛 (そのうち 

二箇所 十九 里 は 遭 過 以前に 濟み) を ほんのた だ 申し わけの 型ば かりに まわった。 そして 阿波 二十 三箇 

所、 道 法： 九十 七 里 半 三 丁 を も、 ただ 十七 井戶 寺の 御詠 欹。 

『おもかげ をう つして 見れば 井戸の 水む すべば 胸の あか や 落ちなん』 と 云 ふのに は 自分の これまで 湯 

を 灕 つて、 からだ を あまりに きたなく して ゐ たこと に 思ひ當 つて、 以後 は 少し 風呂に 行かな いまでも， 

水で 毎朝から だ を ふかう と 云 ふ 考へを 得た。 

i はいよ いよ 板 東 村 の 第 1 番靈 山寺に 至ってす ベて が 済んだ ので、 おせい はこの 自分が お 大師 さ 

んに 逢った ことと、 裂裟を 見た ことの 二 大事 件 を • 鍵 山寺と 同 郡で あると ころの 板 西 村へ 歸 つて、 何 

よりも 先き に 全く. 営ら しく 吹聽 する の が 嬉し か つ た。 

けってん  い 

そ し て 13： ら く U: なか つたので、 けち だと 「ム ふ缺點 に 對す る こ ちら の 反感 も 薄ら い で濘 ろな つ かし か 

つた その 奥さん までが、 

『それで は： $1 の 云う てること もほん まや、 なァ』 と、 信じて 吳れ た。 

『無 41、 * 當 です とも！ こッ ちがし ッ かりした 信仰 さへ 持つ てれば、 この 奇蹟に ゃァ 誰れ でも 逢 ( 


るんで すから。』 

と、 一 歷言聽 をつ よめた 時には、 雲缝 寺と か 天 邊寺 とか 云った お 寺の 住職の 言 紫な ど は 引き合 ひに 出 

すので もな く、. - おせい は I 座の 皆々 に對 して、 自分 だけが えらい こと を敎 へて ゐる氣 になった。 そし 

て 方方のお 佛檀 のきに I： ルる弘 次師が 椅子に 坐 わって ござる お数 らし 合 は せても 分る 通り T お. - 

師 さん は 而も まだお^ いんです よ』 と 云 ひ 添へ た。 が、 このお かた をで も あの 韩 通 寺で 産んだ 母 叙が 

ある 以上 は その 母親 だッて 男が あつたの だと 云 ふこと は、 これ は 自分 だけに 思 ひ 出して ゐた。 

そして 腐 接に お 大師さん に 逢った と 思へ た 時の やうな、 疑 はしい 然し 正直な 喜び や 親しみ は、 もう、 

自分に 無くなつ てるの を おぼえた。 その他の ことごとに なると- また！  &、 親しい i^g がなかった。 

あんまり おなじ やうな、 そして 詰らなかった やうな ことば かりが 多い し. また 長い 日に ち を、 本に よ 

つかて 數 へて 見れば、 合計 三 I 十九 里 半 も 旅行した ので ある。 だから， さ  一 I を g 詳しく 人、 

に^つ て聽 かせる に は うろおぼえに 過ぎて ゐた。 

小 西のう ちで また 二 曰と 立ち、 lt.vf」 るに從 つて、 .si 月 あまり I を 受けつつ 四闽 をめ 

ぐって 來た 旅行 を 私 かに 考 へて：：^ ると まるで 狐に つままれ てた やうで、 自分に 錢っ たもの はた だ， リ 

さんから 受け取った かねのう ちから 三回 五十 錢ば かりであった。 そして 自分の あたま は 少しもと りと 

め 力なく、 がらん ど、？ の やう だ。 そ， して このが らんぎ の 中 をお せいは、 三疊 のまに ゐて、 夜な ど獨 

おせい P 巡 ,、， . 
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りで 自分が 自分で 見つめて ゐ ると、  大きな お t に 於け る やうな 響きが i えた。 これ は ほ 4 でもな レ 

自分が 矢ッ 張. >  誰れ と は 無しに をと こ戀 しさの 聲 であった。 . 

今や 家まで 失って る 自分と して、 おせい はさ、 2K ふこと に氣が 付く と、 相 管 富 分を棄 てた s『 

りな 

が昏く  、自分の 代りにな つた お 兼と 云 ふ 女が 妬ましかった a 


巡 鱧 後のお せい 
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『せめて ことし 1 杯 は、 なァ』 と、 主人 ゃ舆 さんから は iK はれて ゐ たので ある、 『をって g はんと。』 

けれども、 おせい は 一 E< 京に ゐる もの を • 田 口 やお！^ を 初めと して、 すべて 籠れで も、 なつかし いと 

1K はんよりも ましくな つて 來て は、 もう- a 德 島の やうな 寂しい ところに は #1 して ゐられ なかった。 

四國 めぐりから つて、 小 西の 家に また 半月ば かり 中し わけ だけに もとの^ 公 をつ づけてから、 

まんた IC 

『どうも 矢ッ 張り、 からだが 本當 ぢゃァ ないやう ですから、 寒くなら ない うちに』 と 云って * そこ 

を 引き上げ たので ある。 が、 際に は、 悪 いのは あたまが ぼんやりして ゐる ばかりで、 からだの 方 は 

巡 * 鱧 前に 比べて 少 L は 肉 も 付いた かと 思 はれる ほど だ。 そして 男のお 役に立てよう とすれば 確かに 立 

てられる ほどの からだに なって ゐた。 

小 西の 家 を出發 する 時に も、 身が るが いいと 思って ノ iJsgT がた で 出た ので、 大阪へ 上 ii すると 直ぐ、 

汽車で 四國 八十 八ケ 所の 本 もとなる 高野山へ 向った。 そして 山上の 宿場へ のぼると、 おせい が 先づ； 摘- 


れに でも 報告した の は 路傍の 效 後を兑 たこと、 御 大師さん に glj つた AJ とであった。 そ， して ilL 分の まわ 

つ た-札所 の 印が す ベ て 揃 つ て る： 帳面， を兑せ る と 、 

『ii 奇特で ござりました、 なかなか これ だけす ッ かりま わって 来る おかた はあり ま へん』 と 賞め られ 

た。 

『さう で. せう か？』 おせい はちよ ッと くびをかしげて、 おもてで は lul; おさう に 見せた が、 は、 そ 

れを^ 論 だとして 意であった。 そして、 土 佐の 坂み ちで 自分が お 大師さん として 见 た^い 坊さん も 

こちらに 向って 奇特と 言 ふ 一一 を用ゐ たが、 この 言葉が、 その 道の 人々 の 通 川 語であって 兑れ ば、 

れも 矢張り 奇蹟ではなくて ただの 坊主で あつたの だら うかと また 思 ひ 疑 はれ 出した。 が、 S 京へ >w つ 

て も、 あれ をお 大師さん のお 姿であった ときめて 吹聽 する つもりに して ゐ たので、 ここで も それで 15* 

し 通して しまった。 そしてな ほ 自分に 勿 體を附 ける 爲め、 『讃岐 の！： 分 寺の 印 だけがぬ けて ゐ ますが、 

ね、 これ は 火 一:i!^ に 逢って 燒け 跡ば かりだと 伺 ひました から、 行きませんでした』 とも， g つた。 

他の どこで よりも 一 稀歡迎 されて、 獨 りで 八 疊 のま を 特別に 與 へられ、 二の 附 きで 三 口 t:- の 報， 

を. おけた。  , 

そ.， 力ら， かの 女は奈 良へ 行った ので ある。 その 近處に 有名な：： 勿 師がゐ ると 聽 いて ゐ たので、 えら 

い 人なら 入門して 见て もい いと 思って だ。 內資 では • 自分の した g 禮の經 ^が 市； 京で 田 口 や 子供に お， 

 tei,i.r  !l:,  ：  1  :,  ：  …  
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ぶれの ふケぃ iri いた ほどの もので もなかった そ II はせ にもしたかった。 また、 旣に棄 の 

易の if らは 見込みがない と § されて る 恨み や 悔しき も 少し は 暗ら したかった。 それに、 また 

獨り 者なら、 それ こそお 茶飲み友達に なっても よかった。 で、 ajjt そて ゐ 

ここと はゐ たが、 目 くらの 老人であった。 そして 長ね ん窨き 溜めて ある 物 を 龍して 吳 れいと 賴 まれ 

たので、 これ！ つの 硏究 にもな り、 鐘に もなる と 思って、 本人 If 問 ひ 合 は f がら、 二十 

日間に 大體の鐘 をつ けて やった。 が、 あ f 六ケ しい ことが 書いて あるので 自分に はよ く は 分らな 

名 I ヽも立 為った。 そして 初めから 心當 てに して ゐた田 口の もとの 友 入なる 耶画 牧師の 家に 

1& し、 E 口 の惡 口 を 十分に 云つ て聽 かせて、 この 人から も、 霞に 於け る瀨 川さん からと 織に、 

：  まん く 

とちら こ對 する 同 K を 呼び 起して、 自分の 滿足を 得た ので ある 

とれで、 もう、 轰 I た 時からの 豫定 がす ッ かり 終は つたので、 I と 安心して 歸 京し、 また 藤戶 

さんのう ちに 行って、 先づ 自分の 護す がた を 見せびらかし、 『これで 四 國ゃ露 山 I わって 来た； - 


き もの 


です よ』 と 驚かせてから、 當り 前の 衣 物に ほめた  一、 、 

,0 よみ を 見る と、 主 月の 111 曰で、 韋- 維 作 を 田 口へ 渡した のと 同じ 月、 同じ 曰で t の も TB, 

導あった。 それから、 もう 丁度 一 ケ年 I 過して ゐた。 おせい に は 自分が、 もう、 一 ヶ月 もた たぬ 


うちに 四十 九 歳になる 事に ひ當 つた。 

ぢょ 

その 夜 力の 女 は.！ His に られた 自分の 家が どうな つてる か を 見に、 こッそりその5|^^へ(4」\って 

行って、 その 障子が 締まって 中から 電氣の 光りの さしてる 墓 どころ 口 や、 大 川さん が 占^して ゐ. こ.；；^ 

り炬 鍵の ある 八壘の 部屋の， 窓した に 立ち どまった。 そして、 ぢッと 中の 人 ご ゑに？. V. を かた， けヒ ると、 

あのお ほ 酒飲みの 中 S がま だ 晩酌 をつ づけて ゐる やうで、 その 女 一!H- や 子供が おや ぢの 機嫌 を 取って る 

はなし 聲も聽 えた。 

n 分 だって、 E 口から 滿 足に 待遇され てゐ たら、 自分ら の樂 しかるべき^ 活をぁ ァ云ふ 1^ にあいつ 

せんり やう 

ら に占锁 されて しまう 笞 はなかった のにと m 心 はれた。 

『お前 は戶 田さん を 好きだ、 なァ』 と、 中島の 機嫌の いい 時の 聲が 云った" 

『  』 子供に 向って だら うが、 11 戶 E と 云 ふ 人の 名 は 以前に は 自分ら の 關係範 図に 於いて 聽 

いたと ともなかった。 今ゐる 新ら しい 下宿 客の ことか 知らん？ それとも、 ^二の 大リ さんの やう.， よ 

ち *. うは  ， , 

帳場が かり をで も いてあって、 その 女の 名 か？ いづれ にせよ、 暫 らく 耳を澄まして ゐ たの だけ 

ども、 こちらの こと は 少しも 出なかった の をお せいは 物 足らぬ 感じが した。 尤も • 自分の 詰が て、 

それが 若し 惡 くちで でもあって 見ろ、 『今聽 いて ゐ ましたが、 ね、 人のう ちた 奪 ひ 取った うへ に、 まだ 

人の こと を 云 ふと ァ なんです』 と、 直ぐに も； 飛び込んで 行って やる ので あつたが — 。 いづれ 取り返 

經躇 後のお せい  」、 ーヒ 
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してやる から、 おぼえて ゐ ろと、 綺ま つてる 窓 を H ル 上げて 心行く ばかり にらみ 付けた。 

その 翌日 は、 おせい も 早速 しらが 染め 屋へ 行って、 隨分 長い あ ひだう ッ ちゃら かして S いた 自分の 

歡の& 5 を 染めて K つた。 そして 珍ら しく ひるまのお 湯へ 這 入って、 顔 を もよ くみが いた" そして 雔作 

みや. C か 

ら が 舉校か ら歸 つてる 顷を 見計ら ひ 、 巡 禮 暢を話 の 證據 に 用意して 宮 仲のう ちへ 電車で 出かけ て 行つ 

た。 すると、 田 口 は 外出、 お 兼 はした の 春 子 を つれて 隣り へ 行って、 ふたりとも 留守であった の を 幸- 

ひ、 おせい は 早速 玄關の 部屋に ゐた雄 作に 向って、 

『どう だ * え、 まま ツ子 あっか ひに されて やしない か、 ね？』 

『されて. Q ます』 との 答へ であった 

『さ うだらう』 と、 おせい は 云 はない ことかと 云 はぬ ばかりに 渠の顔 を 見つめた。 

『だ" ら、 しっかり してお ゐ でよ とお ッ かさんが 旅に 出る前に も 云って 置いた ぢゃァ ないか、 ね？』 

/  ,/  さゥ V5 

『もう、 燒け 火ば しで つせ かんされた 、喰べ る 物 を喻べ させられ なか つ たりす る こと を 想像して ゐた， 

『もう 一 ケ年 ぢゃァ ないか、 ね、 その あ ひだ 虐待され てたん ぢ ゃァ、 からだ も惡 くなら ない？』 

『なりました。』 

『今 も かい？ どラ云 ふ 風に？』 

『あたまが 痛 いんです。』 


『  …：』 子 化ながら も 心配す る爲 めだら うと 思 ひ 1^ つて、 『それ ぢゃァ 、勉强 もで きない：！^ らう？ J 

『やつ てること はやって る けれど  ば 

『にィ さん はわう だん 病に なった の だよ』 と、 小まッ ちゃくれ の 初 雄が はたから 口を出した、 『さう し 

て 喰べ 過ぎた つてお かァ さんに 叱られた の。』 

『少しぐ らゐ 喰べ 過ぎた つて』 と、 おせい は 初 雄に は頓 一浪し ないで、 『今ぢ ゃァ、 からだの 發達ざ か. 

だからい いけれ ど 11 o』 

『おとうさんから も 便所で い たづら をす るッて 叱られた よ』 と、 初 雄が また。 

『うそつ け r』 ^作 は 怒鳴った。 

『ほんと だい！ 僕も氣 をつ けて 見たら * お 萬 子の 白い こな が^ちて たから、 きッ と、 にィ さん は便听 

でお 薬 子を喻 べるの だよ。』 

『そんな こと ァ よくない が、 ね。 物 を 欲しけ り ゃァ、 .ze 父さんに さう 云って、 子供 だもの、 噙 ベた <^ 

♦  もら 

たけ^ ぺ させて 貰ゃァ いい ぢ やな い の o』 

『だから、 僕 は 朝の 御 はん はお ゎァ さん も 寢てゐ る うちにわ ざと 澤山， だべて や るんだ。 , 、へま 《が もお か 

ァ さん は 女中に つめさせろ ッて云 ふけれ ど、 俊が 無理に 1 杯に 押し込んで やります o』 

『そり ゃァ、 女中 は あかの 他人 だから どうで もして いいよ。』 

巡 龍 後のお せい， に ::LU 
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r おちん *ヒ つて、 僕 は、 擧 校から おそく 歸 つた 時 は、 みんなに 何 をい くつ 貰った か聽 いて、 僕の 力 tsi 

りなかったら， それだけ 別に わざと 貰って やります。』 さう して 時々 栗の 皮ゃ密 W をむ いて 見て、 資力 

腐って り、 ふさの 數が初 雄のより も少 かったり すると、 不足 を 云って 見せる の だとの ことで あつ 

た。 

『それ もま ま 母 を かさせる 爲め にやい いこと です』 と、 おせい は 雄 作の 云 ふこと をす ベて 惡 くない 

意味に 受收 つた。 『さう して 政 ちゃんの 方 はどう！』 

は： 

『政ち やん は 馬鹿 だから』 と、 雄 作が 返 祟 を 引き取って、 『初 ちゃんと 一 緖 になって 僕 を 排斥した りす 

るんで す。』 

『iE は 政 ちゃんの 味方に なって にィ さんと 掃 木を以 つて 戰爭 して』 と は、 また 初 雄 わ 言葉であった、 

『にィ さん をとうと う 門から 入れない やうに してし まった よ。』 

『さう、 そんな こと をした の？』 おせい はどうし てと 尋ねて たかった。 すると、 雄 作が こちら 《あ 

まへ る やうに して、 

『政ち やん はま だ わけが 分らな いんだから。』 

『さう だよ。』 おせい は 今まで 何も 云 はないで 默 つてる 政 直に 向って、 『お前 は 雄 ちゃんの 本當の おとう 

と ぢゃァ ないか、 ね？』 その 反對 に、 初 雄 はなんで もない と 云 ふ 意-おで だ。 


『だって』 と、 政 直 は 初めて a を 切って、 『にィ さん は獨 りで この 玄關の 部屋で 寢て ゐて、 とッ そり 

P. とん 

蒲 圑をか ぶ つて やうかん なんか 喰べ てるから。』 

『さう して 僕たちに は 】 つも CJl^ れ ない、 ね』 と、 初 雄 は 政 直の 方 を 見た。 

『  』 おせい はそんな こと もま ま 母の 仕向けが 惡 いところ から 結 する の だと 考へ 込んで しま 

つた。 そしてな ほ 政 直に、 『でも、 お前のに ィ さん はに ィ さんだ から、 その やうに 敬って ゐ なけり ぉァ 

いけない ぢゃァ ないか、 ね？』 

『はい。』 政 直 は 膝に 手を^いて かしこまった。 

『さう して』 と、 今度 はまた 雄 作に、 『お前の 行って る擧 校と ァ どんな 中舉 校？』 

『〇 舉院 です。』 

『ぢ ゃァ、 耶蘇 敎の、 私立 だ、 ね？』 

『おとうさんが 1- 番 近いから それでもよ からう ッて 11 それに、 俊 は 耶蘇 敎も 研究して 見る のにぎ》 が 

がいいから。』 

『お 父ァ んだッ て^ 蘇敎 は反對 だのに 11 もッ といい、 府立 かど こかへ や つ て 貰ったら い いぢ ゃァな 

いの？」 この 點 だけで 子供が ここの 親から あま. OS いい 待遇 をされ てゐ ない と 見えた。 『本當 り. 

父ァん までが それ ぢゃァ 困る * ね。』 

趣 鱧 後のお せい  六 111 
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g う 云って から、 おせい は 自分の 巡禮 によって 得た 知識 を 以て 眞言 宗の ありがた いこと をち ょッと 

語って 聽.^ せた。 また、 子供に も おぼえが ぁる辔 の 瀧 川さん に會 つて、 貸した かね を 受け取つ たこと 

も。 そして 自分 も 行って 見た 道 後の 溫. に は、 みかげ 石造りの 三階 建ての 溫泉 場が あって、 その 立派 

な こと は 日本 一 だと 云 ふこと を、 Q 分 は is- 際に そこへ は 這 入らなかった が、 人の 云って た 通りに 云つ 

て聽 かせた 。また、 土 佐と 云ふ國 は、 人口 は少 いやう だが、 大きな 國で、 巡 鱧の みち 順 を 三十 六 町 1. 

里に 直せば、 おそらく 百 二三 十 里 以上に なること も。 

そして 今 途中で 買って みやげに 持って 來た 貳十錢 の^ てのうちから、 — 多く はお 兼に 見せる 爲め 

殘 して 置かねば ならぬ から. I 二 つづつ 三人の 子供達に 分けて やった。 が • こちらの をよ くしない Q 

に、 なにも 向 ふのに 盡す 必要がない と 思って、 初 雄に は、 それとなく だが、 わざと 成るべくよ くない 

の を その 數 だけ 同じ やうに して 渡した。 すると、 蕖 がそれ を 知らないで、 

『ありがたう』 と 喜んだ の を， こちら は いぢら しくな つた けれども —— 。 

『さう して』 と， おせい は 雄 作に、 『あの こと はい まだに 知れない かい？』  ^ 

『あの こと ッと 1 1？』 

『それ、 去年の！&；^？^の こと、 さ o』© 口の 十五 圓を 橫取リ した こと を さして ゐた。 

ほぼ. A  / 

『  』 雄 作 は 少しい やな 顔つき をした けれども、 これ も そばに ゐる初 維 を 憚る やうに して T あ 


れは 時々 云 はれます。 然し、 あの 通. ns と は 恩 はれて ゐ ないやう です。』 

『いつまでも 云 ふん ぢゃャ ない よ。』 

『はい』 と、 雄 作 はこ ちらの して 见 せた こわい 額 を つめて 答へ た。 

そのうちに、 お 兼が 相變 らすぞ ベら としたな り をして、 春 子 を 抱いて 歸 つて 來た。 

『おや、 いつお 歸り になった の？』 怪訝 さうな 顔 をして- 玄關の 土^に 突ッ 立った まま • 自分のう ち 

お C にあがらう ともしなかった。 

『きの ふ歸 りました が、 ね』 と、 おせい は 答へ たので あるが、 向 ふの やう すがこ ちらの 來 たの を 困った 

と 云 はない ばかりであった。 つまり、 子供 をい ぃ氣 になって 虐待い して ゐた 弱み.、.；：' あるから だら うと 思 

はれた。 で、 こちら も 少し 馬鹿にして、 『ま ァ、 早くお あがん なさい、 な。』 

«  』 云 はれる まで もない と 云った ふりで- お 兼が 玄關を あがって 茶の まへ 行つ. たので、 おせ 

いも わざと 遠慮なく その 方へ ついて 行き、 殘 りの 资拊を IfnclKJ と 出して、 

『これ は I もう、 今 少しづつ 子供に 分けて やり ましたが、 ね I 公平に』 と * この 後の 言葉 を先づ 

向 ふへ の當 てつけに した。 そして こちら はかの 女に 抱かれて ゐ るお、 な 子が め， たまの 髮を 長く して 可愛い 

兒 になって 采 たの を 私 かに S らしく 思へ た。 

魏蹟 後のお せい  ？-、  二. 11 一 
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すると、 お 兼 はこ ちらの 强みを 避ける 爲め にだら うが、 直ぐ 話 を四國 のこと へ 持った 行って、 

『どうでした、 ね、 あなたの 巡禮の 結果 は』 と 云った。 

『  』 それに は、 今度 は、 おせい 自身の 方が 少く 引け 味 を おぼえた。 と 云 ふの は、 さきに 東京 

を e: 發 する 時 大いに" I ち i うした ほどの 効 架 を 得て ゐ ない ことが 自分自身 にも 分って たからで ある。 が、 

さう は 見せたくない 爲 めに、 『ま ァ、 これ を 見て 下さったら 分ります』 と 答へ て、 用意して 來た^ I 

を 出した。 

『なんだ、 り 帳 を 見た いなもん ぢゃァ ございません か？』 お 翁 は兒に 乳を飮 ませながら、 暫 らく 

繰り 開ら いて 見て ゐ たのが、 斯う 云って こちらの 大切な 帳面お 疊の 上に 投げ出した。 『わたし だッ て、 

新 潟に ゐた時 はこん な 判 は 誰れ にだ ッて 押して やりました、 わ。』 

『だから、 信仰の ある ものに ゃァ ありがた いん ぢァ ありません か？』 おせい はお 漦を 寺に 生まれ.^ 力广 

ら竄に 失敬な こと をす る 女 だと 私 かに 怒らない では ゐられ なかった。 が、 自分の やって来た ことに 

が M をつ ける 爲め、 自分の 怒り を 押さへ ながら、 まじめ 腐って 例の くさった 袈裟 を 見た こと、 お 大師 

さんに i つたこと を 語って： g かせた。 隣室に ゐ る 子供に もよ く聽 える ゃラ にだ。 


時間から 云っても. 場所から 云っても、 斯う 遠ざかって 見る と. ますます 自 f 身で も 信用で きな 

くな？ きとで は lli はない かと 見えた 物が 柳の 根元に 腐って ゐ たの は $ であり、 き 

時お 大師 さんだら うまへ た f 坊さん SQ 上 つき も事露 から、 それ S ちに それと し 

て淨 ばかい くいので あった。 誰れ も. n 分の ほかに 見て ゐた ものはなかった の だから- それ を 還って た 

と f  fee の ある ものがない。 そして 自分が 見た ことにして 置く 方が、 四國 めぐりり にも 叶 ひ、 

自分に も m: みが 附 いて、 都合が よかった。 

『でも、 そんな ことが 今どきあります もんです か？』 

『然し、 わたしが 寶覽 たんだから、 仕 かたがな いぢ ゃァ ありま せんか？ それ も わたしが 幸 ひに 逆 

に まわった からです よ。 逆に まわれば、 きッ とその 露で 襲の？ てるの を 見る、 さう すると、 ま 

たお 大師さん に 逢へ ろと、 誰れ でも 云つ てること でした し、 また 讃 f 阿波の 國ざ かひの 1 等の 主 

職 も 云つ て^れました。』 

r ぢ やて さう して f ばいいで しょうが、 ね、 I は 矢ッ， あなた に似てな かく 濯です よに 

I 謹 を その 方へ 轉 じた 。『i ばかりでなく、 14 ひしん 坊でづ るく ツ 下.』 . 

『わたし やァ なにも 喻 ひしん 坊や づ るい，. と ァ ありません よ。』？ いはお 兼の， i をと ぼけて そらせ 

るつ もりで、 『これで Ift て ゐたッ て、 あはれ な もの をず ゃァ たと へ I 錢 でも ニ錢で I き 

巡 fFI 後のお せい  ： . i  . 

六 二 五 
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やって 來 たんです から、 ね。』 

『その あなたの 切 守に も、 維 作 は 第 1 買 ひ 物に 行って 來て も、 ， ^つもお つり を 退した ことが な いんで 

す。 さう して、 見ッ ともない ことに ゃァ、 女 巾の 目 を 盗んで つまみ 喰 ひ をす る。 わたしの ゐな いとき 

にや ァ、 また、 tL- 缓 から 砂糖 を 出して 譬 める。 御 はん はたべ 過ぎて わう だんに ゃァ なる。 わたしが そ 

..c^ を爲 めに ならない から 頻りに 注意して やる と、 意地 惡く でも 一 K つてる やうに 思 ひ 取って、 物 を こわ 

しヒ り。 おしま ひに ゃァ、 自分で こッ そり 買って 來た お菓子 なんか を はばかりの 中ゃ寢 どこで 喰べ た 

りして！ もう、 わたし ゃァ なにも 云 はない つもりで すが、 ね、 その 爲 めに 弟 どもにまで 馬鹿にされて 

るんで すから、 ね！』  . 

『  』 おせい は， g 作に 弟 はふたり もない ぞと云 ひたかった" 

r わたしが 臺 どころ で それとなく 聽 いてる と、 雄 作 はお 湯の 中で 政ち やん をつ かまへ て、 初 雄の こと 

を なぜ あんな あかの 他人の 味 かた をす るの だ、 お前の 兄弟 はこのに ィ さんだ けだよ なんて、 自分が 馬 

鹿に される やうな こと をして ゐ ながら、 聽 くの も あはれ なけち 臭い こと を 弟にまで 泣きつ くやう に 云 

つて るんで すから、 ね。』 

^  』 それ は當り 前で はな いか？ 政 直 こそ 何も 知らないで あんな 初 雄と 一 緖 になって 木當の 

血 を 分けた 兄に 當 たったり して ゐ るの を 私 かに 馬鹿 だとい きど ほられて、 おせい は 先 づ雄作 を 辯 護し 


て やる つもりに なって、 _ 一 でも、 子供に ゃァ また 子^の 考へ もありましょう から』 と ff4 ひ、 l^J した。 

『ぢ ゃァ- 何が 子供の 考 へです？ あなた は 一 體 * 初めから わたし を 馬鹿にして、 わたしが 何 かま ま 

ツ子 いぢめ でもし ゃァ しない かとば かり 思って たのでしょう — あかの た 他に.^ と 云 ふの も あなたの 口ぐ 

せでした から？』 

『さう でもありません， が， * ね』 と、 おせい は 受けた が、 向 ふが ii. ふに 落て.^ す 語る に 落ちた の ぢゃァ ない 

力と 云って やりたかった。 が、 どうせ この 女に 云 ふよりも. 接に 田 口に 向って それ を责 める 方が いい 

だ.，！ うみ へ た。 

D あなたが * 多分 廢 摘され るか も 知れない とで も智蓄 をつ けて 置いた のでし ようが、 ね、 丫^ は 今 か 

らおとう さんの 六法全書 なんか を 蘭んで、 おとうさんの^ 守に 時々 わたし に^って かかり ますよ。 わ 

たしに や ァちッ とも そんな 氣は ない のに。』 

『  』 分る もの かと 云って やれば どう 答へ るか • きッ とま ご 付いた に 相 遠な からう と 者 へら t 

たが、 おせい は そこまで 押し迫 まる を さし 控 へた 。そして 『わたしが 何も わざわざ 智 gj^ をつ けないでも 

I— 』 と、 そらとぼけて、 雄 作が 中 學へ這 入って から 餘 ほどつ よい 考へも 出て、 こちらの 云って ほかせ 

たこと を 段々 に實 行し かけて ゐ るら しいの を 喜ばない では ゐられ なかった。 そして 少 からすぎ ち!^ る 

ど とがで きる やうな 氣 ぶんに なって、 鼻の 穴 を ほじく つて ゐた。 

、巡 鰭 後のお せい  さ J.，f 
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广 そのうちに 田 口が 歸 つて 來 たので" おせい は 俄かに この 落ち 付きが なくなった。 直ぐ また あたま か 

らお こられ はしない かと 待ち受けながら も、 久しぶりに 顏を 見る の だから、 私 かにな つかしかった P 

である。 

『お^んなさい』 と、 子供ら はう ち 揃って IS に 挨拶した が、 その 言葉 を、 おせい も 少し あまへ る氣味 

e« ^り^して、 田 口が 玄關 のまと 茶の まとの あ ひだの 敷居に 突ッ 立って るの をち ょッと 下から 笑 ひ を 

れいた； 5, 

見せながら、 見 あゆた。 が蕖は 相變ら Ar 冷淡に も、 

『お前 こそい っ歸 つたんで い？』 

『きの ふ歸 りました がね 11 』 おせい はこれ ッ 切り あ.^ の實 葉が 繼げ なかった。 こちらが これほど 親. 

しみ を つて 今後 も 渠に向 はう と 思 ひ 直して ゐ るのに、 渠は 少しも 察して 吳れ ないで、 1 つに は、 お 

兼の 手 まへ をも考 へて だら うが、 一 と 言 だッ てよ く 無事に 歸 つたと も 何とも 云 はない ので ある。 それ 

を先づ て 見よう か、 それとも 直ぐ 子供の 待遇が 悪い こと を 責めて 見ようかと 迷 はないで は ゐられ 

なかった。 

へ 『生きて 歸 つて 來 たんぢ ゃァ、 また 子供に 惡 智慧 をつ ける ばかり なんだら う。』  r 

T そんな ことがあります か？』 おせい は 1! がで 田 口の 動く のに 從 つて 行く と、 渠 はお 兼 もゐる 長火鉢 

の そばへ 坐 わった。 


『今 も わたしが， もう、 注意 をした のです が、 ね』 と • お 兼 はこ ちらの 云 ひたい 話 を も 邪 -M する やう 

に 口を出した。 

望 

『  』 おせい は 仕 かたがな いので、 お 兼の 投げ出した ままに なって る 帳面 を {II 分で 乎 を 出して 

整へ 直し、 これ を 田 口の 膝 さきへ 押し やって、 『ま ァ、 わたしが どれほど のこと をして 來 たか 见て 下さ 

いよ. お 大師さん にも 逢って 來 ましたから、 ね。』 

『四國 は 弘法 大師 だが、 一 千年 も 以前の 人に かい、 馬鹿！』 

a1  き せき 

『それが どの 宗敎 にも ある 奇蹟なん です よ。』 

『馬鹿！ 今更ら 奇蹟なん か 11  。』 田 口が まじめに 反對 しかけた の を 丁度い いし ほに して、 おせい は、 

『さう 一 槪 にや ァ云 へません から、 ね。』 

『若し 世に そんな ものが あると しても、 人 問の 本能が 緊張 充實 して 常識の さか ひ を乘り 越えた と 云 ふ 

とと 以外に ゃァ ない。 たと へば、 かし は 手 を 打てば 瀧の 水が 太くなる とか、 ね 4^ で 探し 物 を 常て ると 

か、 冥想の 極、 適 中した 豫曾を 得る とか。』 

『それが、 だから、 信仰で 靈に 通じ るん ぢゃァ ありません か？』 

『なフ に、 靈 なんて 云 ふ もの ぢゃァ ない。 ただの 本能 解放に 過ぎない。』 

『本能で もなんでも. 現在 自分が 見た から 見た と 云 ふん ぢゃ ァぁリ ません か』 と、 おせい は 自分の I- 

巡 鱸 後のお せい  六 一】... 
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I つで 甲し 付けて しまった U 自分 だッ て、 もう、 詰の たねと しての 以外に はどうで もよ かった の だけれ； 

おも。 

『お 大師さん はま だお 若い のです ッ てよ』 と.、 お 兼まで が こちら を 冷 かす やうに 田 口へ 語った 

『若い から 若い と 云 ふんです が、 ね。』 

『ふん！』 田 口 はた だ 鼻で 受けた。 

『  』 いは こちらの 夫婦と もどう して 斯う 薄情な り 冷淡な りで あらう かと へた。 

『然し、 折角 あなたに も 見せたい ッ つて 持って 來 たんでしょう から、 ちょいと 見て おやりなさい よ』. 

と、 お 兼 は それでも 田 口へ 勸 めた、 『また 何 かの 種に もな りましょう から。』 

『つまらない』 と 云 ひながら も、 田 口 はこ ちらの 帳面 をち ょッと 手に 取り-上 げたので、 おせい は それ 

に 向って、 - 

f 高野山さんでも これ だけ まわった おかた は少 いと 云 はれて 來 たんです から。』 

『馬鹿 づ うづう しく やって り ゃァ、 誰れ だッ てま わって 來 らァ、 ね』 と 云って、 田 口 もま， た それ を ほ, 

り 投げた。 そして 少しき つい 聲 になって、 『こッ ちぢ ゃァ そんな 吞氣 どころ ぢゃァ ない の だ • - 

竿め へ は あの 戶田哀 花に 下 だらない こと を しゃべりに 行った かして、 あいつが それ をい いこと にして、 

碌な 小說も 書け ない 癖に、 おれ を 船 g する やう., こと をお 前の こ とに かこ 付けて 書いた ぢゃァ ない. 


『  』 おせい は 心で はいよ いよ 約束が 實 行され た、 な • と考 へたが、 『わたし ゃァ 何も 下 だら な 

いこと なんかお しゃべり 致しませんで したが、 ねい』 と、 ぎ% くれして しまった。 

『そんな こ， V ァ どうで もい いが、 子供が^,^j"擧校から不良性を帶ぴて來て、 政 直まで が 素^の 分らな 

ナ rCW フ 

ぃ萱 上 もす る 釣の 水筒 を どこから か 持って 來 たりす るし、 雄 作 はまた けち 臭く も 便： 外に 隠れ C 紫 

乎 を 喰 ふの ァ まだし も だが、 ね、 もう- 色け のつ いた 子の する きたない こと もやり 出した し！  i や 

うがない ぢゃァ ないか？』 

『  』 おせい はさう SI くと、 先づ、 自 分の 額が 赤くな つた やうに、 おぼえた。 そして H 口 をう 

わ 目に も兑 つめる ことができなかった。 暫 らく 何も 云へ なかった。 初 雄が 今し がた 云った こと も、 1 . 

まだ 小さい から，， 、ハ紫 子の ことにば かり 持 つて 行った のであって II K は、 こんな ことが 含まれて たの 

かと 思 ふと、 自分が 田 口へ 渡して しまった 縫 を 惜しが つて、 、巡 鱧 屮 にも 忘れ かねて ゐ たこと までが 恥 

力し かった。 然し、 また、 田 口が あれ を 今、 現在 • どぅしてゐるだらぅと^^^-へると、 この 叙に して こ 

の 子で あつたの だ。 憎らし いのは 田 口 やお 兼ば かりではなかった。 自分け け ふ は 久し振りに とまつ 

て、 子供と； 緒に 腐て やれば、 子供 も 喜ぶ だら うし、 自分 も 亦 それだけ 田 n に して ゐる 叙が して 

嬉しい ので あつたが、 さう 聽 いて 見る と、 もう 維 作のから だば かり は蟲の 付いた 喰 J 「の やうに きたな 

巡禮 後のお せい  」 、一，： 
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らしかった。 止む を 得ない から、 ただ 『ぢ ゃァ、 よく 云って 聽 かせて 下さった らいい ぢゃァ ありませ- 

ん、  か』 と 云った。 

『そり ゃァ、 生 现擧上 か』 も 云って 聽 かせた. さ。 然し、 たびたび わう だんになる のァ * ただ あいつ 

の^ひ^ぎ ばかり ぢゃァ ない の だ。』 

『へい、 その 病氣 です の？』 おせい は 俄かに 雄 作の ことが 心配に なった。 『さう して 醫者 にも H ル せて 下 

すって？』 

『llt 鹿な！ 醫 者に 見せた ッ て 直る もんかい？ 喰 ひ 過ぎ だけの こと だッ て、 自分から 自分で 直さな いぢ 

ゃァ 直る ものお やない！ だから、 おれが お 兼に 云 ひつけて 千 供の 食事 を控へ 目に させる やうに して 

ィ るんだ が、 雄 作 は 殊に それ を惡く 取って、 かげで 茶碗 を 毀 わしたり、 お 兼の 留守に その 鏡 をた たき 

割った おする！ そこへ お前が 斯う 歸 つて 來 たん ぢ ゃァ、 また 1 » いい 氣 になる にき まって るんだ。』 

『わたしが ゐ たら、 却って さう 云 ふこと はさせ ない わけ ぢゃァ ありません か？』 

『分る もんか？』 田 口 は 斯うい きど ほって 見せてから、 『今 1 方の こと だッて II こりゃァ子：^！-に聽ぇ 

た 方が い いから- 今 云って やる が』 と 云って、 或 小 佾の話 をした。 おせい も 心配 だからよ く聽 いてね 

ると、 その 惡 いこと をぶ らんこの 柱から すべり 落ちる 時に おぼえた の だが >  それから 毎日 度々 やめら 

1 なかった ので、 段々 その 顔が 靑く なり 勢 ひが なくなって しまった。 親が 氣 付いて 醫 者へ つれて 行つ 


マ も その 螭は 壇らなかった。 そして 1 年と たたぬ うちに 死んで しまった。 

『  』 おせい も そんな 詰 は 初めてな ので、 聽 いて ぞッ としてし まった。 そして ふすま^ しこ 雄 

作の 方 を 向いて、 『雄ち やん- よく 聽 いて ゐ ました か、 え？』 

『  』 返事はなかった。 

『毎日- あたまが 痛い- 痛い ッ つて、 みんな それと 14 ひ 過ぎと なんだ』 

『早く 何 かして 下さいな、 ね。』 と、 おせい も 全く 折れて 出る より 外 仕 かたがなかった。 

『あいつ 自身が 分って 來 るまで は 駄目 だ。』 

『わたし ゃァ、 もう、 かま はない つもりで すから、 ね』 と、 墓 は、 もう、 これまで にも I 手 こす 

つてる やうす であった。 

『でも、 叙と して 引き受けた 以上 は * ね on 

『親 は 引き受ける も 受けない もな いんだ。 子供が 云 ふこと をい つまで も聽 かな いぢ ゃァ、 しかぶ 八^す るビ 

けの こと、 さ。』 

『  』 おせい は擧 校が 惡 いので はない かと も考 へて、 『なんしろ • 私立 ぢゃァ 仕 やうが ないか 

ら、 もッ といい 中舉へ 入れて やったら いいでしょう に。,, 

『いいや、 場合により ゃァ、 舉校 もよ させて しま うんだ』 と、 田 口 は 怒り をつ づけて ゐた。 

ig おせい  il 
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『 …： ：•：： 』 おせい も その 方へば かり 心配が 向いて ゐ たので， その他の こと は ゆ ふ 食後まで も 忘れて 

ゐ たが、 いよいよと まること になって、 - 自分の 子供ら の寢 どこへ 行った 時、 攻^ を〕 呉ン 中へ 入れて， 

自分 は そ の 左り へ 寢た。 "以. S に は い つ も 自分が 眞ン中 へ 這 つて やって たけれ ども。 

、 八 

通 のま は 親子 三人が 寢 るに は 1 かった。 が、 主人の 寢 間と は S れてゐ るので おせい が 子供との ひ 

そ ひそば なし を 主人に 聽 かれない やうに する に は 丁度 都合が よ 力った。 

かの 女 自身が 人情と 思つ てること にも、 もちろん、 男と 女との 關 係が 含まれて た。 自分が 田 口 を 薄 

情 だと 云 ふの は、 蹈が 自分 を 可愛がら なくなつ たからで あるが、 この 情 を 自分の 雄 作 も 亦 多少で もお 

して ホ (初めた のかと 思 ふと、 うかう か 物 も 云へ ない と 云ふ氣 がした。 そして それと は.^. 接に 當ら ない 

で、 先づ、 

『雄ち やん はおとつ ァんの 云 ふこと も へて 見なけ り ゃァ いけない よ』 としか 告げる ことができ 

つた。  ！  、 

『  』 雄 作の 返- 斟は たかった。 が、 ない の をし ほに、 おせい は 今度 は 政 直に 向って 

『政ち やんだ クて、 ら やん より や ァにィ さんの 方 をう やまって ゐ ない ぢゃァ いけませんよ。 あれ は 


* 當の 兄弟 ぢゃァ な いんだから、 ね。」 

『だから- 僕、 學校ぢ ゃァ』 と • 政 直 はこれ も ひそめた 聲で 答へ た、 『あいつが いぢ めら れても • いい 

氣味 だと 思って、 助けて やらな いんだに 

T それ も 少し 可哀 さう だが、 ね ！ 』 

『だッ て、 あいつ ァ いつでも 自分で 僕のお とうさん は 田 口 〇〇ッ てえ らいんだ ぞと {igf はかりす るん 

だから。』 

『でも • 政ち やん はどう 思って るの、 おとつ ァ さんの こと を』 と， おせい は それとなく 錄を かけて i!| 

はした ^ 

.S て兑 た。 若しれ き だとで も 云へば、 直ぐ 反對 してやる つもりで、 すると、 政庶 は，：：： 分で も あまり 

きで ないかして、 

『僕ァ 4^ 雄， にも 默っ てるんだ。 〇〇 なんて 云 はれる と 恥 かしい から。』 

『さう だよ」 おせい は 安心であった。 そして かの 去年 はやった 『〇〇ぶ- 兼于， V 現代 式 だね』 と 云 ふ ひ 

やかし 唄 を まだ 政 直 も おぼえて ゐ るの だら うと 感心した。 『あんまりお 父ァ さんの 名 を 出す と- 罪 もな 

いお 前まで が つて 世 閒 に 恥 を かくから- ね。』 

『僕 は 11 さう は 11 思 ひません』 と- 雄 作 は 突然 口を出した 。『攀 校の 友達が みんな 僕の こと をお と 

うさん の， 號で 『おい、 〇〇』 なんか 云 ふから • 僕 も 1^ く 『おい』 と 返 S- をして やります。』 

巡 鱸 後のお せい  六-二 五 
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『それが いけない ぢゃァ ないか、 ね？』 おせい は 思 はす 少し 大きな 聲が 出た のに 氣が 付いた ので ある。 

維 作が それだけ 自分 を 遠ざかって 行つ てること に 見えた。 自分 はもと もとから 『おとつ ァ さん』 と 云 

ひなら はせ て 來た笞 だのに、 いっから か は 知れない が、 渠 だけが お 兼の 口調 を眞 似て 『おとうさん』 と 

云 ふやう になった こと さへ 旣に 面白くな いの だのに。 『お前 は、 もう、 今から ぉ父ァ さんの よくない 點 

ばかり 眞 似ようと して ゐ るんだ から、 ね！』 

『そ. OV ゃァ、 おとうさん にもよ くない 點が あるの は 僕 も 知っています。』 

^ げん 

『ぢ ゃァ、 云って 御覽 な』 と、 おせい は 今度 は 少し 自分の 子の 機嫌 を 取る やうに 出て 見た。 自分 を棄 

てたり して、 ほかの 女 を 持った ことで も 云 ひ 出す の だら うと 思へ たからで ある。 が、 Mj^ の はさう では 

なかった。 

『おとうさん は 耶蘇 敎を悪 く 云 ふけれ ど、 僕ァ 耶蘇 敎 にもい いところ が あると 思 ひます。』 

『だから、 あんな 舉校 はいけ ない ッて云 ふんだ が、 ね』 と、 おせい はまる で豫 期と は 遠った のがい ま 

いまし かった T 早く 轉校 させて お 貰 ひなさい！』  パ 

『友達 も澤 山で きたの だから • 轉 校なん か 一 I なにも —— 』 

『どうせろ くな 友達 ぢゃァ な いんだら う？』 斯う も】 つ 云って 見なければ ならない ほど、 おせい は自 

分の たよ.？ なさ を おぼえた。 雄 作が うちで はおい しい 物 をた ベ、 そとで は いろんな 友達が ふえて 行く 


急 ふのに、 自分 はこれ からど こかへ 奉公ぐ ち I して、 よ 1: にで も 行って、 子供の I 人前になる の 

を 待たねば ならぬ のであった。 

『でも、 大抵 は みんな 勉強家 だから。』 

『雄ち やん は それでもい いか 知れない けれども、 ね、 ぉッ 母さん は  一^つ まらない、 わ、 ね、 女 巾な 

ん かした ッて、 お 小 使 ひ I つ 5. 犬れ る 人が な いんだから。』 

『僕が 大きくな つたら、 澤. ^あげます。』 

『そり ゃァ 分り切つ てること だが、 ね、 まだまだ いつの こと だか 分らな いだにう。』 

『分らない けれど、 —— どうせ 僕が おとつ ァ さんの あと を 取れば、 あのお 兼なん か 追 ひ 出して しまつ 

て おか ァ さん をう ちへ S い てあげ るんだ から。』 

『無論、 さう でもし ない ぢゃァ 親孝行に ゃァ ならない が、 ね II』 おせい は それよりも、 もッと 目の 

のこと が考 へられて ゐた。 どうせ、 渠が 黄った お葉 子な ど をお すそ 分けし て^って 來て, -れる こと 

など は. 以前からの 例に よっても 分る 通り、 當 てに はならない の だから、 ぃッ そのこと. ちかね で r 乂 

つて やれと 云 ふつ もりに なって ゐた。 今や 募の i として は、 死んだ 文 子の 謙の 叫 十 f まりも、 

雄 作 口へ は 落した と 云って 持って 來た十 K 圆も、 そッ くり そのまま にして ある。 それに. 巡體屮 

に 瀧 川さん から 受け取った 貸し金の 华 額のう ち も、 三圆 ばか" は 使 はないで 5.: のうち S つてる の 

> 趣 IB 後のお せ V  ； 
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だ。 が、 それ はみ な 少しで も 手 をつ けたくなかった 。『少し ゃァ、 ね』 と、 もう、 政 直が 瘤 入って るの 

を 見す まして、 雄 作の 方へ くび を もたげて 行って、 『わたしに お前の 貰 ふ 小 使 を 分けて 吳れ ない ぢゃァ 

困る ぢ やない か？』 

『さう 困って るの？』 

『無論 だ、 わ、 ね』 と、 おせい は その 問 ひに つけ 込んだ。 『今ぢ ゃァ、 假り にも 籐戶 さんのと こに ゐる 

ん" てが、 ね、 あすに も あさって にもお ッ 母さん は 女中の、 ロを兒 付けない ぢゃァ ならな いんだ 力ら ね」 

I. ぢ ゃァ、 あの 帝國文 學を寶 らう か 知らん？』 

IT どこに あるの？』 おせい は 乘り氣 になった。  - 

『一 "階の 押し入れの 中に。』 

『澤 rr^ つて ゐる しだら う』 と 云った に は、 おせい も 直ぐ その 鉀 誌の 第 1 卷 4 ポー 號 力ら 十ケ 年分げ 力 

りが 製本され た 時の こと を もとの 訊 憶から 呼び出す ことが 出き た。 たださへ 暮 しが 困って たのに、 そ 

の 製本 代の 爲 めに 米屋の 拂ひを 延ばした のであった。  ん 

『おとうさん も、 こないだ、 もう 入らない から、 寶 つてし まう ッて、 本屋に せたん だけれ ど、 . ^ぶ.. メ 

のお かァ さんが 二回 ゃ三圓 ぐら ゐ なら、 殘 して 置いても いい、 また 子供の 參考 にで もなら ぅッ て。』 

『も ッと一 く 喪れ るよ』 と、 おせ、 は 自分の 方へば かり 考へを 持って行って、 『ぢ ゃァ、 斯うし ようよ 


—f^ れ たら * 半分 はお 前の 小 使 ひに してやる から、 あとの 半分 を わたしに およこしよ 。』 

『ぢ ゃァ、 さう しましょう。』 

『然し- ぉ父ァ さんや I に 知れない やうに、 ね。』 この 點は、 然し、 以前に も 子供に 十五 回の ip.. 

ある こと だから、 大丈夫 だら うと 思へ た。 そして こ S は 珍ら しく かの 女 はうな され もしないで P 

ことができた。 

おせい の 一 つの 募 は、 謹に 行って ゐて も、 夜中に きッと おそろしい 夢に うなされる ことで あつ 

た。 これ は sns てられて 以來、 SQ やうに なって しまったの だが、 この 凝が 少し ゆるん 1 

れ たの は、 櫻川 町のう ちで あの お客さんの 8 と暫 らく 仲が よくな つてた あ ひだ だかり であった。 

そ t そばに 眠った 文 子 Is づぃ て、 まだ 子供 だのに なま 豪に もせ I ひ をして 見せて， 

らは、 文 子の 口から 田 口の 親戚 中の なって しまった。 それから きふ もの、 それ I ク くり 夢 

に まて 見て。 口から あの こ はい 顔で ひどく うなされる こと も 度々 であった。 

櫻 川 sif 奪 ひ 取った 大工の 中島に 夢で 出 I 丁を以 つて 追ッ かけられ、 PI のなかへ 追 ひまめ 

U れ できなかった こと も ある。 また、 誰れ とも 知れない お ほ 男の、 I に 露のう へ かき 

I の 息の根 をと めか けられた" そんな 時には. きッ と、 自分の 苦しい 聲を 擧げ てう 

めいて ゐ るのに 氣が 付いて、 目が さめる のであった。  も 

巡 鰭 後のお せい 
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『また ゆ ふべ うなされました、 ね』 と、 今度の 主人の 奥さんに よく 笑 はれる ので ある。 

？ 0か株 式 I とかへ 行って るう ちで、 主人の 覽蒙士 とい ふ 人 も 若い がよく 分って ゐて、 § 

の 書いた 物 を も讀ん でる ので、 こちら I とのい きさつ を ましく 語る と、 十分に 同情 を以 つて 聽 いて 

S た。 が、 その 夫婦の あ ひだが 如何にも 管り がな くッ て、 人の 見て ゐる ところで も ふきけ 散らし 

てゐ る。 まだ 子供がない からい^うな ものの、 こちら までが 赤い 窘 しないで は ゐられ ない こと も 

あるの だ。 

『うなされ るの はわた しの 惡 いきでして、 ね』 と、 おせい は 笑って 見せた が、 そんな 時に まだ 向 ふが 

目が さめて ゐた とすれば、 何 をして ゐ たか 知れ ゃァ しないと 思 はれた。 靈で、 若夫婦が どっち も 顔 

立ちが い いのに、 毎朝 起きた 時には あんまり 目 やに を 付けて る の も見ッ ともな か つた。 

それに、 おせい はお 香々 を 切る 時に ちょ ッ とつまん で 口へ 入れる。 それ を 奥さんが 見て 主人へ 告げ 

たかして、  „ - 

『婆ァ や、 お前 は 然しつ まみ 喻ひ をす る 癖 も ある さう だが、 それだけ はよ して^れよ』 と 云った 『き 

たない から、 ね。』  ^ 

『なにもつ まみ 喰 ひ ぢゃァ ありま せんよ』 と、 おせい は 怒って、 きまり 惡さ I ぎら せた。 f  I 

どと 呼ばれる Q も 面白くなかった の だが—。 『女中が 主人 10 か はった もさ 出しても おません 


から、 ね、 ちょいと 調べて 見た ばかりで。』 引き 緩いて こちらが W 口と 一緒にな つて ゐて 見よ、 こちら 

の與 へる 物 を 喜んで 請んで るお 前ら ではない かと も 云 ひ 添へ たかった。 

あさみ 

それでも-、 淺見の 家で 年 を も 越した が、 おせい は矢ッ 張り 田 口が ti しかった。 そして それに は 向 ふ 

に 子供が ゐ るの をた よりにし なければ ならなかった。 そして また 子供の 顔 を： ると、 田 口の 物 を 子^ 

からね だって 見ないで は ゐられ なかった 『帝 國文學 が賫れ ました』 と 云って、 雄 作が たッた 回 を こ 

ちらへ 渡した 時、 ほかの ものに はこ ッ そり だが、 

『これ ッ ばかり！ ぢ ゃァ、 お前が 半分 以上 を 取って しまった らう』 と、 こ はい 颜 をして ff めて 見た の 

である。 

『いいえ、 ほんとうに これが 半分です •』 

『分る もんです か』 と、 おせい は 不平ながら 受け取った。 

『おい、 幸 田、 さう あんまり 度々 來 ると、 お前の 爲 めに ならない ぞ。 注意し ろ』 と、 S 口が 云った。 

『だッ て、 子供に 會 ひに 來る ぶんに ゃァ仕 かたがな いぢ ゃァ ありません か？』 おせい はお 兼に も わざ 

と 聽 いて ゐろ とい はない ばかりに 答へ た。 尤も、 田 口が こちらへ 向って いつも 冷淡な のに 對 する 不平 

も 手つ だって ゐた。 そして 段々 に 自分ながら 慮が なくなって 行く の を 感じた。 自分と 子供との あ ひ 

だに どう 云.^ ことが 行 はれて ゐ るかと 云 ふこと は、 お 人よ しの 田 口に は いつまでも 分るまい と 思って 

巡體 後のお せい  六 四 一 
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た。 

或る日 曜日に- その 前日から と HK り 込んで * もう、 歸 つて やっても いいと 思 はれる 午後の I 時 頃で > 

あった 11 す 一 關の土 11 まで は 下りた が、 また 別れが たいやうな 氣 がした ので、 あげいたの 上へ 腰 をお 

ほんしん 

ろし * 半身 を疊 のうへ へ あげて、 雄 作 や 政 直が 初 雄と 共に 春 子 を 相手に して ゐ るの を 見て ゐた。 春 子 

か ちい 

も 段々 可愛く はなって、 もう、 よち/ \ と 立つ やうに なって ゐた。 

『また 立ちて 御覽 なち やい』 と、 雄 作が 云って、 その 兩手 を擧 げて兒 せた。 すると 春 子 は 立ち あがつ 

て、 よちく と 歩き 出した。 が、 一 方の 足の さきが 疊 へひッ かかって、 ばッ たり 倒れた。 

『あは、 は』 と、 皆が 笑った ので、 舂子は 泣き出した。 

ゃラす 

この 時、 お 兼が 奥から 出て 來て、 ちょ ッと こちらの 様子 を 見る が 早い か、 顔い ろを變 へて 二階へ か 

け あがった。 そして、 

『あんた、 ちょ ッと來 て 下さい』 と、 田 口へ 云つ てるのが 聽 えた。 『幸 W が 失敬 ぢゃ ァぁリ ません か、 

やうく 歸 りかけ たと 思 ふと、 また 玄關の 土間から くび を 延ばして 子供と 顏を兑 合ったり！ さう して 

春 子の はう がそば でよ ち/ \ してち ょッと 倒れたら.、 それ を 馬鹿にして みんなで あざ笑ったり！』 r 

『  』 誰が あざ笑ったり、 顏を 見合った りした か？ あまへ て、 うそ を 云 ふに も 程が あらう と、 

おせい は その M ばし つた 膝まで 憎々 しかった U 向 ふが 向 ふの 子 を 可愛いなら、 こちら も 亦 同じ やうに ( 


2 さ. f 1 


毫 力- 1 レの は， 前で はない か？ そして どちらも これ は 田 口 を 一つの 父と して だら う。 0 

かふく 一が 若い からう そまで 云へ るの なら、 こちら も ハ+相 it わけぐ らゐ はして 差し 支へ なから うと 

覺悟 した。 が、 臭よ リも先き に 田 口が けたたましく はしご 段 を 下りて 來 たの を 見る と、 g おそろ 

しレ搖 幕が 想像され たので、 、いそいで 自分 S 腰 を あげぶたの 上から 放れし めた。 

『まだ 歸ら ないで』 と、 娟は娱 して あたまから こちら I らみ 付けた、 『ぐづ くして ゐる のか？』 

『今歸 り 力け てる ぢゃァ あ I せんか』 と 答へ た 時には、 おせい は 入口の がらす 戶を" r て、 

を その f 居の そとへ 出して ゐた。 自分が f られて も 詰ら 

手 を 戸に かけて、 渠が 何と 云 ふか をう は 目に 見つめた.  I. ズケ ぎの き 

虔 trir 出て 行け！』 iiigipii  if 

！ :^」rf てる かの fi ら せて、 短 かくまた うは ひげまで もび くく 動いて る やうに 見え 

た 『たた さへ |が來 るの を 隣 I まもの は 笑って るの だ。 直ぐて 出て I！』 

！ I て 行 I すが、 £ と、 卷^ わざと f 付， IM まやう にして、 『わたし は 10 こと 

額んで 置けば いいんで すから。 また 來 ますよ。』 

『いや、 もう、 ホ只 さまの やうな やつ ァ 二度と 來る にや ァ 及ばない！』 

F^^u と • かの 女 は 思 ま 自分の 一方の 足 を もまた 土間へ 入れた。 子供が ある 以上 


山、 四 of 
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よ、 自分 も. 時々 尋ねて f こと は 許されて I である からだ 『I さい！ また 小 理窟 を 云 ふ 力？』 K 

口 はこ ちらの 云 ひたい こと も 云 はせ ない と 云 はない ばかりに、 こちら を 叱り付けた。 それから わざと 

らしく 少し甚 を 和げ て、 『子供 皇人 ともお 前に まかせて あった 時ァ、 こッ ちが 一 ども まに 行かな 

かつと。 飾 Q 方が 會ひ たいと 云 ひながら 病氣で 死んでも、 そ I 式に さへ 行かなかった。 それ をお 前 

はおれ I 靑 だと 一 S ふらして ゐる やう だが. こッ ちに ゃァ また 別な 理由が あつたんだ。 一つに は 

お前の つら を 見た くはなかった 爲だ が、 ね、 今 一 つの 理由 は 憎み 合って る 父と 母との あ. ひだに 立って 

殘 つて 攀 供の 心 を兩 方へ i はせ たくなかった の だ。 J ゃァ、 お前のお ろかな 計ら ひからお 前ら 

にやった f 取られて きった ので、 子供？ ッ ちへ 引き取つ たが、 お前まで 引き取 I 理 はな 

い。 おれが 子供 を 引き取った 以上、 今度 はお 前が さう f こッち へ來 ない の が 本 iti くらう。 貴 さま 

が 來る爲 めに、 子供め 心 は そのたん びに ぐらつく し • その上、 舊 にいらない 靈が 起って 迷惑 

『  』 おせい II 讓 を聽 いて ゐ たけれ ども、 別に、 尤もな ところ を I する こと も？ ん 

つたので、 つい、 へらす 口 も 出た、 『あなた は 自分勝手に 迷惑して ゐ るんで すから、 お！』 

『何 を云 ふ、 の f ァ！』 ？を 抱き上げ てた I も はたから 失敬な こと を 云った。 霧 こちら も 

かめ 女に 當 つたつ もりで はあった が II 。『一旦、 離緣 された 者が 圖々 しく やって来 るなん 力 ほ 力の 


うちに. ゃァ ない ことです よ！』 

『  』 おせい も 然し これに はぎ ッくリ しないで は ゐられ なかった。 殊に、 その 離鎵の I つの ぽ 

由に はこ ちらの 弱み もあった こと だから。 暫 らく 憎み I せて お 兼 を M つめてから、 『さう です か？ ぢ 

ゃァ、 歸 ります から、 ね』 と、 また この あとに 子供の ま. むと 云 ひかけ たの だが、 わざと さし 控 

へて ぷ りく 怒りながら、 直ぐ 玄關の 敷居 を またぎ 越えた。 が、 この 時、 まだ 名殘り 惜しかった まま 

に、 『若い 人から 見り ゃァ 婆々 ァ になる の も當り 前です- さんざん 苦勞を させられた あげくです 

ね。』 

斯う 云 ひ？ て、 きい はがら す戶 きしゃり と 締めた。 そして 田 口  I を 人れ てると 云 ふ 大きい 

畑の そば を 門へ 急いだ。 が、 まし も 和ら かさう にで I 小松茱 やほう れん 草 を うに 

，さして 吳れ なかった の は、 前以 つて こちら I うして 追ッ拂 ふつ もりであった 爲 めだきと I 

れた"  . 

斯うなる と、 もう 二人前に なりつつ ある 雄 作し か 自分の ますく たよりと すべき ものはなかった。 

あす は 中擧 校の 方へ 行って、 渠に會 ひ、 自分の 身のう への こと を 相談して 見ようと け ほ 七た。 淺見の 

家 も 面白くな いので、 どこかへ 奉公が へ をしょう と考 へたと ころで あるから。 

巡醆 後のお せい (一  ぐ 3 こ 
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その 翌日、 〇 舉院と 云 ふのへ 行って 見る と、 思った よりも 大きな 松ば やしの 中に 建って る學 校で あ 

つた。 丁度 授業中で あつたが、 攀生 監督の 手が 明いて たので、 その 窒で その 人に 面會 し、 

『わたくし は 田 口 雄 作の 實母 でございますが、 わけが ご ざいまして、 今 ぢゃァ 子 供 はま ま 母 の 手に 

im" されて わます ので、 攀 校の 成績 もい かがと 思 ひます が』 と 云って 見た。 i 父に 當リ ます 田 口 は 薄 

情な はう でして、 子供の こと は あんまり かま ひません から、 子供 は 始終 ひとりで 心配して あたまが 痛 

ハ、 _p ぃッて 云って ますので すが — 』 

そして 喰 ひ 過ぎ や 便所の い たづら のこと は、 子供の 恥ぢ になる こと だから、 少しも 云はなかった。 

すると、 却へ つて 向 ふから， 

『雄 作さん の はた だ そんな ことば かりではありません から』 と 云 ひ 出した。 驚いた ことに は、 田 口 は 

子供の こと を， I 恥ぢ 知ら やに も 程が あるで はない か 11 すべて 云って あるので あった！ 

『へい。 そんな ことがあ るんで しょうか』 と、 おせい は そらとぼけて 見せた。 そして 自分 は少， と 

も そんな もので ない と 云 ふこと を 示す つもりで、 『わたし は 初めて 伺 ひました が— ぢ ゃァ、 矢ッ張 

り、 品行の 悪い 田 口の 子です から、 ひとりでに 矢ッ 張り 惡 いこと を も おぼえる やうに な るんで せう 


か？』 

かんく わ 

『そり ゃァ、 親の 感化が 一番 多く 子供に 及ぶ でしよう から』 と、 こちら を も 合め て 云って る やうな 鋒 

の 意 張り かたが 少し こちらの 氣に 喰はなかった が — 。『成 婧 は數學 と.！ まの ほか はさう 惡 いこ 

ともありません。 ただ面^11くなぃことには、』朝、 いつも 少し 後れて 到着し、 皆が 整列 を 初めた 時に、 

ゃッ とその 列へ 飛び込む ことが 毎日の やうで II これ はちよ ッ とその 氣 にな 丄 ば、 ただ 五つ 足 か 十ら 

しかの 急ぎで 教師の 氣を惡 くしないです むこと だが * とのこと だ。 それに、 今 一 つ は、 "g! の 築子屋 

で 買 ひ哈ひ をす る ことが 多過ぎる と 云 ふので あった。 

『では、 なにぶん • よろしく 願 ひます。 わたくしから も惡 いところ は 幾へ にも 云って 直させます か 

ら』 と、 擧生 監督へ は 答へ た。 そしてお せいは 私 かに 嬉しく^ へたので ある。 雄 作が さう 賈ひ喰 ひ を 

して ゐる ほどなら、 田 口から 隨 分お 小 使 ひ を 貰って るに g_ がない。 

『なァ に- 僅かし か吳れ ない』 なんて 云って るの は、 こちらへ うそ を 云って るの だら うから、 これ か 

らは烕 し 付けても 自分が それ を 少しづつへ づ つて やらう と。 

放 課 時間に なった ので、 雄 作 を 監督 室へ 呼んで 貰った が、 ここで は 話が できな， いので、 おせい は 鍋 

を 多くの 生徒の 遊んで ゐ ない 柵の そとまで つれ 出した。 そして 『今聽 くと、 お前 は 大^お 小 使 ひ を 持 

つて 買 ひ i ュひ なんかす る さう ぢゃァ ないかね？ 少しお ッ かさんに も そのお かね を 分けて 吳れな いぢ 

巡 鱸 後. のおせ い  」、g,. 
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ゃァ —。』 親孝行と はさう した もので はない と ロ說ぃ 5 かせた。 f して 雄 作の 瞹昧な 辯 解 やら こ 

ちらの それに 對 する 逢が つづいて る あ ひだに、 時間の かねが 鳴った ので、 渠は 行って しまった。 よ 

ん どころ なかった ので、  よくじつ 

『また あした 來 ますから、 ね』 と 云 2」、 おせい も 別れた。 が、 その 翌日 はま 公が へ をして、 駒 込 林 

町の ちょ ッ とした fs 中に 這 入った。 これ は 芝のに 比べて は 子供の 震へ 近いので、 自ま ちょ 

ッと迎 ひに 行ったり、 子供が 舉 校が へりに i つたり する の 便利が t 急 へられた からの ことで あ 

つた。 で、 この 報告 を も 兼て 一.$ び 子供の 舉 校へ 行った 時 は、 もう、 何となく 氣が 引けて、 お ほ びら に 

S 入って 行けなかった。 ちて 門前 QI 子 § そばに 立？、 雄 作が 買 S ひに 出て 來 きを 待つ 

てゐ た。 若し 來 たら、 先づ、 その 買 ふお 菓子 を 少し 貰って やらう と考 へながら 

然し、 なかく， -て來 る やうす もなかつ たので、 他の 出て 來 たり 這 入って 行ったり する 生徒の ひと 

hs に 頼んで、 渠を 呼んで 來て 貰った リす るので ある、 すると 渠 はむ ッ つりお こって ゐて、 皆の ものに 

は聽 かれない やうに して だが、  - . 

『見ッ ともない ぢゃァ ないか、 おか ァ さんが さう 度々 來 たら』 と 云った。 

『親が 子供 を 尋ねて 來る のが どうして 見ッ ともない か、 え？』 以 つての ほか だとお せいは 自分 こそ 怒 

ら ないで はねられなかった- 


『でも— みんなが I, きたならしい 塞ァ さん？.^ 笑？ るから。 
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